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「支那 佛敎の 研究」 第三 篇を 出す に 至った 事 は、 著者に とって 實に 隔世の 威が ある。 これ を 

出す を 得た こと だけで、 著者 は大 東亞 戰爭の 意義の 思想界に 及す 重大性 を、 身にしみて 威 激し 

て已 まぬ。 隨 時に 於け る隨 筆が 斯 かる 裝ひを 以て 世に出ん 事 は、 大 東亞 戰爭以 前にあって は 思 

ひも 及ばなかった ものである。 それが 今 曰の 如き 物資の 統制 時代に 於て 世に 現れ、 而も 之 を 手 

にす る ものの 相當に 多い 事 ぼ、 東亞 自身の 東亞たら しめんと する 抱 貿 と 責任と が、 國民 全部の 

心に 徹底して 來た爲 でなくて はならぬ。 

中に 含まれる もの は、 (一) 中國 佛敎史 槪說、 (二) 中 國佛敎 の 特色、 (三) 中 國佛敎 の 鳥瞰 的 素 

描、 (四) 古賢の 足跡、 (五) 佛性 問題、 (六) 大藏經 と 章疏、 (七) 武周 新字の 一 研究の 七 章で あ 

る。 この 中、 中 國佛敎 の 特色と 中 國佛敎 の 鳥瞰 的 素描の 二 章 は大體 新に 執筆した ものである。 • 

別に 公刊した 『日本 佛敎の 研究』 に は、 日本 佛敎の 特色 を 述べて あるから、 之に 對 して 中國佛 

敎の 特色 を 見ん としたの が 第二 章で ある。 著者 は 二十 六 年 前の 大正 九 年より 幾囘 となく 中國に 

渡リ、 相當. の 範圍に 亙りて 實地 見聞し、 又 諸般 各 級の 佛敎 徒に 接した。 この ー篇 は、 彼の地の 

佛 敎の實 情に 觸れ、 實 地に 見聞した もの を 基礎と したので ある。 これ は 著者 二人の 觀察 ゃ體驗 

によった ものであるから、 之 を 以て 敢て全 を總 括すべき ものとまで 自任せ ぬが、 然し 問題 を 


提供し 得る だけの 自信 は ある。 或は 之 をー讀 して、 平々 淡々 として 何等の 奇 もない と 感ずる 人 

も あらう が、 中國の 都鄙 を 幾た びか 政 渉した 著者に とって は、 その 平淡な 中に 相當な 背景 を 含 

ましめ て 居る ので ある。 

幾た びか 都鄙 を 跋渉して、 見聞に 觸れ たものから、 第三 章の 鳥瞰 的 素描が 出來 た。 これ も 文 

字の 上から は、 何の 奇も あるまい と 思 ふが、 あの 大陸 を 徒渉す る ものに は、 恐らく は 何人も 何 

處に 何が あるか、 又當 面の ものに 如何なる 意義が あるか、 すべて 茫洋の 嘆が あるで あらう。 大 

陸 を 跋渉して、 實地實 物に ついて その 文化史 的 意義 を發揮 せんとした ものが、 著者 以外に 左程 

多く あるまい と 思 ふ。 中國の 識者が、 殆ん どす ベて 『支那 佛敎 史蹟』 『支那 文化 史蹟』 に隨 喜. 

の 頭 を 垂れる の は、 之が 爲 である。 著者 はこの 點に 於て 東亞 人の 自覺 について、 多少の 貢獻を 

した 事に 满足を 感じて ゐる。 著者の 跋渉 は 勿論 大陸の 1 部分 だけで あるが、 そ-の 跋 涉の區 域の 

文化 史蹟に つ いて、 簡潔に まとめた のが この 一 章で あるから、 著者 自身に とって は、 この 短き 

一 章の 中に 思 ひ 出の 盡 きぬものが ある。 

次の 古賢の 足跡の 一 章 は、 その 中から 日本に 關係 ある 三 節 を取リ 出して 見た ので ある。 山 西 

曇鸞 大師の 遺址 は、 復興の 第 一 步 として、 著者 は 昨 昭和 十七 年 十月 七日に 一 千 三百 年の 遠 忌 を 

嚴修 したので あるから、 記憶が 生々 しい。 揚州鑒 眞和尙 の 遺址に は、 大正 十一 年 十一月 著者の 

撰 文した 碑が 立てられて ぁリ、 和尙は 日華の 文化 交渉に 取って、 正に 目標と すべき 一 人で ある。 


ん、 信 行 禪師と 三階 敎  -  SI 

九、 偉大なる 飜 譯家玄 樊三藏  1!四 

一 〇、 善導 大師の 事蹟 ：•：.. -.  瑩 

一 一、 唐 時代の 怫敎と 我が 聖德 太子  ，  型ハ 

一 二、 佛敎 文化の 圓熟、 怫足 石と 開 元 寺  に  七 

一一 二、 揚州 Q 鑒 眞和尙 ；…  II 八 

一 四、 佛敎 I 派の 完成と 密教の 傳來 •：•：. ；…  -  I： 九 

第 四 實 行 時 代 (唐 後半 • 五代 二 木)  …  ml 

一 、 思想 0 變 化と 社 會の變 化  ml 

一一、 禪宗の 興起と 五家 …：： •.  ： …き 

nr 中國禪 0 成 立  •，  0 

四、 臨濟と 黄 檗  璧 

五、 唐 代の 怫敎と 日本 怫敎 との 關係  Hi 六 

六、 大藏經 Q 雕印、 諸宗の 復興  1^ 七 

七、. 宋 儒の 勃興、 禪 0 媒介 ：.：： ，  ，•  1- 九 

八、 儒 道 二 敎  六 一 

目次  三. 


目  次  四 

九、 不立 文字の 餘 弊に  -a 

第五 1 紹時 代 (元. 明. 淸)  -  六 四 

一、 元 明 淸の怫 敎  ：  0 

二、. 出家 佛敎と 在家 怫敎  六 八 

一一 一、 現代の 怫敎、 將來の 希望  六 九 

中 國佛敎 の 特色  .::  七 一 

M  ？:  ノ：，  S 

. 第一 整理 立 敎 ；… ^  七 八 

第二 釋尊爲 本  八 一 

第三 三 學 兼 修  S 

第 四 禪定逋 規  八 J ノ 

第五 自然 終 極  -  "  ：:  A> 


第 

第 

第 

ハ 

n 

ィ 

八 

ハ 

□ 

ィ 

七 

- J— 

守 

混 

放 

放 

沙 

修 

政 

出 

： ふ 

港 
退 

教 

豕 

t —  i 

漸 

無 

離 

漸 

廢 

高 

分 

守 

就 

大 

方、 

型 

大 

佛 

踏 

域 

則 

人 

一 — O  0  CD     ：/u     ：/u  九  -fu 

二      O セ  六  二八 3S1  =  C 


中 國佛敎 の 鳥敏的 素描  ：  5 

0  0  二 九 

-ffi 音 の 佛 敎  1 一 10 

0  次  玉 


楊子 江 流域の 佛敎  

中部の 佛 敎…  

黄河 流域の 佛敎  

北部の 佛 敎  ， …：： 

賢の 足 跡  

魏 の曇鸞 大師と その 遺址.，  

第一 親鸞 敎 0 先驅  

第二 佛敎 史上に 於け る * 鸞大 師 0 位 

第三 暴鸞. 道 綽* 善導 三 祖の違 趾… 

唐の 鑒眞 和尙 とその 故址  

一、 榮歡 • 普 照と 鑒 3 具和尙  

一一、 鑒 眞和尙 Q 學 系  • 


一二 ハ 和尙 0 東 征  一一 ョ 

四、 和 尙 Q 怫. 敎  に  、   一一 g 

五、 和尙と 日本 文化と 0 關係  舌 六 

六、 「東征 傳」 Q 價値  ：  .-  S 八 

. 七 、大明 寺. の 遺 址  ：   一二 一一 

嵩 山 少林 寺 及 山 東靈巖 寺に 於け る 元 代の 邵元撰 文 碑  一一 一九 

一ぶ  ：  …： • ヨ九 

二、 少 林 寺   一一 g 

一二、 邵元撰 文 碑  ：  …   一一 一二 一 

, 四、 邵 元 Q 傳 記  ：  一一 一一 一一 一 

五、 息菴禪 師 Q 法 系  "   一一 二 七 

六、 少林 寺 住持と 曹洞宗 正系  •  一一 一一 九 

七、 少林 寺 息菴碑  一一 づ 一四 

八 ヽ靈巖 寺息菴 碑  一一 一一 一八 

怫 生 問題  .:  -  一重 

目次  -  七 


"t?"t? 六 六 六 プズ五 35： 
•=^0 九 六 四 一九 七 


^      35：  W  P3 

四      -      0 八- tJ 


佛 

性 
H-A. 

槪 


SI  次  A 

佛 性の 上よ リ觀 たる 佛敎 槪說  ：  一一 

一、 信 念 の W  ^  一一 

二 、一^ 提の問 0  一一 

三、 理想 世界と s^ln; 世界  -  一一 

四、 如 Q 問 題  1、 

五、 無明の 自己に 目覺 めよ  一" 


一 、 佛 性に 關 する兩 系の 思想  

一一、 問題 Q 所 在  

三、. 印度 Q 經 論に 於け る 怫性說 •：•： 

四、 中 國の怫 性 論 諍、 道 生と 大乘基 

五、 靈潤對 神泰、 法 寳對慧 沼  

六、 法藏 0 綜合 說  

七、 日本の 佛性論 諍、 傳敎 對德ー ：• 

八、 性 宗 と 種 宗  ，：•： 


九、 兩 家の 同異 長短  

佛性論 諍の 中心 題目  

第一、 諸經 論の 一 閬提  

第二、 涅槃 經 Q 一  閬提  

大藏經 と 章 疏 ：… ；  ,  

X 藏史の 一 般  ：： 

東洋 文化史 上の 大業  

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由 … •：： 

第一 節 序 . 說： ：..  

• 第二 節宋 版章疏 …：：  

第三 節 寫  本  •：.： 

第 四 節 舊目錄 にあ"、 現在 闕本 たる もの 


5 

目  夾 , 

.  霊 


- 第五 節 整理より 得た る 成果  •  一一 511 

第 六 節 高山 寺所藏 「東 域傳 燈錄」 に 明記 せらる る 道 儉の名 稱…. い  

 -  ：  霊 

武周 新字の 一 研究  … …： - 

 •:  0 

1 、怫典 中に 見 ゆる 新字   ：さ究 

二、 新字に 關 する 文 獻  一   

一二、 研究 資 料  •    四 ご 一 

四、 新字の 用 ひられた る 期間    ^一お 

五、 新字の 形體 0 種々 相…  …： ： …：  き 一お 

六、 新字の 決定 及び 疑問の 文字  


佛 
敎 
史 

概 


難 


第一 準備 時代 

^ 1 中國佛 敎史の 時代 區分  、 

S 準備 時代 S 研究 時代 g 建設 時代 3： 實行 時代 繼紹 時代 

怫敎の 理想 精神が、 どれほど 東洋 を 改造す る ことに 力が あつたか とい ふこと は、 其の 時代の 實 物を實 地に つきて 見る 

時に、 筆舌 以上の 效果を 掬す る。 これ 予が 「支那 佛敎 史蹟」 を 公刊した 所以で ある。 佛敎が 印度 を 改造し、 中圃を 改造 

し、 朝鮮 を 改造し、 日本 を 改造した 事 は、 當 時の 實 物に 接する 事に よって、 書物 以上に 了解せられ るから、 本篇 には予 

の 接した 實 物を絕 え-ず 背後に 置く 事. とする。 

第 十九 世紀 は、 印度の 研究が、 宗敎界 でも 思想界で も その 向き を變 へさす るまでに 役立った 0 であるが、 第 二十世紀 

は、 中國が 世界 學界の 研究の 中心と なって 行く に 相違ない と， S ふこ、 とを斷 言したい ので ある。 所が 中阈 と， S へば、 我々 

ずゐ たう 

忙は 近い やうで あっても 存外に 遠 5。 肝 肾 の 中國の 民族で すら、 佛敎の 改造した 隋唐 時代の 怫敎 文化が、 世界の 文化史 

すゐ たう 

上に 於ても 優秀 偉大なる も Q であると いふ こと を 左程に 感じて 居らぬ。 つ， S 眼の 前に ある 所の 自國 の絕頂 時た る隋 唐の 

文化 を、 亞米利 加の それよりも 遠い やうに 思って 居る らしい。 まるで 異なれる 世界の 事 を 言 うて 居る とい ふ 風な 感じ を 

懐いて 居る やうに 見える。 之に ついて 予は先 づ中國 の 有識 階級に 對 して、 第 一 に 自分 Q 民族の 生み出した 所の 佛敎 文化 

に 自覺を 有って 戴きたい とい ふ 注文 を 提出す る。 第二に は 我々 日本 民族が、 この 怫敎 文化 を 能く 知る 事に よって、 中國 

第 一 準備 時代  H 


中 國佛敎 史槪說  四 

民族と 日本の 國 民との 間に は、 離るべからざる 關 係の 有る 事 を自覺 したい。 今日の 中 國の人 は 如何に あらう とも、 その 

民族が 斯の 如く 偉大なる 文化 を 造り 出した、 而し てこ の 文化 を 造り 出さ せた 佛敎に は 左程までの 力が あった ものと い ふ 

こと を 知って さへ も、 中國 民族に 對 する 日本 阈 民の 感情が 非常に 變 つて 來 ると 思 ふ。 これにつ いて、 怫敎 Q 非常に 力の 

あった 時代に、 斯の 如き 人物が あった ものであると いふ； J と を 知る の は、 我々 の 將來を 照らす 導きと なる だら うと 思 ふ 

所から、 歷 史上に 現れた 大人物 を 中心として、 こ 0 稿 を 進めたい と 思 ふ。 之 を 五 章と して、 第一 は 準備 時代、 第二 は 研 

究 時代、 第三 は 建設 時代、 第 四 は實行 時代、 第五 は繼紹 時代と し、 新の 大體 の區 分に 從 つて 稿 を 進める 事と する。 

二 中 國佛敎 の 地理 的關係 

準備 時代 は、 之 を 年代で いへば、 後漢の 時代に 佛敎が 渡り、 三國 時代 を經 て、 西 晉* 東晉 となる が、 予 はこれ 迄 を 準 

傭 時代と した。 それから 南北朝 を 研究 時代と し、 隋唐 時代 を 建設 時代と し、 唐の 半ばから 宋の 終り 迄 を實行 時代と して、 

その後 を繼紹 時代と したので ある。 後漢の 時代に 佛 敎が傳 はった。 何 處に傳 はった かと 言へば、 船 ^ である。 長 安 *洛 

陽： 南 岳. 天台 山. 五 臺山、 いづれ も 有名で あるが、 卒然、 問題と して 此の 五つ を 出して、 何 處が長 安 か、 何 處が洛 陽 

か、 一 何 處が南 岳 か、 何處が 天台 山 か、 何處が 五臺山 かと. 5 ふこと を、 地圖 にっきて 直ちに 指點 せよ と 言 はれたならば、 

中國佛 敎に對 する 屈指の 學者 も、 恐らく は 一寸 面 食 ふで あらう。 南 岳 • 天台 山 も 判ら. fZ 長 安，. 洛, が何處 にある かも 

判らなくて は、 實は中 國怫敎 はわから ぬ 0 である。 日本 は國が 小さい から 南 も 北 も 餘り變 りがない けれども、 中國で 

は、 楊子 江から 北と、 楊子 江から 南と Q 人情. 風俗から 思想まで も 違 ふ。 色 卽是空 Q 空と いふ 味、 又 之 を 自分の 人格 を 

通して 實現 すると. S ふこと は、 江 南の 特色で ある。 北の方 は 有 0 世界で あ^、 南に 來 つて 始めて 世界が 解る やうに 


なって 居る。 空と， S ふことの 上に 立って 居る 所謂 中國禪 が、 何としても 北から 起る 害が なく、 南でなくて はは 來な いと 

う  § ゐ し き 

レ ふこと は、 その 地理が 大體 解る と 直ぐ 會 得が 出 來る。 之に 反して 有に 立つ 華厳宗. とか 唯識宗 とかい ふ怫敎 は、 北で な 

くて は出來 ない。 今度の 事變 は、 我が 國民 全部に、 中圃の 地理 を 知らし めた 點に 於て、 重大な 役割 を爲 して 居る。 叉 中 

國を 認識せ しめる 點に 於て、 空前の 機會 となった。 この 事 變を轉 機と して、 日 と 中國と は、 眞の 文化 交渉に 入る ので 

ある。  . 

三 洛 陽の 白馬 寺 —— 佛敎初 傳の地 

シ、 て、  ま ミ うが  じく ほふらん 

怫敎が 後 漢の明 帝の 永 平 十一. 年 (西曆 六 七) に 初めて 傳 は.^、 その 時に 「四十 二 章經」 が 摩騰迦 • 竺 法 蘭の 二人に よ 

つて、 洛 陽の 白馬 寺で 翻譯 せられた と 言 はれる。 然し、 後 漢の明 帝の 時が、 果して 佛敎 の初傳 なり や、 明 帝が 夢に よつ 

• て 使 を 西域に 遣 はして 法 を 求めた とい ふの は事實 なり や、 從 つて、 摩騰迦 • 竺 法 蘭の 二人が 此の 時に 來朝 せり や 否や、 

「四十 二 章經」 なる もの は 果して 翻譯 なり や、 さて はまた 白馬 寺と いふ 寺が 後 漢時代に あつたか 如何と いふ、 種々 の 問 

題が ある けれども、 いづれ にせよ、 洛陽 白馬 寺なる もの は、 旣に六 朝の 早き 時代より 存在して、 怫敎と 深き 因 緣關係 を 

やう ヂ，， i し  らく やうが ら ft^ き  ^  1. 

有って 居った 事 は、 明白なる 事實 である。 北 魏の楊 街 之の r 洛陽 伽藍 記」 の 中に も、 白馬 寺の 記事が ある 火 車に て！^ 

過す ると、 洛 陽の 近くの 右方に、 十三 重の 缚 塔が 巍 然として 見える。 これが 白馬 寺で あると いふ 事 は、 一た び この 地 を 

らく やう けん  ぎ せレほ  *  D 

通過した 人の、 誰もが 知る 所で ある。 この 白馬 寺の ある 所 は、 河南 省 洛陽縣 東 二十 五 支 里の 義井舖 とい. -村 である 

井と いふ 名 は、 北魏 時代より あった もので、 佛敎の 福 田 思想に 伴って 傳 はった 有名なる 社會 公共事業の 一 つで あると 推 

想せられ る。 印度で は、 菓 樹を植 ゑる とか、 橋梁 を 架す ると か、 義舍を 建てる とか、 義井を 穿つ とかい ふ社會 公共 事 
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を 福 田と いって 大いに 推獎 した も Q であるが、 この 福 田 思想 は、 佛敎に 俘って 中！ i に傳 はり、 初期 Q 時代から、 大いに 

行 はれた ものである。 殊に 中國の 如き 行旅に 不自由な 地に あって は、 前揭の 諸事 業が、 いづれ も 盛んに 行 はれた ので あ 

る。 r 洛陽 伽藍 記」 の 中に、 白馬. 寺の 近くに 義 井菓樹 があって、 人馬 を 息せ しめた 事が It はれて 居る から、 この 義井舖 

の 名 は、 遠く 六 朝 時代から あった €> である。 斯る 意味から 見ても、 義井鋪 • 白馬 寺と いふに、 吾人の 注意 を惹 かしめ る 

も Q が ある。 この 白馬 寺に は、 嘗て 魏 代の 石佛 があった。 頗る 名品であって、 斯る 作品 あらしめ た 時代の 怫敎を 物語る 

Q であるが、 今 は 米國に 搬出 せられて 居る。 中 画の 怫敎 文化 は、 年と 共に 鹿れ 去る。 我々 が當 時の 文化が 斯る もので あ 

つたと， S ふ 事 を、 せめて 寫眞 でな りと も 保存し 研究す る 事 は、 學徒 としての 責任で あると 思 ふ。 予 Q 「支那 怫敎 史蹟」 

は、 こ の趣旨ょ，2^公刊せられたものでぁる。 

. 四 三 國兩晉 時代と 老莊 佛敎、 淸談の 流行 

それから 三國 時代 を經 て、 西 晉* 東晉 となる が、 思想 上から 見て、 準備 時代で あるから、 簡單 にす るが、 此の 時代の 

らうき う  *, 

怫 敎は耍 する に老 莊佛敎 であった。 老莊 的に 翻譯 せられた 怫敎と 言ったら 宜い であらう。 或は 風流 佛敎 とで もい ふべき 

しゃう き 5IQ ん 

も ひであった。 奈良 Q 正 倉院に 保存 せらる. --麈 尾 扇と いふ もの を 持ち、 互 ひに 問答 をして、 突拍子もない こと を 言って 

ちくりん しちけん 

喜んで 居た。 卽ち 風流 雠敎 である。 竹林 七賢と 5 ふ Q が あるが、 其の 中 Q 王戎， と. S ふ 人 は、 親に 別れた ので、 親友が く 

やみに 行ったら、 白い 眼の 玉 をして 睨んで 居る。 友人が そ Q 心 持を覺 つたから、 翌日 酒を携 へて 行った 所が、 靑ぃ 溶け 

る やうな 眼 をして 喜んだ とい ふ。 これに は 一 方に は 超越の 味 も あるが、 一 種 Q 、チ カタ ンと言 つてよ. S であらう。 それに 

は 道行きが ある。 後 漢時代の 道德 が、 形式に 流れて 人情 を 無視した 反動と して、 道德は 人間 Q 爲の ものである、 人間 は 


道 I 心^ 爲の もので ない、 人間 は 人間の 本能に 從 つて 行かなければ ならぬ、 自己の 心の 命. f る 儘に、 自己の 心の 思 ふ 存分 

に 生きる のが、 人間の 至上で あると いふ 所から、 本能 生活 を 重んじた のが、 竹林 七賢で ある。 所う いふ 道德 破壊者が 賢 

入と 言 はれた Q であるから、 此の 時代 は どんな 人間 を 以て 理想 としたかと いふ ことが 判る。 如何に 生きる かと 言へば、 

いふ 風に 行く のが 本當の 行き方で あると. S ふ 風に 見て 居った ので ある。 此の 風潮に 隨 つて、 佛敎者 も、 朝から 晚迄 

拂子を 持って、 飛んでも ないやうな 問答 をして 居る。 これが 淸談と 名付けら る X ものである。 斯うい ふ怫敎 は、 風流 怫 

敎 • 老 莊怫敎 でな 6 ねばならぬ。 どうして さう 5 ふ佛敎 が出來 たかと 言 ふと、 全體 支那 Q 1 般 思想 は 頗る 現實 的で ある 

から、 空の 上に 立つ 怫敎が 解りに くい。 如何にし てこの 佛敎 を合點 した かとい へば、 佛敎 を合點 せし むる 手引になる も 

のは獨 り老莊 である。 老莊を 見れば、 佛敎が 半ば 會得 出來 る。 中國の 一般 思想と 大いに 違った 印度の 怫敎 を飜譯 する の 

に、 儒敎の 上から 探した ので は、 その 內容を あら はすに 適當 した 文字がない。 例へば 涅槃と か 菩提と か， S ふ 言葉 は、 迎 

も 之 を 漢語に 飜譯 する 事が 出來ぬ 。どうい ふ 文字 を 以て 之 を飜譯 した かと 言 ふと、 老莊の 文字 を 假り來 つて、 涅槃 を 無 

爲 とし、 菩提 を 道と 飜譯 したので ある。 無 爲と言 ふと、 働きの ないやうな 文字で あるが、 無爲 なる が 故に 爲 さざる なし 

とい ふ、 非常に 活動的の 意味 を 有って 居る。 道と いふ Q は、 中々 內容が 深く、 菩提の 內容と 匹敵す る。 斯くて 無爲 とか 

道、 とか を 持って 來れ ば、 11槃* 菩提と いふ 言葉の 內容 全體は 現れない にしても、 半分 以上 は 現れる。 よって 新う いふ. 言 

葉で 飜譯 したので あるから、 老莊が 佛敎の 手引 をした ことになる。 然し、 文字 言語 は實に 妙な もので、 無爲 とか、 道と 

か 言 ふと、 之に 爵 して 起る 觀 念が、 涅槃. 菩提に 對 する 感じと 違 ふので ある。 無 爲には 無爲の 意味が 付， S て來 る、 涅槃 

に は 涅槃の 意味が 付いて 來る。 老莊の 言葉 を假 りる の は 便利であった けれども、 無爲 とか 道と かいふ 文字に 捉 はれて、 

佛敎 がお のづ から 老莊 風に なって 來ると 5 ふこと を 免れぬ。 よって この 時代の は老莊 的の 佛敎 であった と、 簡單 にいへ 
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せいだん かくぎ  ， はう ぐ わい 

ば宜 いと 思 ふ。 この 時代の 怫敎 を淸談 格義の それと 命名しょう。 淸談. とい ふの は、 淸ぃ 話、 方 外の 問答で、 これに 全身 

まい  力 くき 

を 投じて、 一日 風流 三昧の 生活 をす る を， S ひ、 格義 とい ふの は、 怫敎を 解く のに 怫敎 だけで 解かす に、 老易を 借りて 來 

て 解く の を いふ (比較 研究)。 今日、 锦敎を 解く のに、 怫敎 だけで， S ふと、 多くの 人に は 解らぬ 所から、 カントと か、 

へ，' ゲルと か、 色々 の 西洋の 哲學を 借り 來 つて 解く が、 之が 今日の 格義 である。 西洋の 思想 は 有の 上に 立って 居り、 東 

くう  くう  5 

洋 Q 思想 は 空の 上に 立って 居る。 怫敎は Si の 上に 立って 居.^、 今日 Q 思想 は 有の 上に 立って 居る。 有で もって 祖先 以來 

養 はれて 來た 西洋人に は、 どうしても 空の 上に 立つ 東洋の 精神 は、 根本的の 理解が 出來 にくい. と 思 ふ。 假令理 の 上に 於 

て 解る 人が あっても、 實 生活にまで 及んだなら、 有と いふ 範圍 を脫 する こと は出來 ないだら う。 £41 とい ふこと が 解らぬ 

ならば、 東洋の 思想 殊に 佛敎の 理解 は出來 ない。 根本的の 理解に 達する ことが 出來 ない 箸で ある。 東洋と 西洋と を 比較 

する まで もな 5、 老人が 子洪ゃ 孫に 向って 話 をして 見なさい。 お祖父さん やお 祖母さん の 言って 居る こと は、 まるで 感 

覺 のない 世界 を說 いて 居る。 我々 は 人間で ある、 血 も ある、 淚も ある、 感覺が ある。 感覺が あるから 從 つて 感覺の ある 

話 をされ たので なければ， 迚も 解らぬ。 あんな 話 は 我々 と は 沒交涉 であると 言 ふで あらう。 とい ふこと に會 得が あり 

體驗の ある 老人の 話 は、 恐らく は 子供の 頭に 這 入らぬ。 それ は 有の 世界と 空の 世界と 違って 居る からで ある。 少し 說敎 

でも 聞， S た 人で あれば 解る， 所が ある けれども、 全く 聽. S たことの ない、 有の 世界の みの 敎育を 受けた 人が、 佛敎の 話な 

ど を 聞いても まるで 沒交涉 であると いふの は、 有 Jil の 對立を 能く 現 はして 居る。 今日 同じ 東洋 民族で あっても、 會得 Q 

出來た 人の 世界と、 全く 理解の な S 人の 世界と は、 すつ， か. H ュ 場が 違って 居り、 沒 交渉に なって 居る。 當 時の 中國 Q 人 

は 新 來の怫 敎を說 くに どうして 說 いたか、 空の 世界 を どうい ふ 風に して 會 得せし める やうに した かと 言へば、. 空に 近い 

もの は $^莊 の 無で あるから、 老^^を借りて怫敎を說ぃた、 それ を 格 義と霄 ふ。 それで 當 時の 怫敎 は、 淸談 格義の 怫敎と 


いふ ことになる c  . 

五 思想の 革命と 道 安 

所が 東晉の 晩年に なって、 それに 一 つの 革命が 起った。 それ は、 佛敎 を解釋 する に 格義を 以てする は 宜しくない、 佛 

敎 は怫敎 自身に よって 解釋 せられね ばなら ぬと いふ Q であって、 道 安に よって 唱道せられ たので ある。 どうして 斯 くの 

如き 革命が 起った かと 言 ふと、 これに ついては 當 時の 內 外の 事情 を 丁應說 明す る 必要が ある。 東 晉の晚 年、 文明の 衝突 

と、 民族の 衝突と が 起った ので ある。 外の 方から いへば、 楊子 江から 北の方 は、 五 胡 民族の 爲 にごち やくに なって、 

何 か 思想の 革命が 起らざる を 得ない やうに なった。 內の 方から. S へば、 印度 文明との ー父涉 より 來 たる 思想の 革新が あつ 

た。 それ は 印度の 文明と、 孔子. 老子 を 生んだ 中國の 文明と を 比較 すれば、 中國の 文明 は * 印度のに 犬に 劣らぬ Q であ 

る。 其の 中國の 文明と 印度の 文明と が 寄り合った 爲に、 其處に 文明の 衝突が 起らなければ ならぬ。 北 は 胡 民族で あり、 

南 は 漢民族で ある。 胡 民族と 漢民族との 爭 ひが 一方に あり、 印度 文明と 支那 文明と Q 衝突が 他方に ある。 此の 二つの 點 

から、 何等か 思想 0 變 革が 起らなければ ならぬ やうに なった ので ある。 而も 其の 二つが 一 つに 結び付. S て、 胡 民族で あ 

りながら、 印度 文明 をよ く 理解して 居る もの もあった。 さう いふ 民族が 北の方に 勢力 を 占めて 來 たと， S ふ 所に、 問題が 

迫って 來 たので ある。 思想界の 大勢が 斯く ある 以上 は、 怫敎を 摸に 理解す る 事が 大切であって、 格義ゃ 風流に 満足し 得 

られ ぬので ある。 是は 中國の 文明 史上に 於て 前後に 類のない 事實 である。 

ふ けん  えう-: J,? 

長 安に 前 秦の符 堅と いふ 王が あった。 之に 次いで 後 秦の姚 興と， S ふ 王が あった。 符氏は S 族で あり、 姚 氏は笼 族で あ 

だう あん  iV うらう 

るから、 共に 五 胡に 屬 する。 此の 二人 は 印度 文明 を 能く 理解して 居た。 この 思想 革命 時代に、 長 安の 道 安 • 山 東の 僧 朗* 
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廬 山の M き • 長 安の 羅 化と いふ 四 人の 代表的な 人物が あら はれた 0 である。 是 等の 人に 依って、 佛敎 がすつ かり 一 變し 

て、 次の 研究 時代になる ので ある。 此の こと を 了解す るに 付て は、 こ. -に符 堅と いふ 王と 姚 興と いふ 王と を 例に 出すな 

ふ けん えう こう  ちゃう もん  じ やう やう 

らば、 最も 能く 會 得が 出 來 ると 思 ふ。 符堅も 姚與も 共に 長 安の 王で ある。 符 堅は襄 腸から 道 安を迎 へる 爲に百 萬 c> 軍 を 

出して、 襄腸を 破って 道 安を迎 へたと いふ ことが、 有名な 逸話に なって 居る。 道 安 を 伴って 來て、 自分の 臣下に 向つ 

しふ さくし 

て、 百 萬の 軍 を 出し、 戰爭の 結果と して 一 人 半 を 得た と 喜んだ。 一 人 は 道 安、 半 人 は 習 鑿 齒と 5 ふ學 者で ある。 何の 爲 

に それ 程犧 牲を拂 つて 伴って 來 たかと 言 ふと、 道 安の 如き 精神 界の 偉人 を 自分の 側に 置く とい ふこと は、 文化 を 發展せ 

しむる 上に 於て 是非とも， 爲 さなければ ならぬ と考 へた 所から、 文化の 爲に是 程 迄の 犠牲 を拂 つたので ある。 ひの 道 安に 

よって 怫敎學 の 革命が 起り、 次の 研究 時代が 始 るので ある。 これ だけで は 猶# 足らぬ 所から、 道 安の 進言に 從 つて、 符 

き じ こく  ら じふ 

堅 は 更にす つと 西の方 龜玆國 から 羅什三 藏を迎 へる 爲に 六十 萬の 軍 を 出した。 其の 羅 什が 來 ない 内に、 符堅王 も 道 安 も 

亡くなった。 羅 什が 凉州迄 來た時 は、 符堅は 亡んで、 其の 次に 起った 所の ものが 姚氏 であり、 その 中から 出た 姚與 は、 

又 軍 を 起して 凉州を 亡ぼし、 羅什を 長 安に 迎 へた Q である。 かくて、 羅 什が 中 國に來 る爲に は、 三代 十六 箇年掛 つて 居 

る。 それ 程に して 一 人の 偉人が 中 國に迎 へられる やうに なった とい ふこと を考 へ來れ ば、 我々 が 讀む經 典 は、 先輩の ど 

れ 程の 苦心に 依って 出來 たもので あるかと いふ ことが 知られる Q である。 姚興 は、 羅 什が 佛典 を飜譯 する 際に、 校正 口 具 

くう 

の 一人に 加 はった。 此の 王の 書， S た 論文が 二つ 殘 つて 居る。 其の 一は 諸 法の 空 を 通. f ると， S ふ 論文で ある。 空と いふ こ 

はんにゃき やう  しき そ くぜ くう 

と は 容易に 會得 出來る もので はない。 姚與 が、 「般若 經」 にある 所の 色卽是 空の 空 は、 斯うい ふ 意味 だら うとい ふ 所 か 

ら、 自分の 理解 を 書いた 論文で ある。 王 Q 一族に 安成 侯姚 嵩と， S ふ 諸侯が あった。 姚嵩 はこの 論文に して 疑問 を ロ\- し 

たので ある。 有と いふ ことす らも 宜しくな いと 佛が戒 しめて 居る、 況んゃ 空と 言へば 未 來も靈 魂 もない とい ふこと にな 


り、 まるで^^で ある。 有すら 宜しくない、 況んゃ 空に 至って は 非常に 宜しくない， と 言って 非難した ので ある。 それに 

對 して 姚輿 は、 自分の 無と いふの は 有に ii する 無で はない、 有無 兼 抱 0 無で あると 言って 居る。 有 も 否定し 空 も 否定し 

た 其れ 以上の 或 物、 何と 名 付くべき やう もな 5 から やはり 無と 言 ふ、 この 無 Q 中には 前の 有 も 無 も 立場 を 異にして 入つ 

て 居る。 萬 有 を 否定して 而 かも 之 を 復活せ しむる 所の 第三の 無で あると S ふので ある。 今日の 哲學 でい へば、 有無 兼 抱 

とい ふこと は、 .ij 揚 するとい ふこと である。 止揚 するとい ふこと は、 佛敎に は 到る 所に ある。 4- 揚 するとい ふこと を、 

姚輿 王が 理解して 居った ので ある。 この 王 は笼と いふ 胡 民族で あつたが、 而も 印度 Q 文明 を ぞれ程 理解して 居った。 姚 

輿が 理解して 居るならば、 前の 符堅も 相當の 理解 を 有って、 道 安 を 迎べ羅 什 を迎へ ようとし たとい ふこ， とが 判る ので あ 

る。 符 堅は氐 とい ふ 胡 民族であった。 胡 民族であって、 而 して 印度 文化 を 理解して 居る とい ふこと は、 中國 民族に 取つ 

て m 一大な 問題で ある。 此處に 思想が 展開し なけねば ならぬ 理由が ある。 此處に 於て 怫敎が 此の 四 人に 依って、 準備 時代 

より ー轉 して、 次の 研究 時代に 入る ので ある。 

六 山 東の， 僧朗 法師  ， 

東 晉の晚 年、 道 安と 羅 什と 慧遠、 と僧朗 と、 四 人の # 人が 現れた。 中に 於て、 山 東の 儈朗は 今迄 歷史に は 全く 隠れて 居 

る 人で あるが、 予は實 地 踏査の 上から 是は 非常な 偉人で なけねば ならぬ と 5 ふこと を 知った ので ある。 泰山の 北の方に 

なんがく  ろ ざん 

祌通寺 *靈 麇， 寺と いふ ニ箇の 寺が ある。 今日 南 岳に 行っても、 廬 山に 行っても、 當時 を^ぶべき ものがない。 泰山 も 天 

だる 

台 山 も、 また 然り である。 達磨の 嵩 山に は、 流石に 遺物が あるが、， 山 東 省 Q 傦朗の 遺蹟 はより 以上に 遣 物が ある。 元來 

きょくふ  リ" うけ, 5 

山 東 省 は 曲 阜には 孔子 廟が あり、 泰山 は 道教の 本場であって、 怫 敎に緣 の 遠い 所で、 山 東 省に 有名な 怫敎 者， Q 出た こと 
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は少 いので ある。 所が 泰山の 北方に 大きな 遣 物が ある。 そ Q 一  つ は 神 通 寺で、 こ X に 僭朗の 記念 塔が あ.^、 中國 最古 ひ 

石造 建築た る 六 朝 時代の 四 門 塔が あり、 千佛 嵐、 とて 唐 時代の 立派な 石 怫が澤 山 ある。 この 神 逋寺は 山の 中で あるが、 も 

う 一 っ靈巖 寺と いふの があって、 こ.^ に 堂々 たる 大溥 塔が あり、 また 六 朝 末期の 石窟も あり、 建物が 瓌れて 庭に 轉 がつ 

て 居る 石の 柱に も 立派な 宋 代の 彫刻が されて ある。 斯う， S ふ 立派な 遺物が あるの は、 名刹た る を 語る ので ある。 こ X に 

どんな 人が 居った、 らう かと い ふこと を 調べて 見る と、 東晉 時代に 傦朗と い ふ 人が 居った と いふ ことが 判った。 僧朗 のこ， 

と を 調べて 見る と、 之 を 招かん が爲 に、 西の 長 安の 符 堅から も 態々 使 ひが 來て 居る。 姚與 から も 使 ひ， が來て 居る。 北の 

魏の國 から も 使 ひが 來た。 東 0 燕から も、 或は 南の 東晉 から も 使 ひが 來て 居る。 卽ち 其の 時代の 中國 Q 全體 から 使 ひが 

來た、 而も 行かなかった。 斯る 大德の 儈朗が 居った ので ある。 傦朗 の師承 は、 儈傳に 之を缺 いて 居る が、. 「水 經」 の 註 

ぶつ W ちよう  . 

に、 少 にして 怫圖 澄に 事へ、 碩學肅 通、 尤も 氣緯に 明な りと 記さる. - もの、 當を 得て 居る と 思 ふ。 然 らば 東 晉の晚 年、 

西に は 道 安が あり、 東に は 儈朗が あると いふ 關係を 有って 居った ので ある。 その後、 僅か 二十 年ば かり 過ぎる と、 道 安 

の 進言に よって 迎 へられた 羅 什が 來た。 また 慧遠 法師が 南に 居る と いふ 風で、 更に 二人の 偉人が 現れた。 此の 四 人に 依 

つて、 新しい 佛敎が 作り出され たので ある。 •  、 

七 廬 山の 慧 遠と 十八 賢 

慧 遠の 廬 山に 入る や、 期せす して 集る もの、 前後 を 通じて 百 二十 三人。 いづれ も當 時の 名流であった が、， 中に 於て 十 

ゐ  ぞくし  へい らい じ fv- ン  ぶ だば だら 

八 賢 Q 名が 特に 高い。 その 中には、 劉 遣 民 • 周繽 之. 宗炳. 雷次宗 の 如き 名士が あり、 佛駄 跋陀羅 *怫 陀耶舍 の 如き 梵 

僭が あり、 內外 道俗 を 打って ー團， としたの である。 この 百 二十 三と いふ 數は、 その後 白蓮 社 念佛に 取って 必須の ものと 


なる までの 意味 を もつ に 至った が、 然し 之 を 取り調べて 見る と、 同時に 集會 したな ので 無い。 慧 遠の 人格に 惹き 寄せら 

れて、 東 林 寺に 出入した 名流 を、 全部 通算した ものであるから、 同時に 集った ものと して は、 百 人に 満たなかった と 思 

こう，  はんせんし 

ふ。 慧遠 は、 山 西 雁 門の 人、 初め 儒敎 y 人、 と 成り、 世情の 浮盧 なる を慨 し、 遠く 江 南 Q 范宣 子に 從 はんとして、 北方の 

鄕 地を發 足した が、 時た まく. 戰亂に 際し、 道路 梗塞して 通ぜ す、 偶然に も大行 山に 「般若 經」 を 講じつ X ありし 道 安 

に從 つて、 歸 佛 したので ある。 その 學的 生活 を 見る に、 儒教より 老莊に 入り、 更に 儒敎に 返らん として、 偶 ぷ佛敎 に 

觸れ、 儒道 九 流 は 糠 靴の みとて、 遂に 心を怫 敎に歸 したので あった。 歸佛の 後、 持 律 堅固に して、 修禪 以て 息 心し、 

息 心に よりて 觀 照し、 斯くて 三學 によって 鍛成せ る 人格の 力 は、 當 時の 上下 を 心服せ しめた 0 である。 傲岸なる 桓玄 

しゃれい うん 

も、 儈徒を 沙汰 せんとす るに 際して、 特に 廬山を 除外した。 慧 遠を惲 つたので ある。 才 氣煥發 なる 謝靈運 も、 何等 Q 權 

き きょら いの ふ 

勢 もな き慧 遠の 前に は、 謙譲の 首 を 垂れた。 五斗米の 爲に膝 を 屈する に 忍びす とて、 歸 去來賦 によって 意 懷を表 はし、 

た 5 えんめ、 < 

廬 南に 退 隠した 陶淵明 も、 慧 遠と は 心 交を繽 けた。 この 慧 遠の 故 鄉は、 遙に 北方の 山 西 雁 門で ある。 その 思想 及び 生活 

は、 何としても 南の 人で ない。 有と 空 との いづれ，^ いへば、 何としても 南の 空で はない。 どうして さう かと 云 ふと、 

北方 Q 人で あるから である。 慧遠は 一た び廬 山に 入って 後、 三十 年 山 を 出なかっ^、 山 を 出ないで 而も 天下 を 動かした 

ので ある。 其處 に本當 Q 力が ある。 桓玄 と， S ふ 其の 時代の 王 も、 如何と もす る ことが 出 來ぬカ を 有って 居った ので あ 

る。 この 慧 遠に 沙門 不應敬 王者 論と いふが ある。 そ は 一言に 要すれば、 沙門た る もの は、 桓玄の 如き もの を 敬すべき で 

ぜん ぢゃ， ン 

ない とい ふので ある。 こ Q 慧遠 は、 本當 の戒. 本 當の定 は、 廬 山から 始 つて 居る と 言 はれる までに、 戒雜. 禪定に 力 を 

しゅくごう 

用 ひた 眞の怫 者で ある。 然し 努 むれば 努 むる 程 宿業と. S ふ もの. - 如何と もし 難き 强さを 痛感して、 それが 展開して 念佛 

となった。 それが 白蓮 社 Q 念怫 である。 廬 山の 念 佛は、 慧遠 によって あら はれた、 非常に 力の 强ぃ 念怫 である。 この. Ml 
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蓮 社の 念佛 は、 慧 遠以來 線々 と續 いて、 今日 猶中國 の 南方に 行 はれて 居る。 斯くて 慧 遠の 中 國怫 敎史に 於け る 位置、 慧 

遠 0 佛敎に 及した 影簪は 著し， S ものである。 西 湖の 梵天 寺の 如き は、 講は 天台宗で あり、 禪は 臨濟宗 であり、 而 して 實 

際 上に 於て 念佛を やって 居り、 第九祖 として Q 思 齊の像 を 安置して 居る。 この 九 番目 Q 祖師と いふの は、 何人 を 初祖と 

して、 勘定して 居る か を、 住持に 問 ふに、 臨濟 からで もない、 天台から でもな いので、 容易に 分らなかった。 予 は全體 

何處 Q 人 かと へば、 江 西 省の 人と いふ。 然 らば 慧遠 法師 かと 言へば、 さう だと 言って 寺儈は 非常に 満足して 居. た。 慧 

遠 法師 は、 蓮 社の 祖 として、 西 湖に 於て、、 南 岳に 於ても、 長 安に 於ても、 行 はれて 居る Q であって、 實際 歩いて 見る 

と、 慧 遠の 感化の 廣く 深いに 驚く Q である。 この 慧 遠に 來 つて、 風流の 怫敎 • 道樂 の怫敎 が、 實驗 Q 怫敎 となり 創造の 

怫敎 となった ので ある。 怫敎の 革命の 起った の は、 詰り 胡 民族と 漢民族の 爭ひ 及び 印度 文明と 中國 文明の 交渉が 因と な 

ふ けん  だう あん 

つて、 それが 結び付いて、 符堅 Q やうな 王が 道 安を迎 へて 來る、 其の後から 慧 遠が 出る とい ふやうな ことに 因って、 怫 

敎. が變 つて 來て、 次の 時代が 出來 たので ある。 道 安 は、 淸孰 I 格義 では 佛敎 の眞 面目が 現れない、 怫 敎は獨 立の 怫敎 でな 

けねば ならぬ、 佛敎は 佛敎に 依って 解決され なければ ならぬ、 老 莊を假 りて 解く 怫敎 は、 老莊に 引 廻され た 所の 佛敎で 

ある、 佛敎 は怫敎 自身に 立たなければ ならぬ、 獨立 しなければ ならぬ とい ふこと を、 初めて 言った。 老贱 佛敎が 眞の怫 

敎 になら うとい ふ 道が、 道 安に 依って 開かれた ので ある。 而 して 其の 弟子に 慧 遠が 現れた から、 愈 i 怫敎獨 立， とい ふこ 

との 眞 面目が 現れ である。 符堅は 前に 道 安を迎 へた。 後に 羅什 をも迎 へよう、 としたが、 其の 中に 自分が 死んだ ので 

あるから、 殆ど 國家を 犠牲に する 程の 力 を、 文化の 爲に 注いだ ので ある。 百 萬の 軍 を 出して たった 一人の 文化的 偉人た 

る 道 安を迎 へ、 羅 什と いふ 一人の 人間 を迎 へる 爲に、 六十 萬の 軍 を 出した。 殆ど 國家 的の 勢力 を 擧げて 一人の 偉人 を 尊 

敬す ると いふ こと は、 文化史 上に 於て 他に 類がない と 思 ふ。 其の 二人 を迎 へた 爲に、 怫敎が 研究 時代と なり、 ついで 建 


^時代， となった。 中國 Q 文明 史上に 於て、 優 Is^ なる 隋* 唐 時代が、 本に 遡れば 二人から 現れて 來 たとい ふこと を考 ふれ 

ば、 符堅も 姚與も 非常に 満足す る だら うと 思 ふ。 人生 は 短 かし 藝術は 長し とい ふ 格言が ある。 姚興ゃ 符堅を 此處に 喚び 

覺 まして 來て、 自分の 政治 を やり直す かと 言 ふなら ば、 恐らく は 決して やり直さぬ。 自分の 努力 は 最上 を盡 したと 言 ふ 

であらう。 而も 胡 民族で、 それ 程 迄に 怫敎を 理解した 者が、 東晉 時代に あった。 其の 人の 保護の 下に、 道 安 什と い 

ふ 者が 現れて、 次の 南北朝の 研究 時代と なる 0 である。  ■ 

八 長 安の 羅什 と飜, 事業 

長 安に 羅什 寺と いふ 寺が あり、 そこの 石怫が 日本に 來て 居る。 、この 寺に 羅 什と いふ 名前が 付く ばかりで も、 慕 はしい。 

その 石 怫の衣 文 を 見れば、 大和の 法隆 寺に ある 鳥佛師 Q 手に 成った 釋 尊の 衣 文と 少しも 違 はぬ ので、 北魏 の怫敎 が、 朝 

鮮を 通って 日本の 推 古 天皇の 時代に 來た事 を證明 f。 朝鮮 を 通って 來 たから、 面相 は 餘程違 ふが、 その 衣 文に 於て 爭 

ふべ からざる 一致が、 日本の 法隆 寺の 鳥 佛師の 造った 釋迎三 尊， との 間にある 事 を、 吾人 は考 一考せ ねばならぬ。 羅什は 

十六 年間 凉 州に 留められて 居った。 不幸に して 符 氏が 滅ん だから、 長 安に は 來られ ない。 隨分 長い間で ある。 けれども 

羅什 Q やうな 偉人に は、 無駄な 時間 は 一日 もない のであって、 十六 年間 留められて 居る 間に、 すっかり 中 國の霄 薬、 中 

國の 文字 忙 熟練したの であった e 從來 は、 羅什は 外國人 だ、 外國人 だから、 中國 Q 文字、 中國の 言葉 は 解らぬ と 決めて 

掛 つて 居った Q であるが、 今日 西洋人が 日本に 僅か 一 年 か 二 年 居れば、 自由に 日本語 を 話す ので ある。 英吉利 本 國に居 

つて、 「源氏物語」 を飜譯 して 居る 人 も ある。 「源氏物語」 を 讀んで 一 言 一 句 解らぬ 所がない 程に ならなければ、 飜譯 

は出來 ぬ。 之 を 誤魔化さす、 一 言  一 了解して、 現代の 言葉で 子供に 話して 聞かせろ と 言ったならば、 我々 日本人に す 
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らむ つかしい。 それ を 西洋人が 飜譯 して 居る ので あるから、 全く 驚く。 况んゃ 日本に 來て 二三 年 居るならば、 日本 Q 文 

も 護め ると， S ふ P は當然 である。 六十 萬の 軍 を 出して 中 國に迎 へられよ うとした 學者、 之が 十六 年間 凉 州に 居った ので 

あるから、 中國の 言葉 を 自由に 使 ふやう になる とい ふこと は當然 過ぎる 程當然 である。 傳 によれば、 中 國の言 文に 通じ 

て、 譯述 自在であった、 とい ふ。 如何にも さう であらう と 思 はれる。 凉 州に 十六 年間 留められて、 愈 i 長 安に 來 てから 後、 

ゆ. ほっけ 

僅に 十一 年間に して 入寂した 其の 羅 什が、 實に I！ しい 飜譯を したので ある。 「維摩 經」 •「 法 華經」 •「 阿彌 陀經」 •「 般若 

ビ、， 5ti  ちゅうろ A* 

經」 を 初め、 r 大論」 •「 中 論」 など、 羅 什の 飜譯 した ものが、 今日 我々 の 生命 を 支配して 居る。 金玉の 名文で、 目讀し 

て 直ちに その 內容を 判じ 得る。 讀んで 見ても 飜譯と は 思 はれ や、 著述と しか 考 へられない。 恐らく は、 之が 本當 0 飜譯 

であらう。 「法 華經」 •「 阿彌 陀經」 Q 何でもない 樣な文 まで、 殆ど 音樂の やうで ある。 意味が 原文と 違 はないで、 而 

も 文章が 綺麗で ある。 飜譯 とい ふ もの は、 此處に 至って 極まる と 思 ふ。 切言 すれば、 羅 什が 「阿 彌 陀經」 一 卷飜譯 する 

にも、 三代 掛 つて 居る 事と なる。 繰返して. S ふ、 道 安 • 儈朗 .羅 什 *慧 遠、 此の 四 人の 偉人が 東晉 0 晚 年に 現れて、 次 

の 研究 時代と いふ ものが 出來 たので ある。 > 

第二 研究 時代 (南北朝) 

1 胡漢兩 民族、 印華兩 文明、 空 有 兩大乘 の 交渉  ， 

研究 特 代と は 南北朝で、 こ 0 時には 時 55^ を 通じての 三大 問題が あった。 卽ち 胡漢兩 民族 • 印 華兩 文明 *签 有 兩大雜 め 


交渉が それで ある。 南朝 は、 宋 *齊. 梁 *陳 と 時代が 變 るし、 北朝 は魏が 東西 兩魏 を歷 て、 東 は 北齊、 西 は 北 周と 變 

る。 齊が 南北に ある ので、 北 齊* 南齊ふ S つて 居る。 六 朝と いふの は、 三國 時代の 吳 及び 東 晉に 南朝の 四 代 を 加 ふるの 

であって、 それが 隋に 統一 せられる。 この 南北朝の 時代 は、 中々 複雜 で、 而 して 非常な 力 を感. f る 時代で ある。 力と 力 

とのき じり 合 ひの 時代で ある。 この 力の きじり 合 ひ をし ばらく 兩 民族 • 兩 文明 • 兩佛敎 の 交渉と、 三つに 分けた ので あ 

つて、 三つの 力の きじり 合 ひで あるから、 非常な 力強， S 時代で ある。 こ Q 力が あれば こそ、 後 Q 隋唐の 偉大な 文明が 出 

來 上った ので ある。 前 Q 道行きに 力がないならば、 斯 くの 如き 立派な 隋 唐の 文明の 出來 上る 害がない。 隋と いひ、 唐の 

初めと いひ、 中國 文明の 華で あり、 のみなら す、 世界 文明の 華で ある。 すっと 昔に 於て、 孔子 や 孟子が 生れて、 中國特 

有の 文明 を 織りな して 居る が、 それに 優るとも劣らぬ 印度 文明が 中國に 渡り 來 つて、 それが 中國 特有の 文明と ぶつつ か 

つて、 兩 方の 力が うまく 調和して 隋の 時代と なった ので ある。 隋の 文化 內容 が、 非常に 偉大なる ものと なって 居る の 

は、 當然 である。 斯くて 孔子. 孟子 を 生んだ 文化に、 印度の 非常に 發 達せる 文明 を 取 入れて、 うまく 調和した ので ある 

が、 然し 印度 文明が その 基調 を爲 した Q であるから、 佛敎 文化と いって 宜 いので ある。 この 佛敎 文化 は、 恐らく 世界 文 

化， S- の 四つに 入る 價-慨 が 確かに ある。 そ Q こと は 今後 益.^ 明かに なって 行 くだらう.、 と 思 ふ。 釋掘を 生んだ 古い 印度の 文 

化、 ソクラテス や プラト ー ンを 生んだ 希 職の 文化、 中國隋 唐の 文化、 カント やへ ー ゲル を 生んだ 獨逸 文化、 これが 世界 

の 四つの 大きな 文化で ある。 ところが 殘 念な こ. とに は、 今日の 中國 Q 人に とって は、 隋 唐の 文化な ど は 殆ど 問題に され 

t 却って HH 米 利 加ゃ獨 逸の 文化が 問題に されて 居る 樣 である。 佛敎 は中圃 では 淸朝 になって、 朝鮮で は 李 朝に なって 

から、 有識 階級から 一向 同情が 有 たれす、 寧ろ 反對の 思想が 普ね く 行 はれる やうに なった。 佛 敎に對 して は、 斯くて 今 

日 甚だ 緣が 遠い" - 隨 つて 隋 唐の さう いふ 立派な 文化 を 重く 見な， s。 これ は 自画 を 知らないと いふ ことになる。 頗る 殘念 
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な ことで ある けれども、 これ は敢 て中國 人の みを責 むる 事が 出來 ぬ。 少しく 反省 を すれば、 吾人 も 亦 之に 洩れぬ であら 

う。 奈 良に 於て、 高野山に 於て、 歡 山に 於て、 十分 それの 說 明の 出 來る 人は少 いで あらう。 大阪の 四天王 寺に 參詣 する 

人は數 多い。 名前 は 誰も 知って 居る が、 あの 寺の 由來を 知る 人 は 一般に は少 いと 思 ふ。 ひとり 中國 人の み を、 どう 斯う 

と は 言 はれない 0 である。  、 

一 L 佛敎 と道敎 との 對立、 廢佛 事件の 端緖 ， 

南北朝時代 は、 三つの 問題に 於て、 力と 力と 觸れ 合った 時代で ある。 その 一 つ は、 胡漢兩 民族の 接觸 である。 北魏の 

i& つ 氏 は 萬 里の 長 城の 北から 與 つた 匈 k  51 胡の 一 ) で、 漢民族で ない。 然るに その 拓跋氏 0 國が 長く 綾いた。 こんな 

に 長く 繽 いたの は、 立派な 君主が 現れて、 よい 政治 を やった が爲 である。 かかる 民族が 北方 全部 を 占めて 居た から、 胡 

、 レ  Vj ん らん 

民族と^ 民族との 間に は、 實に 力と 力との 競爭 があって、 兩者鎬 を 削って 居った と 見なければ ならない。 曇鸞 大^ は、 

魏の 人で あるが、 獨り魏 の 天子に 尊ばれた ばかりでなく、 南の 梁の 天子 蕭 王から も 仰がれた ので ある。 卽ち 胡の 北魏か 

らも、 漢の南 梁から も、 兩 方から 仰がれた ので ある。 魏と 梁と は 民族が 違 ふが、 皆 相當の 文明 を 有って 居る 民族で あつ 

た。 殊に 梁の 如き は、 南朝 四百 八十 寺と いふ 套 語に 表現 せらる." 如く、  ^敎が 甚だ 盛であって、 梁の 武帝 0 時代 は、 南 

朝の 黄金時代 を 造って 居た Q である。 魏は 又北魏 式の 藝術を 後に 傳へ るまでに、 偉大なる 文化 を 生み出した。 この 兩國. 

の. si に は、 龍 門の 石窟の 銘文 中に、 魏の孝 文 帝が 蕭逆を 伐つ といって 居る のに 見ら る. - 如く、 力と 力との きじり 合 ひ を 

^烈 にやった 0 である。 而 して それよりも きじり： あ ひの もっと 强 いのは、 中圃 文明と 印度 文明との 兩 文明の きじり 合 ひ 

である。 印度と 中 國の兩 文明の 爭は、 色々 の點に 於て 起って 居る けれども、 最も 激烈なる は、 宗教の 上に あら はれて 居 


る ものである。 卽ち 怫敎と 道教と 0 爭ひ である。 宗敎は 人の 生命で ある。 中途半端のと ころに 立って、 妥協 的に 手を携 

へる AJ と を 許さぬ。 それで 怫 敎が發 達し、 而 して 道 敎が發 達すれば する 程、 衝突が 起らなければ ならぬ。 これが， 爲に、 

佛敎と 道敎 との 爭ひ、 實に 鋭い 爭 ひが、 南北朝の 頃に 於て 現れて 居る ので ある。 道敎は 民族 信仰の 淵叢で、 すべて を 抱 

合した も 0 を總稱 する ので あるから、 何が 道敎 の本體 かとい ふと、 之に 答 ふる 事が 出來 ぬが、 先づ く、 不死 昇 仙、 卽 

ち 仙人になる とい ふこと が 結局の 目的で ある。 然るに 人間の 死なな. S と， S ふこと は、 もとより 不 可能で ある。 道教から 

は、 怫敎の K. 生 を 攻撃して、 それ は餘 計な； J とで ある、 我々 は 不死 を 希望す る。 これが 直接の 要求で、 この 不死 は 道教 

の敎 でなければ 満足す る ことが 出來 ない と 言って、 怫敎を 攻撃して 居る。 K. 死と 言 ふの は、 肉 體の儘 仙人に なって 生き 

たいと， S ふので あるから、 そ ^>に 根本の 無理が ある。 この 無理が ある 以上 は、 結局 迷信に 陷 るの は、 當然 である。 不死 

昇 仙が 無理な 目的で あると いふに 顧みて、 これ を靈の 意味に 解釋 したの も あるが、 それ は 稀の 事であって、 道敎 0 根本 

Q 病、 中國 民族に 附隨 せる 固有の 病 は、 仙人に ならう と S ふ 目的 を 有って 居る ことで ある。 斯う、 いふ 病が ある 以上 は、 

何としても 怫敎と 相 容れる ことが 出來 ない。 この 時代 は、 佛敎界 は、 四 人の 偉人 (&安の 道 安、 山 東の 僭朗、 廬 山.. の禁 遠、 

is 女の 羅什〕 によって、 一 段の 進歩 を 遂げた 東 晉の後 を 承け たので ある。 京 城の 博物館に、 龜兹 (Kutcha〕 文字の 斷片 

經が あるが、 龜 兹は羅 什の 本阈 である。 羅 什の 國に、 龜兹國 の 文字で 出來た 大藏經 があった とい ふこと が、 これで 以て 

解る。 これ は 佛敎が 印度から 中 國に傳 はる 前に、 タツ チヤ ゃコ， 'タン (Khoten) に藏經 があった とい ふこと を 示す Q 

である。 羅 什の 飜譯 した 「法 華經」 0 原典 は、 この クッ チヤ 文字の ものであった。 さて 佛敎 は、 この 四 人に よって、 大 

に 展開して、 研究 時代に なった。 隨 つて 道教が 佛敎 に對抗 する に は、 先づ 自分 を 改めなければ ならぬ。 之が 爲に 道教 は 

非常に 進歩し、 餘程 立派に なって、 道敎 としての 宗教の 出來 たの は、 この 時代で ある。 而 して 道教と いふ 宗敎が 立派に 
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こうけんし  りくし う. い 

出 來る爲 に は、 道敎 中に 偉人が 現れねば ならぬ。 卽ち 初めに 魏の寇 謙 之が あり、 同時に 宋の陸 修靜が あり、 中 ごろ 梁の 

-こぅ こう +i い  ちゃう U ん 

陶弘景 が あり、 終りに は 周の 張賓 とい ふ 人が あって、 これ 等 は 道敎を 立派な 宗敎 とした 功勞 者であった。 道教に 偉人が 

現 はるれば、 怫敎 との 間に 非常な 爭 ひが 起る の を 免れぬ Q である。 

この 時代の、 中圃 Q 宗敎學 問 Q 有檬を 見る と、 儒敎 はまる で 表面に 現れぬ。 孟子 以來 世の中に 現れぬ こと 千年 以上で、 

ある こ、 と は あるが 表面に 出て 來 ない。 その 間 表面に 現れた の は、 怫敎 と道敎 である。 苟 くも 頭腦の ある 人 は、 佛 敎に奔 

るか、 道 敎に奔 るかの いづれ かで ある。 怫敎に 行く 人 は 多い が、. 道敎 にも かなり 立派な 人間が 出來 たので ある。 其の 眞 

ちゃう ひん 

先の 人 は、 魏の寇 謙 之と いふ 人で あり、 最後に は 北 周の 時代に 張賓 とい ふ 人が 現れた。 而 して 印度 文明と 中國 文明 Q、 

爭 Q どん 詰り は 何で あるかと 言へば、 遺憾な ことで ある けれども、 廢佛 事件と いふ ものである。 魏 の廢怫 と、 周の 廢佛 

と、 南北朝の 時代に 於て、 ニ囘の 廢怫が 起って 居る。 廢怫と は、 佛敎 をす つ、 かり 無くして しま ふ ので、 當時 楊子 江から 

北の方 0 怫敎 を、 悉く 無くして しまった。 あんな 大きな 國 から、. 如何なる もの も 無くして しま ふとい ふこと は、 常識 上 

考へ 得られな， Saj とで あるが、 今日中 阈に 行って、 文明の だんく 破壞 される^ 態 を 見て、 成程 中國は 國が廣 いけれ ど 

も、 無くなる 時にはす つかり 無くなる とい ふこと を 知る 事が 出來 る。 怫 典の 如き は、 山の 中に 行っても、 何處に 行って 

も 殆ど 無くなって 居る。 所が、 この 時 は 帝王 0 力 を 以て 無くす るので あるから、 i で 無くなつ しま ふ。 解り 易く 云 

ふと、 南北朝時代 は廢 怫に始 つて 廢佛に 終る、 廢佛 事件 を 以て 幕 を 明けて、 廢怫 事件 を 以て 幕 を 終る と 言へば、. 一番よ 

く 解る。 それ 程までに、 印度 文明と 中國 文明が 鎬 を- S つて 衝突した 。隨 つて 叉怫 敎も發 達し、 道 敎も發 達した とい ふ譯 

である。 道經の 如き は、 概. ね 此の 時代に 出來 たといって よい。 


三 武 帝の 廢佛と 雲岡寵 門の 石佛 

魏の寇 謙 之 は、 武 帝の 時で、 その 廢怫が どれ 程强 かった か、 どれ 程までに 偉い 勢の 廢怫 であった かとい ふこと を 知る 

べき 現實の 材料が ある。 それ は 大同 雲 岡の 石怫 である。 大同 は 山 西 省に あり、 古の 魏の 都で、 寓 単； の 長 城に 近い。 此處 

らく  If- う 

に 雲 岡の 石怫 とい ふ 有名な ものが ある。 牵文 帝の 時に、 都を洛 陽に 遷 してから、 引續 いて 洛陽龍 門の 石怫 が出來 た。 雲 

岡と 龍 門と は、 石 佛のニ 大大關 で、 實 にす ばらし- S 大規模の ものである。 犬なる 石室の 中に、 中尊 あり、 而 して 三方の 

壁 一面に 所狹 きまでに 彫刻して 居る。 そ ひ 中の ホンの 一部 だけで も、 これ を 彫刻す るに は、 どれ 程 金が 掛っ たか 解ら な 

いのが、 露 岡 だけで 大石窟 二十 以上 連って 居る。 魏 Q 廢佛は 唯 六 年間の みで あつたが、 それが 終る と、 直ぐ M 雷 岡の 石 

怫 が出來 たので ある。 あんな 邊鄙 なと ころに、 どうして そんな ものが 出來 たので あるか。 それ は 時代精神 を 知らねば 解 

らな いので ある。 羅什三 藏が長 安で 飜譯 した 後、 六十 年を經 過し、 その 新しい 怫敎が 思 ひも 依らぬ 大同の 如きと、 ころ ま 

で、 思 ひも よらない 强さ、 深さ を 以て 理解 せられた， と， S ふこと を、 先づ土 裏に SM ぃて考 へなければ ならぬ ので ある。 今 

日 行って 見れば、 朔 北の 落莫たる ところで あるから、 斯る 地に あんな ものが ある 理由が 解らぬ とい ふ 程 北の方で ある。 

思 ひ. も よらぬ ところまで、 思 ひも よらぬ 速力 を 以て、 思 ひも よらぬ 深さ を 以て、 怫敎が 理解せられ たもので あると い.^ 

時代の 背景 を 加へ て考 へなければ、 斯 かる 石窟の 出來た 理由が. 辉ら ぬ。 この 時代の 背景 を 加へ て、 魏の武 帝の 血族の 身 

になって 考 へて 見る 時に のみ、 始めて 理解せられ るので ある。 流石に 激烈な 廢怫 も、 たった 六 年で やめられて、 太武の 

孫 文 成 帝の 時に 怫敎 恢復と なって 居る 事に、 先づ怫 敎の拔 くべ からざる 力が 見られる。 怫敎を 恢復して、 さて 飜 つて 见 

ると、 祖父が 斯の 如き 廢佛を 行った こと は、 如何にも 罪深い ことであった。 如何なる 苦 息に 責められて 居る かとい ふこ 
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とが、 當然 起って 來る 感じで ある。 それで、 廢 怫に關 する 懺悔の 精神、 滅 罪の 精祌、 それから、 祖先の 追善、 艇 先の 冥 

福 を 祈る とい ふ、 懺悔の 精神と 祖先の 追 願と 5 ふ 二つの 宗教 的の 動機が 必然に 起る。 今日の やうな 宗敎 心の 少ぃ 時代で 

ゅゐ 

あるなら、 左程に は 思 はぬ だら うけれ ども、 石佛の 背後に は 「法 華經」 も あれば、 「維摩 經」 も あり、 「華 嚴經」 も あ 

る。 其の 時代で あるから して、 あんなに 思 ひも よらぬ やうな 石窟が 出來て 居る ので ある？ 引續 いて 龍 門の もの は •• 窟 

の數が どれ だけ あるか、 如何なる 方法 を 以てしても、 そ Q 數す らも 解らぬ とい ふ 程、 澤 山の 石佛が 出來て 居る。 斯う， S 

ふ石怫 が出來 たこと を 以て 見て、 これより 反照して、 どれ 程え らい 廢怫 であった か、 極端な 魔 沸であった かとい ふこと 

が、. 反動の 大きい ことに 依って、 證 明せられ るので ある。 而 して 又 他面から 見る と、 若し その 中に 力が あるならば、 ど 

んな 帝王の 力 を 以て、 どんな 暴力 を 加へ ようと も、 宗敎は 決して 死ぬ もので ない。 のみなら や、 寧ろ 却って 大きくなる 

とい ふこと を 示して 居る。 現に 此處で 一遍 潰された けれども、 僅か 六 年で 復興せられ、 其 Q 次に は、 前より 二展 大きく 

起って 居る。 これ は、 宗敎に 生命の ある 限り は、 どんな 力 を 以てしても 無くす る ことが 出来ない ばかりでなく、 却って 

之 を 大きく する こと を 示す ものである。 斯うい ふこと をよ く考 へな- S 人 は、 怫 敎は變 な宗敎 だ， 帝王の 力で 興さう と 思 

へば 起きる、 潰さう と 思へば 潰れる と， S ふけれ ども、 そんな もめで はない。 

四 周の 武 帝の 廢佛 * 

南北朝時代に、 魏の 廢佛の 後に、 もう 一度 周の 武帝 Q 廢怫が ある。 周武 の廢佛 は、 思想の 背景 を もって 居る ので、 正 

しょほ ふじつ さう 

に廢 怫の絕 頂で ある。 怫敎に 諸 法 實招說 とい ふ 高遠な 理義が あるが、 それ を 借り 來 つて 一 切 皆道說 とい ふやうな 思想 を 

根本と して、 遂に 廢佛 までに 展開した ので ある。 武帝 いふ、 天地 間 Q もの は、 悉く 道で ない もの はない。 それで あるの 


に、 怫敎が 出家せ よと. s ひ、 斷 肉せ よと いふの は、 餘 計な ことで ある。 佛敎の 地獄 ^牢獄で あり、 佛は 天子で ある 云々。 

武帝 は、 天地 間道なら ざる はな， S とい ふ 思想の 上に 立って、 さて 天下 を 見渡す に、 こんなに 國が 紊れて 居る の は、 思想 

が 紊れて 居る からで ある。 思想 を統 一 せんければ、 國 家の 統一 が出來 ない。 中國に 於て は 道の 觀念を 以て 思想 を 根本的 

に 整理し なければ ならぬ。 怫 敎は餘 計な も Q であると いふ 事になる。 それが 鏈 れ鏈れ て廢佛 とい ふこと になった ので あ 

る。 これ は 第二 囘の 廢怫 であって、 而も 思想の 背景 を もった 廢佛 である。 其の 時の 怫敎徒 は、 實に 何とも 言へ ない 悲痛 

の感 にせ ま，^、 水火の 洗禮を 受ける とい ふやうな 有機であった。 武 帝は斯 くの 如くに して、 表面上 は 道佛ニ 敎を廢 した 

つ, フだ うくわん 

ので あるが、 その 實は佛 敎を廢 して、 逋道觀 とい ふ もの を 港へ て 天下の 學者を 呼 集め、 道に 依って 之 を 通じ、 中 圃の根 

本 思想 を 以て 一 切 を 銃 一 しょうと いふので あるから、 結局 佛敎を 悉く 道教に 依って 銃 一 しょうと いふ 事に なった ので あ 

る。 通 道観の 學士 は、 天下より 選りす ぐった ものであって、 こ-": y 召 出される こと は 非常な 名譽 であるが、 そんなに 名 

しょほ ふじ っ^う 

譽 である. y 拊ら す、 道 安と， S ふ學者 は、 學士に 召された けれども、 食 を 取らす して 遂に 餓死した。 靜藹 とい ふ 諸 法赏相 

說の學 者 は、 終 南山に 入って 腹を割って 亡くなって 了った。 三百 人の 舉者は 還俗せ しめられ るの を 厭 ひ、 敵圃の 南京 ま 

で 逃げた ので ある。 この 第二 闾の 廢怫 では、 怫敎は 死ぬ か 生きる かの 境であった けれども、 倂し當 時の 怫敎の 力 は强ぃ 

もので、 直きに 同復 をした ので ある。 斯檬 にして 魂の 洗練 を 受けた る 後の 怫敎 は、 尙 一層 偉大なる ものと なって、 鼓に 

隋 唐の 怫敎 が出來 たので ある。 印度と 中 國の兩 文明の 衝突 は、 色々 な點に 現れた が、 最も 著しい もの は、 以上の 如き 怫 

敎と 道教との 爭 ひで、 それが 廢佛 事件と なって 勃發 した ことに 依って、 如何に その 衝突の 激しかった か Q 想像が 出 _ ^よ 

うと 思 ふので ある。 こ Q 周 武の逋 道觀と いふ 組織 は、 殆ど 我が 國 維新の 大敎院 その ま. -と いふ 所から、 故 村 上 先生 は、 

我 邦の やり方 は 全く 周 武の跡 を學ん だもので あるとまで 推 想した のであった。 
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.  五 龍 樹佛敎 と 世 親 佛敎の 輸入 

そ Q 次に もう 一 つの 問題 は、 空 有の 兩大乘 怫敎の 交渉で ある。 羅什飜 譯の大 乘佛敎 は、 一 言に していへば、 空 怫敎、 

-  くう 

否定 怫敎 である。 それ は、 眞理 はさう でもない、 斯うで もない と、 なんでも 否定し、 一 切 空 じ 去りて、 大きな 深味の あ 

、、  りゅう じゅ 

り、 强 みのある もの を、 內 觀體驗 によって 握らし めんと する ので ある。 寵樹 怫敎の 本旨 は、 この 偉大なる S1Q 力が 會得 

くう む きう むぐ わん 

されねば 了解 出來 ぬ。 空の 力が 體 得されねば、 大乘 怫敎の 眞諦が 解らない ので ある。 空. 無 相 • 無 願 を 以て 三解脫 門と 

名 づけ、 これ を 通過せ すん ば 解脫し 得べき で 無い。 空 も、 無 相 も、 無 願 も、 詮じ つめれば 一 遍現實 に 死んで 生返らな け 

れば、 本當 Q 怫敎 者に はなれない。 空 門 を 通った 觀 照に 諸 法の 實 相が あら はれる と、 斯う 說 くので ある。 空の 字 はよ し 

使って 居な く f、 本當の 境地に 進む に は どの 佛敎 でも 三門の 門口 を 入って、 あなた 0 世界に 導かれて 行く ので ある。 

签に 立つ 龍樹 0 佛敎 は、 實 際の 生活に 於ても、 叉 理論に 於ても、 ^し， S 道行きで ある やうに 思 はれる が、 結局 何 か 摘ま 

なければ ならぬ やうに 仕向ける 0 である。 しっかり 心 を 開拓して、 深め 耕して 行く とい ふやり 方で、 本當の 心地 0 開拓 

はこれ でな けねば ならない と 思 ふ。 これに 對 して、 世 親 菩薩の 有の 佛敎が ある。 签の方 は 道行 も 空、 目的 も 1  仝で ある。 

道行の 空 は、 動いて 止まらぬ 力で、 止まれば 有に 墮 する。 目的の 空 は、 無で はない、 名づ くべ からざる に 已むを 得す 名 

づけた ものである。 羅什ひ 門人 儈康 は、 これに、 r 不有 有」 「不 無 無」 「有 不有」 「無 不無」 と， S ふ樣な 名を與 へた。 

龍樹 Q 「中」 いふの はこの 空に 外ならぬ。 世 親 はこれ を 「心」 と 言って 居る。 「心」 と 言 ふの は、 つかまへ 所 Q ない 

Q をつ かまへ させんが 爲に、 有 C> たまし ひ を &IQ 地面に 加へ たので ある。 そこに 中心 點が 出来て、 怫敎は 犬なる カを以 

て發展 したので ある。 空 も 力 は ある けれども、 更に 心に 依って カ强 さを增 した。 世 親 怫敎を 初めて 傳譯 したの は、 魏の 


^  ^  う  じょ ケ 

I 口 ill- である。 m 什が 龍 樹怫敎 を譯傳 して、 人の 心 を 開拓した 後、 流 支が 譯傳 した 世 親 佛敎の 有大乘 は、 龍樹 菩薩 ひ 

i 大 1 うに 魂 を 入れた やうな ものである。 その 結果 はどうな つて 來 たかと いへば、 第一 着に あら はれた の は暴鸞 大師の 淨 

土敎 である。 これ は签に 有の 加 はった もので へ 兩怫敎 の 交渉の 一 である。 曇鸞 大師 は、 達磨 大師と 同時代の 人で ある。 

達磨 を祖， とする 中國禪 は、 「り榜 伽 經」. に 基づく。 この 經の內 容も世 親佛敎 である. から、 世 親 怫敎に 依って 禪宗が 全く 變 

化した といって よい。 天台宗に は 思が ある。 「法 華經」 は西晉 Q 竺法護 も、 東 晉の羅 什 も飜譯 をした が、 慧 思に 至つ 

て、 法 華 三味の 成立した の は、 その 研究に 世 親 怫敎が 加 はった からで ある。 こ. - にも 兩怫敎 の 交涉が 見られる。 こ 0 三 

例を擧 げた だけで も、 空 有 雨大乘 Q 交渉が、 如何に 中 國怫敎 を 展開せ しめた かが 分る。 

六 曇鸞 大師と 淨土敎 の 興起 

曇鸞 大師の 淨土敎 は、 中 阈佛敎 史上に 於て P 大きな ものの 一 つで ある。 こ X に 大師の 遺蹟 踏査に ついて 一 言したい。 

それ は 大正 九 年の 第一 囘の 踏査の 時であった。 其の 折、 京 城に 到着す ると、 偏へ に賴 みに した 通 辯 をして 吳れる 人が、 

私の 京 城に 着いた その 朝日 本へ 歸っ たとい ふ 。巳む を 得す、 まるっきり 一人で、 中 國に向 ひ、 奉 天から 北京に 入った。 

丁度 饑饉の あった 年で ある。 且つ 銀 相場 は 高く、 日本の 一圓が 四十 錢 位に しか 當ら ぬ。 それに 排日が あり、 而も 予には 

言葉がない。 この 四つの 困難が あった けれども、 一 切 を 任せて 出掛けた。 出掛けた 目的の 三分の 一 は、 暴鸞 大師の 御舊 

蹟參拜 のた めであった。 予 はこの 時、 玄中 寺に ついて、 之 を 踏査した、 と， S ふ 人の 何の 報告に も 接して 居なかった 0 であ 

る。 北京から 山 西 Q 太 原まで は 汽車が あるが、 それから 日本 Q 二十 虽も 田舍に 入らなければ ならぬ。 至る所で 玄中寺 を 

奪 ねたが、 さつば り 分らぬ。 併し どうして もこの 方向に なけねば ならぬ と いふ 所から、 あらかじめ 調査して 置いた 土地 
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に 向って 一直線に 進んだ のであった。 よし、 何等の 遺物が 無くても 宜しい。 こ. -が 正しく 御遣蹟 であると いふ 所に 到り 

得られれば、 満足と いふ 心 持であった。 太 原 縣*淸 源 縣を經 て、 いよく 大師の 遺蹟. の ある 交 城. 縣 とい ふ縣に 行き、 袁 

鴻吉 とい ふ 知事に 遇って 聞いた。 知事 は 自分 は 知らぬ けれども 年寄に 聞いて 見ようと いふので、 聞いて 吳れた 所、 確か 

に 西北の 山中に 石 壁 寺と いふお 寺が あると いふ 事が 判って、 非常に 心強く 思った。 日本の 人に は を かしい 質問. である 

が、 この 時、 予は、 その 寺に 食物が ありませ うかと 言って 尋ねた。 中國 の田舍 では、 食物の 有無 を 知る 事が、 旅行に 取 

つて 必耍 の條 件で ある。 彼 處には 食物が ある、 食物が 無い とい ふこと は、 田舍を 旅行す る ものの、 一 つの 目 やすにな つ 

て 居る。 今日の 如き 物資の 乏しい 時に 遭遇して、 始めて この 質問の 意味が 會 得せられ ると 思 ふ。 そこで、 食物が ありま 

すかと 尋ねた ところが、 人間が 住んで 居る から、 良否 を 選ばぬなら、 何 か 食物 は あるんで せう とい ふ。 午後 三時で あつ 

た。 知事 は、 今日は 遲 5 から 明日 行ったら 宜 からう と 言 ふので あった けれども、 石 壁 寺が あると 聽 いたら、 少しの 猶豫 

も出來 ない。 これから 行く からして、 誰か 案 內者を 願 ひたいと 申し出で、 知事の 心配に よって、 巡査に 馬 を 挽かせて、 

馬に 荷物 を乘 せて、 我々 ぽ 徒歩す る 事に した。 行程 半ばに して、 安定 村から 山徑に 入る ので ある。 日本の 里数で 一 里以 

上ば かり 入る ので あるが、 この 村まで 來て、 巡査が 先の 道 を 知らぬ とい ふ。 用事の あるべき 山徑 でない から、 大概の 人 

は、 これ を 知らぬ ので ある。 それから、 村の 人 を 呼んで 來て、 案內 者に 又 案内 者が 付いて行 つたが、 その 間 一軒 も 家が 

無い、 人 も 居らぬ。 時に 赭 岩山の 中腹 t たどる 時、 荷物が 岩壁に つき 當 つて、 馬 は 谷に 落ちさう にな， つたこと もあった 

が、 幸に して 薄暮に 至り、 1^ 壁 山玄中 寺に 到着した。 山の 中に たった 一軒お 寺が ある だけで、 本當の 石の 壁に 立ち、 石 

壁 山の 名に 適當 する。 寺 庭の 碑に よって、 唐の 太 宗が道 綽禪師 を 訪ねて 來てゐ る ことが 解った。 さう いふお 方が 居られ 

る畤 は、 此方から 道 を 問 ひに 行く けれども、 然ら ざる 時には、 何人も 行く もので ない。 幸に 千 怫閣の 壁の 碑に、 着 


,  だう しゃく 

大師の 開基した ことが 記して あり、 叉 庭の 石碑に 道 綽禪師 の 居られた とい ふ 石碑が あつたので、 . 確かに 暴 驚 大師 及び 道 

綽禪師 の 舊蹟， とい ふこと が、 解った ので ある。 曇 鸞 大師の 御舊蹟 はこん な 山奥であって、 大師 はこ- - にして 獨 立の 念 怫 

を創說 したので ある。 中 國怫敎 の 史上に 於て、. 他の 人 はさう 重く 見ぬ か 知らぬ けれども、 暴鸞 大師 Q 念怫 は、 偉大なる 

ものであると いふ こと を、 予， は 强く言 ひたいの である。 何故と. S ふに、 今日 江 南の 諸 寺に 行く と、 南無 阿 彌陀怫 南無 阿 

彌陀怫 と 言って 居る。 南京で も、 天台 山で も、 寧 波で も、 普陀 山で も、 福 州で も、 同樣 である。 其の 一例 を擧げ ると、 

梵天 慶昭 とい ふ 非常な 學 者の 居った 寺が、 西 湖の 近くに あり、 梵天 講 寺の 看板が 出て 居る から 學 問のお 寺で あるが、 寺 

傦 は臨濟 宗に屬 し、 實際は 蓮 社念怫 である。 日本人の 考 へから すれば、 ® る變 であるが、 斯る 所に 日華 佛敎 の相述 がよ 

く あら はれて 居る。 中圃 では、 禪 は臨濟 の法脉 をつ ぎ、 學は 天台の 法 系 を 受け、 念 怫は廬 山の 念怫を 受け、 律 は 南山の 

系を繼 ぐと いふ 樣な譯 で、 挚と 行と 持と 幷せ 有つ ので ある。 斯う， S ふ念怫 は、 何處 にで も ある。 南 岳のお 勤めな どの 

有難 さは、 類が 少ぃ。 朝早く 起きて、 そち こちの 房から お勤めの 爲に、 行 燈を携 へて、 一人の 參詣も 無い 大維 殿に 集つ 

て、 日々 の 勤行 をす る。 少しも 行儀 を亂 さす、 最後に 威儀 整然たる 行 道 を やって 居る。 魔 はし. S 勤行の 基礎 を爲す もの 

が 皆念佛 である。 さう いふ 念佛は 到る 處に 見られる。 然し これ は いづれ もい は 附屬 の念佛 であって、 獨 立の 念佛 では 

ない。 念佛 それ 自身の 念怫、 的の 念佛、 其 中に 全 佛敎を 封じ込め たとい ふ 意味の 念怫、 とい ふまでに なった 念佛 ほ、 

中 圃怫敎 中に 於て、 恐らくき 鸞 大師 一人で ある やうに 思 ふ。 丽 も その 時代 は、 かなりに 古く、 南北朝時代の 露 中の 魏齊 

の 交で ある。 親鸞 聖人が 鸞と いふ 字 を 取られる 程までに、 魂 を 打ち込まれ たの は、 大師の 念 怫に對 して、 魂と 魂と が！： 

ご わ きん 

れ 合った 氣 がせられ た爲 であらう。 御 和 讃の數 を 見ても、 親鸞 聖人の 御 心が 解る。 善導 大師す らもと 言って は、 不謹慎 

ぜん だう  # 

であらう が、 善導 大師に 對 しても 二十 八 首、 他 Q 方に 對 して-は、 七 首、 十二 三 首に 過ぎぬ。 所が 曇鸞 大師に 至って は、 
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三十 四 首の 御 和讃が ある。 親鸞 聖人 ぼ、 恐らく は 御自身の 信仰 經過を 述べられる 樣な思 召 を 以て、 曇鸞 大師 を和讃 せら 

れ たこと と 思 ふ。 暴鸞 大師の. 念怫 は、 十 悪五 逆の 罪と 具足 十 念の 念怫， と、 どちらが 重い か、 輕 いかと いふ こと を、 比較 

研究 せられて 居る 所に 會 得が 出 來る。 暴鸞 大師 は、 雁 門に 生れて、 汾 州に 行って 怫敎の 研究に 從 つて 居った が、 病氣に 

摇 つた。 一 且囘復 したが、 長生き をし なければ 目的 を 遂行す る 事が 出來 ぬと いふので、 遙 かに 魏の 地から 梁の 都まで、 

長生の 道 を 求めに 來り、 梁 Q 武 帝の 許可 を 得て、 南京の 南の 茅 山に 陶隱居 を 尋ね、 隱 居より 仙 法 を # て、 洛 陽に 歸っ 

て、 菩提 流 支に 出 遇って、 無量 壽の道 を 得た ので ある。 流 支 は、 世親佛 敎を傳 へた 人で ある。 大師が、 生命の 問題に 穀 

して、 懸命の 苦心 を經 て、 南京へまで も 遍路した Q は、 それ は 肉體の 生命 問題であった。 然し この 煩悶と 求道との S 驗 

がな けねば、 一夕の 問答に 依って、 無量 壽 への 轉囘を 得る こと は出來 なかった であらう。 この 轉囘の 後に 成った もの 

は、 世 親 菩薩の 「淨土 論」 に對 する 「論 註」 である。 南北朝時代 は、 力と 力との 接觸 した 痛快な 時代で あるから、 幾多 

の 名著が あったら うと 思 ふが、 それに も拘ら す、 この 時代の 書物 は 不幸に して 遣って 居な， S 。所が 不思議に も 「論 註」 

ニ卷 だけが 遣って 居る。 これ は 信仰の 窨 である 爲 であると いはねば ならぬ。 其の 中に、 五 逆十惡 とい ふ 非常な 極 惡の大 

罪と、 具足 十 念の 念怫 との 輕黨の 比較 研究が ある。 今日の 常識から 言へば、 そんな こと を考 へる こと すら、 餘程 頭が 變 

になって 居る。 斯うい ふ 風に 思 ふだら うが、 それ を 比較 研究して、 大師 は 十 念の 念怫が 重い とい ふ 斷案を 下して 居る の 

である。 何故かと いふと、 五 逆 十惡は 誤った 妄念の 上に 立って 居る、 十 念 Q 念 佛は疑 ふことの 出來 ない 怫の 大願 力の 上 

に 立って 居る。 M 實の 上に 立つ ものが 重い か、 誤った 上に 立つ ものが 重い か。 言 ふまで もな く、 重い 念怫の 力に 引かれ 

てつ 五 逆十惡 ありながら、 決定 往生 疑 ひなし と 言 ふ Q である。 獨 立む 念怫、 念怫 Q 中に 佛敎が 込められて 居る 味が" こ 

こに 見られる。 これにつ いて、 後に 通 怫敎の 上から 色々 の 問題が 起った が、 大師 はさう いふ 信仰の 別世界 を 開かれた の 


である。 斯う s ふこと は、 信仰の 體驗 がなくて は 解らない 別天地で ある。 五 逆十惡 ありながら、 往生 疑 ひなし とい ふ、 

矛盾の 調和 は、 その SM 驗 あって 0 み 始めて 解る ことで、 迚も 算盤で は 解らぬ 境地で ある _。 斯る 風に して、 常識の 怫敎を 

超越して、 一大 飛躍の 獨立 Q 念佛を 開いた こと は、 中 國怫敎 史上に 於て、 前後に 比類がない。 斯うい ふ 風に 考 へて 來る 

と、 親鸞 聖人の 鸞 Q 文字 0 起り も、 非常に 意味 深く 感 やる Q である。 

セ 大石經 大石佛 の 出現 

暴鸞 大師 は、 東魏 Q 時代で、 是 より 先、 北 魏の武 帝 Q 時代に 犬なる 廢怫 事件が あった。 こ Q 廢怫 事件の 後に、 人物と 

して は錄鸞 大師 Q 如き、 慧可 禪師の 如き、 慧思 禪師の 如きが 現れた が、 叉 有形 9 物と して は、 この 時代に 出來 たものに 

石 怫* 石經が ある。 今日 現に 大正 大藏經 が、 出版 せられた。 二十世紀の 今日で も、 大藏經 の 出版 は 大事 業で、 從來龎 

あれが 完全に 出來 ようかと 質問され た Q である。 今日 この 進歩した 時代に 於て、 活字 Q 大藏經 すら 完全す るか 否か 疑問 

とせられる 程の 困難なる 事業で ある のに、 これ は 石に 一代 經を 彫り付ける Q であるから、 飛び 拔 けた 大事 業で ある。 中 

國人は 大體鈍 大性を 有する。 その 鈍 大性を 知る について、 この 石 經はそ Q 一  つの 手引きに なると 思 ふ。 活字の 藏經 さへ 

困難な のに、 石に これ を 彫る Q であるから、 全く 鈍大 性が なけねば 思 ひも よらぬ 事業で ある。 事業な どと いふ 考 へから 

では、 手が 出せる も Q でない。 出來 る出來 ぬの 沙汰 を 離れて、 全く 止む に 止まれぬ 思 ひに 出發 し. たも Q なので ある。 、河 

南 響 堂 山の 石窟 に、 經が 刻せられ て ある。 鏡の 如くに 磨いた 石 壁に、 「維摩 經」 •  r 勝 鬉經」 •  r 彌 勒經」 が 鎮る見 寧に 彫 

-られ て ある。 その 發 願文 を 見れば、 一代 敎を 名山に 勒 せんと あるから、 一 切 經を刻 せんとし たもので、 北 齊文宣 王の 知 

遇 を 受けた 驃驗大 將軍唐 邕の發 願で ある。 一代 經を 石に 勒 せんと. S ふ發願 及び實 行 は、 北齊 時代に 始り、 やがて 京 兆の 
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房 山に 繼紹 せられて、 隋の 時代から 遼の 時代まで 約 五 百年に 亙りて、 大藏經 の 半分 以上が 出來 たので ある。 何故 石經が 

出來 たか。 心 ある 佛者 は、 又 廢怫が あるに 遠 ひない。 そ Q 時には 佛 法が 全滅す る だら う。 願 はくば 經を 千載に 殘 したい 

と Q 大き.. い 念願から したので ある。 護法の 大願の 下に 出來 たもので ある こと は、 房 山 石 經の發 願 者淨琬 法師が、 經 末に 

加へ た跋 語に よって、 明瞭に 見られる。 山 東の 泰山に は、 「金剛 般若 經」 が 岩床に 彫り付けられて ある。 また、 北齊時 

代の ものと いはれ る。 一字 は 一尺 四方 以上の 文字で ある。 それが 九 百 幾 字 遣って 居る。 これ だけの 大文字の 「金剛 經」 

を 刻す る 事 は、 實に大 仕掛な 事業で ある。 況んゃ I 切經を やで ある。 

又 到る 處に 石佛 が出來 た。 一 方 は 法 を 後世に 傳 へんが 爲に 石經を 作り、 他方 は怫の 根を傳 へんが 爲に 石佛を 作った 0 

である。 石怫は 幾つ も ある。 大魏の 廢怫の 後に 出來た 大石窟 は、 前述の 如く 雲 岡と 龍 門と にある が、 魏 の石佛 は、 5 東 

省濟 南の 直き 近 處の黄 石 崖と いふ にも あり、 満洲 義縣 にも ある。 満洲にまで 北魏 時代の 石窟が ある 事に よって、 當時 

の怫敎 Q 盛況が 推察 せられる。 黄 石 崖の 石怫を 見る と、 その 顔が 悉く 缺 けて 居る。 鼠 小 偕の 墓石 を缺、 いて 之 を 所持 すれ 

ば 無 盡に當 ると いふ 迷信が あるから、 これ も 一 種 何 かの 迷信から 缺 いたの だら うとで も 見ねば 解せ ぬまでに 悉くが 缺け 

て 居る。 其の後 熟考して、 これ もまた 廢 怫の爲 である 事に 氣付 5 た。. 卽ち 周の 廢怫 のとき に缺 かれた もので あらう。 然 

らば 魏 Q 廢佛 Q 後に、 せめて 佛の相 を 後世に 殘さ うとして 稀へ た石怫 が、 周の 廢怫の 爲に缺 かれた ひであって、 黄 石 崖 

の石佛 は、 やがて ニ囘 の廢怫 を表徵 する ものと なる。 又、 河南 武安縣 と 河北 磁縣に 南北の 響 堂 山の 石怫が ある。 北齊の 

王室に 關 係が ある ものである。 また 山 東 省の 大怫 村と いふに、 大 なる 石怫が ある。 矢 張北齊 時代の ものら しく、 唐の 時 

代まで は 下らぬ 爲に、 男性美 を 有った 佛像 である。 もう 一 っ北齊 時代に 出來 たものに 山 東の 蓮華 洞が ある。 やはり、 魏 

の廢佛 より 周の 廢佛に 至る 間に 於て、 せめて 佛の相 を 後世に 殘 して 緣を 結ばし めた. S とい ふ、 廢怫 を逆緣 として 出來た 


も ひで ある。 是等は 刻せられ た 時代の 儘の ものであるから、 是 等に 對 する 時 は、 - 直ちに 北齊 時代に 接する 事と なる. * 北 

魏北齊 などと いへば、 學 者の 著述の 遺って 居る ものが 殆どな. S と 言って よい。 その 時代の 大石佛 や 大石經 に 直接し きら 

る土睾 は、. 望外の 幸福で、 この 中に 佛敎 文化の 悠久 を 語る ものが ある 事 を 忘れて はならぬ。 この 點に 於て 味 ふべき 價値 

が 大いに ある。 

八 達磨 大師の 騵と 少林 寺 

繼紹 時代の 怫敎は 殆ど 禪で、 禪は 中國佛 敎の總 結と も 見ら るべき ものであるから、 こ に 中 國禪の 遠祖 達磨 及び 少林 

寺に つ， S て、 少しく 言 ふの が適當 であらう と 思 ふ。 東 土禪宗 の初祖 達磨の 九 年 面壁の 故 地 は、 嵩 山 Q 少林 寺で ある。 嵩 

山 は 太 室 • 小 室の 二 岳から 成り、 少林 寺 は少室 山の 陰、 五 乳 峰の 南 麓に あるから、 委しく いふ 時 は 嵩 山少室 山陰 五 乳 峰 

下と なる。 洛 腸から いへば、 東南に 當り、 健 足の ものに はた だ 一日の 行程で ある。 之が 爲に、 魏が 都を洛 腸に 遷 して 後 

に は、 嵩 山が 魏 室の 離宮 地、 となり、 その 離宮 は 概ね 有數の 寺と なって 居る。 少林 寺の 創建 は、 太 和 二十 年であって、 孝 

文 帝が 践陀禪 師の爲 に 置いた ものである。 践陀は 西域の 人、 孝 文 帝の 時に 恒安 (今の 大同 城) に迎 へられ、 孝 文 帝が 太 和 

十七 年 (西 曆四； 三) に、 洛 陽に 遷都せ る 時、 隨 つて 新 都に 來り、 殊に 靜院に 安 ぜられ たけれ ども、 もとく 閑静な 地 を 

好む 所から、 廣ぷ嵩 岳に 入って 靜 坐した。 之が 爲に、 勅に よって 一 寺 を 創して、 そ 0 所 住に 充てられた。 これが 少林 寺 

の 起原で ある。 唐 0 道宣 は、 少林 寺 を 以て、 菩提 流 支 等が 「十 地 論」 を 翻 ぜる處 として 居る。 唐の 開. ー兀 十六 年 建の 御 書 

「皇唐 嵩 岳 少林 寺 碑」 の 中には、 践陀が 塔 を 造り、 翻 經堂を 造れる をい ひ、 之に 次いで、 勒那三 藏が來 りて 經論 を翻譯 

せる 事 を 言 ひ、 又 達磨 大師 以下の 法 系 を 言って 居る。 玄#. 道宜 Q 記事と、 少林 寺 碑と を 併せ 考 ふる 時 は、 少林 寺は践 
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陀禪 師を緣 として 創立せられ、 次いで 菩提 流 支 *勒 那摩提 の 兩三藏 が、 こ，. -に 「十 地 論」 を譯 した 事になる。 玄 摔三藏 

が、 こ- -に 返き て譯經 せんとせ る は、 遠く 兩三 藏の芳 蹤を繼 がんと した ものである。 この 少林 寺 は、 元 代 以後、 曹洞宗 

脈 を、 連綿と して 今日に 繼績 して 居る。 寺 域 中には 澤 山の 石碑が あるが、 是等は いづれ も 元 明 以後の ものであって、 そ 

0 以前の は、 獨り 少林 寺 碑が あるの み。 少林 寺 碑 は、 鉋く まで 践陀 0 法 系 を 以て 一 賞し、 而 して 達磨に ついては、 復、 

達磨 禪師 あり、 深く 惠 門に 入り、 津梁 これ 寄る、 弟子 惠可 禪師 等、 法 寳を玄 悟して、 嘗て 兹 門に 託すと いふ 句を揷 入し 

て 居る。 この 少林 寺に、 元の 時代に 於て 留學 二十 一年の 我が 邵元撰 書の 碑が ある 事 は、 日華の 文化 交渉に 取りて、 重耍 

な！ 資料で， ある。 

第三 建設 時代 (隋、 唐 前半) 

1 中 國佛敎 史のー 囘轉期 

第三 期、 建設 時代と は、 隋 より 唐 半ばまで である。 隋 0 時代 は、 長い間 南北に 分れて 居た のが、 政治 上に 於て 兩者 

が 統一 せられ、 同時に 政治ば かりで なく、 內面 上に 於け る 文明 も、 北の方の 文明と 南 Q 方 Q 文明が、 統一 せられた 時代 

である。 卽ち隋 代の 統一 事業が、 凡ゆる 方面に 於て 出來 たので ある。 南北朝の 時代 は、 力と 力と Q きじ.^ 合 ひであった 

が、 書物が 殘 つて 居らぬ ので、 十分に 之 を 知る 事が 出來 ぬ。 佛敎 の-教理 方面に 於ても、 發 達が あつたに 相違ない が、 そ 

れが 集って 出來 たのが 隋 であるから、 隋の 時代の 文化 價値は 甚だ 大き や。 人物の 方から いふと、 有名な 天台 大 飾が 活動 


して 居る 事に よって、 大抵 想像が 出來 る。 先づ 代表的の 人物の 名前 を 擧げて 見る。 

えう lOf をん 

北方 淨影慧 遠、 信 行禪師 

き  じ やう 

南方. 天台 智顗、 嘉、 S 吉藏 ，  . 

いづれ も中國 怫敎， 史上に 於て、 空前の 人物と 言って 宜しい。 淨影 であらう が、 天台で あらう が、 嘉祥 であらう が、 ど 

の 人 一人で も、 空前 絕 後の 宗 敎哲學 者、 佛 敎哲學 者であった。 其の 中に 信 行 禪師を 加へ たが、 これ は 少しく 眼 新しくて 

他の 三人と は餘程 性質 を 異にして 居る。 他の 三人 は いづれ も 南北朝の 佛敎 研究 を 集めて、 後に も 前に も 無い， 程の 立派な 

もの を 建設した ので ある。 南北朝の 佛敎 が、 どれ 程 旺んな も 0 であった かとい ふこと は、 天台 大師の 著述から、 又嘉群 

Q 著述から 分る。 信 行 は、 中 國佛敎 史上に 於て、 珍ら しき 宗教 を 打 出した 點に 於て、 兹 に列擧 して 宜しい と 思って 擧げ 

た 0 である。 北の方 長 安 Q 淨影、 南の 方 天台 山の 天台と、 この 二人 は、 北と 南と 地 を 異にして、 同時に 現れた 著しい 人 

物で ある。 孰れ も、 北 周の 廢怫 事件に 出 遭った 人で、 死んでも 死に 切れない 程 Q、 水火の 洗禮を 受けた 0 である。 北 周 

Q 廢怫の 時、 終 南山に 入って 屠 腹して 殁く なった 學者も あるし、 叉 通 道觀の 學士に 召された が、 行く こと を 潔し とせす 

して、 餓死した 學者も あると 5 ふ 事に よって、 佛 者の 心境 を 察する 事が 出來 る。 淨影慧 遠の 如き も、 其 Q 廢佛. 事件に 出 

遭った 一人で ある。 

えう  to5 を ふ 

二 淨影 寺の 慧遠 法師 . 

周 0 武帝 は、 少 壯有爲 にして、 手腕 も あり、 辯 論 も 巧みに、 且つ 帝王の 威力 を 以てする から、， これと 爵論 する こと Q 

出來 な. S 人物と せられて あった。 もう 少し 長生 をしたならば、 この 武 帝が 隋 Q 時代 を 作るべき であった と 思 ふが、 夭死 
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をした が爲 に、 その 臣の隋 國公楊 堅が 隋代を 建設した ので ある。 武帝 は、 愈 M 廢佛を するとい ふ 時に、 怫者 全體を 集め 

て、 之に 誕 して 堂々 たる 意見 を 述べて、 これに； 對 して 反 意見が あったら 言へ とい ふやうな やり方で、 公然 之 を斷行 

し、 周 境の 廢佛を 了って、 後に は北齊 にまで 廢 佛を擴 張して 來 たので ある。 其の 時に、， 武 帝は佛 者を聚 めて、 眞怫は 無 

象で ある、 本 當の怫 とい ふ もの は 姿がない ものである。 處 空の 眞佛 は、 銘々 胸の 中に 知って 居る ことで ある。 堂塔 伽藍 

を 構へ る こと は、 圈 家の 爲に 宜しくな いから、 これ を 無くして 了 はなければ ならぬ。 況ん ゃ佾侶 Q 如き、 國を 捨てて 特 

別：： 生活 を 送って 居る こと は {n- しくない。 各 ぷ國 へ歸ク て、 父母 Q 膝下に 耕し、 或は 算盤 を 採ったら 宜しい とい ふので 

あった。 誰も、 それに 返事す る 人 は 無かった けれども、 獨り慧 遠 は 立って、 廐. 空 Q 眞佛を 誰でも 胸に 知って 居る とい ふ 

ならば、 怫 敎渡來 前の 人間が、 悉く 怫を 知って 居る 害 だ。 果して 知って 居る 者が 一人で も あるか。 無 象で あ. るから、 象 

を 皆 毀さなければ ならぬ とい ふなら ば、 先づ國 家の 宗廟 を 澄し、 然る 後に 堂塔 伽藍に 及ぶべき である。 若し 又 僧侶が、 

國を 捨てて、 特別の 行 を 行って 居る ことが 惡 いとい ふなら ば、 陛下の 傍の 役人 は、 皆 父母 を 捨て. - 出て 居る。 先 づ之を 

放たねば ならぬ。 若し 官吏 は 一 年に 一 度 宛 11 に歸る 暇を與 へて 居る とい ふなら ば、 怫敎 にも？ 一. 年に 一 度 父母の 膝下へ 

歸 ると いふ 制が ある、 と 論じた ので ある。 武帝 は、 一 言 も 無い。 慧遠 は、 猶言 をつ いで、 陛下 若し 威 を 恃んで 無理に 行 

ふなら ば、 地獄に 墮っ べしと 結んだ。 武帝 は、 怒らない 人で あつたが、 此の 時怫 然として、 自分 は 地獄に 墮 ちょうと 

も、 民 百姓が 安穩 であれば 本望で あると 言った。 慧遠 は、 如何にして 天下 を 安ん する を 得ん。 武 帝が 地獄に 墮 ちて 了へ 

ば、 之に 隨ふ民 百姓 も 共に 地獄に 墮 ちて 了 ふと 論鋒 を 進めた。 此の 時、 武帝 は、 彼の 姓名 を聽 いて 置け とい ふだけ で、 

慧遠を 殺し もしなかった ので ある。 淨影慧 遠 は 斯うい ふ 命懸けの 爭ひを やった。 斯る 魂に 依って 開かれた のが、 隋の建 

時代で あるから、 その 著述の 上に も 生命が 躍って 居る。 さう いふ 生死の境 を經て 進まなければ、 本當 Q 體驗 Q 怫敎は 


出來 ない ので ある。 その 著 は r 大乘義 章」 とい ふ もので、 恐らく 中 國怫敎 史上に， 於て、 これ 以上の 學的 著述がない と 0.3 

はれる 程の 研究 的 • 綜合 的 作品で ある。 これ は 華厳宗の 基になる、 地 論 宗の學 者で ある。 耍す るに、 この 一 察 は、 おめ 

如く 怫敎に 生命の ある 以上 は、 どんな 暴力 を 以てしても、 減び ぬば かりで なく、 益 ぷ旺ん ならしめ る逆緣 となる こと を 

證 明して 居る。 

一二 天台 大師の 人格 

天台 大師 は、 この 廢佛の 翌年、 突然 南京の 講壇 を 去って、 天台 山に 入って 了った。 其の 生活 を、 天ムロ 大師の 傳 記から 

見る と、 これ はまた 宗教の 天才で ある 事 を 示して 居る。 生活が よく 其 0 人 を 現 はすから して、 一 應之を 述べる。 天台 大 

師は 二十 二 歳に して、 光州の 大蘇 山と いふと ころで、 慧思禪 御に 從 つたので あるが、 非常に 聰明な 人で、 年 三十の 時 

に、 師匠 を 凌ぐ 程出來 たので ある。 慧 思禪師 は、 法 を 法臣に 全部 付して 終へば、 法王た る 自分 はもう 用がない、 これで 

以て 全く 返隱 しても 差 支へ ない とい ふので、 南 岳に 入って 了った。 それで 南 岳 大師と 言 ふので ある。 二人の 關係 はた、. - 

法 あるの みで ある。 斯くて 天台 大師 は、 三十 歳に して 南京に 出掛けた ので ある。 其の 時の 南京 は、 陳の 時代で、 南北朝 

怫敎の 黄金時代と いふべき、 梁の 後 を 受けた ので あるから、 南京に は學 者が 一杯 居った ので あるが、 共の 學者 達が、 三 

十歳の天台大師の非常な維辩に^^する事が出來ぬとぃふ程までに、 名聲が 高かった ので ある。 八 年間、 年 三十 八 歳まで 

南京に 居った ので あるが、 一年々々 に 評判が 高くな つて、 天台 大師の 講義 をす ると ころに は、 多數の 人が 集った. ので あ 

る。 共の 七 年 目に 廢怫 事件が 起り、 此の 時に 於て、 天台 大師 は" 大いに 內觀 反省した ので ある。 この 内観 反省 ふい ふこと 

が、 東洋の 一大 特色であって、 恐らく 今日 程に 內觀 反省の 必要な 時機 はない。 然し 必耍 なる 時代で あるに 拘ら や、 又 今 
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日程 内觀 反省の 乏しき 時代 はない と 思 ふ。 もし 天台 大師が、 落魄で もした 結果と して 內觀 反省す るなら ば、 別に K.S 議 

... もない が、 得意 0 絕 頂の 時に 內觀 反省 するとい ふこと は、 宗敎 Q 天才で なけねば 有り得ぬ ので ある。 その 反省 はかう で 

ある。 始めの 年に は、 一年中の 聽講生 四十 人、 其の 中に 於て、 二十 人 だけ は 自分々々 の 佛法を 胸に 得て 居る。 所が 二 年 

目に は、 八十 人中に 於て 二十 人で、 これ は 半分に 減じた 譯 である。 三年 目に は、 二百 人中に 於て 僅に 十 人、 これ は 更に 

十分の一 に 減じて 了った ので ある。 其の後、 年と 共に 聽講 者の 數は 益よ 殖える けれども、 四 年 目から 零で ある。 唯 天台 

大師の 講義 を聽 かなければ、 學問 界に顏 出しが 出来ない と S ふやうな 評判に 促され、 人の 噂に 引摺ら れて來 るに 過ぎな 

い。 一人 も 得 法 者がない とい ふ 所に、 天台 大師 は 反省した ので ある。 これ は 相手が 悪い というて、 向 ふ を 責めるべき 問 

題で ない。 心 終が 緊張して 居る 時には、 手應 へのない こと はない。 鏡が 明かなる 時には 影 を 映さぬ こと はない。 少しも 

手應 へが 無くなつ たの は、 自分の 胸の 鏡が 曇った 證據 でな けねば ならぬ。 これ は 相手 を責 むべき 問題で はない、 自己の 

問題で あると いふので、 出家 隱遁の 願 を 起した ので ある。 丁度 その 時に 洞 庭 Q 方面に 赴任 をす る大官 があって、 其 0 ヒ 

官の 送別 會 から、 天台 大師の 所 住た る瓦官 寺に 駕を 枉げ て、 大官 連中が 非常な 敬意 を拂 つた。 さう して、 澤 施物が 

山の やうに なった。 天台 大師 程の 人で あるから して、 この 施物 を 私する こと は、 毛頭 ある 害がない、 又 人、 から 尊敬 せら 

れて 得意に なって 居る 害 はない。 けれども、 人間 0 弱點 として、 人から 尊敬せられ. 1 ぼ、 得意の 心 を 起すまい と 思って 

も、 自然 起さす に 居れない。 又澤 山の 施物が 寄れば、 嬉しい とい ふ 感じ を 起さない 譯 にいかない。 泥の 中へ 入った 龜 

は、 幾ら 注意しても、 尻尾の 跡 を 遺して 行く。 名利の 中に 入れば、 幾らか 之に 染る； J と は 免れない。 斯の 如くに 大官が 

集って、 新う いふ 風に され.. - ばされ る 程、 一 日 もこ X に 住すべき ひ はない とい ふ ので、 縠き 自己 反省に 依って、 f3 め 

弟子 を、 自分の 方から 暇 乞 をして、 朝廷から 止められ たに 拘ら す、 遠い 天ム门 山に 入った ので ある。 


. 四 天台 大師の 諸 法 實相說 

天台 大師の 怫敎 は、 諸 法 實相說 である。 この 諸 法實相 說を飜 案した と 見るべき 一 切 皆道說 は、. 武 帝の 廢怫 事件の 根本 

となれ る 思想で ある。 然 らば、 諸 法 實相說 が、 廢怫 事件 を 起した 事になる 譯 である。 天台 大師 は 其 Q 廢佛 事件の 慘悔た 

る 有樣を 聞いて 居る。 こ.. -に 諸法實 相の 思想の ま- - では、 迚も 満足す る ことが 出來 ない ものが ある。 大師の 入 山に、 何 

. とか 自分の 思想に 基礎 を與 へな； b れば、 迚も このま. - にして 居れない と S ふ內 面の 必耍 があった のでな からう かと 予は 

思 ふ。 先年の 大震災に 遇って、 諸法實 相、 これが 眞如 Q 姿で あるな どと 言って 居れる もので はない。 廢怫 事件の 翌年 朝 

廷が とめた けれども、 之 を 振 切って 遂に 山に 入って、 それから はどうしても 出て 來 ない ので あるから、 精神の 上に 大な 

る動搖 があった と 見ねば ならぬ と 思 ふ。 十 年の 後、 四十 八 歳に 至って、 陳の 天子に 引出されて、 始めて 山 を 下った が、 

それまで はちよ つと も 山 を 出ようと の を 起さす、 さう して 修道 を 重ねた ので ある。 この 修道の 後に、 どうい ふ 天台 大 

師 が出來 たかは、 十分 想像が 出來 ようと 思 ふ。 この 天台 大師の 山中 生活 は、 寂靜 精進の 生活と 雷 ふべき であった らう。 

門外漢から 見れば、 暇で 仕方がない やうに 思 はれよう が、 天ム n 大師 自身から 言へば、 一 日の 休み も あり はしない。 朝 か 

ら晚 まで、 心が 緊張して、 精進の 生活 を 送ったら うと 思 ふ。 理想が 低ければ 馬鹿に 暇で あらう けれど、 理想の 高い 天台 

大師に はちつ とも 暇がない。 もう 一日が 暮れた か、 もう 一年が 過ぎた か、 もう 十 年 Q 星霜 を閱 したの か、 未だく 満足 

が 出来ない にも 拘ら す、 いつの 間に か 十 年の 歳月が 夢の 間に 經 つてし まった と 思 はれた であらう。 この 生活に 於て 天台 

，大師 は、 十界互 具. 一念 三千と いふ 新しい 體系を 組織した ので ある。 天台 大師が 建設せ る 新怫敎 は、 斯う いふ 簡單な 言 

葉に 煎じ詰める 事が 出來？ &。 十界、 と いふの は、 吾人の あるべき 梠 と、 あるべからざる 相と を、 十に 概括した もので あ 

第一 二 建設 時代 (隋、 唐 前半 い  111 七. 


中 國佛敎 史槪說  三 八 

る。 自分の 胸の 中に、 色々 な雜念 妄想が 起る。 寒い、 暑い、 惡ぃ、 慕 はしい、 柔 かい も Q に觸れ たい、 腹が 空る。 飯よ 

り 大切な ものの 法で ある 事 は、 誰 とても 百 も 承知の ことで あるが、 鬼 も すれば 法よりも 飯 を 思 ふ。 そ Q 本能 Q 愁は 人間 

の 餓鬼 性で ある。 乃至 畜生 性 も、 地獄 性 も、 自分の 胸に それが ある こと を感 する。 故に この 十界互 具の 佛敎 は、 -天 ム门大 

師の實 ：感の 叫びと 言はなくて はならぬ。 冷やかな 敎義 ではなく、 血ゃ淚 の體驗 の磬、 赏に 尊き 體驗の 叫びで ある。 佛陀 

を 上と し、 地獄 を 下と し、 その 中間に 人間が あって、 怫陀に 近づく こと も、 地獄に 陷る こと も、 自分の 心掛ー つで 出來 

るので ある。 了 万 は 向上の 道で あり、 他方 は 向 下の 道で あり、 向上 も 向 下 も出來 る。 向上し 向 下す る こと は、 自分に 他 

の 全體を 含む からで ある。 それが 十界互 具で ある。 獨り 人間の みならす、 これ を 擴げれ ば 0 草木に も 他の 全體が 入る の 

であるから、 一念 三千、 法々 三千と なる。 三千世界の ものに 皆怫 性が ある 以上、 何もの か 成 佛出來 ぬ ものが あらう。 こ 

れが 天台 大師の 佛敎 である。 天台 大師 は 如何にして 斯 くの 如き 立派な 佛敎を 組織した かとい へば、 南北朝時代の 研究 を 

集大成して、 斯檬 なる 怫敎の 建 默を爲 したので ある。 故に その 著述より、 飜 つて 南北朝時代の 怫敎の 如何 を 想像す る こ 

とが 出來 るので ある。 

五嘉祥 大師と 三論 宗  ， 

嘉鮮 大師 吉藏の は 所謂 空怫敎 で、 僧朗 から 四 代 目-である。 こ X に 一寸 注意した， S 事 は、 儈朗に 二人 ある 事で ある。 前 

の は東晉 時代の 僧朗 で、 今の 儈朗は 梁 時代の 傲朗 である。 前の 傦朗の はま だ 宗旨 Q 分れぬ 時代の 怫敎 であり、 今の 僧朗 

の怫敎 は、 羅 什の 飜譯 した 怫敎の 上に 立つ 新 三論 宗 である。 羅什 0 傅へ た 古 三論 宗 から、 新 三論 宗 Q 出來 たの は、 

世 親の 怫敎が 加 はった 爲 めであって、 四 論宗が 生れ 變 つて 天台宗と なり、 古 三論 宗が 生れ 變 つて 新しい 三論 祭に なった 


ので ある。 嘉祥の 空怫敎 は、 あ.. - でもない、 斯うで もない と、 一切 を 否定して 行く。 結局 どうなる かとい ふに、 これ を 信 

仰に 當て はめて 見れば、 いよ/ \ 私 は 凡夫で あると、 一切の 持ち物 を 否定し 去って、 地獄 必定と いふ 所に 頭が 下れば よ 

いとい ふこと になる。 自己 を 辯 護す る 間 は、 救 はれぬ。 自己が になり、 無我に ならねば、 解 脫の關 門が 通れない。 空 

門 を 通らなければ、 復活が 出來 ない とい ふの が、 嘉、 S の怫敎 である。 新 古の 三論 宗義 は、 赏耍 な點に 於て 差異が ある。 

そ は、 二 諦を從 來客觀 的の 理實 とのみ 考へ たもの を、. 理實に 悟入すべき 言敎 形式と 考 へた 所に ある。 t に 細な 檬 であつ 

て、 實は！ sf 要な 差異 を 生す るので ある。 新 三論 宗の 立脚地 は、 實體 的に 考 へられた 二 諦觀を 打ち破って、 之 を 進んで や 

まぬ 言 敎 形式と 爲す にあった。 この 轉囘 によって、 三論 教義 は いづこまで も 行きつ まら 卞に、 層々 進んで 巳ます、 頗る 

深度 を 加へ たので ある。 其の 樣 1i? をい へば、 宛 も 正反合の 關係を 以て 進む ので、 この 正 反の 相對を ニ諦と 見た のが、 新 

三論 宗 であった と 言って よい。 之が 開祖 は、 儈朗 であるが、 功績の 多かった の は、 之を繼 いだ 僧設. 法朗で あると 言つ 

てよ い。 法朗 は、 之を學 的の 形に 直した 點に 於て 功績が 多かった が、 然し 宗教と して Q 三論 宗は、 より 多く 傲 4! にあつ 

たと 言って よい。 嘉祥は 法朗を 承け て、 更に 之を學 的に したので あって、 その 基づく 所 を 求 むれば、 すべて 僧詮の 深い 

證 悟より 流れ出で たと 言 ふべき である。 山門 義 として 佛敎 史上に 名 ある 新 三論 宗は、 南京の 東の 攝 山に 發祥 した、 而し 

て 攝山義 を 代表せ しむる は、 僧詮が 最も 然るべ しとい ふべき である。 

六 隋 時代の 佛敎 資料と しての 山 東 省の 石窟 

隋の 時代 は 僅か 二十 九 年し かない。 三十 六 年間 ある けれども、 天下 を 統一した の は 二十 九 年し かないので、 極めて 短 

い 時代で あるが、 隋 といへば、 中國 文明 史上に 於て 有力なる 時代 を 作って 居る ので ある。 隋 時代の 怫敎の 如何に 力が あ 
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つ たかを 想像すべき 資料と して、 山 東 省の 石 窟を擧 ぐる 事が 出來 る。 山 東 省 は 古 來佛敎 の 振 はぬ 處 であって、 佛敎 者で 

名の ある 人 は 極めて 少ない。 儒教の 本山た る 曲阜が あり、 道敎の 本山た る 泰山が ある。 從 つて 儒敎. 道教の 中心地で あ 

るので、 怫敎は 古來振 はない 膚 であるが、 その 山 東 省の 一部分 だけにで も、 隋の 二十 九ケ 年間に、 よくも 斯 くまでに 出 

來 たと ョ 5 はれる 程の 澤 山の 石佛. 石窟が ある。 山 東に さへ それだけ あるから、 他の 地方に は 定めて 澤 山の 石窟が 出來た 

ものと 思 はれる。 卽ち濟 南 附近に 千怫 山が あり、 龍 洞が あり、 怫峪が あり、 少しく 離れて 玉函 山が あり、 靈岩 寺の 背後 

に證明 龕が あり、 更に 東方 遙 かに 雪 門 山 *駝 山が ある。 盖し文 帝に 泰山に 從 へる 曇 遷が、 周 武廢佛 の 山寺 を 復興 せん 

と 奏して、 その 願が 果 された のに 激發 せられた もので あらう。 龍 洞の 三尊怫 は、 岩が 柔 かいので、 今日は 磨滅して 居る 

が、 それでも 猶 よく 隋 時代の 佛敎 0 如何なる もので あつたか を 物語って 居る。 同じく 濟 南に 近き 玉函 山に は、 幾多の 石 

佛に隋 の 開皇の 年號を 彫って ある。 それから 佛峪 の石佛 も、 隋の 開皇， 年代の もので、 衣の 襞の 上に いふべ からざる 美が 

ある。 濟 南の 直ぐ 傍に 千怫 山と 開 元 寺と が ある。 これ は 積極 消極の 破 壞の甚 しい 影響 を 受けて 居る。 後から 修繕して、 

白粉 を 付け、 色彩 を 加へ て ある Q は、 消極 Q 破壤 であり、 積極の 破壞 ではない が、 原形 を 失 はせ る點は 同一 である。 靑 

州 Q 鉈 山. 雲 門 山 Q 石怫 は、 隋代を 代表すべき ものである。 殊に 面白 いのは、 雲 門 山の 菩薩 Q 垂帶 t 裸 形 婦人 を 模様と 

した 事で ある。 これ は當時 菩薩 佛敎 Q 要望 せられた 時代精神 を 反映す る も Q であらう。 隋の 時代に は、 斯 0 如くに 山 東 

省の 一部分 だけに 於ても、 こんなに 佛敎が 力 ある 働を爲 して 居る。 天台、 嘉鮮の 出世 は 新る 時代であった。 

七 終 南山 の 杜順  ， 

杜便 は、 華 S 較宗の 第一 祖で、 隋 より 唐に 互れ る 人、 第二 祖の 智條、 第三 祖 にして 華 嚴哲學 の 大成 者た る法藏 は、 いづ 


れも唐 代の 人で、 より 以上に 重要な 人格で ある。 大中六 年 (西 曆八五 二〕 卽ち杜 順 寂 後 二百 十二 年に 建てられた 杜 順和尙 

行 記 碑に は、 大唐 華厳 寺 を 冠して 居る。 杜順 碑の あった こ Q 華厳 寺に は 五 塔あって、 一は 杜 順の もの、 一は 智 儼の も 

の、 一 は淸凉 画師の ものであった から、 他 Q  二 塔. の 一 は必 す法藏 であった と. 思 ふ。 杜順 は、 名著 「法界 觀門」 を 還して 

居る。 其の 荖と傳 へらる X 「五 敎 止觀」 の 如き は、 何としても 法藏の 後なら ねばならぬ 材料 を 含んで 居る から、 今日に 

於て は、. 之を杜 順の 著述 中から 除かねば ならぬ。 何 を 除いても、 この 「法界 觀」 一部 だに あれば、 中 國怫敎 史上に 於け 

る杜 順の 位置 を、 十分に 認識す る ことが 出來 る。 所謂 事々 無礙 0 世界 觀は、 此の 短い 著述に よって、 始めて 基礎 を 得た 

ものである。 この 世界観が 如何に 佛敎の 思想界に 新しい 影響 を與へ たかは、 改めて 言 ふの 要がない。 貞觀 十四 年に、 疾 

なくして、 南山 義善 寺に 寂して、、 長 安の 南 三十 支 里 Q 樊 川の 北 原に 龕藏 せられた。 「佛祖 銃 記」 によれば、 杜 順の 弟子 

が、 文殊 を 鱧 せんとて、 五臺 山の 麓に 至りし に、 老人から、 文殊 は 今 南山に あり、 杜順和 上. これな りと いふ 指示 を 受け 

て、 趨 りて 歸れば 巳に 入寂せ る 後であった とい ふ。 これ は、 杜 順が 早く 文殊の 化身と 信ぜられた 事 を 語る ものである。 

杜 順の 法界 觀は、 智儼 によって 五 敎* 十 玄丄ハ 相 等の 教理 的 基礎が 與 へられ、 法藏に 至って 徹底し、 天台 學に對 する 華 

嚴學 は、 中 國佛敎 學の變 美を爲 して 居る。 

八 信 行 禪師と 三階 敎 

この 時代に もう 一人 信 行 禪師が ある。 これ は 三階 jg; とい ふ 新しい 佛 敎を唱 へた 人で ある。 三階 敎と いふ は、 第三 階の 

新 宗教と いふ 意味で ある。 その 說に いふ、 これまでの 怫敎 は、 ー乘敎 ニニ 乘敎 で、 これ 以外の 怫敎は 今までなかった。 

是 等の 佛敎 は、 いづれ も 聖者に 對 する 佛敎 である。 正 法. 像 法の 佛敎 である。 正 法 • 像 法の やうな、 立派な 修行の 出來 
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る 時代であるなら ば、 ー乘敎 • 三乘敎 に 依って 成就す る ことが 出來 よう けれども、 悲しい かな、 今日は 末法の 時代で あ 

る。 我々 は 凡夫で ある、 根本 惡を 有する 悪人で ある。 末法 無怫の 世界に 於て、 悪人た る 我々 が、 悪人の 傣 にして 教濟さ 

れる 宗教が なけねば ならない。 それが 普 敬認惡 の敎 であって、 こ Q 普敎 によって のみ、 惡 人が 惡 人の 儘で 救濟 される の 

であると いふ。 鎮る „^ハ 鳴す る 所の ある もの、 で、 これが 非常なる 宗教 運動と なった。 それが 叉 面白い ことに は、 單 なる 精 

神-方面 ばかりでなく、 物質 方面にまで 着目して、 空 • 無 所得の 主張 を 物質に 適用した のであった。 無 所得が 怫敎の 根本 

義 である 以上 は、 所得 を 持って 居る ことが 宜しくない。 自分 も 離れる が、 他の もの も 離れねば ならぬ とい ふので、 三階 

敎の敎 徒 は、 自分で 所得 を 持たない のであった。 而 して 皮肉に も 持ちたい とい ふところにば 集らんで、 持たない ところ 

に は、 澤 山の 物質が 集る も Q である。 教徒 は、 無盡藏 とい ふ藏を 持へ て、 其の 集った る 寄附 金 を、 利息 を 付けて 蓮轉し 

た。 これ は社會 事業の 一 つで ある。 さう いふ 物贊と 精神と を 兼ねた る 宗敎を やった。. 卽ち、 宗敎 運動 兼社會 運動 を やつ 

たので、 隋の 時代に あって は、 餘程 毛色の 變 つた 宗教で ある。 その 敎義は ど Q 怫敎 にも 偏らす、 叉 どの 怫敎 でも 皆棄て 

ないで 之 を 取 込んで 居る。 然し 皆に 似て 居る とい ふこと は、 また 皆に 似て 居ない とい ふこと となる ので、 この 宗敎蓮 動 

兼社會 運動が、 非常に 勢力 を 得る に從 ひ、 他の 怫敎 全體 より 璽 迫せられ て、 隋の 時代に 早く も禁斷 せられ、 叉 唐の 時代 Z 

にも 禁斷 せられた。 併し、 禁斷 せられた に拘ら す、 宋の 始めまで 繼 絞して 居た- S が、 文獻の 上で 知られる。 どんなに 壓 

迫せられ て も、 三階 敎の 信者で、 その 敎に 使って 救 はれた とい ふ 自覺に 立った 人 は、 朝廷から 禁ぜられて 居る にも 枸ら 

t 皆 信 行 禪師の 墓の 傍に 葬られたい、 こと を 希 は：^ して、 澤 山の 墓が 出來 たので、 この 寺に、 百 塔 寺と いふ 名が ある。 斯 

く 百 塔 寺の 名が 出來 るまでに、 信者が 出 來て來 た 所から 見れば、 その 禁斷 とい ふの は、 三階 敎の 典籍 を禁斷 する ので、 

敎 そのもの を禁斷 するとい ふので はなかった と 思 ふ。 斯 く禁斷 せられた 典籍が、 本邦に も傳 はって 居リ、 特に 徵 煌の 石 


室から 出土した ので、 以上の 檬な 事が 明瞭と な. つたので ある。 百 塔 寺 は 終 南山に あって、 善導 大師の 墓の すぐ 近くで あ 

り、 其 Q 寺 は 今、 C ある。 殆ど 荒れて 了って 居る が、 陀羅尼 帻と いふ 石 Q 柱が あって、 その 銘文の 中に、 三階 敎大 禪祖荼 

毗林畔 とい ふ 文字が 見られる。 三 階： 敎 大禪祖 とい ふの は、 言 ふまで もな く 信 行の 事で ある。 この 信 行禪師 は、 長く 歴史 

以外に 沒し 去る 程までに、 學界 から 忘れられ たが、 再び 公け になり、 而も 終 南山に 百 塔 寺の ある 事まで 明白に なった の 

は、 故 矢 吹 博士の 研究に よる。 信 行 禪師の 石碑と いふ ものが ある。 その 文中に 內財 • 外 財と S ふ 言獎を 使って あり、 乂 

生 施 • 死 施 云々 と 褒めて 居る。 內財 • 外 財と いふ 言葉から 見ても、 物質 上の 無 盡藏、 卽 ち經濟 と、 宗敎を 敷ね て やった 

とい ふこと を、 この 碑文が 語って 居る。 信 行 禪師の 弟子の 法藏の 石碑が、 長 安の 碑 林の 中に あって、 これ は 短い に拘 

らす、 三階 敎 _に ついて 猶 一層 適確に 明白に 語って 居る。 中. に 隋の信 行禪師 があって、 大いに 普 敬 認惡の 宗を擴 めた とい 

ひ、 又 無 盡藏院 とい ふの が ニケ所 ありて、 この 法 藏禪師 とい ふ 人が、 その 無 盡藏院 の 監督 をした とい ふこと が 記されて 

居る。 普 敬認惡 Q 宗と は、 悪人が 悪人の 傣に濟 はれる ところの 普敎 とい ふ 宗敎を 立てた こと を 意味す る。 無盡藏 とい ふ 

の は、 蓋し ti. 嚴の 無盡緣 起から 來 たもので あらう。 鎌倉時代に 無盡 庫と いふ ものが あった、 それ は 質屋の 藏 ださう であ 

る。 賴 母子 講 のこと を、 俗に 無盡と 言って 居る が、 盡 きて 了 ふなら 無盡 ではな， S が、 元金に 利子 を巢 ねて 行く から、 成 

程無盡 である。 物質的に は、 利子 を 生んで 何處 まで も盡 きな. S とい ふ 意味で、 無盡藏 と. S ふ 名 を 付けた ので あるが、 

蓋、 その 中に 精神的の 意味 も 含めて 居る に 相違ない。 「維摩 經」 の 中に 無 盡燈と いふ ものが 說 かれて ある。 淨土 敎の大 

成 者 善導 大師 は、 曾て 南山の 麓に あり、 その 墓 も 南山に あって、 それが 信 行の 墓に 近い。 二人の 墓所 は 近い 場處 にあ 

り、 その 教義の 上に も 近い ものが ある。 他の 點は 大いに 類似す るが、 唯一 つ 重 耍な點 に 於て 異なる の は、 普 敬に 對 する 

ー怫の 信仰で ある。 蓋し 普 敬 は 長く 住まるべき 地で なく、 やがて ー怫に 展開すべき である。 末法の 怫敎 は、 古い 時代に 
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三階 敎* 淨土敎 で、 それが 流れて 日本に 來 つて、 この 隆盛な 淨土敎 となった 0 である。 此の間に はたし かに 一脈の 連絡 

があった と 思 ふ。 斯うい ふ 風に して、 隋の 時代 は、 學問 0 方面から 見ても、 宗敎 Q 方面から 見ても、 百花 爛漫の 時代で 

あつたと いふ ことが 出來 る。 

, 九 偉大なる 飜 譯家玄 突三藏  - 

隋の 時代 は 三十 年 程で 終り、 さて 唐の 初にな つて、 怫敎の 各方 面に 大家が あら はれて、 諸宗が 相つ いで 成立した。 そ 

め 中で、 最も 我々 の 耳 に^れた 人は玄 弊三藏 である。 玄樊 三藏は 朝廷から 印度に 行く こと を 許されなかった 程の 人で あ 

る。 阈寶の 一 人が なくなる 虞が あるから である。 三藏は 幾た び 旅行 を 願っても 許されない 爲に、 遂に 窃かに 逃げて 印度 

に 入り、 十六 年 目に、 中 國に歸 つたので ある。 斯る學 者が、 更に 十六 年 も 研究して 居った ので あるから、 實に學 殖が深 

!s。 その 旅行記で ある 「西域 記」 の價値 だけで も、 印度の 歷史. 地理. 風俗. 敎學 Q 一  切の 研究に 於て、 此の 種の も Q 

では、 無比との 折紙が つけられて 居る。 三藏の 留學び 如き は、 まるで その 態度 精神が 違 ふ。 三藏の 如き は、 夢の 間に 十 

六 年が 經 つて 了った と 思った であらう。 玄 樊三藏 は、 印度に 居る 間、 到る 處で 問答 をして、 或は 數論 外道 を 破り、 或は 

小 乘の學 者 を 破り、 大乘の 學者を も 打破る どい ふまでに、 素晴らしい 勢であった。 玄奘 三蔵の 師匠 は、 戒賢 である。 一 

日、 小 乘の學 者より 論議 を 申し込んで 來 たが、 戒賢 は、 年取って 居る. ので、 四 人の 弟子 を 選んで 之に 當ら せる 事と し 

た。 そ Q 第一 は師子 光であって、 而 して 四 人中の 一 人に 玄樊 三藏が 選ばれて 居る。 以て その 學 問の 程度 を 知るべき であ 

る。 この 時、 他の 三人 Q 弟子 は、 大變 心配して 居る。 之 を 見た 玄奘 三藏 は、 年若い 外圃 人の 私が 出て、 敗け たって 耻で 

はない、 若し 勝ったら 名譽 であると 言って、 この 論議 を 引受けた のであった。 印度の 學界に 於け る 三藏の 地位が、 これ 


で 正しく 知られる。 この 問答の 結果 は 記されて ないから 分らぬ が、 後年に 至り、 同門の 師子 光と 議論が 合 はなくな つた。 

有の 怫敎 i§s 佛敎 と、 立脚地が 異なる で、 議論が 合 はな S ので ある。 三藏は 有に 立った、 師子光 は 空に 立った。 三 

藏は、 有と， S ひ 空と いふ は、 各 一面に 就て いふので ある。 は 偏 計に 就て いふので あり、 有 は 依 ，面に 就て いふので あ 

つて、 一 切 を 空す るので な， S と 言 ひ、 議論に 於て 兄弟 乎の 師子 光が 敗け て、 那斕陀 寺 を 去って、 大 菩提寺に 行った と あ 

る。 斯の 如く 玄奘三 藏の學 力 は、 造詣が 深い ものであった。 隋 唐の 時代に 來 ると、 學殖の 深き は ひとり 玄樊 のみでない。 

善導 大師で も、 賢 首 大師で も、 道宣 律師で も、 恐らく は 彼の地の どんな 學 者に 會 つても、 敢て， ひけ を 取らぬ ものが あつ 

たらう。 

1〇 善導 大師の 事蹟 

善導 大師 を 知るべき 生きた 資料と して、 その 弟子の 碑が ある。 善導の 弟子に、 懷感 *懷 憚の 二人が あった。 この 懐惲 

の 墓に 建った 石碑が 遺って 居る。 文字の 立派な 點で、 有名な 碑で ある。 古來、 この 石碑が 建って 居る けれども、 内容の 

點に 付て Q 研究 は 未だなかった が、 今 その 內容を 見れば、 懷惲は 善導の 弟子で、 十餘 年間 從ひ 學ん だとい ふ 事が 分り、 

而 して そ Q 主義 精神 を 記して、 一心 專念阿 彌陀怫 願と 書いて ある。 これ だけの 文字 を 見て は、 左程に 重く 感 する 人が な 

いと 思 ふから、 こ. 1 に 一言 を揷 む。 中 國には 金石 學と いふ ものが ある。 文字の 圃 だけあって、 金石の 書物の 多い と 言つ 

たら、 どれ 程 あるんだ か、 地方々 々に澤 山 ある。 之が 爲に 金石 學と いふ 特殊の ものが 成り立つ。 予の 見て 歩いだ 石碑 Q 

數 だけで も、 何百 あるか 解らぬ。 然し どんな 石碑 を 見ても、 どんな 金石 書 を 見ても、 淨 業なん て 富 葉 は 入って 居る が、 

念怫 とい ふ 言葉す ら先づ 無い と 雪って よい。 暴鸞 大師の 石碑に しても、 道 綽禪師 0 石碑に しても、 淨土敎 に關係 ある 旨 
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紫 は 殆ど 見られぬ。 所が、 この 懷懌 碑に は、 一心 尊 念 阿 彌陀怫 願と ある。 斯うい ふ 言 薬 Q 這 入って 居る こと は、 他に 比 

類ない ので あり、 而も それが 善導 大師の 言 装と 一致す るので あるから、 これから 善導 大師の 怫敎を 推測す る ことが 出來 

る Q である。 善導 大師 Q 事蹟 は 至って 不明瞭で あるが、 同じ 時代の 道宣 が、 善導 大師 Q まだな くなら. ぬ 中に 傳記 を嘗 い 

て、 近頃 山儈 善導と いふ ものが あって、 頻りに 念 佛を勸 めて 居る とい ふこと を、 一 寸 書いて 居る。 これ は 大師の 怫敎を 

知らし める 生きた 资料 であるが、 これに 比して 更に 價 値の 犬なる もの は、 善導 大師の 檢 校して 作られた、 大石佛 Q 現存 

する 事で ある。 それ は、 善導 大師が 檢校卽 ち 監督 せられて 出 來た、 洛陽龍 門の 有名な 盧 舍那佛 であって、 相好の 端厳に 

して、 而も その 偉大なる 點に 於て、 中阈 Q 石 怫中隨 一の ものである。 高宗 皇帝が、 武 后の 助力 を 得て 成せる もので あ 

る。 これによ つて、 吾人 は 善導 大師が、 積極的の 生活 を やられた とい ふこと を 知り 得る。 直接 Q 證 明に はならぬ けれど 

も， 善導 大師の 生活 を闞 明す る 上に 於て、 半分の 役目 を 梁す とい ふこと だけ は、 遠慮な しに 言へ ると 思 ふ。 

1 1 唐 時代の 佛敎と 我が 聖德 太チ 

斯の 如く 中國の 怫敎が 建設 せられて、 印度と 相竝ん で耻ぢ ない ばかりでなく、 印度よりも 或は 優れた 程の 人が 出來た 

と 思 ふ。 一心 一 向に なって、 進む ときには、 思 ひも よらぬ 飛躍的 Q 進み を爲す ものである。 我が 聖德 太子 も、 隋 から 唐に 

かけての お 方で あるが、 解に 於て、 行に 於て、 どこへ 出しても ひけ を 取らぬ 程の？ 實に 立派な お 方で ある。 これ は 一心 

三味に なって 進む ときには、 一大 躍進が ある 事 を 示， す。 奈 良の 大 怫は奈 良 朝の 時代に 出來 たもので あるが、 あれ は 印度 

人が 造った ので もない、 中國 人が 造った ので もない、 日本人が 造った Q である。 どうして 出來 たもの か 不思議な 程の 躍 

進で ある。 これ は 日本 を 例と したので あるが、 唐 初 Q 中 阈怫敎 は、 當時 Q 印度 怫敎 に對 してなん ら耻 しい 所がない。 換 


言 すれば、 中 國佛敎 が、 進むべき だけ 進んで 居った とい ふこと になる ので ある。， かくして 唐の 半までに、 殆んど 印度と 

同じ 所まで 進んで、 新に 印度から 輪 入すべき ものが なくなった。 そして 逆輸出 をす る 程に なった であって、 宋 Q 時代 

に 至りて この 逆輸出 をした 一例が ある。 斯くて 印度から はもう 新しい ものが 這 入って 來 ないやう になった ので、 そこで 

これまでに 建設 せられた 佛敎 の實行 時代に なって 來 たので ある。 わが 聖德 太子 は 恰も 天台 大師と 同じ 時代で、 中 固に 於 

て、 早くから 南 岳慧思 禪師の 生れ 變り だとい はれて 居た。 中 圃には 當時隋 の 湯 帝と いふ 素敵 もない 豪傑が あった。 隋は 

南北朝の 文化 を あつめて 大成 をした ので、 高い 文化 を { ^つて 居る。 日本の 文化 は、 當時猶 低い ものと せなければ ならな 

K 中國 に比べて、 圃は 小さい、 文化の 程度 は 低い のに、 誕 等の 交り を 結んだ 生き- (V したる 魂 は、 何處 から 來 たかと 

いへば、 それ は 卽ち大 乘怫敎 、に 依って ffi 來 たので ある。 聖德 太子 は、 今まで は 三韓と 交際して 居った の を、 一歩 進めて 

中國と 直接 交際 を 開いた 追分に なって 居る。 藝 術の 上から 見る と、 推 古 時代の 日本の 藝術 は、 朝鮮の 影響 を 受けて 居る 

が、 奈良 朝の 怫敎藝 術 は 唐の 影響 を 受けた ので、 それらと は 非常に 違 ひ、 大いに 躍進が あった。 而 して それ あらしむ る 

初め を爲 したの が、 聖德 太子で あると いふ こと を 注意すべき である。 

一二 佛敎 文化の 圓熟、 佛足 石と 開 元 寺 

當 時の 文化の 流れの 早かった こと は、 其の證 據を 種々 Q ものに 見出し 得る が、 その  一 二に 怫足 石と 開 元 寺と が ある。 

佛足石 は 印度から 中 國に傳 へられ、 ま 一ぐ に 日本に 傳 はった ので ある。 奈 良の 藥師 寺の 怫足石 や、 有名な 藥師如 來の御 足 

の模檬 は、 長 安の 怫足 石に 少しも 違 はぬ。 然るに 長 安の もの は、 還ぶ 起れ る 兵燹に 褪 つて、 無くなって は 又 稀へ、. 又 無 

くな つて 叉 持へ たもので ある けれども、 日本の は、 傳 はった 時の 儘の 御 足で ある。 21 は 同じで あるが、 模寫、 Q 日本の 
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は 非常に 立派で ある。 これ は、 文化の 流れの 如何に 早かった かとい ふこと を 知らし める 一の 材料で ある。 それから 玄宗 

皇帝 時代に、 開 元 寺と いふ 寺が 出來 た。 玄宗 皇帝の 時代 は、 中 國怫敎 0 絕頂、 怫敎 文化の 爛熟した 時代で、 その 開 元 二 

十六 年に、 天下 中に 開 元 寺と いふ もの を 作った。 その後 僅に 三年 目に、 日本 Q 國分 寺が 出来て 居る。 それから、 前き の 

善導 大師 0 監督 せられた 龍 門の 大怫 が出來 ると、 日本の 奈 良の 大怫が 出來 る。 これ は大々 的の 事業で あるから、 左樣に 

容易に は出來 ぬ。 八十 年 程 後れて 居る が、 この間に 唐の 留學儈 は、 長 安への 往復に、 この 大佛 に詣 したに 相違ない と 思 

ふ。 玄宗の 時代に 於け る 文化が 如何に 爛熟した かとい ふこと を 見る 一 つの 例と して、 大智禪 師の碑 を 出し 得る。 大智禪 

師 とい ふ は、 禪家 北宗の 祖神秀 0 法嗣 たりし 義 福の 謚號 である。 この 禪師の 如何なる 位置に あつたか は、 石碑に よって 

1 目 瞭然と する。 そ Q 石碑の 立派な こと、 冠と いひ、 側面 義 と いひ、 千古の 藝 術と いふべ く、 側面の 菩薩の 如き は、 

正に 奢^ Q 弗 像 Q 標本で ある。 これ は、 一人 0 僧侶の 石碑に 過ぎぬ。 而も その 石碑に 現れた る 曲線の 美、 その 菩薩な ど 

の 立派な こと は、 この 儘 本尊に しても よい 程までの ものであるが、 それが 石碑の 飾りに 過ぎない ので ある。 唐の 開 元 時 

代に 於て、 どれ 程まで 佛敎 文化が 圓 熟し、 寧ろ 爛熟した かとい ふこと は、 單 なる 石碑 藝 術の 上から も、. よく 見る ことが 

出來る 0> である。 この 時代の 唐の 佛敎 文化が、 滔々 として 東 流すべき は、 當然の 事で ある。 鑒 眞和尙 が、 日本に 來 たの 

はこの 時代で ある。 

がん じふ 

1 三 揚 州の 鑒 眞和尙 

鑒 眞和尙 は、 孝 謙 天皇の 御 時に 來た 方で あるが、 是亦 朝廷から 旅行 を 許されなかった 人で ある。 一方 0 律の 大 ^ であ 

る から、 甚 深の 敬意 を狒 はれて 居た ので ある。 ョ 本の 榮歡 • 普 照と いふ 二人の §2 學 生が、 長 安よりの 歸途、 態々 揚州 


の鑒眞 和尙の 許に 行って、 どうぞ 日本に 渡って 正しき 律を傳 へて 頂きたい とい ふこと を 願った。 蟹 和尙 は、 多くの 弟 

子に i: つて、 誰か 一 人 日本に 渡る 者 はない かと 言った。 一 人 も 返事 をす る ものがない。 中に 一人 立って、 日本 0 國へ行 

かう とい ふこ， と は、 命懸けの 仕事で ある。 誰も 命 を 捨てて まで 行く 人が 無い から、 返事 を しないの である。 と 云 ふと、 

和尙は それならば 自分が 行く とい ふので 大いに 準備して 出掛ける。 難船に 遭って 引返す。 又 用意して 出掛ける。 或は 官 

憲に捕 へられて、 牢屋に 入れられ たこと も あり、 或は 又 漂流した。 五遍 しくじって 六 遍目、 年数から いふと 十二 年 目に 

渡來 したので あった。 其の 間 かの 二人 は 始終 付いて 居る。 二人 も 二人で あるが、 鑒眞 も鑒眞 である。 よく 堪へ たもので 

ある。 二人 は どうぞ 日本に お出で 下さる やうに と、 時々 願 ふ。 鑒眞 は、 一度 約束した 以上 は、 決して 之 を變更 せぬ から 

安心せ よと 富って、 其の 決心 を飜 さぬ。 第五 闾目 は、 漂流に 漂流して、 遂に 廣 東の 海 南 島に 着いた。. 萬 死に 一生 を 得た 

ので， あるが、 之が 爲に 榮歡は 遂に 廣東 省に 於て 沒し、 鑒 眞は兩 眼の 明 を 失った が、 遂に 第六囘 十二 年 目に 渡來 した。 T 

度奈 良の 大佛が 出來た 時で、 大佛の 前に 迎 へられた ので ある。 その 行動 は、 唯 法 Q 爲め とい ぷ ことのみ で、 他に 何も 無 

い。 さう いふ 理想に 使って 動いた 時代の 藝 術が、 他に 異なる 事 はいふに 及ばぬ。 

一四 佛敎 各派の 完成と 密敎 の傳來  ， 

佛敎の 研究 は、 隋 より 中 唐に かけて、 悉く 成熟して、 すべての 宗旨が 建設せられ たので あるが、 恰も この 時に 新たに 

傳 はった もの は、 印度の 新怫敎 たる 密敎 であった。 密教 は、 新興の 婆羅門 敎に 影響せられ たもので ある。 影響 せられた 

とい ふよりも、. 新興の 婆羅門 敎を、 佛敎. の 高き 敎理 によって 包容し、 說 明した ものと 言った 方が よい。 怫敎 は、 世 0! 如 

何なる 敎學を も、 その 最高 0 哲學 によって 說 明し、 之に 適當の 意義 を與 へて、 その 組織 中に 攝 取し 得べき 複雜と 深度と 
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を 有する。 人間性に 基づきて 超れ る、 一 面から 見る 時 は、 迷信と しか 見えぬ もので も、 之を怫 敎哲學 上に 置き 直す 時 

は、 必然の 意義と 價 値と を 有する t のとなる。 密教 Q 如き は、 その 好適 例と して 見ら るべき である。 廣汎 なる 意義より 

見ら る. -密敎 Q 分子 は、 旣に 早く 三國 時代から 傳 はって 居た が、 深き 且つ 廣き宗 敎哲學 としての 組織 ある 密教 は、 唐 代 

の 中葉に 至り、 善 無畏. 金剛 智 0 兩三藏 によって 傳 へられた ものである。 善無畏 は、 北方の 陸路より 來 りて、 胎 藏界曼 

荼 羅を傳 へ、 金剛 智は、 南方の 海路より 來 りて、 金剛 界 曼荼羅 を傳 へた。 不空 は、 まだ 青年時代に 於て 東 遊し、 金剛 智 

に從 つて 學び、 更に 歸 印して 奥義 を傳 へ、 兩部 曼荼羅 を 合猱し 大成した のであった。 その 居 は 大興善 寺で、 こ. - に廣智 

三藏 碑が ある。 廣智 とい ふの は、 K. 空 三 藏の謚 である。 圖を 按じて 見る と、 長 安城 は 中央の 朱 雀 街 を 中心として、 恰も 

東西に 二等分せられ、 左右 兩 街に 各々 九坊 あり、 大與善 寺と、 玄都觀 と は、" 全都の 中央に、 朱 雀 街 を 隔てて、 相 *J して 

居る。 そ Q 意を按 する に、 道 佛ニ敎 によって、 國民 思想 を 銃 一 せんとした ものと 思 はれる。 顧みる に、 周の 武 帝が 周 境 

Q 廢 佛を斷 行した の は、 建德 三年 (西暦 五 七. 的) であり、 北齊を 亡ぼして、 更に 齊 境の 廢 怫を斷 行した の は、 宣政 元年 

(西 曆五七 A) であった。 やがて 武 帝が 崩 去して、 靜 帝と なり、 大 相 楊 堅が 周 0 禪を 受けて、 文 帝と して 隋の 新時代 を 

開いた Q は開皇 元年 (西暦 五八 一) であるから、 周 境 0 糜怫 より 七 年後、 齊境 Q 廢佛 より 三年 後の 事で ある。 文 帝の 最も 

留意した の は、 宗敎 であって、 一 歩 之 を 過れば、 國民 思想 分裂、 到底 牧拾 すべから ざる を、 能く. 身に 沁みて 知つ 

て 居た Q である。 玄都觀 と 大與善 寺と を 置いた 0 は、 千古 を訓 ふるものが あると 思 ふ。 盛 唐に 至りて 新佛敎 0 泰斗 不空 

三藏 は、 こ Q 大與善 寺に 安 ぜられ た 0 である。 


第 四 實 行 時代 (唐 後半、 五代， 宋) 

. 一 思想の 變 化と 社 會の變 化  . 

唐 Q 半ばより して、 五代 を 經て宋 末に 及ぶ 間 を、 予は實 行 時代と 名付ける。 前述の 如く.、 蒸 三藏 が 印度に S し 

て、 外道. 小乘. 大乘、 殆ど 印度の 敎 界を壓 倒す るまでの 力量 を 現 はした とい ふこと は、 中國 0 佛敎が 度の 怫敎に 

比較して、 劣らぬ ばかりで はなく、 殆ど それ を 凌駕す る 程までに 及んだ とい ふこと を證 明す るので ある。 然 らば 今や.^ 

度より して、 新たに 受 くべき もの はない。 今まで 建 せられた 佛敎 を、 それ を 其の儘 自分の 一身上に 現 はし、 寶行 する 

とい ふこと が、 時代の 耍求 とならねば ならぬ 譯 である。 斯の 如き 展開の 時機、 卽ち 思想 上の 變り 目が、 大 いなる 社會の 

霧 を 促す も Q と 見える。 洵に 不思議で あるが、 南北朝の 初めに、. 廢怫 とい ふ 社 S 大置 があった 事柄が、 準備 時代 

からして、 研究 時代に 進展せ しめたので あった。 廢佛 があった からと いふので はなく、 愈々 變ら なければ ならない 時に 

は、 非常な 事件が 超る ものと 見られる。 南北朝 Q 末に 又廢怫 事件が あつたと いふ ことが、 次の 隋唐 時代 を 作るべき 序，. * 

になって 居る ひで ある、 それと 同じく 唐の 半ばに、 武宗. の 時に 廢佛が 起り て、 其の 廢怫が 丁度 機會 になって この 實行 

時代に 移る ひで ある。 時代 を i つて 變る 時には、 不思議に も廢佛 とい ふ 大事 件が 起って 居る ので ある。 古來 これ を 三 

武の禍 といって 居る が、 社 會萬般 C> 變 革に 於て、 起らねば ならぬ 必須の ものと 見たら よいだら う 
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二 禪 宗の與 起と 五家 

さて、 實 行-とい ふこと になる と、 第一 に來る もの は、 禪 である。 散禪と いふ 言葉 は あるまい が、 予は禪 に 定禪. 散禪 

とい ふ 二通りが あると 言 ひたい。 結跏趺 坐して、 雨 手 を 前に 置き、 視線 を 鼻の 先き に 向け、 眼 を 開く こと 細く して、 喂 

るが 如く、 眠らざる 如く、 心に 一 つの 公案 を 持って、 端然と 坐る の は、 定禪 であって、 形の 上から して 明かに 禪と いふ 

事が 見える。 然し 禪には それば かりで なく、 散禪 とい ふ ものが、 この 外に あると 予は思 ふ。 世に 所謂 主眛の 境地 は、 そ 

れ である。 何 車に あれ、 三味の 境地に 入る 時 は、 自分 もなければ、 世界 もない。 聽聞 三味の 時には、 聲と 自分と が 一 心 

同體 になって 居る。 算盤 三昧 も あらう し、 讀者 三昧 も あらう し、 色々 の 三昧が あって、 中には 天地 間 _ ^石ば かり、 自分 

もなければ、 子供 もない、 土藏 もない とい ふ 生活 も あらう。, 新くて 三昧に も 種々 あるが、 然し、 三味と いふ 事 は、 貴き 

經驗 である。 斯くて、 定禪. 散 禪の區 別が ある けれども、 苟 くも 怫 法の 門に 入らん に は、 禪と いふ ものが なけねば なら 

ぬ Q である。 念怫 三味 も あり、 觀怫 三昧 も あり、 法 華 三昧 も あり、 無 相 三昧 も あり、 いづれ も禪 とい ふ ものに 依って、 

怫 法が 深度 を 加へ、 それによ つて 佛 法が 我が ものと なる ので ある。 種々 の 三昧 ある 其の 中に 於て、 此の 時代に 於て 著し 

く 見られる 9 は、 いは ゆる 中 國の禪 で、 中國禪 なる ものが、 こ Q 時代に 來 つて 明瞭に 見られる ので ある。 達磨 禪と謂 

ひ、 祖師 禪と謂 ひ、 如來禪 以上 を 以て 任じて 居る の は、 この 中國禪 であって、 これ は 中圃怫 敎の大 なる 特色で ある。 こ 

の 中阈禪 が、 非常な 勢 を 以て 進展し、 唐 末より 五代に かけて、 すっかり 出來 たので ある。 この 中 阈禪の 時代 は 前の 建設 

時代と は 違 ふから、 之に 實行 時代と いふ 名 を 付けた ので. ある。 いづれ Q 時代に 於ても、 敎と禪 と 二つ ある けれども、 こ 

れ まで を敎の 時代と いふなら ば、 これから は禪の 時代， とい ふこと になる。 敎禪が 分離して、 其の 禪 なる ものが、 敎と離 


るれば 離る. -程、 純粹 なる 禪と いふ ことにな つたので ある。 禪には 五 系統、 五つの 宗派が ある。 第 一 は 臨 濟宗、 第二 は 

^仰 宗、 第三 は曹 洞宗、 第 四 は 雲 門宗、 第五 は 法眼 宗で、 この 五つが 唐の. 半ばから 五代までの 間に 成った ので ある。 

五宗 は、 祖師の 人格 及び 其の 態度 方法に 依っての 區別 である。 禪 其の ものに は； Hi: 別が なから うけれ ども、 臨濟 なる 人な 

り、 雲 門なる 人の 人格に 依って、 違 ひが 出來て 居る ので ある。 臨 濟宗は 痛快と いはる- -。 四喝 三十 棒と 言って、 言 句に 

墮 すると 力 ー ッ とやる、 まかり 間違へば 毆り 付ける とい ふ樣 に、 非常に 痛快な ものである。 これ は敎 より 最も 離れて 居 

る。 潙仰宗 は 謹厳と いはる X。 非常に 露 面目で、 師弟の 推敲に よって、 マ1 蓋 相 合丄を 期す る。 曹洞宗 は 細密と いはる 

る。 これ は 又 綿密に して 如何にも 親切で ある。 雲 門 宗は奇 古と いはれ、 如何にも 洒脫な ものである。 法眼 宗は詳 明と い 

はれ、 說 いて 敎 ふる 所が ある。 かくて 禪 にも 色々 の變 りが あって、 臨濟 によって、 敎 から 禪の獨 立と なり、 四喝 三十 槔 

に 依って、 その 眞 面目 を發撣 する ことが 出來 て、 如何にも 痛快で あり、 敎 から 離 るれば 離る. -程、 禪の 面目が 見られた 

ので ある。 それが ー轉 し再轉 して、 詳明 となって 來 ると、 叉敎と 手を携 へる やうに なって 居る。 それで 普通の 人から 見 

れば、 說 明を與 へる だけに、 法眼 宗が 解り 易い ので ある けれども、 臨 濟宗が 最も 中 國禪の 面目 を發撣 すると 見られた。 

中に 於て、 濕仰宗 が 最も 早く 無くなり、 次に 法眼 宗、. 次に 雲 門宗が 無くなって、 最後に 曹洞宗 と 臨濟宗 だけ 殘 つたの 

である。 曹洞宗 は 長く 傳 はって 居る が、 中國に 於て は 頗る 細々 とした もので あつたが、 日本に 來 つて 非常に 旺ん になつ 

た。 中國の 今日の 佛敎 は、 七 八 分 位 は 臨濟宗 で、 殘 りの 二三 分 位が 曹洞宗 であらう。 中には 律宗 とい ふ も あり、 念 怫宗も 

あり、 天台 も あるが、 いづれ も 禪宗に 離れた もので 無い と 見られる。 臨濟 の四喝 三十 棒 は、 洵 にあら つぼし い。 同じ 喝 

の 中に も 四 通りの 喝が あると いひ、 暍の 中に 怫敎を 封じ込めて 居る。 其の 最も 勝れた もの は、 金剛 王の 资劍の 如く、 一 

切の 葛藤 をす ばつと 裁ち割る。 これ は喝の 最も 勝れた も ひ で. あるが ヽ 第 四 番目の もの は、 喝の 用. を 爲 さない ので ある。 

00 實行 時代 (唐 後半、 五代 「宋)  五三 


中. 國佛敎 史槪說  -  五 四 

眼の 色 を 見ても、 言葉 一つ を 聞いても、 この 人 は何處 まで 行って 居る かとい ふこと が、 そ Q 中に 現れて 居る。 況んゃ 心 

身 を こめて やる 暍 である。 いくら 力， ッと 言っても、 腹の 底まで 見えす いて、 何んだ とい ふやうな 喝も ある。 これ は 用 

を爲 さない 喝 である。 所が 一 たび 力 1 'ッも やられて、 天地 間が ひつく りかへ る やうな 暍が ある。 然し 若し 無 功 用 を 主と 

する 上から 見る 時 は、 喝の 用を爲 さぬ もの 0 中に、 十全な ものが あると いふ 事に.；：^ るが、 斯る無 功 用 を高唱 する 時 は、 

暍 など を 特に 言 ふ必耍 もなくなる から、 苟 くも 喝 をい ふ 時には、 前の 如くに 見る のが 普通， であらう と 思 ふ。 

三 中 國禪の 成 立 

斯うい ふ 五家 卽ち 五宗 が、 中 唐から 五代までの 間に 具 はった 0 である。 其の 中に も、 我々 に 於て 最も 親し いのは、 臨 

濟宗と 曹洞宗 であるが、 殊に 痛快な の は 臨濟宗 である。 これ は 印度 Q 禪とは 違 ひ、 中 画 Q 禪で ある。 どうして 斯う いふ 

ものが 出來 たかと いふと、 「起 信 論」 の 一心 二 門の 敎理 と、 「維摩 經」 の默 不二  • 破 斥 0 態度と Q 結合で ある。 「起 信 

論」 の敎理 0 背後に、 禪の 流る X 事 は 茶 だ 見易い。 維摩の 默 つて 居る のが、 最も 不二の 妙味 を 現 はした。 其の 默 つて 居 

る效 梁と、 力 ー ッ とやる 效果と は 同じ ことで あるから、 默が 一 變 して 力 ー ッ となった ので あらう。 維摩 は 又 何人 を も 選 

ばす、 片端から 破 斥して 居る。 これ を 言葉で， せす して、 棒で 現 はした ものが 三十 棒で あらう。 「起 信 論」 の理が 背後に 

流れ、 維摩の 風 を 以て あら はれ， る、 それに 中國 Q 老莊の 洒脫を 加 へれば、 そこに 禪 味と いふ ものが 出て 來る。 この 三つ 

の 結合に 中國禪 とい ふ ものが 出來 たのであって、 三つ Q 要素の 程度が、 また 五宗 Q 相違 を爲 すと 見られる。 維摩の 風の 

最も 多 SQ が 臨濟宗 であり、 老莊 Q 風の 最も 多 いのが； S 門宗 であり、 「起 信 論」 の 風の 多い のが、 法眼 宗 であると いへ よ 

う。 であるから、 これ 等 は、 いづれ も中國 化せられた 驊 である。 淨土 門と は 非常に 行き方が 違 ふから、 餘 程遠く 感じら 


る. - けれども、 實は內 面に 於て 躀る相 通す る ものが ある。 さて、 臨 濟ゃ潙 山の 時代に は、 法が 生き して 居た。 法と 

いふ もの は 何で あるかと いふと、 理想で ある、 大 理想で ある。 如何に こ 0 時代の 大人が、 法 卽ち大 理想 0 爲 めに 動いて 

居った か。 言葉 を換 へて 言へば、 怫 敎の大 理想が、 どれ 程 人格 を 通して 現れ、 たか、 人間と 法と は、 どれ 程 一致して 居つ 

たかと いふ こと を、 當 時の 人々 に 見る ことが 出來 るので ある。 こや 時代 は禪の 時代で あるから して、 禪の 方に より 多く 

著しい 儈 侶が 現れて 居る。 其の 中に 於て、 例 を 取って. S へば、 濕 山が 斯うい ふ 事 を 言うて 居る？ 子弟の 關 係に 於て、 弟 

子が 若し 師匠と 同じ 位に しか なれないならば、 一寸 も發達 はない。 そんな 弟子 は 師匠の 價値を 半減す る ものである。 弟 

子が 師匠 を 凌ぐ こと 數 等なる に 至って、 始めて 眞の 弟子と いふ ことが 出來 る。 斯うい ふこと を摇 山が 一 W うて 居る が、 撝 

山 は 臨濟と 同じ 時代の 人で ある。 この 時代の 人 は、 それほどに 法に 對 する 覺悟を もち 氣慨を もって 弟子 を鍛 へたので あ 

る。 隨っ てこの 時代に 現れた 師匠 も 弟子 も 見事な 人物で、 東洋の 哲人 は 斯樣な 人の 上に あると 思 ふので ある。 臨 ：5*趙 

州 • ^山 • 洞 山 • 雲 門 • 南 泉の 如き 哲人が、 世界 文明 史上に 於て 何人 あるかと 言 ふなら ば、 そんなに 多く あるまい。 こ 

れ、 か. 1 る 哲人 を 動かした 大 理想が、 如何に この 時代に 働いて 居った かとい ふ 適切な 證明 である。 

四臨濟 と黃檗 

當 時の 師弟 は 命懸けの 打つ かり 合 ひ を やった。 臨濟は 黄檗の 弟子であった。 日本に は、 黄檗宗 とい ふ 宗旨が 別に 出來 

たけれ ども、 中圃に 於て は、 黄檗の 弟子が 臨濟 である。 黄檗は 非常に 大きな、 風采の いさましい、 凄い 人で、 少し 間^ 

つたら、 天下 を盜む ほどの、 大 泥棒に なったら うと 言 はれる 人で ある。 所が 惡に强 い 者 は、 善に も强 く、 精神 上の 哲人 

になった ので ある。 臨濟は 小さく、 風采の 揚らぬ 人であった けれども、 膽 玉の 大きい 人で あつたと 見える。 臨 滴と 黄藥 
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Q 打つ かり 合 ひな ど は、 實に 命懸け Q 勝負であった。 臨濟 或る 诗 普請 を やって 居た。 其 處へ黃 檗が杖 を 持って やって 來 

たから、 鍬 を 持って 立って 居た。 黃藥 が、 普請が 終った かと 言へば、 臨濟 は、 まだ 始め もしない のに、 終りな ど ある も 

のか。 斯うい ふので ある。 恐らく は、 苟 くも 大丈夫た る ものが、 大 理想に 向 ふに、 卒業なん て ある もんで ない。 これよ 

り 第一義の 生活に 入らん とする ので あると いふ 意味で あらう。 そんな 說明 をす る だけ、 言.？ に墮 する ので ある。 黄檗が 

こ Q 野郎と 言って、 毆 らうと したら、 弟子の 臨濟 が、 直ぐに その 棒 を 奪って、 却って 師匠 を毆り 付けた。 これ 實 にどつ 

ち Q 精神力が 强 いかと いふ ことになる 0 である。 黄檗が 倒れて 了った とい ふから、 實に 酷く 毆られ たに 相違ない。 黄檗 

の 侍者が、 師匠 を毆る ことがあ るかと 言って、 黄檗を 抱き起した ところが、 黄橥は 立ち上る や 否や、 杖 を 以て 臨 濟を毆 

つた かとい ふと、 自分 を 抱き起した 弟子 を毆り 付けた。 斯うい ふところに、 師匠と 弟子の 間に 融通無碍が あり、 汗血 を 

流した 勝負が ある。 斯る 黄槳の 許から 臨濟が 生れた 0 である。 斯の 如き 硬敎育 は、 中 阈禪の 特色 中の 特色で ある。 

五 唐 代の 佛敎と 日本 佛敎 との 關係 

この 時代と、 日本との 關係 をい へ、 ば、 隋 かち. 唐に 移る 時が、 聖德 太子の 時代で あつたが、 中 唐 以後に 至れば、 日本の 

傳敎 • 弘法 • 慈 覺 等が 入唐した ので ある。 傳敎 大師 は、 留學 生で ない。 入唐す る こと は 許された が、 長く 留學 して は 相 

成らぬ とい ふ、 所謂 還學 生であって、 僅か 半年に して JH 本に 歸 つて 居る。 併し、 半年に して あれ だけ. Q こと を やり 終つ 

たの は、 實に 偉大な ことと 思 ふ」 弘法 大師 は、 長 安 靑龍寺 Q 惠果 阿闍 梨に 就いて、 僅か 一 年間 學ん だに 過ぎな 5 けれ 

ど、 日本 佛敎 中、 否 全 怫敎史 中に 有數な 眞言 宗を 開いた。 この 眞言 密敎 は、 中 國 では 左程 見るべき ものが な， S らしい け 

れど、 日本に 来って、 弘法 大師の 頭腦を 通して、 組織 だ てられた 怫敎 となって、 立派に 大成され て 居る ので ある。 日本 


Q 聖德 太子 や、 弘法 大師 や、 傳敎 大師 は、 印度の 第一流の 學 者と 匹敵す る 程の 偉大なる 方々 であり、 弘法 大師 は 或は 肺 

匠の 惠果阿 闍梨を 凌ぐ 位の 力が あったら うかと 思 はれる。 中國の 眞言 宗は、 學 的の もので あつたか 否か 分らぬ ので ある 

が、 弘法 大師に 依って 眞言 宗は 怫敎中 偉大なる 組織と なった。 人間が 一 心に なり 三味に なって 進む ときには、 偉大なる 

飛躍が ある もので、 其 Q 結果、 この 時代と なれば、 中國 も、 印度 も 同じ やうな 所に 來て 居る やうに 思 はれる。 弘法 大師 

の 住した 靑龍 寺の 佛 像が、 日本に 將來 せられ、 細 川 侯爵 Q 所 匿と せられて ある。 これ は 唐の 初期 Q ものであるから、 大 

師の 時代に この 佛像 があった らう。 唐 時代の 佛像 として は、. 如何にも 立派で、 時代 を 表現す る怫 像の 一つで ある。 傳 

敎* 弘法の 留學 時代 は、 唐の 武宗 の廢怫 以前で あるから、 前の 時代に 述べた 方が よかった と 思 ふが、 便利 上 こ X に 加へ 

た。 この 武宗の 時に、 日本よ^ 慈覺 大師が 留學 して 居り、 丁度 その 時廢佛 があった 爲 めに、 慈覺 大師 は經 論ゃ怫 像な ど 

をヽ 却って 多く 日本に 將來 したから、 これ は 日本 怫敎に 取って 大變仕 合せであった。 猶こ. -に 更に 附け 加へ て 置きたい 

事 は、 傳敎 • 弘法の 後に、 靈 仙と いふ 人が 留學 した 事で ある。 こ Q 人 は 彼の地に 於て、 般若 三藏の 「心地 觀經」 の譯場 

に、 譯 語の 主として 之 を 助けた のであって、 こ. 1 に 日本 佛敎 者の 犬なる 誇りが あるが、 K. 幸に して 五臺 山に 於て 毒殺せ 

られ たのであった。  , 

, 六 大藏 經の雕 印、 諸宗の 復興 

唐 末 五代 Q 亂を經 て、 宋 代に 至り、 秩序 Q 囘復 せる 時に、 文化史 上の 大業と して 大藏 經の雕 印が ある。 顧みる に北齊 

時代に 名山に 一 代 經を勒 せんの 大願が あり、 少しく 著 手した が繼續 しなかった。 少しく とい ふ Q は、 大藏經に^^してぃ 

ふので、 その 少しの 經典 でも 之を巖 面に 刻す る は、 實に K. 容易の 大業で ある。 降って 隋 末に 至り、 碑 版樣の 石に 刻せ る 
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大藏經 の 企てが あり、 唐 代まで 之 を繼繽 したが、 これ また 不 容易 Q 大業で、 中途に して 廢絕 した。 その後に 来れる 宋初 

の もの は蜀に 於て せられた 木雕 であった から、 これ は 完成して、 その後の 各種の 大藏經 の 本 體を爲 して 居る。 木 雕大藏 

經 には蝠 州に 於て でも 二種の 開 版が あり、 猶他 にも ある。 而 して 又 五代より 宋 初に 瓦れ る吳越 王錢氏 は、 中國に 散逸せ 

る佛典 を、 日本 や 朝鮮に 求めて 之 を 開 版した。 斯くて 材料が 調った ので、 是に 於て 天台 敎學の 勃 輿 あらしめ た。 天台 敎 

學は、 明 州 (寧 波) と錢唐 (杭 州) の學 者の 諍 論に よって、 その 精微 を發撣 せしめた。 四 明 Q 學は 爾來 正統と せられた 

が、 錢 唐の 學も 大いに 研究 せらるべき ものである。 吳越 王錢氏 は、 道 潜 • 延壽等 を 西 湖に 迎 へて 之 を 保護し、 以て 五山 

ある Q 初め を爲 さしめ. た。 永 明延壽 は、 佛敎界 Q 學者 を董 して、 r 宗 鏡錄」 百卷を 成した が、 こ Q 書 は 佛敎の 綜合 學と 

して、 一時期 を 劃す る 程の 大著で ある。 是等諸 禪師の 後が、 隆々 發展 して 遂に 天下 を禪 化する に 至った ので ある。 また 

錢 唐に ニ大律 匠た る 允堪と 元 照が 出で て、 「四 分 律」 に對 して 允堪 は r 會正 記」 を 撰し、 元 照 は r 資持 記」 を 撰した。 

その 學系は 二 派を爲 して、 兩々 穀峙 して、 南山 律宗の 結尾 を 飾った。 杭 州に はまた 長 水子 濬の後 を 承け たる 晋水淨 源に 

よって、 華厳宗 學が 復興した。 折し も 海 東より 入宋 せる 義天 佾統 Q 華 嚴敎章 塞の 將來 を緣 として、 華厳 敎學を 海 東に 求 

めて 之 を 復興す る 事と なり、 義 和の 努力に よって、 華 嚴敎學 が入藏 する. に 至った。 天ム 门敎學 Q 開 版 は 知られて 居る がヽ 

華 嚴敎學 の開扳 は從來 知られて ない。 また 杭 州に 省 常の 白蓮 社 念佛の 復興が あった。 かくして 宋 代の 杭 州が、 佛敎學 の 

中心と なった の は、 全く 吳越 王家の 保護に よった も ので、 その 餘勢は 今日にまで 及んで 居る。 

五代の 亂は 天下の 大亂 であった が、 こ Q 時期に 於て、 閩越 王の 王 氏 Q 保護に よって 東南 福 州に 雪 峰 一派の 禪 あり、 又 

南 漢王劉 氏 Q 保護に よって 南方 廣 州に 雪 門 派 禪 があった。 この 事 は、 五代^ 軍政 上 Q 分裂 も佛敎 の開展 を妨！ ^なかつ 

^葛 を！ pi る。 


こ. 1 に 一言 を附 したき は、 南方の 宋， viil 峙 せる 北方 Q 遼に、 文化 競爭の 結果と して、 興 *聖 • 道の 三宗 時代に 於て、 

遠く 隋唐 時代 Q 石 經を績 刻せ る 外に、 宋 版大藏 經に對 して 契 丹大藏 經を雕 印せ る 事で ある。 契 丹 大藏の 特長 は、 资料を 

蒐集して 對校 を嚴密 にせる 事で、 それが 後の 大蔵 經修 治に 有效 適切なる 影響 を與 へた。 之と 同時に 高麗の 大藏經 も 開 版 

せられた が、 その 再版 は宋丹 Q 兩大藏 經を對 照した が爲に 1 層 可い ものと なった。 宋藏 • 丹藏. 麗藏、 いづれ も 文化史 

上に 於いて 重大な 意義 を 有する ものである。 特に 隋 唐の 石經、 遼の 之が 繽雕 は、 鈍 大性を 有する 大陸 民族に 非 すん ば、 

之 を 成し 難き ものである。  /  , 

, 七 宋 儒の 勃興、 禪の 媒介  . 

宋 代に 於て 特記すべき は、 儒學の 勃興で ある。 これ 所謂 宋 儒で、 怫敎的 解 行 を 通して 儒 敎に新 組織 を與 へた もので あ 

る。 先是 唐の 憲宗の 朝に、 堂々 と 排怫の 聲を擧 げた 韓返之 あり、 之に 表裏して、 老 怫を攝 取して 新 儒 敎を唱 へたる 李翱 

あり、 韓 0 骨と 李の 肉と が 相 使り て、 一道の 流れ を爲 したと 見える。 北宋の 代に 至りて、 周濂溪 あり、 張横渠 あり、 程 

明 道 あり、 程 伊川 あり、 南宋の 代に 至りて 陸 象 山 あり、 朱晦庵 あり、 是等 Q 博學 にして、 而も 修道の 體驗 深き 儒者に よ 

つて、 宋學が 大成せられ たので ある。 

宋 儒に は、 二つの 系統が ある C 卽ち 

周 子 .—— 明 道 11 陸 子 

張子 .1. 伊川 —11 朱 子 

の 二 系 ■ である。 中國 は、 すべてに 於て 北と 南と 二つの 系統が あるので あって、 之 を 判別 すれば 自ら 系統が 明瞭になる。 
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一方の 周 明 陸の 系 銃 は、 丁む Q 一  元 的に 立ち、 他方の 張 伊 朱 0 系 銃 は、 理氣の 二元的に 立つ。 そ. Q 思想 を假 りに 命名す 

れば、 周 子の は 太 極 無極說 とい ふべ く、 張子の は盧氣 相卽說 とい ふべ く、 程 明 道の は 一 氣說、 程 伊川の は 理ー萬 殊說、 

陸 子の は絕 誕ー 心說、 朱 子の は 理氣說 とい ふべき である。 この 時代 は、 昔の 孔子. 子 M 子の時 代に 比べて、 敢て 劣らざる 

のみ か、 或は それ 以上に 儒敎に 建設 を與 へたので ある。 これ を宋 儒と. いふが、 そ 0 開祖 は 周 子であって、 周 子は廬 山に 

居た Q であった。 當 時の 廬山は  古に 比して 一層 隆盛と いふべき 域に 入った。 歐陽修 と 交り 厚かった 居訥 あり、 周 

濂溪の 友人であった 常總 あり、 而 して、 周濂溪 は、 廬北蓮 花 峰 下に 永住の 地 を 選び、 九江縣 より 十 支 里の 十 里 舗に、 そ 

, の 堂々 たる 墓が 現存して 居る。 周 子が こ. -に 居り、 常總 等の 禪師と 交 はった 事 は、 宋儒 哲學の 成立に 對 して 犬なる 影響 

が ある。 元來、 慧遠 は、 もと 儒教に 人と なった ので、 歸佛の 後 も、 儒 經を講 する 事を廢 しなかった。 その 「喪服 經」 を 

講ぜる 折に は、 宗炳ゃ 雷 次宗の 如き 名士が、 その 講 席に 列席した と傳 へられる. - 慧 遠の 講說に は、 佛敎 によって 得た 何 

もの か を 加へ て、 一隻眼が あった ものと 思 はれる。 それ以来、 廬 山に は、 怫敎 に附隨 して 儒教の 研究が 綿々 として 續ぃ 

た 事 を、 唐の 白樂 天が 謂って 居る が、 この 形勢が 宋 代まで 及んだ ものと 思 ふ。 こ C! 精神、 この 學 風に 觸れ て、 更に 自己 

の 修道と 研鑽 を 加へ た 周 子に よりて、 宋儒 哲學が 一道の 流を爲 したの も、 因緣 深し と 言 はねば ならぬ。 この 宋 儒の 成立 

に は、 是非共 禪の 普及が ある 事 を 言 はねば ならぬ。 朱儒 は いづれ も 知名の 禪師 に接觸 し、 靜坐を 通して 佛敎の 根本 篛 に 

接し、 之 を藥籠 中の ものと したので あった。 ，  . 

この 宋の 時代 は、 女流と いへ ども 時には 藝 者まで も禪を やった ものである。 蘇 東 坡が西 湖に 舟 を 浮べ c、 若い 校 書と 

問答 を やつこ 居る のが、 所謂 淸談 である。 湖 中の 景 如何と 蘇 東 坡が問 ふと、 校 書が 直ぐに 昔の 文人の 立派な 文句 を 以て 

之に 答へ る。 景 中の 人 如何と 言へば、 直ちに 言に 應 じて、 之に 適當 する 古人の 詩の 誕 を 以て 答へ る。 更に 人中の 意 如 


何とい へば、 また 之に 適當 する 古人 0 詩の 對句を 以て 答へ た。 然し 校 書 は、 意に 安ん する 所が 無かった と 見えて、 柬坡 

に 向って、 自分の 將來を 問うたら、 東坡は 聲に應 じて、 門前 冷 落 鞍馬 稀、 老 大嫁爲 商人 婦と. いふ、 ^II樂天の琵琶行oi^ 

を 以て、 一 剳を與 へた。 これによ つて、 校 書 は卽夜 剃髪して 尼に なった とい ふ 逸話が ある。 これ は、 文學的 問答で あ 

る けれども、 その 應酬は 全く 禪の氣 合を以 C やって 居る Q である。 以て 禪の 時代なる を 察すべき である。 斯 Q 如くで あ 

るから、 苟 くも 學 者に して 禪を やらぬ 人 は 一 人 もない とい ふ 程であった。 而 して 長い間 解らなかった 儒教の 深遠な 理義 

が、 禪の 媒介に 依って、 卽ち 佛敎の 媒介に 依って 解って 來 たと 思 はれる。 儒教の 一番 大切なる 根本原理 は、 太 極で ある 

が、 それが この 時代に 來 つて 意義が 發撣 せられた。 否、 その 意義 を 深めた。 大 極と いふ 時 は 有 相と なり、 結局 有に 墮在 

して 了 ふ 事と なる けれども、 それ を 突破して 無に 極る 時に、 大極無 極と なり、 こ. -に大 極の 思想が 完成した ので ある。 

これ は佛敎 から 行く 時には、 滯な くこ. -に 至り 得る ので ある。 大 極と 無 極と は、 離 言眞如 • 依言 眞 如と いふ 言 紫に 現 は 

される、 二者 0 關係 である。 大極は 依言眞 如で あり、 無 極 は 離 言 a; 如であって、 無 極に して 始めて 大 極の 意義が 徹底す 

るので ある。 斯く 見る 時 は、 禪に 使つ C 無 極に 徹底し c、 始めて 大極 Q 意味が 全くな つた 事と なる ので ある。 この 大極 

無 極 は、 新 儒 敎哲學 が 起る につれ て、 崖耍 な！^ 理 となった が、 禪卽ち 佛敎的 解 行 を 通さねば、 こ. -に 到達し なかった と 

思 ふ。 明 道 や、 伊川 や は、 靜坐 をして 居る。 

八 儒道 二 敎 

南宋 時代に 於て 特に 注意すべき は、 儒道 ニ敎 である。 儒敎 には宋 儒の 大成 者た る 朱 子が あり、 之に 對し C 陸 象 山が あ 

つた。 朱 子が 青年時代に、 科 擧に應 ぜんとして 都に 出た 時、 試 驗官が 試みに その 荷. 物 を 開いて 見た所が、 唯、 r 大慧語 
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錄」 一 冊 あるの みであった とい ふ 逸話が ある。 朱 子が 禪に心 を 用 ひた 事 は、 この 一事 實に徵 して 之 を 知るべき である" _ 

睦 子の は 一層 怫敎に 近いから、 靜 坐した 事 は 多言 を 要せぬ。 佛敎 から 見れば、 陸 子 Q は 起 信哲學 的、 朱 子 Q は 唯 識哲學 一 

的で ある。 唯 識哲學 では、 露 如と 阿 賴耶識 Q  二元的で あるが、 それが 朱 子に あつ C は、 理と氣 とに 脫胎 して 居る。 唯識 一 

哲學 は、 玄 奖三藏 によつ C 唐 初に 傳來 せられた ので、 この 時代に なって 影響 を あら はして 來る のが 當然 Q 事で ある。 然 i 

しこの 佛敎哲 學^、 自己 Q 心身 を 通して、 これ を 自己の ものと し、 これ を 儒教の 言葉に 改め、 眞如 • 阿 賴耶識 とい はすし 一 

て、 連 • 氣 とい ふやうな 言葉に すっかり 飜譯 したので あるから、 儒 敎哲學 と 言って よい。 佛敎の 理論が、 すっかり 脫胎一 

換 骨せられ て 了った ので ある。 怫敎 Q 方 は不立 文字で、 學 問に 遠ざかつ C 居る 間に、 こちらに は 立派な 儒教が 出 來た。 一 

而 して 敵の 武器 を 以て、 怫敎 を攻擊 したので ある。 殊に 朱 子の 如き は、 佛敎を 攻撃す る 事 最も 甚 しい。 それに して、 一 

立派に 返答 Q 出來る やうな 學 僧が 無くなって 了った。 斯の 如くに して、 佛敎は 思想界から 遠ざかって 了った ので ある。 一 

朱 子哲學 が、 中國 から 朝鮮に 入って 來 るに 及び、 李 朝 五 百年の 怫敎は 攻撃され 通しで あつたと 言って よい。 怫敎の 理論 一 

を 奪って、 却って 怫敎 を攻擊 したから、 朱 子の 學說の 入って 後、 怫敎は 次第に 遠ざけられて 了った ので ある。 さう いふ 一 

風で あるから、 儒教の 努力に 對 して、 そ Q 功勞を 認める けれども、 理論の 源が 佛敎 から 來 たとい ふこと だけ を 明かに し 一 

て 置く ので ある。  -  .  . 】 

陸 象 山の 一心 哲學 は、 次 0 言に 徵 して 明 膨に 知らる. -。  . 1 

宇宙 便是 吾心、 吾心 卽是 宇宙。 東海 有 聖人 出焉、 此心同 也、 此理同 也。 西 海 有 聖人 出焉、 此心同 也、 此理同 也。 南、 一 

海 北海、 有 聖人 出焉、 此心同 也、 此理同 也。 千 百世 之 上、 有 聖人 出焉、 此心同 也、 此理同 也。 千 百世 之 下、 有 聖人 一 

出焉、 此心同 也、 此理同 也。  、  .  一 


貧に 名文であって、 如何なる 聖人が 現れ やうと も、： この 理を 崩す こと は出來 ま. S と、 非常な 自信 を 以て 言って- < ^る 

が、 こ ひ 一 心 は、 ■ 「華 嚴經」 の j 心に 他なら ぬので ある。 「華 嚴經」 の 一 心 は、 やがて 「榜 伽」 •  r 榜嚴」 • 「 起 信」. 「佛 

性」 等の 經 論の 中心 原理た る 如來藏 である。 

それから、 南宋の 朱 子と 同時代に、 北方の 道敎が 新しくな つた。 それ は 王 重陽に よって 唱 へられ、 馬 丹 陽を歴 て、 元 

初の 邱長卷 に 至って、 北方 全般 を 風靡した 全眞敎 をい ふので ある。 予は 始めの 部分に 於て、 道敎が 綺麗に なった のが 1 

度 あると いったの は、 こ Q 時代の 事で ある。 この 新道 敎 のみが、 不死と いふ こと を 精神的に 解釋 して、 肉體が 死なぬな 

どい ふこと は、 迷信で ある。 文字通りに 見るべき でない、 精神的の 意味に 解釋 しなければ. ならぬ と 言って 居る。 斯うい 

ふ 風に して、 不死の 無理な 標的から 脫 したから、 隨 つて 之に 附隨 する 迷信から 脫 して、 立派な、 健全な 道敎を 組織し 

て、 後に 元の 成 吉思汙 を 動かし、 國 家の 保護 を 背景と して、 非常な 勢で 發 達した ので ある。 其の K. 老 不死 を 精神的 解 

釋 したの は、 これ また 矢張禪 によって ある。 今日で も 北京 9 曰 雲觀に 行く と、 或る 節會の 際、 庭前の 橋の 下に 道士が 

坐つ c、 朝から 晚 まで ビク とも 動かない の を 認める。 白雲 觀は、 邱長 春の 所 住であった。 以て 全眞 敎と禪 との 闢係を 知 

るべき である。 斯くて 怫敎 からい ふと、 これ は佛敎 的道敎 である。 佛敎は 當時禪 が 代表して 居た から、 禪卽ち 怫敎に 依 

つ C 新しくせられ たる 儒敎 が、 宋儒 であり、 佛敎に 依って 新しくせられ たる 道教が、 元 道で あると いふ ことになるので 

ある。 中國の 上に 立って いふ 時には、 今や 新しい 儒教が 出來 た、 新しい 道教が 出 來た。 哲學は 儒敎で 受け持ち、 宗敎は 

道教で 受け持つ とい ふ 風に して、 今日に 及んだ と 言って よ-い。 

九 不立 文字の 餘弊 
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,M 國，. 文 匕に 取って 重耍な裏を 有った ので ある けれども、 南宋 以後に 至って は、 佛 

r ち r 敎： pilii る。 li し  一 ^ 

^^^^^^ - IIIH  S ま i」i 身 

III  if  ！ まら、 fls^ 

Hh$ilt 文字に 縛せられ ぬと 5 ふところに、 不立 Is 味が あるが、 $s 

0hpll 文字に くきれ て はならぬ、 $JIHH^^,^. 

^ れ ども、 $.11 文字は邪魔に な るから、 |4てねば| と i に、 ^¥HU0 

さ、 if かつてき しくな、 他方 KI 道 一一 f 相當ま 者が t はれて、 霊に よつ 5 敎 f 難 

すてる。 一： rhori がなくて は、 iill ある。 fill 

檬 になった ので ある。 
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I 元明淸 の佛敎 

元 • 明 15 朝 以下 今 曰に 至る まで を、 予は議 時代と 名づ くる。 北 ま 末葉、 §11 奇妙に も U た 一 

佛 I に ii しきで 意。 前 S 行 時？ vf  |紹 はした が、 III 漢民族が 南方に 5 


せらる. -に 至って は、 南宋 以後の 隋 唐佛敎 は、 漢民族 0 居た る 南方に のみ 限らな. -の 觀を呈 した。 南宋 時代の 佛敎 は、 

禪宗 のみと いっても 不可な く、 禪德は 北 宋の餘 流 を 承け た 事と て、 まだ 左程に 北宋 南宋 を 厘 別せ しめる 程に もなかった 

が、 然し 繼紹 時代と 稱 すべき 方向 を 取った ので ある。 但、 北宋 南宋 を 15! 別せ すし c、 唐 後半 • 五代 宋を赏 行 時代と した 

方が 分りよ い。 予は 普通に この 分類法 を 用 ひて 居る が、 徽宗 時代の 排怫に 重點を 置く 時 は、 その後 を繼紹 時代と しても 

よい。 一連 Q 歷史に tM 分を附 する 事 は、 實は 不可能の 事で、 重點の 差異に よって、 如何 樣 にも l5i 別せられ よう。 

元 代に 至れば、 喇嘛教が 入り 來 つたが 爲に、 隋唐 佛敎は 從來の ものと 次第に 異なる に 至り、 佛敎史 がー 變 する の觀が 

ある。 太祖 世 祖はそ Q 廣大 なる 版圖の 統治 上、 喇嘛 敎を 以て 國敎の 位置に 置いた。 然し 隋唐 佛敎を 保護す る 事に も 留意 . 

したので、 禪宗の 勢力が 猶 前代の 後 を 嗣ぐも Q が あ. つた。 而 して 臨濟宗 に對 して、 正宗の 稱が 勅に よって 加 へられた が 

爲に、 天下 滔々 として 臨濟 正宗に 走る の 端 を 開いた。 禪宗 五家の 中で、 湯 仰 宗先づ 後 を 絡ち、 雲 門 宗* 法眼 宗も 衰滅し 

て、 曹洞宗 が 法 系 を持續 して 居る ので、 臨濟宗 に對峙 する もの は 僅に 曹洞宗 のみと なった。 達磨 Q 九 年 面壁 0 地と 傳へ 

られる 嵩 山 少林 寺が、 元 代 以後 曹洞法 系 を 以て 相承し、 連綿と して 淸 朝に 及んだ 事 は異數 である。 禪宗 五家 Q 中の 三宗 

すら、 その後 を絕 つに 至った。 況んゃ 他の 敎宗に 至りて は 殆ど 表面に 現れぬ。 時に 華嚴宗 ゃ唯識 宗の學 者の 出た 事 も あ 

るが、 從 前の 學德に 比して 大いに 適 色 あり、 而も 彗星の ごとく 忽 出忽沒 の狀況 である。 是に 至りて 怫敎々 學 Q 復興す ベ 

き因緣 がない。 加 ふるに 新來の 喇嘛教 は、 國 家の 保護に よって 俄然 勃興し、 而も その 中に 千古 0 碩學巴 思 八の ごときが 

ありて、 蒙古 文字 を 製作す るの 大業 を 成し遂げた。 斯くて 喇嘛 敎は 次第に 勢力 を 張り 來 りて、 從來 Q 怫敎 以外に 一道の 

流れ を爲 し、 その 勢力に 至って は 寧ろ 隋唐 佛敎を 凌駕 せんとす るに 至った。 その後 兩者 Q 間に 混交 あらしむ るの 端 を 開 

いた。 否、 隋 唐怫敎 が、 次第に 喇嘛の 影響 を 受けて、 如何なる 風に か 喇嘛 的 色彩 を 加 ふる：^ 至った ので ある。 善くい は 
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ば 融和と か 統合と かいふべき であるが、 然し 敎理的 背景 を 有せす、 便 (BI の 加味ら しいから、 混 槍と いふべき で、 是に至 

つて 隋唐怫 敎が厲 る 混 潟して 來 たので ある。 「百 丈 清規」 が勅修 せられた の も 元 代で あり、 有名な 曹洞宗 萬 松 老人が 現 

れ たの も 元 代で あり、 萬 松 老人の 弟子 福裕 は、 實に祖 山 少林 寺の 開山で ある 所から、 少林 寺が 洞門に よって 相承せられ 

る 事と なった 0 である。 福裕の 時代に 道 佛ニ敎 の 間に 苦肉の 爭が あり、 勅靛 によって 幾多 偽作 Q 道 書が |、> 毀せられ た 事 

件 も 起った。 

明 代に 至れば、 ー兀代 C> 後を承 けて、 喇嘛 儈多數 の 入貢に 忙殺せられ たが、 中葉 以後、 西藏 との. 關係 稀薄と なる に 及ん 

で、 始めて 傳銃的 怫敎が 頭角 を 現 はすに 至った。 元 代に は 殆ど 有數 の學德 がなかった に反して、 明 代に は 愁山德 淸* 紫 

柏 達 觀* 雲 棲株宏 ひ 如きが あり、 明 清の 交に 藕益智 旭が あり、 淸 朝に 至りて 永覺元 賢、 *爲 霖道霈 の 如きが あら はれた 

憨山 は三敎 一致 Q 上に 立って 怫敎を 張らん とし、 紫 柏 は 敎禪の 和合に 主力 を 置き、 雲 棲 は禪淨 Q 1 致を唱 へ、 藕益は 儒 

怫 0 間に 調和 を 試みた。 

大藏經 0 雕印 は宋 初に 初めて 成されて より、 その後 歷 代に W り、 叉 各地に 於て、 幾 囘も雕 印せられ た e その 數は 不明 

であるが、 存外の 多數に 上る。 これ は 記録に て は 皆目 知られす、 現存す る 遺品の 上より 之 を 知る だけで ある。 北 宋に蜀 

本 ある 外に、 一 S 州 Q  二 本が あり、 猶他 にも あると いふ 事 を 前に 述べた が、 北宋 南宋 時代に 於て、 今日 判って 居る も Q だ 

けで も 湖州 本の 二種が ある。 他に も あるに 相違ない。 元 代に 來り て、 官私 Q 少 くも 三本が 出來 た。 以上 は いづれ も 文化 

史上 Q 大事 件で、 而も それが 悉く 文獻に 記されて ない とい ふと ろに 佛敎 0 底力が 知られる。 底力 はあって も 之 を 開拓 

し 繁茂せ しめる 學德の K. 足 は、 佛敎の 勢力 を 次第に 低下せ しめた。 明 代に は 前き に 南北 0 ニ藏が 出來、 後に 憨山ゃ 紫 柏 

の發 願に よって、 明藏 が出來 た。 これ は 從來の ものと 異なり、 ^子 本で あるから、 大藏經 を 普及せ しむる 功績 甚大で あ 


つた。 明 代佛敎 0 特色 は、 諸宗 融和の 點 にある が、 中に 於て 最も 流布した Q は、 やお 棲 株 宏卽ち 蓮 池 大師の 連 社念怫 であ 

る。 禪淨の 間 及び 儒怫の 間に 融和 を 試みて、 而も 之 を 念 佛に歸 一 せしめん とした ものである。 蓮 池 大師 は 杭 州 雲 接 寺に 

退隱 したが、 是ょ. CS 先 杭 州昭慶 寺に 住して 淨行 社の 名に よりて 蓮 社 念怫を 復興した 省 常が あった。 この 昭麼 寺の 尤堪 0 

律を繼 S だもの は、 同じく 杭 州 靈芝寺 Q 元 照で あり、 この 元 照 も 叉 念 怫を行 じた 人で ある。 時代 を 隔てて 省 常の 後 をつ 

いだ もの は 蓮 池 大師で あり、 大師の 後に 來る もの は 同じく 杭 州 梵天 寺の 思齊 である。 新くて 蓮 社 念 怫は江 南に 普及し、 

遠く 廬山 Q 慧遠を 第一 祖 とし、 省 常 を 第 七祖、 雲 棲 を 第 八祖、 思齊を 第九祖 とする。 その後 を嗣ぐ もの は、 昨 昭和. r 七 

年 入寂した 蘇 州の 印 光で あらう と 思 ふ。 元 以後、 特に 明 以後の 佛敎 は、 大 濃に 於て、 禪と 念佛の 融合で ある。 それが i 

社 念 怫の名 を 以て 廣く行 はれ、 各方 面に 影響を及ぼして 居る。 この 念怫 は、 遠く は廬 山、 近く は 蓮 池 を 祖師と して、 蓮 

池 大師が 儒家 Q 出た る 關係も あらう、 居士の 歸依を 集め、 而し てこの 居士の 中に 有數な 人物が ある。 この 念佛は 鷓る廣 

く 行 はれて 居る 中に 於いて、 盖し浙 江 • 福 建の 二 省が その 最 たる 位置 を 取る Q である。 

淸朝は 明 代 Q 引き 續 きで、 前述 Q 如く、 舉德 に藕益 あり、 永覺 あり、 爲霖 ありで あるが、 勢力 は、 寧ろ 喇嘛 敎 にあつ 

た。 一 たび 北京に 至った もの は、 隨 所に 堂々 たる 喇嘛 寺 や 喇嘛 塔 を 見る であらう。 雍和宫 や 北海 塔 や 萬 佛樓ゃ を 見た だ 

けで も、 その 勢力が わかる。 之が 爲に隋 唐 怫敎は 次第に その 權威を 失 ひ、 隨 つて 學德が 年を遂 うて 少く なった。 加 ふる 

に 明 代 以後 道敎甚 しく 勃興し 來 つて、 その 中に 相 當の學 者が あら はれ、 佛 敎に誕 して 不利な 奢 述を爲 したので、 佛敎は 

いやが 上に 勢力 を 失った。 康熙. 乾隆 時代の 怫敎 保護 は 至る所に 行 はれ、 雍正帝 Q 如き は、 出家して 圓明 居士と いひ、 

立派な 怫敎 叢書 を 編纂す るな ど、 法の 爲に する 志 多大であった から、 こ Q 時代まで は 相 當に怫 敎のカ を I るが、 淸 朝の 

中葉 以後に 至れば、 殆ど 怫敎 Q 存在が 不明な 程までに 寂 » となった。 そこへ 長髮賊 0 亂 がー 切の 文化 を破壞 したから、 
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この 賊 P 經由 せる 地 は、 怫 敎に屬 する 何もの も 殆ど そ Q 跡 を 留めぬ までに 至った。 是に 至って 怫敎は 寂滅に 歸 したと 見 

てよ い。 この間に 在りて、 前に 彭際淸 居士 あ. 0/ 後に 揚文會 居士 あり、 共に 博 覽多識 と 信念 達見と によって、 弗 敎の慧 

命 を繼續 せしめ、 以て 今日に 及んだ ので ある。 淸 朝の 晚 年に は、 怫敎 の章疏 は、 殆ど 滅亡した らしい。 之 を囘. 復 せ，； -と 

して、 楊文會 居士 は 廣く怫 書 を、 日本 及び 朝鮮に 求めて、 之 を 開 板し 復興す る 事に 終生の 努力 を. 拂 つた。 佛經 流通 處 P 

名 を 以て 南京に 事 を 創めた が、 それが 各地に 及んで、 諸方に この 流通 處が あり、 全 掘の 流通 處 から 開 版せられ た 典籍 は 

次第に その 數を增 し、 民圃に 及んで 怫敎の 復舆を 促す 準備と なった Q である。 淸朝 時代に 於ても、 龍藏 なる 勒 版が あつ 

て、 之 を 天下の 名刹に 下賜した。 この 勅 版の 外に 數 種が あるら しい。 予は太 同に 於て その 一 部分と も 見られる 二種 を 目 

擊 して 唐る が、 十分 取り調べ てない。 

,  二 出家 佛敎と 在家 佛敎 

中國 の怫敎 は、 耍す るに 出家 怫敎. 山 間佛敎 であるから、 どうして， ^五倫 五常 Q 道、 卽ち 在家 人間 道と 一致す る こと 

の出來 ない 一面 を 有する。 而 して 中國 文明 Q 中軸 を爲す もの は、 儒教の 五倫 五常の 道、 卽ち 世間 生活で ある。 中國 文明 

を 代表す る 五倫 五常 0 儒敎 と、 印度 文明 を 代表す る 出家の 佛敎、 と は、 その 立場 を 異にする。 中國 文明と 印度 文明 は、 4?' 

，に 於て は、 結局 二つの 流れで、 調和し 得なかった とい ふ 結論になる。 今日の 中 圃怫敎 は 山怫敎 で、 里怫敎 ではない。 

然し 佛敎の 精神 は、 山佛敎 のみに 終るべき で 無， S 所から、 そこに 居士 怫敎が 行 はる X 樣 になって 居る。 怫敎 Q 使命 は、 

一面 居士 怫敎 と開展 すべき 答の ものである。 これ は 佛敎が 如何に 行かなければ ならぬ かとい ふこと.、 に して、 方向 を 示 

して 居る やうに ふ。 日本に 來て、 儒 佛ニ敎 が 緊密に 融合して、 人間の 生活 を營 みながら、 この 身 この 儘 忙して、 佛，^ 


精 祌を現 はすこと が 出來る ものが 出來 た。 日本に 來 つて 出 來 たとい ふこと は、 日本の 誇りで、 居士 佛敎 はこ. -に 徹底し 

なければ ならない もの だら うと 思 ふ。 詰リ、 居士と いふの は、 菩薩た るべき であって、 菩薩の 期す る 所 は不住 涅槃で あ 

り、 この 不住 涅槃 こそ は、 大乘 佛敎の 終局の 理想で ある。 涅槃の 山に 閉ぢ 籠って 了 はす、 生死の 里に 入って 來る けれど 

も、 併しながら 墮落 はせ ぬ。 これが 不住 涅槃 • 不 住^ 死の 期す る 所であって、 有 漏の 穢. ％ は 變らね ど、 心は淨 土に； Jii み 

遊ぶ とい ふところに、 歸 著しなければ ならぬ ので ある。 この 不 住 涅槃 は、 印度に 於ても、 中國に 於ても、 観念的に は 成 

立して 居た が、 實際 生活にまで は 行 はれなかった。 日本に 來 つて 始めて 實際 化した ので ある。 怫 敎は當 初より 比丘 • 比 

丘 尼の 外に、 優 婆 塞 • 優 婆 夷が ぁづ た。 卽ち 出家 道と 在家 道と！ a 立して あった 0 である。 出家 道の みが 怫敎 でな く、 他 

の 反面の 在家 道 は、 言 ふまで もな く 立派な 佛敎 である。 而 して その 在家 道 こそ は、 儒教と 完全に 一致す る も Q たるに 至 

るべ きで あらう と 思 ふ。 

參 

,  三 現代の 佛敎、 將來の 希望  ， 

隋唐 時代に 建設せられ、 唐宋 時代に 赏 行せられ た怫敎 は、 遂に 時代の 變 遷を經 て、 敎學は 儒教の も 0 となり、 宗敎は 

道敎の ものと なった 觀が ある。 元 來中國 佛敎は 飽くまで 出家 隱遁 0 形 を 保存して 居る ので、 そこに 崇高なる ものが 見ら 

れる けれど、 他方に その 道德と 根本的の 融和 を 爲す能 はざる 弱點を 有する。 に敎學 あり、 宗敎 あるに 至って は、 當然 

衰微すべき 蓮 命 を 負 ふので ある。 加 ふるに、 文字に 遠ざかった 餘 弊が あり、 そこに 叉佛 典が 殆ど 拂 底した 關係も あり、 

清朝の 晚 年に は、 褰頸を 極めた。 現在の 佛敎 は、 多少に 拘らす 道敎の 分子 を 加へ て 居る といっても、 敢て 過言で ない。 

これ 民族 敎 たる 道教との 融和に よって、 民心に 訴 へんと する 所より 來 たる もので あらう が、 是に 至って 沙門 不應敬 王者 
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論の ありし 晉代 Q 古 を 顧みる 時 は、 轉た 寂寥の 感を覺 える。 然し 淸末 楊文會 居士の 怫經 流通 處 置 や、 その 佛敎敎 育 

の 熱情が、 四方に 普及して、 全國の 要地に 怫經 流通 處が 相次いで 設置せられ、 競って 怫典を 開 版す るので、 次第に その 

數を暂 加し、！^ 國に 至って は 典籍の 數量 夥しい ものと なった。 .資 料が 具 はるに 至りて、 その 研究者が 次第に 多くな り、 

且つ 泰西 思想の 浸漸に 刺激 せられて、 各地に 儒 怫ニ敎 の 復古 運動が 起り、 泰西 思想に 對 して、 ニ敎は 寧ろ 提携し つ X あ 

る。 特に 佛敎 復興の 運動 頗る 活潑 で、 その 著 撰の 數が豫 想 以上に 多い。 今後に 希望が 繁 けられる のであって、 この 新 事 

實に 留意せ すして、 若し 彼の 佛敎界 に して、 依然として 吳下阿 蒙 觀を爲 す もの あらば、 それ は 現 狀に對 する 認識が 足 

ら ぬので ある。 世界 も、 人生.^、 年月と 共に 變遷 する ので ある。 


佛 

J 

敎 
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予 は三圃 Q 佛敎の 特色 を 概括して、 印度の 怫敎は 創造に あり、 中國 の佛敎 は罄理 にあり、 日本の 怫敎は 生活に ありと 

見て 居る。 これ は 極めての 概括で あるが、 大體に 於て は その 特色 を 表 はす ものと 言って 差 支ない と 思 ふ。 卽ち 印度の 怫 

敎は、 限り もな く 新たなる も Q を 打ち出した 所に そ Q 特長が ある。 經典 だけ を 見ても、 創造の 點に 於て 他の 追隨を 許さ 

ぬ もの ある 事が 首肯 せられる。 人間 生活の 上に 据 して、 慈 忍 を 中心とする 「阿 含經」 も あれば、 色卽是 空. 空 卽是色 を 

標榜して、 空 を 以て 一 莨す る 「般若 經」 も あり、 一 切 唯 識. 心外 無法 を 主張して、 識を 以て 一 a する 「深 密經」 も あり、 

三界 一 心. 悟入 法界 を 高調す る 「華 嚴經」 も あれば、 治 生産 業. 諸 法 實相を 高調す る 「法 華經」 も あり、 さて は 又 信仰 

往生 を 鼓吹す る r 彌 陀經」 も あり、 r 藥 師經」 も あり、 「阿 閥經」 も あり、 種々 無量に して、 應 接に 遑 がない。 これ は經 

典に 就いて あるが、 外に 波瀾 萬 丈の 論 部が ある。 r 倶舍 論」 とい ひ、 「成 實論」 とい ひ、 「中 論」 とい ひ、 「大 論」 とい 

ひ、 「瑜伽 論」 とい ひ、 いづれ にも 獨自の 主張 宗旨が ある。 こ. 1 に は そ Q 一端 を擧げ るの みで あるが、 ど 0 一部 を 取り 

出しても、 之 を 敷衍す る 時 は 大きな 宗敎 となり、 高き 哲學 となるべき 底の ものである。 況んゃ この 他に 廣汎 なる 密敎經 

典 も ある。 是等を 如何に 統一し 整理すべき か は、 中 國の學 者に 課せられた 問題であった。 中 圃の學 者が そ 0 精根 を盡し 

心 力 を 傾けた も Q は、 卽ち 之が 銃 一 墼理 であった。 敎 判なる 一 科 は、 この 統一 の 要求に あら はれた も Q であ 種々 の 

宗旨 は そ Q 中 0 1 經 一 論に 自己の 生命 を 托して、 これ を 中心として 怫 敎を歸 一 せしめた 所に 出來 たもので ある。 「法 華 

經」 を蔡理 して、 之に 全 怫敎を 統一し、 その 一 言 一 に 自己の 全 生命 を 托した 所に 天台宗が ありで 「華 嚴經」 を 整理 

して、 始め もな く 終り もない とい ふまで Q 亂 麻の 如き 說 相に 尉して、 快刀 を 以て 首尾 j 賞の 歸結 を與 へ、 そこに 新たな. 
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世界人 生を觀 照した 所に 華厳宗が あると、 いふ 風に、 印度 創造の 經論を 整理して、 以て これ を哲學 し宗敎 した 所に、 中國 

怫敎の 特色が ある。 日本に 來 りて は、 民族性 を 通しての 創造 も あり、 叉 中國の 整理に 於て 猶 不十分であった 所 を、 更 

に 徹底せ しめた 整理 も あるが、 然し 日本 怫敎の 特色 は、 中國に 整理 せられた 敎義 を、 實 生活の 上に 具現せ しめた 所に あ 

る。 而も 日本 怫敎 Q 特色 中の 特色 は、 佛敎を 以て 一部 Q ものの 專 有たら しめ チ、 之 を全國 民に 開放し 通 徹せし めた 所に 

ある。 これ は 生活 化から 來 たもので なくて はならぬ。 

若し 三寳の 形式に よって 之 を 表 はし 來れ ば、 印度の 佛敎 徒の 目標 は、 飽くまで 人間 佛 として 0 釋 尊であった。 人間 怫 

としての 釋尊 は、 僭寶 である。 佛敎 徒の 目標が、 この 儈資 にある 以上、 如何にして その 念願 を 達し 得べき かとい へば、 

如法 生活の 外にな レ。 如法 生活と なれば、 そこに 問題と なる もの は淨 行で ある。 印度に 於て 三學 中に 於ても、 取り分け 

て 戒律に 重點を 置いた 理由が そこに ある。 印度 佛敎 は、 戒律 を 守る 行 力、 卽ち業 力に 重點を 置いた と 見て よい。 中 固の 

佛敎 にも、 三學が 兼修 せられて 居る が、 眞 Q 中 國佛敎 は 中國禪 にある と 言って よい。 禪は 意力に よる。 意力に よりて 心 

に卽 して 佛 あらしめ んを耍 したので あった。 斯くて 中 國佛敎 は 禪宗を 以て 最後と する が、 こ- <  に 至る までの 間に は 法の 

整理に 全力 を 傾 到した 0 であった。 全力 を 傾 到して、 而して整理し得た法にi^して、 如何にして 之に 合一すべき かに 至 

りて、 禪を 通して、 之 を 期した のであった。 斯くて 中 國怫敎 は 法 中心で あり、 而 して 同時に 意力 主義で あると 霄 つてよ 

い。 日本の 怫敎 は、 古 往今來 佛に對 する 歸依を 以て 中心 ふす る。 その 怫には 何 彌陀佛 あり、 釋" 週 牟尼世 尊 あり、 大日 如 

來 あり、 そ Q 他に も 種々 の佛 菩薩が あるが、 然し 敎徒 Q 信仰 歸 依から いへば、 いづれ も 報身佛 であると 言って よい。 日 

本の 怫敎 にも、 自力 あり、 他力 あり、 律宗 あり、 禪宗 あり、 敎.宗 あり、 密宗 あるが、 之 を 印度 • 中 國 0 に 比すれば、 概 

括して いふ 時 は、 信仰 主義に 立ち、 體拜歸 依 を 中心とする 所に その 特色が ある。 卽ち 日本 弹敎 は佛を 中心とし、 信 力に 


成佛を 期す ると いふ 事になる。 之 を 要するに、 印度の 怫敎は 僭寳を 目標と し、 業 力に よって 之 を 期した。 中 國の怫 徒 は 

法寳を 目標 とし、 意力に よって 之 を 期した。 日本の 佛敎は 怫寳を 目標と し、 信 力に よって 之 を 期した ので ある。 これ は 

極めての 概括で あるが、 之 を大觀 する 時 は、 斯る區 別が 成り立つ と 思 ふ。 

以上 は めての 槪括 である。 さて 他に 區別 せらる- 1 中圃 の佛敎 は、 如何なる特贅を有するかとぃ ふ點を細說する^&1-に 

なると、 左程に 簡單に 行かぬ。 予は 日本 怫敎の 特色と して、 (一) 三學 超越、 (二) 法 門 超越、 (三) 衆 門 L ，一、 (四) 

俗 一 賞、 (五) 卽身 成怫、 (六) 諸法實 相の 六 件を數 へ、 諸法實 相の 中に、 (ィ) 家庭 化、 (こ 圃家 化、 (ハ) 祌 

佛 一如、 01) 生活 化 を 分った のであった。 何人も 能く 中 國には 中 画の 佛敎が あり、 日本に は 日本の 怫敎が あると いふ 

が、 然 らば 中國の 怫敎に 異な 名 日本の 怫敎の 特色 は 何で あるかと いふ 段になる と、 問題 は 容易で ない。 之と 同じく 中國 

の怫敎 の、 印度のに も 日本のに も 異なる 特色 は 何で あるかと いふ 段になる と、 問題 は簡單 でない。 印度の 怫敎は 左程に 

明瞭で なく、 而 して 又 今 は 僅かに その 一隅 Q 錫 蘭 島に あるの みで ある。 單に錫 蘭の 怫敎 だけ を 見て、 それの 特色 を 以て 

直ちに 印度の 怫敎の 特色と もい へぬ から、 今 は 之. を 除外す る。 中圃 の佛敎 にも、 西 藏のも あり、 蒙古の も あり、 満洲の 

も あるが、 然し 中圃 本土に 限る のが 至當 である。 事實、 日本の 怫敎 との 關係 交渉 は、 中國 本土の 怫敎 である。 今日と て 

も 中 國佛敎 と 喇嘛 敎と は、 別の 流れで ある。 予 が中國 の怫敎 とい ふの は、 本土の 佛敎を 意味す るので ある。 

中國 本土の 佛敎の 特色 如何と いふに、 手取り 早くい へば、 日本の 怫敎 の反對 をい へば、 事足りる かと も 思 ふ。 然し そ 

れ では iE ひ盡 せぬ ものが あるから、 上下 一千 餘 年の 中國の 佛敎を 通じての もの、 特に 現代の 怫敎界 を通覽 して、 その 中 

より 日本の 怫敎に 異なる 點を 見ねば ならぬ。 之に ついて 予は 次の 諸 件を數 ふるので ある。 

一、 整理 立敎 —— これ は旣に 前記した 如くで、 この 點は 日本の 生活 信仰と 大いに 異なる ものである。 
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二、 釋尊爲 本. 1- 中 國の三 尊 は、 殆ど 釋尊を 中心とする。 たま/ \ 昆盧舍 那怫を 中心とする もの も あるが、 そはい づ 

れか といへば 例外で ある。 この 點 また 日本が 報 身 を 本と する のに 異なる。 

三、 三舉 兼修 -—— 中國 にて は、 三學を 以て 怫敎徒 0 兼修すべき も Q として、 鉋く まで 之 を 守る。 その 點に 長所が ある 

が、 日本の 怫敎は 殆ど 三學を 超越して、 信仰の 中に 三學を 含ましめ る。 

四、 禪 定通規 i .1- これ は三學 兼修の 中に 含まれる が、 然し 三學 中に 於て 修禪が 特に 重耍の 位置 を 取る から、 之 を 別 立 

した。 修禪 は卽心 卽怫を 期す る。 日本の 怫敎 はよ しその 標 目がない にせよ、 この 身 このま ムの卽 身 成怫を 期す る。 

五、 自然 終極 中阈 0 佛 敎は復 性に よって、 最後 は 自然に 一如た る を 終局と する。 こムに 諸法實 相の 意味が ある。 

この 一如 自然と. S ふ點に 於て、 日本の 佛敎と 一致すべき 契機が ある。 

六、 祭 旨 就 人 -—ー 中阈の 宗旨 は 人に 就 S ていふ。 日本の 宗旨 は 寺に 就いて いふ。 それで あるから、 寺 0 宗別は 住持 0 

人に よって、 時に 應 じて 異なる が、 日本で は 寺の 宗旨 は、 人の 如何によ つて 變ら ぬ。 

七、 出家 守 則 ——— 中 國の儈 侶 は、 古今 を 通じて 出家の 則 を 守る。 そこに は 貴き ものが あるが、 日本 0 怫 敎は當 初より- 

眞俗 一貫 を 期した。 日本に も 出家 守 則 は、 近世まで あつたが、 次第に 眞俗 一貫の 外 儀 を 取る に 至つ-た。 

出家 守 則 は、 居士の 上に も 影響して、 中國 Q 居士た る もの は 齋戒を 守って 居る。 そ 0 點に 於て、 日本 Q 怫敎 徒の 

及ばぬ も Q が ある。 然し その 結 某 として、 儒教と 釋敎と は その 根 本義に 於て 遂に 調和の 道が なく、 中 國怫敎 史を通 

じて、 二つの 流れ を爲 して 居る。 出家 守 則から 派生して、 そこに 政敎分 域と もい ふべき ものが あり、 修道 高踏と も 

いふべき ものが ある。 政敎分 域に は、 政事 以外 • 世 法 以外に 立って、 方 外の 天地に 超然たる 長所 は あるが、 護國の 

意義が 十分 發 揮せられ す、 而 して 又怫敎 としても 宗旨と しても、 統制の ない 事と もなる。 修道 高踏に は、 事 功を爭 


はぬ 長所が あるが、 同時に 敎 化が 普ね からす、 民衆的と ならぬ 事と もなる。 護國 {^ 點に 於て 遣憾が あり、 敎 化の 普 

ねからぬ ふい ふ 事が、 最後の 原因と なって、 中 圃には 沙汰 事件が 度々 起り、 叉賤佛 お？ - 件が 度々 起った。 この 沙汰 1  ゆ 

件 ゃ廢佛 事件 は 日本 佛敎 にな. S 事で ある。 

八、 放任 漸大—— これ は 佛敎の 特色と いふよりも、 民族性お 怫敎 にあら はれた も Q といった 方が よい。 これに 幾 個 か 

の もの を 分ち 得る" 

放任 離 型 ，.—— 何ものに も 殆ど 統制がない。 本山 末寺の 關係 もな く、 師檀 の關係 もな く、 果て は 造 像の 上に も 一. 定 

の 規約がない。 無数の 塔幢が あるが、 それ 等 相互 0 間に、 恐らく は 一 として 同じ ものが あるまい と 思 はれる までの 

變 化が ある。 そこに は實に 面白い ものが ある けれど、 之 を 一 言に 耍 すると、 放任 離 型で ある。 

混 融無方 ！ 雜 多の もの を 混交す と 見られる が、 然し その 間に 何等かの 融通 を感 する ので ある。 大國 風と い /ま， 

いふべ く、 混交 を 苦にせぬ 點は、 日本の 一定の 規を 守り、 彼此 を 判別す る ものに は 理解し にくい。 道教と 釋敎 との 

混交 もこ. -に 基づく  で、 教理の 上に 立って する のでない と 思 はれる。 

守 一 漸大 ！ これ も 民族性の 然 らしめ る 所で あらう。 何等かに 向 ふ 時 は どこまでも 之を迪 り、 見す、 ^かす、 0 

はすの 狀態を 以て 一路 を 漸進す る 事が そ 0 特色 Q 著しい も Q である。 予 は中阈 民族性に 鈍大 性が ある ふ； 思 ふ。 外 

見に は遲 鈍と 見える が、 一路 向上す る 時 遂に 思 はざる 大を爲 すので ある。 校訂 Q 如き、 註釋の 如き は、 そ Q 特長で 

ある。 開 版に 誤字の なき 如き は 著しき 長所で ある。 石怫ゃ 石經を 造った 如き 事 もこの 性質の 發 露した ものである。 

以上 は、 予の 見た る 所に よって、 大體ヽ 中 國佛敎 、の 特色 を數 へたので ある。 それから 派生して 幾多の もの を 数へ 得る 

が、 今 は 以上 Q 八 件に つきて、 これより 敷衍して 見たい と 思 ふ Q である。 
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第一 整理 立 敎  . 

中國に 佛敎の 初めて 傳 はった の は、 後漢 Q 明 帝の 時と 傳 へられて 居る が、 怫 典の 傳譯 は桓帝 • 靈 帝 Q 時代から と 言つ 

てよ. い。 當時 安世 高に よって 主として 原始 經 典が 傳 へられ、 支 婆迦讖 によって 大乘經 典が 傳 へられた から、 中國 の佛敎 

は、 當 初から 大小 兩乘 の經 典が 竝存 した Q である。 共の 後三國 時代 Q 支 謙 や、 西晉 時代 Q 竺法護 や、 東晉 時代 0 羅什ゃ 

覺賢ゃ 曇 無讖 やによ つて、 各種 各樣 Q 經 典が 傳譯 せられた。 印度に 於て は 自然の 間 Q 轉化 であり、 叉、 地方に よっての 

一  • 

變化 であり、 或は 部 派に よっての 相違であって、 變化雜 多 0 中に も 重大な 問題 を呈 する 事情が 少 かった と 思 はれる がヽ 

各種 各 樣のも Q が 前後 錯雜し て 同時に 同地に 傳 へらる- f に 至って は、 眞摯な 學界に 疑問が 起り、 之 に する 解答が 耍求 

せられねば ならぬ。 予は敎 相判釋 なる 一 科の 起った 0 は、 こ Q 事情に よる ものと 思 ふ。 略して 敎 判 とい ふが、 こ 0 敎判 

なる も 0 は、 自己の 宗旨と する 經典を 中心として、 他の 一切の 經 典との 間の 關係 交涉を 考究し、 以て 全 怫 敎を釋 尊の 應 

病與藥 Q 旅設 とする をい ふ。 之に よって、 一代 經の 間に 必須 Q 意義が あって、 釋 尊の 方便 化 益が 一貫す るので ある。 こ 

の 敎判を 以て、 或は 自己 0 中心. とする 經 典の 權_8 を 主張した も Q と 見て、 そ Q 間 Q 褒貶 を Q み强 調す る も Q も ある けれ 

ども、 それよりも 怫敎 統一 Q 意圖 よりした と 見る 方が、 一層 そ Q 意義 を 明かに する Q である。 こ Q 敎钊 は、 中國に 於て 

限り もな く 出夾： て、 それによ つて 變化雜 多の 怫敎を 理 した。 これ 中 國怫敎 の 特色の 重要なる も QQ 一  である。 爾來敎 

判 は、 宗旨の 立つ 時に 必須 Q ものと せらる. -に 至った 程に、 怫敎學 に 取りて 重要な も Q である。 

げんじ ゆ 

敎判 中に 於て 最も 有名な も Q は、 隋 Q 天台 大師 Q 五 時 八敎と 唐の 賢 首 大師の 五 敎十宗 である。 南北朝に 於て、 歷代 Q 

學 者が 苦心して 各種の 敎 判を爲 した ものが、 隋 代に 至って 天台 大師に よって 綜合 大成せられ たのが、 五 時八敎 である。 


更に 唐 代に 至りて、 賢 首 大師に よって、 之に 大いに 小 乘怫敎 を 加へ て 組織 を廣 からしめ たのが、 五 敎十宗 である。 是等 

兩 大師の 敎判 は、 代表的な も ので、 その外に 幾多 Q ものが ある。 歷 代の 學德 は"、 この 敎判 によって 一 代敎を 整理して、 

以て 自己の 宗旨 を 建立し、 怫敎 中に 於て 獨自の 地位 を 確定せ しめた。 これ 中 國怫敎 の 長所で ハ こ，^ が 怫敎學 に 取って 極 

めて 篁耍な 事柄で ある。 この 敎 判と 相： a んで 注目すべき 事 は、 經 論の 內容 整理で ある。 中に 於て 論に は 組織が あるが、 

經には敎理的0組織0な5  0が、 寧ろ その 特色で ある。 悠揚 不 迫な 態度 を 以て、 春風 和煦の 如き 宏懷の 中に、 一 切の も 

の を 包容 せんとす る 慈悲に 満 つる のが、 經 典の 期す る 所で あるから、 その 中に 論理 や 組織 や 0 如，^ 智慧の 方面が 鎮る少 

い。 智劍が 慈心 Q 裏に 隱 されて 居る ので ある。 「法 華經」 でい ふなら ば、 そ Q 特色 はニ乘 開會、 卽ち小 乘のも Q を成怫 

せし むる 慈悲に ある。 その 慈悲が 延長して、 惡 逆の 提 婆や 八 歳の 龍 女まで を成怫 せしめて 居る。 全部に 通じて 見られる 

も Q は、 釋 尊の 慈悲で ある。 然るに 方便 品の 諸 法の 如是 招. 如是 性. 如是 體等 Q 所謂 十 如是に 奢 眼し、 これ を 根 本義と 

して、 十界十 如の 教理 を 組織し、 その上に 立って 實際 Q 止觀を 樹立した のが、 天台 大師で ある。 「法 華經」 に對 する 盤 

理の. あざやか さに 至りて は、 古今 獨 歩と 言 ふべ く、 これによ りて 「法 華經」 は經 王た るの 位置に 高められた。 最も こ Q 

經 は傳譯 以來、 犬なる 研究者 を 得て、 次第々々 に 整理 せられて 來 たので あるが、 天台 大師に 至って、 それが 大成した 0 

である？ 

艾 「華 嚴經」 は嫫る 大きく、 腐る 深く、 頗る 細かく、 之に 對 する 何人も、 恐らく は 捕捉す る 所の ない 如きに 驚く であ 

らう。 どこが 入り口 か、 どこが 出口 か 分らぬ 底の も ので、 喩 へて 言へば 八幡 Q 藪に 入った 感じが する。 之に すると、 

何 かしら 廣大な 世界に 導き 入れられた 感じ はする が、 然し 何處に 何が あり、 いづこに 何が あるか 判然せ ぬ。 雲 中の 龍の 

如く、 諸 所に きらくす る もの を 見受ける が、 先 づく之 を 捕捉す る 事が 出來 かねる。 始め を 見ても 終り を 見ても 同欉 
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で、 一 應ゃ ニ應の 研究で， は、 その 耍領が 得られぬ ので ある。 然るに 之 を熟讀 玩味して、 體驗を 通して 之 を 組織し 整理し 

たも 0 が、 杜順 大師の 十玄 門で あり、 至 相 大師 0 六 相で あり、 それ を 併せて 大成した Q が、 賢 首 大師 Q 十玄六 招で ある。 

こ 0 十 玄六栢 の 組織 を 通して、 「華 嚴經」 を 見る 時に 始めて 經の 期す る 所の 世界 觀も 人生 觀も、 吾人に 直接す る。 始め 

もな く 終り もな き 如く 見える、 頗る 大きく、 頗る 深く、 頼る 細かき 說招 は、 十玄六 招の 世界 觀 • 人生 觀 に、. 吾人 を 導き 

入れん が爲 である 事が 首肯 せられる。 斯 る說栢 によち ねば、 期す る 所の 希望が 達せら， れぬ b である。 

これ は 「華 嚴經」 や 「法 華經」 の內容 整理と 言 ふべき である。 是等ニ 例によって 他の 經 論に 對 する 塾理 が、 大體 想像 

し 得られようと 思 ふ。 中 國佛敎 の 特色 は、 斯くて 一代 經を 整理した 事、 及び 個々 の 經論を 整理し、 ； J れに よって 立敎開 

宗 した 所に あった。 これ は 印度に 於て は 見られぬ 所であった。 而 して 日本に 至って は、 それが 承け 繼 がれて、 而 して 生 

活 Q 上に 具現 せらる 上 に 向かった ので ある。 

日本に 於ても、 この 敎判 は各宗 にある。 然し 概ね 中闕の 祖師の 建立せ る もの を 祖述して 居る ので ある。 日本 佛敎 の特 

色 は、 民族性の 特長た る 信仰的 態度に よって、 これ を赏 生活の 上に 具現 せんとした 所に ありと 言つ. てよ い。 日本の 信邛 

佛敎を 能く 表 はす も. の，.^ P て 予は全 阈に普 行す る 內佛に 注意したい。 古く は持怫 堂と 言った も Q である。 その 起原 は甚 

だ 古く、 天武 天皇の 十四 年に、 諸 國の家 毎に 怫舍を 作ら しめられた 事に 始る。 特に 近に 至りて 德川 時代 Q 宗門改め 

の 事 あるに 至って、 全 國に通 徹した。 門徒で は 之 を內怫 とい ふ。 門徒の 內 佛に對 する 奉仕 は、 實に 至れり 盡 せりで、 朝 

夕 0 鱧拜 によりて 子女の 宗敎的 情操が 育成せられ、 その. 人格が 鍊 磨せられ る。 こ Q 内佛 は、 阿彌陀 如來を 中心とし、 こ 

れが 一 家 0 魂と なって 居る。 斯る怫 像 中心の 內佛、 なる もの は、 日本 獨特の ものな り や 否や、 予 は年來 心がけて 居る が、 

まだ 判然たる 歸結を 得ぬ。 朝鮮に は 之に 招當 する ものが な， S から、 朝鮮 傳來 でない 事 は、 之 を斷言 してよ い。 中國 にあ 


り や 否やと いふ 段になる と 甚だ 判然し ない。 或は 有りと いふ 人 も あり、 或は 無しと いふ 人 も ある。 盖し 放任 無 方の 中國 

であるから、 地方に よって 差違が あるので ある。 士大夫 以上の 家に は、 勿論、 祖先 を， 追祀 する 禮拜 堂が あるに 相違ない 

が、 問題 は そ ひ 中心に 怫像 あり やとい ふに ある。 到る 處に、 例せば 入り口の 壁 間に 道 像 を 安. f る も あり、 叉 家の 適 當の場 

所に 觀 音像 を 安す る も あるが、 恐らく は 祖先の 靈 位と 別々 でな からう か。 日本に も 祖先の 靈位 Ci みのもの が ある。 これ 

は 傳來の 形式で あらう が、 その外に 恐らく は、 日本 獨特の ものであるまい かと 思 ふ 內怫が ある。 殊に 門徒 宗に 於て 見ら 

れる、 怫像 又は 名號を 中心とし、 祖先の 靈位を 之に 陪 せしめる 檬式 は、 これ 日本の 信仰 中心の 民族性に よって 改造 せら 

れ たもので、 予は之 を 重視せ ねばならぬ をカ說 する ので ある。 

日本人の 信仰的 情操 は、 この 內怫 に對 する 朝夕の 鱧拜 に. よって 養成せられ、 而し てこ Q 情操 は、 靈の 奥に くひ 込む 力 

を 持って 居る。 もし 形式な どい ふ 人 あらば、 そは淺 薄な 物質 觀に煩 はされ て 居る ので ある。 ィ ザと いふ 時に なって 死生 

を 超えし める 力の 根元 は、 國家 意識の 强烈 による はいふまで もない が、 この 意識 を 支持す る宗敎 情操に よる Q である。 

而も その 情操 は、 理窟 も 何もな き 朝夕の 鱧拜 によって 植ゑ 付けられた ものである。 斯くて 日本の 內怫； J そ は、 日本 怫敎 

の 特長で、 怫敎を 民衆化せ しめた 中心で ある。 これの 中！ i に 於て 判然せ ぬ 所に、 日本との 根 違が ある。 概して^ ふとき 

は、 中國は 祖先 中心で あり、 日本 は怫陀 中心と いふ 事になる。 

第二 釋尊爲 本 

, 中！ i 佛敎の 本尊 は 何で あるかと いふに、 稀に 毘盧舍 那佛を 見る が、 寺 域の 中心 を 占む る大維 殿に は 釋尊を 中心とし、 

東 彌勒义 は藥師 如來、 西 阿彌陀 如來を 安置す る を 定則と する。 釋 尊の 左右に は迦 葉. 阿難の ニ大 羅漢が 脇 侍と せられ、 
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叉ニ大 羅漢の 外に、， 文殊 • 普賢 Q  ニ大 菩薩が 脇 侍と せられて ある。 釋 尊に 對 する 怫敎徒 Q 信念から すれば、 恐らく はこ 

れ に歷史 以上の 報身佛 Q 內容を 含ましめ て 居る と 思 ふが、 然し 迦葉 • 阿難 Q ニ大 弟子 を 脇 侍と する 所に、 猶歷 史的 Q 釋 

尊 Q 域 を _g せぬ ものが あると 言って よい。 こひ點 は、 日本の 怫敎と 異なる 所で ある。 日本 Q 本尊 は 一定して ない が、 大 

體 上に 於て 阿彌陀 如來. 大日 如 來*釋 迦如來 が、 多分 を 占める。 そ 0 釋迦 如來 とても 名 は 歴史的 Q それで あるが、 內容 

は本覺 Q 如來 で、 報身怫 としての も Q で. あると 言って よい。 彼れ は應 身怫、 少 くも 應身佛 の 意味 を脫 せぬ も 0 であり、 

之 は 報身佛 である。 この 點に 於て、 彼此の 所 尊に 招 違が あるから、 これ また 中 國怫敎 の 特色で あると 言 はねば ならぬ。 

怫敎は 祖師 を 尊ぶ から、 何宗 にても 祖統法 系 を 重ん する が、 殊に 祖師 を 貴び、 之に 怫 菩薩 以上の 意義 を與 ふるに 至った 

0 は禪宗 である。 禪宗は 分けても 人格 中心で、 師弟 Q 人格 接觸 によって、 以心 傳 心する 所に そ qJH 命が あるので、 禪 

宗に來 りて 達磨 大師 卽ち 祖師が、 特別の 位置 を 取る に 至った。 こ. -に 祖師 中心の 佛敎 が出來 たと 言って よい。 然し 達磨 

大師 像 は大維 殿の 後 壁 前に 安置 せられて あるに 過ぎす、 佛如來 に 代るべき やうに、 殿の 中央に 安 ぜられ て 居らぬ Q であ 

る。 i 本に 來 つて は、 この 祖師 中心の 信仰が いよく 發展 して、 これに して 怫如來 に 代る 位置 を與 ふる. に 至った。 と 

はいへ、 佛如來 を. 無視す るので はない、 最後 は怫如 來に歸 命す る Q であるから、 之に 絕對の 歸依を 捧げる の は 勿論で あ 

るが、 祖師 は佛如 來と對 等に 扱 はる A までに 至った。 卽ち 锦如來 と共に 祖師に も 絕對の 歸依を 捧げて、 そ Q 間に 何等 Q 

矛盾 を 感ぜぬ。 換言 すれ， ば、 祖師の 中に 佛如來 を 仰ぐ ので ある。 之に よって 祖師の 像 は 大きく も あり、 そ C! 安置の 場所 

も重耍 Q 位置 を 取って 居る。 これ 日華の 怫敎 Q 異なる 所で あるから、 また 中 圃佛敎 の 特色の 一 と數 へて 差 支ない。 耍す 

るに 所 尊 Q 本尊 は、 印度の 八十 入滅 0 人間 釋迦 牟尼怫 より、 日本の 報 身如來 としての 釋 尊に 至る 中間に 在りて、 兩方 Q 

性質 を； 一 脱 有する とで も 言ったら よい。 叉 祖師 は、 中心た るべき 域に 向って 居る が、 猶釋尊 Q 下に 在りて、 日本の 蹄陀と 


平等の 地位に 立つ までに 引き上げられた 祖師 中心の 中間に 位する から、 これ また 兩方 0 性質 を： a 有する とで も 一 W つたら 

よい かと 思 ふ。 

所 尊の 下に 於て 附言した き は、 至る所に 觀音 菩薩 を禮拜 し、 果て は 道， の觀ゃ 靡にまで も禮拜 せらる & に枸ら す、 不 

動 明 王の 尊像の 一向に 見られぬ 事で ある。 これ は 踏査の 折に 氣 がっかなかった ので、 或は 注意の 屈かぬ ところ も ぁづた 

かも 知れぬ が、 某 年中 國の 不動 尊に づ いて 執筆せ よと いふ 交涉を 受けた. のに 激發 せられて、 囘 頭して 考 へて 見る に、 何 

としても 不動の 尊像が 記憶に 上らぬ 事に 氣づ いた。 かなりに 廣範圍 に 百 一り て赏地 踏査した に拘ら す、 ー體 だに も 記憶に 

ない となれば、 恐らく は 明 王 像の 禮拜 がない 0 であらう。 これ は考 ふべき 問題で あると いふに 思 ひ 到った。 弘法 大師 力 

金胎兩 部の 曼荼羅 を傳 へられ、、 その 中には 五大 尊が あり、， 爾來 日本に は 不動 尊 やその 他の 明 王が 隨分 多く 總赘 となり、 

彫刻と なって 居る。 叉 大元帥 法が 傳 へられても あるから、 唐 代に 於て は、 明 王が あつたで あらう。 若し 當 初より 明 王の 

尊像が 無かった とすれば、 これ はいよ/ \ 民族性に その 根據を 持つ もので なけねば ならぬ。 中國 Q 民族性 は 「老子」 に 

結晶 せられて 居る. が、 「老子」 の 目標 は 自然で ぁ屮、 方便 は 柔弱で ある。 柔弱 を 生活 規準と する 中 闘の 民族性 は、 飽く 

まで 柔和 忍 辱な 觀音 菩薩に 憧憬 を もち、 利劍 降魔の 不動明王に 心が 向かぬ ので はなから うか。 之に 反して 日本人 は、 菜 

和 忍 辱の 觀音 菩薩に 渴仰 の 頭を垂 る. -は 勿論で あるが、 場合によって は利劍 降魔. の 擧 に出づ るを辭 せぬ。 こ れ 觀昔菩 サ お 

と共に、 不動明王の 鱧拜 せられて 居る 理由で あるまい か。 但、 不動明王の 利劍も その 背後に 慈悲 を 有する ので、 その 點 

に 於て 觀音 菩薩と 表裏 を爲す ものであるから、 實は觀 音と 不 動と を 併せ 有する 事に よって、 始めて 慈悲の 目的 力 完成す 

るので ある。 觀音 は攝受 であり、 K. 動は拆 伏で ある。 拆 伏と 攝受 とが 伴 はすん ば、 慈悲の 目的が 達成 せられぬ。 慈悲の 

兩 面が 了解 せられて 居る から、 日本人の 何人も、. 不動明王に 對 して、 徒らに 之 を怖畏 せす して、 怖畏" の 相の 背後に 攝化 
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の is する る。 れ觀 I 人氣が あると 同時 气 不動 t 人 S ある 所以 S らう。 1 こ SI ひ 至り 

て、 單に觀 音に のみ 走りて、 不動 を 失った 中國の 民族性に は、 剛 0 一面 を 忘れて、 柔 Q 他面に Q み 心 を 傾けた 弊 は あら 

ぬかと さへ 思 ふ Q である。 人生 は、 嚴父 慈母の 兩者を 必須と する。 慈母 を 失った 嚴父 のみの 如き 人生に は、 濕 ひの なき 

寂 if 感じ、 また 嚴父 を 失つ 薩母 のみの 如き 人生に は、 しまりの なき 弛緩 を感 する。 明 王 墓れ た 民族 S に 力なき 

ものと なり はせ ぬで あらう か。 予は觀 音の みが 憧憬 せられて、 明 王な き 中 國の現 狀に衡 して、 以上の 感想 を 起した。 鬼 

も 角 明 王の 禮拜 なき は、 中 國怫敎 の 一 づ 0 特色で ある。 

觀音 菩薩に 連關 して、 更に 一言した き は、 中國の 四大靈 山で ある。 一は 南海 普陀 山で、 觀 音の 淨 土と 仰がれて 居る。 

二 は 山 西五臺 山で、 文殊の 淨 土と 仰がれる。 三 は 四川 哦眉 山で、 普賢の 淨 土と 仰がれる。 四 は 江 西 九 華 山で、 地 藏の淨 

土と W がれる。 この 四 大靈山 は、 中圃 四百 餘 州の 民衆の みならす、 遠く 西藏ゃ 蒙古 ゃ靑 海から も、 引き も 切らす 巡 鱧 者 

を ひき 寄せつ X ある。 中に 於ても、 普陀 山の 信仰に 至って は 絕大な ものであるが、 こめ 普 陀山は 日本 儈慧專 の 開基せ る 

ものである。 怫敎 史上から いふ 時 は、 廬山ゃ 天台 山に は、 殆ど 無類と もい ふべき 意義が あるに 拘ら す、 それが 閑却 せら 

れて、 四大靈 山が 仰がれる の は、 民衆の 向 ふ 所 を 語る。 • 中に 於 5 て も、 地藏 菩薩 Q 九 華 山の 如きに 至りて は、 如何なる 

si り、 也 Q 三者 に^べら る X に 至りし も Q か。 是 等の 崇拜 は宋代 以後の ものと 推せられ るが、 恐らく は 天下 悉く 禪化 

した 時代に、 民衆 はこ. t に詣 して そ 0 宗教 意識に 満足 を與 へんと した もので あらう。 四大靈 山の 巡 鱧 も、 中國怫 敎の特 

根と して、 一 言 を 加 ふるの 要が ある。 

第三 三 學 兼 修 


日 1^ の 怫敎が 三學を 超越して、 信仰の 中に 三學を 含ましめ て 居る に對 して、 中阈 0 怫敎 が、 三學の 兼修 を 以て 佛敎の 

常道と し、 この 形式 を 取らねば 怫敎に 非す とまで 考 へて 居る の は、 大 なる 相違で ある。 三學と は、 言 ふまで もな く戒. 

定.慧 である。 この 三つの 兼ね 備 はる 所に 道が 成り立つ とい ふに 至 一って は、 盖し 何人も 異議がない。 但し その 三 维が向 

上 的. 修道 的で あるか、 叉 向 下 的、 自然 的で あるかと いふ 所に、 日華 怫敎の 相 遠が ある。 中國 にあって は、 飽くまで 三风" - 

を 向上 的 • 修道 的に のみ 限って 居る が、 他に、 信仰の ある 所に、 自ら 三學が 伴って 來る向 下 的 • 自然 的の もの ある 蔡を 

考 へねば ならぬ。 中國の 怫敎者 は、 戒律 は 持せ ねばならぬ もので あり、 禪 定は修 せねば ならぬ もので あり、 とする 力ら 

戒 • 定に對 して 全力 を 傾けて 居る。 それ は 誠に 宜しい 事で あるから、 之に 對 して 批評 はせ ぬが、 然し この 外に 向 下 的. 

自然 的. の 三學が 形式 を 超えて 立派に 成り立つ Q である。 例せば 超脫無 方なる 禪師 Q 上に、 形式 は 三 學に沿 はすと も、 自 

ら怫敎 者と して Q 法 味 を 掬せ しめる ものが ある。 予 はこの 中に 向 下 的. 自然 的 三學、 卽ち三 .攀 の 形 はなく も、 三 ゆの 

精神に 契 ふ. ものが あると 思 ふ。 叉 中 画に て は、 戒 定に努 むる が、 之に 伴 ふべき 慧に對 して は、 多く Q 顧慮 を拂 はぬ 力と 

思 ふ。 之が 爲に 目標が 明確なら す、 時には 唯 他律 的に 戒定に 心 を 傾く るかに 見える。 戒定は あるが、 その 目標が 判然せ 

ぬかとまで 思 はれる 事が ある。 

この 事 は、 第 七の 出家 爲 則と K. 離の 關係 を爲 し、 結局 出家 道と 在家 道と を 判別せ しめた。 換言すれば、 儒敎と 怫敎と 

が 二つの 流れ を爲 して、 結局 調和の 出來 なかった 根本の 理由 を爲 して 居る。 叉 出家 道に よる 佛敎 は、 結局 一部の ものの 

みに 限り、 民衆 一般の 宗敎 とならなかった 根本的 Q 理由 を爲 して 居る。 三學 兼修 は、 確かに 貴く 仰がるべき もので あ 

る。 然し 是は專 門 的に 之に 從事 する も Q にの みあり 得る ので、 何人も こ. 1 に 達し 得べき でない から、 費く 仰がる X けォ 

ども Si 一同 時に 之に 伴って 民衆化し 得ざる 内面的の 弱點を 有する。 怫敎の 目的 は、 人類 一般に 慈 忍の 心を植 ゑ、 以て 世界 
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人類 を 和平 致 一 せしめん とする にあった。 この 敎が、 一部の もの Q みの 喜びと なり、 一般化し 得すん ば、 それ は釋尊 Q 

廣大 なる 精神 を 局限す る ものである。 三學 兼修の 形に は、 實に 貴き ものが ある。 然し その 貴 さは、 富士の 白雪 を 遠近 共 

に翫味 賞揚す る 如きで ある。 解けて 流れて 三 島に 落つ るに 至って は、 三學 超越の 平民 化に 待たねば ならぬ。 三 島に 落ち 

てこ そ、 如何な， る ものに も 及ぶ 敎 となる から、 そこに 怫敎 が、 その 使命 を 全くす るので ある。 

批評 はさし おき、 三 舉愛修 を 以て 佛敎 徒の 規範と し、 終始 之 を 守る の は、 たしかに 中 國佛敎 の 特色と せねば ならぬ。 

第 四 禪 定通規 

禪定は 三學の 中に その 中心 を 占めて 居る から、 之を别 出す る 必要がない 如くで ある。 然し 中國 の怫敎 は、 唐 末 以來修 

禪を 以て 最耍 とし、 その 中に 持戒 を 含めて 居る が、 時には 持戒の 形式 を 超える までに 至って 居る こと、 宛 も 日本の 怫敎 

が 信仰に よって 三學を 超える に 至って 居る 如くで ある。 日本の 民族性 は、 本來 信仰的で ある 所から、 全體の 上から 見れ 

ば、 密敎 的であって、 この 觀點 からすれば、 日本の 怫敎は 悉く 密敎を 基礎と すると 言っても よい。 これに 反して、 中圃 

の 民族性 は、 本 來內觀 的で ある 所から、 全體の 上から すれば 修禪 的であって、 この 觀點 からすれば、 中國の 怫敎は 悉く 

禪宗を 基礎と すると 言って よい。 唐 末より 五代 を經 て、 禪宗は 五家す ベて 具備し、 宋 代に 至って は 一天四海 を 風靡し 

て、 禪宗が 怫敎を 代表す るの 觀を呈 した。 これ 全く 禪宗が 中 國の國 民 性に 合せる が爲 である。 否、 中 國の圃 民 性 は、 多 

方 多面の 佛敎 をして、 遂に 禪宗 に歸 一 せしめる に 至った ので ある。 爾後 今日に 至る まで 動搖 がない。 元 代 以後 喇嘛教が 

入り 來 りて、 天下 を 二分して その 一 を 保つ 程の 勢力 を 占む るに 至った が、 然し 禪宗は 毫も その 位置 を變更 せす して、 等 

しく 怫敎を 代表して 居る。 民國の 今日に 於て は、 流石の 喇嘛 敎 をして 次第に 瞠若たらしめ、 禪宗が 一天四海 を 風 摩する 


の狀 を囘復 せんとして 居る と 見られる。 M れ禪 定通規 は、 中國の 民族性に 適せる 怫敎 なる が爲 で、 この 樣相は 今後と 雖 

も變 るまい。 これ 中 國怫敎 の 特色で ある。 

禪宗は 中國の 民族性に 相應 する 所から、 その 中に 於て 多種 多檬の 形態 あらしめ た。 痛快なる 臨濟宗 あり、 謹厳なる^ 

仰宗 あり、 細密なる 曹洞宗 あり、 奇 古なる 雲門宗 あり、 詳細なる 法眼 宗 あらしめ た。 之 を 五家と いふ。 種々 の 形態 ある 

が、 その 期す る 所 は、 悉く 卽心 卽怫 にあった。 修禪 以て この 心 を 明鏡止水の 如くなら しめ、 よって 以て 柳綠花 紅の 世界 

觀 あらしめ、 そこに 自然 隨 順の 人生 觀 あらし めんと する にあった。 五家の 相違 は あるが、 相違の 基づく 所 は、 師家の 人 

格の 相違で あるから、 その 實は 五家 や 十 家の 相違で なく、 萬 人 萬 家と なるべき 底の ものである。 斯くて 五家の 相 逢 は あ 

るが、 いづれ も 心 を 磨いて、 そこに 成 佛の關 門 を 見出した のであった。 .i^ 觀： ^修* 寂 照雙運 は怫敎 の通規 で、 その 點に 

於て 特に 變 つて 居る のでな. S が、 然し 禪宗に 於て は 止 寂の 根 本義に 全心 を 集中して、 これの 完成した 所に、 諸 法資相 Q 

世界 觀 あらしめ、 任 蓮 自在の 機 用 あらしめ たので ある。 斯くて 意力に 全力 を 傾倒して、 卽心是 怫 • 卽 心 卽怫の 域に 達す 

る を 目標と したので ある。 然し 激 未だ 卽 身卽怫 たるべき を 道破して は 居ない。 他方 敎理 上に 於て は、 天台 家の 如き は 心 

具 三千に 満足せ すして、 色 具 三千 を 高調し、 色 心雙具 三千た るべき をカ說 したから、 卽心 是怫に 止まらす して、 遂に 卽 

身是怫 にまで 發展 すべき 基礎 を 有して 居る。 禪家 もまた 色 心 平等の 理に 立つ が、 この 身 は 貧 嗔癡の 三 毒の 集る 所で ある 

から、 三 毒 以上に 出づ べき は獨り 心に ありと した。 これ 卽心 卽怫の 主張 せられた 所以で ある。 日本に 來 つて、 弘法 大師 

が 高調した の は、 この 卽身 成佛 である。 斯くて 卽心 卽怫を 期す る禪定 を通規 もす る 事が、 中 國怫敎 の 特色と なる ので あ 

る。 
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第五 自然 終極 

東洋の 思想 は、 すべて 自然 を 以て 終局と すると 言って よいが、 特に 中國 思想に 於，^ て は、 自然が 最後で ある。 中に 於 

て、 儒教 は、 天道に 基づく 人性 Q 自然に 隨 順すべき をい ひ、 老莊 思想 は、 萬 物の 背後に 賞 通す る 大道に 歸 一すべき をい 

』。 一は 人性 自然で あり、 他 は 天道 自然で あるから、 その 間に は大 なる 差異が ある けれども、 自然 を 以て 終局と する 點 

に 於て は 同じで ある。 中國 の怫敎 は、 勿論 儒 敎に對 して 尊敬 を拂 つて 居る が、 主として 老莊 思想との 間に 共 調和 同を圖 

つた. 0 である。 出家の 外 儀 は、 儒教より 見る 時 は 人性 0 自然に 反する ので あるから、 怫敎の 目標 は、 自ら 大道の 自然に 

向 ふべき である。 色卽是 空と いひ、 萬 法卽露 如と いふ は、 やがて 天地 間の 事々 物々 に 大道が 賞 通 するとい ふに 同じい。 

禪 家が 柳綠花 紅と いひ、 庭前 柏樹 子と いひ、 麻 三 斤と いふ は、 やがて 祧紅李 白 自然 色と いふに 同じい ノ これ 禪 家が 自然 

を 終局と する 所以で、 こ. -に中 國佛敎 の 特色が あると 富って よい。 禪 家が 般若 主義に 立って、 最後 Q 目標 を 無 修無證 に 

置く  Q は、 自然に 歸 した 極地で あるが、 それ は修 を體驗 した 後に 始めて 期せら る. -の である。 予は 自然 終局の よき 例 

として、 特に 興味 を感 する 0 は、 唐 Q 李翱 が、 藥山 禪師に 接見した 時 0 投機の 偈 である。 李翱 は剌史 として 朗 州に 臨ん 

だ 時に、 藥 山の 道 名 を 聞いて、 特に 駕を托 げて禪 師を訪 うた。 禪師は 折し も看經 中で、 之を迎 へな かづた ので、 「見れ 

ば 聞いた よりもつ まらぬ」 とい ふ 機な 意味 Q 語を爲 しつ. -、 踵 を かへ した。 その 端的に、 「李 翱」 と 呼んだ ので、 思 は 

す 振りむ いたら、 「何 ぞ耳を 貴んで 眼 を 卑しむ こと を 得ん」 と やられた。 李翱は その 機鋒の 峻烈なる に、 大. S に 敬意 を 

表して、 道 を 尋ねたら、 禪師は 一言 もな くして、 唯 一 指 は 天 を さし、 一指 は 水瓶 を さすの みであった。 無言の 說法 であ 

る。 流石に 李翱 である。 直ちに 大道の 至極 を會 得して、 「我 來問道 無 他事、 雲在靑 天水 在 瓶」 を轉 結と する 一 偈を呈 し 


た。 これ は 道の 至極 は- 爲作 造作 を 離れた 自然に ある を、 能く 語る 適例で ある。 宋ひ蘇 東坡の 有名な 投機 偶 Q 「溪 IS 便 

是廣長 舌、 山色豈 非淸淨 身」 の 如き も、 同樣な 意味 を 含んで 居る。 然 らば 如何にして か、 その 自然 終局の 敎赣 が、 自己 

に 具現す るかと いふに、 こ ムに復 性と いふ ことが 提唱 せられる。 大道 は 吾人に 貫通す るが、 それが 三 毒の 煩惱 によって 

蔽 はる.. "から、 こ Q 煩惱を 排除す る ことによって、 一層 適切に.. S ふ 時 は、 この 煩 惱を轉 化する 事に よって、 本然の 性が 

顯現 する。 修道 0 要諦 は、 久遠 劫來の 習癖 を 除去して、 本然の 性に 復歸 する にある。 廻 光 返照と いふの は、 之 をい ふの 

である。 目標 は 外に あるに 非す して、 內 にある。 內に 大道の ある を 知らす して、 徒らに 之 を 外に 求む るから、 一 生 を 狂 

奔 して 遂に 期す る 目標に 到達せ ぬのみ か、 却って 益よ 之に 遠ざかる。 禪 家が 外 求を排 して、 極力 内 觀を勸 むる 理由 こ. - 

にある。 內觀 によって、 本然 Q 性 を開覺 する 時が、 やがて 天地の 大道と 致 一 する 時で ある。 こ.. -に 人と 道と がー 如と な 

る。 一如 C> 當體 に、 柳綠花 紅の 世界 觀が あり、 自然 隨順 0 人生 觀が ある。 この 復性 一如 こそ は 中圃の 怫敎の 終局で ある 

と 同時-に、 三 圃の怫 敎の歸 趣で ある。 こ. --に 中國の 怫敎と 日本の 佛敎 とが、 心の奥から 提携すべき 契機が あると 言 ふべ 

きで ある。 こ Q 復 性と いふ 事 は、 敢 て怫敎 のみに 限らす、 老莊に 於ても 大いに 高調す る 所で あるから、 何人の 發撣 など 

いふべき でない が、 儒教に 復 性と いふ 事の 明白と なった の は、 盖 し李翱 Q 「復性 書」 からで ある。 李翱は 性と 情と Q 對 

立に よって、 性 は 善 0 元、 情 は 悪の 元なる を 明かに し、 而 して 性に よって 情を理 むる 事に よりて、 情 あれ ども 情なき に 

至る 境地が、 聖人の 期す る 所で ある。 而し てこの 性た る も Q は、 聖人に あっても 愚民に あっても 平等で あると いふ 意味 

を 道破して 居る。 これ そ Q 體驗 より 現れた 思想で ある。 李翱 は、 道 0 至極 はこ- - にあり として、 聖人 出づ. と雖も 之を變 

へ じの 自信 を 以て、 この 「復性 書」 を 撰した のであった。 李翱. は 勿論 儒者で あるが、 老怫を 打して 一丸と して、 之を自 

己の 儒教 中に 封じ込めた 0 である。 この 「復性 書」 こそ は、 後の 宋儒を 生み出した 母胎で あるから、 懦 敎 史上より 見て 
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重要な ものである。 然し 生れた ま- -の 自然の み を、 自然と 思 ふ ものに は 理解せられ ぬのみ か、 恐らく は 異分子 を 加へ て 

居る とて、 之 を 排斥す るで あらう が、 然し 情を理 むる 所がなくて は、 大道が 流露せ ぬで あらう。 

第 六 宗 旨 就 人 

宗旨と は 主義で あり、 生命で ある。 人に 就いて 之 を 見る を 宗旨 就 人と いふ。 人に 就く と^、 寺に 就く に對 して 言った 

ので ある。 これ は 中 圃佛敎 の 日本 怫敎と 異なる 大 いなる 特色で ある。 盖し 印度に 於ても、 中國の 怫敎と 同檬 であったら 

う。 これ は 寧ろ 當然の 事で ある。 日本 佛敎が 寺に 宗旨 を 分つ の は、 恐らく は德川 時代に 來づ て、 爲政 上の 手繽 き. からせ 

られ たもので あらう。 斯くて 宗旨 就 人 を 中 圃怫敎 0 特色と して 數へ るよりも、 宗旨 就 寺 を 日本 怫敎の 特色と 數 へ た 方が 

理に 合する。 然し 今 は 日本 佛敎に 厨 比して、 中 國怫敎 の 特色 を數 へる ので あるから、 こ.^ に 之を擧 げたので ある。 要す 

るに、 中國 の怫敎 にて は、 寺院 は儈 侶-を 容る. - 建築で、 これに 宗旨の ある 害がない から、 主 僧が 淨土宗 なれば 淨土宗 と 

なり、 禪宗 なれば 禪宗 となる ことと なる。 寺院に 宗別を 見慣れた 日本 佛敎 者に は、 中國 のこの 特色が 容易に 刺ら なかつ 

た。 予、 踏査の 初、 至る所に 宗旨 を 尊ね たが、 彼此の いふ 所が 齟齬す る 所から、 その 意味が 不明であった。 例せば 天童 

山に 行って、 此方より は 寺の 宗旨 を尋 ぬるに 對 して、 先方に て は 寺に 十 方 叢林と 付 法 叢林と 子孫 叢林との 三種 ある を以 

て 答 ふる。 何としても、 ピントが 合 はぬ。 結局 耍領を 得すに 終る。 臨濟宗 かと，^ へば、 大衆が 多く 臨濟宗 なりと いふ。 

曹洞宗 であるか といへば、 彼此 互に 顏 見合して、 誰々 が曹 門で あるら しいと いふ。 いつにな つても 彼此の 問答が 一致せ 

すして 終った が、 今日から 考 ふれば それでよ かった ので ある。 又寳華 山に 登れば、 II しき 大衆が 居る。 聞けば 天下の 僧 

^は、 悉く こ. -に來 つて 戒律 を受 くる^で あると いふ。 然 らば 寳華 山の 末寺た る 律宗の 寺が、 ぶこに も あるの かと 思つ 


て 尊れば、 その 答が 急に 模糊と なって、 南京に 二三 寺 あり、 それ も 小 寺な りと いふ。 寺の 宗 について 尋 ぬるに 對 して、 

人の 宗を 以て 答 ふるので あるから、 斯 くの 如く 一. I 蓋相應 せぬ のであった。 この 寳華山 は 南山 律 宗の總 本山で あるが、 昭 

和 十七 年の垔 上海に て 聞けば、 臨 濟宗の 僧が 住持と なった とい ふ。， 戒律 を授 くる 點に 於て は、 必す變 化 は あるまい が、 

今 は 恐らく は 臨濟宗 とい ふで あらう。 天台 山 國淸寺 も 臨濟宗 であるが. ■ 天台宗 かとい へば また 然 りと いふ。 更に 問 を 進 

むれば 臨 濟宗も 天台宗 もー檬 なりと いふ。 日本 佛敎 者から すれば 異様に 思 はれた。 斯くて 予は 中國の 宗旨 は 人に 就く 

とのみ 思って 居たら、 昭和 十七 年の 秋 北京に 於て、 意外な 實 例に 接した。. 北京 站華 寺の 全 朗和尙 に、 臨濟宗 なり やと 尋 

ねたら、 華厳宗な りと 答へ. 而 して 人 も 寺 も 華嚴宗 である。 自分 は 臨 濟宗を 相承した が、 站華 寺に 居る 間 は、 華 嚴宗の 

規定 を 守る とい ひ 而 して 予 0 問に 對 して、 北京に 三十 餘 個の 華 嚴宗の 寺 ありと 答へ たので ある。 これ はまた 半ば 日本 

流の 宗別 である。 この寶 例 を 推して 行く 時 は そち こちに 於て 意外な 例に 出 遇 ふか も 知れぬ。 斯 くの 如くで あるから、 

中國は 一律に は 行かぬ が、 大體 からい ふ 時 は 宗旨 就 人と いふ 事になる。  ノ 

而 して 人に 就いて 宗旨が あるから 宗 別時に 應 する ことと なる。 卽ち淨 土宗の 人が 住持 すれば 淨土宗 となり、 禪宗の 

人が 住持 すれば 禪宗 となり.、 律宗 Q 人が 住持 すれば 律宗 となる。 それで あるから、 天童 山が いつも 曹洞宗 でな く、 玄中 

寺が 常に 律宗 でな く、 國淸 寺が いつも 天台宗で ない。 天童 山 は 近世 臨濟宗 となり、 國淸寺 も 同じく 臨濟宗 である。 玄中 

寺 はもと^ 宗 であった が、 元 代より 臨濟宗 となり、 昭和 十七 年の 秋に 行った 時 は 太 原 巿の關 帝廟の 住持が 住持して 居 

た。 最近 交 城 縣の曹 洞 宗天寧 寺の 徒弟が 新に 住持した から、 今後 必 やや 曹洞宗 と 言 ふで あらう と 思 ふ。 

斯くて 人に 就く 時 は、 寺の 宗旨 は 時に よって 動く 事と なる が、 寺に 就く 時 は、 住持の 如何に 關 せす、 永く 同一 の 派 を 

守る 事と なる。 この 中に 中 歸佛敎 の 特色が あり i この 特色 は大 5 に 日本 怫敎 のに 異なる ので ある。 これ は大體 から 一 つ 
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た 0 であるが、 然し 前述の 如く この 制に 沿 はぬ もの も 出て 來て、 人 も 寺 も 華嚴宗 なりと いふ 實 例が ある 以上 は、 今後 必 

す 人より 寺に 移り行く も Q も あるかと 思 ふ。 

第 七 出家 守 則 

同じ 修道 者 0 中に、 比丘. 比丘尼に 對 して 優 婆， 塞 • 優 婆 夷 を 區 別 する は、 怫敎當 初より 0 事で ある。 出家 • 在家の 二 

つに 分れ、 出世間 • 世間の 二つに 分れる 0 である。 印度に 於いて は、 この 約束が 嚴 守せられ たのであった。 之 を 承け た 

中 11 に 於いても、 飽くまで 之 を 本則と して 居る。 儈分は 如法 衣 を まと ひ 素 食 を 取り、 居士と いへ ども 怫敎 信者で ある 以 

上 は、 嚴肅に 齋戒を 守って 居る。 この 規約 は敢 て怫敎 にの み 限られた もので ない。 加 特カ敎 に 於いても 道教に 於ても、 

恰も 之に 相應 すべき ものが ある。 道に 向って 專 心なる 時には、 當然 この 形 を 取る に 至る の は 自然 Q 成り行きで、 そこに 

批評 を 加へ る餘 地がない。 叉 宗教 Q 目標た る聖 なる もの は、 出家 道 • 出世間 道の 上に 見られる から、 そこに 仰がるべき 

貴き 姿が ある。  ， 

然し 觀點を かへ て、 法 そのもの. 1 上から 考 へて 來 ると、 法の 發展の 結果と して、 世. 出世 を 賞き、 在家. 出家 を 超え 

るに 至るべき ものが ある。 旣に釋 尊 は、 婆羅門の 專 有であった 天上の 神 を 人間界に 下して、 之 を 四姓の 間に 平等に 開放 

した。 而 して 解放せられ たる 神 を佛と 名け、 釋尊 のみなら す、 如何なる もの もこの 怫 たり 得べき も のとせられた。 釋尊 

のこの 怫陀襯 を 祖述し 来る 時 は、 「華 嚴經」 に 一 切の ものが 如來の 智慧 を 具足 するとい ふ も、 「涅槃 經」 に 一 切 衆生に 

悉く 怫性 ありと いふ も、 當然の 事で ある。 この 怫性 は、 次第に その 意義 を發撣 し、 他方の 色 心 平等 觀と 相應 じて、 一切 

衆生の みならす、 草木 瓦礫にまで も渗 透して、 草木 瓦礫に も 法 性の みならす、 開覺弗 性な りと せらる. -に 至った。 斯く 


て怫性 Q 上から する 時 は、 世. 出世 を 分ち、 出家 丄仕家 を 分つべき 本質的 差異 は， なく、 之 を 分つ は 唯 修道 Q 方便と して 

の ものた る 事と なる。 印度に 於て 菩薩 怫敎 Q 起った 理由が、 こ \ にあった と f れる。 菩薩と は大心 ある 衆生 をい ふ C 

で、 もとは 成 道 以前の 釋尊を 言った ものであった。 本生譚 卽ち釋 尊の 前生 を說 くもの. - 中には、 その 主人公 を 菩薩と 呼 

んで 居る。 菩薩 怫敎 は、 この 本生譚 中の 菩薩の 修道から 發展 して 来た ものである。 この 菩薩 は 比丘で ない。 菩提心 ある 

人 をい ふので あるから、 その 形 は 問 ふ 所でな く、 王者 も あれば 商人 も ある。 中に 於て、 「涅槃 經」 0 雪山 童子 や、 「華 

嚴經」 の 善 財 童子 は、 眞の 菩薩と して 0 標本で ある。 この 菩薩 を 中心とする 怫敎 は、 限り もな く發展 して、 大乘 の經律 

論 あらしめ た。  ， 

菩薩の 修行 條件 は、 六 波羅蜜に 耍 約せられ て 居る。 六 波羅蜜と は、 布施. 持戒. 忍 辱. 精進. 禪定 • 智慧 をい ふ。 六 

件し かない けれども、 容は八 正道よりも 多い。 布施と 忍 辱の 二つ は、 八 正道に ない ものであって、 中 Q 布施に、 喑默 

の 間に 菩薩の 在家た る を 語って 居る。 後に は 布施に、 財 施 • 法 施 • 無 長 施の 三クを 分ける に 至った が、 當初 0 意味 は 財 

施で あつたに 相違ない。 この 六 件 を 修行 0 條目 とする 菩薩なる も 0 は、 在俗の 怫敎 者で ある。 この 菩薩 佛敎 に對 する 時 

は、 阿羅漢た らん. を 目標と する 成立 佛敎 は、 比丘 佛敎 である。 斯くて 印度に 於て 旣に 比丘 佛敎の 外に 菩薩 佛敎の ありし 

事が、 法の 發展 せる 上の 佛敎の 行く 方 を 示す 0 である。 中 國怫敎 は、 出家の 形 を 守って 居る が、 常に 菩薩 怫敎を 顧慮し 

て、 生きく する 命脈 を 維持して 來 たので ある。 中に 於ても 天台宗 Q 教義の 如き、 禪 宗の理 致の 如きに 至りて は、 一切 

0 形式 を 突破し、 すべての 制約 を 超越す るまでに 及んで 居る。 天台宗に 於. て は、 一色 一香に 三千 » 相 を 具す る 上から、 

ー卽 一切と いひ、 一切 卽 一とい ふ。 如何なる もの も 三千 を內容 とする 上から、 一色と 佛 菩薩との 間に 栢卽を 見る に 至 

りて は、 出. 出世 を 分つ 如き は、 極めての 低調と なる 0 である。 禪家 では 實際理 地に は 一 塵 を も 止めぬ が、 怫事門 中：^ 
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に、 王侯 も 宰相 も、 敬虔の 頭 を 垂れて、 沙門の 敎を請 ふに 至った。 然し 當初は 世上の 問題 を 起さなかった。 東晉の 時代 

に 至り、 竺法 深が 宮中に 入って 講經 し、 三代の 王者が その 下に 立. つと いふ 樣な事 實に當 面する に 至って、 爲政 者の 間 か 

ら 問題が 起った。 「老子」 0 中に 四 犬と いふが ある。 四 大とは 道の 犬と、 天の 犬と 地の 犬と、 而 して 王 犬と である。 王 

者 は 道 天地と 相竝 んで大 であるべ きに、 乞食 沙門の 下に 立つ とい ふ は、 中 國の敎 から 見て 宜しくな いとい ふ Q である。 

是に 於て 沙門 も 亦 人臣で ある 以上 は、 王者 を 敬す， べしと いふ 意見が あら はれた ので ある。 東晉成 帝の 時に 執政 腐 氷に よ 

りて 提出せられ たのが、 明白な 文獻 にて は盖し 最初で ある。 然し 反對の 意見 もあって、 遂に その， 鶴が 行 はれなかった。 

この 問題が 天下の 舆論 となった の は、 桓玄が 之 を 主張して、 廬山 €>慧 遠が 之に 反對 し、 沙門 不應敬 王者 論 を 草して、 

誇々 の 論を爲 した 時で ある。 慧 遠の 反 誕の耍 旨 は、 袈裟 は 朝宗の 服で ない、 鉢盂は 廊廟の 器で ないから、 沙門た る もの 

は 方 外 Q 天地に あるべく、 朝臣と 共に 廊廟に 立って 朝宗 すべきで ない とい ふので あった。 論の 上から 見る 時 は、 當 時の 

世論 は、 沙門 も 朝臣の 間に 伍して 朝宗 Q 式を爲 すべし とい ふに あったら しい。 慧遠は 正面より 之に 反對 して、 沙門 を 方 

外の 賓 として 之 を 別世界の も Q たらし めんと した 0 である C こ- -に 日本の 立場から 見て、 注意 を耍 する ものが ある。 不 

應敬 王者と いふ 文字 だけ を 日本人から 見る 時 は、 その 中に 不 容易な 問題 を 含む ので あるが、 そこ は 地を變 へて、 中國の 

上で 見ねば ならぬ 事で ある。 王者と いふの は、 こ- -の 場合で いふ 時 は桓玄 である。 桓玄は 當時慕 奪の 意 ある 事に よって 

天下の 志士 を 悲憤せ しめて 居た。 現に 劉 遺 民の 如き は、 その 異志を 看破して、 柴 桑の 令 を辭 して 廬 山に 身 を隱 したので 

ある。 割 遺 民 Q みならす、 志 ある も Q は廬 山に 安住の 地 を 求めた が爲 に、 期せ， すして 百 二十 三人と いふ 名士が、 この 山 

に 集る ほどであった。 是等 Q 志士 は、 何程 か晉 室の 爲に 悲憤 Q 淚を 揮った であらう。 それが 桓玄 0 發 令した 沙門の 敬 事 

调題 を因緣 として、 俄然と して 爆發 した もので あらう と 思 ふ。 慧 遠の 主張した 不應敬 王者と いふの は、 苟 くも 天人の^ 


を 以て 任す る 沙門た る もの は、 桓玄の 如き 王者の 前に 膝 を 屈すべき でない とい ふ， Q である。 果して 慧遠 Q 主張に 贊 する 

ものが 多く、 桓玄も 遂に 之 を 如何と もしが たく、 令は發 せられた が、 遂に そ Q 事が 行 はれなかった。 斯る 因緣が ある Q 

で、 沙門 は 方 外の 賓 たる ものと なり、 その後 幾た びか この 敬 事 問題が 起った に拘ら す、 毎に 有耶無耶の 間に 終熄す る 

となった ので ある。 これが 政敎分 域の 初を爲 して、 佛敎は 長く 政治 以外に 立つ 事と なった。 これが 中 殿 怫敎の 特色の 有 

數な ものである。 

人間の 文化 を 方 內 • 方 外の 二つに 分けて、 佛敎を 以て 方 外と 爲 したのに は、 功罪 相半ばすと 言って よい。 宗教が 政治/ 

に關與 せす、 叉 政治が 宗教に 關與 せす、 兩々 相： a んで 行く 事 は、 政治 をして 無益の 煩雜を 被らし めす、 宗教 をして 獨自 

の 淸淨を 保持せ しめる 點に 於て、 たしかに 一大 長所 を 有する。 中 固の 佛敎が 割合に 墮 落せす して、 長年 月に 亙りて 淸淨 

な空氣 を 呼吸し 得た の は、 たしかに この 方 外の も Q たる 點 にあった。 然し 他の 反面より いふ 時 は、 宗 敎も國 家. S: の 一大 

現象で ある 以上 は、 圃 家の 痛痒に 對 して、 その 責任 を負擔 すべきで ある。 若し 画家の 察 變に對 して 超然たるが 如き-; $ あ 

らば、 然るべき 態度で ない C 印度に 成立した 「金 光明 經」 や、 「仁王 般若 經」 に 於て、 怫敎 によって 護國 すべき を Si い 

て ある Q に、 中國の 怫敎が 護國の 意義に 乏しい かとまでに 見え、 るの は、 方 外の 域に あるが 爲 である。 斯の 如き は 之 を 方 

外の もの とした 所から 來 たので ある。 これ は 古今 を通覽 しての 大體 上の 觀察 であるが、 然し 中 國は易 世の 國 であり、 又 

分裂 を 免れぬ 大圃 であり、 而も 社會狀 勢が 變轉 複雜 であるから、 これ をー樣 に概說 する 事が 出來 ぬ。 東晉 時代に 於て す 

ら、 何充 等の 腐 氷 提出の 敬 事 問題に 對 する 反 穀 意見 中に、 沙門 等 日々 帝王の 爲に燒 香 呪 願す と 言って あるから、 方 外の 

賓と S へばと て、 素より 國家を 念じて 居た。 南北8^立の時代ですら然りでぁる。 况ん ゃ隋の 一統と なり、 唐 代の 盛時に 

至りて は、 その 國 家に 資する 思想が 違って 來 ねばならぬ。 聖誕の 日に 祝 延の法 席を設 くるに 至った の は、 唐 代からで あ 
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る。 采代 fc 至りて は、 禪家 では 聖壽. 萬 歲を唱 ふる を常規 とし、 下りて 元 代に 至りて は、 皇帝 を 以て 法身 佛と 仰ぐ に 至つ 

て 居る。 斯る 方面 も 見られる から、 中 圃の佛 敎に國 家 意識が 缺 如して 居るな どい ふ 事 は、 勿論 有り得ぬ 事で ある。 然し 

一面に 沙門 不應敬 王者の 思想の 流れて 居る 事 も、 亦爭 はれぬ 所であって、 それが 時處 位に よって 變更 する Q である。 盖 

し中國 Q 國 家の 狀 勢から すれば、 宗敎 Q 櫂 威 を 保持 せんに は、 之に 應 する 擧に 出で ねばなら ぬので ある。 

中 國佛敎 が、 上下 一千 有 餘年を 通して、 政敎分 域の 事 實を爲 して 居る の は、 慧 遠の 主張が その 源 因を爲 して 居る ので 

あるから、 慧 遠の 主張に は 長短の 兩 面が ある。 今日中 画の 怫敎 徒が 政治的の 事に たづ さはら す、 飽くまで 沙門 Q 分限 を 

守らん とする の は、 誠に 宜しい。 沙門の 政治的な 程 見苦しい もの はない。 こ Q 見苦し さから 免れし めた 慧 遠の 功績 は、 

大いに 推賞すべき 價 値が ある。 然し 中國の 怫敎に 社會的 • 護國 的の 色彩の 乏しい 檨. になった 0 は、 また この 方 外 Q 賓た 

る 所から 來て 居る 事 を 忘れて はならぬ。 日本の 怫敎は 之に 異なり、 當 初より 鎭護國 家 を 以て その 職責 Q 1 とした。 皇{^ 

に對 して、 臣民 Q 分 を 守る 事 は、 素より 當然 である。 これ は 日本と 中 画と、 そ Q 圃體が 遠 ふからで ある。 鄕に 入って は 

痛に 從へ である。 中 圃の怫 敎に對 して は、 中 画の. 國 情に 從 つて 之 を 論すべく、 日本 Q 佛敎 に對， して は、 また 日本 Q 國情 

に從 つて N を 論すべき である。 彼此 を區 別せ すして 之 を爲す は、 正鵠 を 得ぬ のみなら す、 そ Q 影響す る 所 少しと せぬ。 

中國 0 佛敎 Q 政教 分 域に は、 長所 も あり 短所 も あるが、 それ は中國 Q 怫敎に 於て Q ものであって、 日本の 怫敎に は當て 

はまらぬ。 この 政教 分 域 は、 出家 守 則から 自然に あら はれた も ので、 これ また 中 圃怫敎 Q 特色の 一 つで あると 言って よ 

いので ある。 

(口) 修道 高踏， 

出家 守 則 は、 怫敎 をして 山林 的 • 高踏的な らしめ、 而 して 社 會的. 活動的なら しめざる 傾向 を 取る。 寺 を 建てる 事 を 


開山と いふ 文字 その も のが、 早 や 寺 は 山に ある も Q なる を 語って 居る。 寺 Q 起原が 人間 未到 0 山 を 開いて 教化の 效用を 

廣 くし、 以て 人間の 福祉 を增進 せんとす るに あった 事 は、 怫敎史 の 示す 所で ある。 之に 對 して、 過去の 高 傲の 行跡 を 推 

讃せ すに は 居られぬ。 寺 はもと 山 を 開いて 一宇 Q 庵室 を 構へ、 そこに 心靜 かに 修道の 坐活を 〈逸るべき 性質の ものた るに 

始 つた。 阿 蘭 若と はこれ で、 林間の 草庵と でも 言ったら 可いで あらう。 而 して 修道 を んで道 # が傳 はる やうな 出家が 

出來れ ば、 そ Q 教化が 四方に 及ぶ に 至る は、 素より 當然 である。 敎 化が 四方に 及ぶ について、 ニ樣の 行き方が ある。 一 

は 道 を 求む る ものが、 山に 入って 明 師に問 ふ 事で あり、 他 は明師 ら山を 下りて、 衆に 向って 道 を說く 事で ある。 いづ 

れも 然るべき 行き方であって、 その 一 をのみ 固執す べきで なく、 盖し是 等の-二 法 は； IS 行 せらるべき ものでなくて はなら 

ぬ。 禪師は 多く 在 山 修道 以て 求道者 Q 至る に應 する 方法 を 取り、 念 怫者は 多く 自ら 進んで 人間に 下る 方法 を 取った と 言 

つてよ い。 史を 見る と、 唐の 朗州 剌史李 翱が藥 山に 至りて 惟 儼禪師 0 鉗鎚を f た 如き は、 求道者が 山に； < つて 明師の 

敎を 蒙る 適例で ある。 叉 唐の 道 綽禪師 が、 民衆に 念 佛を敎 へて、 豆 や 小豆 を 以て その 數を表 はさ しめたと いふ 如き は、 

明師が 進んで 人間に 至れる 適例で ある。 その 念佛 者に も、 今日から 考 へれば、 出家 在 山の 姿が 多分に あると 见られ る 

が、 然し 禪師の 場合より は、 出 山の 姿が 多い。 然るに 宋 代に 来りて、 禪宗が 怫敎を 代表す ともい ふべき 時代に 至って 

は、 怫敎 全般が 禪 家の 風に 應 同す る檨 になった と 思. はれる。 明の 蓮 池 大師 0 如き は、 蓮 社 第 八祖の 位置 を 取り、 今日 吳 

越 地方に 深い 感化 を 遺して 居る が、 その 行 業 は 雲 棲に 於け る 山林 的なる も Q であった と 思 ふ。 偉大なる 念怫 者た る 蓮 池 

大師す ら然 りと すれば、 他 は 推して 知るべき である。 

概して 中圃 Q 寺院 を 見る に、 在 山 修道 以て 求道者の 至る に應 する 風に 出来て 居る。 例せば 山 西 交 城 縣の玄 中 寺 0 如き 

は、 魏 の暴鸞 大師の 開基で あるが、 村落より 日本 里數の 一里 以上 も 入り込んだ 石 壁 山に 立てられた 道場で、 その 1SH 以 
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上の 間に は 全く 人家が なく、 文字通り 鳥 徑獸路 の 山間に ある。 これ は 寺と いふよりも、 寧ろ 修道の 道場で ある。 湖北 荆 

州の 玉 泉 寺と いひ、 河南 嵩 山の 少林 寺と いひ、 浙江 天台 山の 國淸 寺と いひ、 湖南 濕山 • 江 西 洞 山 • 福 建黄檗 山 等々、 い 

づれも 深山 をト して 建てられ、 大德の ある 所に、 求道者が 訪ひ 至る 樣に 出來て 居る ので ある。 市中に も 寺が ある。 然し 

その 行き方 はまた 同樣 であって、 明 師が人 蘭に 歩み 出で たとい ふよりも、 求道者が 寺に 入る 仕組に 出來て 居る と 思 ふ。 

その 點は、 日本の 寺院と、 その 性質 建て前が 異 つて 居る。 日本の 寺院 は、 當 初より 一層 多く 社會 的の 性質 を帶 びて 居. 5 し 

と 見られる。 中國 Q 寺院が 斯る 建て前で、 社會 組織の 中に 入らぬ 所から、 自ら 事 功 Q 外に 立って、 名利の 爭忙 入らぬ と 

いふ 長所が ある。 僭 侶が 俗士の 間に 伍して、 事 功 を 建てん 事に 汲々 し、 名利の 奴隸 となる 事 は、 實に 醜態で あるから、 

修道 高踏 以て、 事 功の 爭を 度外視して 居る 所に は、 たしかに 中 國佛敎 の 長所が ある。 

然し 何事に も 長短 は 免れぬ のであって、 修道 高踏に は社會 的. 活動的の 點に 於て 大 なる 遺憾が ある。 之が 爲に敎 化が 

行き 屈 かす、 佛敎が 民衆的で ない。 昭和 十七 年 夏期 上海の 講習 會に 行った 折に、 上海の 有力な 儈 分と 語り合つ たが、 衆 

口 一致して いふ 所 は、 中 國怫敎 0 組織的で なく、 社會 的で なく、 活動的で なく、 從 つて 佛敎の 民衆的で ない とい ふ 事で 

あった。 その 點に m て 大いに 日本 佛敎を 養お I し、 青年 活氣の ある もの は、 社會 事業 • 慈善事業 等に 進出 せん 要望に 燃え 

て 居た。 然し これに は 寺院 成立の 建て前が 異なる とい ふ點も あり、 民族性の 放任 無 方と. いふ 點に 於て 日本の 銃 制 的なる 

に 異なる 點も あり、 特に 佛敎 そのものの 異なる 點が あるから 事 は 左程に 簡單に 行かぬ。 今日の 青年 活氣の ある ものが よ 

し 社 會褰業 や 慈善事業に 乘り 出しても、 それに 先ち て佛敎 そのもの を 民衆化す るに 非 すん ば、 怫敎が 民衆に 通欹 する を 

得ぬ と 思 ふ。 中 阈佛敎 は どこまでも 古來 の傳統 を^ ひ、 修道 高踏 以て 大器 を 打ち出し、 數は少 くも その 大器に よって 以 

て 佛日を 高 照せ しめる が、 最も 然るべき 行き方と 思 ふ。 昭和 十六 年より 十七 年に かけて、 淡 廐和尙 ゃ圓琪 法師に よって、 


北京 0 怫敎界 が 頗る 活氣 を帶 びて 來た 事實 を、 予は 現に 見て 居る 0 である。 

然し 靑年 活氣に 富む ものに は、 又 その 行くべき 道が ある。 それ は、 寺院の 建て前 を變 へる お？ と、 怫敎 の.！： 容を 改める 

事と である.。 怫敎 0 內容を 改める と.^ ふの は、 怫敎を 思 ひ 切って 民間に 開放す る である。 予 は念怫 について 考 へて 居 

る 事が ある。 支那の 念怫 は、 どこまでも 三學 兼修の もので、 戒定を 離れた 念怫 でない。 日本の 念佛に は、 三學を 超越し 

て、 信心の 中に 三學を 含ましめ たもの が ある。 卽ち 信心 0 德用 として 自ら 三 學相應 の 行 紫 あらしめ るので ある。 これ は 

全 怫敎が 信心の 中に 封 じ こめられ るに 至り、 よって 以て 三 學の形 を 超える ので あるから、 在家 • 出家の 姿に 執 はれぬ。 

如何なる もの も、 この 身 このま X にして 安心 解脫の 心境に 住する ので ある。 こ- 1 に來ら ねば、 怫敎の 民衆化がない。 怫 

敎の 民衆化 は、 念佛 によりて のみ、 初めて 之 を 期し 得られ やう。 然し これ は 中圃怫 敎史の 上から 見れば、 破天荒の あら 

仕事で あるから、 先頭に 立つ 人. に そ Q 人 を 得すん ば、 よき 傳統 を破壤 する。 中 画の 民族性から 見て、 欺る 荒仕事が 出來 

る や 否や、 大に 見通し をつ けねば ならぬ。 一千 年 以上の 傳統を 有する 中 國怫敎 に、 斯る 念佛が あら はれす、 而 して 又 日 

本に も 比類の なき 念怫 である 以上 は、 或は 中 國には 成り立たぬ 0 では あるまい かと も 思 はれる。 明治 年間に. 於いて、 南 

一 の 楊 仁 山 居士と、 日本の 露宗學 者との 間に、 選擇 本願の 念 怫に關 して、 犬なる 論 諍が あった。 委しい 察 は、 こ X に 省 

筆す るが、 要するに 選擇 本願の 念 怫に對 して、 楊 仁 山 居士 は 絕對に 反 尉であった。 居士 は念怫 者で あつたが、 それに も 

拘ら す、 本願 Q 念 怫には 根本的の 反對 であった。 これが 恐らく は 中 固の 念怫 者の 通 相で あらう と 思 ふ。 そこに は 民族性 

の相違がその根抵に^^,はるのでぁる.から、 日本的の もの を 以て 之 を 中國に 適用す る 事 は出來 ぬ。 念 怫を中 固 民衆 一般に 

開放 せんに は、 何 か 中國の 風尙を 加へ て、 而 して 且つ 世 • 出世 を 一貫す る ものたら しめねば ならぬ。 換言すれば、 三^ 

を 超越せ しめる ものたら しめねば ならぬ。 これ は大 問題であって、 今後の 中 圃怫敎 の 課題で あらう。 他の 寺院の 建て前 
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を 改める とい ふ Q は、 これ は 左程の 大 問題で ない。 つまり、 求道者 を 待つ とい ふでな く、 進んで 道を說 くと いふ 建て前 

とする ので ある。 これ は 相當の 所まで 今日 やって 居る ので あらう。 說 くと いふ、 事に なれば、 學が 必要と なって 來る。 こ 

こで 予が 中圃怫 敎に對 して 切言した き は、 戒定に 努める が、 學杧 尉して 割合に 心 を 用 ひぬ とい ふ點 である。 中 圃佛敎 が 

學に 遠ざかつ たの は、 淸 朝の 中期 以後で あるら しい。 勿論 典籍が 殆ど 滅亡した からで あつたが、 楊 仁 山 居士の 怫經 流通 

處 以後 今日に て は 典籍が 實に 具備して 來た。 佛敎學 を與隆 して、 而 して 進んで 之を說 くと 5 ふ 所に、 自ら 寺院の 建て前 

が 改められ ると 思 ふ。 

要するに 中 國怫敎 が、 修道 高踏、 從づて 事 功を爭 はぬ 點に 於て 長听を 有する が、 敎 化が 普ね からす、 從 つて 怫敎の 民 

衆 化せぬ 所に、 短所 を 有する とい ふので ある。  - 

(ハ) 沙汰 廢佛 

沙汰と は 陶汰の 事で ある。 何等か Q 考試 によって 僧尼 を檢 案し、 之に 適合す る もの を 遺し、 然ら ざる もの を歸 俗せ し 

むる をい ふ Q である。 廢怫と は排怫 以上 Q もので、 言論 Q 域を脫 し、 武斷 によって 堂塔 を破壞 し、 儈尼 を絕廢 する をい 

ふので ある。 共に 日本 怫敎史 に は 見られぬ が、 中國佛 敎史に 於て、 還々 行 はれた ものであるから、 これ を 中國怫 敎の特 

相と 見て、 一條 を 別 立した ので ある。 前褐の 政敎分 域に は 長所 も あるが、 護國 Q 點に 於て 遺憾が あった。 又 修道 高踏に 

は、 これに も 長所が あるが、 敎化 Q 普ね からざる 點に 於て 遺憾が あった。 それが 根本と なって、 沙汰 事件と か、 廢佛事 

件と かいふ 激烈な 事柄が 起って 來 たので ある； - 事の 起る の は 種々 の 事柄が 輻輳して、 最後に 爆發 する Q であるから、 こ 

れを 一 因に Q み歸 せし むる ことが 出來 ない けれども、 その 主耍 なる 原因 は 何としても 敎界 内部に ある こと を 看過して は 

ならぬ。 若し 敎界 内部が 充實 して 居たら、 如何なる 外緣が 取り まいても 彼の 如き 事相 を 惹起す る ことが な. S であらう。 


中國の 出家に は、 賦慵を 逃れ、 兵役 を 避けたい 爲の ものが あった。 之が 爲に 外形 だけ 出家の 相 を爲す 察が、 古い 時代 

から 絕 えす 行 はれ. て 居る。 數百人 Q 壯 丁が 頭 髮を 削りて 寺院に 集合し、 坐 食 遊民の 徒と なったなら、 國家 として 0 損失 

が この 上 もない 事と なる。 損失に 止まらす して、 遂に 阈家 存亡の 問題と なる。 是に 於て、 爲政 者、 特に 軍國の 統治者 は、 

是等壯 丁に して、 何等か Q 方法 を 講ぜねば ならぬ。 沙汰 問題 は、 斯る 所に、 その 有力なる 原因 を 有する。 この 問題 Q 

初めて 文獻に 見える Q は、 旣に前 秦の符 堅の 時であった。 どの 程度まで 之 を 行 はんとし たか、 又 果して 之を實 行した か 

は、 詳細な 記錄 がな 5 けれども、 泰山の 儈朗に は 絕大な 敬意 を拂 ひ、 儈朗の 周圍の ものに 對 して は、 簡を 加へ なかつ 

たと あるから、 その勢カ範圍の寺院にi^して、 相當の 沙汰 を實 行した もので あらう と 思 ふ。 符堅 時代の 如き 戰爭 殺伐 こ 

れ日も 足らす、 壯丁を 要する 事 平年に 倍加す る 時代に ありて は、 遊食 徒 民の 集合す る 寺院に 奢 目す るの も、 盖し常 然と 

いはねば ならぬ。 少し 降って 東晉 時代に 於いても、 桓玄は 之 を實行 せんとして、 嚴 重な 制令 を 下した。 この 時も臟 山の 

慧 遠に して は、 絕i^の敬意を拂ひ、 廬山は 道德の 在る 所搜簡 0 例に 在らす として、 之 を 除外した のであった。 然し 

慧遠は 正面より 之に 反 g{ して、 佛敎內 の 事 は、 自ら 責任 を帶 びて 之 を 統制す るから、 外部よりの 壓迫は 差し 控 へられた 

い。 僧侶の 中には 講經 に從ふ もの も あるが、 叉讀誦 に從ふ もの も ある。 講經 のみに 重き を 置いて、 讀誦 を輕ん する は、 

宗教の 性質 を 知らざる ものである。 敎界は 敎界に 一 任すべし と， S ふ樣な 意味 を 以て、 政治に よって 宗敎を 統制す るの 不 

可 を 諷諌した。 新くて 沙汰 は 十分に 行 はれなかったら しいが、 然し これによ つて 敎界 を自肅 せし むる 事 多大であった と 

思 ふ。 沙汰 問題 は、 斯 くの 如く 五 胡 十六 國の 時代から 早く 旣に 起って 居る ので ある。 最も 前 趙後趙 時代に 於て、 怫 圆 澄 

の 感化 力の 偉大 は あるに しても、 軍務 を 避けん とする 意が 加 はって、 出家 逃 役す る ものが、 前後 踵 を 接する に 至り、 寺 

院の 繁昌 この 上な しとい ふ檬 な狀況 を呈， する に 至れば、 沙汰の 問題 は営然 起らざる を 得ぬ 0 である。 沙汰と いふ は、 考 

中 國佛敎 Q 特色  1 〇 三 


中 國佛敎 の 特色  一〇 四 

試に よって 衆 儈を儉 案し、 眞に 僧侶た るの 學カを 有する もの.. -みを 留めて、 逃 役の 爲に 出家 Q 相 を 取る もの を歸 俗せ し 

める ので ある。 慧 遠の 反爵 意見から 見れば、 學カ考 試が 中心で あつたと 思 はれる が、 慧 遠の いふ 如く 學カ のみが 傦 侶の 

资格 でない ので あるから、 爲政者 は敎界 をして 敎界 を淸理 せしめる のが、 自然の 道で あらう。 この 問題 は、 日本に 於て 

は 維新の 折に 一部に これに 相當 する 事 を 見た が、 先づ 日本に は 起らなかった と 言って よい。 その 理由 は 日本 精神の 普及 

と 怫敎の 普及と に 原因す るで あらう。 之に 反して、 一 たび 中國 を遊歷 した ものに は、 何人に も氣付 くで あらう が、 名山 

M 刹になる と、 數百 人の 大衆が 居る。 中には 三學 が嚴修 せられて 道譽の 四方に 高い 寺 も あるが、 多く は議 せらるべき 間 

題 を 提供して 居る。 今日 志 ある 儈分 は、 衣食の 爲の 出家の 多い の を 慨嘆して 居る から、 大衆の 中には 僧侶と しての 资格 

の 乏しい ものが 少 からぬ を 思 はしめ る。 平常 は それでも 事す むが、 一旦 事 ある 時になる と、 こ- -に 注目せられ るの は當 

然 である。 この 沙汰 問題に は、 經濟 上の 事 も 大に關 係 を 有する に 招 違ない が、 經濟關 係 は 次の 廢怫 事件の 下に 於いて 述 

ベる 事と する。 

次に 廢怫 事件 は、 社 會の變 動 時期、 文明の 轉囘 時期に 起る の を 常と する。 社會狀 勢の 逼迫が 積り くて、 遂に 斯る事 

件と なって 爆發 する Q である。 これに は 思想の 危機と 經濟の 危機と が、 その 最大の 原因 を爲 して 居る と 思 はれる。 我が 

日本に 於いて は、 維新の 後 鹿 兒島ゃ 松 本 や 上田 や 苗木 や 水 戶ゃ越 中 やに 於いて、 これに 稍 類似した 事件が 起った けれど 

も、 露 の 一部分で あつたし、 又 民衆に 怫 法が 通 徹して 居る ので、 天下の 大事た るまでに は 至らなかった が、 中國に 於て 

は、 三武 一宗の 禍と いはる. -大 事件と して、 史上に 大 なる 汚 點を遼 して 居る ので ある。 卽ち、 北魏 Q 道武帝 • 北 周の 武 

帝 • 唐の 武宗 • 後 周の 世宗 Q 廢佛 である。 その 原因 はすべ て 異なる から、 之 を 一 々解剖し 來る時 は、 今日 參考に 資すべ 

きもの を 含んで 居る に 相違ない が、. 大體 から いふ 時 は、 前 ニ囘の もの は 思想 問題が その 重耍な 原因 を爲 し、 後 二 囘のも 


0 は經濟 問題が その 重要な 原因 を爲 して 居た 樣に思 はれる。 中圃 として は、 、思想 Q 混亂 せる 際に、 之を統 一 すべき 目標 

を 何に 求むべき かとい ふ 段になる と、 之 を 道に 求む るの は 當然の 事で ある。 さて 道の 内容 を 如何にすべき かとい ふに、. 

之に 古今に 通じ 東西に 亙る 底の 普遍性 を與 ふる 時には、 立派な 成績 を 擧げる 事が 出來 るが、 道と なると、 道敎 徒が 暗躍 

して、 怫敎を 以て 外來 思想と して 之 を 排斥し、 敎界 を獨占 せんとす る。 若し 思想と しての 老莊に 依るならば、 健全に 伸 

張出來 るで あらう が、 迷信に 纏 はる- -道敎 が 跋扈す る 事と なれば、 識者 は 之に 盲從 する 事 を 肯んぜ ぬ。 そこに もつれ も 

つれて 廢怫 とい ふ 大事 件と なる Q である。 北 魏道武 帝の 廢怫 は、 道士 寇謙 之の 感化 力に よって、 司 徒 崔浩を 動かし、 延 

いて 武帝を 動かして、 怫敎を 全部 廢除 せんとす る 運動と なった のであった。 これに は 外敵が 怫敎の 背後に 隠れて、 ゅ國 

を 侵略 せんとす る 意思 を 有する とい ふ樣 な、 誤！^ や 疑懼 や を 伴つ ぎ たらしい。 文 獻には 見えぬ が、 予は 佛敎の 勢力 0 

絕大 なる に 警めて、 中國 は中國 思想に よって 統 一 せられね ばなら ぬと， S ふ 意味 を 有った. もので あつたと 思 ふ。 果して 然 

らば 中國 として は 當然な 事で あるが、 た この 機 會に乘 じて、 道 敎が餘 りに 跋 属した 所に 失敗が あった。 果して 武 帝の 

崩 去と 共に、 怫 法與隆 Q 詔が あり、 その 時に 大同 雲 岡の 石怫が 開鑿せられ たのであった。 予 は廢佛 事件の 花 は、 第二 

囘の 北周武 帝の それで あつたと 見る。 周 武は少 壯の英 維で、 思想 も あり、 辯才も あり、 堂々 と 自己の 意見 を 開陳して、 

之 を 公衆 Q 前に 披瀝し、 而 して 後事 を 行った のであった。 南北朝 互に 爵峙 して、 朝に して 夕 を 計らざる 如き 人生に し 

て、 健全なる 國家を 建てん に は、 先づ 思想より すべきに 留意して、 宗 敎に對 する 取り扱 ひ を、 道 儒釋の 順位と し、 义は 

儒道 釋の 順位と せんとした 事が、 佛 道兩敎 徒の 對立を 劇化した。 道 を 中心思想と じた 事 はよ いが、 こ Q 時 も 亦道敎 徒が 

活躍して 怫敎 排除の 擧に 出ん としたの が、 爆發の 有力なる 原因と なった ので ある。 この 時代の 怫敎 は、 思想と いひ、 外 

形と いひ、 實に 發展の 極に 達して、 やがて 天台 大師 あるべき 趨勢に あつたから、 之 を 以て 中國の 文化 を 推進せ しむべき 
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動力と する の は 時宜に 適する ので あるが、 之 を道敎 Q 傘下に 就かし めんと する は、 文化 を逆轉 せしめる 結果 を呈 する の 

である。 これ また 武帝 Q 崩 去と 共に、 隋の文 帝 Q 怫法 興隆と なって、 中國歷 史上 空前 Q 精華た る隋唐 文. 化 を結實 せしめ 

たので ある。 この 廢怫の 後、 隋 の靜瑰 法師に よって、 石經が 刻せられ た。 法滅 Q 世に 備 へんが 爲. であった 事に よりて、 

この 廢怫が 如何に 佛敎者 を 心の底まで 動かした かが 察せられる。 ニ囘の 廢佛が ある 以上 は、 この 後 更に 之 を 繰り， 返す ベ 

く、 よりて 以て 怫 法が 滅亡す るで あらう と考 へた 爲 であった。 斯 る廢怫 は、 日. H にな. S ので ある。 この 後の 廢怫 にも、 

勿論 思想 問題 は その 背後に あるが. - 主耍な 原因 は經濟 問題で あつたと 察せられる。 堂々 たる 堂塔 伽藍が 隨處に 建設 せら 

れ、 造 像ゃ怫 具が 金色 燦然た る 他方に、 窮民が 限り もな く蠭 動す る。 之に 對 して 爲政者 は絕 えす 心 を 打 たれた ので、 ， 

塔の 建立に 對 して 制限 を 加 へんと した 事 は、 六 朝以來 一再でなかった。 然し 民衆の 心 は、 怫敎に 向って ます， /\.、 傾く の 

みで あり、 今や 思想 上より Q 排擊は その 效な きまでに、 怫敎の 勢力が 璽 倒 的と なった ので ある。 斯る狀 態で あるから、 

國 家の 經濟が 困難 を 極む るに 至れば、 寺院に 屬 する 田園 を囘牧 し、 ^ その 造 像 器具 を牧 めて、 之 を 以て 鑄錢 し、 窮民 を 

賑恤 する の擧に 出る ので ある。 後の ニ囘の 廢怫に は、 この 方面が 著しく 見られる。 この 事 は 特に 言 ふ 程の 事で な 5Z。 唯 

中 國怫敎 史上の 特 招と いふの みに 止める。  ， *  . 

, 第 八 放任 漸大 

この 下に 述べる もの は、 中國 民族性の 特色で、 それが 怫敎の 上に も あら はれる の は、 盖し 當然の 事で ある。 予 はかね 

て 日華 兩 民族の 招 違を誕 照して、 日本の 統制 性 • 純一 性 • 速 巧 性に 對 して、 中 國には 放任 性 • 混 融性. 鈍大 性が あると 

言って 居る。 日本に はすべ ての 方面 忙銃 制が 行 はれて、 中國 から 見るならば 一 絲紊れ ぬ 長所 を 有する。 之に 對 して 中國 


に は 古來通 徹せる 統制がない、 すべてが 放任で ある。 古來 放任の 間に 樂土 安民 を诛 つて 居る から、 之に 統制 を 加 へんと 

する 時 は、 不要な 干 涉と感 する に 根 違ない。 銃 治者た る もの、 之を會 得して 居ねば、 好意が 却って 憎惡の 結果 を K 肩す iss^ 

となる。 

又 日本に は 雜多を 整理して 之 を 純一なら しめる ものが あって、 中國 から 見るならば、 餘 りに 簡素で 物 足らぬ までに 思 

ふで あらう が、 日本 はこの 簡明 を 喜ぶ ので ある。 之に 反して 中國 では 1 切の 文物が 雜多煩 s| である。 日本から 見れば 頌 

はし さに 堪へ ぬ、 少く とも 苦になる が、 中國 では その 雜 多の 中に 何等か 融通 を感 する ので ある。 一 口にい は 所謂 大國 

風と でも 言 はう か、 すべての もの を 併せ 來 つて 淸獨 併せ 呑む 底の 趣きが ある。 これ 民族性の 招 違に よるので あるから、 

この 雜 多に 徵 して 日本 流に 之 を 簡素化 せんと すれば、 却って その 心 を 得ぬ に 至る と 思 はれる。 これ また 我が 施設の 上に 

於て 用心せ ねばならぬ 所で ある。 

又 日本で は、 すべての 文物に 1^, りて 理解が 早く 進歩が 早い。 拙速と いふ 語が あるが、 日本の は 巧みに して 速 かで、 そ 

の點は 世界の 何阈 でも 之 を 恐れて 居る と 思 ふ。 之に 對 して 中 國は、 歩み は遲 いが、 一方 を 向. S. たら どこまでも それ を迪 

つて、 一歩々 々進んで 遂に 大を 成す に 至る 事が 見られる。 決して あせらぬ、 飽くまで 落ち 箸 5 て 1 路を迪 る。 予は之 を 

鈍大 性と， S ふが、 これ また 施設 者が 留意せ ねばならぬ ものである。 

以上 は 民族性の あら はれで あるから、 特に 怫敎の 上に 就いて 言 ふまで もない と 思 ふが、 然し 中 國怫敎 を 理解 せんとす 

る 時 は、 是等 民族性に 基づく 特色 をも考 へて 置く 必要が ある。 この 民族性の 怫敎の 上に あら はれた もの を、 (ィ) 放任 

離 型、 (to 混融無 方、 (ハ) 守 一 漸大 の， 三 件と し、 次 下に 之 を 敷衍して 見よう。 

(ィ) 放：；：！^ 離 型 
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古來 放任 を その 特色と し、 帝 カ何ぞ 我に あらん や 的の 生活 を 送った 中國 民族の 佛敎界 に は、 この 放任 性が 徹底的に 行 

はれ、 それが 儀 禮ゃ造 像の 上に も 行 はれて、 一定の 型がない とい ふ 程の 狀態 を呈 して 居る。 その 敎界を 見る に、 相互の 

間に 何等 Q 統制 組織 も 見られす、 全く Q 放任 狀態 である。 天台 山 は 天台 大師の 法 糧を樹 てた 所で、 天下の 天台宗の 大本 

山、 大 中心で あるべき であるが、 而も 天台 を宗 とする 諸 國の僧 分との 間に、 本山， 末 徒の 關係 がない。 寺の 關係 はない 

とする も、 僭 分との 間に 連絡が あるべき 箸と 思 はれる が、 それが 有る とも 思 はれぬ。 國淸 寺で は、 どこに 天台 を宗 とす 

る も Q が あるか を、 恐らく は 知るまい と 思 ふ。 嵩 山 少林 寺 は、 達磨 大師の 九 年 面壁の 場所で、 禪 家に 取って は 無比の 道 

場で ある。 天下の 禪寺は 悉く 之 を 大本山と 仰がねば ならぬ ので ある。 然るに 事實は 左までの 關 係が 無い。 志 ある ものが 

之に 參拜 する ので ある。 參拜 者が 多い 爲 であらう、 流石に 名刹 巨刹の 面影 は あるが、 然し 天下の 禪徒 中に 少林 寺 を 知る 

もの、 左程 多數 でない と 思 ふ。 少林 寺 は 曹洞宗 を 傅へ、 福 州の 鼓山 も 亦曹洞 宗を傳 ふるが、 彼此の 間に 連絡 ありと 見ら 

れぬ。 天下の 曹 洞を宗 とする も Q、 少林 寺が 曹洞宗 脈を傳 ふる を 知る もの 某して 何人 あるかの 狀况 である。 予は 大正 十 

年 湖南の 潙 山を訪 うた。 近世に 至って、 これが 湯 仰宗の 本場で ある を 知った 二三の 僧 分が 之 を 再 輿 せんとして 居た。 予 

の 往訪 を 心から 歡迎 して、 別れに 際して 懇々 予に躧 する に、 若し ど. こかに 潙 仰を宗 とする ものに 遭遇せば、 祖山 再興の 

擧の ある 事を傳 へて ほしいと いふ Q であった。 招 互の 間に 連絡の なき 事が、 これで 會 得せられる。 予 よりいへば、 潙仰 

宗の 中絶した Q は、 早く も宋代 頃であった から、 天下に 襟 仰を宗 とする ものが あるべき でない。 二三 Q 有志 は、 學 問の 

上から 往年 を 追懐して. 之 を 再興 せんとす るので あって、 實ば 二三の 有志 以外に 襟 仰宗の もの 

力 カレので ある ぼくの 

如く、 人に 就く 宗旨の 上に 於ても、 相互の 間に 何等の 連絡 もない。 况んゃ 寺に 就いては、 本山 • 末 寺の 統制が な， S ので 

ある。 これ 中 國怫敎 の 日本に 異なる 特質の 一 であって、 中 園の 僭 分 は 日本の 宗派と しての 統制が あり、 從 つて 宗 とし 


ての 活動の あるの を、 心から 養 望して 居る ので ある。 

、  * 

叉 寺と 信徒との 閼 係に 於ても 同様であって、 寺に 一定の 擅 徒 叉 は 信徒と S ふ ものがない。 その 點は又 日本に 於て 師植 

の關 係の 密接な のと、 全く 異なる ので ある。 大欖那 があって、 時に 廣大な Si 園 や 田 林 を 布施す るから、 寺 はこれ によつ 

て 徒弟 を 養成し、 寺 門の 繁昌 を 期す る。 名山 大 刹の 住持た る もの は、 大衆 を 養成す る こと を、 その 资 格の 重大なる もの 

とする ので、 衣食 給せ ぬ 事 ともなれば、 布施 を 大方に 募る 事と なる。 檀徒 や 信徒に 對 してで なく、 緣を 求めて 廣く 募集 

する。^ 方の 名山 を 往訪した 時に、 住持 は 多く K. 在であった e それ は 南洋の 華僑の 間に 募緣 して 居る との 事であった。 

斯くて 葬儀に、 又は 法會 に際會 する 時、 怫敎 信者 は有緣 Q 儈を 招きて 之を營 み、 义は 自己の 欲する 寺に 至って 之 を 行 ふ 

から、 有德の 法師に して 一 たび そ Q 道 譽が傳 はる 事 ともなれば、 そこに 集り 來る もの は 頗る 多い と 見える。 之に よって 

有德の 法師に よって 復興せられ、 叉 は 新 建 せらる- - 寺院が 隨 所に 見られる。 こ -^に佛敎の底カがぁり、 耍は 人の 問題と 

なる。 これ また 中 圃怫敎 の 特質で、 中國の 寺院で は 日本の 寺の 師檀關 係の 密接なる を、 大いに 藥 望して 居る Q である。 

この 無統制 は、 敎界 Q 上 のみでない。 塔 幢ゃ造 像の 上に も 行 はれて 居る。 造 像 ゃ塔嶝 ではない が、 si や 形態の 變化 

の 種々 無量なる に、 伊東 忠太 博士 は大 なる 與味を 感じ、 出來 得る 限り 之 を 整理して、 現今 大著 を. 公刊し つん ある。 これ 

は 一 定 Q 型が なく、 各自の 自由によ る 所から、 銘々 が 思 ひ/.^ の 意匠 を 試みる 爲で、 予 よりい へば 放任 Q 然 らしめ る 成 

り 行きで ある。 そこに は 非常な 面白味 も あるが、 叉餘 りの 無 銃 制に 呆然た る もの も ある。 中 國が調 ぶれば 調ぶ る 程 分ら 

なくなる とい ふ 批評の 起る も、 こ. - にあり、 それが 又 何ともい へぬ 魅力と なって、 世界の 人の 心を惹 きつける 因緣 とも 

なる ので ある。 予の 見た る 塔 や. 幢の數 が、 招當の 多數に 上る が、 之 を 極言 すれば、 同 一 の 形 を もち、 同 一 の 大きさ を も 

つ 塔ゃ幢 は、 天下に 一 つもない といって よい。 之 を委說 する 事 を 省筆す るが、 何等かの 點に 於て いづれ も 異なる ので あ 
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る。 一方から いへば、 能く も斯 くまでの 變化 あらしめ たとい ふ 事になる。 圖案家 や 技工 者が、 特に 意識して こ Q 變化ぁ 

らしめ たも Q か 否か は 分らぬ が、 自由な 立場に 立って 圖 案し、 技術す る 時に、 自然に この 變 化が 出來 たも Q であらう。 

造 像に 至りて は、 更に 之よりも 甚 しい ものが あると 言って よい。 要するに 一 定の 型がない。 日本 Q 沸 像に は、 一 定の方 

式が あって、 その 方式に よって 何 怫かを 知る 事が 出來 るが、 中 HQ 怫 像に はこれ がない から、 何怫 やら 分らぬ。 藥壺の 

如き もの を 持す るから、 藥 師如來 かとい へば、 左様と も 限らす、 又 藥師如 來が必 す 藥壺を 持す ると も 限らぬ。 禪定 €! 招 

を爲 さう が、. 說 法の 相を爲 さう が、 降魔の 相を爲 さう が、 さて 叉 施 無 長 印で あらう が、 法身 印で あらう が、 それに 阿彌 

陀如來 と 銘打てば 阿彌 陀如來 であり、 釋迦 如来と 銘打てば 釋 迦如來 である。 造 像 は 作者の 意樂 で、 如何なる 形 を も 取り、 

之に 名 づける 事に よって、 初め C 怫名 がき まると 言った 樣なも Q である。 唐 代に 於て 日本に 儀 軌が傳 はった から、 中圈 

に 於いても それが 行 はれ C 居た ものと 察せられ るが、 然し これまでの 概觀 では、 中 國の佛 像 は、 古往今来 斯 くの 如く 放 

任 離 型であった らしく 思 はれる。 形式に ついて 確固たる 問題 を 抱きつ-"、 時代に 從 つて 之 を 委しく 研究せ ねば、 判然た 

る 結論 は 下し 得ぬ が、 予 はすべ ての 文物に 對 する 概觀 から、， 以上 0 如くに 考 ふるので ある。 こ- -に中 國怫敎 Q 特色が あ 

る： 

(口) 混 融 無 方 

中國 にも、 唐 末より 五代 を經 ての 宋 朝の 禪宗 時代に は、 所謂 茶味禪 味と いふ も Q が あり、 簡素 洒脫な 風 尙が行 はれた 

が、 然し 中國 Q 特色 は 一般と して、 日本から 見れば 煩 紫で あり 雜多 である。 念怫 者た る 北京の 有力な 居士 Q 佛 堂に は、. 

實に 夥多の 怫 像が ある。 中 國の佛 像 は 勿論、 西 藏の怫 像 も あり、 而 して そ Q 佛 像に お、 特定の も Q なく、 得る に從 つて 

蒐集した と 見られる。 それ も 美術. か 骨董なら ば、 何の 問題 もない が、 居士 はこれ に 隠して 敬虔な 態度 を 以て 奉仕す るの 


である。 日本で は 淨土敎 Q 信者、 日蓮 宗の 信者、 禪宗 Q 信者、 各自に その 所 尊 を 異にする から、 自己の 宗義に 1 致せぬ 

もの は、 之 を 尊崇 はする が、 然し 禮拜の 尉 象と 爲すを 欲せぬ。 卽ち規 を 守りて 自他 を 分別す るので ある。 然るに 中國に 

て は、 この 守規 分別と いふ 事がない かに 見られる。 雜 多の 怫 菩薩 像が 混淆し C 居り、 而 して その 間に 何等か 融通 性 を兑 

る Q である。 予は之 を 混融無 方と いふ。 日本から すれば、 斯く雜 り 物 Q あるの が 苦になる けれども、 中國 Q 人 は 之 を 心 

にかけ ぬ。 心に かけぬ とい ふの は、 何等か 彼此の 間に 融通 を感 する Q. であるが、 日本の 人に は それが 會 得せられぬ。 耍 

する に大國 風と いふ もので あらう。 又、 北京の 有力な 居士 は、 儒敎 信者で あり、 怫敎 信者で あり、 同時に 道教 信者で あ 

p， 叉紅^！^字敎の信者でぁる。 日本人から 見れば、 それが 政略 的と か 社交的と かに 見られる ので あらう が、 中 圃の人 は 

露摯な 態度 を 以て 之を爲 して 居る ので ある。 昔の 王者に、 怫敎 徒から は 佛敎の 外 護 者と せられ、 耶敎 徒から は 耶敎の 信 

者と せられ、 火敎 徒から は 火敎の 後援者と せられる ものが ある。 恐らく は その いづれ でもな く、 同時に そ いづれ でも 

あつたで あらう。 そ Q 事 は 現代の 巨人と いふべき も Q を 見て、 之 を 首肯す る 事が 出來 る。 

こ Q 混融無 方の 民族性の 最も 能く 具現した もの は、 道院 である。 道院は 先天 老祖を 中心として これに^ 擅 を 添へ て あ 

り、 而 して 夥多の 尊 位 を 安 じ C 居る。 先天 老祖に は、 項繁 と、 釋迦 と、 老子と、 耶蘇と、 馬 i 口 墨と を陪 尊と し、 何敎 0 

も Q でも その 信仰 を 捨てす して、 道院の 信者た さ を 得べ しとい ふ。 お 多の 尊 位 中には、 約 翰 も あり、 諸 葛 武侯も あり、 

岳 飛 も ある。 斯る道 院を案 屮；！ した 民族性が、 佛敎 に混融 的の 樣相 あらしめ るの は、 自然の 事で ある。 怫敎 と道敎 との 混 

精 は、 當然 この 性質から あら はれる。 道 沸の 混 清 は、 今日に 始 つた Q でな く、 旣に六 朝 時代よりの ことで あるが、 淸朝 

時代より 一 層の 甚し きを 加へ た。 佛敎の 名山 大 刹に、 概ね 關 帝廟が あり、 叉ト占 9 籤が ある。 これ は 怫敎に 及ぼせる 道 

敎 Q 影響で ある。 同時に 又 道廟の 中に、 或は 觀音 あり、 或は 釋迦 あり、 叉 或は 「般若 心經」 あり、 或は 「高 世觀 音經」 
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が ある。 是は 道教に 及ぼせる 怫敎 Q 影響で ある。 日本 流の 守規 分別 觀 からすれば、 寺と 廟と Q 間に、 截然たる 區 別を爲 

し、 寺 は怫敎 であって， 道教で ない、 廟は 道教であって 佛敎 でない 蔡 となる から、 寺の 衰滅と、 廟 Q 活氣 とを對 照して、 

道敎の 隆昌 • 怫敎 0 微弱 を， S ふが、 それ は 表面的の 觀 方であって、 內容に 立ち入っての も Q でない ので ある。 道廟 中に 

觀音 あり、 「心 經」 ある は、 民衆の 心から 佛敎を 取り去る 事の 出來 ない 證據 であり、 怫敎 は道廟 中に 入って その 生命 を 

維持して 居る ので ある。 

道教に 驕 する ものに、 民衆 三部 經 とい ふ ものが ある。 實際 上、 民衆の 道德 は、 是等 Q 三部 經 によって 維持せられ C 居 

る。 それ は 「太 上感 應篇」 「文 昌帝君 陰隙 文」 「關聖 帝 君覺世 眞經」 で、 いづれ も 短い ものである。 中に 於て 最も 多く 

人心 を惹 き、 道德： の 基礎と なって 居る もの は、 「陰 隙 文」 である。 これ 等三經 は、 いづれ も 因 果應 報の 信仰 を 以て 經と 

し、 諸 惡莫作 • 衆 善 奉行 を 以て 緯 として 居る。 以て その 骨格が 佛敎 である 事 を 知るべき である。 斯る 怫敎的 骨格 を-有し 

つ. 1、 それが 道敎 0 三部 經と せられて 居る ので ある。 以て 道教が 佛敎の 內容を 有する を 知る 事が 出来る。 然 らば 如何に 

して これが 道教と なる かとい へば、 諸悪 を. 作 さす、 衆 善 を， 奉行す る 所以 は、 大 にして は 天 仙と なり、 小に し C は 地 仙 

とならん が爲 とせられる。 天 仙 • 地 仙の 事 は、 r 感 應篇」 に 見ら る \ だけで あるが、 然し これが 三經の 終局 Q 目標で あ 

る。 それが 道教た る 所以で ある 。道 佛ニ敎 と 言って、 佛敎と 展 別せられ る 道教が、 斯 くの 如く 怫敎の 基礎 0 上に 構成せ 

られ C 居る から、 民衆の 心の中に、 怫敎が 牢固な 基礎 を 有する ので ある。 これが 爲に、 怫敎の 底力が 非常に 大きく、 人 

物 さへ あれば 翕然と して 振起す るので ある。 

(0 守. ー漸大 

これ も 民族性の 然 らしめ る 所で ある。 キ國の 佛敎徒 は、 古 來ーを 守りて 倦ます、 擅ます、 あせらす、 外見せ すして、 


一路 を徐々 と、 然し 一歩一歩 前進した 跡が 見られる。 予は之 を鈍大 性と いふ。 でれ は範 圖が廣 く、 平野 (多く、 且つ 氣候 

の激變 のない 所に も 原因しょう。 一 體中國 の 民族 は 弱い やうで あるが、 然し 粘 著 力が 强ぃ。 「老子」 0 三寳 0 慈 *儉* 

不孜 at 天下 先の 如き は、 この 民族性から でなくて は あら はれぬ ものである。 慈なる が 故に 剛し、 儉な るが 故に 廣し、 敢 

て 天下の 先と 爲ら ざるが 故に 成 器の 長たり と あるが、 特に 最後の 敢て 天下の 先と 爲ら ぬと いふ 如き は、 宣傳 これ 力む る 

米國 風と 對镳 的の ものである。 守 一 漸大の 心 術 は、 全く 敢て 天下の 先たら すして、 成 器の 長た る 自信がなくて は 出來得 

ぬ ものである。 

守 一 漸大の 適例 は、 その 撰述 や 刻經の 上に も 能く 見られ • る。 中國の 得意と する 所 は、 校 勘の 嚴重 なること、 浩 漁なる 

佛典を 一字 一字 讀 みこな して、 行く 所に ある。 手取り 早く 行かん とする ものに は、 到底 堪へ 得られぬ までの 窜が、 却って 

中國 Q 人に 適當 する。 先 づ翻譯 0 上から 見ても、 六 百卷の r 大 般若 經」 Q 如き、 八十 卷の 「華 嚴經」 の 如き、 四十 卷の 

「涅槃 經」 の 如き、 よくも 根 機よ く 之 を爲し 得た 事で ある。 特に 「大 般若 經」 Q 如き は、 同一 の 長々 しい 文 W を 幾囘も 

繰，^ 返す が、 之 を 悉く その ま- -の 文字と し C ある。 早く せんと 思 はば T 前 同斷」 を 以て を 能くし 得べき に、 決して 之 を 

略筆せ ぬ 所に、 その 特色が 見られる。 昭和 十六 年 北京の 三時 學會 を訪 うて、 朱帮 煌なる ate. 士の 撰せ る 「法相 辭典」 なる 

ものに 接した。 唯 識宗に a する 經論 を、 悉く 引證 せる 字典で、 その 切-々 撓 まぬ 根 機の よきに 驚かされた。 .2 容 からす 

れば、 或は 左程に 氣 のきいた もので な 5 かも 知れぬ が、 然し 大いにた よりになる 點に 於て は、 推賞 せらるべき 慣愤が あ 

る。 古來 この類の ものが 多々 ある。 「法 苑珠 林」 や、 「經 律異 招」 や、 さて は 音義類 やの 如き、 いづれ も 根 機よ き 撰述 

で、 丽も是 等 は 直ちに 入藏 せられた 0 である。 叉 三時 學會の 韓淸淨 居士 は、 浩瀚な 「大瑜 伽 論」 を 克明に？ ま 破して、 之 

に 科 文 を 加へ て 居り、 もの 副産物の 一 とし c、 錯簡 ある 個所 を發 見して 居た。 この 論に 錯簡の ある 事 を 見出だした など 
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いふ 事 は、 未だ 曾て 學界 にあるまい。 つまらぬ 事と いへば それまで なれ ど、 苟 くも 佛敎學 を 正しく 建設 せんに は、 その 

基礎 を 丈夫に せねば ならぬ。 基礎工事 は、 誠に 骨が折れて、 實に氣 のきかぬ 仕事で ある。 この 仕事 は、 いづれ かとい へ 

ば 日本 Q 不得意、 中國の 得意の 舞臺 である。 日本に は、 大綱 要領 を 能く 把握して 之 を概說 すると ころに、 獨特の 長所が 

あり、 中 國には コッく 一字 一 字づ k を讀 み、 之 を 解し、 味って 行ぐ 所に また その 特長が ある。 刻經 についても、 その 

長所が 見られる。 中國 Q 浩瀚な 出版 は、 楊文會 居士の 怫經 流通 處以來 の ものであるが、 彼此 0 刻經處 Q 出 板 は 先づく 

誤字がない と 言って よい。 これ は 最後 は 刻經者 Q 道念の 問題に 入り込む ので あるが、 然し その 當事 者が すべ て 立派な 信 

者で ある 譯 でもない から、 その 守 一 漸大の 性質 Q 然 らしめ る も Q と 言って 然るべき である。 以上 Q 樣な 撰述 ゃ刻經 だけ 

では、 まだ 大と言 へぬ が、 これが 延長した 所に、 鈍 犬が 成り立つ Q である。  - 

守 一 漸大 Q 適例と して、 石 佛石經 が ある。 中國 の石佛 は、 北魏の 大同 雲 岡に 始 るが、 續 いて、 洛陽龍 門の も Q が あ 

る。 次いで 北齊 Q 南北 兩響堂 山が あって、 河南 武安縣 と 河北 磁縣に 跨る。 隋 代の ものに は 山東靑 州の 驗 山. 雲 門 山 や 玉 

函 山が ある。 唐 代の も Q に は 洛陽龍 門の 大佛ゃ 山 東祌通 寺の や 山 西 天 龍 山の が ある。 宋 代の ものに は 浙江杭 州の 煙霞 洞 

が ある。 元 代の ものに は 同じく 杭 州 0! 飛來 峰が ある。 是等は そ Q 大；； る もの を擧 げたので あるが、 そ Q 他に 各 時代 を 通 

じて 夥多 Q も Q が ある。 以上の 中、 雲 岡 一 ケ所 だけで 見る も、 あの 構想と いひ、 刻 技と いひ、 その 偉大な、 又 その 緻密 

な、 叉 そ Q 意匠の 縱撗 や、 その 精神の 俊英 や、 如何にして 當時斯 る 大作が あり 得 たかを 驚嘆せ ざる を 得ぬ ので ある。 そ 

の大窟 Q 壁面に は、 四 五 丈に 二三 十 丈 も ある 壁面に、 大小の 翁 を些の 間隙 もな きまでに 刻し つぶして 居る。 恐らく は當 

初より 斯 くせんと した もので なく、 先づ 大きな 龕が 出來、 次第に 中龜に 及び、 後に は 間隙の ある 所に、 或は 方、 或は 長 

方形の もの を、 次第に 刻して 行った もので あらう か。 中には 全體 として まとまつ たもの も あるが、 多く は當 初よ リ全體 


ひ 構想 を爲 した も Q でない かに 思 はれる。 こ Q 雲 岡 0 石怫 は、 太 和 年間 を 中心として、 前後 三十 餘 年に 冗る ので ある。 

I 一  11 岡 一 ケ所 でも、 その 鈍 大性を 遺憾な く發 揮す るが、 況ん やその 他に 幾多の 石怫 ある を やで ある。 龍 門の 唐の 大怫の 如 

き は、 高 宗と皇 后武 氏の 發 願に 成った もので、 象敎の 東漸して より、 最も 推 潜すべき ものと 霄 はれた ので ある。 この 廣 

の大怫 も、 雲 門の 魏の 大怫 も、 坐像であって、 我が 奈良 Q 大佛 より 少し ^ いだけ である。 是 等の 石 佛は、 悉く 自然の 岩 

石 を 掘 養した ものであるから、 岩石の あらん 限り は、 決して 倒れたり 動いたり する もので ない。 

石經 はまた 悠久 遠大な 意圖の 下に 成された ものである。 中 画に は 度々 廢怫 とい ふ 大事 件が 起る。 それ は 範圖内 Q 佛像 

經論を 全部 廢 毀し、 僭 尼 を 還俗せ しめる もので、 日本に は 曾て 例の ない 懷 事で ある。 北 魏道武 帝の 廢怫を 以て 第 一 囘と 

し、 北周武 帝の 時の が 第二 囘 である。 北魏 の道武 帝の 廢怫に 心膽を 寒から しめた 怫敎徒 は、 第二 囘の 廢佛が 起ったなら 

ば、 佛敎は 長く 滅亡す る ものと. S ふ豫 想を懷 かざる を 得なかった。 北 周の 時代に 至り、 第二 囘の廢 怫到來 すべし と豫感 

した ものと 見え、 これに 激發 せられて、 石經が 造られる に 至った。 この 石 經に摩 崖の もの も あり、 石柱の もの も あり、 

碑の もの も あり、 壁 刻の もの も あり、 碑 版の もの も ある。 中に 於て 最も 精神の こもって 居る もの は、 壁 刻の ものと 碑 版 

の ものである。 壁 刻 は 河南 武安縣 北 響 堂 山に あるが、 それ は 周 武廢佛 の 少し 前で ある。 多分 天下の 敎界の 形勢が、 結 

廢怫 事件 を將來 せで は已 まぬ とい ふ豫感 があった 爲と思 はれる。 之が 發願者 は 北齊の 顯官驃 騎大將 軍唐邕 である。 發願 

文が 現存して 居る が、 それ を 見る と、 一代 經を 名山に 勒 せんとい ふに あった。 石 窟の壁 を 磨いて 鏡の 如くなら しめて、. 

それに 「維摩 經」 「勝 鬉經」 「彌 勒經」 を 刻して あ. る。 字體 も謹嚴 で、 誠に 見るべき ものである。 然し 斯る 方法に よつ 

て 一代 經を刻 出す る 事 は、 實際 上に 於て は 不可能の 事な ので ある。 北齊は 間もなく 亡んだ ので、 この 大業 は 自然の 間に 

中止と なった。 この 志 をつ いだ も. の は、 河北 房山驟 の石經 である。 隋 代に 至り、 靜瑰 とい ふ 法師が 碑 版の 形に 一 代經を 
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刻 出せん との 大願 を 起し、 その後 この 志 をつ いで 五代の 間 之 を繼續 したが、 唐の 武宗の 廢佛に 及んで 自然に 中止した。. 

經の 末尾に ある 願文 を 霞んで、 この 大業が 滅法の 時に 備 へた 事が 知られる。 單 なる 一 碑す らも、 事 は 容易で ない のに、 

一代 を 刻 成せん とする ので ある。 常 途の考 にて は 企及 だ も爲し 得られぬ 底の ものである。 法に 對 する 不動の 信念が あ 

り、 而も これ を 行 ふ ものに 鈍大性 あるに 非 すん ば、 單 なる 夢想に 終るべき である。 それが 實 現せられ て、 而 して 相當の 

成績 を擧 げた 事 は、 中國 文化史 上の 一大事 實 である。 これ 等の 石經は 山に 埋められて ぁづ た。 之 を 通 稱石經 山と いふ。. 

この 大業が 中止 せられて 後、 世に 忘れられ たが、 降りて 遼. の 時代に 至り、 地方 宫韓 紹芳が 偶然 石經 山に 登りて、 石室に 

埋藏 せられて ある 經石 を發 見して、 大いに 驚喜し、 之 を 朝廷に 白して、 國 家の 後援の 下に、 聖與 道の 三宗の 間、 之を續 

刻して、 遂に 前後 合して 大藏經 Q 過半 を 刻 成す るに 至った。 予 はこの 石經に 於て、 いよく 中國 Q 鈍 大性を 確認す るの 

である。 

以上、 撰述に 於て、 刻經に 於て、 さて は 又 石怫に 於て 石經に 於て、 中 國佛敎 の 守 ー漸大 Q 一般が 知られ 得る と 田^ ふ。 
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错  言  、 

中阈の 範圍は 甚だ 廣大 である。 而も 千有餘 年の 傳銃を 有する 怫敎 は、 如何なる 邊 地に 至る まで も、 そ 0 感化 0 跡 を 示 

して 居る。 斯る 地域まで はと 思 ふ處に 於て、 意外な 違 構 還 刻に 接して、 筆者 は幾囘 となく 驚喜した ので ある。 從來 0 佛 

敎は著 撰 を 通しての ものに 限られ-て 居た から、 地理に 關 する 部分 は、 殆ど その 顧慮に 上らす、 特に 遺構 や 遣 刻に 就いて 

は 全く 問題と せられなかった。 筆者 は 眞の中 國怫敎 史を閬 明 せんに は、 年代 觀に加 ふるに 地理 觀を 以てし、 身 その 地に 

至って 始めて 古賢の 說 相を會 得し 得べ しと 5 ふ 見地に 立って、 大正 九 年 以後 五囘に 亙りて 踏査 を 試み、 かなりに 廣く跋 

渉した。 この 践涉の 間に 於て 彼此に 散布す る 遺 刻 や 遺構に 接して、 時には 著 撰 以上の 迫力 を 感じ、 今後の 怫敎史 に は浙 

の 方面 を 加 ふる 事 Q 重要なる を 知った 0 である。  ， 

この 一 篇は、 研究の 結果 を、 何の 修飾 もな く 極めて 簡單に 叙述し、 地圖を 開いて 地理 的に 怫敎史 を 語らん とした もの 

である。 斯る 試み は、 從來 看過 せられて ある 所から、 この 叙述に は 過不足が 隨所 にあ. り、 必. f 何人も 一 應は便 利と 考へ、 

何人も 再應は 不満足 を 表する と は 思 ふが、 筆者 は 之 を. 以て、 前の 年代 的 佛敎史 と 相 表裏せ しめんと 擬 したので ある。 

之 を 南部 • 楊子 江 流域 • 中部： 黄河 流域 • 北 部に 分った の は、 便宜 的の 151! 分で ある。 大阪 毎日 新聞社の 需 めに 應じ 

て、 昭和 十三 年 九月に 楊子 江 流域の 佛敎を 草し、 昭和 十四 年 二月に 南部の 怫敎を 草した。 後年に 至りて 之 を 取り出して 

見て、 筆者 自身 も 便利な ものと 考 へたので、 今 新に 中部 0 佛敎 と、 黄河 流域の 佛敎 と、 及び 北部の 怫敎 ふ-を 加へ て、 敢 

て 之 を 公表す る 事と したので ある。 勿論 足らぬ 部分の 多い 事 は、 筆者 自身 能く 之 を 知悉して 居る が、 自身の {貪 地 踏査 を 

經 たもの、 又は 知 巳の 踏査 を經 たもの だけに 限った ので ある。 要するに 四百 餘 州の 到る 處に 古賢が あり、 隨 つて 遗 物が 
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存す るので あるから、 いくら 書いても 盡 きる 所がない ので ある。 

篇中、 石 窟ゃ石 經ゃ塔 幢に關 する ものが 甚だ 多い。 これ は、 斯る もの こそ 北 魏ゃ北 齊ゃ隋 唐宋元 やの 文化に 直接せ し 

める、 千載の 遗寳 で、 之に 對 する 印象 は、 著 撰に 誕す るよりも、 ー厣 深刻なる ものが ある 所から 之 を 加へ たので ある。 

筆者 は、 どこに 行っても、 之に 接して その 背後に 橫 はる 佛敎の 威力に 感じた ので ある。 この 中に 錄し たもの は、 規模の 

大 なる ものに 限った のであって、 * この 外に 山 西 や 山 東 やに、 限り もな く 存在す る。 そ は 叉 他の 人に よって 取り扱 はる X 

であらう。  ，  (^和 十八 年 二月 十五 日識) 

南部の 怫敎 

南部の 佛敎 は、 廣福ニ 省の もの を擧 ぐれば 事足る ので ある。 中國の 南方 Q 關 門は廣 州で、 海路 印度から 來 たものに 必 

ぐな *H つま  ぐな ばったら  しんた：" ざう 

す先づ こ. -に 上陸すべき 形勢に ある。 劉宋 時代の 求 那跋摩 ゃ求那 践陀羅 も、 後魏の 菩提 達磨 も、 梁の 眞諦 三藏 もこ. -に 

, 上陸し、 我が 露 如法 親王 もこ- - から 上船 南下せられ たとい ふ。 然し 今日の 中 國怫敎 の 上から 見れば、 盛 唐の 六祖慧 能が 

えりよう 

韶州曹 溪に法 帱を樹 てた のが、 その 基礎 を 築き、 五代に 至りて 偉 锻義存 が 福州雪 峰に 入って、 その 門より 福 州の 長 慶慧稷 

じん あん  け 

ゃ鼓山、神晏ゃを出.^、又韶州0雲門文偃を出して、 その子 孫が 廣福ニ 省に 榮 えたのに 着目せ ねばならぬ。 六祖は 五家 分 

派 以前の 人で、 中 國禪の 開祖と もい ふべき であり、 文 偃 は 五家 中に 於いて 高 古の 名を馳 せた 雲 門宗 の初祖 である。 廣東 

省に 前に 六祖を 出し、 後に 雲 門 宗の文 偃 を 出した 事 は、 中 國怫敎 史上に 於け る 光彩で ある。  • 

今 南部の 怫敎を 叙す るに 當り、 廣東 省に 於いて は、 六祖 の落髮 した 光孝 寺と、 その 道場たり し 曹溪南 華 寺と を 擧げ、 


夂 いで 文假 Q 故址奠 門 山大" ま 寺 を 擧げ" 猶廣 州の 六榕 寺と 華 林 寺と を附說 し、 福 建 省に 於いて は、 義存の 故 址雪峰 IS1 

寺、 慧 稜の蝠 州西禪 寺、 神晏の 鼓山 湧 泉 寺 を 擧げ、 之に加へて福淸縣の黄德山^^幅寺に及び、 猶«宋 年代に 於て 福 州 本 

大藏經 を 公刊せ し 東禪寺 及び 開 元 寺に ついて 一 言したい と 思 ふ。 廣東 省の 怫敎は 五代 大漢 王家の 保護に より、 福 建 省の 

佛敎は 五代 閩越 王家の 保護に よった 事 も、 注意す るの 必要が ある。 

1 、 廣東曹 溪南華 寺 

曹溪 0 名は禪 家に 取. つて、 或は 嵩 山よりも-層 直接の 意義 を 有する。 そ は 六祖慧 能が 「壇 經」 を說 いた 故址 で、 「je 

え じ やう せいげんぎ JS* うし 

經」 は 中 國禪の 基礎 を 築いた ものた るが ゆ ゑで ある。 六 祖に南 嶽懷讓 と 靑原行 思と いふ 二 大法 嗣が あり、 南嶽 0 下に 臨 

ゐぎ やう 

濟 ，潙 仰の ニ宗を 分れし め、 靑 原の 末に 曹洞 • 雲 門 • 法眼 Q 三宗を 分れ しめたの である。 

え のう  わう ばい  こう 二ん  、ん， -KN 

六 祖慧能 は 湖北 省 黄 梅の 五祖弘 忍に 法 を 得て、 故鄉 Q 嶺 南に 還り、. 久しく 在俗の ま. - であった が、 k 宗 なる も Q が廣 

州 光孝 寺に 「涅槃 經」 を 講じつ. - ありし 時、 風幡の 問答に よ、 つて 衆 驚かし、 やがて こ. 1 に剃髮 したと 傳 へられる。 光 

孝 寺 は 廣州隨 一 の 名刹で.、 こ. -に大 菩提樹が あり、 六 祖の髮 塔が、 あり、 大漢王 劉 sl^ の鐡 塔が ある。 昭和 六年鼙 者の 往 

訪 した 時には、 寺 は 法官 學 校に 充てられ、 風幡堂 は小學 校の 雨天 體操 場に 充てられ てあつた。 この 光孝 寺 は、 陳の爲 諦 

三藏が r 攝論」 を翻譯 した 故 址と傳 へられ、 1^ 唐 Q 中葉に 「楞 嚴經」 が、 こ. 1 で翻譯 せられた と傳 へられる ので、 怫敎 

史上 重要な 意義 を 有する。  、 

南 華 寺は廣 州より 鐵路 によって 韶關に 向 ひ、 二つ 手前の 馬 壩車站 より 僅に 半里 許の 東方に ある。 资林山 を 北と し曹溪 

を 南と する 景勝の地 を 占む る、 堂々 たる 互 刹で、 こ ムに寳 塔が あり、 六 祖の肉 身 像が ある。 
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六祖は 則天武 后の 招きに も 出です して こ. t に 終生 を 送った ので あつたが、 この 名刹 も 時の 變遷 によって、 他の 侵略 を 

蒙り、 元 明の 交に 殆ど 廢滅 Q 狀態 になった。 これ を 再興した のが 明 代の 憨山 大師で ある。 之が 爲に憨 山 大師の 肉 身 像 も 

寳塔內 に 安 ぜられ て ある。 南 華 寺 域に 存 する 名所の 頗る 多. いのは 勿論の 事で ある。 この 南 華 寺 は 中 國禪の 開祖 六 祖の在 

住せる 所と て、 中 圃の禪 家に 取って は祖 山の 嵩 山 少林 寺よりも 一層 親しみが あり、 こ. -に巡 鱧す る もの. \ 跡を絕 たぬ。 

一一、 廣 東雲 門 山 大覺寺 

雲 門 宗の初 祖文偃 は 五代の 人で あるから、 六祖慧 能より セ 世の 末孫で ある。 靑原 系の IS 峰義存 の法嗣 であって、 雲 門 

宗 の初祖 たるに 至った の は、 偏へ に大漢 王家 Q 後援に よった ので ある。 雲 門 山 は韶關 より 西方 八十 支 里 許の 乳源縣 にあ 

り、 湖南 省に 近い 邊陬 にある ので、 時世の 變遷を 受け 易い。 今 は 見る 影 もない までに 荒 廢に歸 して 居る が、 然し 文 偃の 

肉 身 像 Q 保存 せられて あるの は 流石に 名刹 Q 名殘 である。 昭和 六 年、 筆者が 之 を 往訪した 時、 寺 門の 兩 側に 文 偃 を傳ふ 

る兩 碑の 儼存 して 居た のに は 驚喜 を 禁じ 得なかった。 一 は 漢大资 元年 立の 大漢韶 州 雲 門 山 光泰 禪院故 E 眞 大師 實性 碑で 

あり、 他 は 大寳七 年 立の 大漢韶 州 雲 鬥山大 覺禪寺 大慈雲 匡 聖宏明 大師 碑銘で ある。 共に 文 偃 を 記念せ る も Q である。 

文 偃 は 乾 和 七 年 (西紀 九 四 九) 八十 八歲を 以て 入寂した ので、 大寳 元年 (西紀 九 五八) は その 寂 後 九 年の もので あ 

り、 大寳七 年 は 十五 年後の ものであるから、 兩 碑の 傳 ふる 所 は、 能く その 史實を 得て 居る と 見て よい。 土地の 邊 陬の爲 

に、 是等兩 碑 は 浩瀚な 「金石 萃編」 にも 褐 載せられて ゐ ない。 地方 志に 之 を 揭げて 居る もの も あるが、 字 の 上に 臍る 

誤謬が ある。 予は實 地に 兩碑 を拓 する を 得て、 望外の 喜 を 感じた。 

； 偃の 史實 は娓る 不明で あるが、 雨 碑に よ-つて 誤！！ なき 傅 を爲す ことが 出來る 0, である。 當時兩 碑の 龜趺の 首の 下が 


i られ てぁづ た。 この 寺に 住する 唯一 の 若儈に 聞けば、 この 寺に 居を搆 へた 匪 城が、 數日 前に こムを 去る 時に、 隠匿せ 

る 職 物 を 掘り 去った 跡で あると 言って 居た。 

三、 廣東廣 州六榕 寺、 華 林 寺 ，， 

廣 州に は 名刹 光孝 寺の 外に、 六榕 寺と 華 林 寺と が ある C 六 樽 寺と いふの は、 蘇 東 坡が六 榕樹の ある 所から 命じた.，？ 4.^ 

な名稱 で、 こ 乂の華 塔 は 廣州隨 一 の壯觀 である。 寺 中には 唐 代の 石怫と 六祖の 銅像と が ある。 この 銅 t は、 お 持 饿禪な 

る 豪 僧が、 その 熱血に よって 官憲より 取り もどし、 遂に 鑄つ ぶされ るの を 免れし めた ものである。 

華 林 寺に は 五百羅漢が あり、 その 中に 善 注 尊者の 名 を 有する ものが 交って ゐる。 鬚髯を有し、外||^を翁けて居るのが、 

何としても 西 人の 相を寫 した もので、 世に これ を マルコボ ー ,1 と傳 へて 居る。 この 相の 羅漢 は 杭 州 Q 梵天 寺に も あつ 

た、 揚 州の 天 寧 寺に もあった。 また 我が 長 崎に も あり、 盛 岡に も ある。 マルコボ ー ロを寫 せる もの かお か は 不明で ある 

が、 西 人 を 見て 後の ものた る は 疑 ひない。 

廣 州に は懷聖 寺と いふ 同敎の 寺が あって、 こ X に 有名な 缚 塔が ある。 何に せよ 外來 文化 を 第一 若に 受け入れる 關 門で 

あるから、 こ X は中圃 各地の 欲 況とは 異なり、 種々 他に 類の 少 いものが あり、 而 して 物资 交流の 活潑 なる 結果と して、 

萬 物 S= 動く の觀が ある。 民衆 も 他の 省と 異なり、 擧止 動作 活潑 にして、 その 身長 も 大略 本 1 人と 相等しい。 六 祖慧能 は 

道 友 神秀の 偉軀に 比して 矮小で あつたと 言 はれる が、 恐らく は嶺南 人の 特質 を帶 びて 居た もので あらう。 この 六 祖の子 

孫が 今や 中 國佛敎 全般 を 風靡して 居る 0 である。 

ず. 部 0 佛敎  I  二三 
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♦ 四、 福 建 福 州 雪 峰 崇聖寺 

雪 峰 は 福 州より 閬江を 遡る 事 約 百 支 里 Q 大穆溪 村より 東北に 陸行す る 七十 支 里 許に あるから、 腐る 奥深き 深山幽谷に 

あると 富って よい。 象 鼻 峰 下に ある。 雪 峰は閩 越の 忠懿王 王審知 0 厚き 歸伕を 得た ので、 當時 は招當 olnl 刹で あったら 

う。 近世に 至りて 寺領は 悉く 村民 0 爲 に押領 せられて、 敗 殘の餘 息 を 止む る忙 過ぎなかった の を、 鼓山の 達 本 老和尙 が 

こ. "を 再興して、 圓瑛 和尙に 後事 を 託し、 兩和尙 の 間に 授受 Q あった 時に、 筆者 はこ-" を 往訪した 0 であった。 圓琪和 

尙は甚 しく 喜んで 迎 へて くれ、 當時 この 再 輿 を 助けつ. 1 ありし 一 中隊 0 兵 具 にも 厚く 歡待 せられた のであった。 圓瑛和 

尙は、 氣骨 ある 英傑 攒で、 四方の 輿 を擔 ひ、 その後 天童 山に 晋山した。 崇聖寺 はよ し衰殘 しても、 流石に 名刹 0 後と 

て、 こ. 1 に 枯木 庵と いふの があって、 中に 義存の 像 を 安 じ、 他に 義存の 堂々 たる 墓 も あり、 寺 前に は義存 と王審 知の 手 

植 した 兩 種が あり、 廣漠な 寺 域に は王審 知の 穿った 萬ェ 池と いふの がぁづ た。 

ぎ そん  げんし やし び 

こ X に 開基 義存 は， その 門下から 玄 沙師備 や、， 長慶 慧稜 や、 鼓山 神晏 や、 又 雲 門 文 偃 を 出した 英傑であって、 南部の 

佛敎者 中に 於いて は 中 唐の 六祖慧 能に 次ぐ の大德 である。 南部 Q 怫敎 は、 こ Q 義存 によって 正に 百花 爛漫の 域に 入った 

0 である e  . 

五、 福 建 福 州 西禪寺 • 鼓山 湧 泉 寺  . 

西 禪寺は 福 州 城外に ある。 長 慶 慧稜 の故址 で、 こ X に 慧稜の 墓 も ある。 堂々 たる 巨刹で、 その 結構 は 北支の それに 異 

なる 特色 を 有し、 腐る 目新しく 感ぜられた。 


湧 泉 寺 は、 福 州 城の 東南 相當の 距離に あって、 閬 江に 臨む 名刹で あり 互 刹で あ， る。. その 巨刹た るに 至って は、 多くの 

類 を 見ぬ までに 堂宇が 櫛比して 居る。 これ は 神晏を 開基と する 外に、 明末淸 初に、 博 山 ニ兀賢 • 道豁 とい ふ學德 が、 相 

次いで； J に 居住した ので、 すべてが 具備して 居る。 支那の 現 時に 於て は、 禪寺は 多分 臨 濟を宗 として 曹 洞を宗 とする 

も 0 少 いが、 祖山嵩 山の 少林 寺と、 この 鼓山 湧 泉 寺と が、 連綿と して 曹洞宗 0 法 系を傳 へて 居る のが 珍しい。 鼓山の 山 

中には、 宋代 以後の 文人墨客の 石 刻 甚だ 多く、  3f 石と いふ 巖石は 何等かの 刻字の な. S ものがない と 言って よい。 生氣 

は 今日 も 猶潑剌 たる ものが あって、 堂宇が 絕 えす 新しく せられて 居る。 

西禪 寺と 湧 泉 寺と に 於て、 予の 特に 驚喜した の は、 多くの 怫典を 保存して ゐる 事で ある。 他 Q 地方に 於いて、 姚 Si の 

龍 藏 は あるが、 龍藏 以外に は 殆ど 怫典を 見ぬ けれども、 是等兩 寺に は明藏 以後の 三 大藏が あり、 大藏の 外に 多の 典籍 

が あり、 特に 元 賢 や、 道霈 Q 撰述が 著しく 所 jg せられて ある。 これ 近世 學德の 所 住たり しが 爲 である。 最近 長 安より 宋 

版蹟妙 藏經の 大部分が 發 見せられ、 山 西 省の 僻地より 金 藏の發 見せられ たの は、 恐らく は.？： 外 共に 不 思議と する 所で あ 

らう。 要するに、 中 國には いづこに も佛 典が 鎮る 乏しい ので ある。  - 

六、 福 建 福 檗山萬 福 寺 

黄 樓山は 福 州より 西南、 福淸 11 にあり、 船に て 大義と. S ふに 上陸して から も 八 九十 支 里の 遠き にある ので、 こ- 1 に 至 

るの は 容易で ない。 寺の 起源 は 遠い が、 近世に 至りて これ を 再興した のが 隱元 禪師 であった。 禪師は 遠く 我が 邦に 招聘 

せられた が、 然し 彼の地 にても 必須の 人物であった。 法 兄 費 隱が之 を 招き 還さん とせる 書信 は、 切，々 人 を 動かす も のが 

あるので、 我が 邦で は 之を祕 して 遂に 禪師に 示さなかった とい ふ。 隱 元が 終生 西歸 Q 志を恢 きつ X あつたの も 無理 はな 

南部 Q 佛敎  .  一 二 五 
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い。 「黃檗 山 志」 は、 實に隱 元 之 を 撰し、 弟子が 之を繼 いで 成せる も Q である。 斯 くの 如くで あるから、 禪師 入寂 Q 

しょういん 

後、 弟子が そ Q 齒髮 を携 へて 歸 つた、 それが 寺 域 を や. - 離れた 松隱 堂の 中の 塔に 安 ぜられ て ある。 

禪師 は萬輻 寺と いふ 寺號 まで も、 之 を 我が 邦に 移した のであった。 さて 萬 幅 寺 は、 昭和 六 年に 筆者 往訪の 時には、 前 

年 山 嘯の 爲に大 堂が 流失して、 今方に 新 建せ るば かりであった。 之 を 本邦のに 比する に、 その 規模 は 半ばに も 及ばぬ の 

であるから、 この 點 からい へば、 禪師は 本邦に 迎 へられて 大いに 發展 しだので あった。 發展 Q 結果と して、 本國 になき 

黄藥宗 とい ふ 一 宗 まで、 新たに 獨 立せ しむる に 至った ので ある。 斯る關 係が あるので、 一 山の もの は 本邦 人に 對 して、 

他人に あらぬ までの 親しみ を 感じ、 出来る限りの 好 遇を惜 まぬ 0 である。 

七、 二 個の 福 州 本 大藏經  . 

F お 州に は、 城內 に王審 知の 德政 碑が ある。 寶に 堂々 たる 互 碑で、 その 犬なる 點に 於いて 類が 少 からう。 これ は 王審知 

の 存生 中に 立てられ たもので、 彼が 閩越 王た るに 至る までの 治績と 名^と を 語る ものである。 彼 は 頗る 文化 施設に 意 を 

用 ひ、 そ Q 德化は 遠く 南洋にまで も 及んだ ので、 碑銘 中に、 r 怫齊 之國、 緩 之 以德、 架浪自 東、 驪山拱 北」 と 言って あ 

る。 當時 華僑が 盛んに ス マトラ 邊 まで 發展 したので あって、 「十六 圃 卷秋」 の 中には 華僑の 南洋に 於け る 勢力 を 能く 傳 

へて 居る。 王 容知は 大藏經 を九藏 も繕寫 して、 之 を 皇帝. 軍旅 • 人民 Q 爲に 創設せ る 塔 中に 納め、 盛んに 怫敎を 保護 獎 

勵 したので、 王 氏の 治下に 於け る 怫敎は 他に 倍す る 進歩 を爲 し、 次の 時代に は 繕 富 二百 藏 までに 及んだ。 これが やがて 

宋 代に 至りて 二 個の 福 州 本 あらしめ た徑路 である。 同じ 福 州で 東禪 寺と 開 元 寺と に 各. -大 藏經. 版の あった 事 は、 常識 上 

攀 

からすれば 疑 はしい までの 盛事で あるが、 こ Q ニ藏が 本邦に 於て 國寳 として 保存 せられて 居る。 こ Q 文化史 上 Q 大事 實 


を、 一幅 州に 於て 實 地に 探って 見たい と 念じた ので あつたが、 今日で は 二 寺と も 現存せ す、 開 I 兀寺 だけが その 痕跡 を §s め 

て 監獄と なって 居た。 その 街 を經院 巷と 呼ぶ ので、 印 經の事 ありし を 推定せ しめる が、 然し 今日に 於て は 何等の 文賴も 

なく、  口碑に だも傳 はって 居らぬ ので ある。 この 一事 だけにても、 中國と 日本との 招 遠が、 判然と 分って 來る。 本邦 こ 

そ は 世界 文化の 貯藏 所で も あり、 ー玩 味 所で も あり、 實現 所で も ある Q である。 

八、 廣東潮 州 開 元 寺、 福 建 厦門 南 普陀寺 

廣 州より 幅 州までの 間に 潮 州が あり、 厦門が ある。 潮 州 は 唐の 韓文 公の 配謫 0 所で、 城東韓 山に 韓文 公祠が あり、 城 

內に昌 黎伯祠 が ある。 昌黎 伯祠の 庭に、 蘇 東坡撰 文の 疋夫 王師の 元 碑が 立って 居る。 韓文 公と 問答した 事 を 以て 有名な 

ごんだ らい ふ 

大 顚和尙 の故址 は、 潮陽縣 にある の • で、 これ は 容易に 行けぬ。 城 內に開 元 寺と いふ 古刹が ある。 往年 我が 權田雷 斧 僧正 

が、 逸 かに 招きに 應 じて 密敎を 傳授 した 遺跡で ある。  . - 

厦門の 南 普陀寺 は、 大廐 法師に よって 開基せられ たもので、 法師 はこ. - に怫敎 學院を 設置して 靑年 僧を敎 育し、 そ 0 門 

下より 濟々 たる 多士を 輩出した ので、 法師 は 今や. 全 中 固の 青年の 中心と 仰がれて 居る。 厦門 は 華僑の 本場で あるから、 

こ. -に 第一 著 手 を 下した 法師の 勢力が、 全國を 風靡す るの も當然 である。 こ. -に 華僑 一人の 經營に 成れる 厦門 大學 とい 

ふ も Q まで も存 する ので ある。 猶泉州 や 漳州も あるが、 昭和 六 年、 筆者の 遊歷の 折に は、 泉州邊 が排怫 事件 Q 渦 まく 時 

であって、 之に 磐して 圓 琪和尙 Q 如き は席暖 るに 遑 なき 活動 を 綾け て 居た。  ， 

耍 する に廣東 省の 佛敎 は、 六祖慧 能に よって 深刻な ものと なり、 其の後 五代の 時に 至り、 福 建 省の 山奥に 雷 峰 義存が 

住する に 及んで、 一層の 勢力 を 加へ、 雪 峰の 法 嗣が廣 東 省の 大漢國 と、 幅 建 省 Q 閩越國 とに 星 布し、 それが 南部 Q 禪宗 

南部 の 佛敎  1 二 七 
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怫敎を 築いた ので あるから、 廣福ニ 省 は 之 を 離す 事が 出來ぬ 0, である。 廣州 • 福 州 をニ大 中心地と して、 南 嶽の法 系と 

靑 原の 法 系と が 互角の 勢 ひを爲 すと 言って よい。 この ニ大 中心地に 於て、 文化史 上の 大事 實 とすべき は、 趙宋 時代に 於 

て、 福 州に 二 個の 大藏 經の雕 印せられ た 事で あり、 而 して 現存す る遺搆 として は、 廣州 光孝 寺に 存 する 大漢王 劉 鍵の 造 

れる鐵 塔と、 福 州 石塔 寺に 存 する 閩越王 王曦の 造れる 堅牢 塔と を數 ふべき である。 城外に あって は韶 州に 於て 雲 門宗 Q 

發群 せる 辜、 及、 ひ 鼓山に 於て 近世 元 賢 • 道霈の 如き 學德の 住持せ る 事、 又 我が 邦に 渡來 せる 隱元 禪師 が、 福淸縣 黄檗山 

の 住持であった 事 等で ある。 曹溪ゃ 雪 峰 は、 改めて 言 ふまで もない。 (昭和 十四 年 二月 大阪每 曰 新聞社 編 「南 支那」) 

_ 楊子 江 流域の 佛敎 

揚子江 流域 は廣汎 である。 先づ 首都 南京より 始めて、 下りて 揚州 • 蘇 州より 普陀 山に 及び、 而 して 遡りて 廬 山より 荆 

州を經 て、 四川に 及ぶ 事と する。 武昌 • 漢 口  • 黄 梅. 鎭ロ は、 便宜上 之 を 一連と する。 この 外に も澤山 あるが、 今は大 

體を 素描す るので ある。  . 

1 .、 江 蘇 南京. 

南京 は、 三國 時代の 時に 孫權 0 都した 當 年の 建 業で あるから、 この 時す でに 南北朝の 對 峙を豫 約す る ものが ある。 fi 屏 

時、 吳 の孫權 が、 北方より 來た支 謙 を もって 太子の 輔導と した ことが、 注目 せられる。 吳の 地、 こ 0 時に 初めて 佛敎を 

知った のでない に 相違ない けれども、 確實な 史料がない ので、 普通 この 時 を もって 最初と 見て ゐる。 この 時代に、 交 i 


より 來た康 儈會が 舍利を 感得した ことが、 上下の 歸信を 集めて、 その 因緣 によって 建 初 寺が 建てられた。 これが 南 地に 

おける 寺の 最初の ものであった。 降って 東晉の 時代に、 有名な 釋道 安の 道 友 竺法汰 が こ. -に 法帽を 建つ るに およんで、 

南京の 敎學が 俄然と して 勃興した。 東晉の 時代に 尸 梨 蜜と いふ 梵 僧が 來 たが、 頗る 梵哏を 善くし、 高座 寺と いふに 住し 

て、 當 時の 名流と 好み を 結んだ。 現今 雨 花臺の 麓に その 名殘が ある。 

ゑ ごん ゑく わん 

劉宋の 時代に、 慧嚴. 慧觀 など いふ 名僧が あり、 一代の 才人 謝靈 運と ともに 「涅槃 經」 を修洽 する までにお よんだ か 

ら、 もって 佛敎 文化の 進展. を 知るべき である。 宋齊の 時代に おける 鍾山 は、 沙門 • 隱士の 淵叢で あつたが、 歴代の 變遷 

によって 今 は 殆ど 殘存 してない。 齊 時には 文化の 保護者の 文宣 王が あ^、 梁 代に は 博 學な武 帝が あって、 怫敎の 隆盛な 

狀况 は、 南朝 四百 八十 寺 に 表現 せられる。 武帝は 三た ぴ同泰 寺に 舍 身した が、 現今の 鶏 明 寺 は その 同泰 寺の 遗址で 

あるとの 說が ある。 梁 代に 三大 法師が あった。 いづれ も 一代の 博學 であるが、 その 一 人智 藏の 住した 開 善 寺 は、 鍾 山山 

0  0  0  たく  かんおう  000 

麓 Q 靈谷 寺で あると せられる。 他の 一人の 光 宅 寺 法 雲が、 「法 華經」 を 講じて， 天花の 感應 があった のが、 雨花毫 である 

と傳 へられる。 また 武帝 は、 犬に 期す ると ころあって、 羅 什の 古に 比すべき 譯經の 大業 あらんと し、 遠く 扶南 より 露諦 

三藏 とい ふ學德 を迎 へたが、 不幸に も 侯 景の亂 に 遇うて、 南京の 譯 業が 中.^ せられた。 これが ために 露 諦三藏 は 流離 艱 

難の 苦 勞を累 ねたが、 しかし 陳 代に およんで 各地に 翻譯 し、 特に 廣州 において 立派な 譯業を 遂げた から、 武 帝の 適 志が 

こ- -に 始めて 遂げられた ことと なる。 「起 信 論」 は眞諦 三藏の 初期の 譯 業の 一 である。 

南北朝が 銃 一 せられて 隋代， となれば、 まだ 壯年 i 歳の 天台 大師が、 特に 光彩 を 放つ。 當時 各方 面の 學 者が ゐ たけれ ど 

も、 獨り 大師の 講 席たり， し瓦官 寺の みが 年と ともに 榮 えた。 瓦 官寺は 遠い 起原 を 有する ので あるが、 大師との 關係 にお 

5 て 名 を 千載に 留む るので ある。 今 は城內 鳳凰 山麓に 廢殘の 名 殘を留 むる に 過ぎぬ。 大師が この 盛大な 南京の 講壤を 一 
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朝に し C 去って 天台 山に 入った について は、 道に 志 ある 者 Q 大いに 反省せ しめられる 重大問題 を 含んで ゐ るので ある。 

南京に 合說 する を 便と する の は、 東北の 攝 山と 南方の 牛 頭 山と である。 攝 山に 栖霞 寺と いふが あ. つて、 天台 山の 國淸 

寺 *荆 州の 玉 泉 寺. 泰 陰の 神 通 寺と 相 f 脱んで、 天下の 四 絕と稱 せられる 程の 名刹で ある。 こ. -に 石窟が あり、 名 塔が あ 

る。 こ 0 山は齊 Q 名士 明儈紹 (徵 君) によって 開かれ、 儈紹 は遼東 0 僧 朗をこ X に迎 へて、 一 寺 を 創した のであった。 

儈紹が 夢に 感 すると ころ あり、 僧朗 によって 石窟を 開鑿し、 後に その子 令璋が 父の 遣 業 を 成した のであった" 岩石が 小 

さく、 從 つて 規模 は 小さい けれど、 六 朝 時代に おける 江 南 唯 1.Q ものと して 注意 せらるべき である。 時代 は 恰も 大同 雲 

岡 Q 石 窟と招 匹敵して ゐ るから、 そ Cr 道 Q ものに は 重要な. 遺構で ある。 惜しい ことに は 大半 破瓌 せられて あるが、 しか 

し大 弗の 下半身 は、 當 初の も 0> である。 惜朗 より 儈詮. 法 朗を經 て嘉祥 大師に 至って、 新 三論 宗は 大成した。 僭 朗は卽 

ち 新 三論 宗の 祖師で、 その 法 嗣儈詮 は 不言 實行 によって 弟子 を 鍛成し、 その 門下に 四哲が あら はれた。 中に おいて 法朗 

と慧 布と は 道 交 特に 密 であった。 法朗は 南京に 出で X 興皇 寺に 講述 したが、 慧布は 終身 攝 山に 住した。 栖霞 寺は慧 布の 

創始せ る も Q である。 舆 皇法朗 0 教義の 一部 は、 高弟 嘉鮮 大師に よって 傳 へられて 居る。 その 論理的で いは ゆる 止揚に 

巧妙な 點 において、 恐らく は佛敎 中に おいて 無比の もので あらう。 か X る 名山で あるから、 こ X に 江 南の 名 塔が ある。 

黑 大理ョ こ. よって 造られ、 七 階の 各層、 柱 梁. 基 壇な どの 満面に 刻せられ て ある 雕 球の 美麗なる こと、 他に 比すべき も 

のが. 多くない。 殊に 基 壇の 八面 Q 狭間に 刻せられ て ある 釋迦八 招圖の 如きに 至って は、， 粹を 極めて をり、 しかも 中國化 

せられて ある 所に 興味が ある。 この 塔 は 五代の ころに 出來 たもので ある。 これより さき 隋の文 帝が、 この 山に 舍利塔 を 

建てた のであった から、 この 塔 こそ それで あると いふ 說も あるが、 形 根の 上に おいて また 氣魄 の點 において、 これ を隋 

^の も ひと 見る こと は出來 ぬ。 何に せよ、 この 攝山 こそ は 南京 附近に おいて、 南朝 を 代表す と 見るべき 遺物 を 有する 0 


である。 隨っ てこれ を 開いた 儈紹は 娓る崇 仰せられた のであって、 唐 高 宗は將 に佾紹 のために 碑 を 立てて ゐる。 明徵 44 

之 碑が それであって、 唐 碑 中の 代表的の 一 とい ふべき までに 立派な もので、 栖^ 寺の 門 側に 厳存して ゐる。 その 冠 龍 や 

額圍ゃ 側面 やの 雕刻は 頗る 見事で、 嵩 山 少林 寺 碑 や、 嵩 陽 劉 碑 やな どと 比肩 せらるべき ものである。 

南方の 牛 頭 山 は、 南門 外 廿五支 里ば かりの 距離に ある。 現今 は 牛 首 山と 呼ばれ、 牛 頭禪の 祖師 法融 の故扯 である。 牛 

首 山に 普覺 寺と いふが あり、 寺 域に 大小の ニ埤 塔が ある。 大缚塔 は 七 級の 堂々 たる もので、 遠方から もよ く II 几ら れる。 

記錄に 唐の 代宗 が法融 のために 七 級の 浮圊を 建てた と あるが、 恐らく は 唐 代の もの は 木 塔で、 現 塔は宋 建で あらう。 他 

びやく 

0 辟支怫 塔の 名 を 有する の は、 必す法 融の無 師獨悟 を 推 尊した もので あらう と 思 ふ。 この 法融 は、 默々 として 枯， 坐する 

廿餘 年の 長き にわたり、 人 皆 これ を 懶融と 呼ぶ までにお よんだ が、 一旦 頓發 する や、 無 礙辯は 朝野 を 動かし、 南京の 

初 寺に 迎 へられた のであった。 牛 首 山の 南に 祖堂 山と いふが あって、 そこに 幽棲 寺と いふ 互 刹が ある。 これが 法 融の枯 

坐せ る故址 であるから、 牛 首 山 は その 開 法せ る故址 となる。 牛 頭 山の 石室 中に 佛經 以外の 諸 書 を も 含めた 七藏 があった 

が、 今は燒 失した のが 惜しい と、 唐 初の 道 宣が獎 じて ゐる 所から 見れば、 牛 頭 山 は 唐 初にお いて 學 者の 重 耍地點 であつ 

たに 招 違な く、 しかして その 中心人物 たる 法 融の學 力 を 推 想せ しめる。 牛頭禪 は六祖 だけし か傳 へられぬ が、 しかし そ 

の 後に も 杭 州の 鳥 窠禪師 の 如きが あった C この 牛 頭 禪は吳 越 地方に 行 はれて ゐ たも ので、 わが 傳敎 大師 はこの 牛 頭禪を 

傳へ てゐ るから、 本邦との 關 係から 見ても 牛 首 山 は 大切な 意義 を 有する ので ある。 

一一、 江 蘇揚州 

大江を 下りて 鎭 江に 至り、 北方 を 望めば 遠く 揚 州の 天 を 仰ぐ。 揚 州の 平 山 堂に ある 法淨寺 は、 唐 Q 鑒规 和尙の 故！^ で 
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ある。 蟹 眞は 我が 孝 謙 天皇 0 朝に 來 朝して、 上下 0 渴仰を 集め、 三戒擅 を 創建し、 ； a びに 唐 招 提寺を 開基した 高僧で 

あるから、 本邦との- 關係 において 重耍の 意義が ある。 我が 留學 僧た る榮執 • 普 照の 二人 は、 本邦に 未だ 律 匠な きを 遒憾 

げんじ ゆ 

として 遠く 長 安に 入， 《z 洛 陽の 道潘 律師 を まづ迎 へて 來朝 せしめた。 道樓は 華厳宗 賢 首 大師の 學に 通じて ゐ たので あ 

る。 二人 は 還って 揚 州に 至って 鑒眞 ある を 知"、 これ をも迎 へんと した。 當時、 和 尙は大 明 寺に おいて 律 を 講じつ X あ 

つた。 和尙は 東南 Q 律 匠と して 彼の地に 必須の 大德 なる がた めに、 朝に て は その他 出 を 許さなかった ので ある。 我が 留 

學僧 二人が 懇請た ならぬ ので、 和 尙は默 して これ を 許し、 その後 潜： y 準備し 潜に 遁れて 上船し、 五囘 難破して、 第 六. 

囘に 辛くも 渡來 する を 得た。 最初の 上船より 正に 十二 年 目に して、 この 時 はすで に兩 眼と もに 明 を 失って ゐた。 海 南 島 

まで 遠く 漂流し、 廣東省 を 流離す る 間に、 我が 榮獸は 遂に 寂し、 和 尙は兩 眼と もに 明 を 失った ので ある。 和尙 をして 東 

遊の 意 を 決せ しめたの は、 二人の 留學儈 の 熱意であって、 この 時 和 尙の意 を 決せし めた 二つの 事緣 があった。 それ は 和 

尙が 二人に 語った 所に 見られる。 一は 南 岳慧思 大師が 東海に 生れて 國王 となり、 怫 法を弘 めて ゐ ると 傳 へられて. t^, る こ 

と、 二 は 長屋 王が 千 0 袈裟 を 中 土の 沙門に 寄與 せる 時に、 その 緣に 山川 異域、 風月 同 天、 寄諸怫 子、 共 結來緣 とい ふ谒 

を附 してあった ことで ある。 和尙 はこれ こそ 佛法 有緣の 地で あると いふので、 一 たび 東 遊 を 決して 後、 千 辛 萬 苦 を排し 

て、 遂に 能く その 意 を 達した のであった。 和尙は 多数 C> 天台 大師の 撰述 を携 へて 來た。 これに 接して 天台 學を學 び、 遂， 

に 天台 山に 留學 する に 及んだ わが 傳敎 大師 は、 實に 一代 を 隔てて 鑒 萬和尙 Q 弟子と なる Q である。 和尙の 我が 文化に 及 

ぼせ る 影響 0 多方面なる は、 こ- -に贅 する におよ ばぬ が、 わが 奈良 朝怫 敎を總 結し、 平安朝 怫敎を 導き出す 役目 を晃し 

たこと を 見る のが、 最も 然るべき である。 かくして 道樓 によって 賢 首 大師の 學が 初めて 傳 はり、 鑒眞 によって 天台 大師 

め敎 へが 初めて 傳 はった 0 である。 


」ニ> 江 蘇 蘇 州  .  , 

蘇 州 は 古の 吴越 軍談 時代に 吳王闔 ii が 都し、 かつ 葬られた ところで、 史上に 有名な 地點 であり、 また 寒 山寺の 存 する 

を もって、 文人 間に 憧憬 せられて ゐる 場所で ある。 こ- -の虎 丘に 雲 岩 寺と. S ふ 名刹が ある。 巍然 たる 大 塔が、 先づ 遠く 

から 見られる。 晉宋の 交、 羅什 門下 四哲の 一人、 竺道 生が 退 住した ことにお いて、 怫敎 史上に 名が 高い。 道 生 は 竺法汰 

の 門人で あつたが、 羅 什に 決 を 仰がん とて 遠く 長 安に 入り、 滯在ニ 年間に おいて、 自己の 習得に 尉す る 自信 を 得、 南京 

に歸 つて 後、 その 天才 識見の 發露 すると ころ、 頓悟成 怫說を 主張して 敎界に 波紋 を惹き 起した。 頓悟漸 悟の 爭 論が こ. - 

に 端を發 して、 自 後怫敎 による 修道 上の 大問 題と なった。 次第に 頓悟說 が大乘 怫敎の 主流た るに 至った けれど、 當 時に 

ない をん  せんだい 

おいて は敎 界に容 れられ なかった。 次いで 道 生が 六 翁の 「泥 桓經」 に對 して 閬提成 怫論を 主張す るに およんで、 これ を 

機と して 敎界 より 擯斥せられ るに 至った。 閬提 とい ふの は怫性 を燒き 亡ぼした ものの 謂で ある。 道 坐 は 虎 丘に 返いて iiii 

己の 心境 を 吐露した ところ、 無心の 石が 點 頭した とい ふ 傳說が あると ころから、 寺 域に 點頭 石が あり、 生公講 台と いふ 

が ある。 後に 四十 卷 「涅槃 經」 が傳 はって 來 たので、 これ を 見れば 果して 閬提 成怫の 怫說が あるので、 道 生 は 一蹴して 

敎界. の 巨擘と せられ、 自來竺 道 生の 名が 不朽の ものと なった ので ある。 

逸に 降って 趙宋 年代に、 に紹 隆禪師 があって、 そ Q 法 銃が 鎮る榮 えた。 大塔は 恐らく はこの 禪師に 何等かの 因緣 

を 有する ものと 察せられる。 今日に 於て は 腐る 頹廢 して 見る からに 危げ である。 寺 中に 日本の 梵鐘の ある Q が 珍しい。 

紀州海 士郡吹 上白 雲 山 報恩 寺 中興 開基 日順大 僧都が 貞享四 年 を もって 鑄 造した もので、 しかして 錢塘 弟子 胡 光濂敬 助と 

刻せられ て ある。 この 梵鐘の こ. 1 にある に 至る までに は、 相當の 因緣が あるに 根 違ない。 或は 維新の 廢怫 釋の 後、 錢 
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塘の胡 氏が これ を 購ひ歸 つて こ.. -に 奉納した もので も あらう か。 敬 助 0 文字 は 鑄 造 を 助成した も Q の 如くで あるが、 記 

憶を迪 るに 後刻と 思 はれた やうで あるから、 寄進に 爵 する 敬 助と 解したい。 當時 勿卒の 往訪の ために、 之 を 取調べる 蝦 

がなかった 0 である。 

四、 浙江 普陀山 

普 陀山は 舟 山 列島 中の 極めて 小さな 島で あるが、 全島が 怫土 とい ふべき までに 淸淨 と莊嚴 とに 満ちて ゐ るから、 地域 

は 狭い けれども 寺 域と して は 極めて 廣 いといって よい。 前後の 二 寺卽ち 普濟寺 • 法 雨 寺、 および 山寺と いふべき 慧濟寺 

Q 三 大寺を 主として、 その他 Q 大小の 寺が 二百 も あらう。 全島 悉く 怫寺を 以て 滿 つると いってよ く、 島中 は 女人禁制で 

あるから、 從 つて 酒肉紘 歌がない。 普陀 山は觀 音の 淨土 として、 四川 峨眉， 山の 普賢、 山 西 五 裏山の 文殊、 安 徽九華 山の 

地藏 の各淨 土と 栢： a んで、 四 大名 山の 隨 一と 稱 せられ、 四百 餘 州の 民衆の 心に 拔き 難き 憧憬 を 有せし める。 四 大名 山と 

もに 民衆の 隨喜巡 鱧の 目標 地と なって ゐ るが、 中に おいても 殊に 觀音 薩埵 は、 彼の地 上下の 歸信を 集めて ゐ るから、 普 

陀山 こそ は 四百 餘 州の 民衆に とりて 現實 世界に おける 淨土 なので ある。  , 

ゑ がく 

この 普陀 山が、 わが 慧 ；巷 の 開基した ものである こと は、 不思議の 因緣 である。 慧尊は 平安朝 Q 初期 彼の地に 渡りて、 

§ 乂 B より 義空 禪師を 請じ來 つて 初めて 本邦に 禪を傳 へ、 この 時 攛林 皇后の 御歸 使が 殊に 篤かった。 しかし 禪道は 時期 

未だ 本邦に 適せす、 義空 はやが て歸 西した ので、 この 禪 法の 初傳は 左程に 明白で ない が、 しかし 慧. 專の 史的 價値は 看過 

せられて ならぬ 0 である。 慧 は 再び 渡 唐して 五臺 山に 觀 音の 靈像を 得、 これ を 奉じて 歸朝 せんとし たが、 船が 海中に 

おいて 動か なくなった。 慧 5# は 大いに 悲しみて、 もし 東 渡 を 欲し まさぬならば、 いづこ か 然るべき を 祈念したら、 一島 


に 至りて 船が 止まった ので、 I こ. -に靈 像 を 奉じ 卷室を 構へ て、 終身 之に 事へ た。 その 島と いふの は、 この 普陀 山で、 その 

上 睦 地點が 潮音 洞と いふ 所で ある。 斯く 0 如くで あるから、 全島 皆觀 音大 士を 以て 本尊と し、 哀婉稚 一〕 冗の 讃嘆歌 詠が、 

彼此に 聞かれ、 四百 餘 州より 集り 來れる 善男善女が、 陸續 として その 踵を絕 たぬ。 道路に は 石 を 敷きつ めて、 その上に 

蓮華 を 刻した のが あり、 之 を 踏めば 歩 歩 蓮華の 感を 起さし める。 I  , 

五、 江 西廬山 

まえい  SJ をん  らふ 

廬山は 江 南の 名山の 一 である。 佛敎 との 連絡 は 東 晉の慧 永に 始 るが、 重要なる は慧 遠との 交涉 である。 慧遠は 羅浮山 

に 至らん として； に 至りて、 山容の 唯なら ぬ を 喜び、 而も 同學慧 永の 旣に 住せる に 遇 ひ、 やがて こ X に 住する に 至つ 

て、 俄然と して 廬 山の 名が 中外に 高くな つたので ある。 慧 永の 所 住 は 西 林 寺で あり、 慧 遠の は 東 林 寺で ある。 魔 山の 北 

麓に あるから、 九 江より 最も 近い。 慧遠は 持 律 堅固なる 點と、 白蓮 社の 念佛 の初祖 である 點 において、 今日な ほ 甚大な 

影響 を 有する。 傲岸な 桓玄の 威武に も 屈せす、 才氣煥 發な謝 靈運を も 心服せ しめ、 その他 百廿 三人の 名流 を 引き寄せた 

人格の 力 は、 中 國怫敎 史上の 光彩で ある。 この 慧遠を 中心とした 0 であるから、 東 林 寺 だけに も澤 山の 遣 跡 遺構が あつ 

たので あるが、 歷 代の 變遷 によって 現 時 は 東西 兩林 寺と もに その 名殘を 止む るの み。 た 慧 遠の 墓 塔と 西 林 寺の 大搏塔 

とのみ が 目 を ひかし める。 

廬山全 體には 名刹が 多い。 南面に は歸宗 寺が あり、 今 は 瞻雲寺 Q 名 を もって 呼ばれる。 怫陀 耶舍が 住した 故址 で、 王 

義 之が 創始した と傳 へられ、 こ. -に 馬祖の 法嗣智 常の 住した のが、 魔 山と 禪 との 關 係の 初めで ある。 趦宋 時代に 至りて 

圓通 寺に 居訥 とい ふ名儈 があって、 人 を 見る Q 明 ぁリ、 東 林 寺に 黄 龍 宗の常 總を迎 へて これ を再舆 せしめ、 九 江の 承 天 
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寺 今 Q 能 仁 寺に 白雲 守 端 を 進 住せし め、 また 佛印了 元 を 登用した。 南面 Q 開 先 寺 は 今 は 秀峰寺 Q 名に 呼ばれる が、 宋代 

に 露 門 三世の 善暹 とい ふ禪 師がゐ た。 こ.. t から 仰ぎ見る 風光 は、 天下の 絕 勝で ある。 左方に は 李 白の 瀧が 見られ、 右に 

は香爐 峰が 望まれる。 その他、 棲 賢 寺 も 名刹で あり、 廬 頂の 天 池 寺 も 名刹で あるが、 一 々の 事蹟 はこれ を 略す る。 

怫敎と は 直接の 關 係がない けれど、 南面 €! 簡、 寂觀 は、 劉宋の 陸修靜 の. 遺址と 傳 へられる。 陸 修靜は 同じく 南端の 面 陽 

山に ゐた陶 淵 明と ともに、 慧遠を 中心とする 虎溪三 笑の 傳說を 以て 有名な 人で ある。 この 三 笑 は 歴史的 事實 でない が、 

三教 調和の 意を寓 せる ものと して 面白い ものである。 面 腸 山に 近 5 溫澤 は、 謝靈 運が 「涅槃 經」 を修 冶せ る 故 址と傳 へ 

られ る。 今 は 何物 もな く、 た、 田 間に 溫泉を 湧出す るに 過ぎぬ。 

趙宋 時代に おいて、 宋 儒の 周濂溪 が廬. 麓に 住した こと は 注意 せらるべき である。 この 時代、 この 地に 住した ことにお 

いて、 諸 禪師と Q 往來 が， 察せられる。 九 江より 十 里の 十里鋪 に、 その 墓が 堂々 たる 威風 を 以て 厳存して ゐる。 これ は 北 

麓で あるが、 南面に は 五老峰 下に 白 鹿 洞 書院が ある。 宋の 周濂溪 がその 基礎 を 築き、 朱晦 庵が その 一代 Q 博學を 傾けて 

天下 Q 士を 集めた Sll 址で、 今日な ほその ま- -に殘 つて ゐる 

かくて 廬山 は、 ひとり 怫敎 Q みなら チ、 儒道 ニ敎 にと つても 重耍な ものと なる のであって、 現 狀は思 はしからぬ も Q 

あるに せよ、 志 ある ものが 一 たび 杖 を曳く 時に、 至る所に 感慨 を肆 にせし める ものが ある。 況んゃ 山中に は白樂 天の 香、 

爐峰も あれば、 李 白の 直下 三千 丈 Q 瀧 も ある。 

六、 湖北 荆州 

大江を 蜂 3 かに 遡って 湖北 省荆 州に 至れば、 沙 市に は 禪宗 史上に 有名な 天皇 道 悟の 故址も あるが、 一 層 注意すべき は、 


荆 門の 玉 泉 寺と 度 門 寺と である。 大 江よ リ かなり 入り込んで ゐ るが、， しかし 江邊 0 名刹た るに おいて. 5>論 は あるまい" 

玉 泉 寺 は、 隋の 天台 大師が その 圓 熟せる 教義と 宗 敎を說 いた 故址 である。 こ は 大師の 故鄕 である。 大師 は 年卅歲 にして 

南京に 出で て、 堂々.. の 講席を 張った が、 册八歲 にして 俄に 天台 山に 入りて 十 年間の 苦 修練 行 を 3^ ね、 陳帝 C> 請に よって 

山 を 出で て 南京に 出で たが、 晚年 五十六 歲 Q 時、 地 恩に 報いん がた めに この 地に 還って 一代 Q 學 解を披 礎した ので あつ 

た。 寺 は 堂々 たる 大規模 Q もので、 大 殿に 智者 道場の 額が 揭 げられ、 門外に 宋 代の 鐵 塔が あり、 殿 前に 二つの 元 鐘が あ 

り、 特に 殿 前に ある 隋 0 大業 十 一 年に 造られた 大鐵錢 が 最もよ く 寺の 歴史 を 語る。 こ 0 大徵錢 一 つに よって、 大師の 感 

化が 彷彿し 得られる ので ある。 大師が 關帝 を夢感 した 因緣 によりて、 寺 域に 關 帝廟が あり、 これが g る 民衆 Q 心 を惹き 

つけて ゐる。  、  . 

度 門 寺 は北宗 禪祖祌 秀禪師 の故址 であるが、 これ は 現今 頗る 衰 へて ゐた。 、ほかに 大通 寺と いふ もあった が、 それ は 無 

住と なって ゐ たから、 二 寺あって も 一 寺に およばぬ。 度 門 寺の 大殿 は、 大 通禪師 碑を藏 めて ゐ るに 過ぎぬ が、 こ. -に至 

る もの は、 宗教の 永遠 性に 接す る を以 て 満足すべき である。 

七、 湖北 武昌、 湖北 漢ロ、 湖北 黃梅、 江 蘇鎭江 

武昌に 洪山寶 通 寺と いふ 巨刹が あり、 その 附近に 唐 代に おいて 岩 頭と いふ 大禪師 があった。 漢 口に 歸元 寺と， S ふの が 

ぁ.=^、 筆者が 曹洞宗 に 出 遇った 最初の 寺と して、 今な ほ 記憶に 新しい。  、 

廬 山の 對岸 少し 入り こんだ 黄 梅に、 四祖山 五祖 山が あって、 禪宗 史上に 重耍な 位置 を 取る。 特に 宋代 五祖 山に 法演 

禪師 があって、 その 門下より 濟々 たる 多士を 輩出した。  ， 
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下って 鎭 江に 至れば、 金山 江 天 寺に は宋 代に 佛印了 元が あり、 蘇東坡 との 交 はりに おいて 美談 を 遺して ゐる。 焦山定 

慧 寺に は 吸江亭 と， S ふが あり、 馬 祖が大 江の 水 を 一 口に 吸ひ盡 くす を 待って、 のちに 怫 法の 大事 を 語らん とい ふに、 そ 

の 名 を 得た ので ある。 焦 山に 梁の 陶弘景 筆の 瘗鶴銘 とい ふが あって、 文人の 間に 嘖々 の 名聲が ある。 

中 國には 至る ところに 塔が 聳え、 塔の あると ころに は必す 何ら かの 史蹟 を 見出す ので あるが、 今 は概說 であるから、 

さまでに は 立ち入らぬ を 可としよう。 

八、 四川 

楊子 江の 上流 四川 省 は、 古の 蜀の 地で、 全くの 別世界 を爲 し、 こ- -に據 つて 自立 自營 する 事が 出來 るまでに、 一切の 

资源を 有する とい ふ。 三國 時代の 劉備 は、 こ- 1 に據 つて、 北魏. 南 吳と鼎 足の 勢を爲 した 事に よって 之 を 知るべき であ 

る。 唐の 玄宗 皇帝 は、 こ- "に 蒙 魔した。 李 白. の蜀道 難の 長歌 や、 杜甫 Q 血 淚に満 つる 詩句 は、 そ 0 背後に 時世 を 憤慨し 

て 居る 0 である。 この 蜀 9 地 は、 道教の 發鮮 地で ある。 後 漢の張 道 陵が、 西陬 C! 鶴 鳴 山に 於て 太上老 君の 示現 を 感得し 

て、 一種の 民衆的 敎化還 動 を 起した Q が 、道教と いふ 民族 敎の 形態 あらしめ た 始めで ある。 これに は 病 氣を緣 として 職 

悔 更生せ しめる 宗敎的 分子と、 義舍義 食 を 置いて 旅客 窮民に 救 濟の手 を 延べた 社會的 分子と があって、 忽ちの 間に 其の 

勢力が 四方に 及んだ。 盖し 七十 年！ li に傳 はった 佛敎 0 刺激と 印度の 福 田 思想と が、 これ あらしむ る 因 緣を爲 した ものと 

思 はれる。 その 勢力が 擴大 する や、 黄 巾の 亂 との 關聯に よって、 三代 目 張魯の 時に 安徽 省の 龍 虎山に 移り、 そこに 今日 

も 猶天師 の 子孫が 連綿と して 居る。 これ は 天 師道と もい はれ、 叉 正 一教と いはる- - ものである。 こ 0 道教の その も 

のに も、 筆者 は 佛敎の 刺激が ある ものと 思 ふが、 その後 絕ぇ ゃ佛敎 との 交涉 があった。 その 道藏 は、 また 怫敎の 大藏經 


に 做って、 元 代に 至りて 大成せられ たもので ある。 

四川の 怫敎 は、 東晉 末の 道 安と 法 Q 兄弟と いふべき 竺法和 0 開敎 によって 始っ たもので ある。 蜀の 怫敎に 於て 注 nn せ 

ら るべき もの は、 唐の 玄奖 三藏 が入竺 以前、 この 地に 於て 攝論 .昆錄 を 道 基 退の ニ師に 修めた こと、 降りて 宋の初 

に 始めて 大藏 經が雕 印せられ たこと、 その 地の t, 眉 山が 普賢の 淨土 として、 內 外の 巡 禮者を 引き寄せつ-" ある こと、 嘉 

定 Q 河岸の 一山が 大石怫 として 開鑿 せられて ある こと、 廣 元に 唐 代の 千怫嵐 が ある ことな どで ある。 この 中、 最も 有名 

なの は哦眉 山で ある。 四 大名 山の 隨 一として、 天下に その 名が 宣傳 せられて 居り、 中途 も 全山 もまる で 寺院の 速り の觀 

を爲 し、 叉 山の 風景 は 天下の 大觀 である。 然し 內容の あり 奥行の ある ものが、 誠に 少ぃ。 時代の 變遷 によって 變 化を受 

けたので あ. る。 その 點に なると、 山 西 省に は 割合によ く 保存 せられて ある。 四川 省が 斯る變 化 を 取って 居る の は、 g! 川 

省が 山 西 省に 比して 一層 多く 物資に 富んで 居る 所から、 こ X に著冃 する ものが 多い 爲 でなくて はならぬ。 

大藏經 の雕印 は、 世界 文化史 上の 一大事 實 である。 口で. S ふ は 容易で あるが、 五 千 四十 八卷 とい ふ大 叢書 を雕 印す る 

と 5 ふ 事 は、 容易の 業で ない。 唐 代まで は、 怫 典の 整理に 一代の 學 者が 心血 を擴 いだので あつたが、 唐の 最盛 時代に、 

智 昇が 「開 元釋敎 冃 錄」 を 撰した 所に、 大藏經 の蔡理 がー 段落 を吿 げた。 それが 宋 初に 至りて 雕 印せられ たので ある。 

宋 代に 出 來た大 藏經に 幾 種 も あるが、 いづれ も、 この 大藏經 の 後 を 承： t; たもので ある。 この 大藏經 0 雕 印が 刺激と なつ 

て、 北方の 强 たる 契 丹に 於ても、 やがて 大藏 經を雕 印し、 次いで 高麗で も 同じく 大藏 經を雕 印した。 この 大藏經 なる も 

の は、 世界の 叢書 中に 於て、 最も 偉大なる ものであって、 中國の 文化 0 誇 ふすべき である。 
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中部， の佛敎  、 

中部の 廣域は 甚だ 廣ぃ。 一 々叙述し 來れぱ 際限、 もない が、 そ 0 中に 於て 筆者の 實 地に 踏査せ し 所 だけ を 擧げて 見る。 

西南の 方で は 撝山丄 S 嶽、 中央で は 江 西、 東の 方で は 杭 州 • 寧 波 • 天台 山 等で ある。 

1 、湖南 偽 山.  . 

長沙の 西方 百 二十 支 里の 邊陬の 地に、 IS 山と い-ふが ある。 唐の 靈祐 とい ふ禪師 によりて 開かれ、 笫 子に 仰山 is とい 

ふが あった。 謹 嚴の宗 風であって、 一 道の 流れ を爲 したの を^ 仰 祭と いひ、 五家の 一 つで ある。 その 故址 は、 邊陬 0 山 

の 中に ある、 密印 寺で、 赏に 堂.^ たる ものである。 丞相 斐 休の 保護に よった ので ある。 斯る邊 陬に來 つて、 斯る大 刹に 筏 

すると、 潙 山の 道 力の 深 かりし を 感ぜす に 居られぬ。 潙山 は甞て 弟子た る もの 0 得 法が、 その 師に 等しい くら ゐ では、 

師の德 を 半減す る。 師を 凌ぐ こと 百 尺なる に 至りて、 始めて 眞の 師弟と 爲すを 得る と 言った。 當 時の 禪師 は、 こ Q 意氣 

を 以て その 弟子 を 鍛成した。 禪宗 の發展 したの も當然 である。 靈祐は 入 山して 初め 七 年間の 山 居に は、 食 ふに 米な く、 

橡の赏 によって、 飢を 凌いだ のであった。 この 靈祐 に、 實際理 地に は 一 塵 を も 止めす、 怫事門 に は 一 法 を も 捨てす の 

句が あるが、 棑怫に 力 を こめた 朱 子 も、 大 5 にこの 對句を 讃美して 居る。 大正 十 年 筆者が こ- -を訪 へる 時には、 密印 

寺 は 土匪に よって 燒き拂 はれ、 全山、 土匪 を 恐る と甚 しい 時であった C 筆者の 遠く 訪ひ 至れる に對 して、 非常に 喜 

び 款待 これ 力めた。 こ X に 至る 中途 囘龍山 白雲 寺と いふが あり、 そこに^ 山 復興の 事務所が あった。 盖し潙 仰宗は 早く 


宋 代に 於て 滅亡した のであって、 降りて 民國に 至りて、 之が 再興 を圖 つて 居る 0 である。 笨 者が 四方 を 遊歴し っ& ある 

に對 して 大 5 に 敬意 を 表し、 いづこ かに 撝仰宗 の も 0 あらば、 再興の 企て ある を傳 へて ほしいと 言って 居た。 中國 0 民 

族 心 は、 放任 を 好む から、 彼此の 連絡がない。 之に よって 揚 仰を宗 とする ものが、 どこに ある やら 互に 之 を 知らぬ ので 

ある。 白雲 寺の 衆儈 は、 筆者 Q 渴山行 を 危ぶみ、 之 を 抑留した が、 筆者の 斷行 する を 見て、 t おし 土匪に 遇 はば 如何にす 

るかと 霄 ふから、 筆者 は その 時には 兩手を 擧げて 何もので も 持， ち 去る に 任せる と 言った。 衆 僧 は、 85. 者の 身邊を 心配し 

て 居た と 見え、 思 ひの 外に 早く 踏査して 歸 つて 來 たのノ を 喜び 迎へ、 切に 一夜 を こ. -に 宿せよ と.^ めて くれ、 その 好意 謝 

する に餘 りあった が、 前途 を 急ぐ 0 で 宿せす して 去った。 衆 借 は、 唯一 ともい ふべき 珍書 「襟 山 志」 を 餞別と して 惠贈 

して くれた。 筆者 は、 今でも その 好意 を 喜んで 居る。 

一一、 湖南 南嶽  . ， 

南嶽は 本名 衡 山で、 七十 二 峰より 成り、 五岳の 隨ー に 位する。 長沙 より 湘 江に 沿うて 南進す るので あるが、 長 沙を離 

れて 間もなく 嶽麓 出に 接する。 これが 南 f: の 七十 二 峰の！^ 一峰で ある。 左程に 大きい 峰で はない が、 宋代 この 近邊に 幾 

多の 名僧が 住して 居た。 そ 0 一人に 「石 門 文字 禪」 の 撰者と して、 文人む 間に 盛名 を馳 せて 居る 洪覺範 が ある。 儒敎の 

有名な 私 學 岳麓 書院 は こ- 1 にあり.、 今日 猶 往時 の 隆昌 をし のばしむ る ものが ある。 衡山 はこ \ より 南方 約 二百 支 担の 距 

離に ある。 その 麓に は 南 嶽廟が あり、 堂々 たる 規模 を備 へて 居る。 

南嶽 の怫敎 者に は、 佛敎 史上 有名なる も Q が數多 ある。 その 中に 於て 陳の 南岳慧 思禪師 や、 唐の 南 嶽懐讓 ，師、 同じ 

-く 唐の 石頭 希遷 禪師、 同じく 唐の 法 照 和尙の 如き は、 佛敎 史上に 睦 離た る 光彩 を 放って 居る。 中に 於て、 南嶽に 怫敎ぁ 

中部， の 佛敎.  一四 一 
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らしめ た 最初 Q 人 は、 慧 思禪師 である。 南 岳の 名 を 冠す る 禪師に 二人 ある。 慧 思と 懷讓と がそれ で、 いづれ も 大人 格で 

ある。 南 岳 • 天台と 拉稱 する 時には、 慧思を 指し、 南 岳 • 石頭と： a 稱 する 時 は、 懷讓を 指す。 天台 南 岳と 禪宗南 岳と で 

ある。 天台 南 岳 は 光州 大蘇 山に 於て、 天台 大師 を 得て 後、 斯る 法臣を 得た 以上 は 法王 は 無事で あると て、 一 朝に して 遠 

く 南 岳に 入った。 聖德 太子の 前身と 言 はれる の は、 この 慧思 禪師の 事で ある。 南 岳 中に 慧思禪 師に關 係 ある 故址 が數々 

あり、 その 三囘 生れ 變 つたと いふと ころから、 一 生巖 だの、 三 生藏だ Q が あるが、 そ. の 所 住 は 天柱 峰 麓に ある 福嚴 寺で 

ある。 

この 福嚴寺 はまた 懷讓禪 師の所 住であった。 これによ りて、 寺で は 慧思を 開山と し、 懷讓を 開 法と して、 これ を IeM 別 

して 居る。 懷讓 はこの 山に 於て 馬祖を 鍛成した のであった。 南 岳と 馬祖 との 傳法を 記念した 傳法院 とい ふが、 福嚴 寺の 

少し 上手に ある。 傳法院 はまた 磨 鏡 塵と いふ。 南 岳 は馬祖 Q 心靈 を啓發 すべき 時機 至った ので、 一日、 瓦 を 磨いで 居 

た。 馬祖が 何の 爲な るか を 問へば、 鏡 を 作る ので あると 答へ たのに 始 りて、 そこに 深刻な 問答が あり、 これによ つて 煩 

愤に藏 せられて 瓦に 過ぎなかった 馬 祖の怫 性が、 常 樂我淨 ora 德を 具備す る 鏡と. なった。 鏡 Q ごとき 心靈 となった 後の 

馬祖 が、 如何に 怫敎 史上の 光彩と なつ たかは、 多く 言 ふの 要がない。 磨 鏡 裏の 附近に、 南 嶽懷讓 Q 墓が ある。 石塔 *石 

街. 石 階、 之に する 時に、 自ら 敬虔の 頭 を 垂れし める。 こ 0 墓 塔 は 勿論、 南岳當 時の もので なく、 近世 Q ものである 

が、 近世に 至る まで 斯る墓 塔 あらしめ る、 その 道 力の 偉大なる に、 筆者 は 衷心より 敬意 を 表した のであった。 

f1 蝠嚴 寺の 下手 四 五 支 里に、 南臺 寺と いふが ある。 これ は 石頭 希遷の 遺德を 記念した も Q である。 希 遷禪師 は、 南臺寺 

に 近い 石 上に 安禪 したので、 石頭と いふ 通稱 があった。 石頭 は 南 岳と 相^ぶ 禪匠 であり、 所謂 禪宗 五家 は、 兩禪師 の 後 

に 分れた ものである。 普通に は、 南 岳の 後に 臨 濟. ^仰 *曹 洞の 二 f 家が 分れ、 石頭の 後に 雲門* 法眼の ニ宗が 分れた と 


いふが、 又 曹洞を 除く 四 宗は南 岳より 出で、 曹洞 一 宗 のみが 石頭より 95 でた とい ふ說も ある。 五家と 分れて 後に は、 宗 

癖 も雜る 事と て、 思 はしからぬ 事 も 起る が、 南 岳と 石頭と が、、 時 を 同じく して 同じ 山に 自ら 修し他 を 導いた 時には、 怫 

光が 四方 を 照した 事であった らう。 南臺寺 .0 上み 手に、 石頭 禪師の 墓 塔が ある。 南 岳の ものに は 及ばぬ が、 然し 亦 堂々 

たる. ものである。 南 岳 は臨濟 宗の祖 であり、 石頭 は曹洞 宗の祖 である。 水 野 梅曉氏 は、 曹洞 宗に屬 する 因緣 からで あら 

う。 日本 寄贈 Q 大藏經 が、 水 野 氏 を 通して、 南臺 寺に 收 めら れて 居る。 この 事 は、 全山 0 感謝す る 所で、 どこに 行って 

もこ 2 栗 を稱讃 して 居た。 

衡 山の 麓に 祝聖 寺と いふが あり、 頂上の 祝融 峰に 上 封 寺と いふが ある。 祝 聖寺は 唐の 法 照 禪師の 所 住であった。 法 照- 

は 「五 會 法事 讃」 を 作り、 所謂 五 會念怫 あらしめ た念怫 行者で ある。 後に 五 豪 山に 入り、 而 して 五 臺 山の 念怫が 我が 引 

聲念佛 あらしめ たので あるから、 祝 聖寺は 我が 邦に 對 して 深き 關係 ある 事と なる。 祝聖 寺の 數碑 中に、 法 照の 名 を 記し 

たもの があった。 以て 法 照と 南 岳との 關係を 推すべき である。 予には 南 岳に 入る や 否や 直ちに 逢攀 する、 この 祝^ 寺に 

ついて、 いつにな つても 忘れ 得ぬ 印象が 二つ ある。 一つ は儈衆 0 日常の 行 持で あり 、二つ は 尼 衆の 日夕の 看經 である。 

筆者 は どこに 行っても 黎明の 中に 目を覺 し、 看經の 席に は 必す出 遇 ふの を樂 しみ， とした。 祝聖 寺に 宿した 翌朝、 大 鐘の 

音と 共に 起き 出で、 晤黑で 而も 不知 案內 の境內 を、 手 さぐりに 戶を 開け 屏を 通りて、 辛くも 大 堂に 出 づる。 や. - 安堵し 

て 目 を 注げば、 ぼんぼり をつ けた 幾多の 衆が、 東よりも 來り、 南よりも 來り、 又 西よりも 來る。 而 して 大衆 一 同の 看經 

となる ので ある。 南 岳の 如き 人跡 を絕 する 山中で あるから、 勿論 左程に 多人數 でない。 數は 二十 數 人に 過ぎぬ が、 是等 

の 大衆が 未明の 間に 起き 出で、 ぼんぼりの 光に 照らされて、 諸 所 0 宿舍 より 大 堂に 集り、 一人の 參詣者 もな き 所で、 心 

靜 かに 嚴肅に 看經 する 態度 精神に は、 予は 心の奥から 感心した ので ある。 殊に 雛儈に 至る まで、 起居 動作の 中に 厳正な 

中部 の 佛敎  一 四 三 
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規律が あって、 而も 少しも 態とし からぬ 所に、 最も 多く 感じた ので ある。 叉 尼 衆の 看 經はヽ 夕刻の 事で ある。 終日 諸 所 

を 奪ね 廻りて 歸 宿し、 や. - 心が 靜 かにな つた 時、 哀婉稚 亮の念 佛の聲 を： 斗に し、 何ともい へぬ 氣 持ちが 起る。 聞けば、 

尼 衆の 念 怫看經 の聲. ^りと いふ。 その 抑揚より 察する に、 必す法 照 禪師の 五書 法事 讃 0 流れで あらう と 思 ふが、 實に心 

0 奥に しみ 入る 如き 印象 を 受けた Q である。  . - 

祝 聖寺は 麓に あるが、 頂の 祝融 峰に は 上 封 寺が ある。 祝融峰 は、 南嶽慧 思禪師 がその 頂 を 極めた もので、 七十 二 峰 中 

. の 最高の 位置に ある。  、 

三、 江 西 ■  ,、  、 

南嶽に南^！！懷讓と石頭希遷とが居住して、 その 下から 馬 祖と靑 原と を 鍛成した 事 は、 禪宗に 取って 重要な もので、 こ 

れ によって 湖南 省 は禪宗 發祥の 地と なる。 馬 祖も靑 原 も 江 西 省に 住する 事と なった ので、 その後 江 西に は 洞 山 も あり、 

曹山も あり、 黄 檗山も あり、 雲居 山 も あり、 楊 岐山も あり、 黃龍山 も あ，^、 名 ある 禪家は 江 西に あつたと 言 つても よい 

程で ある。 斯くて 禪 家に 取って 湖南と 江 西と が 他に 比すべからざる 程の 親しみ を 有する も Q となった。 江湖の 名 稱がこ 

こに 起る ので ある。 

四、 浙江杭 州 

西 湖 を 中心として 古跡が 甚だ 多い。 すでに 隋唐 時代より 名僧の 所 住が 彼此に ある 上に、 吳越王 は 杭 州 卽ち臨 安府に そ 

Q 都械 を^いた。 この 吳越 王家 は 文化の 特別な 後援者であった ので、 その 遼搆が 多い 上に、 南宋の 都であった がた め、 


1 層 こ 0 也に 故址が 多い ので ある。 極言 すれば、 山と いふ 山、 丘と いふ 丘に は、 何等かの 遭 跡の ない ものがない とい へ 

る。 その 中心に 西 湖が あるので、 一た び こ. -に 遊ぶ 時には、 身 は 現代に 住む を 忘れる までの 感興 を ひかし める。 西 湖 0 

西 まと 東北と に 虹霓の 如くに 見られる ものが 白 堤. 蘇 堤で、 唐の 白樂 天. 宋の蘇 東坡が 築いた もので あり、 その 名稱の 

上に、 すでに 文人墨客の 心 を 躁らす ものが ある。 

Ii:l.fi- は 西 湖の 北方、 葛嶺の 近くに あるが、. こ. -に 鳥窠道 林の 墓が ある。 鳥 窠は蟠 屈せる 松樹の 上に 禪 居して ゐ たの 

で、 この 名が ある。 當時 この 地 Q 太守たり し白樂 天が これ を 見て、 r 禪師危 し」 とい へば、 直ちに 「太守の 身 こそ 危ぶ 

けれ」 と 答へ たこと が 問答の 初 をな し、 白樂 天が 「如何なる か佛 法」 と 問へば、 r 諸惡莫 作、 衆 善 奉行」 と 答へ、 「かく 

らく 

の 如き は 三 歳の 童子 もまた 知る」 とい へば、 言下に 「七十の 老翁 もこれ を 行 ふ 能 はす」 と 答へ て、 白 樂天を 服せ しめ、 

その後 道 交の 密 なる ものが あった。 これ は 有名な 揷話 であるが、 そ 0 松樹 0 あつたの が この 邊 であった とい ふ。 鳥宽は 

ごづ ぜん 

牛頭禪 系の 人で ある  . 

隱寺は 西 湖の 西北に あり、 清朝に 雲 林 寺の 勅額 を 得た が、 古來 のま ムに 靈隱 とい ふ 方が 普通で ある。 これ は 五山の 

第二に 位する 名刹で、 堂々 Q 規模 を 有し、 吳越 王の 保護に よって 道 潜 禪師が 住して 以後、 名德の 住せる もの 踵を絕 たぬ。 

吳越 王の 建てた ものと して、 殿 前に 石塔 二 座が あり、 門外に 一 石塔 • 一石 幢 が^る。  、 

淨慈寺 は 西 湖の 南方に あり、 五山 Q 第三 位 を 取る 名刹で あるが、 靈隱 寺に 比すれば その 規模 は 及ばぬ。 これが 五代 時 

代の 永 明 寺で、 當 時延壽 とい ふ學 者が あり、 「宗 鏡錄」 百卷 とい ふ 大著 を 成した ので、 寺 域に 宗鏡 逢が あり、 中に 延簿 t 

の 墓が ある。 こ. -に 道元の 師 たる 如 淨禪師 が 1 たび 卓 錫した とい ふ ので、 寺 後の 丘に 日本 僧の 立てた 元 如淨の 塔と いふ」 

が ある。 如 淨は宋 代の 人で あるから、 元の 文字が 解せ ぬよう に 思 はれる。 筆者の 往訪した 時、 大 殿の 前に 元 代の 石爐が I 

. 中 (ゆの 佛教  1 四 五  f " 


中 國佛教 の 鳥瞰 的 素描 -  - ？ X 

あった。  • 

一 か は 古い 超 源 を 有し、 隋代 において 天台 大師の 道 友眞觀 法師が 住して ゐた。 その 學解 は、 大師と 招 若く のでぐ わ 一 

たび 相 遇 ふや 徹宵 談論した とい ふ。 趙宋 時代に こ X に 慈雲遵 式と いふ 德 者が ゐて、 山家 派た る 四 明 法智を 助けて 山 外 派 

に當づ たのであった。 現今 天竺 寺に 上中下 Q 三 個 あるが、 ともに 觀 音大 士を もって 本尊と する。 觀 音大 士 0 靈 像の 最初 

は、 五代 0 時 道よ iQ 發 願に 成れる ものである。 下 天竺 寺の 門前に 吳越王 時代の 見事な 石幢が ある。 

は梵 儈慧理 が、 これ を 見て 天竺の iiti 峰の 飛來 せる ものと いったと ころから、 この 名が 起った。 こ. -に 岩石 力 

ら突 立つ 自然の 洞窟が あって、 洞窟の 內 外に、 また 側面 0 岩壁に、 互 多の 石 刻が ある。 古いの は宋 代に 始リ、 元 代の 

も Q が 最も 多い。 元 代の 石佛は 他に 見られぬ ところから、 こ X のが 元 代 を 代表すべき ものと して 注意 せられる。 澤山ぁ 

るから 一 々これ を 見る ことす ら出來 ぬが、 中に おいて 布袋の 像 を 刻せ る ものと、 金剛手 菩薩 Q 像と が 珍ら しい。 金剛手 

は、 喇嘛 敎の 影響で ある。 

* 卟は西 湖 Q 北方に ある 島で、 島中に 幾多の 故址が あるが、 宋 代の 林 和靖の 墓が 心 を ひく。 林 和 靖は鶴 を 愛した 0 

で、 放 鶴亭が ある。 この 林 和 靖と栢 隣して 莫逆の 友であった 智圓 は、 鎮 る博學 であって、 四 明 卽ち寧 波の 法智と 天台 學 

に關 する 論爭 をした、 いは ゆる 山 外 派の 驍將 であった。 その 故址は 湮滅した. から、 林 處士の 墓邊を もって 假に その 故址 

と 見て 置く。 この山外派に^^して、 四 明の 方 を 山 象 派と いふ。 

I。 田 I ル？ 仏き $ は 西 湖の 南北に. 屹 立し、 南方. の 雷 峰 塔の 大な るに 對 して、 北方の 保叔 塔の 峻 なる のが、 對 照せられ て 

妙味 を 有して ゐ たが、 今や 雷 峰 塔 は崩壤 した C ともに 吳越王 時代の 建で、 雷 峰 塔の 博の 一個々々 に 陀羅尼 經が藏 めら れ 

て をり、 rVQ 陀羅尼 經が 本邦に も渡來 して ゐる。 


. ^ill.l^I^II は、 西 湖の 西南 赤 山， t より 上陸して、 七 八 支 里の 距離に ある。 吳越 王の 顯官 が、 自然の 岩窟 を 利甩し 

てこ. - に石怫 を開顯 した ものである。 煙霞 洞の ものが 五代 を 代表す る 傑作で ある。 觀音. 勢 至の 像が 特に 麓し く、 その 

他 は 多く は 羅漢で ある。 この 二 洞に も飛來 峰に も 羅漢が 多く、 吳越 地方から 天台 山に 至る まで、 五百羅漢の 多 いのは、 

法 華 信仰に 關 係が あらう と 思 ふ。 

西 湖の 附近 を 離れて 南方の 錢塘 江畔の 方面に 至れば、 先 づ宋の 都址に 近い 鳳凰 山に 梵天 寺が ある。 寺 は 現今 小さな も 

ので あるが、 門前の 左右に 聳 ゆる 二 大石幢 は、 他に その 比 を 見ぬ までの 大規模の ものである。 見る からに 危 きまでに 高 

いもので あるが、 今日な ほ 昔ながら に屹 立して ゐる。 吳越王 天下 大元帥の 建で、 塔 身に 陀 を 刻して ある。 この 梵天 

寺に は趙宋 時代に 麼昭 とい ふ學 者が ゐて、 孤山 0 智圓 とともに 山 外 派の 驍將 として、 四 明 法智の 山家 派に 對 して、 數年 

に 亙る 論爭を やった の は、 怫敎敎 揮： 史上の 異彩で ある。 この 寺に、 淸朝 時代に 思齊 とい ふ念怫 行者が あって、 蓮 社 第 九 

祖 とせられて る。 . 

六 和 塔 は錢塘 江畔， にあり.、 規模す こぶる 大きく、 こ- -に 遊ぶ ものの 目 を必す ひくと ころで、 開化 寺に 歸 する。 塔れ の 

壁 碑 中に、 四十 二人の 大宫が 一章 づムを 筆した もの を 石に 刻した 「四十 二 章經」 が あり、 また 同じく 数十 人の 顯官の ^4 

になる 刻 石 「金剛 經」 が ある。 

雲 棲 寺 は 西南 隅 Q 竹林 中に ぁリ、 西 湖 附近に て 最も， 幽邃の 境地と 稱 せられる。 明 代の 蓮 池 大師 株 宏の所 住で、 $3 接の 

名 は 日本に 隠れ もない が、 特に 中 南部に おいて は 尊崇た ならぬ ものが ある。 株宏は 儒家の 出で、 中年に 出家した 學德 

であった。 後に その 小 君 もまた 出家して、 ともに 模範的な 修道 的 一生 を 送った ので、 山 €： に 大師の 塔院 とともに、 小 君 

の 墓 塔 も ある。 大師 は 蓮 社 第 八祖の 位置 を 取り、 吳越 地方の 大師に 對 する 渴仰 は、 尋常 一 樣の もので ない。 

中お t  Q 佛敎  、  1 四 七. 


中 國佛敎 の 鳥歐的 素描  1 四 八 

斯 くの 如く 杭 州 西 湖 を 中心とする 怫敎 史蹟 は、 限り もな きまでの 多數に 上る が、 以上 は その 最も 著しい もの だけ を擧 

げたので ある。  . .  . 

五、 浙江寧 波  - 

寧 波 は 四 明 山が ある 所から、 、一名 四 せられ、 略して 明 州と いふ。 往時 本邦との 間 Q 交通め 關 門た る も Q は、 揚州 

と 明 州と Q 二つであった から、 、本邦との 關 係が 重.々 である。 寧 波に は宋 代に 天台宗の 四 明 大師 法智が あり、 禪 家の HI ほ 

が あり、 重顯 があった。 四 明 大師の 故扯 は延慶 寺で あり、 重顯 Q 住處は 6lTS 寶寺 であり、 宏智 0 所 住 は 天童 寺であった。 

天童 寺と 相； g んで、 佛舍 利の 現出 を 以て 古來 有名な 阿育 王 寺が ある。 

延慶寺 は 城内に あり、 流石に 四 明大 師法智 の故址 たる を 想 はしめ る 規模 を 具へ て 居る。 四 明 大師 は 所謂 山, 派の 祖師 

で、 錢塘卽 ち 杭 州の 梵天 や 孤山との 間に、 堂々 Q 論陣 を張づ た。 縱撗の 筆力 を 振 ひ、 七 年の 長き に 亙って 天台 大師の 茛、 

意を發 揮す るに 努め、 遂に 凱歌 を 奏した。 論義は 多端に 亙る が、 その 中心 は 一念 三千の 一念 は眞 心で あるか 妄心 である 

かとい ふに あった。 吾人の 芥爾 Q 1 念で あると いふが、 四 明 大師 0 主張す る 所、 その後； 0 の說が 天台 大師の 意に 添 ふ も 

ので、 山 ~派0 眞心說 は、 「起 信 論」 0 影響に 出で たものと なった ので ある。 この 論戰の 中に、 四 明 大師の 腹心の 學者 

が、 錢 塘の伞 下に 走り、 四 明 は 殆ど 孤軍奮闘の 形であった けれども、 飽くまで その 主張 を 賞 徹して、 遂に 能く 力 を 一籌 

に耿 めた の は 大いに 偉と すべきで ある。 爾來 山家. 山 外の 爭と いふ 名稱 は、 怫敎學 に 取って 有名な ものと なって 居る。 

天台 學 0 精細 は、 この 論議に よって 極められた ものである。 

寺 は雪寳 山に ある 所から、 斯く霄 はる ム ので、 本名 は賓聖 寺で ある。 雪 寶山は 四 明 山に 屬 する。 雪 寳重顯 は、 禪 


宗の 文豪で、 「碧 巖錄」 の 頌古百 則 を 撰した 人で ある。 この頃 古 は禪の 宗旨 を敷揚 する 點に 於て- 無比の 價. 僻 力 あり、 後 

に怫果 i 悟が 之に 垂示. 評唱 二者 語 を 加へ てより、. 「碧 巖錄」 は 宗門 第一 書の 名 を 博す る ことと なった。 支那 禪 の發揚 

は、 この 時代が 最 頂であった らう。 それが 漢字 を 通して、 始めて その 妙味 を發撣 する ので あるから、 この 禪は 中^ 獨特 

の ものである。 雪寶は そ. の 修行 中に、 學士曾 公と 親しかった。 雪竇が 行脚に 出る 時 、曾 公 は 紹介 狀を附 して 杭 州 a- 隐寺. 

の 珊禪師 に 就かし めんと した。 雪寶 は靈隱 寺に 至り、 大衆の 間に 伍して 三年の 間 沈潜して 居た。 曾 公が こ. -に官 たるに 

及んで、 珊禪師 に 就きて、 雪籩を 求む るに、 誰も 知る ものがない。 大衆 を 一 々物色して 辛くも 之 を 得て、 その 紹介 狀を 

導 ぬれば、 雪 寶は袖 中より 之 を 出して、 公の 親切 は 難 有い が、 予は 行脚の ものである。 郵便 脚 夫で ない と 言った。 珊禪 

師は 大いに 之を奇 としたので， ある。 その 修道の 精神 態度 は、 格段の もので ないか。 この 禪師 なれば こそ、 百 歳の 後を勖 

かす 頌古を 成し 得た ので ある。  * 

天童 寺 は 我が 榮西 • 道元 兩禪師 との 關 係に 於て、 又 雪 舟が 同 寺の 第 丁 M たりし 關 係に 於て、 本邦に IS れ もない。 越 前 

永 平 寺 は、 同 山 を 摸した ものである。 明の 洪武 十五 年に、 天下 禪宗 五山の 第二と 稱 せられた が、 げに 之に 背かざる 大規 

模で、 その 點に 於て 中國 屈指の 大刹 である。 宋の宏 智禪師 が 中興して 以後、 代々 その 人 あり、 淸 朝に 密雲なる 學德が あ 

つた。 十 方 叢林 中の 有數な ものであるから、 宗派 は その 時に よりて 一定せ ぬ。 宏智は 曹洞宗 であり、 密雲 は 臨濟宗 であ 

る。 宏智は 千 怫閣を 建て、 その 宏麗 東南に 甲たり の稱 があった。 その後 盧 菴懷儆 が、 この 閣を 重修 せる 時、 虚 I 凝に 從っ 

た 我が 榮西 は、 互 材を 寄せて、 之 を 助成した。 この 事 は今猶 一山の 傳稱 する 所で ある。 その後 我が 道元の 入宋 せる 時 

に、 同 山に 住せる もの は 如 淨禪師 であった。 宏智の 塔 は、 同 寺の 少し 東方 Q 古 天童に ある。 寺 は、 元 代に こ X より 現在 

の 地に 移った ので ある。 

中部の 佛敎  一四 九 


中 國怫敎 の 鳥瞰 的 素描  1 五 〇 

阿育 王 寺 は、 中 天竺の 阿育 王が 成せる 八 萬 四千 塔の ーを藏 するとい ふ 所から、 此の 名が ある。 こ Q 塔 は 晉の慧 達が 感 

得ノ たので、 その後 歷 代に 亙りて、 四海の 信 男 信女が 之 を禮拜 供養して 居る。 現今 舍利 殿に 相^んで、 一層 犬なる 大雄 

殿が ある けれど、 寺の 緣 超から すれば、 舍利 殿が 中心た るべき 意義 を 有する。 五代の 吳越 王錢淑 は、 こ 0 塔に 擬 して、 

八 萬 四千の 卜 塔 を 造って、 之 を 四方に 頒 つた。 その 三 個が 本邦に 渡來 して、 好事家の 手に 愛藏 せられて 居る。 この 塔が 

育 王 塔 を 摸した ものである 事 は、 唐の 鑑藁 和尙の 「東征 傳」 によって 明白で ある。 鑑 tt; は 我が 邦に 渡來 せんとして、 幾 

た.^ か 挫折した が、 その 第五 罔の 大 漂流に おいて、 この 地 を 過ぎ" 親しく こ 0 塔を拜 したので あった。 その 記事に いふ 

「其の 塔 は 金に 非す、 玉に 非す、 石に 非す、 土に 非す、 銅に 非す、 鐡に 非す、 紫 烏 色に て刻鏤 常に 非す。 一面 は 薩埵王 

子の 變、 一面 は 拾 眼の 變、 一面 は出腦 の變、 一面 は 救 §i の變 なり。 上に 露盤な く、 中に 懸鍾 あり。 地中に 埋沒 して 能く 

知る 者な し。 唯 方 基 あり、 高さ 數饭 なり。」 云云。 育 王 寺に 住持せ る ものの 中 最も 名 ある は、 宋の大 覺懷璉 及び 大慧宗 

呆の ニ大禪 伯で ある。 天意 寺に 宏智 あり、 育 王 寺に 大慧 ありし 時代 は、 盖し同 寺の 佛 法の 最 盛の 時であった。 蘇 東坡撰 

の 宸奎閣 碑 や、 張 九 成 撰の 妙 喜泉銘 は、 同 寺の 寶藏 である。 

六、 浙江 天台 山 

天台 山 は 浙江省 天台 縣 にある。 華 頂 峰 や、 羅漢 峰 や、 怫隴峰 や、 桐 柏 峰 や、 瀑布 峰 や、 赤 城 峰 や 等の 總稱 である。 周 

の靈 王の 太子 王子 晉が桐 柏 山に ありと 信ぜられて 以來、 仙綁 として 名 を 知られ。 晉の 孫綽に 早く 旣に 天台 山賦が ある。 

その 一峰た る 赤 城 山に 自然の 洞窟が あるので、 f が、 修道 者の 注目す る 所と なった。 叉 飛瀑が あって、 そこに 自然の 

石橋が あり、 精神の 落ち 箸き が 無くて は 渡る を 得ぬ ので、 道 力の 深淺を 測る の 具と せられた。 晉 P 暴猷が 山に 入りて 石 


橋 を 渡る を 得ざる を愧ぢ て、 赤 城 山に 入りて 修道し、 道譽 四方に 傳 はるに 至りて、 王義 之が 遠く 來っ てこれ を禮 した， 

が、 怫敎 との 關 係の 始めで ある。 隋の 天台 大師 智顗 が、 金 陵の 講筵を まりて、 俄に この 仙鄉に 入りて より、 佛敎と 0 關 

係が、 非常に 深くな つた。 同時に 道教との 關係も 深く、 宋の杜 光 庭 • 司 馬 承藏の 如き 學 者が あり、 特に 司 馬承滅 は、 天 

台 道士と して 天下に 名高い。 . 

日本との 關 係の 最も 大 なる もの は、 中孅 中、 北方の 長 安と 南方め 天台 山に 指を& する。 天台 山に 入った 我が 邦の 高僧 

は、 唐 代の 傳敎 ゃ智證 や、 宋 代の 重 源 や、 榮西 や、 成 導 や、 俊ー仍 等、 之 を枚擧 する に堪 へぬ。 成尋は 天台 山に 葬られ、 

日本 善慧 大師 之 塔と 截銘 せられた。 山中に 古 は 七十 二 寺あった と あるが、 明 代に は 六十 二 寺に 減じ、 現今 は その 半ばに 

も 満たぬ であらう。 中に 於て 有名な 0, は、 國淸寺 や、 怫隴 山の 眞覺寺 や、 高 明 寺 や、 華 頂 峰の 善與寺 や、 石橋の 方廣寺 

や、 萬 年 寺 やな どで ある。 

國淸寺 は佛隴 峰の 南 麓に あり、 五峰 雙澗 に圍 まれ、 所謂 天下の 福 地で ある。 天ム C 大師に 歸 依した 晉王廣 が、 大師入^^ 

の 後 直に 創建した ものである。 唐 代に こ. -に 一 行阿閎 梨が あり、 大衍 曆を傳 へた。 叉 S 千禪師 ありて、 寒 山 •  得 Q  二 

子と 文 墨の 交り を爲 したと 傳 へられる。 國淸 寺の 前に 豐干 橋と いふが ありて、 禪師を 記念して 居る。 

眞覺寺 は怫隴 山に あり、 天台 大師 Q 眞身 塔の 在る 所。 後に 荆溪湛 然も こ. t に 全身 塔が 建てられ、 その後 代々 こ. 1 に 葬 

られ たらしい。 こ. -が 天台 大師の 修禪 道場であった ので、 唐の 梁肅 撰行満 立の 修禪 道場 碑が ある。 行満は 我が 傳敎 大師 

の 師事した 學德 であった。 

高 明 寺 は眞覺 寺の 眼下の 幽溪に 在る。 天台 大師が 「維摩 經」 を 佛隴に 講じつ X ありし 時、 忽ち 風の 爲に飄 りて こ&に 

留 つたので、 大師 はこ- -に淨 居 を 營んだ 事に 起原す る。 寺に 大師 所持の 貝 葉と 傳 ふるものが ある。 

中部の 佛敎  ,  1 五 一 


中 國佛敎 Q 鳥 歐的 素描  一 五 二  _ 

華 頂 峰の 善 輿 寺 は、 天台 大師の 再誕と 信ぜられた 五代の 德韶 画師 Q 創建で ある。 華 頂 峰に 於け る 重要な も 0 は、 最高 

頂に ある 智者 大師 降魔 塔で ある。 大師 そこに 宴 坐して、 最後の 魔 を 降した を 記念せ る も Q である。 小石 龕で あるが、 我 

が 獻山四 明が 幾の 傳敎 大師 を 安す る 石 龕 は、 必すゃ 之を模 せる ものでなくて はならぬ。 

石橋 は 懸崖より 落下す る 高さ 五 丈 許の 大 瀑布の 上に 架せられ た 自然の もので、 長さ 三十 尺 許、 厚さ 十二 尺、 濶さ 尺に 

満たぬ。 懸崖の 上 二十 餘 尺の 高さに、 虹螝ゎ 如くに 撗 はるので、 神 H 鬼 作の 觀が ある。 その上に 立てば、 牌 戰き眼 眩す 

るから、 容易に 之 を 渡り 得ぬ。 天台 大師 は、 屡々 之 を 度った。 我が 文學に 見える 石橋 は、 これ. である。 この 石橋に 近く 

方廣 寺が ある。 五百羅漢 Q 居 處と傳 へられる。 石橋と 五百羅漢との 關係 は、 早くより 四方に i 曰 * 傳 したので あって、 r 大 

唐 西域 記」 の 中に、 震旦 天台 石橋の 方廣 寺に 五百羅漢 居す と 記されて ある。 晉 Q 孫緙 Q 天台 山賦 Q 中に、 既に 應眞 (羅 

漢) の 事 を 歌って 居る。  . 

萬 年 寺 は、 天台 山の 西北に あり、 紹 興より 入 山す る も Q は、 先づ この 萬 年 寺に 當 面する ので ある。 我が 榮西禪 師が入 

宋 する や、 こ. -に 盧卷懷 儆に從 ひ、 處惹が 天童 山に 入る に隨 つて、 榮西も 亦 天童 山に 移った のであった。 榮西は 萬 年 寺 

にある 時、 その 山門 *兩1！ を 建て、 更に 天童 寺に 於て 千怫閣 改作に 力 を 致した 0 であった。 この 事 は、 天台 山 Q 大に德 

とする 所であって、 明の 傳燈の 撰せ る 「天台 山 志」 Q 中に、 淳熙 十四 年、 日本 國 0 儈榮 西、 山門 兩 il を 建て、 仍って 大 

池 を 開く と歷 記して 居る。 ^；れ實に千歲の下を照らす文化交涉でぁる。 天台 山に 葬られた 成尋 は、 雨 を 祈って 驗 あり、 

朝廷より 歸東を 許されす して、 滯宋十 年の 後 it 京 今の 開封に 入寂し、 勅にょ.o^て日本善慧國師之塔が建てられた。 これ 

こそ 文化 交涉の 最も 重耍な 役目 を爲 したので あった。  ^ 


黄河 流域の 佛敎 

黄河 流域の 中で、 特に 重要視すべき は、 西 安 *洛 腸. 嵩 山 • 開封 等で あらう。 こ- 1 に は 泰山 や 濟南を も、 黄河の 下流 

に屬 せしめて、 之 を合說 する。 

1 、 陝西西 安， 

西 安 は 唐の 長 安で あるから、 我が 邦と Q 關係 は、 重々 無盡 である。 然し 今日 Q 西 安 は 唐の 長 安城 Q 一部分 王府 だけで 

あるから、 當 代の 十 一 に 過ぎぬ。 而も 大半 は 古の 面 目を止め ぬので、 今日に て は 古の 夢 を 語る だけの 事で ある。 

唐の 長 安城 は隋 Q 大與 城で、 大與城 は 装 裟に擬 して 設計せられ、 その 中央 朱 雀 街に 東西 相爵 して、 東に 玄都 觀、 西に 

大興善 寺が 置かれた ひであった。 これ 隋の文 帝 Q 宗敎 政策 を 示す もので、 道 怫ニ敎 を 以て 國民 精神 を 統一 せんとす る 意 

園が 見られ、 そ Q 中に 千載の 後に 範を 示す ものが ある。 この 大與善 寺 は、 今 Q 西 安城の 南方 廣 野の 中に ある。 唐 代に 不 

空 三藏が こ. -に 在り、 譯場 として 有 數のも Q であった が、 武宗 0 廢怫に 際して.、 一時に 衰滅 0 狀を呈 した。 もとこ- tfc 

不空 三藏 碑が あった。 輿 善 寺の 近くに 麓 福 寺が あり、 小 雁 塔が 古來の 面目 を 維持して 屹立 する ので、 こ.. 1 に 至る ものが 

先づ 之に 荖冃 する。 こ Q 寺 は 唐 代に 於て、 義淨 三蔵 Q 如き 名家の 住せし 所で ある。 こ. 1 の 塔が 小 雁 塔と. S はれる Q は、 

慈 恩 寺の 大雁 塔に 對 して ある。 

慈 恩 寺 は、 唐. の 玄奖三 藏の爲 に 創建せられ たもので、 そこに 三蔵が 印度よ リ將ー 氷せ る梵本 を牧藏 する 爲に大 塔が 
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せられた。 これが 大雁 塔で ある。 そ Q 中に 有名な 大唐三 藏聖敎 序 碑が 安 ぜられ て ある。 玄 樊三藏 は、 後に 玉 華 宮に迎 へ 

られ て、 孜々 として 譯 業に 從 事した が、 然し そ Q 志 は 慈 恩 寺に 在った ので、 入寂の 後 こ X に迎 へられた。. 玄# を 慈 恩 寺 

三藏 法師と いふの は、 之に よるので ある。  • 

靑龍寺 は、 慈 恩 寺の 北方 遠から ぬ 所に あり、 我が 弘法 大師が 惠 果阿閡 梨に 從學 した 所で ある。 武宗 Q 廢怫の 時に 廢せ 

られ たから、 その後 は 古名 を 止む るに 過ぎす、 現今 Q 、どこ. * か寺址 であるか 皆目 分らぬ。 石佛 寺が その 故扯 とい はれる、 

この 石怫寺 は靑龍 寺に 近いに は 相違ない が、 然し 寺 址をこ X と指點 する 事が 出來 ぬまでに、 桑 滄の變 を經て 居る。 

輿敎寺 は、 古の 長 安城 を 離れて 更に 東南に 進んで 樊 川に 臨む 地に ある。 これ は玄 奘三藏 Q 墓所の 在る 所で、 そこに 三 

藏 の 塔 を 中心として、 慈 恩 • 西 明の 兩塔を 左右と する 三 塔が ある。 死後までの 師資の 關係 は、 實に美 はしい ので ある。 

華嚴寺 は、 これ また 古の 長 安城の 南方に あるが、 今 は廢滅 の餘に 過ぎす、 寺の 形 さへ もない が、 然し 杜順 和尙の 塔と 

淸 涼の 塔と が、 古の ま- -に 嚴存 する 所に 宗教の 永遠 性 を 語る も Q が ある。 

終 南山 は、 長 安の 南方 神 禾原を 隔てた 外に ぁリ、 普通に 南山との みい ふ。 こ X に 古に ありて は 幾多 Q 名刹が あった 

がヽ 今日は 殆ど そ C> 跡 だに も 專 ねられぬ。 中に 於て 辛くも 古 をし のばしめ る もの は、 百 塔 寺と 草堂 寺 だけで ある。 百 塔 

寺 は隋の 三階 敎 開祖 信 行 禪師の 墓の 存 する 所で、 三階 教徒が 悉く 開祖の 墓 塔に 近く 葬られん を 願った。 三階 敎が 幾た び 

か 禁斷の 厄に あへ るに 拘ら す、 敎 徒め 塔 墓が 次第に 多くな つたので、 俗に 百 塔 寺と 5 ふに 至った ものである。 

草堂 寺 は、 唐 代に 於て 華厳宗の 圭峰宗 密の所 住で ある。 或は 之 を雜； 什三藏 の譯經 Q 故址 とい ふ說も あるが、 そ は事實 

であるまい。 羅什は 長 安城 中に 於て 譯 業に 從 事した もので、 it く 南山に 返いた 事 はな SQ である。 

唐の 長 安城 は、 當 時に 於け る 世界的の 文化 都市で、 天下の 各國 民が こ- -に朝 奏して、 その 文化に 化せられ たので あつ 


た。 我が 邦より は、 玄昉. 道昭 より 弘法 如. 靈仙 等、 何程の 人が 入唐した か、 枚 擧に逞 ない。 南山 も 亦 本邦 人に 極 

めて 親しい 名で ある。 南山の 山儈 善導 和尙 の念怫 が、 我が 邦の 淨土敎 として 四海 を 風靡して 居る。 然し その 南山に 往っ 

て も、 今日 何の 指點 する 所がない までの 變 遷を爲 して 居る ので ある。 

現今の 西 安城 內と碑 林と いふが ある。 それ は 廢滅の 故：^ より 集め 来った 古 碑 を牧藏 して、 之 を 千載 0 下に 傳 へんと し 

て 居る ので ある。 我が 邦で いへば、 先 づ國寶 館と でもい ふべき 意義 を 有する。 こ X に 幾多 ，の 石碑が 保存 せられて、 幸に 

も 積極 消極の 破 壞を免 かれて 居. るの は、 文化史 上の 幸福で ある。  ， 

• 一一、 河南， 洛陽 、 

現今 河南と いはる. -所 は、 もとの 洛腸 である。 洛陽は 時代の 變遷 によって、 非常に 違って 居る から、 現在の 河南 は 古 

の洛 陽の 一部分に 過ぎす、 隨 つて 當 時の 名刹 巨刹 も、 その 跡 を 導ね 得られぬ。 河南の 東方 十 単： 舗に ある 白馬 寺 は、 古の 

洛 陽の 中に あつたに 相違ない が、 今 は 城外の 遙 かなる 地 十里鋪 にあり、 その 塔が 汽車から 望み 得られる。 奈良 朝の 我が 

留學 僧榮歡 • 普 照の 二人が、 道潘 律師 を迎 へた， の は、 この 洛 陽からで あった。  * 

洛 陽に 於て、 今日 锻も 重要視 さるべき もの は、 南方 伊 水に 臨む 龍 門の 石窟 である。 これ は 伊 水が 丘 を 莨いて 流る." 所 

から、 伊闕と 呼ばれ、 伊闕の 東西の 懸崖に 幾多の 石窟が 開鑿 せられて 居る ので ある。 そ. の 初めは 北 魏の孝 文 帝が 大同よ 

り洛 陽に 遷都した 太 和 年間に 開け、 その後 隋 唐の 時代 を 通じて、 絕 えす 開鑿 せられた。 北魏の ものに は 老君洞 あり、 资 

陽 洞 あり、 蓮 花 洞 あり、 唐 代の ものに は大盧 舍那怫 あり、 實に 天下の 大觀 である。 中國は 石怫に 於いて 世界的 のぞ 力 あ 

るが、 中に 於いて 北方の 大同 雲 岡と 洛陽籠 門のと が、 兩橫 綱と 5 ふべき 地位 を 有する。 雲 岡が 沙 岩石なる に對 して、 龍 
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門 は 石灰岩で あるから、 開鑿の 難易 は 同日の 談 でない。 それだけ 龍 門の ものに 慣 値が 多い ので あるが、 然し その 規模. ひ 

堂々 たる 點、. 意匠-の 縦横なる 點、 開鑿の 精緻なる 點に 於て、 雲 岡の 方に 一 段の 價 値が あると 思 はれる。 さはれ、 老君洞 

や 賓陽洞 や 蓮 花 洞の も Q は、 雲 岡のに 比して、 多くの 徑 庭がない。 殊に 唐 代の 大盧舍 那佛に 至リて は、 他に 比すべき も 

のがない までの 完成品で ある。 高宗 及び 皇后 武氏 Q 發 願に 成った も Q である。 この 大佛が 成って 後、 . 八十 餘年を 經てヽ 

我が 東大# の大 盧舍那 佛が禱 造せられ た。 必す やその 範を龍 門の 大怫に 取った もので あらう。 龍 門の 大佛 は、 天下の 禮 

拜を 受けた ので あるから、 唐 代に 洛陽を 通過して、 長 安に 往復す る 我が 國 人が、 必す この 大怫 を鱧拜 した 事 は、 想像に 

難くない ので ある。 

三、 河 南 嵩 山  ， 

嵩 山 は 五岳の 中央に あるので、 中 岳と いはる- -が、 洛 陽の 東南 一 日程の 距離に ある。 少室 • 太 室の 二 峰に 分れ、 峩々 

たる 巖 石より 成リ、 見る からに 嶮峻 である。 嵩 山に 於て 佛敎 史上 重要な もの は、 少室 山陰 Q 少林 寺と、 太 室 山 腸 Q 嵩嶽 

寺. 會善 寺で ある。 嵩 山，^ 北魏の 王室の 夏時に 於け る 離宮の あった 所で、 その 離宮 0 寺と なった のが 多い。 

少林 寺 は、 北 魏の怫 陀禪師 の爲に 創建せられ たもので あるが、 菩提 達磨が 九 年 面壁した とい ふ 事に よって、 本邦に 有 

名で ある。 寺の 西に 當 つて 丘が あり、 そこに 初祖菴 とい ふが あり、 その 西南の 平地に 少林 寺 歴代の 墓 林が ある。 この 墓 

林 は、 流石に 名刹 巨刹の 歷史を 語る もので、 天下 0 大観と 言って よい。 少林 寺の 境內に 幾多の 碑が あって、 いづれ も 寺 

史を 語って 居る が、 寺史の 明瞭なる は、 元 代の 雪 庭福裕 からで ある。 ！ * 庭 は 曹洞宗 萬 松 老人の 法嗣 で、 爾後 連綿と して 

曹洞 宗を傳 へて 居る。 寺 庭に 我が 徂州正 法寺邵 元の 撰せ る 息 菴禪師 の 碑が ある。 邵 元は 山 東靈岩 寺に 於て 息 菴に從 ひ、 


息卷が 少林 寺に 入る 時、 之に 從 つて 少林 寺に 來り、 息 菴の寂 後、 最も 長く 從學 し、 且つ 最も 適材と いふ 所から、 ？5 ばれ 

てこの 碑文 を 撰した ので ある。 單 なる 一 碑 なれ ども、 日華 0 文化 交 涉の资 料と して 無比の ものである。 邵元 0 碑 は、 山 

東靈巖 寺. y も ある。 この 邵元 0 居住した の は、 寺に 對 せる 高い 丘の 上に ある 二 祖^であった。 寺に 唐 Q 太宗 によって 建 

てられた 少林 寺 碑が ある。 石碑 中に 於て、 唐 代の を 代表すべき 程に 見事な も Q である。 これ は. is が國を 建てん とせる 戰 

爭に 於て、 寺の 大衆が 敵軍 in 充 0 姪 仁 則 を 執へ た 功績 を表獎 し、 賜 ふに 莊園を 以てした 察 を 記せる ものである。 寺に 有 

名な 华法 を傳 へて 居る 0 は、 斯る 事に そ 9 起原 を 有する であらう。 寺に 唐 代に 於て 有名な 戒擅 があった。 

嵩嶽寺 は、 北魏 0 孝武 帝の 離宮であって、 こんに 北魏 時代の 遺構と 見るべき 十二 角 十五 暦の 博 塔が ある。 ：！：^ に 堂々 た 

る もので、 缚塔中 先 づ指を 屈すべき ものである。 こ の 寺 は 唐 代に 於て 大通禪 師祌秀 0 所 住で、 その後 を 承け て #if 寂の 住 

せる 所であった から、 所謂 禪家 北宗 0 中心地であった とい ふべき である。 現今、 嵩 山の 寺 は 皆 曹洞宗 に 廳 す るが、 獨り 

此 Q 寺の み臨濟 宗を嗣 いで 居る。 

會善寺 は、 北 魏孝文 帝の 夏の 離宮であった ので、 嵩 山中に 於て は 少林 寺に 嗣ぐ大 刹で ある。 會善 寺に ついて 特記す ベ 

き は、 こ. -に唐 代に 戒壇の あった 事で ある。 この 戒擅 もまた 有名な もので、" 趙州 和尙の 如き も、 こ \ に 受戒した ので あ 

つた。 同じ 嵩 山の 少林 寺と 會善 寺に、 共に 戒壇が 有. 0/ 兩 方に 戒壇に 關 する 金石が ある。 少林 寺の もの は" 長 安四 年に 結 

擅し、 會善 寺の も 0 は 大曆ニ 年 を 以て 成った ので ある。 

四、 河南 開封 

開封に は 大招阈 寺が あり、 鐵 塔が あり、 繁 塔が ある。 大相國 寺 は宋代 於て 海内の 名刹で あつたが、 今日に て は 市 IS? 
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P 遊樂 場と なって 居る。 

i 鐵塔 は、 もと 祐國 寺に 腸した もので、 現今 は 塔の みを殘 して 居る が、 祐國 寺は宋 代に 於て 規模 廣大 なる もので あつ 

た。 我が 成 尊 は、 開寶 寺に 住せ しめられ たが、 祐國寺 はこ Q 開資 寺の 東院 であった。 その 點に 於て、 鐵塔は 本邦 人に 親 

しまれる ものである。 寺址は 今や 全く 面目 を變 へて、 寺址 たる 事 すら、 次第に 分ら なくなって 來っ. >" ある。 文 學士三 好 

鹿 雄 君 は、 寺址を 判然たら しむる 碑 刻 を 地中より 發 掘した ので、 成尋 法師 を 記念すべき 志願 を發 し、 日華 兩 方面の 贊同 

を 得て、 昭和 十八 年 五月 十二 日 を 以て、 いよ/ \ 成 尋阿闍 梨 顯彰の 碑 を 建てる 事と なった。 

五、 山 東 泰山 

泰山 は 五岳 中の 東 岳で あるが、 民族 信仰に 於て は、 之 を 鄞 都と し、 冥府の 存 する 所と した。 之に よって そ Q 南 麓に 冥 

福 寺なる も Q が ある。 泰山 は 満山 悉く 道廟 のみに 満 されて 居る と 言っても よいが、 そ Q 中腹の 花崗岩 床に 「金剛 般若 經」 

が 大字 を 以て 刻せられ て ある。 北齊の 王子 棒 0 筆な らんと 推定 せられて 居る。 經 石^の 名 はこれ に 基づく。 泰 陰に 神 通 

寺 • 靈巖 寺と いふが ある。 共に 東晉 Q 儈朗に 關係を 有する。 僧朗. は 道 安と 法 Q 兄弟で、 山 東 怫敎の 開祖と もい ふべき 高 

德 である。 前 秦の符 堅が 天下の 傦衆を 沙汰 せんとした 時に、 泰山の み を 除外した 程に、 當 時僧朗 によって 一山に 道德が 

あった。 その 僧 朗の所 住 は祌通 寺であった。 今 は 寺がない までに 荒廢 して 居る が、 流石に 名刹の 跡と て、 こ X に 北齊時 

代の 四 門 塔が あ. 唐 代の 龍 虎 塔 (朗公 塔) が ぁリ、 又唐繫 の千怫 崖が ある。 共に 觀 るべき ものである。 殊に 唐 代 開鑿 

の 千怫嵐 は、 世に 知られぬ が爲 に、 破壞を 免れて 居る の は、 世に もうれ しい 事で ある。 唐の 義淨 三藏 は、 こ  > に 學んだ 

のであった。 


靈巖寺 は 神 通 寺 Q 下流に あ..^、 僧 朗の開 法せ る 所と せられ、 こ. -に 堂々 たる 大 塔が あ 叉 背後の 山上に 隋代 0 開 整 

と 思 はれる 石窟證 明蠡が ある。 伽藍の 規模 は宏壯 で、 嵩 山 0 少林 寺と 親しい 關係 があった。 我が 邵 元が、 元 代に 於て 從 

事した 息 惹禪師 は、 最初、 こ- 1 に 住し、 後に 少林 寺に 移った 時、 邵元も 41 ハに 少林 寺に 入った。 邵 元の 息^ 碑 は 少林 寺に も 

あお、 こ.^ にも ある。 その 文、 大同で あるが、 多少 異なる。 この 靈巖寺 は、 天台 山 國淸寺 • 荆 州 HI 泉 寺 • 金 陵棲歷 寺と 

相： S んで 天下の 四 絕に數 へられて 居る。 多分、 宋 代からの 事で あら. う。 越 州に 於て 我が 傳敎 大師に 灌頂を 授けた 順曉 は、 

この 靈岩 寺の 學德 であった。  . 

六、 山. 東濟南  ， 

濟南 城內に は、 現今 これと いふべき 程の 寺 はない が • 城外 少し 離れて、 隋 代に 開 li せられた 幾多の 石窟が ある。 斯く 

澤 山の 石窟 Q あるの は、 必すゃ 隋の文 帝が 開皇 十四 年 を 以て 岱宗 に柴燎 せる 時、 之に 從 へる 曇 遷が周 武廢怫 の 山寺 を復 

興せん を 請 ひ、 勅に よって 靈巖. 祌通， 神寶 Q 三 寺 を再與 せしめた から、 曇遷の 感化が これ あらしめ たもので あらう。 

天下 八十 餘 州に 舍利塔 を 置く に 至った の も、 この 暴遷の 力が 多かった ので ある。 

山 東に は 岩石の 山が 多い ので、 これより 先 摩 崖に 經を 刻し 叉怫を 刻す る 事が、 一種の 流行であった。 卽ち 泰山 及び 沮 

欲 山に は北齊 時代 Q 刻經が あり、 大怫 寺に はまた 北齊 時代の も Q と 思 はれる 大怫が あり、 肥 城縣の 五峰 山に は 同じく 北 

齊 時代の 石窟が ある。 この 趨勢の ある 所に、 長 遷の 感化が ある 所から、 歴城縣 の 中 だけで も、 近い 千 佛山ゃ 龍 洞 ゃ佛^ 

より、 少し 離れた 玉函山 等、 いづれ も隋 代の 刻 像で ある。 長淸 縣に屬 する 前記 靈岩寺 背後の 山 頸の 證明窥 も、 隋刻 であ 

らうと 思 はれる。 いづれ も 規模 は 大きくな いが、 到る 所の 岩 面が 刻 像に 用 ひられて 居る ので ある。 下りて 九 塔 寺に は 唐 

黄河 流域の 佛敎  ，  一 五 九 
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代 Q 刻 像が あり、 開 元 寺に 近い 怫慧 山に は宋 代の 大怫が ある。 元来 山 東 は 儒道 ニ敎の 地域で あるに も拘ら す、 斯 く多數 

の 刻 經ゃ刻 像の ある 事に よって、 隋唐 時代に 於け る 怫敎の 隆昌が 推定 せられる。 

更に 歷城縣 に 於け る 出色の も Q は、 千怫 山に 對 せる 厥 山の 別 峰の 頸部に、 魏 代の 刻 像の 存 する 事で ある。 魏の 時代に 

於て、 この 山 東に 刻 像 あらしめ た 因緣は 知る ベから ざ. る も、 盖し怫 敎に對 する 民衆の 歸 向の 意想外に 多大な りし を 語る 

ものである。 こ Q 刻 像が、 悉く その 顔面の 破瓌 せられて あるの は、 恐らく は廢佛 時代に 加 へられた もので あらう かと a- 

はれる。  • 

北部の 佛敎  ， 

北部 otil 域は廣 い。 黄河 0 流域より 北方 をす ベて 北部と し、 之 を 山 西-と 山 東と 河北 河南の 三 域に 分って、 そこの 重 

耍な ものに ついて、 大概 を 叙述して 見る。 

先づ山 西より 始める。 山 西に は 大同が あり、 雲崗の 石怫が あ. り、 五臺 山が あり、 太 原が あり、 更に 太 原の 西南に 天 龍 

山が あり、 籠 山が あり、 石 壁 山が ある。 山 東に は靑 州が あり、 淄 川が ある。 河南 河北に は、 北京が あり、 房 山が あり、 

正定が あり、 趙 州が あり、 磁縣が ぁグ、 彰德が ある。 

1 、 山 西 大同 

.W 西の 大同に は、 上下の 華嚴 寺が あり、 南 善 化 寺が ある。 遼金 時代の 建立で ある。 下 華厳 寺に は 契 丹の 藏經 があった. 


が、 今 は 見られぬ。 この 契 丹 大藏經 は、 宋の大 藏經の 後に 出來 たもので、 恐らく は宋 朝との 間の 文化 兢爭の 意義 を もつ 

たも Q であった らう。 後に 高麗の 再版 大藏經 は、 宋 Q 大藏經 と 契 丹の 大藏經 と を 校合した も Q であるから、 その 點に於 

て 契 丹の 大藏經 の 任務が 發 揮せられ たので あるが、 その 一 冊 だに なきまでに 失 はれた の は、 文化史 上の 遣憾 である。 契 

丹 は、 聖宗. 與宗. 道宗 0 三代に 於て、 大いに 發展 したので あった。 道 宗の朝 は 契 丹 文化 黄金時代で、 こ 0 時代に 我 

が 邦より 明範 とい ふ 僧が、 遠く 契^に 入りて 夥多の 寶物を 持って tl 朝した ことが、 大 問題と なった。 道宗が 禪宗文 ゆの 

內容 について 疑問 を 抱き、 r 寶 林傳」 の 如き は欺妄 を廣 布す る も ひなり とて、 之を燒 ました 事蹟 か.^. 考へ ると、 契 丹の 

SS 敎は歷 史考證 の點に 於て 驟る 勝れて 居た こと を 察せし める。 而 して 契 丹 Q 佛敎 は、 華厳宗 を 心と して 居た から、 華 

嚴關係 0 敎學 が發展 した。 筆者が 昭和 十四 年に 訪 うた 時、 この 下 華厳 寺に、 江 南 布 敎司前 王 君寵 經房 造の 經 典の 集穗が 

あった。 末尾に 大淸國 康熙十 年 弟子 海 明 化 衆 ；… 十二 年初 八月 閉關六 載 閬閱大 藏添富 補 校正の 墨書が ある。 龍 蔵よりも 

小さく、 活字に 類す る字體 であった。 特殊の 經 典の 單 行で はない。 恐らく は淸朝 時代に 出來た 一種 0 藏經 であらう と 推 

察せられた。 まだ 學界に 注意せられ ない ものであるが、 亂雜に 積まれて あり、 匆々 に 往訪した ので あるから、 遂に 之 を 

取調べる 暇がなかった。 

華厳 寺に も 二種 ひ 藏經が ある。 一は 明 Q 北藏 であるが、 他 は 江 南 水 西 門 裏 三 山 街 ロ往安 第一 家 經房胡 君 質鋪成 Q もの 

である。 また 淸朝 時代に 出來 た藏經 であらう と 推せられ た。 大雄殿 0 前に 大康ニ 年の 帱身 があった。 大康 は道宗 の年號 

である。 これ 寺が 遼代ひ 建なる を 語る ものである。 

上下の 華嚴寺 は、 契 丹 佛敎の 內容を 表示す る ものである。 下華嚴 寺に 契 丹の 藏經 の資藏 せられた 事に よって、 寺と 契 

丹との 關 係が 察せられる。 

北.！^ の佛敎  1 六 1 


中國 怫欽. の 鳥瞰 的 素描  1 六 二 

南 善 化 寺 は 金 代 Q 建立で ある。 大 殿に は 五 尊 ニー 羅漢 ニー 菩薩 を 安 じ、 兩 側に 二十 天が ある。 いづれ も 堂々 たる 巨 鰕 

Q もので、 是等は 金 代 を 表現す る佛敎 美術で ある。 大同 0 諸 寺に は、 之に 匹敵す る ものがない。  - 

大同に 於て i5 注目 せらるべき も 0 は、 明 代 0 九 龍 壁で ある。 北京 北海 Q 清朝 時代 0 九 龍 壁よりも 規模 廣大 で、 而も 時 

代が 古い。 その， 前に 七 個の 碑が あるが、 いづれ も 九 龍に 關 する 靈 験に 關 する ものである。 その 側に 葡語 (？)  Q 碑が あ 

り、 兩 側に 克七 修身 拾 已身、 絕三謀 道 忘 其 生の 聯句 を 刻して あった。 一九 〇 八 年の 年號を 有する から、 民國 になる 四 年 

as 前で ある。 聯 よ.^ 察する に 、殉教者で あつたと 思 はれる。 

二、. 3 西雲崗 

大同 城 0 西日本 Q 三 里 許の 所に、 有名な 大石佛 寺が ある。 武州 川に 添うた 岡の 沙 岩に 開鑿せられ たので、 實に 天下 Q 

絕觀 である。 北 魏太武 Q 廢佛の 後に、 そ Q 孫に 當る文 成 帝が 懺悔 滅 罪と 祖先 追 孝の 宗敎的 動機から、 沙門 曇曜の 進言に 

よって、 五窟を 開いた Q に 起原す る。 その後 獻文 • 孝 文 0  二 帝に よって 承け 繼 がれて、 二十 餘 Q 大窟が 開かれた。 之に 

倣 ふ 臣民 0 小 窟が踵 を 接して 出來た ので、 大小の 石窟を 併せ 數 ふる 時 は、 幾許の 數に 上る か 之 を 知る 事が 出來 ぬまでの 

多數に 上る。 北魏 Q 黄金時代 たる 孝 文 帝が、 洛 腸に 遷都せ る 後に は、 石窟 開鑿 Q 大業が 寵 門に 移って、 雪 崗のも Q は 俄 

に衰 へた。 然し 臣民が 猶 引き 續 いて 開鑿した 事 は、 通觀 して 之 を 知る 事が 出來 る。 

そ 0 石佛 は、 中國 にお. S て は 最初の も Q. であるが、 遠く は 印度、 近く は燉 煌. 涼 州の もの を 承け たので あるから、 そ 

Q 技工の 上に おいても、 內容 Q 上に おいても、 他の 堂々 たる ものに 比して 毫も 劣らぬ Q みか、 或は 石怫 中に おいて 古今 

獨歩 ひものと 莨って よい。 大同 城 は 朔北ひ 地で あり、 魏は鮮 卑！^ の拓践 氏で あるが、 石佛の 上から 見る と、 「法 華經」 


や 「維摩 經」 や 「金 光明 經」 や 「無量 It 經」 や 「華 嚴經」 や r 瑞應本 起經」 やな どが. - その 背後に 橫 はるから、 石條を 

通じて 魏の佛 敎を推 想す る 事が 出來 る。 從來の 怫敎史 は、 文書の 上 だけから のみ 兒られ たもので あつたが、 今後 は斯る 

實物を 加へ て 見ねば ならぬ 0 である。 その 點 からい へば、 曇曜 の佛敎 史上に 於け る 位置が 大いに 高くなる ので ある。 

、 一一 一、 山 西 五臺山  . 

五臺山 は、 一名 清涼 山で、 文殊の 淨土 として 內 外の 巡體者 を惹 きつける 聖地で ある。 唐 代に 於て、 怫陀波 利なる 梵偕 

が、 文殊 菩薩 を蹬拜 せんとて ヽ 遠く この 山に 登った 事 は、 有名な 事實 である。 我が 靈仙 は、 南都より 長 安に 遊學 し、 譯 

場に 參 して 首座 を 占める 程の 搫 者で あつたが、 山中に 於いて 毒害 せられた。 靈仙と 前後して 入唐せ る慧萼 は、 山より 觀 

音像 を 得て、； 歸朝 せんとして 果 さす、 南海 普陀 山に 留まった。 その後、 我が 慈 覺ゃ智 證ゃ成 尋ゃを 始めと して、 本邦よ 

りこ 0 聖地 を 巡 鱧した も Q が少 くない。 

さて、 この 五臺 山の 開けた 0 は、 魏 Q 時代から であるが、 唐の 澄觀が こ. -に 住する に 至って 怫敎 史上に 有名と なった 

ので ある。 g は觀は 華嚴宗 再興の 學德 で、 大華嚴 寺に 住した。 この 大華嚴 寺 は、 今日の 顯通 寺で あるが、 然し 大塔院 寺 

も 眞容院 も、 もとは 大華嚴 寺に 屬 したので ある。 五臺は 名の 示す 如く 五峰より 成り、 五峰の 間の 盆地に 幾多の E 刹が あ 

り、 互 莉 中の 巨刹が 大華嚴 寺 卽ち顯 通 寺な ので ある。 

五臺 山の 文殊 を 憧憬す る ものが、 內 外に 數 知れす ある 中に、 唐の 法 照 禪師が ある。 時 を 得て 山に 入り、 五.^ の 念怫を 

稱 へた。 我が 慈覺 大師が、 この 念 怫を傳 へて、 叙 山の 常 行 堂に 之 を招續 せしめた ので ある。 山に は佛 光寺 や 金閣寺 ゃ殊 

像 寺 や 羅猴寺 や 廣宗寺 や 鎭海寺 や 等の 如き、 幾多の 名刹 E 刹が あるが、 いづれ も 文殊 菩薩 を 以て 本尊と して 居る。 五 塞 
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山の 怫敎 は、 中 國怫敎 と 喇嘛教と が、 恰も 相半ばして 居る。 - 

四、 山 西 龍 山 

太 原 市の 西南 太 原縣の 西北に 龍 山が あり、 天 龍 山が あり、 叉 更に 西南 0 交城縣 に萬卦 山が あり、 石 壁 山が ある。 龍 山 

に北齊 時代の 童子 寺の 故址が ある。 こ 0 童子 寺に 百 二十 尺の 大石怫 があった。 唐の 高 宗が武 后と 共に 之 を禮拜 したが、 ， 

それが 恐らく は 龍 門の 大佛 あらしめ る 因 緣を爲 した ものと 思 ふ。 この 大佛は 3 朋 壤 したが、 然し その 痕跡 は 之 を 指 點し得 

る。 大佛 のあった 前庭に、 古^石 燈が殘 つて 居る。 この 石燈は 中國に 於け る. 唯一 の も Qt 中國と 本邦 Q も との 速 絡 

上、 極めて 重 耍な资 料で ある。 

そ Q 一隅 ^道教の 石窟が ある。 元の 宋披 雲と いふ 學 者の 開鑿した もので、 規模 は 大きくな いが、 道 尊 や 三 道 尊 やの 上 

に、 佛 像との 交渉 を 語って 面白い も 05 が ある。 道窟は 恐らく はこれ が 唯一 の もので あらう。 

天 龍 寺 は、 人跡 を絕 せる 深山の 中 Q 1 寺で あるが、 背後の 高 蜂に 石窟を 有する ので、 甚だ 有名と なった。 造 像 は.、 北 

齊のも Q 隋 唐の もの を 併せ 有する が、 北齊 時代に 成れる 大佛 とニ窟 とが、 東晉の 王室との 關係を 語る。 隋唐 Q 時代に 成 

れる ものに は、 天下の 名品と 仰ぐべき 菩薩 像ゃ佛 像が あつたが、 今日は 殆ど 破壞 せられた。 中には 遠く 米 國に般 出せら 

れ たもの も ある。 之が 爲に、 遠く 之 を訪ふ も、 今 は 殆ど 見るべき ものがない。 本邦の 學 者が 寫眞 によりて 之 を 保存せ る 

ものに 接して、 始めて 之 を 知り 得る に 過ぎぬ。  \ 

萬 卦山天 寧 寺 は、 太 原縣の 西南 淸源 縣を經 ての 交 城縣の 背後に ある。 魔 外の 勝區 で、 唐 代に 建てられた 九 の 華厳 塔 

が、 寺 Q 由緖を 語る。 この 壁 山玄. 9. 寺と に、 重々 の因緣 があった。 寺に は 唐の 殘碑も あるが、 こ- 1 に： M 持せ る 名 


像 は、 猶 未だ 調査せられ るまでに 至って 居らぬ 

石 壁 山 玄中寺 は、 魏 の曇鸞 大師の 開基で ある。 曇 鸞は念 佛宗の 祖師と して、 中 國怫敎 史上 特殊 ひ 地位 をお める。 今日 

は廢錢 の餘に 過ぎぬ が、 昨 昭和 十七 年 十月 七日、 我が 東 西本願寺 及び 淨土宗 の 三宗の 有志 協同して、 中 國の怫 敎會と 速 

合して、 大師の 一千 四百 年の 遠 忌 を嚴修 する に 至って、 俄然 中國の 人士に 認識 せらる. --忆 至った。 中國 の念怫 お. 1^ 蓮 >r 

の念怫 がその 主流 を爲 し、 而 して 蓮 社 念佛の 祖師 中に 大師が 加 へられて 居ぬ ので、 中國に 於いて 大師 は 忘れられ るまで 

に 至って 居る が、 大師の 本願の 念佛 は、 我が 國に 於て 重要な 位置 を 占める ので ある。 寺 はま 鸞 大師の 開？ で、 減 後の - 

子、 唐の 道 韓禪師 が こ. -に 住し、 善導 大師が 道 を 求めて こ.^ に 至った ので ある。 寺 庭に « 壇 記 碑が あり 义鋭 彌勒像 ffl- 

が ある。 後者の 中に、 唐の 太宗が 寺に 至りて 道 縛 禪師に 見えた 事 を 記して 居る。 この 事蹟 は、 何等の 文獻 にも 兑ぇ づ 

この 碑に よって 知らる.. - ので ある。 

五、 河北 北 京 

河南 河北の 展 域に は、 北京 城が あり、 房 山縣の 石經が あり、 正定が あり、 趙 州が あり、 磁縣が あり、 彰德が ある。 極 

めて の 素描 を 試みる 事と する。 

北京 は 元の 都 城で あり、 明淸 時代に 於ても 亦 都 城で あり、 而も 遡りて 唐 代の 逾 跡まで も あるから、 歴代の 文物が fe^ 存 

して 居る。 特に 淸 朝の ものが、 こ. - に集藏 せられて あるが、 一 々之 を揭 ぐる 事 は出來 ぬ。 

法 源 寺 は、 最古の 歷史を 有する ものである。 唐 初 建 國の爲 の大戰 場に 和親 平等の 拱 養を爲 さんが 爲に、 七ケ寺を^^て 

たが、 法 源 寺 は その 一 つで、 當 時潤忠 寺の 名であった。 歷 代の 變遷に 遭遇して、 今日 唐 代の ものが 殘 つて 居らぬ 力 北 
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京 中の 名刹た るに 背かぬ 規模 を 有する。 ■ 

天 寧 寺 は 北魏の 創建で、 隋代こ X に舍利 塔が 置かれた が、、 今日 雲 外に 聲 ゆる 大甎塔 は、 恐らく は遼 代に 成れる もので 

あらう。 年と 共に 次第に 破壊の 程度 を 加へ て 行く が、 猶 北京 を莊嚴 する 無比の 怫敎藝 術で ある。 

萬 松 老人 塔 は、 廣濟 寺の 近くに ある。 元の 萬 松 老人 行秀 は、 曹洞宗 に 腸し、. r 從 容錄」 の 奢 者と して 有名で ある。 そ 

の 弟子 福 裕が嵩 山 少林 寺に 入って より、 今日 猶 少林 寺 は 曹洞宗 系 を持續 して 居る。 この 塔 は 右 造で、 堂々 たる 規模 を 有 

し、 之に 對 すれば 老人の 人格の 大を 推せし める。 

妙應寺 は、 元 代 建の 特殊な 形の 喇嘛 式 白 塔 を 有する。 元 代に 於て 東西南北 中の 方位に 應 じて 五色 塔 を 建てた ので あつ 

たが、 今は獨 りこの 白 塔 を 遺す ので ある。 白 は 西方で ある。 

五 塔 寺 は 本名 大正 覺 寺で、 その 五 塔 は 明 代の 創建で ある。 中 印度の 大 菩提寺の 規制 を 移した ものと して 輿 味が ある。 

西 山 碧 雲 寺の 大正 覺塔 は、 また 大 菩提寺の 形、 製 を 襲用した もので、 それ は淸 朝に 出來 たので ある。、 

西 黄 寺に は、 大理石の 斑禪 喇嘛 塔が 有る。 淸朝 時代の 建で、 清朝が 西藏 統治に 對 して、 苦心 を拂 つた 跡 を 語る もので 

ある。 - 

雍和宮 は、 淸 0 世宗の 藩邸で あつたが、 登極 後に 捨てて 寺と 爲し たもの、 從 つて 雍和宮 や 法 輪 殿 や 萬 福閣を 中心とし 

て、 夥多の 殿樓が ある。 この 一 寺の み にても、 淸 朝の 豪華 を 語る ので あるが、 槍 桑の 變に 遭遇して、 年と 共に 廢殘の 一 

路を迪 るの は、 文化 Q 上より 見て 遺憾に 堪 へぬ。 

この 外に 北海 だけで も、 萬 怫樓ゃ 極 樂界ゃ Q 如き 想像 以上の 大規模 を 有する 喇嘛 寺が あるが、 廢殘に 委せられて ある. 

ので、 恐らく は 土 3 朋瓦 壞に歸 する 事で あらう。 


六、 河北 居庸關 

居. 1^ 關は、 北京より 張 家 口に 逋 する 國 道の 關 門で あるが、 拱 道の 內 壁に 四天王 や、 怫像ゃ 天 鬼 や を 刻し、 天 王の 間に 

梵字 • 西 藏字 • 拔思發 字. 囘： ssf* 西 夏 字. 漢字の 陀羅尼 を 刻して 居る。 元 代の もので、 その 廣大 なる 範圖 に對 する 宗 

敎 政策の 一端 を 示す ものである。 

七、 河北 房 山 

房 山 縣に雪 居 寺と いふが あ^、 寺 域に 南北の 二 塔が ある。 東方に 小 西 天と いふ 山が あり、 山の 中腹に 石室が 十一 個 あ 

つて、 是 等の 中に 石に 刻した 大藏 經が牧 めら れて ある。 隋の淨 法師が 法 減の 世に 備 へんと したのに 起原す る。 淨瑰の 

後 五代 程 その 志 を嗣. S で 之 を繼繽 したが、 唐の 武宗 の廢怫 に際會 して 中止した。 降りて 遼 代に 至り、 與宗 Q 朝に、 こ X 

に州牧 たりし 韓紹芳 が、 小 西 天に 登りて、 この 石 經を發 見し、 詳細に 之 を 取調べて、 その 無比の 大願に 成れる を 知り、 

朝に 奏して 御 府の錢 の 下賜 を 得て、 遠く 隋唐 時代の 後 を嗣ぐ 事と なった。 與聖 道の 三宗 時代に、 大いに 之 を皙勵 して、 

成る に隨 つて 之 を 石室に 埋めた。 又 南 塔の 下に も 埋めて あると いはれ る。 よって 之に 壓經 塔の 名が ある。 石經， はこ. -に 

ある 石 幢の刻 文より 見る に、 大略 大藏經 の 過半に 及んで 居る。 經石 中に 貞觀八 年の 刻 記の ある ものが ある。 そ.^ に は 法 

滅 0 時代に 本に 充てん と 凝す るので あるから、 世に 經の ある 間 は 之 を 取り出す なからん を 願って 居る。 北魏北 周の 二 同 

の 廢怫に 遭遇せ る もの は、 必す 法滅の 時代 あるべき を祀 憂した のであった。 護法の 熱情から でなくて は、 斯る超 人間的 

ともい ふべき 大業が 企てら るべき でない。 而も 相當の 成績 を擧 ぐるまでに 之 を 遂行した 所に、 民族性の 他に 1% なる を 語 
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る も Q が ある。 石怫と 石經と は、 中國の 民族性の 鈍 大性を 語る 無上 料で ある。 , 

雪 居 寺 Q 南北 兩塔 は、 形が 異なり、 南 塔 は 十一 層 八 角で あり、 北 塔 は 重層で あるが、 =S に遼 代め 文化 を 表現すべき も 

ので ある。 寺に は 外に 淨琬 法師の 塔が あり、 小 西 天の 五峰の 頂上に 小 塔が ある。 いづれ も觀 るべき で、 寺の 名刹 巨刹た 

る を 示す ので ある。 

八、 河北 正 定 

正定は 古の 鎮 州で、 こ. 1 に臨濟 寺が あり、 開 元 寺が あ. 廣惠 寺が あり、 天 寧 寺が あり、 尙ほ俗 稱大佛 寺 0 龍 興 寺が 

ある。 臨濟 寺に は淸 塔が あり、 開 元 寺に は 雁 塔 式の 塔が あり、 廣惠 寺に は 花 塔が あり、 天 寧 寺に は 木 塔が ある。 形武を 

異にする 四 大塔を 有する は、 他に その 比 を 見ぬ であらう。 

臨濟寺 は、 その 面影 を 止めぬ までに 變遷 して 居る が？ 八 角 九 層の 淸塔 は、 巍 然として 屹 立して 居る。 恐らく は 金 代 0 

も Q であらう。 ，#陀 河畔に 於て、 四喝 三十 棒 を 以て 學人を 鍛成した 臨濟 大師 を 記念した ものである。 

開 元 寺の 塔 は、 四角 九 層で、 唐 代の 形 制 を 示して 居る が、 淸 朝に 至りて 全部に 修理 を 加へ たらしい との 事で ある。 

廣惠 寺の 花 塔 は、 三 層で あるが、 その 名の 示す 如く、 佛像 や、 天 部 や、 ® 象 や を、 1*-^ 刻 出して あるので、 之 を 遠 

する 時、 花を巢 ねた 如くに 見える。 斯る 形式の も Q は、 他に 類例 を 見ぬ。 初 建 は 唐 代に あるら し. S が、 金 明の 時代に 大 

なる 修補が 加 へられた ものである。 

天 寧 寺の 木 塔 は、 宋代 Q 再建なる ベく、 宋 塔に 共通す る 八 角 九 層の 形式 を 取って 居る。 大いに 破損して あつたから、 

やがて 破壊し 去る であらう。 


以上の 四 塔に は、 备 その 緣 起が あらう けれども、 臨濟 大師 Q 所 住であった 鎭 州と いふ 事が、 暗々 C> 間に、 こ Q 地を佛 

土の 如くなら しめた もので あらう。 

龍與 寺は隋 の龍藏 寺の 後で、 中國 中に 於いても 類例 少き 大規模の ものである。 大覺 大師 殿 あり、 摩 尼 殿 あり、 戒擅堂 

あり、 怫香閣 あり、 是等を 中心として 輪 藏閣、 慈 氏閣、 藥師 殿、 彌陀 殿、 淨業 殿の 諸 設備 を 有し、 如何にも 巨刹と して 

Q 面目 を發撣 する。 佛香閣 に は 七十 三尺の 四十 ニ臂、 千 手 千 眼の 觀 音大 像 を 安 やる。 宋 初の 造で あるが、 これより 先 唐 

代の 觀 音大 像が あった。 閣は 大正 十 年 Q 頃、 かな に 破損して、 屋 蓋が なく 大 像が 露出して あつたが、 今 は 修理せられ 

たとい ふ。 大 像の 周圍を 取り まく 三方 Q 壁面に、 實に 夥しき 塑像が 大規模に 作られ、 莊 嚴偉麗 である。 宋 初の 技工で あ 

らう。  - 

大佛 寺に は、 こ 0 塑像 だけで も 張 目せ しむる ものが あるのに、 輪 藏閣內 の 輪 藏の雕 飾の 富麗 なる は、 また 比類 を 見ぬ 

までの 逸品で ある。 淸朝 時代の もので あらう が、 中國に 於いて は 輪藏を 見る 事が 極めて 少 いので ある。 . 

河北 趙州 

趙州は 唐の 趙州 和尙 Q 故址 で、 こ. 1 に 招 林 寺が あり、 寺 域に 俗稱白 塔が ある。 臨濟 寺の 淸 塔と 同形 同性 質の もので V 

八 角 七 層， である。 南面に 特賜大 元 趦州古 佛眞際 光祖 阈師之 塔と 題す るから、 金 代に 建てられた としても、 元 代に 至りて 

修正せられ たものと 思 はれる。 栢林 寺に 趙州眞 際 禪師眞 を 刻 石して ある。 必す ゃ禪師 0 肖像で あらう。 寺 庭に 柏 樹が林 

立して あった。 寺 名が こ X に 起る， ので ある。 

寺に 入らん とする 所に、 八 角 多層の 宋 建の 陀羅尼 大石嶝 が ある。 名僧の 遺址に 似つ か はしき も Q である。 

北部. の佛敎  一 六，" 


中國 佛敎. の 鳥敝的 素描  ,  1 七 〇 

河北 磁縣 

磁縣 より 西に 彭城鎭 とい ふ 磁器 製產の 1- 中心地が ある。 そ Q 附近に 響 堂 寺と いふが あり、 こ. - に北齊 時代の 石 窟がぁ 

る。 上下 Q 二 層と なって、 下層に 二-つの 大きな 窟が あり、 上層に 五つの 小さな 窟が ある。 下 暦の 二 大窟に 壁 刻せ る 「華 

嚴經」 や 「般若 經」 の 文字 Q よさ は 無類で ある。 魏 代の 險奇を 離れて、 唐 代の 整齊に 入らす、 悠揚と して 而も 巧 力 を 兼 

備 して 居る。 入口 拱 門の 大忍冬 様の 雄麗 は、 また 無類 0 も ので、 宛然 我が 祧 山風の 趣が ある。 こ 0 二 大石窟 は、 北齊の 

Hi 室に 關係 ある も Qi 推せられ る。 こ Q 響 堂 寺 は、 河北 省に 屬す るが、 それより 西 行して 省 境 を 通過し、 河南 省 武安縣 

義井 里に 至れば、 更に 一 連の 響 堂 山が あるので、 之を區 別して、 彭城鎭 の は 南 響 堂 山と 5 ひ、 義井 里の もの は 北 響 堂 山 

とい ふので ある。 

北 響 堂 山に 常樂 寺と いふが あり、 その 東方に 鼓山が ある。 響 堂 山の 名稱 は、 こ. -に 起った Q である。 寺に 八 角 九 層の 

甎 塔と ニケの 宋幢が ある。 甎 塔も宋 建で あらう。 鼓山に 三-つの 大きな 石窟と 四つの 小窟が ある。 これ は 北齊- の文宣 王が 

その 父の 高歡を 葬り、 而 して 自身の 陵藏 たらしめ たも Q であるから、 三つの 中の 就中 大きな 大佛 洞と も 名くべき もの は 

文宣王 0 陵藏 であらう と 思 ふ。 窟の中 は 二 周すべき 通路が 開かれ、 隨 つて 四面に 劍 像して ある。 その 怫 像の 端 嚴 にして 

感德を 兼備せ る 相好 は、 北齊藝 術の 粹な ものである。 叉 他 0 1 洞の 外面 を 磨いて 鏡の 如くし、 そこに 「維摩 經」 「勝 鬉 

經」 を 刻し、 その 一端に 特進 驟騎大 將軍唐 邕の發 願文 を 刻して 居る。 唐邕は 文宣王 Q 知遇 を 蒙った 人で、 北齊第 一 Q 顯 

官 である。 嫌綑 は壞れ るし、 簡策は 久しくない、 皮 紙 は滅し 易い、 金牒は 求め 難いから、 一代 藏經を 名山に 勒 せんとい 

ふ、 飛んでも ない 大願 を 立て X、 こ X に刻經 し、 天統四 年より 武平 三年に 至る 四 年 三月の H を累 ねて 之 を 成した ので あ 


る。 その 文字の よき は、 前後に その 比 を 見ぬ と 言って よい。 これ は 房 山 il の 石 經に先 だつ 事 約 四十 年の 早き にある が、 

當時必 す 廢 佛の來 るべき 豫想 があった もので あらう と 思 ふ。 

この 石窟 は、 北齊の 王室に 直接の 關 係が あるので、 北， 齊藝 術の 粹を盡 した もので あり、 殊に 大藏經 刻 出 Q 最初の も Q 

として、 佛敎 文化史 上 犬に 注目すべき ものである。 間もなく 北齊が 亡んだ ので、 この 大業 は中絕 したが、 その 淸 神が 房 

山縣 のに 繼 承せられ たものと 思 はれる。 

河 北 彰 德.  . ， 

彰德は 古の 鄴 であり、 相 州-であるから、 怫敎 史上 重要な 一中 心地で ある。 西方 七十 支 里 外に 寶山靈 泉 寺と いふが あ 

る。 魏の道 憑が 開基し、 隋 の靈裕 が經始 し、 唐の 慧 休が 在住した 名刹で ある。 こ. -に 大留窟 とい ふ あり、 大住窟 とい ふ 

あり、 靈裕 法師の 塔 あり、 玄 林禪師 0 塔 あり、 叉靈 裕ゃ慧 休の 灰 身 塔が ある。 單 なる 一山 寺に 過ぎぬ けれども、 之を委 

細に 調査す る 時 は、 佛敎 史を閬 明す る所少 くないと 思 ふ。 

大住窟 は、 左程 大きな もので ない が、 緣 起の 明かな 點に 於て、 隨ー の ものである。 窟 内に 大隋 開皇九 年に 窟を 造り、 

中に 盧舍那 世 尊、 阿 彌陀世 尊、 彌勒世 尊、 三十 五佛、 七怫、 傳法 法師 廿四人 を 刻した 事 を 明記し、. 用 功の 數 まで 明記し 

て ある。 而 して 外壁に r 大 集經」 月藏分 や、 「摩 訶摩 耶經」 や、 「勝 鬉經」 や、， 「法 華經」 や、 三十 五怫 名、 五十 三佛 名、 

十方佛 名、 二十 五佛 名、 懺悔 文 等 を 刻して 居る。 これ 皆 靈裕の 成せる もので、 その 一 々に 寓意が あった。 「大 集經」 月 

藏 分の 五々 百年の 說が、 當 時の 佛敎界 を警 むる 所 腐る 深 犬で あつたが、 蓋し この 警め を 最初に 感じた 人 は、. 靈裕 であつ 

た。 三階 敎の信 行禪師 は、 この 相 州に 於て 修道した ので、 靈裕の 感化 を受 くる 所 多かった と 思 ふ。 
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山 東靑州 

山 東の 怫敎 史蹟 は、 至る所に あるが、 濟南ゃ 泰山 や は旣に 黄河 流域の 下に 述べた から、 こ. -に は遙. M 東に 去って、 靑 

州と 淄 川との みに ついて 述べる 事と する。  .  . 

靑 州の 南 遠から ぬ 所に、 雲 門 山. 駝山 とい ふが ある。 共に 隋 代の 石窟を 有する。 雲 門 山に は 二つの 窟と いふよりも 摩 

崖 刻 を 有し、 外に 小さい 三窟が ある。 ニ窟の 一 つに は 坐 怫を安 じ、 他に は 兩脇侍 菩薩 は あるが、 中尊 は 既に 搬出せられ 

居る。 こ. -の造 像に は 叉 一種 Q 特異 相あって、 渾樸 にして 維 健で ある。 面白 いのは、 菩薩の 垂帶の si に、 裸體 婦人 を 

用 ひ、 叉 裸體の 抱擁と も 思 はれる si を 加へ て 居る 事で ある。 思 ふに 隋 代に は、 菩薩 佛敎 の耍 求が あって、 出家 佛敎に 

満足せ ぬ 風潮が 甚だ 盛んであった から、 人間的 0 味が 斯る 所にまで 現れて 居る ので あると 思 ふ。 時代相 を 示す ものと し 

て、 輿 味 ある 一 資料で ある。 • 

能 山に は 二つの 大きな 石窟 と、 三つの 石窟が ある。 最 東の 一 窟が唐 刻で あるが、 他 は いづれ も隋 刻で、 中に 於いて、 

中央の 二 大窟が 代表的の ものである。 一は 張 小 叉の 造、 他 は 靑州總 管 柱 國平桑 公の 造で ある。 一は 坐佛を 中心として、 

複 維な 多 像 を 刻 出し、 怫 あり、 菩薩 あり、 仁王 あり、 供養 人物 あり、 隋 代の 代表的の ものである。 他 は 坐佛を 中心とし 

て 左右に 菩薩 龕 を 刻 出して ある。 蓋し 隋 初の もので、 隋代を 代表せ しめる もの は、 ^山の を 以て 第一と すべきで ある。 

盖し隋 の開皇 十四 年、 文 帝が 泰山に 登れる 時、 之に 隨 へる 暴遷 が、 周 武廢佛 の 山寺 を 復興 せん を 請うて、 靈巖 • 神 通* 

神 寶の三 寺が 復輿 せられた。 この 佛法再 輿の 機 蓮が、 斯 る石窟 あらしめ るに 至った もので あらう と 思 はれる。 


古の 淄 州で、 必すゃ 唐の 唯識 學者慧 沼の 故址 であらう が、 今日は 重耍な もの を 留めて ゐ ない。 勿論 慧沼 を蓴 ぬべき 何 

もの もない。 古 開 元 寺の 普 照 寺の 石佛 は、 加 塑の爲 に 面目 を 失って 居る が、 臺 座の 刻樣 より 1^ やる に、 北齊 時代の 刻で 

ある を 思 はしめ る。 籠 與寺は 今 は廢墟 となって 居る が、 寺 域-の 內 外に 四 個の 石幢の あるに て、 名刹の 名殘 をし のばせ 
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. 魏 の曇鸞 大師と その 遺址  ， 

. 第一 親鸞 敎の 先驅 

中國 佛敎史 中に 親鸞 敎の先 驅を求 むれば、 曇 ，• 道綽. 善導の 三師 となすべき であるが、 就中 絲鸞に 於いて これ を認 

むべき である。 親鸞 聖人 作 0 「高 偺 和讃」 を 一 見す るに、 龍 樹十首 • 天 親 十 首 • 道 賴七首 • 善導 二十 六 首 • 源 信 十 首 • 

法然 二十 首なる に、 獨り爨 鸞和讃 に 於いて、 三十 四 首を數 へて 居る。 之より 見ても、 親鸞 聖人が 如何に 師を 敬慕し 渴 

仰して 居られ たかを 知る と 同時に、 如何に 鸞師の 中に 自己 を發 見し、 如何に 自己 を 見て 居られ たかを 知る。 三十 四 首の 

曇 鸞和讃 は、 實に 鸞師を 通して 聖人 目ら を 語る ものに 外ならぬと 思 はれる。 

念佛に 就いて、 中國に は、 實根念 怫*觀 想念 怫*觀 像 念 怫*稱 名念佛 0 四 種 あるが、 前 三者 は此を 一括して 觀念々 怫 

とし、 之に 稱名 念佛を 加へ て、 二種の 念怫 とする ことが 出来る。 而 して 魔 山の 慧遠を 以て 觀念々 佛の 代表者と すれば、 

善導 は 正しく 稱名 念佛の 代表者で ある。 
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所で、 何れの 念怫 でも、 その 奥底に 撗 はって 居る 或る 力が なけねば ならぬ。 之 を 推しつ めれば、 觀念. 稱名 Q 二種 Q 

念佛の 外に、 願力 念佛 ありて 然るべき 事と なる。 佛陀と 自己が 圓融 一致と なる 0 を、 願力の 念佛と 名く るなら ば、 親鸞 

聖人 はやが て 願力 念佛 Q 人で あり、 而 して 之が 先驅と 云へば、 道 綽禪師 に 非す、 善導 大師に 非す して、 實 に暴鸞 大師で 

ある。 

中 圃怫敎 史上に 一大 波紋 を 起した る 一大 人格 は、 實に廬 山 0 慧遠 法師で ある。 今日、 中國 のど 0 方面で も、 道敎 Q 影 

響 を 受けて 居らぬ 怫敎 は、 殆ど 無しと 言うても 敢て 過言で ない。 然るに 普陀山 0 印 光 法師 は、 此の 道敎を 以て 邪說 なり 

とし、 叉念佛 以外に 怫敎の 第 一 義 なしと 斷言 して 居る。 こ Q 印 光 法師 は、 實に廬 山の 流 を 汲んで 居る 人で ある。 實に慧 

遠 法師 は 中 画に 於け る念怫 高潮の 最初の 人で、 其の 影響 は 今日にまで 及んで 居る。 而 して 中國 では 之 を繼 承した 人 を 善 

導 大師と し、 曇鸞 大師 は 殆ど 史上に 認められて 居らぬ か Q 如き 感 あるが、 親鸞 聖人に 取って は、 七 高儈中 最も 渴 仰せら 

れ たも C> である。 此の 點 よりしても、 聖人の 先， 驅 は鸞師 にある ことが 明白で ある。 

然 らば 鸞師の 念怫は 如何" 今 之 を說述 する に當 りて、 學 的と 宗敎的 とに 二分して、 先 づ學的 方面より 之 を 見る に、 鸞. 

師 は龍樹 • 天 親 の 一 一 菩薩 の 敎學を 調和した る 人と 言 は ねばならぬ。 卽ち世 親 菩薩 の 唯識 思想が 菩提 流 支に 依つ て傳 へら 

るる や、 龍樹 菩薩 Q 空 大乘と 如 Is にか 調和せられ ねばなら. ぬ。 龍樹 Q 空 大乘と 世 親の 有大乘 との 關係 交涉 如何と 云 ふ 

こと は、 既に 印度に 於いて 困難なる 問題と なり、 終に 解決 を 見出し 得る に 至らなかった と 思 ふ。 其れが 中 圃に來 る や、 

直ちに 慧可 によって は禪に 於いて、 暴鸞に 依って は 念佛に 於いて 調和され た。 其の 體驗を 通しての 綜合 銃 一力の 大 なる 


こと、 資に 敬服すべき ものが ある。 和讃に r 四 論 0 論説 さしおきて、 本願 他力 を ときたま ひ、 具 總の凡 衆 を みちびき 

て、 涅槃の かどに ぞいら しめし J と 云 ふ は、 是れ空 大乘 を上揚 して、 有大乘 に： S 入し 給へ る を 示す ものである。 龍樹の 

立場から は、 因緣 なる が 故に 空な り、 認識の 主客 共に なし、 否定に 依って 表すべき 空 あるの みとなる。 世 親より (0 へ 

ば、 因緣 なる が 故に 有な り、 先天 種子の 因 を 中心として、 四緣 (因 緣 • 等 無 間 緣 • 所緣緣 • 增 上緣) 和合して、 依 他の 

萬 法 ありと なる ので ある。 此の 二 大潮 流 を 調和せ る は、 鸞師の 信の 『力」 である。 有 の 存在 を 離れ、 理論 を 超絶した 

る 願力で ある。 鸞師に は、 四 論の 哲理 あり、 世 親の 世 尊 我 一 心の 念怫が ある。 一心によ つて、 i 仝 有 を 結合し 融和して、 

之 を 明示せ るが 暴鸞 である。 其の 五 逆の 當體に 決 生 往生 ありと 云 ふ は、 理論 を 超越した る 全 一 の體驗 から 一水た もので、 

願力に よる 一 如に よら すん ば、 達し 得られぬ 境地で、 赏に 怫敎史 中の 一 大偉觀 である。 而 して 之が 親 驚に 至りて、 「他 

カ廣大 威德」 「不斷 煩憐得 涅獎」 と 顯れて 居る。 何事 も 未完成で あるが、 唯ぶ 完全なる は煩惱 のみと 云 ふが、 五 濁の 凡 

夫の 當 相で、 その 凡夫に ついて 和讃に 「煩惱 成就の 吾等が 他力の 信」 とい ふ は、 全く 鸞師の 思想 を 受けられ たもので あ 

る。 更に 換言すれば、 鸞師 の體驗 たる 「願力」 は、 親鸞 聖人の 上に は、 往還 二 廻向と して 顯 現して 居る。 之 を 宇宙論 的 

に 見れば、 宇宙 開展の 力で あり、 個人的に は 信仰の 力と なる。 和讀に r 彌陀の 廻向 成就して、 往招還 相 二つな り、 これ 

らの 廻向に よりて こそ、 心行と もに 得しむ なれ」 と ある は、 此の 力の 說明 であり、 明と 無明との 融合 一致 は、 全く 理論 

を絕 したる 跳躍 的の 體驗、 橫 超の 世界で ある。 鸞師の 體驗、 親鸞 聖人の 歡喜 は、 實 にこ.^ にある。 四 家 (華 天 密禪) 0 

大乘の 極地 を念怫 に持來 り、 「本願 圓頓 一 乘は、 逆惡攝 すと 信 知して、 煩惱 菩提 體 無二と、 速 かにと く 悟らし む」 と.^ 

ひ、 或は 「罪障 功 德の體 となる」 とい ひ、. 橫 超の 世界 を顯 示して 居る の は、 是れ 全く 學的 方面より、 龍 樹- 天 親ニ菩 藤 

の 思想 を 調和 せる ものと 云 ふ べきで ある C 
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次に 宗敎 上より は、 中 阈怫敎 史上、 唯一 獨 立の 念怫 者と 云 ふべき である。 勿論 鸞師の 前に 慧遠 法師 ある けれども、 そ 

は 傍 依 Q 念怫 で、 未だ 之 を 第一義と なすまでに 至らぬ。 叉 道 綽* 善導の ニ師 ある けれども、 未だ 之 を 以て 絕對 0 ものと 

せす、 利根 智者 は聖 道に 依るべし、 我が 如き 鈍根 無智 Q 者 は 念怫に 依る とて、 一方に 自力 聖 道の 大門 を！ S 立す る 上に、 

その 念 佛は稱 名念怫 たるの 感 あらしめ る。 然 らば 吾々 は道綽 • 善導 ニ師の 念佛を 通して、 更に 鸞師 0> 願力に 遡らねば な 

らぬ。 ロ稱 の念怫 すら、 注文通り にこれ を はげむ こと は、 吾人に は出來 かねる。 隔 なき 願力の 中に 投じて、 明 來晤去 • 

晴去 明來の 信念 をうる にあらねば、 吾人 は教 はれぬ。  リ 

元来 普通の 怫敎 では、 煩惱と 菩提と を 尉 立せ しめて、 之 を 雲と 月との 如くに 見て、 別々 の も Q として 居る が、 そ 0 意 

義 をー轉 して、 氷と 水の 如き ものと し、 全然 別體の ものに 非す となす 所に、 圓頓 一 乘 0 意義が 發撣 せられる。 「煩惱 の 

氷解け、 卽ち 菩提の 水と なる」 とい ふ は、 煩惱卽 菩提で あり、 こ 0  ニ而 不二と 云 ふ 所に 怫敎 の眞 諦は存 する ので ある。 

自己 を 殺す ものに、 眞に 自己 を 引き 上ぐ る 「力」 ありと する が、 聖人の 內面的 生活で あり、 同時に 吾人の 生 舌で あ もね 

ばなら ぬ。 若し 鸞師の 念怫に 願力がないならば、 其 は 空理に 止まる が、 この 願力 あるが 故に、 眞の 「力」 があった ので 

ある。 不斷 煩惱得 涅槃と は、 常識 佛敎の 理解し うる 所ではない。 然し 眞の 宗教.. 翼 Q> 佛敎 は、 不 斷煩惱 得涅獎 であり、 

煩惱卽 菩提で、 その 關 係が 永と 水の 如くなら ねば、 眞 の救濟 ではない。 鸞師の 佛敎が 願力 念佛 であつ たれば こそ、 鸞師 

の 宗教が 出現した ので ある。 而 して 此の 念怫の 光彩 は、 如何 檬に表 はれた か。 和讃に 「魏の 天子 はた ふとみ て、 神鸞と 

こそ 號せ しか、 おはせ しと ころの その 名 をば、 鸞公 嚴とぞ なづけた る」 と あり、 义 「本 師暴鸞 大師 をば、 梁の 天子 蕭王 

は、 おはせ しかたに つねにむ き、 鸞 菩薩と ぞ禮 しける」 と ある は、 最も 良く 之 を 語る， ものである。 魏の 天子 • 梁の 天子 

より 共に 尊信せられ たと 云 ふの は、 卽ち 南北 兩 朝の 天子より 鑽仰を 受けた ことで ある。 是れ やがて は中國 全土より 敬 Iji  一口 


渴 仰せられた ことになる。 而 して 斯く ありし は、 偏へ に 願力 Q 念怫 が、 鸞師 0 中に 活^して 居た に 依る ものである。 ， 

師は、 要するに、 龍 樹* 天 親 二 菩薩の ニ大 思想 を、 願力 念佛に 依って 調和し、 更に 念 怫を中 陋怫敎 中に 獨 立せ しめたの 

である。  , 

廬山 流の 念 佛は蓮 社 念 怫と言 はれる。 之に 對 して 鸞師の 念佛は 本願の 念 怫と富 ふべき である。 蓮 社念怫 は、 中 阈に於 

いて 甚だ 流行して 居る が、 之に 反して 本願の 念佛 は、 左程に 流布して ない と 見て よい。 國民 性の 相違が、 この 相 遠 あら 

しめたの である。 

三 

中 殿に 於け る 鸞師の 願力 思想 は、. やがて 我が 親鸞 聖人に 流れて 来たので あるが、 聖人 は鸞師 より 何 を 得た か。 言 ふま 

でもな く 念怫に 依る 怫敎統 一 である。 「念怫 成 怫是れ 眞宗、 萬 行 諸 善 これ 假門」 である。 念怫 のみ は眞實 往生の 正 冈 に 

して、 他 は 悉く 是れ 方便な りと て、 明かに 從來の 大小 乘の 怫敎 悉く を 方便な り假 門な りと せる 大英斷 は、 I:- に 願力の 大 

信念に 依る もので、 これ 全く 鸞師の 賜で あると 言 ひ 得る。 此の 願力 こそ、 r 大 無量 壽經」 の大 精神で あり、 純粹 行で あ 

る。 他の 念怫は 何れも r 觀經」 念佛 で、 r 大經」 念怫の 獲得 高調 者 は、 中國 の暴鸞 大師と 我が 親鸞 聖人で ある。 

£.然 らば 鸞師 以外に、 聖人の 面影 は 何物 もな きかと 云 ふに、 然ら す。 卽ち 印度 文化と 中國 文化と を、 身 を 以て 調和せ る 

所、 之 を 換言すれば、 東洋 文化の 一大 調和 者た る 所に、 聖人 獨特 Q 面目が 存す るので ある。 卽ち 山林 怫敎を 平野の 佛敎 

とし、 出家の 怫敎を 在家の 佛敎 となし、 五倫 五常の 道 を 守り 乍ら、 而も 來世 0! 得脫を 期し 得る 佛敎 たらしめ たる は、 獨 

り 我が 親鸞 聖人の みで、 こ. -に 印度 • 中 國の兩 佛敎. 兩文 化の 一大 調和 者た る 所以が ある。 中圃 の怫敎 は、 全史 を 通じ 
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て 一 卽 一切 • 一色 一 香 無 非 中道 を 高調し 乍ら、 何故に 出家す る必耍 あ. グ やの 疑 難が 絕 えす 繰り返され たが、 親鸞 聖人に 

來 りて、 此の 永への 大 問題が 調和せられ 解決 せられた。 親鸞 聖人の 宗敎 は、 何處 迄も不 斷煩惱 得^ 槃 であり、 人間 宗敎 

である。 

怫敎を 大別して 釋迦敎 • 彌陀敎 となし、 釋 敎を 以て 解 脫の敎 なりと せば、 彌陀敎 は 救 濟の敎 である。 然し 是等を 相 

爵立 せしめ、 別々 の ものと なす 間 は、 眞の佛 敎とは 云 ひ 難い。 親鸞 聖人に ありて は、 諸 善 萬 行 悉く 是れ 方便な りと し 

て、 先づ雜 行を排 する ことによって、 所謂 道德 より 解脫 し、 更に 雜修 を排 する ことによって、 所謂 宗教より 解脫 した 所 

に、 眞 の怫敎 あらしめ た c> である。 卽ち救 ひ 給へ 助け 給への 耍 求念怫 も、 宗教で ある けれども、 吾々 に は 一心 一向 たれ 

と 云 はれても、 一心 一向た^ 得ぬな やみが あるが、 其の 惱の 儘で と 云 ふ 所に、 所謂 宗教より 解脫 したる 翼の 宗敎 あり、 

眞の教 あり、 願力 不思議 純粹大 行の 大解脫 が ある。 愚 禿の 姿と して 一 切より 解脫 し、 徹底せられ たる 所に、 願力 念怫の 

眞の 聖人の 姿が あり、 不修 不證の 「般若」 の 道が ある。 「般若」 の 道 は、 智慧で あり、 「その ま X」 は 慈悲で ある。 是 

等の 二 は、 一 切 を 解脫し 調和 上揚 して マ 願力 念 佛の眞 の 姿と なった 親鸞 聖人に 於いて、 立派に 一 致 融合 せられて 居る。 

鼓に 親鸞の 全 生命 あり、 聖人の 敎が存 する ので ある。 (大正 十五 年 十 1 月) 

第二 佛敎 史上に 於け る曇鸞 大師の 位置 

一 序- 


一 蔓鸞 大師 は、 禪宗 第一 祖 達磨 大師. 第二 祖慧可 禪師と 同じ 時代の 人で ある。 普通 一般の 怫敎 家より 觀 たる Egi- 

は、 極めて 小さな 存在で、 北魏の 時代に 現 はれた 一人の 念怫 者に 過ぎぬ だら うが、 併し 全佛敎 史の關 係より 言 ふと、 大 

師 0 思想 は、 日本に 來て、 親鸞 聖人 を 通して、 一 つの 新しい 宗敎を 築き上げ たから、 此の 點 より 観れば、 暴 鷲 大師 は、 

怫敎 史上の 一 大 明星と いはねば ならぬ。  、 

憂鸞 大師に は、 「往生 論 註」 と 云 ふ 著書が ある。 天 親 菩薩の r 淨土 論」 に 加へ た註釋 で、 俗に 「論 註」 とい ふ。 此の 

時代の 撰 著 は、 殆んど 亡失して 居る が、 不思議に も此 Q 「論 註」 だけ は殘 つ. て 居る のみ か、 而も 流布して 居る。 如何し 

て殘 つた かと 云 ふと、 信仰の 上より、 日本に 殘 つたので ある。 それ を 曾て 南條 博士が、 南京の 楊 仁 山 居士に 送った。 卽 

ち 日本より 逆輸入し たので ある。 よって、 今日で は中國 にも 有る が、 長い間 彼の地に 「往生 論 註」 が 失 はれた ので あつ 

た。 南北朝時代の 撰 著が、 殆ど 殘 つて ゐな. S 中に 於いて、 「論 註」 だけが、 信仰の 上より 流布して 居る と 云 ふ は 珍しい 

事で、 この 點 より 見て、 疊鸞 大師 は、 全 怫敎史 の 上に 於いて、 注意し なければ ならぬ 人で ある 事が 判る。 

二 大師と 念佛の 意義 

是鸞 大師 は、 如何なる 點に 於いて 大きい かと 言 ふに、 そ は 言 ふまで もな く、 念怫の 上に 於いて、 大きい ので ある。 念 

怫に は、 いろくの ものが ある。 昭和 四 年の 正月、 予は中 國の福 州に、 大學院 の 學生五 人 を 同伴した。 福 州 は货猿 山の 

在る 所で ある。 こ-" で、 我が 學習院 卒業の 林熊雜 氏の 紹介で、 居士 連卽ち 在俗の 怫敎學 者に き 見した。 予は是 等の 215  士 

連中が、 悉く 禪宗 であると 思って 居た 0 に、 珍ら しく も念佛 であった。 上海 附近に は、 現に 念 怫が行 はれて 居る。 共の 

念佛 は、 白蓮 社の 念怫 であって、 廬 山の 慧遠 法師 を 始祖と する ものである。 心の中に 怫を 念じ、 怫を觀 じ、 心の中に 淨 
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土の 相 を 思 ひ 浮べる こと は、 最も 自分 9 精神 を靜 かにして、 諸 法實栢 の眞如 を觀、 眞 如の 都に 近づけし むる ことが 出來 

る。 換言すれば、 宇宙の 眞理を 見 究める に は、 念怫 がー 番捷徑 であると 云 ふので ある。 中 國全體 の念佛 は、 此の 種の 禪 

^一致の be- 觀 念の 念佛 であると 言って よい。 卽ち眞 理を觀 るの が 目的で、 念佛は手段でぁ^^。 

然るに 叠 鸞 大師の 念佛 は、 さう ではなく、 獨 立の 念怫 であって、 念怫の 中に 怫敎全 體が這 入って 居さので ある。 その 

念怫の 奥に は 本願が あって、 この 本願に よって 凡夫が 得脫 する 0 であるから、 怫敎 全體が 悉く 念佛の 一 つに 歸 する 事と 

なる。 玆に翁 眼せられ たのが、 親鸞 聖人、 遡れば 法然 上人で ある。 中圃 では、 憂： 鸞と云 ふ 名前 は、 殆ど 消え 夫せ、 晉 0 

慧遠 法師が、 念怫の 第一 祖で あり、 唐の 善導 大師が 第二 祖 になって 居る。 親鸞 聖人の 念佛 は、 鬟鸞 大師 を 通じて、 天 親 

菩薩に 溯り、 「大 無量 壽經」 jbi 結歸 せらる- r ので あるが、 善導 大師の 念怫は 之と 少しく 異 つて、 「觀無 《si 經」 を 基礎 

とする ので ある。 

斯くて 暴鸞 大師の 念 怫ほ、 中國佛 敎史の 上より 觀れ ば、 餘 りょく 理解 せられて 居る と 思 はれぬ が、 日本に 於て は、 法 

然* 親鸞 を 通じて、 大きな 流れと なり、 暴 鸞 大師の 怫敎の 意義が、 著しく 發撣 せられて 來 たので ある。 曇鸞 大師に 對し 

て、 親鸞 聖人が どれ だけ 心 を 傾けた かと 云 ふ 事 は、 「敎行 信 證」 についても、 「正 信偈」 •「 和讃」 についても、 直に 看 

取せられ る。 其の 中に ある 怫敎の 骨 組 は、 曇鸞 大師の 「論 註」 から 來て 居る。 往相 • 還 相 0 二種 廻向と 云 ひ、 不 斷煩惱 

得 涅槃と いひ、 (これ は 「維摩 經」 に 基づく)、 方便 法身 • 法 性 法身 0 二種 法身と いひ、 いづれ も暴鸞 大師に 基づいて 

居る。 人に は、 煩惱 成就、 佛には 願力 成就、 此 Q 願力 成就 • 煩 惱 成就と 云 ふ 事 も、 亦曇鸞 大師に 基いて 居る。 斯く Q 如 

く、 親鸞 聖人と 曇鸞 大師との 關係 は、 重要な 點に 於いて、 他に 見られぬ 程の 關係 にある。  】 


. ニニ 中國の 念佛と 親鸞 ai 人 

中國に は、 蓮 社 念怫の 祖師と して、 九 人へ 傳統が 立てられて 居る が、 其の 中に 暴 鸞は加 はって 居らぬ。 福 州の 居士 達 

は、 私にi^して、 日本 特有の 佛敎に 就いて 聽 きたいと 云 ふ 事であった。 日本 特有：^ 云へば、 弘法 大師と 親 驚 聖人の 二人 

が、 その 尤なる ものである。 禪宗は 中國が 本場で あるから、 聽 かう とせぬ。 その 中に、 最も 學殖 ある 嚴號 とい ふ 居士が 

あった。 同じく 念怫 者、 而も 嚴 格な 念 佛者 である。 中圃 0 居士 連中 は、 決して 肉食 をせ す、 戒律 を 守る のが、 やがて 怫 

敎 であるとまで なって 居る かに 見える。 嚴氏 は、 生來の 肉食 を、 怫敎に 入る と 同時に、 一時に 止めて、 素 食 0 みする や 

うにな つた ので、 ； 體に 大きな 變 化を來 したと 見え、 非常な 病氣 をした のであった。 之が 爲に、 戒律と 云 ふ もの は、 ，一 

體 如何なる 根據 によって、 嚴守 せねば ならぬ もので あるか。 若し 之が 爲に 身體が 弱れば、 心 も亂れ る。 心が 亂 るれば、 

信仰 も 動榣し はせ ぬかと 云 ふ 疑問 を 有って 居ったら しい。 こ Q 時機に 於いて、 予は 日本 特有 Q 佛敎 として Q、 親 驚 聖人 

の 佛敎を 語った。 親鸞 聖人の 敎へ は、 信す る 一 つで ある。 此の 信 Q 1 つに、 一 切が 這 入って 居る。 此の 身 此の ま- -、 怫 

の 前に 頭 を 低れ、 一 切 を 放 下して 全身 心 をお まかせす ると 云 ふ 時に 老若男女 悉く 救濟 せらる.^。 全 怫敎が 信心 一 つに 結 

歸 せられた のが、 親鸞 聖人の 念佛 であると 云 ふ 事 を、 多少 條理を 立て- 1、 三 願 ニー 一機 ニニ 往生の 上より 語った 所が、 大 

層 心に 觸れ たと 見えて、 今後 は身體 ばかり を 責めす" 心 を 主として やる やうに したいと 話して 居た。 大 體中國 Q 念怫者 

より 觀れ ば、 親鸞 聖人の 敎へ は、 寧ろ 怫敎の 範圍內 に 入らす して、 普通の 生活と 觀ら る. - のが 當然 であるが、 多少な り 

とも 聖人の 敎 へが 先方の 人 Q 心に 響いた の を、 予は 望外に 感じた ひであった。 今後 恐らく は、 長い間 觀 念の 念怫 より 脫 

し 得なかった 中國 Q. 念佛 が、 曇鸞 大師 を 理解す る 事に よって、 漸次 獨 立の 念佛 Q 域に 進む 事に ならう かと 推察す るので 
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ある。 

四 r 淨土 論」 に 依る 大師の 更生 

「高僧 和-窗 」 に、 「四 論の 高說 さしおきて」 と 云 ふ 句が あるが、 .S 論と いふの は、 印度 龍樹 の怫敎 で、 天 親の 怫敎と 

は 犬に 違 ふ。 龍樹 の怫敎 は、 「空」 を 以て 表 はす 大乘 佛敎 であり、 天 親の 佛敎は 「有」 の佛敎 である。 「本 當の事 は 言 

へぬ」 と 云 ふの が、 「空」 の佛敎 であり、 r 何等かの 方法に よって、 本當の 事が 言へ る』 と 云 ふの が、 「有」 の 佛敎で 

あるから、 表はれた形からせば正反^^でぁる。 「四 論の 高說」 と は、 空 佛敎の 事で ある。 東 晉の羅 什三藏 が、 この 龍樹 

怫敎 を飜譯 して、 長 安に 傳 へたのに 對し、 北魏の 菩提 流 支が、 天 親の 怫敎 を洛 腸に 傳 へた。 是. に 於いて か、 「空」 の佛 

敎に 「有」 の 怫敎が 加 はって、 「空」 と 「有」 と 一 致した 所に、 暴鸞 大師の 念怫が 成立した と 見られる。 それに 付いて 

曇鸞 大師に、 苦しい 經驗が ある。 暴鸞 大師 は、 雁 門 (代 州) の 生れで、 汾州 (太 原に 近い) に 於いて、 r 大 集經」 に 注 

せんとて 苦心した 時に、 重病に 罹った。 其の 時 天の 一方に、 不思議な 現象 を 見て、 病氣が 治った のであった。 この 事 

は、 後に 願力 不思議 を會 得せられ るに、 重要な 體驗 であった。 若しも 此の 時 不思議に 病氣が 治った と 云 ふ 事がなかった 

ならば、 願力 不思議 を 信す るまでに はならなかった かと も 思 はれる。 重病 去って 後、 自ら 思惟して、 今後 大に弗 敎學に 

精進した いが、 併し 何時 復病氣 にならぬ とも 限らぬ。 何. とかして 長生 をせ ねばなら ぬと 云 ふ ので、 遠い 南京の 都に 陶隱 

居と 云 ふ 仙 者 ある を 聞き、 逸に 南京に 至リ、 梁の 武 帝の 許可 を 得、 これ を 訪ねて、 長生 不死の 法を聽 き、 仙經を 得て、 

喜んで 北方に 歸り、 洛 陽の 都に 於いて、 菩提 流 支に 遇 ひ、 r 觀 無量 壽經」 を 授かった のが、 淨土敎 に 入った 因緣 である 

と 傅 へられて 居る。 恐らく は 菩提 流 支の 飜譯 した 天 親 者薩の 「猙土 論」 に 接する 事に よって、 全く 更生して、 自己の 佛 


敎を 立てた ので あ らう。 卽ち 肉體上 の 長生が-^ リ心靈 上 の 無量 壽と變 つた の で あ. る。 

これ は暴鸞 大師 Q 生活 經驗の 上から 言う. たので あるが、 この 中には、 中圃を 旅行した 者でなくて は 判らぬ 味が ある。 

長生の 法 を 求めん が爲 に、 交通の便の 極めて 乏しい 時代に 於いて、 北方 Q 太 原から 逸々 遠い 敵の 都の 南京まで 歩いて 來 

ると 云 ふこと は、 命懸けの 仕事で ある。 すべて を 犠牲， とした 上で なけねば 出來 ぬ。 それまで 打 込んだ る 生活 經験 をした 

事が、 r 淨土 論」 によって 復活 せられた 所以で あらねば ならぬ。 

五本 願の 佛敎  ； 

憂鸞 大師の 怫敎 を耍言 すれば、 本願の 怫敎と 言って よい。 本願の 怫敎 は、 願力 成就の 阿 彌陀怫 の 基礎の 上に 立つ。 往 

相 ニぉ- 相の 二種 廻向 中の 往相 廻向と 云 ふ は、 吾々 が淨 土に 往く 事、 還 相 廻向と は淨 土より 還って 來る 事で、 並" 通に いふ 

ならば、 往相 • 還 相 共に 自分の 事に 見ら る x が、 一切 を 本願に 基づけ て 居る 暴鸞 大師に あって は、 本願に！ 後 を m はくの 

で、 二種の 廻向 も、 畢竟 本願の はたらきに 他なら ぬ 事と なる。 卽ち阿 彌陀怫 を 增上緣 として、 自利 利他の 二つ を 満足す 

るので あって、 其の 根本に 溯る と、 悉く 彌陀の 本願の 中に 自分 を 見出す とい ふ 事になる。 中國の 旅行 をして、 予の^^も 

牧瘦 として 居る 事 は、 「此の 身 此の ま X の 御 まかせ」 と 云 ふことの 味 ひが 1^ つた 事で ある。 自然に まかせる と 云 ふ 味 ひ 

は、 中 國の大 平原 を践涉 して、 はじめて、 しみ. <\ 、と 1： つた。 暴鸞 大師が、 太 原より、 彼の 遠い 南京まで 行った 時 も、 

恐らく は 自分の 全體を 大自然に まかせた 心 持で 一 ぱいであった 事と 想 ふ。 其の 體驗 ありて こそ、 願力に まかせる と 云 ふ 

事が、 初めて 會 得せられ るので ある。.， 
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六橫 超の 佛敎  ， 

暴鸞 大師の 撰述 を 見て、 げ にもと 會 得せられる 事 は、 橫超卽 ち撗に 飛び 超える と 云 ふ 事で ある。 親鸞 聖人の 怫敎 は、 

縦に 一歩々々 進む にあら す、 橫 超の 怫敎 で、 願力め 不思議に よって、 撗に 飛び 超える 怫敎 である。 此の 横 飛びと 云 ふ 事 

が、 大師 0 佛敎 Q 終局と して、 殊に 著しい と 思 ふ。 

「華 嚴經」 の 中に 十重 0 階 位を說 いて あるが、 これ は 修行 0 階段 を 一歩々々 昇って 行く 事 を 表 はした も Q であ， る。 然 

るに 暴鸞 大師 は、 これ を 一度に 飛び 超える と 富って 居る Q である。 これ 卽ち 昨日まで、 どうしてよ いか 判らぬ やうな 闇 

黑な 世界に 居った 者が、 一 轉 して 一度に 忽然と 明るい 世界に 飛び込んだ 心境で ある。 此の 橫 超と 云 ふ 心境 は、 その 經驗 

があって、 はじめて 霄 へる 事で ある。 r 大經」 の 中に、 「五 逆と 正 法 を 誹謗す ると をば 除く」 と あるが、 「觀 經」 0 下 

下品に は、 五 逆十惡 の 悪人 も、 十 遍-の 念佛に 因って 往生す. ると ある。 これ は どちらに 從 ふべき か。 全 體、 五 逆 十 逆と 具 

足 十 念と、 どちらが 重い かと 云 ふやうな 事を考 へる Q は、 今日の 道德 的の 頭からす るなら ば、 K. 健全なる 考 へとまで に 

思 はれる。 併し 宗敎 0 世界 は、 普通の 常識 や 道徳の 社 會に會 得せられぬ 別天地で ある。 「論 註」 に、 暴鸞 大師が 此 Q  二つ 

を 較べて、 五 逆 十 悪よりも、 具足 十 念の 方が 重い と 決定して 居る。 これ は、 願力の 念佛に E: つて、 一 度 明るい 世界に 飛 

びこん だ 經驗が 無け ねば、 言 ひ 切れぬ 所で ある。 五 逆十惡 は、 吾々 のつ まらぬ 煩惱 妄念より 生れた ものであるが、 本願 

力の 廻向に 因りて 生れた 念怫 は、 唯の ー聲 であっても 尊. S 眞實の 上に 立って 居る からで あると て、 普通の 怫敎 にて は 通 

れぬ所 を、 暴 鸞 大師 は 橫超卽 ち 横に 飛び 超え、 これ を怫 法の 不思議と 呼んで 居る。 さう 云 ふ 體驗を 通って、 はじめて 會 

得せられる 心境 を、 暴鸞 大師 は譬 にして、 千年の 間戶を 締めて 居る 土蔵の 中 は、 非常に 暗い けれども、 僅に 一分で も戶 


を 開ける と、 一度に 光りが 射し 込んで、 忽ち 明るくなる。 人間の 朐の 中の 千年 0 暗黑 も、 怫 Q 光りが 射し 込む と 同時 

に、 一 度に 明るくな るの は、 丁度 此の 土 藏の戶 を 開ける に 同じで あると ーーョ つて 居る。 これ は 願力 不思議 Q 佛 法に 依つ 

をん ゆ げぢ 

て、 一度に 胸の 開けた 心境で ある。 其の後 は、 圜林 遊戲地 門であった。 極樂に 往生して、 自利 を 満足した 後に、 還って 

利他 を 満足す る 境界に 到達した ので ある。 

七 結 論 

斯 くの 如く、 曇鸞 大師 Q 怫敎 は、 獨 立の 念怫 であった。 人に は煩惱 成就で あり、 怫には 本願 成就で ある。 此の 二つが 

何に 依って 連絡す るかと 云 ふと、 本願 力の 不思議と して、 信心に 依ってつな がるので ある。 親 透 聖人 は、 「彌陀 の 五 劫 

思惟の 願 をよ く/ \案 すれば、 ひとへ に 親鸞 一人が 爲め なりけ り」 と 言って あるの は、 此の 煩惱 具足の 自己 一人と、 願 

力 成就の 彌 陀ー怫 と、 一人 0 爲 なりけ りの 丁 心と、 すべて 一 を 以て 徹底す るので、 曇鸞 大師の 佛敎 が、 其 Q ま X 親 聖 

人の 上に 流れて 來て 居る Q である。 

ざ ふぎ やう ざっしゅ 

親鸞 聖人が 雜行. 雜修. 自力 心 を 離れよ とい ふの は、 所謂 道 德* 所謂 宗敎を 飛び 超え、 空の 關門を 通って、 彌陀 一 

怫に 行けと 云 ふので、 これ は 全く 空より 有に 轉換 した 曇鸞 大師の 佛敎で 無け ねばならぬ。 (昭和 五 年 六月) 

第三 *鸞* 道 綽* 善導 三祖の 遺址， 
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南 條文雄 老師、 東 車 西 車の 勿 忙中に 筆を驅 り、 大 谷大學 同人の 發行 にか. -る雜 誌 『合掌』 中に、 拙著 r 古賢の 跡へ』 

の 批評 を 載せられた 文中に、 「往年 後藤 葆眞 氏が、 比較的 多くの 日子 を 費して 遂に 探り 得す、 千載の 遣憾を 懐いて 歸朝 

せられた 玄中寺 を、 短時日の 間に、 都合よ く 求め 得た のば、 敎徒 Q 喜で ある」 とい ふ 意味の 語が ある。 予は 老師 Q こ Q 

語 を 見る につけても、 中 画に 入る 事す ら危 まれた 大正 九 年の 秋に、 こ X に詣し 得た 深因緣 を、 一層 多く  Q 喜 を 以て、 今 

更 ながら 繰返しつ. -味 ふので ある。 其の後、 後藤 氏の 旅行記 を 借覧した が、 頗る 廣ぃ區 域. に 分って 踏査し、 殊に 石 壁 山 

について は、 迷 ひに 迷うて、 遂に 之に 接しなかった 事 を 知った。 予は當 時 邦人 Q 玄中 寺に 詣 つた 何等の 報吿 にも 接して 

居らぬ ので、 全く 自分で 取り調べ、 こ- 1 と見當 をつ けて あつたので" 山 西 省の 太 原府に 入る や 否や、 單刀直 入に そこに 

向 ひ、 一路 平安、 止むな き 困難 以外の 困難 を 嘗めす に 至り 得た を、 腐る 幸福で あつたと 喜ぶ。 

玄中寺 は、 太 原より 西南 百 二十 支 里の 交城縣 Q 安定 村より、 西北の 幽溪を 入る 事、 十二 三 支 里の 山奥に あって、 その 

間に 一 の 人家 もな く、 眞 Q 一  個 Q 山寺で ある。 珍しく も、 今日 猶當 時の 名稱 のま-" に、 玄中 寺の 名 を 保存し、 猶元 代に 

永 寧 寺の 號を賜 はった から、 これ を も 併せて、 永 寧玄中 寺と 稱 へて 居る。 石 壁 山と いはる X 名稱 通りに、 石 壁の 如き 山 

の 腰部に あるので、 普通に は 石 壁 寺と いった 方が 分りよ い。 斯. る 山間に は 不栢應 な 程の 大 伽藍で ある。 當時、 大雄殿 は 

往年 燒け たま X になって 居た が、 然し 最高 處に千 怫閣. が あり、 中段に 兩觀音 堂が あり、 下段に 方丈 •  •： 各 堂 • 鏟樓 • 鼓 

樓* 天 王 殿 等 0 數 個の 建築が あり、 更に 前 峰の 頂上に ー兀 代の 博 塔が ある。 千怫閣 Q 外壁に、 魏 の曇鸞 法師が 開いた 3 曰 を 

記せる 小 碑が 揷ん であり、 閣 中には 二百 餘の 敏佛が ある。 二百 餘の 鐵佛 Q 一半 は 明 代の ものであるが、 過半 は宋 代の も 


ひで V 端嚴 0 相好 自ら 渴 仰の 官 を 垂れし むる ものが ある。 斯る 山間 なれば こそ" 斯 くまでに 保存 せられて 居る ひで あ 

る。 寺 域に 澤 山の 石碑が あるが、 中に 於て 注意すべき は、 鐡彌勒 像 碑と 戒擅院 碑と である。 兩 碑の 中に、 共に 道 縛の 名 

が 見られる。  . i 

開基 曼鸞 大師 0 生地 は、 雁 門で あるが、 r 大 集經」 の 註解 を 成さん y して 氣疾を 感じ、 響 療の爲 にめ ぐり 來り、 心機 

の 一 轉 と共に、 疾 0 癒えた の は、 汾州泰 陵 Q 故墟 であった。 疾は 癒えた が、 命の 脆き と、 志願の 大 なると を 顧み、 本草 

の仙經 によって、 長命 0 法 を 得ん が爲 に、 江 南の 陶隱 居の 所に 至らん として、 逸に 金 陵に 至り、 梁武 帝に 謁した。 その 

時、 「北方の 廣僧 f 鸞、 故に 來 りて 奉 謁す」 とい ふ 刺 を 通じた 所、 有 が 孤 疑せ るに 關ら す、 武帝は 直ちに 引見して、 

千 迷 道 Q 試み を爲 して、 毫も 迷 はざる に 驚き、 佛性義 の 說を聽 きて、 そ 0 解の 深き を 害び、 心 を 開きて 來意を 尋ねられ 

たによ つて、 鸞師は 初めて r 怫 法を學 せんと 欲すれ ども、 年 命 „^ 促 減 を 恨み、 故ら に來 りて 遠く 陶隱 居に 造り、 諸 仙術 

を 求めん とす」 と 打ち 開けた。 武帝は 「陶隱 居ば 世に 傲る 遁隱 者、 比ろ 屢々 徵せ ども 至らす。 往 いて 之に 造る に 任す」 

とい ふ 自由 を與 へて くれた a で、 鸞師は 書 を 致して 通 問し、 隱 居の 答 を 得た ので、 直ちに 山に 屆れ ば、 隱居 は；^ 然とし 

て接對 し、 仙 經十卷 を 以て その 遠 意に 酬いた。 隱 居の 居た 山と いふ Q は、 南京 Q 東南 百 三十 支 里 許 Q 通 稱句容 山の 事で 

ある。 ^容山 は 己 0 字な りに 曲って 居る ので、 或は 甸曲 山と もい ひ、 その 中心に 三 茅 山と て 三つ Q 峰が ある。 江 西の 龍 

虎山と 相竝ん で、 道教の 本山と なって 居る 程に、 道敎に 取って 大切な 山で あるが、 予は鸞 師の遣 跡で も ある 所から、 大 

正 十一 年 一月 雪中 を 胃して、 これ を 登攀して 來た。 華 陽 洞の 如き は、 心を惹 かしめ たが、 その他に は 多くの 顧慮 を拂は 
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しむる ものがない。 唐の 初に 退 隠した 三論の 明 匠大明 法師 • 小 明 法師 や、 牛 頭 法 融の師 であった 灵 法師の 遺跡の 如き 

は、 今日 全く 尊ぬ るに 由ない が、 然し 陶隱 居に 關 する ものば、 よし 新ら し. S にせよ、 幾分 之 を it ぬる 事が 出來 た。 金 陵 

卽ち <frO 南京 は、 大正 十 年に も 同 十一 年に も 之を訪 ひ、 古の 同泰寺 • 今の 鶏 明 寺に、 梁の 武 帝の 跡 を うた。 梁の 武帝 

は、 一 たび 鸞師に 逢うて 後、 逸 かに 北方 を禮 して、 鸞 菩薩と あがめ、 儈 達禪師 と相竝 ベて、 北方 Q  ニ大 明星と 仰いだ の 

である。 - 

鸞師は 仙經を 得て、 名山に 往 いて 之を修 せんとし、 魏 境に 還りて、 先 づ洛陽 を 過ぎ、 菩提 留支 三藏に 遇うて、 長生 不 

死の 法と して、 r 觀 無量 壽經」 を 授かり、 生死 解脫 Q 大道に 目覺 め、 忽ちの 間に 仙經を 燒き棄 てた と傳 へられる 事 は、 

何人も 知る 所で ある。 洛 陽に は、 大正 十 年も往 つたが、 殊に 同 十一 年に は 前後 三囘往 いて、 飽くまで 古都の 昔 をし Q 

び、 北邙 山まで を 踏査した。 留 支三藏 0 跡 は、 今 はこ- -と 指定す る を 得ぬ けれど、 遠く 白馬 寺の 塔 を 望み、 親しく 洛水 

の 流に 接すれば、 一草 一木の 上に も、 三 藏ゃ鸞 師の古 を 思 ひ 浮べる ので ある。 嵩 山 少林 寺 は、 寺傳 にて は 流 支 三 藏譯經 

0 跡と 言って 居る。 

そ Q 後 Q 鸞師 は、 中 國佛敎 史上に 比類ない とまでに 思 はる. -圓 熟せる 宗教 的 大人 格と なり、 自行化 他の 弘ぃ 所から、 

魏 帝に 神鸞と までに 仰がれた。 その 時代 は、. 北方の 大同 雲 岡 • 南方の 洛陽龍 門の 如き、 怫敎 的大藝 術に 満 つる 石 窟が、 

非常の 勢 を 以て 開鑿 せられて 居る 時期で あるから、 永遠の 生命 • 自己の 尊嚴. 萬 法 Q 一如と いふ 樣な、 怫敎の 最大 理想 

が 高潮 せられて 居た 時な ので ある。 代々 信佛 Q 家に 生れた 魏帝 は、 勅して 鸞 師を幷 州の 大 寺に 住せ しめたが、 晚 年に 汾 

州 Q 北山 石 壁玄中 寺に 住せ しめられた。 これが 卽ち今 0 石 壁 寺で ある。 鸞師は 時に 介 山 Q 陰に 往 いて、 徒を聚 めて 淨業 

にい そしんだ ので、 そこが 鸞公巖 とい はれた。 年^ 山寺 いふ のに、 入寂 せられて、 勅， 冗より て 汾西泰 陵 0 文 谷に 


り、 そこに 甎塔を 建て、 碑 を 立て、 唐 初に は 塔 も 碑 も 41 ハに存 して 居た ので ある。 幷 州の 大寺 や、 平 逸 山寺 は、 今日 之 を 

探り あてる 事 は出來 ぬと 思 ふが、 介 山の 鸞公巖 と泰陵 Q 文 谷と を こ \ と 指點し 得なかった の， は遗憾 である。 大正 十 iif- こ 

るに 至った 時 は、 介 山と か 文 谷と かいふ 細かい 所まで は 調べす に往 つた 0 であ. つたが、 歸 朝の 後に、 更に f 縯 高僧 傳」 

を 繰り返し 見れば _、 泰陵， U のみ 記憶して 居た 鸞師 P 墓 は、 更に 細說 して 文 谷と ある。 玄中 寺の 前 を 流る- -溪流 は、 文 水 

であるから、 矢張り 寺の 附近で ないかと 氣 付き、 こ. --に 於いて 望蜀の 希望が 起る。 斯 る名迹 は、 一度の 踏査で 満足し 得 

らる X もので ない。 更に 猶ー 罔の 踏査 をと 念ぜざる を 得ぬ。 

三 

道 綽禪師 は、 その 生地が 幷州汶 水で あるから、 初から 鸞師に 親しまねば ならぬ 先天的 因緣を 有し、 碑 を 讀んで 信仰 

に 入った とい ふ 事 は、 有名な 話で ある。 その後 恒に汶 水 壁 谷の 玄中 寺に 住して、 纔に餘 暇 あれば、 口に 怫名を 誦し、 日 

に 七 萬 を 以て 限りと 爲し、 また 人に 勸 めて 怫名を 念ぜし め、 或は 麻 豆 等 を 以て 數量 と爲 し、 或は 木 藥子を 穿って 数 法と 

爲 さしめ た。 唐の 初、 道宣 律師が 「續 高僧 傳」 を 編む 時には、 八十 四 歳の 高齢 を 以て 現存して あった。 r 總高 偕傳」 に 

は、 唐の 幷州玄 中 寺 釋道綽 として 之を傳 し、 他處に 移住 せられた 事 を 偉へ ぬ。 これ は 同時代の 學 者道宣 0 筆に 成った の 

であるから、 予 はこの 傳記 Q 上に、 無比の 價 値を認 むる。 この 俸 記に 無比の 價値を 置いて 見れば、 綽師の 所 住 は、 常に 

玄中 寺で あつたと 見ねば ならぬ。 吾人の 頭腦 では、 鸞師 は玄中 寺、 綽師は 西 河の 地で、 初より 別 所に 住せられた ものと 

考 ふる 習癖 を 伴 ふが、 實 は兩師 ともに 玄中 寺に 居られ、 寧ろ 鸞師の 方 は 他 寺に も 移られた が、 綽師 は玄中 寺に 常住 せら 

れ たので ある。 して 見れば、 玄中寺 は 鸞師. の 遺跡で あると 同時に、 緙師. の 唯一 の遗 跡と いふ になる。 鴛師の 遮 跡に 詣 
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し 得た のが、 一 歩 を 進めて、 綽師 唯一 の 違 跡に 詣し 得た 事と もなる から、 予は猶 一層の 満足 を 以て、 當 時の 踏査 を 味 ふ 

ので ある。 

寺 庭に 鐵彌勒 像 頌の大 碑が ある。 もとは 唐 代の もので あつたが 破壞し たものと 見え、 今の は 金 代の 再建で ある。 その 

中に、 唐の 太宗 皇帝が、 文德 皇后 0不 豫な Q を緣 として、 玄中 寺に 駕を 托げて 綽師を 見、 大に歸 依の 情 を 動かされ たと 

見え、 歸宫， の 後山 谷に 浮圖を 建て ム、 そ Q 德を 表せられた 事 を 述べて ある。 この 事迹 は、 本邦の 學界に はま だ 知られぬ 

所、 又傳記 Q 中に も 見えぬ が、 碑より 見て、 之 を 疑 ふの 餘 地がない。 太宗 皇帝 は、 こ. - より 遠から ぬ 晉祠に 巡遊せられ 

て、 そこに 建てられた 貞觀御 碑が、 今日まで その ま. -に 保存 せられて 居る。 晉祠に 來られ たから、 そこから 遠から ぬ 名 

刹、 而も 高 德綽師 の 居らる. -玄中 寺に 駕を抂 げられ た 事 も、 敢て疑 ふの 要はな からう と 思 ふ。 此の 事迹の 紹介 は、 多く 

の 人に 喜ばれた が、 殊に 南 條文雄 老師 は、 次 Q 詩まで 寄せられた。 

禹域 山川 指 掌中 好 攀石壁 到玄忠 

拂苔看 得 古 碑 字 天子 貞觀 禮綽公 

汶 水に 沿うた 地域に、 ニケ 所まで 玄中 寺に 腸す る 墓石が あつたが、 元 明 以後の ものの みで、 Y れ 以前の も Q が 無 かつ 

た。 隨 つて 綽師 入信の 因緣 となった 碑の 見られぬ のが、 遺憾で ある。 

棹師 0 常住 Q 地が、 玄中 寺であった とすれば、 猶 一 歩 を 進めて、 こ X がまた 善導 大師の 遺跡と もなる。 大師 は 長 安 Q 

光明寺に 居られた とも ぁグ、 または 南山に 居られた とも あ， るが、 傳 記の 不明な 大師の 事で も あるし、 また 歷 代の 變遷に 


遭遇す る 事 Q 多い 長 安で も あるから、 光明寺の 如き、 恐らく は 極めて 0 小 刹 0 跡 は、 到底 之 を 探り 得ぬ であらう。 南山 

に， 往 つたと て、 大師の 遣迹 は、 之 を 求め 得らるべき 希望が 少ぃ。 後繼 せる 大人物で もあった ならば 各 別の 事、 南山に 於 

いて、 义 光明寺に 於いて、 大 都の 後 \ に 大師の 信仰 を傳 へた もの ある を 聞かぬ から、 光明寺の 如き は、 會昌の 變に 際し 

て、 歷史 以外に 消え去った ものと、 予は 推定す る。 然 らば、 玄中寺 こそ は、 鸞師がその_^!を開き、 綽師が 時代 を 隔て 

て、 こ. -に 鸞師の 後を嗣 ぎて 常住し、 而 して 叉 善導 大師が 遠く 山 東の 臨淄 より 出で X、 先づ金 陵ゃ廬 山を經 て、 後に 

この 玄中 寺に 來 つて、 綽 師に邂 返し、 無二の 行者と なられた ので ある。 「靑 州府 志」 の 中に、 舊志を 引いて、 大師 を 略 

傳し、 r 大藏に 入りて 手に 信せ て卷を 探り、 觀無 量壽怫 の 經文を 得、 廬 山に 往， S て、 遠 公の 造躅 を觀、 豁然と して 慧を 

增し、 後、 迹を終 南に 遁れ、 また 晉 陽に 往 いて 綽禪 師に從 つて 經を 受け、 忽ちい ふ、 吾 明日 歸り 去らん ふ。 期に 至り、 

£ 然として 佛名. を 誦して 逝け り」 と あるの は、 簡 なりと 雖も耍 を 得て 居る。 大師に 關 する 「高僧 傳」 の 記事 は、 一向^ 

耍領を 得て 居らぬ。 r 靑州府 志」 の 引 せる 舊 志と は 古い 府 志の 事で あらう。 古い.： g 志 は 何に 據っ たもの か 知らぬ が、 

恐らく は 今日に 傳 はらぬ 傳 記に 據 つた ものであるに 招 違ない" 簡單 では あるが、 如何にも 大師 入信の 徑路を 彷彿せ しむ 

る ものが ある。 

新の 如くに もて、 山 西 石 壁 山の 玄中寺 は、 中 歸の念 怫三祖 の 唯一の 遺跡と なる から、 こ. 1 に詣し 得た 予 Q 喜 は、 他 0 

想像 以上で、 歸 朝の 後 調査の 進む に從 ひ、 B 一  暦 その 深み を fu て 行く。 最後に 拙作 一 篇を 加へ て、 l¥f を懺く i$ とす 

る。 大正 九 年 こ- -に詣 した 夜老 鶴が 啼 いて 居た。 又 月蝕が あ-つた。 轉句 はこれ を 言った ので ある。 (昭和 十 一 年 四月〕 

石 壁 山 深 一 徑通 幽溪窮 處是玄 中 

啼， S 蝕 月 空 房 夜 . 鑽仰鸞 公 綽祖風  . 

魏の暴 驚 大師と その 遣 一九 五 


一 丸山ハ 

IB 十七 年 十月 七日、 き玄中 寺に 於いて 霞 一千 四百 年 i 忌が 〔 我が 大谷 派. 本願 寺 派.、 淨土宗 の 一一 一宗 及び 山 

西の 佛 1111」、 iln 予 II 師 t てこ S 燈 雲お。？ U 

t 皮の 地 Q 佛敎 徒の 間に 有名と なり、 種 さ 踏査 や I が 進められて ある。 これによ つて 文 谷水と いま ハ 刀り 泰陵 

0 地 も月瞭 となり、 霞と いふの は、 泰 陵の 誤植から 來 たもの ならん と 想定 せらる X に 至った。 治安の 關係 上、 そこの 

1 ま 今日 S 不十分で あるが、 もし 他年 泰 陵の 故 墳が發 見せ らる4 も あらば、 Is 福で ある。 文 谷水 は玄中 寺 

g 南方に あって、 IQ 流れで I。 菌 I 處が この 文 谷水 か 叉 は 汶水ョ なか は、 li である。 a 

の"、 -a 籰镜城 內にニ 仙祠と 5 ふ Q が、 孚 i 君 r 意。 それ は 宋代玄 中 si 禪師に 事へ 

て、 . ^十 年間 「華 嚴經」 を 霞し、 一日 共に 坐 化した S 二 f 記念 したので ある。 玄中 寺. に關係 ある f ら、 この 二 

山祠ょ g 佛敎會 の 霊す る 所と なって 居た。 予 逢に 多くの ものが 發 見せられる であらう 事 を期 する ものである。 予 

は 石 壁 山の 再遊 を 喜んで、 左 Qsi 裏 前に 捧げた ので.？ つた。 . (昭和 十七 年 十二月き え 

不堪 廿五年 前 思 重 到 汾西悲 昔 遊 菩薩 餘光猶 可 仰 水 聲山色 自悠々 

寺 前門 I 徘徊 文 水 淙哭葉 他力 往生 師訓 足 奚 疑疆靈 錦 


唐の 鑒眞 和尙 とその 故址 


1 榮叙 . 普 照と 鑒眞 和尙 

古今の 外人に して、 鑒 眞和尙 ほどに 日本 を 愛し、 日本に 同化し、 日本の 文化 を 促進した 點に 於いて、 功勞の 多い 人 

は、 他に 多く その 比を見な いと 思 ふ。 その 奈良 朝怫敎 を結赏 せしめた る點に 於. S て、 平安朝 怫 敎を醞 醜せ しめたる 點に 

於いて、 叉 その 堅實 なる 志操が、 日本の 怫敎界 に 活力 を與 へたる 點に 於いて、 實に 千古の 史乘を 照す ものが ある。 その 

如何に 日本に 同化し たかは、 日本 怫敎 徒にして 鑾眞和 尙の名 を 知らぬ ものが 無い に拘ら す、 中 固に 於いて は 僅に 「宋 

高 儈傳」 に その 名 を 止む るの みで、 古 解の 揚 州に 於 5 て すら.、 早く 旣に 全く 忘れ去られて 居る にて、 之 を 知るべき であ 

る。 夙に 和 尙を欽 し、 その 行跡 を 慕へ る予 は、 如何にもして その 遺址 を 探りたい と 念じ、 渡 華 踏査 第二 囘の大 li: 十 年 辛 

くも 之 を 探り 得て、 揚 州に 和尙を 記念す るの 擧に 出で た 事であった。 如何にして 之 を 探り 當 てるに 至った， 徑路 は、 

最後に 述べる 事と して、 先 づ和尙 の 行跡の 一斑 を 叙述す る。 予 はこの 一 小篇を 草す るに 當り、 思 託の 請に よって 成せる 

眞人元 開 撰の 「東征 傳」 • 豐安 撰の 「三異 事」 •「 宋高 僧傳」 等の 根本 資料 を搜 りて、 之 を 地 圖 に 照し、 和尙の 苦心 慘. S 

の迹を 追うて 見た。 かねて 想像して 居た 以上に、 廣汎 なる ii; 域に れる 流浪に 誕 して、 予 は中國 の. S 地 旅行の 經驗 ある 

唐の 鑒 3 ほ和尙 とその 故&  1 九 七 


古賢の 足跡  一九 八 

事と て、 他の 何人よりも よく 和尙の 精神に 同情した ので ある。 その 兩眼を 失つ た^は、 之 を 地圖に 照合して 見て、 始め 

て 如何にもと 身にしみる を覺 える ので ある。 和 尙の大 漂流 は、 第五 囘の 時であった。 「東征 傳」 に 蛇 海 だの、 飛鳥 海 だ 

Q と あるの を 見て、 奇談 を 好む 中 画 式の 筆致と 考 ふるの は、 至らぬ もので、 却って これが 實歷 なので ある。 此の 大 漂流 

に は、 廣東沖 を 過ぎて 更に 南西の 海 南 島の 南端 振 州に 漂着した ので ある。 當時 Q 小舟 を 以てして、 如何に 貿易風に 乘じ 

たと は 言へ、 この 潘 lia たる 大海 を， 流れ/ \ 、たので ある。 蛇 海 • 飛鳥 海 を 過ぐ る も、 些 0 不思議 を 感ぜぬ ので ある。 和尙 

は 海 南 島 を 陸行して、 展 州より 大陸の 雷 州に 渡り、 梧 州より 桂 州に 至り、 湖南に 出 でんと する に 際し、 招かる i ま X に 

遙に 踵を囘 して、 更に 梧 州を經 て、 廣 東に 至り、 それより 韶州を 經て江 西 0 廬 山に 出で、 遂に 南京 を 過ぎて、 揚 州に 還 

つたので あった。 

和 尙は大 漂流の 後、 辛くも 海 南 島の 南端 振 州に 上陸す る を 得て、 こ X に 一年の 年月 を 送った。 舟 中水盡 きて 鹹水 を飮 

み、 食 ふべき 何物 を も 止めす して、 僅に 米を嚼 み、 病 惱困頓 せる 後の 上陸で ある。 同行 悉く 半死の 病 者で あつたに 相違 

ない。 一 年の 休養 は 辛くも 行旅に 堪 ふるだけ の 健康 を囘復 したに 過ぎなかった らう。 桂 州に 至って 更に 一 年の 滯留 を餘 

儀な くせられ たので ある。 然し 猶 皆の 健康 は囘復 せられなかった ものと 見える。 我が 留學僧 二人 中の 榮歡 は廣 東に 至る 

の 前、 端 州に 於いて 命數盡 きた。 和 尙は韶 州に 至って 兩 眼の 明 を 失した。 第一 の 弟子 膨彥 は、 吉 州に 至って、 命 數盡き 

た。 さる にても 他の 留學儈 たる 普 照の 體カ は、 如何にして 能く 持績 せし ぞ。 韶 州に 於いて 和尙に 別れ、 遠く 明 州の 育 王 

寺に 向って 去った と は、 驚くべき である。 然し、 普 照の 此の 時に 於け る 心 術を考 ふる 時 は、 萬 斛の淚 なき を 得ない。 留 

學十 年の 後、 和 尙に遞 返して、 その 東征の 約 を 得、 その後 和尙 に隨從 する 事、 赏に十 年の 長き に 及び、 五た び II 東の 志 

を 挫折し、 無二の 道友榮 叙に 死別し、 孤影 煢然、 た、. - 憑む は和尙 のみで ある。 而も 今や 東征の 望 全く 絕ぇ 果てた。 斯く 


までの 苦心 慘ま： を巢 ねつ. 1、 遂に 和尙に 生別して、 天外 萬 鬼の 韶 州より、 方途 も 分らぬ 明 州に 向って 去る 普 照の 志 を 察 

する 時 は、 誰か 暗淚に 咽ばざる も Q あらう。 古今の 高 儈の傳 記 を 維き て、 そ Q 苦心 Q 迹を追 ふ 察 ほどに、 五" 人佛 徒を激 

勵 する もの は 無い。 中に 於いても、 法顯ゃ 玄奖の 如き、 また 鑒眞 や、 慈覺の 如き、 實歷 の昭々 たる もの. -存 する は、 研 

究の 方面に 於いて 重耍 なる のみなら す、 吾人 Q 修養に 資する 事 此の上 も 無い。 その 中に 於いて、 花々 しき 業績 を も 造 さ 

t 眞に 法の 爲に 一身 を 捧げた 榮歡」 普 照 二人 0 如きに 至って は、 特に 吾人に 對 して 限りなき 生きた 敎訓を 垂れる。 

此の ー篇 は、 遠く 鑒眞 和尙を 追憶 せんが 爲 であるが、 此の 機會に 於いて 我が 榮獻. 普 照の 二人の 心 術 • 業績 を も、 併 

せて 追憶す る は、 素より 當然 である。 是の 如き 二人 あれば こそ、 和尙は 東征の. 初一念 を 翻さす、 遂に 東海に 其の 姿 を 現 

はす 事と なった ので ある。 榮敏 • 普 照の 二人の 上に も、 和尙の 上に も、 吾人 は 唯 法 を 見る のみ、 法の 爲に のみ 彼 あり、 

此 あらしめ た當 代に 於け る佛敎 精神の 活躍 は、 之 を 追憶す る だ も、 吾人の 朐を踴 らしむ る ものが ある。 

, 、二 鑒眞和 尙の學 系 

鑒 眞和尙 は、 年 十四に して、 長 安元 年-: 西曆七 〇 一年) を 以て、 大雲 寺の 智満に 出家して、 大雲 寺に tr 胁 せしめられた 

から、 多くの 傳記 は、 「宋高 儈傳」 を始 として、 大雲 寺鑒眞 として 居る。 大雲寺 は、 これより 先 二 年、 永！！ 元年 (六 九 

九. -〔し を 以て 立てられた ものであるが、 三十 七 年後の 開 元 ±M ハ年 (七三 八 年〕 に 至って、 龍 興 寺と 改められた。 之が 爲に 

どの 傳記 にも、 大雲 寺の 下に 「後 改龍 i 寺」 と 特に 斷 はって 居る。 斯くて 和尙が 五十一 歳の 時に、 旣に大 雲 寺の 名が 無 

くな つた ので あるから、 .大 雲 寺 鑒眞と 書く の は 實は當 を 得た も ので 無い。 弟子 の 覺 安が 龍 與寺大 德と& I つて 居る の は、 

之に 由る ので ある。 然し 和 尙は龍 輿 寺の みに 居住した ので は 無い から、 「本朝 高 傦傳」 に大 明寺鑒 露と 言って 居る。 日 

唐の 鑒眞 和！ 何と その 故址  一 九九 


古賢の a- 跡  二 〇〇  , 

本と Q 關 係より いふ 時 は、 この 大明 寺の 方に 意義が ある。 

和尙 Q 學系 は、 次の 如くで ある。 年 十八に して、 神 龍 元年 C 七 〇 五 年い、 光州の 道 岸より 菩薩 戒を 受け、 之に 從 ふこと 

二 年であった。 道 岸 は、 南山 道宣 及び その 弟子 文 綱に 承け て、 南山 律 を 江淮に 興した 律宗 の大德 であ、 る。 二 年の 後和尙 

遠く 長 安に 學び、 文 綱 Q. 弟子た る恒 景に從 つて、 具戒を 受けた。 恒景 は荆州 HI 泉 寺の 出で？ 遠く 智者の 後 を 襲うて、 止 

觀を 習へ る 人で あるか..^、 和尙 はまた 之より 天台 學を傳 へた。 和尙が 天台 學を傳 へた 上 は、. 必すゃ 曾て 光州 大蘇 山に 於 

いて 法 華 三昧 を 獅子吼し、 其の 門下より 智者 を 鍛成した 慧 思の 遠い 影響 を 受けた に 相違ない。 和尙 は、 慧思 禪師が 再生 

して 我が 聖德 太子と なった 事 を 信じて 居た 人で ある。 而 して 和尙が 恒景 に就學 せる は、 西 京實際 寺に 於いてであった。 

實際寺 は 實に淨 土敎の 善導 大師が 念怫を 唱導せ る 寺で、 善導 0 入寂 後 權に廿 六 年の 事で あるから、 和尙 はこ- -に 於いて 

念 佛に關 して 得る 所があった らうと 思 はる- -。 叉、 融濟 より、 「行事 鈔」 •「 業疏」 •「 朝 重 儀」 等を學 び、 大亮 より 「法 

礪疏」 を學ん だ。 融濟は 文 綱 • 道 岸と 共に、 南山 道宣の 弟子で あり、 大亮は 法碼の 弟子 満 意の 法嗣 である。 以上 は 西 京 

忆 於いての 所學 であった に 相違ない。 和尙 は、 五 年の 後、 江淮の 間に 戒律 を講授 し、 に 天台の 敎觀を 研究して 居る か 

ら、 長 安の 留學は 五 年間で あつたと 見て よい。 

和尙 はまた 杭 州の 義 威より、 法礪の 「四 分 律鈔」 を聽 いた。 義威 は、 大亮と 同じく 法礪の 弟子 満 意の 弟子で、 鑒眞と 

共に 光州の 道 岸より 南山 律 を 承け たから、 鑒眞の 先輩で、 開 元 五 年 (七 一七 年： >  道 岸の 寂 後 を 受けて、 南方の 律 匠と 仰が 、 

れた。 義威 Q 寂せ る 後 を 承け たの は、 和尙 である。 時に 開！ 兀廿七 年 (七三 三年) で、 和尙が 四十 六歲の 時であった。 

和 尙が義 威より、 法 礪の疏 を學ん だの は、 歸 東の 後で あつたと 思 はる. -。 和尙 をして、 東征の 意 を 決せ しめたる 我が 

榮數. 普 照は、 法 礪の法 孫 東都の 定賓 より 棹 を學ん だから、 その 點に 於いて 和尙と 共通の もので あり、 また 年輩 も 左程 
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に 違はなかった と 思 はるる。 道瑶 も、 定賓ひ 弟子で あるから、 また 我が 榮歡 * 普 照と 11* 多く 親密 0 關係 にある" 

和 尙の學 系 を 表出 すれば 次の 如くで ある。 當時四 分 律に 三宗 ある 中、 南山 • 相 部 ニ宗招 承の 學系 は、 次に 見ら る 

が、 東塔宗 相承 Q 學系は 明かで ない。 

律 系 


南山 宗 

道宣— 


京 


也 


相部宗 


まあ 意 


-普照 


天台宗 

智者 11 章 安 —— 恒景 ：—— 蟹 露，！ 法 進 11 最澄 


, 三 和尙の 東征  、 

我が 榮歡. 普 照の 入唐せ る は、 開元廿 一 年で あ-る。 恰も 杭 州の 南山 律匠義 ig の 入寂の 年で、 和尙は 其の後 を 承け て 

宭の 鑒眞和 I 付と その 故址  二 〇一 


淮南江 左 こ 比倫な き 律師の 名 を、 正に 鬵 せる 時であった。 然し 二人 は、 I だ 和尙が 近く 揚州 にあって、 東南の 種 

、一」. 0 を 知る に 及ばなかった らう。 當時 我が 留學 生の as 地 は、 いふまで もな く 霧であった。 道 f  、 玄昉 も、 皆 

遠く こ.. に學ん だから、 二人 も ii に 向った。 當時、 II に 相 部 .東塔. 南山の 昌 あり、 互に 爭 つて 居た。 

刀う、 去 i が鄴 f 於いて 「疏」 十卷を荖 はせ しに、 其の 弟子 京師の 讓は、 其の 失 を糾彈 して、 別に 一家 を 立て、 ま 

た 南山の 道 官ーは 同異 I にして、 堂々 たる ー家を 立てた。 其の 流 は、 順序の 如く、  1-東塔.南山 の三暫 分つ に 至 

り、 四 分 律 Qgssli した。 戒律 I て 人道 §2 爲し、 持戒 兵、 5 て 見る 套時 は、 第^す る を 得 

ぬ敎 界の行 持が、 斯 くまで 四 分 律の 研究に 力 を 致さし めた § ある。 二人 は、 此 S 潮に 鑑みて、 東都せ 1 賓に隨 つて 

招 iQ? 傳 へたが、 本圃 S 戒 Q 人な I 歎じ、 東都 sf 師 I じて、 先 If しめた。 道 f  、  K に 行 表 

S じて、 霞 I ん if あるから、 臭 曰 本 文化史 上靈 すべ-^ きる 恩人で あ-る。 而 して 里 年の 歳月 

を 謹した ので、 使 を 待 だすして 早く I せんとし、 下って 揚 州に 至り、 こ 4 和 尙が大 律 匠たり し を 知った ので あ 

る。 これ 天寶 元年 C 七 g 一 5  S で、 時に 五十 五 歳の 和尙 は、 大明 寺に 於いて 律 を 講じであった。 和尙 I て 大明寺 

Q 人と 爲すは 之に より、 日本との 關 係より いふ 時 は、 之 を 最も 適當 とすべき である。 二人 は、 聖德 太子が 「二百 年の 

後、 怫法大 に 日本に 興らん」 と宣 せる 懸記を 語り 出で、 以て 和尙の 東租を 請うた ので ある。 

和 尙の此 ひ 時に 於け る 問答 中に、 二 個の 注意すべき ものが ある。 其の 一は、 和尙が 「昔 聞け り、 南 岳の 思禪師 遷化の 

後、 倭國の 王子に 託 生して、 怫法を 興隆す」 と 言った 一事で ある。 これ は、 我が 太子 を 以て 慧思禪 師の後 身と する の 

は、 中國の 怫敎者 間に 流傳 しつ X あった ものなる 事を證 し、 而し てまた 和 尙が南 岳 を 知悉せ る 事を證 する ものである。 

-和尙 が、 太子 を 以て 南 岳の 後 身と したの は、 いづこより 聞いた ので あらう。 西 京に て和尙 が就學 せる 恒景 は、 荆. 州 玉 泉 
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寺の 出で、 玉 泉 寺は赏 に 南 岳 Q 弟子 智者の 所 住であった。 恒景 は、 智者の 後 を 追へ る 天台の 學 者で、 和尙の 天台 學ばこ 

の 人に 承け た Q であるから、 恐らく は 南 岳と 太子との 闢係 も、 こ 0 恒景 より 得た もので あらう か。 共 0  二 は、 「日本 國 

の 長屋 王が 千の 裝裟を 造りて、 かの 國の大 德衆儈 に 施し、 袈裟の 緣の 上に、 山川 異域、 風月 同 天、 寄諸怫 子、 共 結來緣 

とい ふ 渴を繡 著して あった」 と. S ふ 一事で ある。 こ は 元 開の 「東征 傳」 に、 明白に 傳 へて 居る のみなら す、 支那 撰述の 

、 

「宋 高僧 傳」 第 十四の 中に も、 二つと も 明暸に 記されて ある。 た、 ^  r 宋 高僧 傳」 に は、 南 岳の 託 生 を 以て 國王 として あ 

るが、 これ は 彼の地の 傳說 として、 寧ろ 根應 すると 思 はれる。 この 事 は、 日華 •；！ 固の 精神的 交渉 上、 H に 不盡の 妙味 を 

湛 ふる 所の 辜{ 貪で ある。 和尙 は、 以上の 二 個の 事實 を擧げ て、 扭て 5 ふ、 「これによ つて 思量す るに、 誠に これ 怫法興 

f 有 緣の阈 である。 我が 同 法 ひ 衆 中、 誰か この 遠 請に 應 する ものな きか」 A て、 之 を 大衆 中に 求めた が、 一人の 對 ふる 

ものな く、 第一の 弟子 g 彥 すら、 「生れ 難き 中國を 去りて、 得難き 人身 を 失 ふの 途に 上る もの あるの 理 なし」 と へ 

：。 和 尙是に 於いて 斷乎 として、 「法の 爲 なり" 何ぞ 身命 を惜 まん。 諸人 去ら すん ば、 我すな はち 去らん のみ」 と宣霄 

した。 大乘 怫敎の 精神 は、 和 尙のロ を 通して、 今日に 雷聲を 轟かして 居る。 この 決心、 この 誓約 は、 その後 少しも！！.： 折 

しなかった。 懦夫を 起た しむる 和 尙の靈 力 は、 如何ば かり 二人 を感 蜜せ しむる 0 みならす、 大衆 を踴 躍せ しめたで あら 

う。 我も我もと 隨伴を 願へ る も 中に、 、祥彥 もあった、 思 託 もあった。 一切の 準備 を 整へ、 翌ニ年 を 以て 出發 する！^ 

とした。  ， 

其の後の 勞苦 は、 寧ろ 筆に する に 忍びない 程で ある。 五囘 挫折して 第六囘 目に、 天寶 十二 年 を 以て、 我が 大使 藤 原 

河 • 副使 吉 備眞備 等の 船に 乘 じて、 東征 0 目的 を 達した。 眞備 は、 この 時 同船した 人格 的の 親しみが ある。 和尙 入寂の 

後に、 その 傳を 作った の は、 極めて 自然 0 事で ある。 最初 發足 してから、 正に 満十 一 年の 後、 年 六十 六の 時であった。 
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せ 賢-の き  二  0 四 

第一 囘は 準備中 事あって 杲 さす。 第二 囘は狼 溝 浦に て、 風浪の 爲に 破船した。 江 を 出で- 海に 出 でんと する 邊 であら 

う。 第三 囘は 更に 舟 を 修理して、 舟 山 列島 中の 下嶼 山に 至^、 乘 名山に 到らん として 難破した。 すな はち 明 州に 上陸 

し、 越 州 杭 州 等 を 巡遊し、 淸進を 福 州に 遣 はし C 船 を 買 はしめ た。 陸行、 天台 山 を 經て溫 州に 至る の 途次、 揚州 にある 

弟子 靈祐 等の 哀訴に より、 官 0 知る 所と なり、 遂に 揚 州に 押送 せられた。 にれ 第 四囘の 挫折で ある。 和尙が 靈祐の 哀訴 

を 如何に 本意な き 事 としたか は、 彼が 日々 懺 謝する 六十 日. にして、 初めて 顏を 開いた とい ふに て 知られる。 第五 罔 は、 

大 漂流に よって、 海 南 島の 振 州に 漂着し、 雷 州. 梧 州- • 桂 州より、 更に 廣 東に 至り、 韶州 • 吉 州 *廬 山 • 南京 を 經て揚 

州に 歸 着した のであった。 この 挫折 Q 如何に 悲惨で あつたか は、 十 年間 形影 相隨 へる 榮歡が 端 州に 寂し、 和 尙は韶 州に 

て兩 眼の 明 を 失し、 第. 一の 弟子 祥彥 は吉 州に て 寂し、 普 照 は 羅^して 韶 州より 逸に 明 州に 向って 去れる に c、 知るべき 

である。 この 漂 ii. について は、 旣に 前に 記した。  . 

四 和尙 の佛敎 

大陸の 佛敎 は、 自ら nl 本の それと 異るも Q が ある。. 吾人 は本來 宗派と いふ ものに つきて、 鎮る 局限 せられた 先天 觀念 

を 有する から、 動もすれば 和 尙に斷 して、 之 を 四 分 律 宗に狹 めて 考へ 易い。 然し、 今日中 圃に 行って 直に 氣付く 通り 

に、 當時 にあっても、 左樣に 局限せられ たもので 無かった に 相違ない。 實際 和尙の 生活に あら はれた 事實 からする も、 他 

との 關 係から 見る も、 この 推 想を當 然とすべき 理由が ある。 第 一 に、 和尙 は雜師 であって、 同時に 法師であった。 特に 

その 長所 は 律師た るに あつたに せよ、 「東征 傳」 の 中に 「巡遊 二 京、 究學 三藏」 と ある 通りに、 法師と して また 當 時の 

優であった。 多 數の經 典 を將來 せる 外に、 天台 Q 三 大部 「四 敎 儀」. 「次第 禪門」 •「 小 止觀」 等 を 將來し 一た 事 は、 正に 之 


を證 明す る。 法師. として は、 還ぶ 他所に 言及した 如く、 天台 學の 人であった。 間接に は 南山 道宣 が、 天台 學の 理論 を、 

四 分 律に 活用した 听 から、 自ら こ X に 至るべき であるが、 直接に は恒景 に從學 したに 原因す， るで あらう。 第二に、 その 

律宗 中に 於い c、 南山 宗に 取りて 祖師の 位 mi を 取る までに 重 耍な學 者で あるが、 然し 新く 局限せられ たもので 無い。 四、 

分 律 三 宗の疏 を 悉く 研究した 人であった。 其の 將來 せる も のに、 南山 Q 疏 0 外に、 法 礙ゃ懷 素の 疏も ある。 その外に、 

三宗 分岐 以前の 光 統の疏 を も將來 したので あるから、 恐らく は敢て 南山の みに 依る も Q で 無く、 理長 を宗 とした も のと 

思 ふ。 この 光 統の疏 は、 其の後 如何にな つた か 不明で あるが、 若し いづこ からか 發 見せら る. も あらば、 獨 り^の 研 

究 上-に 重要なる のみなら や、 北魏佛 敎を閬 明す る 上に 於いて 特に 地 論宗の 研究 を 助く る 上に 於いて、 少 からぬ 光明 を與 

ふる 事で あらう。 第三に、 更に そ Q 南山 宗の 戒律 は、 決して 四 分 律 Q みに 立てる もので 無く、 三 聚戒の 形式に 於いて 表 

現せる 點は、 大乘 瑜伽戒 であった と 思 はる. t。 恐らく は 南山 宗 なる もの は、 具足 戒と 菩薩 戒とを 併有した もの、 否、 菩 

薩戒の 中に、 具足 戒を 含めた もので 無かった かと 思 ふ。 

斯くて 和尙 0 佛敎 は、 戒壇 そのものに 表現 せらる X。 四 分律宗 であ" ながら、 凝然 0 傳 ふる 所に よれば、 三 聚戒を 表 

示せん が爲 に、 三重と 爲し， て、 第三 重に は 多 寶塔を 安。" M したと いふ。 こ. - に 四 分 i: 戒と 菩薩 戒と Q 調和が あり、 その上 

に 法 華の 三味 及 信仰 を 加へ たものと いふ 事が 出來 る。 これ は 遠く 道宣に 承け たも Q と 思 はる. -が、 然し 道宜の 「戒複 

經」 に は、 三 空 を 表せん が爲に 三重と する 事が ある けれども、 多资 塔の 事 は 無い。 多 资塔を 以て 表現 せらる- -法華 三昧 

は、 中 唐 頃から 盛んになった 檨 である。 顏眞鄰 の多寶 塔感應 記の 如きが、 そ Q 最初で あらう。 然 らば 多資塔 は、 鑒 鳳が 

その 天 ム门學 より 加 へ たもので あらう と 思 はる-!。 

さて また、 その 信仰の 點に 於いて、 法 華 信仰と いふ 時 は、 * 久遠の 釋迦 牟尼怫 及び 多資 怫に對 する 禮拜と 思 はる.^ が、 
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古賢の 〔北 跡.  •  二 〇 六 

これ また 斯く單 純に 斷じ 去る 事 は出來 ぬ。 「東征 傳」 を 見る に、 和尙の 信念 を 表 はした と 見ら る. 1 ものが 二箇所 ある e 

！は始 安の 都督 鶴古樸 が、 廣 州に 下らん とする 桂 江の 船に、 和 尙を扶 け 上らし めて、 「古 樊與こ 大和 尙 T 終 至二彌 勤天宮 1 

相 見」 と 言 ひ、 悲 泣し C 別れ 去った とい ふので ある。 これ、 やがて 和 尙に兜 率 上 生の 信仰の あった を 表 はすと 思 ふ。 二 

は、 第一 の 弟子 祥彥 が、 吉 州に 向 ふ C> 舟 中に 於いて 病 残せん とする 時、 和尙は 香を燒 きて 祥彥を 曲 几に 憑ら，^ め、 西方 

に 向って 阿 彌陀怫 を 念ぜし めた。 彥 はー聲 怫を唱 へ、 端坐して 入寂した とい ふので ある。 これ、 また やがて 和尙に 西方 

の 信仰の あった 事 を 表 はす Q である。 斯くて 和尙に は多寶 塔の 信仰 も、 兜 率 上 生 Q 信仰 も、 西方 往生 Q 信仰 もあった 事 

になる。 局限す る もの. - 眼から せば、 何とな しに 不純の 樣に思 はる X けれども、 蓋 しそ Q いづれ を も 包容して 居る 所の 

大陸 的 c> 大まかな 十 方 怫* 十方淨 土に する 憶憬 でなかった かと 思 はる. 1。 

五 和尙と 日本 文化との 關係 

和尙 Q 時代 は 中 唐の 開 元年 代 を 中心とす るから、 中 國怫敎 の 正に 爛熟せ る 時代であった。 その 十四 歳に して 出家せ る 

は、 恰も 法藏が 「華 嚴經」 を 宮中に 講ぜる 二 年後であった。 七 九 歳の 時に、 禪宗 北方の 大德神 秀が入 f 叔し た。 廿. 五 歳の 

時に 華厳宗の 法藏が 入寂した。 廿六歲 時に、 禪宗 南方の 大德慧 能が 入寂した。 義淨 もこの 年， に 入寂した。 斯の 如くに 

して、 和尙の 1^ 年 時代 は、 達磨 禪の ニ大 明星た る 神 秀*慧 能が、 南北に 禪風を 張り、 華嚴 宗法 藏が 事々 無碍の 哲 學を宮 

中に 講じ、 義淨 • 菩提 流 支の 如き 譯經の 大家が、 浩瀚なる 新 譯を緩 出せる 時代で あり、 壯年時 は、 善 無 畏* 金剛 智. 一 

行 等が、 新に 秘密 莊嚴 0 絢爛な 藝 術的怫 敎を傳 へ、 李通玄 長者が 法 藏と異 れる華 嚴哲學 を 創？ 3 し、 靑原行 思 • 南 撤懷讓 

の 如き 南禪 の大德 が、 盛んに 活動せ る 時で あり、 晚年 東征の 後に は、 不空 三蔵が 大興善 寺に 入り、 荷 澤の神 In が洛 陽に 


來 りて、 南 禪の風 を 北方に 張り、 天ム n 宗を 再興せ る湛然 が、. 恰も 壯齡に 入れる 時であった。 卽ち中 國怫敎 は、 正に 隆盛 

の 極に 達して、 冗 龍 方に 悔 ありと もい ふべき 時で ある。 其の後 殆ど 發達を 見ない といって よいから、 やがて 怫敎 文化 0 

絕頂 時と 見るべき である。 この 絢爛なる 文化 を 背景と して、 和尙は 我が 函 民の 憧憬の 西の 世界から、 千 苦 萬 難の 後に 來 

朝した ので ある。 我が 國 上下の、 翕然と して 和尙の 前に 頭 を 垂れた の も 無理 は 無い。  、 

而し てまた 我が 國は、 此の 中 唐の 文化に 影響 せられて、 一大 躍進せ る 奈良朝 文化の 黄金時代であって、 之 を 表現す る 

も Q として は、 洛 陽 龍 門の 盧舍 那大 佛を模 したと 推 想 せらるべき 東大寺の 盧舍那 大佛が 正に 落成した 時であった。 他の 

多く を 言 ふの 要が 無い。 中 画に 於. S, て も、 印度に 於いても、 多くの 類 を 見ざる べしと 思 はる. 1、 かの 大銅怫 が 鑄 造 せら 

れ たとい ふに て、 その 文化-の 程度が ト せらる ム。 和尙 は、 この 奈良朝 Q 怫敎 文化に 誕し c、  ffi に結實 の 犬なる 役目 を^ 

したと 言って よい。 旣に 彼の 犬なる 基礎工事の 成立せ る 上に、 この 學 解と 行 道との 完成した 大 德を迎 へた C> である。 我 

が國 の怫敎 文化が、 和尙 によって 如何に 進展した か、 如何に 完成し たかは、 想像に 餘り ある。 要するに、 奈， S ^朝の 佛敎 

は、 和尙 によって、 點睛 せられた といつ C よい。 

和尙 によって 設立せられ たと 傳 へられる 日本 三戒擅 は、 卽ち奈 良 朝 佛敎の 結實に 外ならぬ。 これによ つ c、 古 京の 怫 

敎は 完成せられ たので ある。 新く C 和尙は 往を完 くした が、 然し 獨り 往を完 くした のみで 無い、 また 來を 11 いた 點に於 

い c、 特筆すべき 大功 績を 遺して 居る。 そ は 律の 外に 傳 へた 天台 學が、 弟子の 法 進 を 經て最 澄に 傳は り、 それが やがて 

最 澄の 還學 生と し C 入唐すべき 因 緣を爲 したので ある。. 空 海の 入唐 も、 恐らく は 和尙に 影響せられ C 居る と 思 ふが、 そ 

は 一段の 注意 を耍 する けれども、 最 澄の 天台 學に 至りて は、 和尙 0 天台 學の 發展に 外ならぬ。 ：^^ 澄 • 空 海 Q 入 iig は、 や 

力 C 平安朝 怫敎の 開かるべき 準備で、 而も それが 和尙の 直接 間接の 影響 だと すれば、 この 方が 奈， R 朝 怫敎の 完成よりも 
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猶 一 層 重大な ものであると 言 はねば ならぬ。 

和 尙は學 者と しての 生活の 外に、 中圃. にあり し 時、 旣に、 立 寺 八十 餘、 袈裟 を 縫 ふ 三千 領の 外に、 寫經造 像 Q 擧ぁ 

り、 また 悲田を 開き C 社會に 奉仕す ると， いふ 搡な 行迹 があった。 東征 Q 時には、 玉 作 人 • 畫師 • 佛ェ *鏤 鑄 • 寫繡 *修 

文 • 鐫 碑 等の 工手 を携 へた。 本邦に 來れる 後 は、 到底 その 精神の ま X に 之を實 行に 表 はず 餘暇を 有たなかった と 思 ふ. 

が、 然し この 精神 は 時に 觸れ C 發 露した 事で あらう。 その 携 へた. 工人 €>、 日本に 與 へた 影響 は、 實 例に 照し 【」、 一 々そ 

れ を指點 する 事 は出來 まいが、 然し その 大 なるべき は、 想像に 難く 無い。 和尙 はまた 醫を 善くした ので、 それが 醫術 Q 

進歩 を 促す 上に 效果 があった とい はる- 1。 又 盲目で ありながら、 一切 經を 校正す る 際に は、 有 目 者 以上 0 力が あつたと 

い ふ。 これ また 佛敎 學の發 達に 貢獻 したで あらう と 思 はれる。 叉、 律の 三 大部の 印 版 を 開いた のが、 日本に 於け る 印 版 

Q 最初と いふ。 こ は 唐 時代に 於け る 佛典開 版の 事業 等と 連絡して 考 へらるべき もので、 この 印 版 事業 は、 日本 文化史 Q 

上から 昆 のがす 事の 出来ぬ 大事 件で ある。 叉、 その 携 へた 多 數の佛 典の 中に、 「西域 記」 が 交つ C 居る。 和尙の 前に、 

長 安に 留學 して 玄奖 三藏 に從學 せる 道昭 等が 居る けれども、 「西域 記」 を將來 した か 否か は 明で ない。 恐らく は和尙 Q 

將來が 最初であった らうと 思 ふ。 餘事 では あるが、 怫 誕生 時の 第一 聲と傳 へらる. - 天上 天下、 唯 我獨尊 0 語 は、 「西域 

記」 にある Q が 最初で、 他に は 義淨の 有 部 律に E ゆるの みで あるから、 和尙の 「西域 記」 將來 は、 やがて 大乘佛 敎を表 

現す と 見ら る-！、 唯我獨 尊の 成語 を傳 へた 事と なる ので ある。 

六 「東征 傳」 の價値 

「東征 傳」 一 卷は、 小なる も ので、 我が 淡海眞 人の 撰で ある けれども、 流石に 和尙 と共に 流離 艱難せ る 思 託の 撰傳を 


基礎と せん ものであるから、 唐 代の 文化 を 知らし むる 上に 於いて、 天下の 名刹 を 知る 點に 於いて、 帝.：^-と1敎との關係 

を 知らし むる 點に 於いて、 又、 印度との 關係を 知らし むる 點に 於いて、 暗示 多き 書で ある。 中 繭の 人、 而も 和尙 と共に 

流離せ る 人に 非ん ば、 到底 成し 得ぬ も Q である。 r 宋 高僧 偉」 中の 鑒露傳 は、 全く この 傳に よって その 一 生 を 叙述して 

居り、 思 託の 撰せ る 廣傳が 無くて は、 到底 成し 得べ からざる ものである。  . 

「東征 傳」 にっき ご、 和 尙の經 由せ る 地方 を 見る に、 大雲 寺なる もの は、 海 南 島 Q 振 州 及び 廣州 にあり、 11 ー兀寺 は、 

また 海 南 島の 魔 州に も、 桂 州に も、 廣州 にも、 韶州 にも、 虔州 にも、 及び 揚州 にも あり、 龍 與寺は 端 州、 越 州、 及び 揚 

州に 見えて 居る。 則 天武后 Q 時に 天下に 大雲寺 を 置かし め、 玄宗 皇帝の 時に、 天下に 開 元 • 龍 興 二 寺 を m はか しめたと い 

ふ 事 は、 正しく 「東征 傳」 一 卷 によって 保證 せらる- -。 他 は 略す る も、 遠く 海 南 島にまで、 大雲 寺が あり、 開 元 寺が あ 

るに 至って は、 唐 代の 文化が、 如何に 天下に 徹底し たかを 知らし むる ので ある。 中には、 大雲寺 を龍與 寺に 改めた とい 

ふ 如き 所 も あるが、 然し 悉く を 改めた Q では 無くて、 廣 州に は大雲 • 開 元の 二 寺を竝 有し、 捣 州に は 開 元 • 龍 興の 二 寺 

を竝 有した 事 を 知る。 唐 代 は 道敎が 頗る 好機に 乘 じた f である。 にも 拘 はらす、 天下の 名刹と レ ふべき 是 等の 大 寺が、 

續々 創立 せられた 所から 見れば、 怫敎 文化 Q 勢力が、 人爲 0 如何と もすべからざる 程度に 達して 居た 事 を 知らし める。 

和尙 Q 經 由した 地方に は、 明 州の 育 王 寺、 天台 山の 國淸 寺、 廬山 東 林 寺、 九 江 Q 龍 泉 寺、 南京 >0 瓦官寺 • 栖潘 寺の 

如き 名刹が ある。 いづれ も 予の經 由した 名刹で、 それが 和 尙の當 時に 於け る 名刹であった を 思へば、 富 ひ 知れぬ 親しみ 

を 感ぜ しめらる。 中に 於いて、 育 王 寺の 寶塔 にっき c、 「金に 非す、 玉に 非す、 石に 非す、 土に 非す、 銅に 非す、 魏に 

非 や、 紫 烏 色に し C 、刻鏤 常に 非す。 一面 は薩種 王子の 變、 一面 は搔 眼の 變、 一面 は出腦 の變、 一面 は 救^の 變。 上に 

露盤な し、 中に 縣鐘 あり、 云々」 と 記して 居る から、 和尙の 時には、 此の 突 塔が 歷存 した を 知らし める ので あるが、 現 
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今 は 之 を 見ぬ。 よし あっても、 塗り 變へ C あるから、 全く 異れる も Q となつ C 居る。 吳越 王の 作れる 小 塔 は、 、ム. 1 す こ Q 

實 塔を模 した もので あらう。 然 らば 彼の 四面の 刻 は、 こめ 四 變を表 はした ものである。 叉、 廬 山の 東 林 寺に 關 する 記事 

にも、 重要な ものが ある。 「遠師 が こ- -に擅 を 立て 授威 せる 時に、 天よ. 露 を 降せ るが 爲に、 甘露 擅の 名 あり、 今尙 

存し C 居る。 近く 天寶九 歳に、 志 恩 律師が、 この 擅 上に 授戒せ る 時に またせ 露 を， せり」 と 記し C 居る。 東 林 寺が 唐 代 

に 於い c、 律 寺であった 事 は、 これにて 明瞭と なる。 下つ C 宋 代に 至り、 甘露 擅 を 天下に 置いた の は、 其の 名 を こ， d こ. 

取った 事が 知らる X。 この 甘露 擅 は、 和尙 Q 當 時には 存在した が、 今日に 於い C は、 何等の 痕跡 も 無い。 今日 Q みで な 

い、 宋 代に 於い C 旣に 無かった. と 思 ふ。 范成大 の 「吳 船錄」 に、 この 擅の 事 を 記し C 無い。 予は實 にこ Q 記事に- 對し 

t、 故人に 接した 心が せらる- -の である。 叉、 韶州 Q 法 泉 寺に つき c、 則 天が 慧能 0 爲に 造り、 禪師の 影像 今 現在し、 

後に 開 元 寺に 移せり と 記し C 居る。 慧能は 和 尙が廿 六 歳 Q 時に 入寂し、 和尙 がそ Q 故 趾を訪 へる は、 天資 九 年 (七 五 〇 

年) 六十 三 歳の 時であった から、 慧 能の 寂 後 I 七 年の 事で ある。 相尙 が、 特に 慧能 につい C 記せる を 見 ごも、 禪師の 名 

聾 を 卜せし むる ので ある。 法 泉 寺と いふ は、 曹溪寶 林 寺の ことで、 中宗が 特に 賜した 勅額で ある。 この 稱を傳 へて 居 

る こと は、 誠に 珍ら しい C> である。 

玄宗 0 時 は、 道教 中に 天台 道士 司 馬き 鎖の 如き、 叉 中 岳の 道士 吳 HQ 如き 傑物が あった。 怫敎 者の 史傳に は、 玄宗と 

道教との 關係を 左程に 多く 傳へ C 居ない が、 玄宗 の眞意 は道敎 にあった と 思 はしむ る ものが ある。 老子に 尊號を 加へ た 

最後の 帝 は玄宗 であつ c、 追謚に 追謚を 加へ c、 太祖 高 上 大道 玄元 皇帝と. S ふに 至った。 之 を 唐 室の 祖先と する ので あ 

るから、 道 敎に對 する 親密の 程度 は、 怫敎 と異る ものが あつたに 相違ない。 天下 Q 家 毎に 「道 德經」 一本 を藏 せしめ、 

自ら 之に 對し C 十 卷の疏 と六卷 Q 疏とを 撰した. り、 老子. 莊子 • 孔子 等の 書を以 c、 科 擧に爵 策す る を 得しめ たり、 道 


士に 階級 を 設けて、 特別の 待遇 を與 へたり して、 果て は 寵愛 を 一身に 集めた 揚貴妃 が、 女！ M となる までに 至った。 女 冠 

とい ふ は、 道敎の 尼で ある。 斯くて 玄宗の 露 意 は、 道敎 にあった と 思 ふが、 その 事 は 怫敎の 搭に傅 へられて ない。 所 

が、 この 「東征 傳」 の 中に、 次の 事實 を傳 へて 居る。 大使 籐原淸 河 • 副使 吉 備眞備 等、 時に 延 光寺に あった. 和 尙の處 に 

至ってい ふに は、 「弟子 等 早く 大和 尙が 東征の 意 あり、 五囘 渡海 Q 途に 上った を 間いて 居る ので、 その 尊 t まと 持 律の 弟 

子 五 人の 名を錄 して、 主上に 奏聞し、 日本に 戒を 傅-へし めん を 願った が、 主上 は 道士 を も將て 去らし めんと して 居らる 

る。 然し 我が 國君は 道士の 法 を 崇めぬ から、 泰祧原 等 四 人 を 留めて、 この 地に 於いて 道士の 法 を ゆば レ めん を 願った 

が、 之が 爲に 大和 尙を請 ぜんとす る 願 もまた 返 けられた。 願 はくば 大和 尙 自ら 方便 を 作した まへ」 と &1 つて 居る。 これ 

は、 如何にも 事實 であった と 思 ふ。 玄宗は 鑒眞の 東 1^ を 許した けれども、 同時に 道士 を も 伴へ とい ふので あった。 當時 

怫敎の 勢力 は 如何なる 力に よっても、 之 を 抑止す る 事が 出來 なかった から、 玄宗 もこの 大勢に 反抗 はしなかった。 然し 

道敎を 四海に 及ぼした いとい ふの 意が、 絕 えす 心の中に あつたと 見ねば ならぬ。 帝の 意が そこに あるに 拘 はらす、 河 

等が 斷然之 を担絕 したの は、 實に 我が 帝室の 怫敎 信仰の 厚き によるの である。 これが また 和尙 をして、 益- - 東征の を 

固から しめた. に 相違ない。 和尙が 怫法與 隆有緣 0 地と いへ る は、 恰も これ をい ふので ある。 

廣 東に 「婆羅門の 寺 三 所 あり、 梵 僧が いづれ にも 居住した」 とい ふ 記事 も、， また 目 新ら し. so である。 廣ャ M は 常に 外 

國の 文化 を 輸入す る關鬥 である。 他の 地に 見られぬ も のが、 獨り 此の 地に 見ら る- 1 ので ある。 次の 肅宗の 朝に、 ， 婆 靴門 

僭が 公に 來朝 したが、 之 を 放ち 還した 事が 傳 へられて 居る。 廣 東に は、 是 より 先 旣に梵 僧 あり、 梵 寺が 三 所まで も あつ 

たので ある。 叉、 「江 中に 、婆羅門. 波 斯.崑 ^等の 船 あり、 その 數を 知らす。 師子國 .大 石 画. 骨廣國 • 白 蠻. 赤 鞭 

等、 ； S 氷 居住し c、 種類 極め C 多し」 とも 記されて あるが、 如何に 和尙の 眼に 珍ら しかった かと 思 ふ。 我等に も、 また 

0 の鑒 和^と そ の&址  二 1 1 
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珍ら しいので ある。 

斯の 如くに して、 「東征 傳」 一 卷の 中には、 珍ら しい 事實を 含む ので， 種々 の點に 於いて 發 明せ しむる 所が 多い。 蓋 

し實地 踏査の 見聞 錄 ならねば、 その 價 値が 乏しい ので ある。 蔻然的 智識 は 得らる X にし ごも、 確定. Q 智識 を 得る は、 現 

量の 事實に 於いての みで ある。 若し 此の 遊歷 が、 玄 樊三藏 0 如く 研究 的の それであった なら、 何程 か 今日の 吾人 を 益す 

るで あらう が、 流離の 間の 見聞で ある。 而も 一行 は病體 ともい ふべき 狀 態であった から、 こ 0 以上 を 期待す る譯に 行か 

ぬ。 それにして は、 牧瘦少 からすと いふべき である。  ， 

七大明 寺の 遺址  ■ 

予は 日本 怫敎と Q 關係上 極め C 重大なる 和尙の 故址を 探らん とする の 念願に 燃え、 先 づ和尙 Q 出家せ る大雲 寺、 卽ち 

改稱龍 興 寺の 遺趾を 探りたい と 念じた 0 であった が、 大正 九 年の 第 一 囘の 踏査に 於いて、 到底 之 をつ き 止む る 事が 出來 

なかった。 予は 南京に 於いて 見た r 揚州府 志」 の 中には、 大雲寺 鑒眞の 記事が 載せられて あるが、 その 大雲 寺が、 今日 

のど こに 當 るか を 少しも 指示して なかった 事 を 記憶して 居る。 一 たび 揚州を 踏査して 後、 ますく. 心が 古の 大雲 寺に ひ 

かれ、 r 揚州府 志」 を 精査したら、 何等か Q 手が- 1 りが 得られまい かと 思 ひ、 其の後 「揚 州府 志」 をい くら 取り調べて 

も、 前に 見た 記事が 無い。 或は 全く 和尙の 名の えな いのも あ^、 或は 單に和 尙の名 を 載せて、 た 4- 大雲寺 Q 像と 一  一一 m 

を 加へ たの も ある。 これによ つて、 府 志が 次第に 改めら る- -に 際して、 古き 事實を 抹殺して、 新しい それ を 加へ る 事、 

之が 爲に、 極めて 古い 府志を 得ねば、 和 尙の褐 f せられて 居る ものに 接する 事が 出 來ぬを 知った。 今日、 揚州人 は和尙 

ついて 全く 知らぬ。 斯く 記憶の な V までにな つた Q は、 府 志に.， その 名のない によるの である。 然るに r 宋高 儈傳」 第 


十四に、 揚 州龍與 寺法愼 律師 Q 傳 があって、 律師が 天資 七 年 (七 四 八 年〕 を 以て-、 同 寺の 別院に 滅し、 西 1^ 岡の 一に 塔せ 

られ、 大歷八 年 (七 七ョ 年〕 に 碑が 立てられた 事が 見えて 居る。 これによ つて、 龍 輿 寺が！^ 岡の 柬に當 る が 知らる k か 

ら、 蜀 岡の 位置が 分れば、 從 つて 龍與 寺の 位置 も 推定 せらる. -の である。 蜀 岡と は、 之 を 調査す るに、 に 平 山 堂の 立 

つて 居る 所な ので ある。 

其の後、 榮歡 • 普 照 Q 二人が、 和 尙に邂 返して、 東征 を 請うた の は、 大^^^でぁる事を知ったので、 i 能 興 寺が 分らぬ 

なら、 大明 寺の 方 を 取調べ やうと 思 ひ 立った。 多くの 村 料 を涉獵 したが、 結局 役に立つ たの は、 「平 山 堂 志」 と 「^修 

甘泉縣 志」 とで ある。 その 中に 引用 せられて 居る 記 や 碑文 を 比較し、 綜合して、 辛くも 之 をた しかむ る を 得た。 これ は 

この 研究の 主要な 事で ある。 時々 この 比定に 不安 を 感じて 居る 人 も あるから、 先づ その 材料より 报載 する とする。 

一 、 羅^の 重 修大明 寺 碑 記と いふ ものが ある。 その 中に、 r 距ニ揚 郡 城 T 西 下 五 七 里 許有レ 寺、 曰-一大 明 T 蓋自こ 南北朝 

宋_ 孝武時 1 所 レ建也 …… 垂至 ニ于唐 T, 陸 羽于レ 此烹レ 茶、 味 二 其 寺 一.- 泉水 T 爲ニ 天下 第五 品 T 載 ニ茶經 一」 とい ひ、 共の 後に 展 

世旣に 久しく、 遂に 瓦礫 牛 羊の 墟と なれる を 述べ、 次に 明の 景泰の 間、 儈智溟 なる もの、 天 該^ 間 を 以て、 揚 州に 來 

り、 偶. - 野に 遊び、 摘 星樓の 西の 平 山 堂の 東に、 空隙の 地 あり、 厥 土燥剛 にして、 陽に 面し、 放 生 池 左 を 殿り、 淸平 

前に 橫 はる。 遺趾 なる が 若しと いひ、 その後に、 「循 こ其處 1 而發レ M、 某 得 S 古 井內有 こ殘碑 T 一方 上 有 こ 大明禪 寺 数字 T 人 

自レ 是始知 レ爲ニ 古刹 匚 とい ひ、 四方の 博雅の 人、 金を捐 て.. -法堂 を 創せ る 事 を 記して 居る。 、これによ つて、 大明^ 力 君 

城の 西 五 七 里の 距離に あり、 寺 中に 天下 第五 品の 泉 あり、 唐 代に 於いて は 遊客の 杖 を曳く 所たり しが、 其の後 廢 凝し. て 

全く 不明と なり、 明の 天 順 年間に 古 井中より あら はれた 殘碑 によって、 その 故趾が 確め られ た。 位 m はは 平 山棠の 東の ii.- 

隙 地で ある 事になる。 これによ つて、 郡 城の 西 五 七 里の 平 山 堂の 東が、 古の 大明 寺の 遣址 とい ふ が 分った。 

唐の 鑒眞、 和尙 とその 敌扯  二 一 三 
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一一-、 r 舆地紀 勝」 とい ふ ものに、 「平 山 堂 在 二 大明寺 側 f 宋慶曆 八 年、 歐陽修 爲ニ堂 於 大明寺 庭 之坤隅 1」 と 記して ある 

こい ふ。 又、 嚮靖 0 「江 都 志」 に、 「大明 寺 前、 有 二 平 山 堂 1」 と 記して あると いふ。 これによ りて、 平 山 堂 は 大明寺 0 

前に あり、 詳しくい へば、 寺 庭の 坤隅 にある 事が 分る。 現今 平 山 堂 は、 府 Q 西北 六 七 華 里の 距離の 高處 にあり、 この 高 

處は 揚州隨 一 の 高 丘、 隨 つて 揚州第 一 の遊覽 地で、 揚 州に 遊ぶ も Q、 こ.. -に 杖を曳 かぬ は 無い。 而も この 岡 は 實に蜀 よ 

り來る 山脈の 東端で あると いふ 所から、 1^ 岡と 名 けらる- -の である。 歐陽修 は、 この， 岡より 南方 をー覽 すれば、 群丘悉 

く 平地と なって 毘ぇ ると いふ ので、 之 を 平 山 堂と 名け たのであった。 平 山 堂との 關係 上、 大明 寺の 故趾 は、 確定せられ 

て來 るので ある。 ， 

三、 「南畿 志」 とい ふ ものに、 「谷 林 堂、 在 二 城 西 北大 明 寺 T 宋元祐 中 建」 と あると いふ。 谷 林 堂 は、 蘇 東坡の 造った 

もので、 現今 平 山 堂 9S: にある。 建 置 は 三 段に なって 居て、 前のに 平 山 堂の 額 を 揭げ、 中. の は 谷 林 堂と いひ、 後の 大堂 

の 中に 歐陽修 Q 陰刻 像を祀 つて ある。 平 山 堂に 谷 林 堂 を 加へ 來れ ば、 いよく 大明 寺の 位置が 1： 明して 來る。 

四、 宋 Q 寶祐の 志に、 「大明 寺 在ニ縣 西北 五 里 T 卽古之 棲靈寺 也」 と 記されて あると いふ。 これによ つて、 古 Q 大明寺 

が宋 代に 棲靈 寺と 呼ばれた 事 を 知る。 さて 棲靈 寺なる もの を 取調べる と、 趙有 成の 重 修棲靈 寺 並 建 地 藏殿諸 天樓碑 記な 

る ものに、 「大觀 圖經」 によって、 寺 塔 は 隋の文 帝の 仁壽 元年 (六 0 一年〕 S 海內に 詔して、 九 層の 塔 三十 所 を 立てた る 

中 Q 一なる を 述べ、 その後、 毀れ たので、 景德 元年 (一〇〇 四 年 3、 儈可數 がまた 七 級の 塔 を 建て、 多寶と 名け たとい ひ、 

次で 寺の 名稱ゃ 創建 や 始末 や は、 歐陽 公の 大明水 記 や、 陸 羽 Q 茶經 や、 香 山. 東坡 等の 詩 賦ゃ、 王 郡 守 化 基の 塔 記 や、 

羅學士 OS- 碑 記 等に 詳 なる 旨 を 記して ある。 蓋し 棲 靈の稱 は、 隋 代に 塔が 創建 せられた 時、 梵佾 あって、 この 中に 大覺 

の 遺靈が あると いったのに 基づいた もので、 劉 長 卿 や 李 白 等の 棲靈 寺の 詩が 遺って 居る。 


こ- -に 至って 予は 迷った。 唐 代に 大明 寺の あった 事 は 疑ない が、 同時 同 處に大 明 寺と 同じ 棲 li 寺と. S ふが あつたと す 

れば、 之 を 一 寺と すべき か、 二 寺と すべき か。 r 寶祐 志」 は 直に 之 を 一致せ しむる けれど、 左樣單 純に は 行かぬ。 そこ 

で 再び 大明寺 0 故趾に 上って、 實 地に 之 を 踏査し、 何としても 名刹と いはるべき 二 寺の： IS 立すべき 地域の ない 事 を 確め 

て、 飜 然として 大明は 寺 名、 棲 靈は塔 名なる を 悟った。 卽ち大 明 寺の 中に 棲靈 塔が あつたので、 詩人 は 之 を 致 一， せしめ 

て、 大明寺 を棲靈 寺と も 呼んだ 事 を 知った。 二 寺で はなく、 一  寺の 異稱に 外ならぬの である。 

さて 新の 如く 大明 寺の 位置が 確定し、 そ Q 地が やがて 蜀岡 であると すれば、 龍 與寺は その 東に 位する S- となる。 大明 

寺が 分れば、 また 龍 興 寺の 位置まで 推定 せらる. -の である。 

以上 結果の みを擧 げたので あるが、 こ.. t に 至る までに は、 相當の 苦心 を累 ねた。 何の 手が. -り もな き 所に、 之 を考證 

する ので、 頗る 煩 琪 な 手數を 要した ので ある。 これによ つて、 恐らく は 大方の 承認が 得らる キ と 思 ふが、 然し 猶 不備 

の點 あらば、 更に 研鑽 を 積む 事と する。 

現今 この 故址は 如何にな り 居る かとい ふに、 法淨 寺と いふ 立派な 寺が あり、 塔 は 無い が、 塔の あつたと 思 はる. -所 

に、 雲 蓋 堂と いふが 立てられ、 其の 右 前に 平 山 堂が あり、 堂の 右方 岡の 中腹に 天 1^ 第五 泉と いふが あり、 岡の 南 麓に 池 

があって この 池 水が 揚州 城まで 繽き、 こ X を 遊覧の 客が 船に て往來 する ので ある。 これが 放 生 池で ある。 また 岡の 東 

に 一 丘 ありて、 こ X に觀音 寺と いふが 立って 居る。 龍 與寺卽 ち 和尙が 出家した 大雲寺 は、 この 位 m はに あつたかと 思 ふ。 

然し これにつ きて は、 何等の 確た る 手が. -りは 無い.。 この 結論 を 得た ので、 簡單に 撰 文して、 當時揚 州の， 1 務官 であつ 

た 高 洲大助 氏に 依って、 こ. -に 建碑す る 事と した。 氏 も 多年 この 池に ありて、 職 を 中國の 官廳に 執った s: 綠 から、 これ 

に 勝る 好 記念が 無い とて、 予ひ 意を贊 し、 建碑した ので ある。 揚州 上下の 稱譜を 得た の は、 いふまで も 無い。 式の 日に 

唐の 鑒腐 和尙 とその 故址  二 1 五 
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於いて、 予は 「日本 佛敎 徒の 名 を 以て、 これ を 中國の 怫敎界 に寄與 する。 願 はくば 和尙の 精神 を追懷 せられたい」 と述 

ベた のであった。 今 その 文 を 左に 褐げて 見る。  . 

古大明 寺唐鑒 眞和尙 遺址 記 

古大明 寺、 是唐鑒 眞和尙 之遣址 也。 和尙 ssti! 海 東律祖 1 又 爲，： 初傳台 敎祖？ 江腸縣 人。 年 十四、 隨 k 入 n 大雲寺 f 

見 こ佛像 1 而出。 家 神 龍 元年、 從&岸 律師 T 受 r 菩薩 戒？ 景龍 初、 抵 に長 安 T 依 n 荆州 恒景 律師 T 稟 i ハ實際 寺？ 就， 融濟 

律師？ 學；， 南山 鈔？ 依，， 義 威智 全 T 聽ニ法 礪疏？ 歴 ニ侍兩 京講肆 f 該 -1 三藏 T 研 n 台敎？ 壯歲旋 レ淮、 住 1: 揚州大 明 寺 T 

爲， I 戒律 宗匠？ 天寶 元年、 日本 榮獸普 照、 來寺 聽講、 拜 H 請 東 渡？ 和尙 言、 我 聞 南嶽思 禪師、 生レ 彼爲， 王、 興，： 隆怫 

法？ 又 聞、 長屋 王、 製 二 千 裂裟？ 施，； 此土 一千 沙門 T 衣緣繡 レ偈、 山川 異域、 風月。 一で、 寄 二 諸佛子 T 共 結 n 來緣？ 思 是怫法 

有 緣之地 也、 吾當レ 往矣。 天資 二 年 冬、 募 n 神 足 二十 五 人 T 首 途泛. 海。 前後 五次、 以 ，1 運蹇 I 不レ果 U 其 志？ 凡 在- 1 逆旅 T 

十 有 二 年。 凱渴困 厄、 難ニ以 具述？ 兩 眼失レ 明、 仍 不レ變 II 初 念？ 會天寶 十二 年 冬 十月、 日本 大使 特進 藤 原淸河 特 

至 二 揚州近 光寺 T 懇請 二 東 渡？ 和 尙乃與 一 1 高弟 三十 五 入 T 乘ニ 副使 大伴胡 萬 之 船 T 同年 十二月。 達 II 日本 太宰府？ 翌年 二 

月、 入 二 南京 T 館 II 於 東大寺？ 聖ぉ 天皇、 遣， 1 正議 大夫吉 備眞備 T 傳宣、 委以ニ 授戒 傳律之 任？ 。叙 M 傳燈大 法師 位？ 四 

月、 建 二 擅 於 盧遮那 殿 前 r 上皇 始受 -1 菩薩 大戒？ 皇帝 太后 皇后 太子 公卿 以下、 受こ戒 法！ 者、 凡 四百 三十 餘人。 一時 高 

德 八十 餘僭、 棄レ 舊受レ 新。 是爲 二日 本 登 擅 授戒 之始？ 天平 «字 元年、 賜 n 大和 尙號？ 和 尙以ニ 寺田稅 T 創 二 唐 招提寺 T 

築- 1 戒壇 T 三年 錢レ 功。 律 寺 所 レ備、 英 然有レ 序。 五 年、 奏建ニ 戒壇 於 下野 藥師 寺、 及 筑紫觀 音 寺？ 爲， 1 東西 兩戒 學？ 

七 年 仲夏 六日、 圓寂。 壽七 十七、 臘五 十五。 實唐代 宗廣德 元年 也。 和 尙可レ 謂-一 權化之 聖者 1 矣。 古記 云、 大明寺 在- 1 縣 


西北 五 里餘？ 叉 云、 平 山 堂 創 ：1 於 大明寺 庭之坤 隅？ 叉 云、 大明寺 前 有- 1 平 山 堂？ 叉 云、 谷 林 堂 在-一大 明 寺？ 大 明寺是 

劉宋孝 武帝大 明年 所， 建。 寺 東 有-, 棲靈 塔？ 棲靈 之號、 是本，，，於。隋。代。梵ぎぎ1ャ|«^《遇§1中？滄桑之變、 元 明 以後、 

寺 塔 倶圮。 余 於 二 今年 二月， 過二揚 州？ 依 n 高 洲大助 公 f 探， 1 和尙 遺址？ 高洲 公志 篤、 追 遠 報 本。 ^！^ニき今法淨寺、 卽古 

大明寺 遺址、 大明寺 是和尙 所 住 T 喜不 レ可レ 言。 乃 建 二 鼓 碑 f 以記 n 緣由？ . 

附記 —予は 上海 市 政府 主催の 中小 學敎職 貴 夏期 講習 會 及び 特務 主催 亞細亞 問題 研究 會 Q 講師と して、 昨 昭和 十七 年 七 

月 十六 日發、 十九 日 上海に 渡り、 彼の地の 教育界 智識 層 0 爲に 東洋 文化の 根本原理が、 泰西 文化 0 それに 異なる を 

四講に 互って カ說 し、 ー乂 研究 會に 於いて、 上海 一流の 儈 侶と 懇談して、 怫敎與 隆の爲 Q 必須 Q も. のとしての 二 則 を 

提案し、 廿 六日 歸 京の 船に 上った。 共に 相當の 反響が あつたと 思 ふ。 上海の 一週 日の 中、 二十四日 は 全く 自由で あ 

つたが 爲に、 二十. 三日 夜行に て 南京に 至り、 楮民誼 外交 部長に 面談す る Q 快 を 得た。 往訪. の 意 を 電話に て傳 へし 

に、 特に 十 時半の 夜行に て來れ 自動車 を 準備して 置く との 事であった。 二十四日 午前 八 時 着 京 すれば、 辨 部き ズ 自身、 

張 超 學士を 伴って 出迎 へられた 。直ちに 部長の 邸に 入って 朝食し、 折し も. 颱風 0 名殘 にて、 雨天で あつたが 爲に、 

伴 はれて 中日 文化 協會. y 至りて 弘法 大師 像を拜 し、 轉 じて 昆盧 寺に 至りて 本邦 佛敎界 より 寄贈の 十 一 面觀昔 像を拜 

し、 部長が 特に 十 數氏を 加へ た 晝餐を 金 陵 寺に 取り？ 更に 中日 文化 協會に 至りて、 折し も 開催せられ つ. - ある 第 j 

囘大 東南 宗展陳 品を觀 賞し、 同夜 こ. 1 にて 他の 數氏を 加へ た 盛大なる 晚餐會 に 列し、 同夜々 行に て歸 海した。 部長 

は 特に 至れる 予が、 少 くも 二三 日は滯 京す る 豫定の 下に、 翌夜汪 主 410 招宴 あるべ き 好意 を 示された Q であった。 

然し 講義 Q 者 合 上 卽夜歸 海す るので、 部長 は遗憾 なりと て、 晚餐に は 特に 嵬曲を 自ら 唱ひ、 廣 東の 曲 を 奏せし むる 

唐の 鑒眞 和お とその 故址  二 一七 
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など、 至れり. 盡 せる 歡迎 をせられ、 加之汪 主席より 貴重なる 象 玉雕 箱を惠 贈せられ た。 部長 また 最近 公刊の 「嵐 曲 

集淨」 二 册を惠 贈せられ、 而 して 部長 自身 叉 もや 張 學士を 伴って 目送まで せられた。 その 芳情、 實に 三千 里 外 故人 

心 を 痛感し、 予は 往訪の 甲斐 ありし を 喜んだ 0 である。 以上 0 記事 を爲， す は、 部長が 予 Q 撰 文せ る鑒 3 具 和 倚 遺址 碑 

Q 拓本 を 特に 予 0 前に 開陳 せられて、 默々 の 間に 文化 交涉 0 重要性 を 示された 事に 及ばん が爲 である。 部長 はこの 

還址 碑の 事 を 聞きて、 自ら 之 を 踏査 せんと せられた 時に、 我も我もと 參加を 申し出. る もの 踵 を 接する ので、 遂に 七 

八十 名 Q 多數、 となり、 平 山 堂に 立って 心 ゆく まで 和尙 Q 古 をし Q ん だとの 事であった。 予が 南京 行の 一 の 希望の 中 

に、 部長に  > こ， の 遺址 碑 Q 事 を 語り、 兩國 Q 文化 交渉 Q 爲に 之が 保存 を委囑 せんが 爲 であった が、 部長 は 旣に之 を 知 

るの みならす、 自ら そ Q 址を 踏査 せられた Q であった。 心と 心と は、 微妙な も ので、 自然 Q 間に 感應の 妙 用 を あら 

はす Q である。 予は 之に よって 碑の 背面に 文字が ないから、 部長が 之 を 踏査せ る 因緣を 刻して、 以て 鑒眞和 尙の道 

行 を 千古に 傳 へて ほしい。 それが やがて 中日 9 又 化 交渉 を 深刻なら しむる 一 助で ある 旨 を 述べ た。 多霄を 要せぬ、 

數語 にして 雙 方の 意 は 通す る。 中日の 文化 問題に 教 して、 潷 身 以て 之に 當 つて 居らる \ 部長 は、 必す 遠から すして 

之 を 成し、 そ Q 拓本 を惠 送して 来られる であらう。  (昭和 十七 年 AH: 三十 一 日) 


嵩 山 少林 寺 及 山 東靈巖 寺に 於け る  * 

元 代の 邵元撰 文 碑 

1 序，  • 

嵩 山の ^？-：？^寺 といへば、 禪を談 する 人の 知らざる ものな きまでに 有名な、 支那 隨 一 の 名刹で ある。 達磨 大師 Q 九 年 釘 

壁 や- 二 祖慧可 0 斷臂ゃ 等、 種々 の 傳說を 以て 取り まかれて 居る 嵩 山 は、 古都 洛 陽の 東 柬南、 二日 行程の 距離て あるか 

らヽ 洛 陽に 都の あった 頃に は、 無二の 修道 處と して、 高踏 者 を 引きつけ たもので あった。 嵩 山と いへば、 五綠 中の 中， 謝 

として、 三代の 古より その 名が 著 はれて 居る。 洛 腸の 東方 洛 水と 伊 水と 合する 所に、 優師 とい ふ縣 城が あって、 そこ か 

ら 南して 嵩 山に 入り、 梠當の 峻坂を 越えて、 嵩 陽に 出で、 登 封 縣 とい ふに 達する。 この 通路 は、 西方の 少^ 山と 柬 方の 

太 室 山との 間にある もので、 是等少 室、 太 室の 二 山 を 合して、 嵩 山と 呼ぶ。 少林 寺 は少室 山陰に あるから、 洛 ii より 來 

る ものに は、 嵩 山に 入る や 否や 直に 逢 著すべき 位置に ある。 こムに 元の 時代に、 息 卷禪師 の爲に 日本 偕邵 元の S4、 文せ る 

碑が 立てられて あり、 殆ど 同檬な 碑が 山 東靈巖 寺に も 立てられて ある。 この 碑 は、 日本人の 撰 文と して、 日華の 文化的 

交渉 を 語る 點に 於いて、 重要な 意義 を 有する。 是 より 先 唐の 中 薬に、 長 安靑龍 寺の 惠 鬼に 從 へる 我が 空 海の、 惠^ の爲 

めに せる 碑文が、 「性靈 集」 の 中に 在る。 多分、 靑龍 寺に 立てられた、 少 くも 立てん と 凝した ものと 思 ふが、 W 龍 寺 は 唐 

嵩 山 少林 寺 及 山 15^ 靈康 寺に 於け る 元 代の 邵元撰 文 碑  ニー  九 
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ois 佛の 時に 廳 して 仕舞った から、 この 碑の 有無 は、 何等の 文獻 t も搜り 得られぬ。 降って 明 代に、 曰 $ 

妻が 凉州大 雲 寺 を 重修 した 事が、 大羣 碑に よって、 近頃 明かに なった。 之は志満の 撰 文で 無い、 重修 した 事 蹟を、 

彼の地の 學 者が 刻 石した も Q であるが、 また 日華の 文化的 交涉の 一事 實 として 面白い。 更に 下って、 大正 十 年に 予カ撰 

文して、 揚州平 山 堂法淨 寺に 立てた、 唐の 鑒眞和 尙還扯 碑が ある。 之に I つて、 大宫權 平氏が、 其の 專門 とする 陸地 測 

量の 見地から、 慈覺 大師の 山 東 往復の 古 を^ばん が爲 めに、 大師の 遺址 碎を靑 島 公園に 建てた ものが ある。 日本人に 關 

係 ある 現存 碑 は、 恐らく は 是等五 個で あらう。 中に 於いて、 邵 元の 撰 文 碑 は、 現存す る 諸 碑 中に 於いて、 最も 重要な 意 

味 を 有する。 邵元撰 文の 息菴 碑が、 出 東靈巖 寺に ある 事 は 文獻に 見えて 居り、 現に 我が 桑原 博士が 曾て 之 を 捜り 得た 

嵩 山と 佛敎 との 關係 は、 北魏が 南下して 洛 陽に 都して から、 俄に 其の 交渉 を 深く した。 北魏の 王室 は、 有名な 大同 雲 

崗の 大石窟 を開顯 した 一事 を 以て も、 怫敎 的であった 事 を、 千載の 下に 語って 居る。 洛 陽に 都す る や、 また 有名な 龍 門 

の 大石窟 を開顯 したので あった。 一方 籠 門の 石窟 を開顯 しつ X ある 間に、 他方に は 先 づ太和 八 年 (西暦 四 八 四 年) を 以て 

嵩 陽 寺 を 建て、 太 和 二十 年 を 以て 少林 寺 を 建て、 其の後 嵩嶽 寺. 永泰 寺. 會善寺 等 を 建てた。 是 等の 中、 嵩 陽 寺の み 

は、 唐の 時代に 改められて 觀 となった が、 他 は 依然として 厳存し、 宗教の 永遠 性 を 無言に 語って 居る。 一 たび ここに 遊 

ぶ 時 は、 何ともい へぬ 氣持を 味 ひながら、 是 等の 古刹で あり、 名刹で あり、 且つ 巨刹で ある ものに 接する 事 力 出來る 

その 一 寺 一 碑 だけで も、 怫敎 史上、 文化史 上、 貴重な 資料で あるが、 今 は それ 等-に 關說 する 事 をせ ぬ。 た、.^ 順序 上、 少. 

林 寺に ついて、 豫め 一言す るの 耍が ある。 . 

二 少林 寺 


少林 寺 は少室 山の 北 麓に ある。 北 魏の太 和 二十 年 (西暦 5 九 六 年) 孝 文 帝が 踩陀禪 師の爲 めに！ as たもので ある。 跋陀 

は、 孝 文 帝の 時に、 當時 Q 恒安 府、 今の 大 に來 た禪師 であって、 太 和 十 廿年帝 Q 遷都に 隨 つて、 洛 陽に 來り、 殊に 靜 

院に安 ぜられ たけれ ども、 林 谷 を 愛する が爲 に、 還々 嵩嶽に 入って 靜坐 する を 常と した。 爲に孝 文 帝 は 勅して 一 寺 を 創 

して、 その 所 住に 充てし めた。 これが 少林 寺の 起源で ある。 爾來 一千 四百 四十 五 年の 間、 古の 位 m はに 古の 名 を 以て、 堂 

堂た る 風格 を 具へ て 居る。 變遷 動搖の 甚だしい 中圃 にあって は、 同じ 位置に、 同じ名を以て存續する^^が頗る困難でぁ 

る。 場所が 變り、 名が 變 つて は、 容易に 之 を搜り 《i 甲て る 事が 出来ぬ。 况んゃ 全く 廢滅 せられて 居る ものが 多い。 然るに 

少林 寺の 如き は、 一千 四百 餘 年の 間、 同地に 同名 を 以て 而も 時代の 變遷を 知ら， ぬば かりに、 古の 面目 を 保持して 居る か 

ら、 そ Q 附近の 人 は 誰でも 知って 居る。 その 土地まで 行って 根 掘り 紫 掘り 尋ねて すら、 容易に 分らす、 僅に 石碑に よつ 

て 之 をた しかめた 經 驗を澤 山に 有って 居る 予に は、 その 附近の 誰に 尋ねても、 直に 少林 寺 を 知る を 得た とい ふ  一 j$ だけ 

で、 言 ふば かりなく 名刹の 印象 を 深めた のであった。 これと いふ も、 洛 腸に 餘り 接近せ す、 而も 名山 嵩嶽の 中に あるが 

爲で 無け ねばならぬ。 

少林 寺 や 少室山 は、 達磨 大師との 關 係に 於いて 有名と なった が、 その 創建 は、 跋陀禪 師の爲 であって、 達磨が 九 年 13 

壁 をした とい ふ 正 光元 年 乃至 永 安三 年 (西暦 五 二 〇| 五 二八 .f〕 を 先つ こと、 實に 二十 四 年 乃至 三十 二 年で ある。 ^の少 

林 寺 碑に は、 この 跋陀及 その 法 系の 事 を麗々 しく 書いて、 達磨に つ. S て は.、 これに 附 説して 居る。 該 寺の 緣 起から いへ 

ば、 至當 とい はねば ならぬ。  ，  . 

少林 寺 Q 規模 は 甚だ 大きい。 山門 を 入り、 東西に 幾多の 碑石が 前後 竝列 せる 間 を 過ぎて、 天 王 殿に 達する。 之 を 入り 

て、 大雄 殿に 接し、 更に 入りて、 法 堂に 出逢 ふ。 天 王 殿と、 大維 殿と、 法 堂との 問が 寺 域の 中心であって、 其の 束 西^ 

嵩 山 少林 寺ぷ山 聚靈縻 寺に 於け る 元 代の 邵元撰 文 碑  ニニ 一 


古賢の 足跡  ニニ 二 

側に 大小 種々 の 建物が ある。 西方 01 列を數 ふれば、 践陀 殿/鼓 樓* 祖師 堂 • 西 庫 堂 • 西 客 堂であって、 東方 0 一列 を 

數 ふれば、 閻王殿 • 鐘 樓* 緊那羅 殿 • 東 庫 堂 • 東 客 堂で ある。 鐘樓の 前に 唐の 太 宗御書 碑が あり、 その 附近 や 後方に 幾 

多の 碑が あり、 また 大維 殿の 後 庭 法 堂の 前庭に も、 幾多の 碑が ある。 法 堂 Q 後方に 方丈が あり、 その後に 立 雪 亭がぁ 

り、 そ Q 後方に 更に 祖師 殿 • 昆盧閣 • 地藏殿 • 白衣 殿の 一 廓が ある。 

少林 寺の 寺 域 は、 これに 限らぬ、 更に 西方に 墓 林が あり、 西北の 高 處に初 祖菴が あり、 面 0 1 峰 上に 二 祖菴が あ 

る。 是 等の 中、 初很菴 にも、 また 幾多 重要な 碑が ある。 

ミ 邵元撰 文 碑 

鐘樓 前後、 法 堂 前庭、 及び 天 王 殿 外の 多數 0 石碑が、 元 代 以後の 曹洞宗 史竝に 少林 寺史を 語る 無二の 資料で ある。 問 

題の 邵元撰 文の 碑 は、 實に天 王 殿 外の 東西 兩側列 碑 中、 西側の 第二 碑で ある。 碑は圓 首にして、 ^に 長方形の 額を容 

れ、 上方 左右に 寶相花 文 を 薄浮雕 にし、 碑 身の上 下 左右の 周緣亦 同じく 寶根花 文 を 陰刻し、 織 巧に して 優稚 0 風 を帶び 

て 居る。 長方形の 額の 內に は、 諸路 都宗攝 W 照 普 門 光顯大 禪師益 吉祥の 簽書 「息 菴禪 師道 行 之 碑」 の 八 字 を 陰刻して あ 

る。 息菴 は、 少林 寺 第 十五 代の 住持で、 撰 文 者 は 日本 固山 除 道 但州正 法禪寺 住持 沙門 邵元 である。 邵 元は 息 菴の會 下に 

在る 事 久しく、 能く その 人と 爲りを 知悉して 居た のであった。 息 菴には 百有餘 人の 弟子が あり、 その 中嗣 法の もの 十二 

人の 多き に！ S したので ある。 勝 安なる もの、 そ Q 道行 碑 を 建てん として、 淮の寶 林 寺 損菴に 至って、 撰 文 を 請うた 時、 

損菴は 老年の 故 を 以て 之を辭 し、 日本 國の古 源 上人 を 指示して 之 を 請， はした。 古 源と は、 邵 元の 號 である。 損菴 Q こ Q 

時 Q 語 は、 「有- 日本 圈古源 上人 T 豁達 之士、 汝可 S 往哀愍 求-一 之 於 文 1」 と いふので あった。 邵 元が 自分の 事 を 文中に 


揷 入す るので あるから、 簡潔に 言って 居る が、 然し 損 薬の 勝 安に 語り、 隨 つて 勝 安の 邵 元に 語った 容が、 まだ/ \. 多 

く、 而も 邵元を 褒めた もので あつたに 招 違ない。 嗣 法の もの 十二 人 も ある 中に 於いて、 特に 外國 人で ある 邵 元が、 選ば 

れて 文字の 國の 碑文 を 撰した 事を考 へれば、 邵 元の 修禪の 程度の 深いと せハ に、 翰林の 才 のあった 事 を、 十分に 察する 事 

が 出来る。 碑文の 內容 について は、 之 を 後に 譲り、 その 前に ー應 これに 對 する 準備が 無け ねばならぬ。 

, 四邵 元の 傳記 

師蠻撰 「本朝 高 儈傳」 卷第 三十に、 京 兆 南禪寺 沙門 邵元傳 と 題して、 「東 福 第二 十五 世 古 源和尙 傳」、 r 延 资傳燈 錄」、 

「和漢 禪刹， 次第」、 「五山 傳」、 「五山 歴代」、 「扶桑 五山 記」 の 諸 書に 據 りて、 次の 如くに 傳 して ある。 先 づ如赏 に 之を毘 

て 行く。 

釋邵 元は、 古 源と 號し、 俗姓 源氏、 越 前の 人であった。 初、 南山 雲 公に 侍し、， 後、 變峰源 和尙に 依って 遂に 密契を 承 

け、 鎌倉時代の 晚年、 嘉曆ニ 年 C 西暦 一 三 二 七 年〕 を 以て、 元に 渡った。 時に 彼 Q 英宗泰 定四年 Q 事で ある。 樵 隠 悟 逸に 

雪 峰に 見え、 法 を 問うて 谒を呈 し、 去って 天台 山に 登りて 無 見 先覩を 鱧し、 未だ 語に 通 ぜぬ爲 に、 筆に て來 意を談 じた 

所が、 鋭 これ を誦 み、 「爾什 磨の 閑 工夫 ありて か、 その 語 此の 如く 妙なる」 と呵 し、 激 發誘誨 する 所あった。 卽 ち方廣 

寺に 至り、 石橋 を 渡りて 茶 を 羅漢に 拱し、 甌 中に 華の 現 はれる 奇瑞 を 感じた。 去って 天目山に 至って 斷崖 了義に 謁し、 

また 龍 山 Q 千巖元 長に 參じ、 就いて 法語 を需 めた。 元 長、 胸に 一 拳 を竪て X、 「吾が 裡に 法語な し」 とい ひ、 邵 元は 

「和尙 の 法語 を 謝す」 といった。 爾 0 後、 元 長 は 邵元を 見る 毎に、 幸を竪 て.. - 之に 示し、 因って 啓發 する 所があった。 

中 峰 國師の 塔を禮 して、 塔 下に 投宿した 夜、 國師 夢に あら はれて、 親しく 爲に說 法し、 「妙 性圓 明、 離 二 諸 名 相 1」 と 

篙. W 少 林 寺 及 山柬靈 寺 に 於け る 元お の邵元 撰 文 碑  ニニ 三 
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いふ 經語 を擧 したので、 邵 元は 感激して 巳ます、 留まる； J と數 日であった。 去って、 五臺 山に 遊び、 聖 光の 身 を 接する 

に 遇 ひ、 人 皆 驚き 異 しんだ。 その後、 邵 元は HI 泉 寺 や 少林 寺に あって、 版 首に 居り、 少林 寺ニ祖 菴に寓 せし に、 菴上常 

に 紫雲あって、 蓋 を 作した 0 で、 人 怪んで 之 を 跡 すれば、 唯邵 元の 晏坐 する を 見る 0 みであった とい ふ。 朝廷 僧 百 員 を 

選び、 禁中に 大藏 を轉す るに 會し、 邵元も 之に 預かる の 榮を擔 つた。 後、 水 月に 居り、 r 大 般若 經」 を閲 しつ.. - あった 

時、 忽に母 氏 を 夢み、 因って 指 を 然し、 誓ってい ふ、 「我が 母 もし 存 せば、 身心 康安 ならん。 亡せば 樂 土に 超 昇 せん」 

と。 元に ある こと、 二十 一年、 貞和 三年 (西 in  一二 四 七 年〕 を 以て 歸朝 すれば、 母 は 巳に 世 を まって 在らす、 その 日 を 計 

ふれば、 乃ち 夢に 現れた 時であった。 

歸 朝の 後、 夢 窻國師 に 依りて 天 龍 寺 前 堂に 居り、 幾なら すして 京都の 大聖 寺に 住し、 一香 もて 雙 峰に 供し、 次いで 等 

持 寺、 東 福 寺を經 て、 播 磨の 法 雲 寺に 移り、 一 相 藤 原 公の 請に よって、 再び 東 福 寺に 住し、 門 を 指して、 「此の 鬥廣大 

にして 法界 を 全容す、 是れ聖 是れ凡 出入 無礙 なり」 とい ひて 後、 「汝等 諸人、 什 麼の爲 に 門外に ある や」 と喝 し、 さて 

上 堂して、 「我れ 本 希求す る 所 あるに 心なく して、 今 法王の 大寶 自然にして 至る。 所以に 道 ふ、 怫性 義を識 らんと 欲せ 

ば、 當に 時節 因 緣を觀 るべ し。 時節 旣に 至り、 其の 理由 自 から 彰 はるれば、 直に 得ん」 とて、 次の 偈を擧 した。 

慧日 峰頭、 嫩 桂抽レ 枝、 偃月 橋邊、 淸風 地、 

祖師 心 印、 一 印 印定、 古怫 家風、 八 字 打開、 

1 1 靈明 天眞、 物 物 現成受 用、 

祖道大 行、 王道 大統、 

^蒼 蒼、 水 fa 茫、 


但是皇 風 成， 1 1 片 1 不レ知 何處立 二封 疆？  . 

南 泉 巷に 返 休し、 貞治 三年 (西曆 ニニ 六 四 年〕 十一月 十一 日、 病に 因って 係 を 書して いふ。 

末 後 一 句、 始到 iK 牛關 1 擊 n 碎鐵壁 1 踢ニ倒 銀山 1 阿 呵呵。 

書し^つ て、 寂を吿 げた。 -世壽 七十。 

邵 元は 如 如 道 人と 號し、 また 物 外 子と 稱 したので ある。 

以上の 傳 記に 據れ ば、 邵 元の 在 元 二十 一年中、 師事せ る禪 匠と して 名の 昆 える ものに、 雪 峰の 樵隱悟 逸と、 天ム 门 山の 

無 見 先 親と、 天目山の 斷 崖了義 と、 籠 山の 千 嶽ー兀 長の 四 人が あり、 歸 朝の 後に 從 つて 遊べる ものに、 夢 寇妹石 Q 1 人が 

ある。 是等 は、 いづれ も臨濟 宗に屬 して 居る。 更に 息菴 碑に よって，、 邵 元が 少林 寺 息 葛に 從 つた 事 を 知る。 息 巷と は、 

天慶義 讓の號 であって、 曹洞宗 の 法 系に 藤して 居た。 先づ その 法 系 を 擧げて 見る。  ， 


無 準 師範- 


- 絕峯  可湘— 樵 隱悟逸 

-斷橋 妙 倫— 方 山文寶 I 

-雪 巖祖欽 —高峰 原 妙— 


無 E 先覩 

0  0  0  0 

-斷 崖了義 

-中峰 明 本- 


千 巖元長 


1 祖元 無學— 高峰 顯日 11 夢 意踩石 


報恩 行秀 —雪 庭福裕 


—靈巖 淨肅— 封 龍 普 就— 天 慶義讓 

I 少 室文泰 I 寶應福 遇— 少 室 文才 

嵩 山 少林 寺 及 山聚靈 5^ 寺に 於け る 元 代の 邵元撰 文 碑 


ニニ 五 


古賢の 足跡  ニニ 六 

無 準 師範 は、 臨 濟義玄 十五 世の 法 孫、 楊 岐方會 八 世の 法 孫であった。 また 報恩 行秀と は、 有名なる 「從 容錄」 の 著者 

萬 松 老人の 事で、 洞 山良价 十三 世の 法 孫であった。  . 

さて、 邵 元の 行脚せ、 る 地方 を 見る に、 初、 雪 峰 0 樵 隱に從 つてより、 去りて 天台 山の 無 見に 從ひ、 更に 天 目の 斷崖、 

龍 山の 千 巖に從 ひ、 其の後、 五臺 山より 玉 泉 寺を經 て、 少林 寺に 至った むであった。 雪 峰と いふ は、 五代の 初め 名儈雪 

峰義存 Q 住せる 蝠 建 省 福 州 0 それで ある。 天台 山 は、 いふまで もな く、 浙江省 台 州 • の 各 山で、 邵元 はこの 山中に 於いて 

石橋 Q 方廣 寺に 至り、 茶 を 羅漢に 拱した。 石橋 は 五百羅漢の 應現 Q ある 事 を 以て、 かねて 有名で あり、 茶 は、 天台 山 Q 

名産で ある。 天目山と いふ は、 浙江 *g 州 Q 西北に 位せる 名山で、 龍 山と いふの も、 そ Q 附近で あらう。 r 繽釋氏 稽古 

略」 に は、 籠 山と せす して、 天 龍に 隠れた として ある。 中 峰と いふ は、 天 目に 東西 中 Q 三つが ある 中 Q 中央に 位する も 

ので ある。 五 臺山は 山 西 省に あり、 古來四 大名 山の 隨 一に 數 へられて 居る。 玉 泉 寺 は、 湖北 省荆州 0 それであるなら 

ば、 天台 大師が 法 華 三 大部 中 Q  r 玄義」 •「 止觀」 を 講じた 地で あるが、 地理 上より 觀て、 それで、 ある や 否や 決し 難い。 

少林 寺 は、 言 ふまで もな义 達磨 大師が 九 年 面壁した と傳 へられる 河南 省 嵩 山の それで、 邵 元は、 寺 域 中の 二 祖菴に 居 

たので ある。 

以上に よりて 見る に、 邵元 Q 中國に 於け る 足跡 は、 南 は 幅 建 省より、 北 は 山 西 省に 及び、 中 は浙江 省、 河南 省 を縱撗 

し、 或は 湖北 省に も 及んで 居る。 實に 廣汎な 行脚と いふべ く、 日本より 中國に 到れる 僭 中に あって、 慈覺 大師 圓仁ゃ 

善 慧國師 成 尊に 比して、 之に 優る とも 劣れる 所が 無い とい ふべき である。 且つ その 在 華 年限の 二十 一 年と いふに 至って 

は、 奈良朝 時代の 榮款 • 普 照と 共に、 中國 に遊學 した 日本人の 記錄 とすべき である。 


五 息 蕃禪師 の 法 系  、 

息 菴碑 を讀ん で、 先づニ 個の 新 事實に 接する。 その 一は、 撰 文 者た る 日本 僧邵 元が、 山陰 道^ 州 正 法禪寺 住持たり し 

事で ある。 「本朝 高僧 傳」 に は、 邵 元は 越 前の 人、 入 元 以前に 於いて、 南山 雲 公と 雙峰 源和尙 とに 從 つた 事 を. 言って 居 

るが、 很 州に 居た 事 を 言って ない。 況んゃ 正 法 寺に 住持した 事 を 言って ない が、 邵 元が 自ら 正 法禪寺 住持と して 居る 以 

上 は、 何等 これ を 疑 ふべき 理由が 無い。 これ は 「本朝 高 偺傳」 に 一 の 新ら しい 事赏を 柳 加すべき 事で ある。 その 二 は、 

息 菴を嵩 山 祖庭大 少林 禪寺第 十五 代 住持と して 居る 事で ある。 これ は 他の 文獻に 見えぬ 所で ある。 少林 寺に は、 小山 碑 

が あり、 彼岸の 立てた 少林 釋氏 源流 五家 宗派 世譜 碑が あって、 それに 少林 寺の 傳曹 洞宗の 住持 を列擧 して あるが、 その 

中には 息菴を 加へ て 無い。 守 一 編の 「諸家 宗派」 は、 是等諸 碑に 據っ たものと 昆ぇ、 これに も 亦 同じく 加へ てない。 先 

づ、 最も 具備せ る 守 一 編 「諸家 宗派」 によって、 洞山以 來の傳 銃を擧 げて昆 る。 第 十五 世福裕 以下が 赏に 少林 寺に 住し 

たので あるが、 この 系譜 だけで は、 息菴 0 少林 住持たり し を 知る 事が 出來 ぬ。 

(l) (23  (る  (4)  (5)  (6)  (To  (.00 

洞 山良价 —雲居 道膺 I 同 安道 丕し 安觀 志— 梁 山緣觀 I 太陽 瞥玄 I 投子 赣靑— 芙蓉 道 措 I 


(9  ノ  ノ  rl〕  (2  ノ  、3〕  (5 ソ  ^6  y_  、7.)  r"oo ) 

—淨 因. 0^1 靑州 一 辨 I 大明寶 I 玉 山體— 雪巖滿 —一お 松行秀 —雪 庭福裕 ー 靈隱 文泰— 遼源福 過 I 淳拙 文才— 

—丹 霞子淳 I 長 魔淸 了. |天 意 宗玨. 1 雪 赘智鑑 |天 童如淨 |( 鹿 門覺) i 键 巖淨肅 I 封 慨蒈就 ー天 慶義譲 


—松 庭 子 SI— 凝 然了改 I 俱 空契斌 I 無 方可從 I 虛 白文 载 ー 小 化宗窨 1 幻 休 常 潤， I 無言 正、 .Tj— 心悅禁 ¥1 彼岸 悔苋 

篙山 少林 寺 及 山 東靈巖 寺に 於け る 元， 代の 邵元撰 文 碑  ニニ 七 


古賢の 足跡  ニニ 八 

少林 寺 山 ts: に は、 澤 山の 碑が あり、 歷代 墓 林に は、 林立せ る 墓 塔が あって、 これに 刻字が ある。 これ 等の 碑 塔の 數 

が餘 りに 多くて、 墓 塔 を 調査す る だけで も、 數 日を耍 する 程で ある。 然し、 元 代 以後 連綿と して 曹洞 Q 宗 風を傳 へて 居 

るの は、 獨り祖 山た る 少林 寺の みで あるから、 これ は 洞門の 學 者の 是非 一度 詳細な 調査 を耍 する ものである。 曹洞宗 Q 

法 系 は、 元 代 以後 特に 判って 居な 5。 予の 調査 以前に 於いて、 少林 寺が 曹洞宗 脈を傳 へて 居る 事 を 知って 居た 人 は ある 

まい。 况んゃ 唯一 の傳統 である 事に 至って は、 何人も 氣 付き だ もせぬ 所であった らう。 

禪宗 は、 本來法 系の 上に， 成り立つ ものであって、 法 系 を 外にして 禪宗を 取り 拔ふ 事が 出來ぬ 程の 重耍な もので あるか 

ら、 こ- -に 一言 之に 觸れて 見る。 曹洞宗 の 法 系に、 二 個の 暗點が ある。 一は 天皇 道 悟の 外に 天 王道 悟 あり や 否やと いふ 

點 にある。 臨濟家 Q 學者 は、 宋代 頃から、 天皇の 外に 同時 同所に 同名の 天 HI 道 悟なる ものが あった。 天皇 は 馬 祖の法 

系に 屬す るが、 天 王 は 石頭の 法 系に 屬 する。 之に よって 馬 祖の法 系に 屬 する ものに、 臨濟 •  の ニ宗は 勿論の こと、 

天皇 を 通じて、 雲 門、 法眼の ニ宗も あるが、 他の 石頭の 法 系と して は、 天 王 を 通じて、 僅に 曹 洞の 一宗が あるの みと 主 

張した。 之は禪 家に 取って 鎮る 重大な 問題であって、 之に 關 する 議論が 紛々 として 居る が、 予 はこ- - では 自分の 結論 だ 

け を 擧げて 置く 事に する。 結論と いふの は、 天 王道 悟なる もの は、 想像 上の 產物 であると いふ 事で ある。 も 一 つの 暗點 

は、 淨因 自覺と 鹿門覺 との 同異で ある。 これに 大體 ニ說が ある。 一は 芙蓉の 弟子に 淨因自 覺と丹 霞 子淳の 二人が あり、 

その 淨因 自覺 は、 やがて 鹿 門覺に 外ならぬ とする ので ある。 この 說 によれ， ば、、 丹 霞 以下 天童 如淨 までの 五 人 は 傍系と な 

る。 二 は 芙蓉の 弟子に 淨 因と 丹 霞の 二人 ある 中、 淨 因に は 法 系な く、 丹 霞の 後 を 承け た 天童 如淨 の法嗣 鹿門覺 から、 共 

の 後 0 曹洞宗 脈が 出-たと いふので ある。 ニ說の 差異 は、 五 人 を 傍系と する か. 正系と する かと， S ふ 所に 集まり、 そこ 

,M 晤點が ある。 五 人 を 傍系と する. の は、 宋 Q  r 嘉 泰錄」 に 始まり、 「五 燈會 元」 に 承 けられ、 明の 「增 集繽 傳燈錄 I や 


「禪統 世譜」 も、 この 說 であるつ 之 を 正系と する は、 明の 「五 燈會元 綾 略」 に 始まり、 「緒 燈」 *「^^ 存藁」 に 承 けら 

れ、 淸の 「佛 祖宗 派 世譜」 • 「怫 祖正傳 古今 捷錄」 • 「集 續指 月錄」 •  r 宗統編 年」 • 「綺燈 正統」 • 「緇門 世譜」 •  r 五燈 嚴燈」 • 

「五燈 全書」 も、 智 此の 說 である。 後說は 新ら しい けれど、 頗る 流行した もので、 少林 寺の 少山 碑に ある もの も、 彼岸 

0 五家 宗派 圖碑 も、 之に 從 つて 居る。 然し、 守 一 の 「諸家 宗派」 は、 之 を 古說に ひきもどして、 五 人 を 傍系と し、 少林 

寺の 代數 は、 これによ つて 數 へて 居る。 その 數へ方 は、 前の 系譜 中に 祸 げた 數 字に あら はれて 居る。 

以上 頗る 煩雜な 事で あ， つて、 この 息菴 碑に 直接 Q 關係は 無い が、 禪家 では、 法 系 を 生命と るまでに 靈視 する であ 

り、 また 斯る 細かい 事 は、 まだ 禪宗 史家に 明白に なって 居らぬ 所で あらう から、 少し 之に 觸れて 見-た。 断く せば、 自、 I 菴 

の 曹洞宗 に 於け る 地位が 明瞭と なる から-である。 守 一 の 系譜に よれば、 息 菴は寶 に 曹洞宗 第 十八 世と なる のであって、 

その 正系なら ぬ は、 蓋し、 法 系が 繼繽 しなかった 爲で なけねば ならぬ。 系譜に 昆られ る 如く、 息 i 奄 の法嗣 でない 松 庭 力 

ら、 後の 法 系が 續 いて 居る ので ある。  . 

六 少林 寺 住持と 曹洞宗 正系  ， . I 

少林 寺 は、 曹洞 正系の 歷然 たる 唯一 の 名刹で あるから、 その 住持が やがて 曹洞正 系で ある けれども、 詳細に 調べて 

ると、 住持と 正系と は必 すし も 一致せ ぬ。 住持 は澤 山に あって、 中には 正系に 加 へられぬ ものが 可な りに ある。 息惹は 

住持で あつたが、 正系に 加 へられて 居らぬ。 從 つて 往持 である 事 すら、 文獻の 上で は 分ら なくなった。 

少林 寺の 寺 域に 澤 山の 碑石が ある 上に、 又 墓 林に 歷代 住持の 墓 塔が、 林立して 居る から、 これ 等 を 詳細に 取り調べる 

時 は、 曹洞宗 の 法 系 を 可な リに 明白なら しめる 事が 出來 る。 予は 踏査の 折に 出釆 得る 限り、 之が 拓本 を 作って 來た。 筏 

嵩 山 少林 寺 及 山 東 靈巖寺 に 於：^ る 元 代の 邵元撰 文 碑  ニニ 九 


古賢の 足跡  二三 a 

年に 至り、 當時 手に して 來 たもの を 整理して 見る と、 材料の 不足に 爵 して、 遺憾の 情が 起る。 不足 や 疑問 は その ま." と 

して、 こ. -に 材料 を列擧 して 見る。 

寺 域に ある 碑石 

一 開山 光宗 正法大 禪師裕 公之 碑 HI 

二 第 十一 代 住持 鳳林珪 公行 狀碑 

三 第 十五 代 住持 息 S 禪師 道行 之 碑 ^城 職 ぉ撰 

. 四 第 十九 代 住持 嵩溪 禪師定 公行 實之碑 f 

五 第一 一十一 代 住持 松 庭 和尙壽 塔銘ぜ 、 

六 第二 十五 代 住持 凝 然改禪 師道 行 碑 II  . 

七 第二 十七 代 從公無 方 碑銘 fl 一一 

八 第二 十八 代 住持 月 舟禪師 行實碑 

九 第二 十九 代 古山 仙 公 碑 ^1 

十 第二 十四 代洞宗 第二 十四 世 當代傳 法 小山 禪師 行實， I 

十一 第二 十六 代 道 公 碑 «  , 

右の 中、 曹洞宗 の 正系に 列せられ て 居る もの は (一) の 第 十五 世裕 公、 (五) の 第 十九 世 松 庭 子嚴、 (六) の 第二 十 世 

凝然 了改、 (七) 0 第二 十二 世 無 方 可從、 (八) の 第二 十三 世盧 白文 載、 (十) の 第二 十四 世 小山 宗書、 (十一) の 第 

二十 六 世 無言 正道で ある。 前後の 代 世の 數字 J ^不一致の あるの は、 住持の 代數 ふ、 洞宗 の世數 との 違 ふのに るので あ 


る。 さて、 こ. -にニ 個の 疑問が 起る。 (十) の 小山 のが、 第二 十四 代洞宗 第二 十四 世と ある 事で ある U そ 0 年代から 

て、 住持の 二十 四 代と いふ は、 或は 手控の 誤で ないかと 思 はれる が、 然し 左樣 とのみ 斷 言出來 ぬ。 また (十一) の 第二 

十六 代 道 公と いふの は、 住持の 代數で 無くて、 洞宗 の代數 であらう と 思 ふが、 これ も 委しく 手控 せす、 また 其の 拓本 を 

大震 火災に 失った ので、 今日 之 をた しかめ 得られぬ。 こ. -を訪 へる 折に は、 住持の 代 數と洞 宗の代 數と違 ふ 事な どに 氣 

付かなかった 爲に、 この 遺憾 を殘す 事と なった ので ある。  . 

墓 塔 中の も Q 

一 宣授 都儈省 少林 長老 特賜 光宗 正 法 大禪師 裕公塔 M  . 

二 宣授 少林 住持 古き 禪師壽 塔^^  .  " 

三 嵩 山 少林 寺 前 住持 人山 大和 尙行實 II 十 

四 欽依祖 庭 少林 禪寺 住持 嗣祖曹 洞 正宗 第二 十三 世 月 舟 禪師載 公之 壽塔 _s，  、 

五 勅賜祖庭少林禪寺住持嗣祖曹洞正宗第ニ十四世靜菴賜公靈塔 

六 欽依大 少林 寺傳法 住持 幻 休 和尙塔 

七 欽依 少林 寺 傳曹洞 正宗 第二 十六 代 雪 居 大師 安樂 處 Sil 

八 欽命 河南 少林 寺 創建 千怫 閣兼權 方丈 第二 十六 代靜惹 大師 安樂 處 II 

贺ム 口 

九 欽依 祖庭大 少林 傳曹洞 正宗 住持 第二 十七 代 寒 灰 喜 公大 和 尙舍利 塔 ：^3： 

十 祖庭大 少林 禪寺欽 侖賜紫 傳曹洞 正宗 第二 十八 代 彼岸 寬禪師 靈骨之 塔 fs^- 

(一) の裕公 塔の 丁ナ. -と いふの は、 その 入寂の 年た る 至 元 二十 四 年 (西暦 ニー 八 七 年) であらう から、 前揭の 道行 碑の 

、  嵩 山 少林 寺 及 山 柬靈巖 寺に 於け る 一 R 代の 邵元撰 文 碑  二三. 一 
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立てられ たのが、 その後 二十 七 年を經 た延祐 元年 (西麼 一 三 一 四 年 ：} なる を 知る ので ある。 

(二) の古巖 とい ふの は、 前に 褐 げた 曹洞 系譜の 封 龍 普 就の 事で、 卽ちこ X に 問題と せられて 居る 息 菴の師 である。 

この 人 は、 曹洞宗 系から いへば、 傍系と せられて 居る が、 少林 寺から いへば、 立派に 住持であった。 開山 裕公碑 は、 實 

にこの 普 就の 立てた もので、 かの 碑に 宣授 祖庭大 少林 禪寺傳 法 住持 嗣祖 沙門 普 就と して ある。 又 請疏を 刻せ る 碑に も、 

古巖就 公大 禪師 住持 河南 府嵩山 祖庭大 少林 禪寺 として あ"、 現に その 慕 塔が 厳存して 居る。 息 惹は第 十五 代の 住持で あ 

るから、 古 巖は第 十四 代で あつたに 相違ない。 住持と 洞 宗の法 系と は 異な. e/ 而も その 洞 宗の法 系に 正と 閏 とが あるか 

ら、 頗る 混 維して 來る。  ， 

(三) の 人山 和尙 とい ふ も、 また 前 住持と あるが、 そ 0 年代から いへば、 松 I 厳と 凝然の 間に 位し、 第二 十二 代 或は 二 

十三 代であった と 思 ふ C 

8 の 月 舟 は、 洞 系で は 第二 十三 世で あるが、 住持と して は、 前揭の 如く、 第二 十八 代であった。 

(五) の 靜菴榻 公 は、 住持で あり、 洞宗 第二 十四 世と ある。 小山 も 第二 十四 世で ある。 共に 嘉齊 年間に 寂した。 いづ 

れが前 0 住持で あるか 分らぬ。 

(六) の 幻 林 は、 洞宗 第二 十五 世の 人で ある。  . . 

(七) の 雲居 は、 洞宗 第二 十六 代で あるが、 この 人が 住持した か 否か、 碑 面の 文字の みで は 分らぬ。 同じく 洞宗 第二 

十六 代 Q 道 公 は、. 住持であった。 

(八) の靜菴 は、 前の 靜菴榻 公と は異 る。 その 二十 六 代に 洞 宗とは 無い けれども、 住持の 代數 では 無い から、 洞宗の 

系譜 を 表 はした ものである。 前の 雲居 及び 道 公と 同 代の 人で あるから、 三人 共に 幻 休 Q 法嗣 であらう と ふ。 


(九) 0 喜 公 は、 洞宗 第二 十七 代 心悅慧 喜の 事で ある。  - 

(十) の 寬禪師 は、 洞宗 第二 十八 代の 彼岸 海 寬の窜 である。 

この 外に、 予が寫 0; し 来れる 墓 塔に ， 

1 西 堂 老師 和 尙壽塔 . 

二 月巖長老||塔 

三 這 元 長老 壽塔 .  X  ,  . 

四 宣授 少林 住持 古 » 禪師壽 塔 til 

五 顯敎圓 通 大禪師 照 公壽塔 ^；^^ 

六 倶空斌 公 長老 壽塔 I、 特  . 

七 少林 寺總持 宗門 幻 休 潤 禪師壽 塔 g| 

八 坦然 和尙壽 塔 M  _ 

九 第二 十八 代 彼岸 寬公壽 塔 g  , 

が ある。 (一) の 西 堂 老師と いふ は、 開山 裕公 以前の 人で ある。 (三) の 還元 長老と は、 曹洞正 系譜 中に 昆 える 還 源 福 

遇で ある。 (四) の古巖 は、 傍系の 封 龍 普 就で ある。 (六) の倶 空斌 は、 第二 十一 世 契^で あり、 (七) の 幻 休 は、 第 

二十 五世 常 潤で ある。 

新の 如く 少林 寺山內 0 墓碑 中よ リ、 採集し 來れる 材料 だけにても、 前 揭曹洞 系譜の 正系 十四 人、 傍系 三人、 合して 十 

七 人中、 實に 十四 人が 悉く 立派な 墓 又は 碑 を 有し、 又は 墓と 碑と を 共に 有する。 殘るは 靈^ 久泰、 淳拙 文才、 厳淨肅 

嵩 山 少林 寺 及 山 1^ 靈愿 寺に 於け る 元 代の 邵元撰 文 碑  二三 三 
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の 三人の みで ある。 若し、 以上の 事實を 知悉して 後、 こ.. -を 調査す る 時 は、 曹洞 宗法 脈 上 幾多の 加 ふる 所 あるに 相違な 

さて 是 等の 諸 碑 を通覽 して、 特に 氣づく 事 は、 曹洞 正宗 第 何 世 を 名のる は、 明の 正德 年間の 月 舟 載 公より-であって、 

その 前 は 住持の 第 何 代 を 言 つて 居る が、 洞宗 につ. S て は 言って 無い 事で ある。 之 は必す や 同じ 嵩 化， 中の 會善寺 住持が、 

臨 濟の法 系 を嗣ぐ 所から して、 曹洞宗 のみ を、 天 王道 悟を經 て、 石頭に 遡らし め、 雲 門 • 法眼の ニ宗 を、 fk 皇 15 &を經 

て、 馬祖に 遡ら しめたに 對 せる 反映で あらう と 思 ふ。. 

七 少林 寺 息菴碑 

以上 は 邵元撰 文の 息卷 碑に 至る の 準備で ある。 この 長い 準備が 整ったから、 是 に至リ て， 邵 元の 撰 文せ る息菴 碑の 內容 

を 調べて 見る。 初に r 曹 洞の 玄旨 は、 調 高く して 和す る 寡し。 その 斷鉉を 綾ぐ も 0 は、 投子 なり」 と ある。 投 子と は、 

前 揭法系 中に 圖 した 曹洞第 七世投 子義靑 のこと である。 次に 「靑 州の 正 派 は、 源 遠くして 流 長し。 その 顧 波を揚 ぐる も 

の は 雪 庭な り」 と ある。 靑 州と いふ は、 第 十 世靑州 一 辨の 事で あり、 雪 庭と いふ は 少林 寺 開山 曹洞 正宗 第 十五 世裕 公の 

事で ある。 次に 「雪 庭の 三世に 息菴 老人なる もの あり。 すな はち 眞定の 人な リ。 諱は 義讓」 と ある。 問題の 息 If は、 前 

揭 系譜 中に 傍系と せられる 天 慶義讓 であって、 臨濟院 0 ある 眞定の 人であった。 さて 碑文 は、 息菴 にっきて、 (一) 廿 

歳に して、 眞定府 華厳 寺の 相闍 梨を師 として 薙髮 し、 華 嚴を聽 習せ る 事、 (二) 燕趙の 間に 於いて、 宗匠に 遍参 し、 末 

後に 封 龍 山の 古 巖の室 を 叩きし に-、 古巖が 一見して 之を稱 賞せ る 事、 .0 一一) 古巖が 泰山 靈巖 寺に 擧 げられ た 時、 侍して 

往き、 皇慶中 忙古巖 が 少林 寺に 請 ぜられ た 時、 ま.^ 之に 懾 つて 侍する 事數 載、 機緣相 契って、 密に 衣頌を 付せられ、 、同 


上の 宗風 を績 ぎし 事 を 述べて ある。 古巖と は、 系譜 圖に 見える 封 龍 普 就.. の 事で、 其の 墓 塔 は 少林 寺に ある。 碑文 は その 

後息菴 にっきて、 南 腸の 香巖 寺に 紀綱 を領 し、 香 山寺に 記 室 を 司り、 嵩 ii に歸 つて、 法王 寺に 首 衆し、 至 治 二 年に 至り 

て、 洛 陽の 天慶 寺に 開 堂し、 次で 熊 耳 山の SI 相 寺に 遷リ、 泰山 か靈巖 寺に 住し、 至る所に 百廢 を擧げ て、 その 道 力 を あ 

ら はし、 後 至 元 二 年 丙 子 (西廣 一三 三 六. f) を 以て、 少林 寺に 迎 請せられ て、 住持 五 載、 玄風大 に 振 ひ、 學徒 雲の 如く 至 

I 殿宇 觀を 改め、 倉廩 常に 十倍した 事 を 言って 居る。 南 陽の 香巖 寺と は、 香巖擊 竹の 考案 を 以て 有名な 古刹で ある。 

嵩 陽の 法王 寺 は、 三國 時代の 護國 寺の 後と いはれ、 今日に 現存し、 立派な 十五 級の 甎塔を 有する。. 洛 腸の 天慶寺 は、 現 

存せ ぬが、 系譜 中に 特に この 寺 を 冠して、 天 慶義讓 として 居る 程で あるから、 . 名刹で あつたに 相違ない。 熊 lliT 山の 空 相 

寺 は、 達磨 大師の 墓所の 存 する 所で ある。 泰山の 靈巖寺 は、 東 晋の儈 朗以來 Q 古刹で、 今日 猶 古の 盛時 を 懐 はしめ る規 

模を 具へ、 宋 代の 立派な 十三 級の 颠塔を 有する。 斯の 如く、 息菴は 多く Q 名刹に 住し、 最後に 祖山 少林 寺に 住持した の 

であるが、 曹洞 正系 中に 加 へられぬ 爲に、 この 碑文 を 知らぬ も Q に は、 少林 寺との 關 係が 全く 分らない ので ある。. 

後 至 元 六年庾 辰の 夏-に 至り、 疾に遭 ひ、 門人に 命じて 急に 塔を營 ましめ、 その 功 を舉る や、 その 日 知事 門人 等 を 召し 

て 後事 を 付し、 r 來時 本靜、 去亦圓 周、 盧空作 舞、 任意 優游」 とい ふ谒を 書し 訖 つて、 右 脇に して 逝いた。 門人、 【姒骨 

を 分って、 靈巖 寺に 重 塔した のであった。 これに よれば、 息菴の 靈巖に 於け る關係 は、 ^^.3に天俊ょりも深ぃから、 少林 

以外 を 冠す るなら、 靈巖 とすべき である。 然し 淨肅も 普 就 も義讓 も、 共に 靈巖を 冠すべき であるから、 修辭の 上から、 

靈巖 と、 封 龍と、 天 慶とを 分けて 加へ たものと 見える。 これ は 「泰山 志」 卷 十八の 古巖 碑に よって、 足 i> 淨肅、 古、 巖普 

就、 息 菴義讓 とする 方が よい。 世壽 五十 七、 儈臘 三十 六であった から、 割合に 若 死 をした と 言 はねば ならぬ。 弟子 百 有 

餘人、 嗣 法の もの 十二 人と あるが、 いづれ も 法臘が 多く 無かった と 思 ふ。 これが その 法 子に、 少林 寺 を嗣ぐ もの. -無か 

嵩 山 少林 寺 及 山 柬靈巖 寺に 於け る 元 _ 代の 邵元撰 文 碑  二三 五 
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つた 所以で あらう。 

この 人の 碑文が、 如何にして 日本人の 邵 元に 撰せられ るに 至った か。 前に 一 應 述べた ので ある けれど、 順序 上 こ- 1 に 

再述 する。 その 年の 秋、 參學 小師勝 安なる もの、 息 菴の行 實を携 へ、 千里 を 遠し とせす して、 淮の資 林 寺に 至り、 前 開 

元宗 攝損菴 老師 を禮 し、 大小 知事 を 代表して、 文 を 求めた。 損菴 は、 霜 橙 を 負 ひ、 年邁 にある を 以て 辭し、 r 此を 去る 

遠から ぬに、 日本 固の 古 源 上人と いふが あり、 豁達の 士 であるから、 往 いて これに 文 を 求むべし」 とい ふので、 勝 安 

は その 指揮に 依りて、 邵 元に 記 を 索め、 且つ 「公 は 先師の 會下 にある 事が 久しく、 實に師 を 知る ものである。 文 を 作つ 

て、 その 道 を光揚 する は、 た、.^ 舊 日の Is 義を 忘れぬ Q みならす、 宗攝 老師 誘引の 意 を 廐し くせぬ ものである」 と 言った 

ので、 邵 元は 固辭 する を 得すして、 焚 香 稽首し つ X、 この 文 を 撰した のであった。 

碑 0 立てられ たの は、 至 正 元年 暦 ニニ 四 一年〕 で、 その 時の 少林 寺 住持 は、 無 爲法容 であった。 無 爲法容 は 曹洞系 

譜 中に 見えぬ 人で ある。 邵 元は 素より 臨濟の 宗派 を 承け た 人で あるが、 彼の地に 於いて 曹洞 0 宗風 にも 接した Q は、 蓋 

L、 中國 0 禪 家の 所爲に 倣った もので あらう。 この 風 は 今日 とても 變らぬ 所で、 予は その 中に 掬すべき 美風が こもって 

居る と 思 ふ。 や ム煩纖 の感も あるが、 今 左に その 碑の 全文 を揭げ る。 

河南 路登封 縣嵩山 祖庭大 少林 禪寺第 十五 代 住持 息菴禪 師行赏 之 碑 

日本 國 山陰 道 但州正 法禪寺 住持 沙 邵元撰 

轉經 比丘 藏 主法 然書丹 

中 奉 大夫前 管領 大開元 一 宗諸路 都 宗攝圓 照 普 門 光 顯大禪 師益吉 膝篆額 


曹洞玄 旨、 調 高 和 寡、 續其斷 紘者投 子 也。 靑州正 派、 源 遠 流 長、 揚其類 波 者 IJ 庭 也。 抉 竪祖庭 之 洞 零、 重 整 宗綱之 

將， 墜。 故 爲其兒 孫 者、 皆 箕裘之 業 相繼、 跳 籠 之器自 全。 雪 庭 三世、 有息菴 老人 者 e 廼露定 人 也。 諱 義讓、 姓 李 氏。 

生而 穎異、 志氣不 群。 艸歲禮 本 府華嚴 寺相闍 梨、 爲師 雞髮。 受具之 後、 投於 講肆、 聽習 華嚴。 遂周由 燕趙之 間、 遍 

參 宗匠。 末 後 往封龍 山、 扣古巖 之 堂。 古巖 一 見、 甚稱賞 之。 未 幾古巖 應靈嚴 之擧、 師乃 侍往。 皇慶 中、 古巖赴 少林 

之 請。 師叉隨 之、 .B 侍數 載。 裊昏參 請、 機緣相 契。 乃密付 衣頌、 使繽 洞上宗 風、 且令 《4 寄 記。 後 遊 南 腸、 領紀綱 於 

香巖、 司 記 室 於 香 山。 又歸嵩 陽、 首衆于 法王。 至 治 二 年、 開 堂 於 洛陽之 天 .3。 次遷 熊" 丹 之 空 相、 往 泰山 之、： i 厳。 凡 

所 住 之處， 革新 鼎 新、 百廢 俱擧。 至 元 丙 子 之 秋、 適 嵩 之 少林 虔席。 本山 知事、 齎疏迎 請。 住持 五 載、 玄風大 振。 聲 

名 藉甚、 學徒 雲臻。 師傳 道揚化 之餘、 以莊嚴 法社爲 心。 故 鳩 丹靑. 粧鑾、 殿宇 祖刹、 爲之 改觀。 加 之 寺内廊 iK::-is、 

幷庇圜 水 磨、 所有 房 宇、 悉皆 修整。 倉廪 之畜、 十倍 於 常。 苟非 宿殖之 力、 焉 有如此 盛者 敷。 俊 一!^ 之 夏、 違疾彌 §£。 . 

乃 命 門人 曰、 斯疾 不可 起 也。 吾往 必矣、 必須 營塔。 至 五月 十二 日、 塔鎮畢 功。 其 日師召 知事 門人 等、 付于 後お。 遂 

索 筆 書 偈訖、 右脇而 逝。 偶！ 11、 來時 本靜、 去 亦 画 周、 虚空 作 舞、 任意 優游。 至 十四日、 閣維。 門人 分 3- 骨、 道塔于 

靈巖。 世 II 五十 七、 儈臘 三十 六。 門弟 子 百有餘 人、 嗣法者 一十 二人。 其 秋 七月、 參學 小師勝 安、 描師行 {i:^  ；不遠 千 

里、  .  , 

來 淮之寶 林。 敬 禮泣吿 前 開元宗 攝損菴 老師 曰、 少林 住持、 於 五月 十二 日 順 世、 荼 毗訖。 大小 知 察、 令 勝 安 特來、 求 

乞 文刻于 石。 伏 望和尙 慈悲。 老師 曰、 自愧實 負 霜 澄、 巳 在 年邁。 去此不 遠、 有 日本 國古源 上人、 豁逮 之士。 汝可往 

哀愁 求 之 於 文。 於 是安遂 依 老師 指揮、 遇 余 索 記。 且曰、 公 在 先師 會下 久矣、 » 知師者 也。 作文 以光揚 共 道、 非 唯不 

忘舊日 道義、 抑亦不 盧宗攝 老師 誘引 之 意 也。 余 復命 曰、 文字 之學、 非 我 所 知。 划 少林 老師、 道徳 與 嵩少爭 高、 巍嶽 

嵩. 5、 少林 寺 及 山 東靈巌 寺に 於け る 元 代の 邵元撰 文 碑  二 一 二 七 


古賢の 足跡  二三 人 

乎 吾無以 間然。 又践涉 千里、 意 在 明珠、 而得魚 目 可 乎。 撫已ロ 然。 固辭 不可。 不得已 而焚香 稽首。 輟染短 翰、 槃^s 

以銘。 銘曰。 

新豐 一 曲 適 絕追尋 格外 玄旨 罕逢知 音 雪 庭 間 出 續焰 少林 五 乳 峰 下 鳳 翔龍呤 

遞 代相繼 以心 傳心 惟 息菴師 耀古騰 今 吹 無孔笛 彈沒絃 琴 妙 叶囘互 暗 度 金 針 

四 尸 望 刹 接 物隨宜 擧唱 宗旨 不落 今時 末 後一 著 不勞佇 思 踏 翻 大海 趨 倒須彌 

劫 石可碎 大華可 夷 師道 師德 萬 世不衰 

至 正 元年 一 一 I 月 吉日 監寺 小師 I 等 立 石. 

是站嘈 ^.f^f 監き 1.\f  fes; 子 子 .-4|^>朗 • 子 整 • 子 淨 •  iaiT 因 子 43! 義 ,.5 に 法 

,^1 子 敬 • 子 安 Haw^ 子膨 雜荆霑 曲 iwll 祐 慕 寺覺訓 • 子音 • 覺_ お 直^^吉 • 覺 • 縞 紙 首座 聰 藏主然 

智客纏 敎讀莉 錢帛節 食主豁 外庫舰 庄主鶴 侍 王 盼！^ ^聽 

宣授祖 庭 少林 禪寺 住持 嗣祖傳 法 沙門 無 爲法容 

.  監寺 覺雲 刊. 

次に 揭 ぐる 靈巖寺 息菴 碑と 比較す るに、 中央部 は 殆ど 同文で あるが、 前段 は 彼 は 頗る 簡略で、 文 が異 り、 また 後段 

は、 彼 は臈る 長く して、 文句 も 異る。 銘は 全く 同じで ある。 文 を 三 段に 分け. たの は、 兩碑爵 照 Q 便の 爲 である。 

八 靈巖寺 息菴碑 

少林 寺 息 巷 碑の 中に、 門人が 靈骨を 分ち て、 靈巖に 重 塔した 旨 を 言って 居る。 碑の 事 は 言って 無い が、 靈： 巖 寺に 現存 

して 居る。 清の 嘉慶 三年 金綮錄 0 「泰山 志」 卷 十八に その 文 を 載せて あるが、 缺字 多く、 叉 誤讀も かなりに ある。 拓本 


によりて 之 を 次に 褐 ぐる 事と する c  . 

少林 寺-の は、 至 元元 年 三月に 立てられ、 靈. 驚 寺 Q は、 同年 仲冬に 立てられ たから、 八茵 月後れて 出來 たので ある。 

「泰山 志」 に は 撰者の 名 を 印 元と して 居る が、 それ は 匆論邵 元の 誤で ある。 拓本 を 見る に、 邱 として あるから、 印と 毘 

たの も 無理で ない。 明治 四十 二 年 桑原 騰藏 博士が、 辛くも 墓 林 0 東南 隅に 搜り 得た の は、 これで ある c 予 はかね て邵元 

撰 文の 碑の ある 事 を 知って 居た ので、 大正 九 年に、 寺 域の 內外 及び 墓 林 0 内外 を 栢當に 求めた けれど、 遂に 目的 を 達し 

なかった。 當時 桑原 博士 Q 搜り 得た 事 を 知ら fZ 今度 园 1^ 大慧、 和 田淸兩 學士の 注意に よって、 明治 四十 三年 二月 號 

「歷史 地理」 の 博士 Q 記事 を 知った 0 である。 ^本に は 磨滅せ， る 文字が あ. るが、 「泰山 志」 0 中 Q も同樣 であるから、 

當時旣 に 磨滅して 居た ので ある。 そ 0 缺字 を、 少林 寺 碑との 對照 によって かな .es に 怖 ふ 事が 出來 る。 然し！^ 初 0 部分 

が、 彼よりも 短くて、 且つ 文 を 異にし、 最後 Q 部分 はまた 彼より 頗る 長くて、 且つ 犬に 文 を 異にする。 中央の 部分 

と 銘文と は、 全く 同じい。 撰者 は 共に 邵元 であるが、 書 者 は 靈巖寺 Q は 同じく 邵 元で、 少林 寺の は 法 然とい ふ儈 であ 

り、 而 して 篆額は 共に 益 吉祥で ある。 何の 點 から 見ても、 邵 元の 撰 文た る 事 は、 疑ない から、 「泰山 志」 の 印 元は 誤讀 

たる を 知り 得べき である。 邵 元と 殆ど 同時に 入宋 した 印 元なる 禪師が あるから、 殊に こ Q 事に 注意した 0 である。 印 元 

にっきて は、 最後に 記す 事と する。 

兩 碑の 對 照に 便なら しめんが 爲に、 字 i^Q 異同 上、 之 を 三 段に 分けて 記し、 後に そ Q 異同 を 記す 事に する。 文中 ロ印 

を附 せる も 0 は、 少林 寺 碑に よって 補った ものである。 

靈巖禪 寺 第三 十九 代息菴 讓公禪 師道 行 之 碑 

嵩 山 少林 寺 及 山 東靈廢 寺に 於け る 元； 代の 部 元 撰 文 碑  二三 九 


古賢の 足跡  一一 四 0 

日本 國 山陰 道 但州正 法禪寺 住持 沙門 邱元 撰幷書 

中 奉 大夫前 管領 大開元 一 宗諸 111 都 宗攝圓 照 普 門 光顯大 禪師益 吉祥 簽額 

大萬松 兩國師 下、 有 圖 國 總統。 三世 而繼 其燈 者、 息 庵 也。 

師眞定 人、 講義 讓、 姓 李 氏。 生而 穎異、 志氣 不羣ノ 帅歲鱧 本府華 si 一  闍梨、 爲師薙 落。 受  一 si「 徧於講 

肆。 聽習 華厳、 而深 造昆盧 □ 海。 厥 後 遂周由 燕趙之 間、 遍參 宗匠。 末後往風籠山、扣古巖宗>.〕師之^_秀古巖一見、 

甚稱  一一 P3i。 未 幾 老師 應靈巖 之擧、 師乃 侍往。 皇慶 中、 古巖赴 少林 之 請、 師又遂 之。 巾 侍 數歲、 晨昏參 請、 機緣相 

契。 乃密付 衣頌、 ■s:qlsl、i,g¥g 書記。 復遊南 陽、 領紀綱 於 香巖、 記 室 於 香 山。 又歸嵩 腸、 首 衆 於 法 

王。 至 治 i ^ゆ、 開 堂 於洛之 天麼。 次遷 福耳 之 空 相、 倒 3 之 靈巖。 凡 所 住 之處。 、皆 革 故 鼎 新、 百廢 倶擧。 至 元 

丙 子 秋、 適 嵩 之 少林 廐 席。 本山 知事、 赍疏迎 請。 ll^ilii 「載、 玄風大 振。 名聲藉 甚、， 1 學徒 雲臻。 師傳 道揚化 之餘、 

以^^嚴法 國 爲心。 故 固 丹靑 解.鑾、 殿宇 祖刹爲 之 改觀。 加 之 寺內廊 ii 倉， 庫、 幷 匪 圜水 磨、 所有 园ー 宇、 悉 

皆 修整。 倉庫 之畜、 十倍 於 常。 苟非 宿殖之 力、 焉 有如此 盛者 歟。 庚 辰 之 夏、 遘疾 彌留。 乃. 命 門人 曰、 斯 IMK 一可 

起お：！。  11 一 往 必矣、 急須 營塔。 至 五月 十二 日、 率 t 畢功。 其 日師召 知事 門人 等、 付^^-於後事。 遂索筆 書 谒訖、 右 

^^：^而逝。 偈曰、 函ー 時 本靜、 去 亦 in 一、 盧：^ i 任き 乃 優 遊。 至 十四日、 闍維。 門人 分靈 骨、 重 塔 於 靈巖。 世壽 

五十 七、 儈臘 三十 六。 門弟 子 百有餘 人、 齢 法 者 一十 二人。 SI 七月、 參學 小師勝 安、 檇師 行實、 不遠 千里、 . 

來乞文 於 我。 而我乃 日本 之產、 叉 非陳良 去楚。 而北悅 周 孔之道 也、 然不獲 厥 中華 之 魯奈公 (？ い。 再三 辭、 1^ 得已而 

諾之。 以 應平實 於說、 他日 有 荆舒、 而我 之以膺 者、 予 如何 哉。 雖文不 美、 蓋 口耳 也、 所 (？〕 不茶 難、 而須 次第 之 

SM。 且息 菴師乃 大宗 匠、 而道價 超 倫 之 人 也、 以至 □ 自脫 俗。 師招公 後、. 錫飛寰 海、 學歷 名山。 以之繽 達磨 口 後 之 


燈、 以之契 吾 祖不傳 r.- 旨。 ；止徧 兼擧、 兮、 惟自 縱橫。 黑白未 分 也、 許 誰 得. 妙。 由是論 之、 師平昔 梳風鎪 月、 ^玉淘 

金。 乃 其 綾餘耳 (？ぃ、 何 奇特 焉。 師 平日 貴 乎 漏落爲 道。 而 自在 不^:。 凡游戲 三昧、 而縱放 取捨、 隨流 穩當。 雖不拘 

於 文字、 而亦 不惰於 偏枯。 然所居 之處、 存亡 進 返。 而不乖 於 其 時、 义非 得失 而動於 其 心 也。 iiii 我 离松 大宗 師去 

後.、 天下 禪林而 道 風 鼓舞。 ニ嚴獲 者、 惟師 也。 於 是師之 生 世、 幼而至 於壯、 壯而至 於老、 皆 道 時 盛、 而得遂 共 

志。 以至嗣 嫡古巖 大和 尙、 而 天下 禪老、 誰 能 93 於 其 右 乎。 主 於 靈巖、 FK 下名 刹、 誰 聞 而不仰 其 風歟。 終 於 少林、 天 

下宗 風、 誰 敢不偃 於 其 草 敷。 今 分 塔 於 鼓 靈巖、 可 謂 至矣。 廣矣而 甲、 終焉 之 計矣。 吁雖我 拙、 而弗敢 作 之 文。 故盥 

滌焚 香、 稽首 輟染、 短 翰 繋 之銘。 銘曰、 

新 璺一 曲 星阔追 尊-格外 玄旨 罕逢知 音 雪， 間 出 續焰 少林 五 乳峯下 鳳 翔龍吟 

遞 代相繼 以心 傳心 惟 息ぎ 師 輝 古騰今 吹 無孔笛 彈沒紘 琴 妙 旨 罔 互 暗 度 金 就 

四 尸 望 刹 接 物隨宜 擧唱宗 一 1^ 一  不 落ー囹 一時 末 後一 著 不勞佇 思 踏 翻 大海 趨 倒須彌 

劫 石可碎 泰華可 夷 師道 師德 萬 世不衰 

、• 

. 至 正 元年 仲冬 之 新復日 小 師覺宗 覺際 C90 覺遷 

覺彰 覺猷 覺楝等 立 石 淸亭石 匠張克 讓等鐫  ， 

先づ 文字の 誤脫、 異同 を撿査 して 見る。 

而深 造昆盧 □ 海 厥 後の 八 字 は、 少 碑に は 無い から、 對照 する 事が 出來 ぬが、 缺 字は藏 であらう。 風 龍 山 は 少に封 龍 山 

に 作る。 古 巖宗師 之 室の 宗師 Q 二字 は 少には 無い。 老師 は少に は古巖 とせられて ある。 ， 

遂 之の 遂は、 少に隨 に 作る。 至 治 年間 は、 少に 至洽ニ 年に 作る。 IM 率 五 載 は、 少には 住持 五 載に 作る。 

篙山 少林 寺 及. 3 東靈巖 寺に 於け る 元お Q 邵元 ！？み文 碑  二 四 一 


古賢の 足脉  二 四 二 

宰堵を 少には 塔頗に 作る。 堵婆を 一 は 上 Q 二 音 を 取リ、 他 は 下の 二 音 を 取れる ものである。 付于 は、 少には 付の 一 

字に 作る。 于の字 疑問 あれ ども、 明瞭に 于 である。 遺 係の 虔作舞 任意 乃 優 遊 は、 少には 廐 空 作 舞 任意 優 遊に 作って あ 

る。 遺 係 Q 上に 文字の 左右の あるの は、 如何と 思 はる. -が、 これ また 拓本の 文字に 疑問 Q 餘 地がない。 

第三 段 Q 息菴邵 元-の 關係 部分 は、 少林 寺 碑と 全く 異るを 以て、 その 缺字を 補 ふこと が 出来ぬ。 而 して 讀 みにくき 部 

分が ぁリ、 而も 缺 字が あるので、 文義 Q 不明な 個所が ある。 蓋、 邵 元の 學カは 最も こ Q 中に あら はれて 居り、 多く Q 嗣 

法 者の ある 中から、 特に 選ばれた 理由が、 最も こ Q 部分に 見られる が、 意義の 通 徹せぬ 部分 Q ある は 遺憾で ある。 

「泰山 志」 ひ 中には、 其の後に 附記が ある。 「日本 は宋の 時に あって、 屢々 僭 を 以て 通 貢した ので、 元 Q 世祖 0 至 元 

の 間、 嘗て 使 を 遣 はし、 國書を 持して 往 いて 來朝を 諷した が、 應ぜ ぬので、 之に 加 ふるに 兵 を 以てし、 師を 喪って 還 

る」 と ある。 これ は 言 ふまで 無く、 元寇の 事で ある。 次に 「成 宗 0 大德 三年、 儈寧 一山 を 遣 はし、 日本に 使した が、， 日 

本 遂に 至らす」 と ある。 これ は 一 山の 來朝、 歸化を 意味す るので ある。 次に r 史傳 0 記す る 所、 此に 止まる。 元の 世 を 

終る まで、 未だ 嘗て 日本 儈 9 釆る あらす。 大德 三年より 至 正 元年に 至る まで、 四十 三年、 この 印 元は、 或は 中華 0 釋敎 

の 盛 を 慕うて、 道を訪 はんが 爲に來 たので、 國 王の 使命 を 奉じた ので 無い。 然れ ども 旣に中 土に 駐 錫した 以上 は、 自ら 

必す 朝に 上聞した らうが、 史の 上に 書いて 無 いのは、 蓋し 國 典の 重きに 關せ ぬから、 記載に 登らぬ Q である。 印 元 住 Q 

山陰 道但州 正法禪 寺と は、 日本 Q 舊刹 である。 そ 0 中國 にある、 何の 刹 宇に 住せる を 知らす」 と ある。 こ P 記事に よれ 

ば、 元 代の 儈 侶の 往復に ついて、 中國の 史乘の 上に、 何の 記錄も 無い 事が 知られる。. 然るに 日本の 記錄 に據れ ば、 寧 一 

山の 來 朝の 年 (西暦  一 二 九九 年〕 に、 仁 恭の來 朝 あり、 子 * の 再 入朝 ぁリ、 また 弘會 の來朝 (一 三 〇 八 年〕 あり。 また 我が 

. 僭の 入 元せ る ものに は、 祖雄 (ニニ 0 六 年) あり、 友 梅 (ニニ 〇 七 年〕 あり、 居 中 (一ョ 〇 九 年〕 あり、 宗己、 元晦 (ニニ 一 


0 年) あり、 覺明 ( 一 三 一 1 年〕 あり、 大智 (ニニ 一 四 年〕 あり、 印 元 (ニニ 一 八 年) あり、 齊哲、 居 中、 本淨、 善 玖 ( 一 三 

一八 年〕 あり、 元 光、 圓旨、 可 什、 慧廣 (ニニ 二 〇 年 ：} あり、 道皎 (一三 ニニ 年) あり、 景印、 仁浩 (ニニ ニニ^い あり、 圓 

月 (ニニ  二 五 S あり、 契 聞、 妙 準 (ニニ  二 六 年) あ .os、 邵元 (ニニ  二 七： S あり、 士^  (ニニ  二八 年) あり、 等き々 で、 そ Q 

來 M る 頻繁であった。 

最後に 注意すべき は、 印 元で ある。， 印 元は 實に邵 元と 同年に. 1^ れ、 同じく 入 元した 人、 である。 然し 印 元の 入 元は、 我 

が 文 保 二 年 C  ニー 二八 年 ：} で、 そ Q 歸着 は嘉曆 元年 (ニー 三 六. 元 僧 淸拙澄 と共にした のであった。 邵 元は、 その 翌年 

C1 三 二 七 年) を 以て 入 元し、 我が 貞和 三年、 彼の 至 正 七 年 (一  一二 四 七 年〕 に歸 朝した 0 である。 同時の 人で、 殆ど 同名と 

もい ふべき 程に 類似して 居る が、 至 正 年間の 撰 文が、 印 元で 無い 事 は 明で ある。 「本朝 高僧 搏」 卷三 十二に、 相 州 g!::;^ 

寺 沙門 印元傳 を、 「古 先 和尙行 狀」、 「宋 學士 全集 補遺」、 r 釋氏 稽古 略續 集」、 r 延 寶傳燈 錄」、 「新 編 鎌 倉 志」、 「鎌 五山 

記」、 「五山 記考 異」、 「五山 歷代」 によって 傳 して 居る。 これに よれば、 入 元して、 天台 山の 無 先覩、 天 目 中 峰、 疏谷 

希 陵、 古林 淸茂、 東嶼德 海、 笑隱大 訴、 斷江覺 恩 等に 從 つた。 明の 學士 宋景濂 が、 印 元の 爲 めに 塔銘を 撰した と あるか 

ら、 名僧であった 事が 知られる。 また 邵元も 無 見 先 覩に從 つたが、 然し 中 峰に は 遇 はす、 その 塔を禮 したので あった。 

兩 人の 年齢 は 同じであった けれども、 入 元の 年 時の 相違 は、 その 從學 せる 人の 上に も あら はれて 居る ので ある。 ； g りに 

類似が 多い ので、 或は 一人が 二人と なった ので は 無い かと も 思 はれる が、 二人共に 立派な 傳記を 有する から、 決して： ゆ 

人 を 混じて はならぬ。 「泰山 志」 が 之 を 印 元と 誤讀 し、 而も 印 元と いふ 名儈が あるので、 後に 至らば、 とんだ^ 逮を來 

さぬ とも 限らぬ ので、 最後に 之 を. 追加した ので ある。 (昭和 三 年 九月 三十日) 

附記— 邵 元の 住持せ る 但州正 法 寺に ついて、 予は邵 元との 關 係から、 但 州の 正 法 寺 を 知らん として、 長^ 月に 1B1 つて 

篙山小 \ 林 寺 及. 5 1^ 靈巖 寺に 於け る 元 一代の 邵元撰 文 碑  二  gn 1 一 


古賢の 足跡  二 四 四 

心 を 用 ひた。 邵 元が 東 福 寺に ニ囘 住持した ので、 予は 多分 東 願 寺 c> 門 末で あらう と 思 ひ、 東蹈 寺に 就いて 之 を 尋ね 

たが、 同 寺の 末寺が、 但 州に 一個 寺 もない とい ふので、 遂に 何の 得る 所が 無かった。 初めて この 碑を發 現した 故榻 

本靖 博士 は、 但 馬に 就い， て 之 を 調べて、 正 法 寺 0 名 を 有する ものが 二 個 寺 あるが、 遂に 何の 得る 所 も 無い と 言って 

居た。 よって 但州 出身 0 下村壽 一氏に 諮って、 擲 土の， 方に 調査 を 依頼し、 細かき 報告 を 得て 幾分 か 手がかり を 得た 

ので あ-つた。 この 事が 地方 0 方々 にも 問題に なって 居た と 見え、 昭和 十七 年 十月の 「兵 庫 公論」 の 中に、 法 政大學 

敎授七 里重惠 氏の 報告が あり、 之に よって、 一層 明白の 度 を 加へ た。 同氏の 報告に よれば、 但 州に 正 法 寺の 名 を 有 

する も のが、 四 個 寺 ある。 朝 來郡中 川 村に 三 個 あり、 美 方 郡大庭 村に 一個 ある。 中 川 村の 三 個 寺 は、 いづれ も曹洞 

宗に屬 し、 今 は いづれ も 小 庵で ある。 大庭 村の もの は臨濟 宗に羼 し、 天 龍 寺の 門 末であって、 今 は 寺が なくして、 

畑に なりて 居り、 昔の 名殘 Q 五輪の塔 などが あるに 過ぎぬ。 近頃 その 附近に 小 庵 を 造って、 寺 を 復興して 居る とい 

ふ。 斯く但 州に 正 法 寺が 四 個まで あるが、 いづれ も 小 庵で、 鎌倉時代に 邵 元なる 名儈の 出た 事に ついて、 何等の 手 

がかり もな いが、 宗派の 上から 考 へて 來れ ば、 天 龍 寺の 門 末に 屬 する 大庭村 0 正 法 寺が、 之に 擬 せらるべき であら 

うと 思 ふ。 然し 之 を 確定すべき 證跡 は、 恐らく は 得られぬ であらう。 七虽氏 は、 この 大庭 村の 出身で ある 所から、 

一層 多く この 問題に 興味 を 有して S15 ら る-" ので ある。 (昭和 十七 年 十二月 十八 曰)  ， 
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佛 性 の 上より 觀 たる 佛 敎槪觀 


1 信念の 問題 

怫敎は 言 ふまで もな く、 怫陀 によって 開示せられ たもので、 之 を 信奉す る 何人も、 目的 を 怫陀に 置く 事 は當然 であ 

る。 怫陀 とい ふの は、 覺醒の 意義で、 長夜 Q 眠りから 目 ざめ て、 新しい 世界に 人り、 新しい 人生 を 生活す ると. S ふので 

ある。 然 らば 世の 何人で も、 その 怫陀 と爲り 得られよ うか。 今日、 斯る 問題 は、 提出し 得べき 意義 を 有せざる が 如くに 

思 はれる。 然し 三國に 亙る 高 德碩學 は、 この問題に81^して、 心血 を 注いで 研究し、 論議した のであった。 若し 怫敎 を以 

て， まなる 理論 ゃ學 問たら しむるならば、 斯る 問題 は 起り 得ない ので あるが、 苟 くも 生死 を 之に 託し、 これによ つての み 

解 脫救濟 が 得らる X とする 以上 は、 この 痛切な 問題が、 是非共 起らねば ならぬ 理由 を 有する ので ある。 退いて 自ら 反省 

すると、 この 問題の 有する 意義が、 あり- (V と 自己の 上に 痛感 せられる。 日本人 中、 一 人と して 教育勅語の 卒業 者を以 

て 自任す る 人 あり や。 今日、 社 會の缺 陷を稱 へ、 人生の 矛盾 を 指摘し、 之 を破壞 し、 之 を 再建 せんと 狂奔し、 之に 全心 

を 投じて 居る 人が、 至る所に 充満して 居る。 然し 一歩 返いて、 自己の 内面 を 反省す る 時 は、 眞の 意味に 於. S て、 自己 そ 

の ものに、 萬の 道德 あり やとい ふに、 孝悌 忠信 等の 德 目の 中に 於いて、 その 一 つ だ も、 恐らく は 理想 通りに は赏 行が 出 

佛 性の 上より 觀 たる 佛 敎槪觀  二 四 七 


佛 性-問題  二 四 八 

來て 居らぬ を 痛感す るで あらう。.' 道德 Q 理想 を 有せぬならば、 そ は 別問題で あるが、 苟 くも 多少の 理想が ある 以上 は、 

自己の 矛盾に 氣 付かぬ も 0 は あるまい。 理想 は當然 煩悶 を將來 し、 煩悶 は 自己 を 向上せ しむる 因緣 となる。 煩悶 は 人間 

Q 特權 であって、 煩悶が ある 所に、 一段 上の 統一に 進ま チには 止まぬ ので ある。 これ は 日常生活の 道德 について §E つた 

ので あるが、 怫敎 Q 期す る 所 は、 道德に 止まらす して、 生死 を解脫 せんとす るに ある。 生死 中に ありながら、 生死に 拘 

束せられ ぬ 生活に 安住 せんとす るに ある。 斯る 大きな 目的 を懷 抱して、 さて 日常 ル土活 Q 自己 を 反省す ると、 目前 Q 人間 

生活の 道德 Q 1 項目す らも、 自己 を 溝 足せし むる 程に 實 行して 無い とい ふ 自覺が 起る。 當然、 こ.. -に 自分 は 成怫し 得ら 

る- -ゃ 否やと いふ、 痛切な 問題が 起って 來 ねばなら ぬので ある。 この 問題が 起って こそ、 信念 も 動く ので ある。 內に成 

佛し 得られぬ 惱 みが ある、 而も 成怫 せす に は 止まぬ 耍 求が ある。 そこに 湧 然として 起る のが 信念であって、 或は 「弗 法 

Q 大海に は 信 を 以て 能 入と す」 とい ひ、 或は 「信 は 道の 元 功德の 母」 とい ふの は、 これで ある。 こ- 1 に 至って、 佛陀た 

り 得らる- -ゃ 否やと いふ 事が、 始めて 眞摯な 問題で ある 事に、 思 ひ 至る ので あらう。  - 

二 一  闡提の 問題 

今更の 事で あるが、 人に は 向上 性と 向 下 性と が、 常に 竝び 動いて、 結えす 自己 を 分裂せ しめて 居る。 これが 向上 Cs 機 

を 含む 煩悶で ある。 現代 は、 向上で あらう が、 向 下で あらう が、 そ は 問題で 無く、 大に 動く 事が 重要視せられ、 方向 を 

問 はす、 强 いのが 善い 樣に思 はる ム から、 斯る事 を 言 ふ 時には、 天上界の 事で あるか Q 如き 感を 以て 迎 へらる. 1 や も 知 

れぬ。 そ は 上下の 價値を 無にした 話で ある。 古 Q 聖賢が 向上の 一 路に 身心 を 投じ、 これが 爲に 生死した 事に 一 念 思 ひ 至 

る 時 は、 駑 馬に 鞭って 遠大な 理想 を 立てす に は 居られぬ ので ある。 古人が 道心. 人心と. S ひ、 佛性 • 地獄 生と. S つて 居 


、 るの は、 こ QS! 上 性 ，！？ 下 性 を 言 ふ Q である" 道心 • 人心と いっても、 心が 二つ あるので は 無い。 怫性. 地款 性と 云つ 

て も、 性が 二つ あるので はない。 心 は 一 つで あ../ 性 は 一つであって も、. そ Q 方向に よって 上下 0 區別 がっくの であ 

る。. 之 を 他の 語で いふなら ば、 一如と 對立 とで ある。 立が ある 以上 は、 如何にしても 煩悶が 絕 えぬ、 それが 撒糜 せら 

れて 一如と なる 所に、 人生 世界の 意味が 一 變 する。 これが 佛敎の 期す る 所であって、 立 を撤廢 して、 一如と ならしむ 

る 所に 怫敎が ある。 口で は 容易に 言 ふが、 無始 以來 Q 習性で ある 對 立が 取り去らる.., 事 は、 客 易の 事で 無い。 佛敎が 無 

明と いふの は、 一如た るべき 所に、 對立を 見る Q を 言 ふので ある。 怫性 Q 開顯 は、 この 無明の 自己 を自覺 して、 對立か 

ら 一 如に 入る、 これが 明と 富 はる \ の である。 怫 性の 問題 は.、 ； J こに 起る C 怫 性が 如赏 に赏 現したならば、 對 立が 無く 

なる から、 こ- -に は怫 性の 名 も 地獄 性の 名も無い 事と なる けれども、 入門と して は、 地獄 性に 對 する 怫牲 として、 生き 

た 問題と なって 來る. Q である。 

さて 佛 性なる ものが、 何人に も本來 具有 せらる. 1 とい ふ考へ は、 今日 何人に も當 然と 思 はるる であらう。 そ は 佛性を 

、：^ て. 理性と する からで あるが、 然し 同じ 怫敎 であっても、 怫性を この 理性の 意義と せす に、 他の 意味 を與 へる も Q が あ 

る。 それ は理佛 性に 對 する 行佛性 である。 そこで 佛性 問題が 鎮る 複雜を 極む る も Q となった Q である。 大 乘佛敎 である 

以上 は、 いづれ も 理佛性 Q 本 具 をい はぬ はない。 この 佛性を 本 具しながら、 而も 何人で も佛陀 たり 得らる.. や 否やの 大 

問題が起.=^、 行佛性 を强く 主張す る も Q あるに 至った の は、 また 相當 0 理由が ある 事 を 看取せ ねばならぬ。 

釋尊 は、 自分 一人の み佛陀 たりと は考 へられ もせす、 隨 つて 言 はれ もせぬ。 如何なる も Q も、 同樣 に佛陀 たり 得べき 

基礎の 上に 立って、 四姓 平等の 門戶を 開かれた Q であ、 つた。 弟子 もまた、 何人で も釋 尊と 同樣の 境地に 到り 得る ものと 

して、 等しく 釋 尊の 宏 量の 中に 身 を 託した のであった。 斯くて、 釋 尊の 在世中に あって は、 怫性 問題な ど は 起ら なかつ 

佛 性の 上より 觀 たる 佛 敎槪觀  ，  二 四. ：- 


佛性 問題  11 五 〇 

たので ある。 佛 滅度の 後、 111 六 百年た つて、 敎界 中に 物質主義が 大に践 層して、 現寶の 世界に のみ 執着す る ものが、 到 

る 所に 現 はれる 樣 になった。 斯る もの- - 向上すべき 理由が 無い、 所謂 緣 なき 衆生で ある。 斯る もの は、 本 具の 佛 性が あ 

つても、 それ を燒き 亡ぼした ので あるから、 到底 向上の 時期が 無い と 見られた。 況 んゃ斯 0 如き 徒輩が、 向上の - 

身心 を 投ぜる もの を 目して、 非佛敎 徒と 呼ぶ 檬 になった ので あるから、 眞 Q 佛徒 は、 彼の 物質主義. 現實 主義の もの 

を、 一 閬提と 名 づけて、 之 を 排斥す る檬 になった。 是に 至って 佛性 問題 は、 生命 ある ものと なった ので ある。 卽ち この 

一間 提に對 して、 一方で は、 彼等 は 到底 向上すべき 器で 無い と 言った が、 他方で は、 また、 彼等 とても、 佛 敎の大 精； & 

から 除外 せらる. t もので はない と tE つたので ある。 然 らば 兩穩の 間の 思想の 關係を 如何にすべき であらう か。 單に之 を 

1 閬提 とい ふ 一類に 限って なくて、 人性 一般の ものと して 見る 時に、 こ Q 問題 はやが て 自己の 問題と なるべき 理由 を 

有する Q である。 到底 向上すべからざる もの も あると 見る 思想と、 如何なる もの も 畢竟 は 向上すべき であると 見る a5 想 

とが、 長く 穀 立して 發達 したの は、 簞 なる 教理 上の 問題で 無ぐ て、 そ Q 根抵に は、 やがて 自己の 問題が 含有せられ. て 居 

るから、 生きく した 力 を 含んで 居た ものと 見て よい。 適切に 言 ふなら ば、 自分々々 の 心性 中には、 向上すべからざる 

性能と、 向上せ すん ば 止まざる 性能と が、 ：3 び 含まれて 居る Q である。 

三 理想 世界と 事實 世界  ， 

小 乘怫敎 0> 中には、 大衆 部と 上座 部との 二 派が ある。 大衆 部 は、 心 淨說を 取リ、 上座 部 は 心 不淨說 を 取った。 淨と 下 

淨とは 心性の 兩面 であるから、 是等兩 派 は 各 心性の 一 方面 を 強調した Q であると 見られる。 心 淨と言 ふ 時には、 一切の 

不淨は 客 塵と なり、 心不猙 とい ふ 時には、 一切の 對 立は緣 成と なる。 蓋し 理想に 立つ か、 事實に 立つ かの 相違から 來ヒ 


もので あらう。 事實は 如何に あらう とも、 吾人 は 光明の 世界 を 理想と する。 こ" --に 心 淨說の 根據が ある。 又、 理想 は 如 

何に あらう とも、 吾人 は 葛藤の 入 生に 彷徨す る。 こ- -に心 不淨說 の 根據が ある。 心淨說 は、 理想の 耍求 原理に 立つ。 心 

不淨說 は、 事 實の說 明 原理に 立つ。 理想の 要求 原理に 立つ 時 は、 事 實界が 迷妄と なる。 こ X に 客 塵說が 起る。 の說 

明 原理に 立つ 時 は、 葛藤の 人生 は 然るべき 緣起を 有する。 こ. -に緣 成說が 起る。 

この 兩 思想 は、 人生に 兩 面が ある 以上 は、 よし 形式が？ K つても、 常に 相對 して 流る 潮流 を爲 さねば ならぬ。 それ 

が 次第に 進展して、 大乘 佛敎に 至れば、 I 方に は 三界 唯 心の 偉大な 思想と なり、 他方に は 萬 法 唯識の 整然たる 組織と な 

つた。 卽ち如 來藏說 と阿賴 耶識說 とで ある。 如 來藏と は 怫性眞 如の 事で あるが、 怫性も 後に は 多 含の 意義、 を 有する 事と 

なり、 露 如 もまた 然り であるから、 如來 藏 とい ふが 適當 である。 三界 を歸融 して、 全 一 の ものたら しめたの が、 如來藏 

である。 敢て 差別 相 を 無くす るので はない、 差別 相の ま. - にして 立觀 から 解脫 する 時 は、 これ を 三界 一 心の 如 來藏と 

言 ふべき である。 阿頼耶 識とは 自己の 本質であって、 まだ 何とも 色 づ けられぬ が、 混沌と した、 遲 鈍な、 然し 流れて 巳 

まぬ 或る ものである。 その 中には 一切の 種子 を含藏 して、 流る. --と 同時に、 事實の 世界 を 展開す るので ある。 種 乎と 

は、 すべての 經 験の 印象で ある。 一切の 人 は、 各個 その 經験を 異にする から、 rM: 含 せらる. - 種子 は、 各人 悉く 異ら ねば 

ならぬ。 中には 美しき 經驗を 積んで 居る もの も あるが、 中には 何等 向上 的 經験を 積まぬ もの も ある。 左檨に 見ねば、 變 

化雜 多の 寧實 世界が、 理解 せられぬ。 

斯くて 兩 思想の 赴く 所、 こ X に 一方 は 悉有怫 性 •， 一 切 皆 成の 雄大な 一 乘怫敎 となり、 他方 は 五 性 各 別 • 一 分不 成の 緩 

密な三 乘怫敎 となった。 兩者 共に 然るべき 理由が ある。 怫敎の 根本 精神から いふ 時 は、 當然、 悉有皆 成 S 想と ならねば 

ならぬ が、 然し 事實 世界 は、 左檬に 容易に 安價な 理想の みに 走る を 許さぬ。 須 らく 變化雜 多の 人生に 眼 を 放って、 如何 

佛性ゃ 上より 觀 たる 佛 敎概觀  二  }d 一 


银 性問蘧  二 五 二 

にして 斯る 事實が 結果し たかを 考究して、 之 を 各自 0 自 覺に訴 へねば ならぬ。 こ- 1 に 唯識說 の强き 力が ある。 何 は 鬼 も 

あれ、 世界 Q 萬 象 を 還元して、 之 を 識に牧 めた 思想の 力に は、 何人も 驚異すべき ものが ある。 之を識 に-還元 したの は、 

物質の 束縛から 解脫 せんと Q 耍 求からで ある。 單に 思想 せんが 爲の もので はなく、 唯識 そのもの を 生活 せんが 爲 であつ 

た。 

四眞 如の 題 

1 乘佛敎 と 三 乘怫敎 との 對立 は、 要するに 理想主義と 實行 主義との 對立 である。 或は 之 を 先天 說. と 經驗說 の ュと 

言っても よい。 一方 は本來 一切に 具有 せらる.. -眞 如怫性 を强く 主張す るので あり、 他方 は 過去の i! 上經驗 たる 無 漏 種子 

の 上から、 これ ある もの も あり、 叉 これな きも Q も ありと て、 五 性 各 別 を强く 主張す るので ある。 眞如佛 性に 立つ 時 は 

其の 力 用に よって、 一切 を 皆 成なら しめ すん ば 止まぬ が、 無 湄 種子に 立つ 時 は、 其の 有無に よって、 一分の 不成 ある を 

免れぬ 事と なる。 一は 本覺 Q 上に 立つ ので あり、 他 は 始覺の 上に 立つ ので ある。 旣 に始覺 があるなら、 結局 は 本覺と 一 

致す るに 至る だら うが、 然し 世に は 何等 向上心な きもの も ある。 つまり 始覺 0 到底 あら はれぬ も Q も ある。 これ を 如何 

に 見て よいだら うか。 こ- 1 に兩 思想の 交渉が あり、 こ.. t に與味 ある 種々 の 思想が 展開され たのであった。 耍 する にお 具 如 

理性が 一切に 具有 せらる-" とい ふ 事 は、 兩 者に 共通す；：^ 思想で あり、 而し てまた 向上 0 經驗が 無くて は、、 到底 解 脫の域 

に 至れぬ とい ふ 事 も、， 兩 者の 等しく 主張す る 所で ある。 而も 斯 くの 如く 兩 思想が 分れて、 三國に 亙って、 研究せられ、. 

論議 せられた 所以の もの は、 何故で あらう か。 それに は、 前々 より 繰返して. S ふ 如く、 人性の 兩 面に 立脚す る 相違に 出 

發 して、 而 して それから 種々 の 問題に 於いて 相違 ある を 來す桌 となった ので ある。 その 相違の 道大 なる 一 つ は、 兩 者の 


理性 眞如觀 の 相違で ある。 三乘 家でば、 理性 眞如を 平等に 具有す る 事 は、 素より 當然 であるが、 これの有無は何等^^!!^ 

0 上の 相違 を來 さぬ。 吾人の 向上して、 遂に 解脫 0 目的 を 達する 事 は、 M に 向上 努力の 赏行經 験に 待たねば ならぬ。 こ 

. の 經験 のない ものに は、 如何に 理性 眞 如が あっても、 向上し 得べき でない。 經驗 はやが て識 中に その 痕跡 を殘 す。 之 を 

無 漏 種子と いふ。 この種 子の 有無 を 沙汰すべき である。 草木に も 共通す る 理性 眞如を 云々 する も、 何の 甲斐が あらう と 

いふ。 之に 反して、 ー乘 家で は、 理性 眞如は 左檬な 無力な も-のでない。 吾人が 向上の 憧憬 を 起し、 現在の 桌赏 世界に 満 

足す る 事の 出來 ぬの は、 本來 具有す る眞 如が、 心の奥から 吾人 を 鼓舞して 巳まぬ 爲 である。 眞如， に は K. 變の 一面が ある 

と共に、 隨緣の 他面が ある。 向上の 經 験が 無い ものが、 向上し 得らるべき でない 蔡 は當然 である けれども、 永遠に 向上 

の 出来ぬ 害がない。 苟 くも 眞如を 本 具す る 以上 は、 いっか は 向上の 憧憬 心 を 起さで は 止まぬ。 露 如に は 本 來のカ 用が あ 

る。 現今 こそ 隨緣 して 流轉め 生活に 沈淪 して 居る が、 他日 必 すまた 隨緣 して 還 減の 道に 向 はねば 止まぬ Q は、 ni^ 如の 本 

來 Q 力 用で ある。 一時的の 世界に Q み 眼 を 向けす に、 須 らく 永遠に 世界に 眼 を 開くべし とい ふので あ， る。 

この 兩 思想 は、 當然 種子 Q 轉 化し 得べき か 否かの 問題 を 伴 ふ。 三乗 家で は 種子 は變ら ぬ。 有 漏 は 畢竟 有. 1 に 止まり、 

無 漏 は 結局 無 漏で あるから、 一個 Q 無. 1 種子 だ も 無. S もの は、 永遠の 沈淪で 無け ねばならぬ， とい ふ。 一 乘家 は、 之に 反 

して、 いくら 現在 は 有 漏 種子の みで あっても、 之に 向上の 刺戟 を與 へて 止ます ば、 遂に それが 轉 じて 無 漏と なり 得べ し 

と， S ふ Q である。 

斯くて 兩 思想 は、 せ パに眞 如 Q 普遍 を 認め、 實修の 必要 をカ說 する に關 はらす、 遂に その 說を 分った ので あるが、 その 

5 づれに も 理由が あ る と 言 はねば なら ぬ- 

佛 性の 上よ リ觀 たる 佛敎 概觀  二 五一 一一 


五 無明の 自己に 目覺 めよ 

、 以上の 如く、 大乘怫 敎の怫 *i 說に、 ニ大 派が ある。 之 を 本覺系 • 始覺 系と 名 づけても よいが、 一層 適切に いはや. -、 先 

天 系. 經驗系 といった 方が よいだら う。 卽 ち解脫 の根據 を、 先天 本. 具の 如 來藏に 求む る ものと、 阿 賴耶識 中に 藏 せらる 

一 る 經驗修 生の 無 漏 種子に 求む る ものと である。 一切の 大乘 怫敎 0 佛性說 は、 是等兩 系 Q いづれ かに 腸せ しめてよ い。 

. 眞如如 來藏に 立つ 一 乘怫敎 の 代表的な もの は、 天台宗で あるが、 三論 宗も、 殆ど 同一 の 態度 を 持した。 而 して、 兩系 

を 認容し つ. X、 而も 巧に 之 を 調和せ しめた も Q は、 華嚴宗 であった？ 華厳宗に て は、 五 性 各 別の 事實を 認める。 然し 之 

を橫に 見す して、 縱 になが めた。 撗に 見ぬ とい ふ は、 相互 Q 人間 中に 五 性の 根 違 ありと 見ない 0 である。 然 らば 如何に 

五 性 を 認めた かとい ふに、 之 を 一人の 上に ながめて、 時間 的の 相違と 爲 したので ある。 卽ち或 時には 無 漏 種子の 無い 時 

が あるが、 然し n 具 如の 內薰 力に よって、 次第に 向上の 刺戟 を與 へて、 有 漏 を漸々 に轉 化して 無 漏なら しむる 時に、 次第 

に 純 熟して、 遂に は成佛 する 時が 出 來る樣 になる とい ふので あるから、 之 は 時間 的に 五 性 を 見た ので ある。 如何にも 巧 

に兩 思想 を 調和した もので、 それが また 吾人の 實際 生活に 適合す るので ある、 禪宗 は、 いふまで もな く 如 來藏を 以て ヽ 

その 根 本義と する。 この 宗は、 五 性 だ 0 1 性 だの- - 論議 はせ ぬが、 I 切 を すべてて 心 海中の 波瀾と 見る から、 當然 先天 

派で ある。 然し 禪宗の 歷史を 見れば、 當 初から 左様であった Q でない。 かの 南宗 は、 前述の 先天 派で あるが、 北宗 は、 

先天の 基礎 は 認めつ. -も、 猶 寶修， を 極めて 强く 主張して、 時々 勤めて 拂 拭せ よと 敎 へた。 卽ち 桌實 的の 妄 心の 上に、 大 

なる 注意 を拂 つたので ある。 如何に 先天的 基礎 を 認めても、 この 事赏 的の 妄を 自覺し 反省せ ぬ 限り は、 野 狐 禪に陷 る を 

免れぬ から、 そこ は大に 注意せ ねばなら ぬので ある。、 密敎 も、 また 同じく この ー乘 系に 屬 する。 然し 胎藏界 は 華厳宗の 


如來藏 思想 を 承け て 居る が、 金^界 は 唯 識宗の 四 智說を 承け て 居る むで、 無 漏 種子と いふ 事 を 富 ふ。 然し 密敎の 立 胸 地 

は、 如來藏 原理で 徹底す る 方が、 その 大日 法身 思想に、 最も 能く 適當 する 檬に思 はれる。 日蓮 宗は、 天台宗の 後 を 承け 

て 居る から、 これ また ー乘 思想 • 如 來藏 原理の 上に 立ち、 下種が 成熟して 遂に 得脫 する 0 順序に よって、 成佛 する をい 

ふ。 下種 を喧 ましく いふ 所に、 宗敎 的の 色彩が 看取 せられる。 

始覺說 に 立ち、 經験を 必須と する 點に 於いて、 三乘 家と 共通の 立場に ある もの は、 律宗ゃ 淨土宗 であらう。 それ は單 

に事實 の 自己に 主眼 を 置く とい ふ點 で、 三乘 家と 共通 するとい ふので、 そ Q 內容 は異 る。 いづれ も 無 漏 種子 だの、 五 性 

各 別 だ 0 を 言 ふ 事 は 無い。 唯 この 妄 心の 爲に絕 えす 惱む 自己 を內觀 する 上に 於いて、 立場が 同じと いふので ある。 中に 

於いて、 淨土宗 は、 千 差 萬 別の 人間 事實を 飽くまで つ ，5 る。 而 して これら は、 悉く 自己の 力で 得脫し 得ぬ 無力 Q もの 

と 見る。 然し 怫 願の 力に よって、 一歩 を 進 むれば 怫願を 信 やる 事に よって、 五乘 は五乘 のま." にして、 悉く 彼岸 0 人と 

なる 事が 出來 ると 富 ふ。 この 點に 於て 矢張り 一 乘怫敎 である。 華厳宗 は 教理の 上に 於. S て、 兩系 Q 思想 を 調和した が、 

淨土宗 は 信仰に よって 兩者 をき はめて よく 調和した。 淨土敎 よりい ふ 時 は、 吾人 人間 は 千 差 萬 別で あるが、 然し いづれ 

も 出 離の 緣 ある こ， となき 底 下の 凡夫で ある。 卽ち 無性 有情の 自覺に 立つ ので ある。 無性 有情なる を 凰に 自覺 して、 仰い 

で佛 願に 一身 を 託する 時に、 如何なる もので あっても、 一 轉 して 得脫疑 ひなし の 境地に 入る Q であるから、 五 性 各 別の 

ま X にして、 而も 一 性 皆 成が 成立す る 事と t るので ある。 

耍す るに、 人心に は 向上 向 下 Q 兩 性が： H 存 して 居る から、 いづれ か Q 1 方に 立脚す る 時に、 その 思想が 異り、 隨 つて 

態度 も異る 事と なる が、 苟 くも 露に 解脫 せんと いふ 大顧を 有する 時には、 何としても 是等兩 性が 絕 えす 矛盾 乖離して を 

る 事 賞に 當 面せねば ならぬ と 思 ふ。 是に 至って 如何に 一 乘怫敎 でも、 單に その 1 面の み を 見て、 安價な 向上の 氣 分に ひ 

佛性， の 上よ リ觀 たる 佛敎 槪觀  •  一一  五. £  . 


1 ^  as- 題  二  3  - ハ 

たって は、 i£QI に陷. るに I ない。 退いて 反省 を 加へ て、 無明の 自己に I めて こそ、 初めて 光明の 境地に 入 

る 事が 出来よう。 議 的に いふ 時 は、 無 有 出 I 緣の I に 泣いて こそ、 初めてず I の 中に 遊ぶ 事が 出來 ようと 思 

,  (昭和 六 年 十月) 
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佛性 論諍槪 


1 佛 性に 關 する 兩 系の 思想 

理 uru」uf  rf いふ。 この 本性が、 如何なる も 0 にも 具有 せらるべき は、 自明 Qf 如く なれ ど、 長き 佛 敎敎 

？繁 雜な 還 を 伴 ひ、 その 桑に つきて、 佛敎學 者を| せしめた も 0 少なくない。 H 

U:、r1r は、 今古 I じくす る 所、 蓋し if  I は、 妻 問題に|を發 して； 1 第 

； 人れ PT:r たも？ 要するに。 一 f き、 lli 立で ある。 

否や まる。 斯くて 怫 g 有無 lit する 時 は、 ii 1サ£ 

說ま分 t 性き s.f  I。 而 して、 そ S 性 S 義 S して、 f  &if する か、 ^in^>^, 

" ；  i?? 量った。 靈霧：" む 性：：：： r  ：: 

？  行 佛性は 無 I 子と まれる。 眞如 は 吾人の 心識を包 含す る も、 駕擎は I 中に 

5 ら るる も Q に 外ならぬ。 理性 眞如 Q 一切に 遍通 する は、 0a ま ヒロき 里き 

くき/す、. 5- に .t.  fRJ^r  Jiupt る朋 また 如何に 理性 ありと も、 これ を 發す 

へ き實修 なくば、 成佛 する を 得すと ハ ふ も、 I5^DP,-  /.-f^^  ^  I  -  II  S4 

E  , き  兩 派の 認 むる tH, て あるから、 問題 は、 理性 露 如 0 有無に あらす、 又、 I 

顿性論 靜槪說 


佛性 問題  二 五八 

なきもの を 許容す るに あらす して、 一切に 無 漏 種子 あり や 否やと いふに ある。 一 歩 を 進む る 時 は、 斯る 意味の 無 漏 種子 

なる も Q は、 栗して 理論 上 許容 せらるべき ものな り や 否やに ある。 

元來、 佛 性の 問題 は、 之 を 先天的 (性 得) の ものと する か、 後天的 (修得) の ものと する かにより て、 雨說を 分つ 

た。 性 得 論者 は、 之 を 一 切に 悉有 なりと し、 修得 論者 は 有無 不定と した。 怫性論 諍 は、 性 得の もの か 修得の もの かの 問 

題に 始 つた。 而 して、 之 を 性 得の ものと する も、 實修 あら はれて 後に、 始めて その 存在 を 知る もので、 實修 なき 時 は、 

その 限りに 於いて 結局 無性に 外ならぬから、 如何に 性 得 論者と 雖も、 之 を實修 に條件 づけた る は 言 ふまで もない。 た，. - 

永遠に 無性な りと. いはざる のみで ある。 斯 くして、 雨 者 共に 實修を 必須と する 點に 於いて 一致す るが、 唯 之 を實修 のみ 

に， 求む るか、、 叉實修 Q 基礎と して ひ 先天性 を 求む るかに 於いて？ 說を 分った。 性 得 • 修得 兩 派の對 立 は、 蓋し 理想に 立 

つか、 事實に 立つ かの 相違で、 そ 0 立脚地 を 異にする 所、 次第に 二つの 潮流 を 分った。 而 して 修得 論者 も、 その 實修 Q 

根據を 求む るに 及んで、 何等かの 意味に 於いて、 先天的 Q もの を 認め すん ば、 その 怫性說 を 成立す る を 得ぬ に 至りて、 

本 有無 漏 種子 を 立て、 さて この 本 有無 漏 種子なる も Q は、 一切に 具有 せらる. -ゃ 否やに 至りて、 怫敎學 界の大 問題と な 

つた Q である。 小 乘怫敎 は 佛性を 11 め や、 といぶ が 如き： 示. ま 的 Q 問題 は、 こ， -に之 を 除外す る。 大乗 佛敎 ょリ いふ 時 

は、 小 乘佛敎 は、 た、. -佛 一 人に のみ 佛性 を認 むる も、 他 Q 1 切に は 之 を 許さす、 而も 怫に のみ 認 むる 佛性 も、 大佛 性に 

あらす とい ふの は、 もと 菩薩 怫敎 より， せる 羅漢 佛敎觀 である。 こ Q 貶黜觀 は、 菩薩 佛敎の 間に 絕ぇ， チ行 はれ、 小 乘佛敎 

の 終局と する 阿羅漢 は、 寂滅に 歸 して、 大 菩提の 性な しとて、 趣 寂 二 乘に怫 性 あり や 否や、 囘 心し 得べき や 否やの 大問 

題 を 伴った が、 今 は怫性 を廣義 に解釋 して、 向上 解脫の 意味と し、 畢竟 無性 Q みを當 面の 問題， として、 この 論議 を 進む 

る 事と する。  . 


一一 問題の 所在 

無怫 性の もの を、 一 閬提 とい ふ。 一間 提の 意義に 種々 あるが、 佛性論 諍の 題目と なれる も Q は、 中に 於いて 誹謗 大乘 

の ものである。 之 を 無性と いふ Q は、 發心 修行の 可能性な きが 爲 であるから、 察赏 上より いへ る ものに 外ならぬ。 され 

ど、 斯の 如き ものに も、 猶 理性 ある を 以て、 他日 發心 修行す るに 至れば、 有性と いはるべき を 以て、 一問 提 思想 は佛性 

問題 を 喚起せ る機緣 となった が、 怫性 問題 はこ. -に 終局せ ぬ。 ー閥提 たるの 理由 を 求めて、 無 潟 種子の なきに 到 せる 

所に、 怫性 問題 は 深刻 を 加へ た。 蓋し 有 漏 種子より 無 漏の 築 を 起すべき なく、 有：！ の は 無 .1- 種子より 來 るべき なき 

は、 理 の當然 である。 ー閬提 Q 如き 純 有 漏 Q ものに、 如何にして 無 漏 種子 Q 存在 を 許し 得べき か。 斯くて、 一分 無性 論 

者 は、 發心 修行な き 根源 を 究めて、 之 を 無 漏 種子の 無に 求めた。 一切 悉有 論者 は、 眞如 理性の 遍在より、 之に La^ 對 すれ 

ど、 有；！ と 無 漏との 限界 を嚴 守す る 一 分 無性 論者 は、 徹底して 之に 反對 して、 無 漏 種子の 有無. によって、 一 分 有性 • 一 

分 無性 を 分った。 斯る 意義の 無性 を、 畢竟 無性 又は 無性 有情と いふ。 無性 有情 こそ は、 怫性 論難の 中心 問題であった。 

無性 有情 思想の 起因 は、 詳 謗大乘 Q 一間 提に 起り、 而 して 修得 思想に 根據 して、 發心 修行な きもの は、 羅$- 無性な りと 

論斷 せる ものである。 ； J の 無 漏 種子 を、 眞如 理性に 分ち て、 行怫 性と いふ。 されば 畢竟 無性 は、 行佛 性の 上より. S はる 

べき もので、 眞如 理性より する のでない。 

斯の 如く 問題の 所在 を 究め 來る時 は、 兩 系の 論 脈 は、 自ら 明瞭と な-る。 

一、 一切 悉有 論者 は、 理性の 平等に 立ちて、 この 理性 を 以て 親 因と し、 この 親 因の 存 する 以上 は、 一間 提と雖 も、 他 

日發心 修行す る 事 あるべし。 之 を 無性と いふ は、 唯 長年 月の 上より いふの み。 發心 修行の 緣な きを 以て、 無性と いふに 
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外ならぬ。 所謂 無緣の 衆生に して、 之 を 無 因と いふので ない。 

二、 一分 無性 論者 は、 理性の 平等 は認 むる も、 理性 は無爲 である。 發心 修行の 如き 有爲法 0 因た るべき でない。 發心 

修行の 有爲性 は、 之 を行怫 性， の 本 有無 漏 種子に 求めねば ならぬ。 この 無 漏 種子に、 或は 有る あり、 或は 無き あり、 一 閬 

提は、 畢竟 無性で ある。 理性 眞如 は、 或は 所緣緣 とい ふべ く、 或は 增上緣 とい ふべき も、 親 因と S へぬ。 親 因 は、 本 有 

種子に 求むべき を 以て、 無性 は、 無緣 たるの みならす、 無 因でなくて はならぬ。 

斯 Q 如くして、 世に 無 因 Q も 0! あり や 否やが、 佛性論 諍 Q 題目で ある。 無 因と は、 本 有無 漏の 種子な きおい ふので あ 

る。 

「華 嚴經」 が 一 たび 三界 唯 心の 旗幟 を 褐げて 後、 兩系 Q 思想が 分れた。 一 は 法界 を 以て 如來藏 とし、 法界の 萬 有を悉 

く 如 來藏の 表現と する 思想で ある。 他 は 心外 無法 を 提唱して、 一切 悉く 阿頼耶 識の變 現に 外なら 〔すと する 思想で ある。 

是に 於いて、 大乘 佛敎の 特^ は、 三界 唯 心、 又は 萬 法 唯識の g 幟に 集中した。 この 旗幟の 中に 育成 せられた 中に、 一切 

悉有說 と 一 分 無性 說とを 分った の は 不思議の 觀が ある。 論理の 歸着 する 所、 悉く 一  切 悉有說 となるべき 運命 を 有すべし 

と はる X に關ら す、 中に 斷 然として 一 分 無性 說を 主張した の は、 如何なる 理由に よった ので あるか。 蓋し@^智冥合と 

いひ、 主客 泯 亡と いひ、 隨緣 不變と いひ、 以て 有爲 と無爲 との 間に、 有 漏と 無 漏との 間に、 法相 を 混 清す るの は、 理論 

として 通 徹せる も Q にあら すとの 理由より、 其 Q 間に 峻別 を附 せんとした 事が、 怫性觀 に 及んだ も Q である。 之 を 終局 

觀に 持ち 來す時 は、 怫陀は 純 無 漏に して、 些 Q 有 漏 を 交へ す、 とい ふ 事と なる。 一 分 無性 論者の 思想 は、 この 點に 於， S 

て 性 惡不斷 思想と、 根本的に 異 るので ある。  . 


一一 I 印度の 經 論に 於け る 佛性說 

ji^* 提の 思想 は、 「涅槃 經」 に 於いて、 俄然と して 敎界 の大 問題と なった。 その 起因 は、 恐らく は、 怫敎界 に 於い 

て、 大乘 非怫說 論の 起った のに 激發 せられた ものなる ベく、 經は、 ー闌 提に對 する 態度 を、 初 後に 於いて 與 にして 居 

る。 蓋し 大乘經 典 中に 於いて、 一 閬提 思想の 最初 は、 「涅槃 經」 なるべし と 思 ふ。 「華厳 經」 •「 勝 *s」 に 於いても、 

「涅槃 經」 より 之 を 見る 時 は、 一分 無性 論者の 指摘す るが 如く、 ー閬提 とい はるべき もの を 有する けれども、^ 未だ そ 

の 名を與 へて ない。 卽ち 「華 嚴經」 卷第 五一 の 中には、 如来の 智慧 も、 無 爲の深 坑に墮 せる ニ乘 と、 壊 善根 非 器の 衆生 

との ニ處に 於いて、 生長し 利益す る 能 はざる をい ふ。 瓌 善根 非 器の 衆生と は、 一 閘提の 内容に 相當 する もので、 文の 當 

相より 見る 時 は、 無性なる に似て 居る。 さはれ、 經は之 を 一問 提と 名け す。 また 一 切に 如來の 智慧 を 具足せ しむる 經の 

大 精神より 見る 時 は、 た、  = ^發心 修行の 緣を 欠ける を 意味す るの みで、 怫 性の 因な しとい ふに あらざる 如くで ある。 ^-し 

て その後に、 「然も 亦 彼に 於いて 曾て 厭捨 なし」 の を 添へ て ある。 これ 非 器の 衆生 も、 また 他日 見佛聞 法の 緣 あらん 

を 示す ものである。 又、 「勝 髮經」 の 中に も、 三乘 に： a んで、 無 聞 iys の 衆生 を擧 ぐ。 これ また 一問 提 の.^ 容に 相當す 

る もの なれ ども、 經が 未だ； J の 名を與 へぬ より 見れば、 これ また 聞 法の 緣を缺 く 上より いへ る もので、 而 して 經 の如來 

藏の大 思想より 見る 時 は、 この 非 法の 衆^も； また 親 因 を 有する ものと 解す る を至當 としょう。 而 して r 涅 藥經」 に 至 

りて は、 一方に 一切衆生の 悉有怫 性 を 高潮し つ- 1、 他方に また 一 闞提の K. 成 を 主張した。 これ に 一問 提 思想の 初で あ 

る。 是に 於いて 悉有怫 性と 一 閬提 との 關係 にっきて、 經には 重々 の 問題 を 起し、 初 後に 於いて その 思想 を 異にして 居る。 

卽ち初 は 一 閬提の 無性 を 主張し、 後に は その 有性 を 認容して ある。 斯の 如くなる を 以て、 「涅槃 經」 は、 一 方に は 一 切 
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悉有 論者に 對 しても、 他方に は 一分 無性 論者に 對 しても、 共に その 證權 とせられ、 一分 無性 論者 は、 一切に 悉 有なる 佛 

性 は 理性に 外ならぬ、 理性 ある も 行 性な き は 何 0 功な しとして、 理性と 行 性との 間に 必然の 關 係を附 せぬ。 悉有 論者 

は、 行 性の 必須 は 勿論 之を認 むる も、 理性 ある 時 は 必す行 性 ありと て、 兩 者の 間に 必然の 關 係を認 む. る。 蓋し 經が 後に 

至りて 一 闌提 を成怫 せし むる 以上 は、 單に之 を 力 用な き 理性の みとす る. は、 當を 得た もので ない。 經中 示唆に 富む 語.？ 

が實に 多い。 或は 佛性 不斷 とい ひ、 或は 菩提心 は怫 性に あらす とい ひ、 或は 正 因 • 緣 因 を 共に 怫性 とし、 或は 佛 とー閭 

提 との 二人に、 倶に 有る 怫性 あり、 共に 無き 怫性 ありと いひ、 或は 一人 具 七、 七 人 各 一とい ひ、 以て 後の 怫性論 靜に對 

して、 無限の 材料 を 提供す る。 その 三種 Q 病 者を喩 として、 良 醫に遇 ふと 遇 はざる， とに 關 せす、 共に 瘡 えす とい ふが 如 

き は、 明白に  一 Si 提の不 成 をい ふが 如き も、 また 怫性を 定有定 無と する は、 共に 怫性を 謗るな りと いふ は、 特定の 無性 

を 否認す る ものである。. 特に 七 人 各 一は ノー  分 無性 論者に 對 して、 有力なる 材料なる も、 之に 竝 ベて 一人 具 七と いふ 

は- 一 切悉有 論者に 對 して、 有力なる 材料でなくて はならぬ。 是に於 S て か、 「涅槃 經」 は、 兩系 Q 論者に 尉して、 共 

に その 根據 とせられ、 そ Q 語句の 解釋の 上より、 大 V 佛性 論を發 達せし めた。 世 親の r 佛性 論」 に は、 小乘 分別 部 は 性 

得怫 性の 上に 立ちて、 一切に 悉有 なりと し、 有 部 は 修得 怫 性の 上に 立ちて、 定有 • 不定. 定 無の 三種 を 分ち、 ，ー 閬提を 

定無怫 性と せりと 傳 ふる。 分別 部 • 有 部の 對立 は、 「涅 獎經」 の 前な り や 後な り や を 明に せぬ が、 一 閣提を 無性と する 

も、 有性と する も、 共に 經の 中に 含有す る 思想で、 而 して 經は いづれ にも 解釋 せられ 得る， 餘裕 あるより 見れば、 恐らく 

はこの 判然たる 對立 は、 經 Q 後な らん かと 思 はる X。 いづれ にせよ、 「涅槃 經」 と 二部の 對 立と は、 多く Q 年月 を 隔て 

しものに あらざる ベく、 經の佛 性 思想 は、 有 部 的より 分別 部 的に 進める ものと 見る を 得べき である。 一 Si 提 思想が、 

rss 槃經」 に來 つて 勃興せ りと 見る 限りに 於いて は、 經と 二部との 關係 を、 新く 見る を正當 としょう。 


「瑜伽 論」 に 来って、 種に 本性 住と 習 所 成との 二種 を 分ち、 この種の 上より 有性 • 無性 を 分つ と 同時に、 他方に また 

眞如衝 子 をい ふ。.. その 本性 住 及び 習 所 成 種 は、 「涅槃 經」 の 正 因 及び 緣 因に 常るべく、 その 有 種 姓 • 無 種 姓 は、 「涅槃 

經」 の有怫 性と 一 閬提 とに 當 らう。 「瑜 伽」 が 無 種 姓の 內容を 解剖す るに 當 りて、 すべて 事赏の 上に つくに 徵 する 時 

は、 その 無 種 姓と いふ は、 主として 習 所 成 種の 上より いふ もの なれ ど、 また 無 種 姓の もの は、 一 切 一切 一 切 種 ありと い 

へど も、 決して 菩提 を 得すと いふが 如き 語.？ あるに 徵 する 時 は、 本性 住 種 を 有せざる 意と も 見ら る X。 斯くて 「瑜 伽」 

の 無性 は 犬に 研究 を 要する もので あり、 況んゃ 他方に 驚 如 種子 0 語 ある を やで ある。 予は論 を 以て、 兩樣に 解 釋し得 

べき 餘裕 ある ものと 思惟す， る。 然ら すん ば、 その後に r 攝論」 の 解 性 阿 黎耶の 思想、 r 怫性 論」 怫性ー 能說の 起れ る 

理由 を解釋 する を 得ぬ。 ，  . 

r 顯揚 論」 に 於いて は、 有性. 無性の 二種 を 分ち、 r 莊嚴 論」 に 於いて は、 無性の 中に 時- 邊 i 畢竟との 二種 を 分つ。 

是に 至りて、 畢竟 無性の 意義 明瞭なる を來 した。 畢竟 無性と は 無 因の 義 である。 

「楞 伽經」 の 中には、 明白に 五 性 を 分ち、 中に 無性の 一 閩提に 二種 を 分つ も、 共に 作佛 すべき をい ふから、 この 無性 

は、 名 は 無性 なれ ど、 畢竟 は 有性に 過ぎぬ。 この 五 性 悉く 有性の 思想 は、 必すゃ 五 性 各 別 思想の 後 を 承け て、 如 一 來藏の 

上に 立ちて 之を悉 有たら しめた もので あらう。 その後 「唯 識論」 を經 て、 「怫 地. 論」 に 至りて、 五 性 を 以て 本 有の 差別 

とし、 3 具 如を怫 性と する を 方便と し、 一 切悉 有の 一 切は少 分の 一 切なり とい ふ 新説 を 出し、 以て 五 性 各 別說を 徹底せ し 

めた。 是に 至りて、 五 性 は、 本 有の 種子の 差別に 因る 事と なった。 

以上の 叙述 は 甚だ 簡略に 過ぎて、 意 を盡し 難く、 從 つて 意味の K. 明なる もの ある けれども、 印度の 經 論に 關 する 叙述 

は- 之に 止む る 事と する。 以上の 記述 を 要略 すれば、 「華 嚴」 •「 勝 奮」 の 兩經に 於いて は、 無性 Q 豫備 思想 あれ ども、 
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佛性. i 「 if に， て、 |の| あら. はれ たれ ども， また 同經 中に 於いて 之 を 有性 

猶 未だ 判然たる 無性の 思想がない。 g 置」 に t  、， こ QI が 、王と して 佛 III しめた。 「I 經」 

とする もの ある を 以て、 その 佛性菅 對 修得 有無 II する。 II 

ifliik  <if"1.:"n 他 直 ひ、 ー分無性論 者 i 如き ものに 

lift 一  "無種姓" "r"』H:r ま、 「佛 擎「| 論」 .視 

あらざる が 如く、 若し If 倂有 するとせ は .It 「0" 「1」. 「唯？ r 佛地」 の I となれ りと 見る を 

經」 .「1 論」 等で、 S 無性 0 方面 I 承せ る も 01  一 ^  7 以て、 之が 有無 I する I 奮で な 

得よう。 もと 是れ怫 敎の根 本義に 關し、 而 せ；：、 如何なる 意 管 於いてすべき か。 以上の 經論 

K  t とせば 、、、如何 lil て ^ き r 內 tljf す ti いから、 一 11 

は、 悉く その響異 にし、 同 l^tr 個 rprll、  ii きが、 大體 

ill じ、 き 思想の 上より 有性." は""，； 至 t ま、 佛 I 者の 常に 材料 参る 所 なれば、 順序 上、 

. より I 時 は、 以上の 如き 系 f 爲す もの 紅ら れ；^  f*uw  一^き. 「無上 依」 の 兩經の 如き 重耍 なる ものが あるけ 

i. ュ。 -」 ど ナる 主耍な ものに I オ^ t^^」 一き 】 や- 

r:T 性 論 p_1i に 注 I るべ I は、 ili である。 

^ 中 韉の佛 性 論 諍、 道 生と. K 乘墓 

、、  ヒ きこ。 S 匪が、 印度より 將來 せる 「纖 經」 I 出す る 

や、 大本の 部分 譯な るに も^はら すそのき^ 祸拍ラ 


舰說 あらしめ た。 閬提 成佛ひ 思想 は、 經の 後部に 說 かる- i も、 法 顯の譯 出 は、 閩提不 成の 思想 を 有する 初 部の みで あつ 

た。 この 初 部に 對 して、 經 0 根 本義より、 閬提 成怫の 思想 を 引き出し 來 つたの は、 道 生の 修道に 裏づ けられた 論理の 力 

である。 時に 反對の 意見 多くして、 爲に道 生 は敎界 より 擯斥 せられた。 これ 實に 中國に 於け る佛性 問題の 最初で ある。 

道 生 は 此の 時に 擯斥せられ たが、 やがて 經の全 分が 傳來 する に 至りて、 その 思想の 正 當 なる 車が 一般に 認識せられ、 怫 

敎 者に 活 氣を與 へた 事 甚大であった。 其の後 六 朝 Q 間、 佛性を 何に 求むべき かにつ きて、 異說紛 々として 決せす。 或は 

衆生と し、 或は 六法と し、 或は 心と し、 或は 露 神と し、 或は 阿 黎耶識 とし、 或は 眞諦 とし、 或は 第一義 空と する 等の 

說 あつたが、 多く は 「涅槃 經」 に據 つたので ある、 以て r 涅 獎經」 と佛 性との 關係を 知るべき である。 斯くて 隋 代に 至 

り、 淨影 • 天台 *嘉祥 の 如き 三 大碩學 あり。 淨影 は理と 心と に 之 を 求め、 天台 は 三 因を佛 性と し、 嘉鮮は 五 種の 怫性を 

立てた が、 また 皆 「涅槃 經」 に その 根據を 求めた ので ある。 斯 0 如く その 佛性義 に 於， S て、 種々 Q 異說 あつたが、 一 乘 

佛敎に 立ちて、 一 性 皆 成 を 主張す るに 至りて は、 その 轍 を 一 にし、 その 點に 於いて、 古 來說を 分つ ものがない。 然るに 

玄 樊三藏 の、 歸 朝して 唯識 0 敎義 を傳譯 する や、 こ- 1 に 一 分 無性 說 なる 新 思想、 初めて 敎界の 表面に あら はれ、 この 後 

一 性と 五 性と Q 間に、 一 切悉 有と、 一分 無性との 間に、 深 酷なる 問題 を 惹起し、 爾來 年と 共に そ Q 深度 を 加へ、 以て 今 

日に 及んだ。  - 

玄奖の 新譯に 基づきて、 一 分 無性 說を 主張せ る もの を、 慈 恩 大師 大乘 基と する。 慈 恩 は 一 閬提に 三種 を 分ち、 斷善鬧 

提と大 悲閬提 0 外に 畢竟 無性 を 立てた。 斷善 閬提は 因不成 なれ ども 果成 なり、 大悲 閬提は 晃不成 なれ ども 因 成な り。 共 

に 結局 有性 なれ ど、 畢竟 無性に 至りて は、 因 も果も 共に 不成 なりと いひ、 また その 因なる もの は、 悉 有の 理性で なく、 

有無 不定の 行 性な りと いひ、 更に また 「涅槃 經」 の 一 切悉 有の 一 切 は、 Iv. 數の 1 ずな りと いった。 中阈に 於いて、 少分 
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佛ぉ 問. 題  二 六 六 . 

二 切、 行怫 性、 畢竟 無性 を 明白に 主張した の は、 慈 恩なる 事を牢 記す る を 要する。 この 思想 は、 一般 怫敎 より 見る 時 

. は、 や. t 奇なるに 似 たれ ど、 唯識學 より 見る 時 は、 素より 當然の も. Q である。 此の 思想の よりて 起れ る 所以 を究 むる 

に、 之 を 行 性に 求めた の は、 理性 はたと へ 平等な り-とも、 實修 にして 伴 はやん ば、 そ-の 甲斐な きが 爲 である。 旣 に實修 

の 上より、 有性. 無性 を 分て る 以上 は、 その 佛性を 一 切悉 有なら しむる を 得ぬ。 是に 於て か、 「涅槃 經」 Q 一  切 衆生 

有佛 性の 一 切 を 以て、 少 分の 一 切と 解した ので ある。 少 分の 一 切と は、 全 分の 一 切に する もので、 唯 大多数に ついて 

一切と いふ，：」， 過ぎす とい ふ Q である。 元來、 唯識學 よりす る 時 は、 種子 は有爲 法の もので、 絕 えす 生滅 變 化する を以 

て、 無爲 法の 眞如を 以て、 種子たら しむる を 得ぬ 事と なる。 行 性 を 種子と する 論理的 基礎が こ.， にある。 斯くて、 唯 P 

學 よりす る 時 は、 行性說 は當然 で、 隨 つて 少分 一切 說を 生す るので ある。 實修を 必須と する に 於いて は、 惶識 家と 正 

反對に 立つ ー乘 家に 於いても 同檬 なれ ど、 た、 ^ 理性-と 行 性 ふ-の 關 係に 於いて、 唯識學 とその 解釋を 異にする。 一 乘 家に 

於いて は、 少分 一切 說を 取らす して、 理性 平等の 上より 一 切 悉有を 主張す るので ある。 慈 恩の この 弗 胜 觀は、 「區 t 文」 

にい ふ 所で、 蓋し 靈潤對 神泰の 論靜の 後で あらう。 

五 靈潤對 神泰、 法 寶對慧 沼 

玄樊 新譯の 佛性說 にっきて、 二 個の 反 對說が あら はれた。 一 は靈 潤で あり、 他 は法寶 である。 共に 「涅槃 經| の 研究 

者であった。 靈潤 は、 新譯 が舊譯 Q 經 論の 思想に 異なる 十四 個條 を擧げ て、 之 を 批評し、 學界が 新說に 向って 走る の Ml 

暴 を遗憾 とし、 眞如怫 性說を 主張して 行 性 說を排 し、 隨 つて 一 分 無性 0 あるべき 揮 由な きを 唱 へて、 以て 少分ー 切說を 

否定し、 「涅槃 經」 に 草木 瓦礫 を非佛 性と いへ る は、 一切の 人間^ 平等の 佛性を 認めた るを證 する ものである とした。 


これ、 玄 奘と靈 潤と、 佛敎學 の 立場の 異る 所より 起った 自然の 成り行きで、 玄 ii;!< は、 「涅槃 經」 を 見る に、 r 瑜伽 論」 

や 「莊嚴 論」 や 「唯 識論」 や r 怫地 論」 よりし、 靈潤は 之に 反して、 r 怫性 論」 や r 资性 論」 や 「起 信 論」 よりした。 

玄 契が 行 性に 立った P に反して、 靈 潤が 理性に 立った の は、 元來玄 樊と靈 潤と は、 眞如 Q 意義 を 異にした 爲 である。 二 

人の 相違 は、 遡りて、 やがて 「唯識 論」 と 「起 信 論」 との 間の 眞如觀 の 相違で ある。 r 唯識 論」 に 於いて は、 生滅 變化 

の 中に 眞如を 持ち 来たす を 絕對に 許さぬ けれども、 「起 信 論」 に 於いて は、 眞 如に 不變 と隨緣 との 二つの 意義 ありと す 

る。 この 立場の 相違 は、 すべての 方面に 相違 を來す 事と なった ので ある。 

法寶 も、 緣因 たる 行 性に は、 その 不同 を認 むる けれども 行 性 以上の 平等 法 を 以て 正 因と し 而 して 平等の 正 因と し 

て， 理と 心との 二つ を 立て、 中に 於いて 終局 は理を 以て 正 因と し、 進んで 敵 者の 根據 とする r 瑜伽 論」 に 立ち入って、 

その &; 如 所緣緣 i 子と いふに 關 して、 印度の 護法 • 護 月 二 大論師 の解釋 まで を 批評して、 以て 獨自の 見解 を 主張した。 

この 後、 この 眞如 所緣緣 種子なる ものが、 怫性論 諍の 中心 題目の 一とな つた。 之が 解釋 に、 II 檬が ある。 唯識家 は、 

之 を 以て 萬 如 を 所緣々 とする 無^ 智 なりと し、 法寳 以下 は、 露 如 を 直に 種子と した。 同一 の 論の 同一 の 文 を根據 としな 

がら、 之が 解釋 によって、 一は 唯識學 者の 主張 を 助け、 他 は 一切 悉有魏 の 主張 を保證 する ので ある。 この $ は、 「瑜伽 

論」 の 意味 如何と いふよりも、 之に 對 する 學 者の 思想 如何の 問題で、 眞 如を怫 性と する ものに 取って は、 敵 者の 根摅と 

する 「瑜伽 論」 に、 眞如 所緣緣 種子の 文字 ある は、 この 上な き 材料と いふべ く、 それだけ 唯識學 者に は、 苦痛の 存 する 

所であった。 當 時の 學 者が、 獨自の 識見 を 立て、 印度のニ大論師の說に^^してすら、 堂々 の 批評 を 加へ た 態度 は、 他に 

多く その 比 を 見ぬ 所、 唐の 時代に 佛敎學 の 建設 あつたの も、 その 所な りと いふべき である。 靈 潤が、 平等の 正 因と せる 

理. 心の中の 心と は、 阿 黎耶識 である。 この 阿 黎耶識 は、 「唯識 論」 の それに あらす して、 「攝 論」 •「 起 信 論」 の 解 性 
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佛性問 凰  二 六 人 

又は 本 覺を內 含し、 如 來藏と 不一 不二の ものである。 兩 系の 露 如觀異 ると 同時に、 阿 黎耶識 觀の異 るの も、 素より 其 ひ 

所で ある。 

是の 如く、 靈潤 は、 玄樊を 批評す る Q みならす、 併せて新譯o經論にi^する不信用o意見を發表し、 法寳 は、 玄奘の 

新譯 より、 遡りて 印度 0  二 大論師 の 說をも 反駁した。 唯識學 者何ぞ 之， を默 止す る を 得ん や。 すな はち、 神 泰は靈 潤に 對 

し、 慧沼は 法 寳に對 した。 神 昉も亦 唯 識學の 立場より 論す る 所あった が、 惜む べし、 その 論 草が 傳 はらぬ。 神泰 がー 々 

靈 潤の 說 を反駄 せる 中に 於いて、 行 性 を 以て 本識 中の 大乘 種子と 爲 したの は、 K 如 種子 說に ij して、 一歩 唯 識學の 立場 

を 明白なら しめた も Q とい ふべき である。 是に 於いて 問題 は、 次第に 理論的と なった。 法寳 が、 平等の 理の 外に、 平等 

の 心 を 以て 直に 種子と せる に反して、 神泰 が、 心の中. Q 種子に 佛性を 求めた の は、 一は 心性に 求めた ので あり、 他 は 心 

種に 求めた ので ある。 是に 於いて 怫性說 は、 之. を 性に 求む るか、 種に 求む るかの 對立 となった。 斯く 分解し 來る時 は、 

元來、 露 如 を 種子と いふ は、 語 それ 自身の 中に 矛盾が あり、 同時に 種子 を佛 性と いふ は、 語 それ 自身の 間に K. 調和が あ 

る。 若し 適 當に之 をい ふ 時 は、 成怫の 因を佛 性に 求む るか、 種子に 求む るかの 問題と なる。 印度の 經 論に、 性 を 或は 種 

と 呼べる ものが ある けれども、 そ は 唯 識說に 立つ が爲 で、 反爵に 種を怫 性と 呼べる ものな きが 如くで ある。 この 性と 種 

との 立 は、 やがて 「瑜伽 論」 の 本性 住 種に 立つ か、 習 所 成 種に 立つ かの 問題で ある。 異譯 「善 戒經」 の 本性に 立つ 

か、 客 性に 立つ かの 問題で ある。 r 瑜伽 論」 は 共に 種と 呼び、 「善 戒經」 は 共に 性と 呼ぶ が、 厳密に 之 を lEi 別す る 時 

は、 本性 及び 習 種と 爲すを 以て、 適當 とする。. 

慧沼 は、 唯 識學の 第二 祖と せらる X 程の 學者 であるから、 法 寳に對 せる その 反駭 は、 理義潁 る 整然で ある。 3?^ 如 を 種 


子と せば、 四 種の 過に 陷る。 行佛 性と は、 本識 中に 含まる る 本 有無 漏 種 tl, なり とて、 行 性と しての 種子 を 委細に 解 し 

ていふ、 行 性 種子に 有^ ふ 無 漏と あり。 一 切 衆生に ありて は、 有 は、 種子と して は悉有 なれ ども、 現行と してよ 成と 

不と あり。 無 漏 は、 現行と して は不成 なれ ども、 種子 どして は 成と 不と ぁリ。 その 有性と いひ 無性と いふ は、 こ 0*- マお 

種子の 有無 不定より いふなり と。 是に 於. S て、 本 有無 漏 種子 說が ある。 本 有と は、 法爾 自然 Q もので、 後天的の f 修 で、 

ない。 吾人の 阿 賴耶識 中に、 この 無 漏 種子の 有る と 無き と ありて、 先天的に その 有無が 決定 せられる。 而 して 有 3 と. K 

漏と 0 關 係に は、 厳格なる 法則が あって、 有 漏が 無 漏た るべき 理由な く、 同時に 無. 頫が有 1 たるべき 理由がない。 一切 

衆生 Q 怫性 は、 こ. の 無 漏 種子の 有無に 條件づ けられて、 永遠に そ- Q 法則 を紊る ことなく、 無 種子の もの. は、 永遠に 成 弗 

する こと 力ない。 これ 畢竟 無性な りと いふ Q である。 是に 至りて、 佛性 問題 は 一 層 明瞭と なった。 一 切悉 有に 立つ もの 

は、 眞如 又は 阿 黎耶識 に、 一切 成佛 0 保證を 求め、 一分 無性に 立. つもの は 本 有無， 1 種子の 有無に よって 有性 • 無性 

を 分った。 これに 由り て 其の後の 論靜 Q 中心 題目 は 眞 如と 本 有無 漏 種子との 對 立と なり. 互に その 論鋒 を これに 集 

中せ しめた。 

六 法藏の 綜合 說 

是の 如く、 一 性 說と五 性說、 又は 一切 悉有說 と 一分 無性 說 との 間に 於いて、 論鋒 は 次第に 微細に 入り、 問題 Q 所在 次 

第に 明白と なった。 この 後 を 承け たもの は、 賢 首 大師 法藏 で、 法藏は 一 層 高き 地位に 立ちて、 之 を 統一す るに 於いて、 

先づ 成功した とい ふべき である。 法藏の は、 一 性 說. 悉有說 なる を 以て、 その 論理に 於いて、 靈潤 及び 法资と 共通す る 

ものが ある けれども、 然れ ども 五 性 說に對 する 態度が 異る。 法藏 は、 五 性說を 以て 始敎 とし、 一 性 を 以て 終 敎., ；し、 

佛性論 諍槪說  >  こ 山、 し 


I 性 問題  二 七 o 

そ Q 上の 頓敎 によって、 兩者 Q 思想 を 一 旦 掃蕩し 去って、 そ Q 上の 隠敎 Q 中に、 兩者 を統攝 し、 以て 各- -圓敎 Q 一面 を 

表 はす ものと した。 普通の 立場に 於いて 之 を 見る 時 は、 始敎の 五性說 と、 終敎 Q 一  性說と Q 間に は、 到底 一致せ す、 兩 

立すべからざる もの ある けれども、 法藏 は、 兩說を 以て、 共に 眞如 0 1 面 を あら はすに 過ぎす として、 是等兩 系の 思想 

を 併 立せ しめた。 そは撗 列の 五 性 を、 縦列 0 五 性たら しめ、 五 性 を 以て 種 Q 相違と せす して、 ！！ の 相違と し、 以て 一人 

Q 上の 五 性と したので ある。 是に 於いて 五 性 Q 成立す ると 同時に、 一 性 も 亦 成立す る を 得た。 賢 首の 根本原理 は、 終敎 

と 同じく 眞如 如來藏 である けれども、 之が 活用に 於いて 異る。 同じく 眞如 如來藏 であるが、 無明の 位に 置けば 無明と な 

り、 明 0 位に 置けば 明と なる。 ー閬提 位に 置けば 無性と なり、， 菩薩 位に 置けば 有性と なる。 無明と 明、 有性と 無性 は、 

一如 來藏 Q 位置の 相違に 外ならぬと したので ある。 その 3具 如 を 種 性と し、 理 行の 二 性 を緣起 不二の も のとし、 而 して 轉 

爲 によって、 無性 を 有性たら しめた Q は、 其の 意味 は、 よし 靈潤 • 法寳 にあり とする も、 これ を 鮮明なら しめた Q は、 

法藏 である。 法藏. に 於いて 注意 せらるべき は、 理行ニ 性 を緣起 不二と せる 點、 五 性 を 以て 位 Q 差， とせる 點、 隨 つて 轉爲 

によって 無性 を 有性たら しめた 點 にある。 中に 於いて 特に 重要なる は、 五 性 を 位 Q 差と せる にある。 斯くて 法 藏に來 り 

て、 怫性論 諍 は、 その 到達すべき 極地に 到達せ りと いふべき である。 

七 日本の 佛性 論靜、 傳敎 對德ー  • 

日本に 於け る 怫性論 諍 は、 天台宗 Q 傳敎と 唯識宗 の德ー 、との 間に、 始 にして 又 終と もい ふべき 高潮に 達し、 其の後に 

三論 宗の 玄歡 及び 宗法 師ぁ. p、 天台宗の 源 信 あり、 降りて 鎌倉時代 Q 華嚴 宗親圓 あ， oz 猶 降りて 德川 時代の 唯識 宗基辨 

が ある" 某辨の 怫性觀 は、 折衷 說に 立つ 點に 於いて 特色 を 見る も、 蓋し 論 諍の 妙味 は、 始 にして 叉 終と いふべき 最初の 


ものに 及ばぬ。 傳敎 と德ー との 論 諍 は、 三 圃佛性 論 諍の 最高潮で ある。 旣に 印度に 於いて 相當 Q 成 綾を呈 し、 中 國に於 

いて 問題が 明瞭と なれる 後で あるから、 兩 者の 論 諍に は、 微を 極め 細 を 穿ち、 益 人  1 系の 相違 點が 明瞭と なった を 見 

る。 兩 者の 間に は、 四 年に 亙リ、 四囘の 論難 往復 ありし も、 惜 むべき は德 一 の 論 草の 全く 散逸せ るに ある。 た". -傅敎 の 

著述 を 通して、 その 議論 を 見る 外 はない。 この 論 諍の 起り は、 傳敎が 「通 六 九 證破比 量 文」 を 著して、 慈 恩の 「樞 耍」 

の說を 破せ るに 穀 して r 德 一が r 怫 性抄」 を 撰して、 之に 答へ. たるに ある。， 

傳敎 は、 唯識家 0 ものが、 理性の みに ては不 成な り、 行 性 を 具して 初めて 成す、 行 性と は 本 有無； i 種子に して ノ 「瑜 

伽 論」 の 本性 住 種 これな りと いふに ip て、 こ Q 本性 住 種 を 以て、 眞如 及び 本識 とし、 r 瑜伽 論」 2 ぎ 如 所 ま iilr!. を 

以て 保證， とし、 種子より する 五 性の 差別に 對 して、 位の 相違と 爲し、 以て 永遠の 差別 を 否定し、 一時的 無性より-永遠の 

有性への 轉成 を. 以て、 新薰 によると 爲 した。 之 を 前 揭の論 諍に 顧る 時 は、 本性 を 以て 眞如 及び 本識 とし、 叉 風 如 所緣緣 

種子 を保證 とせる は、 法资の 思想で ある。 行 性に 反誕 せる は、 靈 潤の 思想で あ. る。 五 性 を 以て 種子の 差別と せす して、 

これ を 位 0 相違と し、 及び 新薰 によりて 無 種より 有 種への 轉成 ありと する は、 法藏の 思想で ある。 傳敎 は、 斯の 如く 中 

國の 諸家 Q 說を 綜合して、 以て 自家の 怫性說 を 組織し、 堂々 として 力 ある 論理 を迪 りて、 唯識家 0 論陣 を 粉碎せ すん ば 

止まぬ 勢 を 以て、 師子吼 した。 之に 對 して、 德ー は、 また 天台 大師 Q 「法 華 玄義」 を遂次 的に 批評し、 印度. 中國 Q 唯 

識冢の 怫性說 を 綜合して、 利なる 論 歩 を 以て、 之にi^抗した。 兩 者の 諍 論 は、 艉る 微細 Q 點に 至る まで、 之 を拽さ 

る 0 觀が ある けれども、 そ 返 は、 前揭の 中に 盡 きる。 中に 於いて、 兩者 0 論議の 中心と なった もの は、 印度 以來 Q 

S 具 如 所緣緣 種子で、 而 して そ Q 分析に 於いて、 三國中 第一に 位する も Q が ある。 
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铺性 問題  . 、  二 七 二 

八 性 宗と種 宗  - 

1 乘 一 性 思想 は、 涅槃 • 天台 • 三論 • 華厳の 諸宗に 共通す るから、 之を總 括して、 一 乘家 とし、 之に 誕 する 唯 識宗を 

以て、 三乘 家と し、 以て 前來 の所說 を、 こ. -に 要約す る 時 は、 次の 如き 立を爲 すので ある。  ， 

一 乘家は 一 性說 であり、 三 乘家は 五性說 であり。 隨 つて 一 乘家 は悉有 怫性說 であり、 三乘家 は。 一 分。 無性 & である。 是 

に 於いて、 「湼 槃經」 Q 一  切 衆生、 悉有佛 性の 一 切 を 以て、 一 乘家は 全 分 一 切と し、 三乘家 は少分 一 切と す。 佛 性を以 

て、 一 乘家は 理及ぴ 心と し、 而も、 結局 は 理性に 求め、 三 乘家は 行 性に 求む る。 ー乘 家の 理性と は k ぎで あり、 三乘家 

の 行 性と は 本 有無 漏 種子で ある。 而 して 無性 有情 を 以て、 一 乘家 は、 位に つ， S ていふ ものと し、 三 乘家は IIT 子な きに つ 

いてい ふ ものと する。 一 乘 家が 位に ついてい ふと は、 正 因た る眞如 理性 を開發 せし むる 緣因 なきが 爲 とす. る Q である。 

三乘 家が 種子な きに ついてい ふと は、 永遠に 向上 0}^ 因な きが 爲 とする 0 である。 卽ち約 位と 約 種との 對立、 無 緣と無 

因との 誕立 である。 卽ち五 性差別 c> 原因 を、 一 乘家は 新薰に 求めた、 三 乘家は 本 有に 求めた。 雨 家の 眞如觀 は、 ー乘家 

は 之 を因緣 とし、 三 乘家は 之 を 所緣緣 とする。 斯の 如くに して、 怫性觀 に 於け る兩 家の 對立 は、 之 を. 1 言に 要するに、 

性に 立つ か、 種に 立つ かの 招 違に 歸 する。 佛性 論より 見る 時 は、. 便宜上、 一 は性宗 であり、 他 は 種 Ik であると いふべき 

である。， 一 乘 家が 眞如を 種子と いふ は、 もとこれ 種宗の 名稱を 承け たも. の なれ ども、 元來語 それ 自身の 中に 矛盾 を 含む 

から、 今後 Q 佛性 論に 於いて は、 この 名 稱を用 ひざる を 可とすべ く、 同時に 三乘 家が、 行 を 以て 怫性 とし、 行佛 性の 稱 

を 用 ふ. る は、 もとこれ 性宗 0 影響 を 受けた もので、 語 それ 自身の 中に 不調和 ある を 以て、 今後 0 佛性 論に 於いて は、 之 

を 用^ざる を 可とすべき である。 况んゃ 本 有無！ t 種子 を行怫 性と 名く るが 如き は、 用語 それ 自身の 中に 問題 を 含む。 弗 


性 論 諍の 彼が 如く 激甚な りし 一因 は、 用語 Q 不 精密より 來て 居る。 .  ， 

性宗 たる ー乘 家の 佛性 は、 先天的 理性 說に 立ち、 一時的 無性が 有性への 轉 成に、 新 黧 をい ふ も、 この 新 薰は露 如 Q 力 

用なる を 以て、 終局 怫性を 先天性に 求む とい ふべき である。 種宗 たる 三乘 家の 佛性 は、 後天的 經験說 に出發 して、 2g 後 

に 本 有無 漏 種子に 歸 着した が、 この種 子 も 行 性と 名 けらる.. - 以上 は、 往昔の 薰 力なり し を 示す。 されば、 本 1^ は 無始で 

ある。 三乘 家に 爵 して、 本 有無 漏 種子の 起源 を 求む る は、 恰も 一 乘 家に 對 して、 無始 無明の 起點を 求む るに 同じい。 

1 乘家 は、 眞 如を歸 趣と し、 また 根本と する から、 無 漏の 起原に 難點を 有し、 三乘家 は、 有：！ の 阿頼耶 識を 以て 終 ：！？ と 

し、 また 根 原と する から、 無 漏の 起原に 雞點を 有する。 方向 は異る けれども、 類似の 難 點が雨 者に 共通す とい ふべ く、 

敢て 一 方 をのみ 貴むべき でない。 互に 長短 を 併有す とい ふべき である。 

九 雨 家の 同異 長短  , 

. ー乘 一 性の 思想 は、 殆ど 日本 佛敎界 の 通説で、 殊に 今日、 三 乘* 五 性の 思想に 立つ ものな く、 その 無性 有情の 思想の 

如き は、 頗る 人心 を惹 かざる に似て 居る が、 自己の 本質 を 以て 有 漏と する 中に、 深刻なる >1 觀が ある。 且つ 有. 1 と 無， I 

と 0 關 係に 於， S て、 嚴然 たる iHil 劃 を 守る 中に、 理論と して 通 徹せる ものが ある。 多少 之に 修正 を 加 ふる 時 は、 之 を 今日 

に 施、 じて 毫も 不可なる を 見ぬ。 

是に 至りて、 更に 猶 一 應、 兩宗の 共通 點と、 差違 點とを 見、 次に その 長短 を 比較す る 時 は、 左の 如き ものと なる。 

雨宗 に^ 通 Q 點  • 

一 、 露 如の 理性が、 一 切に 遍 通す るを認 むる 點に 於いて、 兩宗は 共通す る。 卽ち 「涅槃 經」 の 一 切 衆生 悉^ 佛性 は、 
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性 (6 が 之を認 むる のみなら す、 種 宗も亦 之 を認 むる。 こ Q 佛性 は、 卽ち 理性で ある。 

一一、 實修の 緣因を 必須と する ことに 於いて、 兩宗 はまた 共通す る。 性宗に 於いて、 極力 眞如を 主張す る も、 若し 實修 

を 缺く時 は、 そ 0 眞如は 空名と なる。 實 修な％ に 於いて は、 理論 上より は 一 性 皆 成 をい ふ も、 實條 上に て は 無性に 同じ 

い。 種宗に 於いて 實修を 必須と する は、 いふまで もない。 先天的の 無，！ 種子 を も、 理性に Si! 別して、 之 を 行 性と 爲す 

は、 語 その 中に 實修 を豫 想す るので ある。 斯の 如くして、 兩宗 共に 眞 如の 遍通を 認め、 而 して實 修を 必須と する 點に於 

いて、 共通す とい ふべき である。 

兩宗の 差異 點 

一、 實修の 基礎 を、 眞 如に 求む るか、 無 漏 種子に 求む るか は、 兩宗の 根 違 Q 一で ある。 之 を 遍在 „ ^露 如に 求む る 時 

は、 ー性說 となり、 之 を 無 漏 種子に 求む る 時 は、 五性說 となる。 

二、 そのこ. -に 至れる は、 兩宗 の眞如 觀が異 り、 隨 つて 阿 黎耶識 觀が異 るに よる。 性宗 は、， 眞如を 以て、 不變 • 隨緣 

Q 兩義を 有すと し、 隨 つて 阿 黎耶識 を 以て、 覺* 不覺の 兩義を 有すと し、 眞 如と 阿 黎耶識 と を 不一 不 異の關 係に 於いて 

見る。 種宗は 之に 反して、 眞如を 以て 無爲無 漏と し、 阿 賴耶識 を 以て 有爲有 漏と し、 兩 者の 性質 相容れ すと して、 兩者 

の 間に 截然たる 厘 別を附 する。 斯 くして、 露 如と 阿 黎耶識 とひ 關 係に 於いて、 之 をニ兀 的に 見る か、 二元的に 見る かの 

相違が ある。 これ" M 如 Q 本質に 關 する 問題で、 眞 如の 本質の 相違 は、 やがて 理性と 行 性と Q 關 係に 於け る 相違 を來す Q 

である。 

三、 有 編と 無， 1 との 間に 轉成 許す か 否かに 於いて、 雨宗の 間に 相違が ある。 性宗に 於いて は、 之 を 許す を 以て、 

漏の 阿 黎耶識 は、 一 轉 して 無 漏の 阿 黎羅識 となるべき ものと 爲す。 種宗 にて は、 有 漏の 種子が 無 漏た るべき を 許さす、 


無 漏 種子が 有 漏た るべき を 許さす。 無 漏 種子 0 力に よりて、 有 漏 種子 を斷 減して 後、 初めて 阿黎耶 識を淨 めて、 大 W 鏡 

智 たらしむ る を 得べ しとて、 こ. -に轉 識得智 をい ふが、 この 轉は性 宗の轉 と、 その 意義 を 異にする。 性宗の は、 有 漏 

^. 有 漏 種子が、 轉 じて 無 漏識. 無 漏 種子 となる をい ひ、 或は 有 漏 種子より 無 漏の 結 掘 を^す る をい ふので ある。 秫宗 

の は然ら す、 無 漏 種子の 力に よりて、 有 漏 種子 を斷滅 し、 斷 減し 終って、 阿黎耶 識が淨 めら る X を、 ^識 とする ので あ 

る。 されば. ffi." 漏 種子な きもの は、 如何す る も 無 漏の 結 を 坐す る ことがない。 

四、 Bye 於いて、 その 終局 觀に 於いて 相違 を來 す。 性宗 は、 理智の 冥 合 を 以て 終局と し、 種宗は 正智と 如々 と を 永遠 

に誕 立せ しむる。 性 宗の阿 摩羅 識 なる もの は、. 有漏識 がー 轉 して、 § ぺ智 0 合一 せる ものである。 種宗の 如々 は、 常に 正 

智の 境に して、 智と 境と は 合一 せらるべき でない。  - • 

兩宗の 長短  、 

性宗 は、 如に 隨緣を 認め、 隨 つて 阿 黎耶識 に 覺の義 ある を 認め、 以て 理想と 現資 との 間に、 相き の 自由 あ、 4 じ.^ 

る。 これ その 最も 長所と する 所で ある。 され ど 無明の 起原 及び K 如と 無明との 關 係に 至りて は、 結局 不思識 とい ふに^ 

する を 免れぬ。 無明 を 以て 無始と し、 無明が a 如に 影響す る を 不思議 薰 とし、 不 變の眞 如が 隨緣 する を 不思識 とする 

ま、 結 Qi? 不明と いふに 外ならぬ。 こ- <  に その 弱點 ありと いふべき である。 

0  0 

種宗 は、 この 弱點 より 脫 せんが 爲に、 有爲 と無爲 との 間に、 有 漏と 無 漏との 間に- 截然たる 分 を^し 無爲の 一〕 

を、 有爲の 世界に 持ち 来さす、 現象 世界の 說明 を、 阿黎耶 識の範 ii に 止む る は、 理論と して 通 徹する 所が ある。 さォと 

無 漏の 原因 を 求む るに 至りて、 膜る 困難な 位置に 立ち、 有 漏の 阿 黎耶識 と 無 漏 種子. と は、 其の 性質 上 相容れ ぬが 爲に、 

無 漏 種子 を 以て. - 識 に依附 して 存在す とい ふ。 これ その 最も 弱點 とする 所で ある。  (昭和 五.？ H  }〕 
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佛性論 諍の 中心 題目 

 . Is 盲 W につ いて  

第一 諸經 論の ー闡提 

怫性 論爭の 中心 題目：^ 爲れる もの は、 無性 有情で ある。 無性 有情と は、 「涅 藥經」 の 一 閬提 から 開展 した 思想で ある 

この ー闞提 について、 唐の 慈 恩 大師 は、 三義を 分って、 眞の 無性 は、 その 中 Q 一に 外ならぬと いって 居る が、 然し 當初 

に 於. S て は、 三義 があった ものと 思 はれぬ から、 一 閬提 思想 を 研究す る 事 は、 やがて 無性 有情の 研究と なる。 元來 無性 

有情なる もの は、 怫敎の 根， 本義から 見て、 許容 せらるべき もので あらう か。 若し 許容 せらる る も Q とせば？ 如何なる 所 

に根據 づけら るべき であらう か。 若し 許容 せられぬ ものと せば、 如何なる 因緣 によって 成立した もので あらう か。 原始 

佛敎 は、 恐らく は 一切 皆 成の 豫 想の 下に 立ち、 諸佛 一 乘道を 提唱した もので あらう から、 當 時に 於いて 佛性 問題 は 起ら 

なかった と 思 ふ。 後 Q 學者 は、 原始 佛敎 はた 一人に Q み 佛性を 認めて、 他に は 一 切 之 を 認めなかった とい ふが、 然し 

そは釋 尊に 對す. る敎徒 0 態度からの 言で、 蓋し 釋尊 Q 精神で は 無い と 思 ふ。 大小 二 乘の對 立 以後に 至づ て、 阿羅漢と 菩 

蔬 とを嚴 直に 區 別し、 阿羅漢 を 以て 成佛敎 以外の ものと 觀る樣 になった が、 然し 怫の 十號 中に 阿羅漢が ある 以上 は、 之 


を無怫 性の 中に 投げ こむ 蔡を しばらく さしおき、 こ に は 無性 有情の みを當 面の 問題と して、 この 稿 を 進めて 行きたい 

と 思 ふ。 

二 

佛性 問題の 起り は、 世 親の 「怫性 論」 から 見れば、 分別 部と 薩婆多 部との 間に 起った ものと なって 居る。 蓋し. バヤ Iss 

上に 於け る 變化雜 多の 原因 を、 本性の 中に 求めた 所に 起った もので あらう。 r 瑜伽 論」 の 中に、 雞者に^^して、 無性 説 

を 主張して 居る の を、 「怫性 論」 では、 難 者 を 分別， とし、 答 者 を 薩婆多 部， とし、 「分別 部 は 無性 ある を 信ぜす、 之に 反 

して 薩婆多 部は悉 有なる を 信ぜす、 分別 部 は、 空の 本義に 立つ から、 一切に 生得の 佛性 ありと し、 有 部 は 怫性を 以て 悉 

く 修得の ものと する 所から、 其の 間に 有無 を 分つ に 至った」 と 言って 居る。 この 性 得. 修得 は 、後. の ゆ 者の 斑怫性 • 行 

怫 性に 相 當 する もので、 丁 万 は理佛 性の 上から、 一切に 悉 有なる を 主張し、 他方 は行怫 性の 上から、 行者の 上. に 差別 を 

見た のであった。 有 部の 差別と いふの は、 r 佛性 論」 0 記述に 從 へば、 衆生 を定 有と、 定 無と、 K. 定 との 三 類に 分けた 

のであった。 定 有と は、 三乘 であって、 三乘に 悉く 怫性 ありと いふので ある。 定無と は 一 閬提と 犯重禁 とであって、 是 

0 二 類に は佛 性がない と. S ふので ある。 この 記述に 從 へば、 一間 提の 思想 は、 有 部に 於いて 初めて 提唱 せられた とな 

るので ある。  ， 

一方に 「一切衆生 悉有佛 性」 と， S ひながら、 他方に この ー闡提 0 不成を 極力 主張す る もの は、 r 大涅 槃經」 である。 

他の 「般若」 や 「法 華」 や 「華 嚴」 や 「勝 鬉」 の 中には、 迎 へて 見る 時 は 一 閬提 に相當 する 思想 を^す るに 關 はらす、 

まだ この 語 を 用 ひて ない 所から 見れば、 恐らく は 一 閬提と 云 ふ 思想 は、 「涅槃 經」 の 當時顷 から 盛んに 敎界の ii:^ とな 

つた ものと 思 はれる。 その 點 から 見れば、 分別 部と 有 部との 對立 も、 「涅槃 經」 より 左程 遠い 時代に あつたと 思 はれな 
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い。 「涅槃 經， 一の 中には、 ー閬 提に關 して、 有 部の 思想と 分別 部の 思想と を 併せ 含み、 一 應 見る 時 は、 初に 有 部の 思想 

に從 ひて、 閬提不 成の 說に 立ち、 後に 分別 部の 思想に 從 つて、. 閬提成 怫の說 に 立った 樣に思 はる. -が、 蓋し 兩者 0 思想 

を 如何にして 調和すべき かに 苦心した と 見るべき であらう。 ー閬提 思想 *怫 性 思想に 闘して、 「涅槃 經」 は豐 富な 内容 

を 有し、 この 問題に 關 して は 百科 字書の 如き 觀が あるから、 之が 研究 を 疎に して は中國 及び 日本の 佛性 論爭を 了解す る 

事が 出來 ぬ。 此の 經は、 有性 論者に 斷 する 究竟の 權_ 威で あると 同時に、 無性 論者に 對 しても 亦 究竟の 權威 であつ... た。 然 

し、 兩者 共に 全體 より 切り離して、 自己の 都合よ き 車 句 を 取って、 自論 を權威 づけようと したから、 第三者から 見れ 

ま、 主々 にして 無理な 運用 を爲 して 居る 。殊に 無性 論者の 引用に 至って は、 一層 甚し きを 見る ので、 今日で は經 中に 含 

まる. 1 思想 を隨 意に 切り離さす、 全體の ものと して 新に 見直さね ばなら ぬと 思 ふ。 

「涅槃 經」 の 後 を 承け て、 一方に は 「佛性 論」 •「 资性 論」 • 「楞 伽經」 の 如きが あり、 他方に は r 瑜伽 論」 •「 莊 J 厫 論」. 

r 佛地 論」 の 如きが ある。 「瑜伽 論」 は 四 性 を 分別し、 「怫地 論」 は 五 性 を 分別して、 共に 無性の 研究に 精細 を盡 し、 

「怫生 論」 はー乘 思想に 立って、 之に 批判 を 加へ、 r 楞 伽經」 は 五 性 を 立てながら、 悉く 之 を成怫 せしめて 居る。 斯く 

て 印度に， 於け る佛 性論爭 は、 頗る 廣汎に 瓦り、 悉 有と 無性との 對立、 性 得と 修得との Si 立 を根餘 として、 これに 關聯し 

て閬提 成不の 問題が ある。 「涅槃 經」 に 於いて、 絕 えす、 犯禁 と、 誇 法と、 五 逆と" 一 閬提と を IS 列す るより 見れば、 

無性 は、 閬提 よりも 語義 を廣 くす るので あるが、 然し 大體 上に 於いて、 無性の 中心 を爲 す， f の は ー閬提 である。 一 閻提 

を 研究す る 事 は、 怫 性を閬 明す る 事と なる から、 之が 爲 めに は 第一 着に 「涅槃 經」 の 研究 を 必要と する ひで ある。 

ミ 

1 閬提 思想 を 研究 せんとす るに は、 無 著 • 世 親 以後の 經論 全部に W りて、 廣く之 を 見ねば ならぬ ので あるが、 今 は 主 


として 軍 要な 經 論に 留意す る 事と する。 蓋し 怫性 論爭 0 深刻と なった の は、 Ifl 性 各 別 思想の 起った 後の- S である。 而し 

て 五性說 あった 後から 顧みれば、 一 性 皆 成 を 以て 自他 4i ハに 許せし 大乘經 典の 中に も、 五 性 思想に 至るべき 豫備 思想、 又 

は 五 性 思想 を 支持すべき 樣な 資料 を發 見す るので ある。 例せば、 「大 般若 經」 卷 第五 九 五 0 中に 於いて、 「於 藤 聞乘、 

性 決定 者。 於獨 覺乘、 性 決定 者。 於 無上 乘、 性 決定 者。 於 三乘、 性 不定 者」 の 四 性を說 いて 居る。 これ は 五性說 の豫備 

思想と 見て よいが、^ しま だ 無性 を說 いてない ので ある。 「華 嚴經」 卷第 五一に、 如來の 智慧 も、 ニ處に 於いて 生長 利 

益 を 爲す能 はす。 二 慮と は、 無 爲の深 坑に墮 せる ニ乘 と、 瓌 善根 非 器の 衆生と であると 說 いて ある。 この ニ處 は、 定性 

ニ乘 及び 無性 有情と 解せられ る。 五 性 思想の 怫敎學 者 は、 之 を 以て 究竟の 材料と する が、 然し 「華 嚴經」 全體の 精神 か 

ら 見れば、 種子の 上から 別す る 五 性 思想 を 以て、 彼の 文 を 始末す る 事 は出來 ぬ。 さはれ、 一 乘佛 $ に對 しても 兎 も 

角 重大な 問題 を提 拱した 文句で、 賢 首 大師 は、 その後に 附 加せられ て 居る 「然亦 於 彼 曾 無 厭捨」 の によって、 一切 皆 

成の 主張 を 成立せ しめたの である。 「勝 鬉經」 卷 下に は 無 聞 非 法の 衆生と、 求聲閜 者と、 求緣覺 者と、 求犬乘 者と を 列 

擧 して 居る。 五 性 思想より する 時 は、 初の 一は 明に. 無性で あるが、 然し 經の ー乘如 來藏の 思想より 見る 時 は、 之 を無緣 

とい ふ は 可 なれ ども、 無 因 とする 事が 出來 ぬ。 之が 爲に、 却って 之 を 一切 悉 有の 證 とさへ して 居る 學者も ある。 いづれ 

にせよ、 「大 般若 經」 も 「華 嚴經」 も 「勝 鬉經」 も、 まだ 一 閬提 思想の 起らなかった 時代の ものであると 思 ふ。 

「榜 伽經」 の 中に 於いて、 五 性 を說く 中に 於いて、 ー閬提 に當る もの を、 宋譯 にて は 各 別種 姓と いひ、 魏譯 にて は 無 

性證 法と いひ、 唐譯 にて は 無 種 性と いって 居る。 種子 說が 起って 後の 思想で ある 事 は、 言 ふまで も 無い。 經 はこの 一間 

提 について、 斷 善根と 大悲 との 二種 を 分って 居る が、 その 斷 善根 は 諸 怫如來 の 威力に よって 發心生 善す ると せらる るか 

ら. 其の 不成 は大 悲閬提 のみと なる。 然し この 不成 は、 誓願の 爲 であって、 捨 善根の 爲 ではない。 よって、 二種 共に 畢 
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竞は 有性と なる。 斷 善根が 未來に 於いて 發心生 善す る 事 は、 「涅槃 經」 に 於いて 旣 にい はれて 居る 所で あ. 0/ 大 悲閬提 

の 思想 も、 亦 同經に 於いて 旣に 見ら るる 所で あるから、 r 榜 伽經」 は 必すゃ 「涅槃 經」 の 後 を 承け たも Q に 相違ない。 

世 親の r 佛性 論」 が、 「涅槃 經」 •「 勝 鬉經」 の 後 を 承け て 居る に關 はら ザ、 「楞 伽經」 に 少しも 關說 してない 所から 見 

て も、 r 楞 伽經」 は 「涅槃 經」 の 後なる 事 を 想像せ しむる。  ， 

四 

論に て は、 「瑜伽 論」 は港薩 地に 於いて、 四 種 性の 中に 無 種 性を說 き、 嫛聞 地の 中に 於いて、 六 種の 無 涅槃 法を說 

き、 畢竟 無性に 關 する 五番の 問答 を爲す 等、 無性 Q 意義 を 閩 明す る 所 頗る 多い。 唯識 家が、 この 論 を 五 性 思想 Q 最後 Q 

證權 とする も當然 である。 「顯揚 論」 は 五 種 0 道理に よって、 種 性に 差別 ある を說く 中に、 不般 涅槃 種 性 を 擧げ、 r 莊 

嚴論」 は無般 涅槃 法に 二種 を說く 中に 於いて、 「涅槃 經」 の 五 逆 •■ 犯 禁*斷 善根 等 を、 いづれ も 時邊般 涅槃 法の 中に 攝 

し、 そ Q 外に S の 無 因の 畢竟 無般 涅槃 法を說 いて 居る。 これ は、 「涅槃 經」 がー 閬提を 遂に 成怫 にまで 推し 揚げた のに 

満足し ない 爲 であらう、 無 因の 上から 眞の 無性 を 成立せ しめたので、 それが r 怫地 論」 に 至って 徹底した。 眞 Q 五性說 

は、 r 怫地 論」 に 於いて 完成した も Q である。 「怫性 論」 は 同じ 唯 心 怫敎の 流れの 中に ありながら、 「涅槃 經」 0 後 を 

承け て. ー閻提 にも 本性 法身 *隨 意 身の 二種 身が あって、 こ Q 二 身の 功力に よって、 能く 法身 を 生じ、 加 行 を 長 じて、 

遂に 生死 苦. 涅槃 樂 0 ニ觀を 成就す る を いって 居る。 この 二 觀は怫 性の 事 能で あるから、 「怫性 論」 によれば、 一 閬提 

に も 畢竟 佛性ぁ る 事と なる ので ある。 

されば、 是 等の 經論を 逾觀 する に、 無性の ー閬 提に衡 する 態度に、， 二 系の ある 事が 分る。 「怫性 論」 •「 楞伽 經」 は、 

1 閬提を 救ふ蔡 によって、 畢竟 は 無性 を 認めぬ 事と なる。 「瑜伽 論」 •  r 顯揚 論」 •  r 莊嚴 論」 . 「佛地 論」 は、 よし 一 閬提 


は 救 はるる とも * そ C> 他に 眞 0 無性の もの. \ ^り とする から V 徹底して 無性 を 立てる 事と なる。 この 二 系の 相違の 生やる 

所 は、 理怫 性に 重點を 置. く か、 行怫 性に 重點を 置く かの 差に ある。 理微 性に 重點を uia く 時 は、 遂に 一 閬提を 救 はすん ば 

巳まぬ 事になる が、 行怫 性に 重點を 置く 時 は、 事實 上に 於いて 有無の 差別 を 見ぬ 譯に 行かぬ 事と なる ので ある。 而 して 

是等兩 系 は、 いづれ も 「涅槃 經」 の 一 閬提 思想 を 出發點 として 流れ出た ものと 思 ふ。 「涅槃 經」 に は、 當然 この 兩系を 

生むべき 耍 素が ある。 經は、 理想 Q 上から、 v「 一 切 衆生 悉有怫 性」 の 旗幟 を 高く 揭げ、 一 切 皆 成の 終局に 向って、 法界 

全般の 同發 菩提心 を 要求す る。 然し、 事實問 M として は、 法界 全般 は 愚かな 事、 敎界 に 於いて すら 謗 法の も Q が あ 

り、 また 墮落 があって、 これ を 如何と もしが たい。 是に 於て か、 その 旗幟と 矛盾した 一 闆提不 成 Q 鐵案を 下さねば なら 

なくなった。 この 悉有怫 性と 閬提不 成との 交渉が、 複雜な 内容 ある 「涅槃 經」 を 成立せ しめた。 「涅槃 經」 に は、 lEi 

提に關 して、 如 來性品 を 中心とした 思想と、 迦葉品 を 中心とした 思想と があって、 そ Q 間に は 全く 相異る 解決 を爲 すに 

至って 居る。 前者より せば、 闡提不 成と なり、 後者より せば： 閬 提成怫 となる。 かの 二つ 0 流れ は、 この 二つの 顶點を 

出發點 として 來 たもので あらう と 思 ふ。 斯く 見， る 時 は、 「涅槃 經」 の ー闡提 思想の 研究 は、 怫 敎敎理 史上、 鎮る與 味 

ある 問題と なる 所から、 多少 繁 裁な 稿 を 起す 事と したので ある。 ， 

.  第二 「涅槃 經」 の 一 闡提 

「大涅 獎經」 は、 一 閬提 思想より 見れば、 三 段に 分けられる 樣 である。 その 間に、 犬なる 相違が あって" 初に 到底 浮 

ぶ瀨 のない ものと いはれ たのが、 後に 救 はれる 樣 になって 居る。 その 間に は、 思想の 上に、 犬なる 距離が あるから、 之 

を 三 段に 分けて 見る のが 便利で ある。 
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第 一 li 壽命 • 金剛 身 • 名字 功德 • 如來性 • 大衆 所 問 • 現 病 Q 六 品 

第二— 1- 聖行. 梵行 • 嬰兒 行の 三 品 

第三 11 德王 • 師子吼 .迦 葉 *陳 如の 四 品 • 

第一 段 0 六 品 中に 於いて は、 如來性 品が 中心で あり、 第三 段の 中に 於いて は、 葉 品が 中心で ある。 第二 段 は、 兩者 

の 中間に 立って、 その 兩 端の 橋梁 を爲 して 居る。 ー閬提 思想 は、 第一 段の 如來性 品に 於. S て、 凝 頂に 達し C 居る が、 第 

三 段の 德王 品に 來 つて、 問題 を 新に し、 師子吼 品を經 て、 迦葉 品に 來 つて、 更に、 別な 意味に 於いての 頂點に 達して 居 

る。 而 して 兩頂點 に 於け る ー閬提 思想の 內容 は、 犬に 變遷 して 居る。 卽ち 如來性 品に 於いて は、 永遠に 成怫の 不可能で 

あった ー閬提 が、 迦葉 品に 來 つて は、 成 佛出來 得る 事に なつ-て 居る Q である 。同一の 「涅槃 經」 中に 於いて、 前後 矛盾 

する 事と なった Q は、 その 成立が 同時で 無かった 爲 であらう から、 之 を 三 段に 分けて 見る がよ い。 今 是等三 段の ー閬提 

思想 を、 少し 緻密に 取調べ、 前後の 間の 相違 を閬 明して 見たい と 思 ふ。 

第一 段 如 來性品 を 中心としての ー閬提  - 

一 

一 闡提の 意義 を、 經 中に 求める と、 斷 善根の ものであって、 經 はこれ に 無 目 • 非 法 器 • 必死 • 大 龍. 不橫死 • 必死 之 

人. 無 信 之 人. 不可 治. 焦 種な どと 名け て、 之 を 斥す る こと、 酷烈 を 極めて 居る。 

然 らば 如何な ろ も Q を 以て、 斷 善根と すべき かとい ふに、 如 來性品 中に 於いて、 或は 犯禁の 如くに いふ も あり、 或は 

誹謗 正 法の 如くに 說 くも あるが、 然し それだけ を 以て 一 閬提 Q 內容 とする 事 は出來 ぬ。 卽ち 「破 一 切戒 • 誹謗 正 法 • 及 

1闌 提 J といって、 破戒. 誇 法の 外に 一 閬提を 見る も あり、 叉、 「五 逆 罪 • 誹謗 正 法* 及 一 閬提」 といって、 五 逆. 誇 


法の 外に 一 閬提を 見る も あり、， 叉、 「犯 四重 禁、 作 五 逆 人、. 及 一 閻提」 といって、 犯 禁* 五 逆の 外に 1 閘提を 見る も あ 

る。 大衆 所 問 品の 中に、 「若し 比丘 • 比丘尼 • 優 婆 塞 • 優 婆 夷あって、 < ^惡の 言 を發 して、 正 法 を 誹謗し、 この 赏 業 を 

造って、 永く 改悔 せす、 心に 慙愧 なくば、 是の 如き 人 を、 一 閬提の 道に 趣向す と 名く。 若し 四重 を 犯し、 五 逆 罪 を 作 

り、 自ら 定ん で是の 如き 重 事 を 犯す と 知る も、 心に 初めより 怖 畏激愧 なく、 背て 發露 せす、 怫の正 法に 於いて、 永く 護 

惜 建立の 心なく、 毀 咨輕賤 して、 言に 過咎 多き、 是の 如き 等の 人 を、 亦 一 閬提の 道に 趣向す と 名く。 若し 復說 いて 佛法 

ぎ。 なしと 言 ふ も、 是の 如き 等の 人 も 亦 一 閬提の 道に 趣向す と 名く」 と あるから、 一 閬 提と は、 謗 法よりも、 犯禁 よりも 

五 逆よりも、 更に それ以上の ものであって、 すべて 善根 を斷滅 した もの. -謂 である。 

二 

これに ついては、 、一 闡提 思想の 起った 事情 を 知る 必要が ある。 この 語の 中に 盛られた 斷 善根の 窜實 は、 蓋し 釋尊當 時 

から 有った に 相違ない。 それが r 大涅 獎經」 に來 つて 非常な 問題と なった の は、 必す之を誘發すべき^？！^情がぁったので 

は 無い かと 思 ふ。 予は、 その 事情 を大乘 非怫說 論の 擡頭に 歸 したい。 如来 性 品の 中に、 「一 閬提 あって 阿羅漢の 像 を 作 

り、 空間 處に 於いて、 方 等 大乘經 典 を 誹謗す。 諸の 凡夫 人、 見已 りて、 皆 其の 阿羅漢 は、 これ 大 菩薩 摩 訶薩 なりと 謂 

ふ。 この 一 閬提惡 比丘の 輩 は、 阿 蘭 若處に 住して、 阿 蘭 若の 法 を 壊り、 他の 利 を 得る を 見て、 以て 嫉妬 を 生じ、 是の 

如き 言 を 作す。 所有の 方 等 大乘經 典 は、 悉く これ 天魔 波 旬の 所說 なりと。」 とい ふの は、 卽ち この SHE を 語る もので あ 

る。 ー閬提 思想 は、 蓋し 當初 は敎界 外の ものに 對 したので あつたら うが、 大 問題と なった の は、 敎界 内に 於け る 大乘非 

佛 論の 起った のによ る もので、 大乘敎 徒、 殊に 「涅槃 經」 徒 は、 是等 非怫說 論者 を 以て、 通途の ー闞提 以上の ものと 

たので ある C 「若し この 大 涅槃 經を 聞く を 得ば、 四禁 及び 五 無 間 を 犯す と雖 も、 歸 よく 菩提の 因緣を 生す。 一 閥 提の楚 
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は、 則ち 是の 如くなら す」 とい ふ は、 こ 0 事情 を說 明す る ものである。 

大乘 非佛說 r 殊に この r 大 涅槃 經」 を 非 怫說と 呼ぶ ものに 誕 して、 これ を  一 11 提と 呼び、 同時に 從來の 犯 戒* 五 逆 を 

も、 これ を 合して 共に 一 闡提と 呼んだ もの. と 見れば、 解し 易くなる 點が 多い。 何と なれば、 謗 法 も、 犯戒 も、 五 逆 も、 

今日に 始まれる にあら す、 釋尊 時代から あつたので あるから、 それが こ 0 經に來 つて、 俄に 斯の 如き 重大な 問題と なる 

べきで 無い。 此の 經が、 犯禁 や、 五 逆 や、 常途 0 誇 法 やよりも、 より 以上の ものと 見る ー閬提 は、 「大 涅槃 經」 を 信ぜ 

ぬ もの を 指す ので あらう と 思 ふ。 然 かする 時 は、 犯 禁ゃ五 逆よりも、 却って 聖賢と 仰がる \ 阿羅漢が、 一 閬提 となる 事 

になる。 前に 引證 した ー閬 提の惡 比丘と は、 卽ち これで ある。 そこに 着眼して 來 ると、 性 品の 中に 於. いて、 「この 大涅 

槃 微妙の 經典 も、 また 復是の 如し。 餘 0 衆生の 五 無 間 罪 • 四重禁 法の 濁水の 中に 置かば、 猶澄淸 して 菩提心 を發 すべ 

し。 一 閬提淤 泥の 中に 投じな ば、 百 千 萬 歳なる も、 淸 めて 菩提心 を 起さし むる 能 はじ。 この ー閬提 は、 諸の 善根 を滅し 

て、 その 器に 非る が 故に」 とい ひ、 「若し この 大 涅槃 經を 聞く を 得ば、 四禁 及び 五 無 間 を 犯す と雖 も、 獬 能く 菩提の 因 

緣を 生ぜん。 一 閬提の 摩 は 則ち 是の 如. くなら す」 とい ひ、 「悪と は 方 等 大乘經 典 を 誇る を 謂 ふ。 可 作，^ は、 一 閬提の 方 

等な しと 說くを 謂 ふ」 とい ひ、 「この 大闪緣 微妙の 經典 も、 亦 また 是 0 如し。 能く 一切衆生 Q 悪業 • 四波羅 夷 • 五 無 間 

0. 若し は： ！：、 若し は 外の 所有の 諸惡を 除き、 諸 有 Q 未發 菩提心の もの、 是に 因って 則ち 菩提心 を發 する を 得る も、 た 

だ、 一 閬提の 輩 をして、 阿轉 菩提に 安. 住せし むる 能 はす」 と ひ、 「一 閬提を 除きて 、其の 餘の 衆生、 この 經を 聞き 

巳り て、 悉く 皆 能く 菩提の 因緣を 作す」 とい ふ も、 皆 能く 會得 T る 事が 出來 る。 この 見地に 立つ 時 は、 此の 經を 誹謗す 

る もの は、 一 li 提 であるから、 よし 阿 蘭 若の 法 を 行す る 事が あっても、 阿羅漢と いふ 事が 出來 なくなる。 「一 閬提と は 

名け て 無 目と 爲す e この 故に 阿羅漢 道 を 見す。 無 目 を 以てのお.^、 方 等 を 誹謗す」 とい ふの は、 この 消息 を 語る ので あ 


る。 ニ乘を 以て 敗 種と 爲し、 よし 地獄に 墮 すると も、 ニ乘 0 地に 墮せ ざれと は、 「般若 經」 や 「維摩 經」 の 主張で あつ 

た。 この 主張 は、 今や ー閬提 とい ふ 形 を 取って、 再現して 來 たもので あらう ノー  切 衆生の 悉有怫 性 を 高潮す る^の 經 

が、 何が 故に 一 閬提 のみ を 除外せ るか。 而 して その 一 閬提と は、 無 信の 衆生、 三寳を 信ぜぬ ものであると いふ だけで 

は、 合點が 行かぬ。 語原 は 無 信の 衆生から 起った にせよ、 當時 頗る 盛んに 起った 非佛. 説 論者た る 阿羅漢 敎 徒に 對抗 した 

意味 を 有する と 見ねば、 解 iS の 出來ぬ 所が 多い。  、 

ミ 

然し 單に之 を 破 斥す る Q みに て は、 その 根本 主張と する 所 0、 悉有佛 性 • 一切 皆 成 Q 主旨に 反する。. いづこ かに、 こ 

0 誇 法 Q もの をも攝 取すべき 所が 有らねば ならぬ。 後に 至って は 完全に 之を攝 取した が、 第一 段の 六 品 中に も、 その 伏 

線と なるべき 個所が 見られる。 現 病 品に、 「世に 三人 あり、 其 病 治し 難し。 一に は 大乘を 謗る。 二に は 五 逆 ii^ なり。 

三に は 一 閬提 なり。 是 Q 如き 三 病 は、 世の中の 極 重に して、 悉く 聲聞 • 獨覺 • 菩薩の 能く 治す る 所に 非す」 とい ふ を、 

ー應 見る 時 は、 到底 治す ベから すと なる が、 仔細に 見來れ ば、 三乘の 治す る 所に 非 ざれ ども、 怫陀 によ、 つて は、 ^治し 

得べき 餘 地が 遺されて 居る。 又、 性 品の 中に、 「我 叉 閻浮提 に 示現して V ー闡 提と爲 る」 とい ふ。 一^ 捉の 中に 示現の 

もの ありと いふ は、 いよく 一  閬提に 成 菩提の 因緣を 結ぶ 連鎖と なる。 また 「彼の 一間 提は、 佛性 ありと 雖も、 無量の 

罪 垢 Q 爲に纏 はれて 出る を 得る 能 はす。 還の 繭に 處 るが 如し。 この 業緣を 以て、 菩提の 妙 因 を 生やる 能 はす、 ^死に 流 

轉 して 窮 S ある ことなし」 とい ふ は、 佛 性と 菩提 Q 妙 因と を區 別す る も 0 であった。 この 二つ は、 後の 學 者の 所謂 理佛 

性 • 行怫 性に 當り、 一 閬提 にも 理怫性 は あるが 行佛 性が 無い から、 出 離す る 事が 出來 ぬと 小 ふ 意味になる。 叉 「若し 菩 

薩 あって、 所作の 善業 を、 阿耨 菩提に 廻向 せん 時、 ー閬提 Q 輩 は、 また §{訾 し 破壊して、 信ぜ やと 雖も、 然れ ども 諸の 
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菩薩、 8§與 して、 共に 無上の 道 を 成 ぜんと 欲す」 とい ふ 菩薩の 中に、 大 悲闡提 Q 意味が 明かに 看取 せられる。 一方に 

大悲 闡提が ある 上 は、 この 無性の 一 閬提 にも、 他日 發心生 善の 緣が 結ばれる ので ある。 

後の 德王 品に 至って、 一 閬提に 成怫し 得らる- -機 會を與 へた も 0 は、 不定と いふ 思想であった。 不定と いふ は 一定の 

自 性がない、 動搖し 得べ しとい ふ 意味で ある。 その 不定と いふ 事が、 如 來性品 Q 中に も、 旣に說 かれて 居る。 そ は 「解 

脫は盧 寂であって、 これに は 不定がない が、 一 閬提は 不定せ ある。 犯禁の ものが、 究竟して 移らぬ とい ふ 事 は 無い。 も 

し 正 法 を 信す るに 至れば、 一 閬 提を滅 する」 とい ふので ある。 

又解脫 者、 名 曰ニ盧 i 叔？ 無レ 有- IK. 定？ 不定 者、 如-二 閬提？ 究竟 不レ 移、 犯 n 重禁 1 者、 不レ成 ニ怫道 T 無レ 有- 1 是處？ 何 

以故、 是人若 於 二 怫正法 中？ 心得 1; 淨信 i 爾時卽 便 減 二 一  閬提？ 

こ. lQ 文句に は、 少し 不審が ある。 犯禁を 以て ー閬提 とい ふが 如くに 見られる 點 にも、 不審が あるが、 究竟 不 移の 一 

を 上 Q 1 閬提 につける か、 下の 犯重禁 者， につける か、. -、 また 不審で ある。 然し 上に つけて 一 閬提を 究竟 移らざる もの 

とすれば、 直に 不定と いふ 意義に 矛盾す るから、 意義 を通ぜ しめん 爲に は、 重禁を 犯す も のが、 究竟 移らす して、 佛道 

を成ぜ すと いふ 事 は 無い と 見るべき であらう。 こ Q 不定 は、 德王 品に 至って、 「犯禁 も、 五 逆 も、 ー閬提 も、 悉く 不定 

と 名く。 諸怫 如来に 定相は 無い。 是等 Q 輩に も、 決定が 無い から、 成佛 する 事が 出來 る」 とい ふ樣 に開展 して 居る 所 か 

ら 見れば、 こ X に點ぜ られた 不定 は、 一 閬提 思想から 見て、 輕々 に 看取すべからざる ものである。 

新 Q 如く 如 來性品 を 中心とする 最初 CH ハ品 は、 徹頭徹尾、 一 閬提の 不 成 を 極 富して 居る Q であるが、 然し 一 切 衆生、 

悉有怫 性 を 高潮す る 此の 經の 事と て、 仔細に 觀來れ ば、 其の 中に 示現の 一 閬提の 思想 も あり、 一 閬提と は行怫 性の なき 


もの- 1 謂で、 理佛 性が 無い Q ではない とい ふ 思想 も あり、 菩薩に は撇 くまで 一 閩提 を攝取 せんとい ふ替 願が あると いふ 

思想 も あるから、 この 中から、 一 閬提と 雖も成 道し 得べき 因緣を 求める 事が 出來 る。 こ. -に 繰り返して 述べた き は、 一 

閬提 思想の 起れ る 事情で ある。 こ Q 思想 中に 含まれる 當 面の 內容 は、 斷 善根であって、 斷 善根と いふ 事 だけで いへば、 

釋尊當 時から あった もので、 犯 禁ゃ五 逆 は、 正しく その 極端な も 0 であるが、 然し これ だけで は、 一 §1提 思想 を 起す に 

至らなかった。 それが 此の 經に來 りて、 俄に 問題と なった の は、 大乘非 怫說の 起った のが、 直接 0. 原因と なった もので 

あらう とい ふ 事で ある。 この 意味から する 時 は、 誇 法、 殊に 此の 經を 誇る とい ふ 事が、 最も 重耍な ー闡提 の" W 容を爲 す 

事と なる。 是に 於いて、 一 閬提 に、 敎界の 內に屬 する ものと 外に 廳 する ものと 0  二 類が 分れる 事になる。 外に ，勵 する も 

0> は、 五 逆で あり、 內に屬 する もの は犯戒 である。 從 つて 誇 法に も、 內 外の 二 類が 分れ、 外に 廳 する もの は、 謗 三 I:- で 

あり、 內に屬 する も 0> は 謗大乘 となる。 謗三寳 や、 犯戒 や、 五 逆 は、 古來 あった も Q であるが、 謗大 乘は當 面の 問 13 

で、 此の 經の 主眼と して 居る の は、 この 敎界に 腸す る ー閬提 であった と 思 はれる。 ■ 

第二 段 聖行： 梵 行の 二 品 

この 段に て は、 三種の 惡 として、 一 閬提 と、 誹謗 方等經 典と、 犯 四重 禁と を列擧 する こと、 ニ囘に 及び、 一問 提を極 

下 根と 呼び、 最極惡 と 呼び、 罪人と 呼んで 居^、 而 して ー閬提 たる 0 理由 を 不信に くの が、 頗る 明瞭に あら はれて 居 

る。 これ 一 闡提の 意義 を斷 善根に 限定せ る ものである。 之に 驚して、 梵行 品で は、 一方に は 之 を 殺しても 差 支な しとい 

ふと 同時に、 他方に は 菩薩 Q 大悲が 之 を 捨てざる を 言 ひ、 而 して ー閬 提に琉 在に 善根 を 得る ものと、 後世に 善根 を 得る 

ものとの 二種 を 分ち て、 遂に 之 を成怫 にまで 引き上げる 保證 を與 へて 居る。 これ 第一 段に 比して、 犬なる 相違で ある。 
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一 閬提の 理由 を 不信に 置く. AJ いふの は、 「一 閬提 は、 因果 を 信ぜす、 慚愧 あるな し。 業報 を 信ぜす、 現在 及び 未來世 

を 見す、 善 友に 親します、 諸 怫所說 の 教戒に 隨 はや。 諸 怫世尊 Q 治す る 能 はざる 所」 とい ひ、 また 「一 閬提 は、 信ぜす 

聞かす、 觀する 能 はす、 義理 を 得 や」 と 言 ふの 類で、 要するに 三寳を 信ぜぬ 斷 善根の も 0 を 意味す るので ある。 ー闞提 

思想 を激發 高潮せ しめたの は、 大乘 非佛說 論で あつたと 思 ふが ■ 是に來 つて は、 ー閬提 本來の 意義た る斷 善根に 限定せ 

られる 事と なった ので ある。 而し てこれ を 婆羅門の 上に 見て、 この 一 閬 提に對 して、 甚 しき は 殺しても よいと 言. つて 居 

るの は、 艉る 酷烈で ある。 「若し 能く 一  閬提を 殺す ある も、 則ち 二種の 殺 中に 墮 せす。 善 男子、 彼の 婆羅門 等 は 一切 皆 

これ ー閬提 なり。 何 を 以ての 故に、 諸 Q 婆羅門 は、 乃至、 信 等 Q 五 根 ある ことなし」 と あるが それで、 これ は佛 法に 對 

する 無 信 根の 上より、 婆羅門 を 痛撃した も Q である。 前に r 大 涅槃 經」 を 誹謗す る 上から、 阿羅漢 徒 を 一 閬提と 呼ん 

だ Q に 比して、 犬なる 相違と いはねば ならぬ。 而し てまた この， ー閬提 0 蓮 命に 關 して、 前に は 不可 治と いへ るに 對し 

て、 こ X の 一段に 於いて は、 菩薩 如來の 切々 の 愛 愍が加 はり、 後に その 生 善すべき を 斷ぜる は、 これ また 犬なる 招 違と 

いはねば ならぬ。 菩薩の 大悲 とい ふ は、 r 最 極悪と は 一 閬提と 名く。 初 住の 菩薩、 大 慈を修 する 時、 一 閬提に 於いて、 

心に 差別な し」 とい ひ、 「菩薩 また 爾り。 一 閬提の 地獄に 墮 する を 見れ ぼ、 また 與倶に 地獄 中に 生れん を 願 ふ。 何を以 

ての 故に。 こ 0 一  閬提、 もし 苦を受 くる 時、 或は 一念 改悔の 心 を 生ぜん。 我 卽ち爲 に 種々 の 法 を 説き、 彼 をして 一念 Q 

善根 を 生す る を 得しむべし」 とい ふの が、 それで ある。  - 

一一 

一 閬提の 生 善 は、 耆婆 Q 口 を 通じて、 阿閎世 王に 對 する 慰喩 Q 上に あら はれて 居る。 これ は如來 0 大悲を 主と する も 

ので あるが、 然し その 中には、 ！、 閬提が 現在に か未來 にか 得 益すべき を 明言して 居る。 これ 實に 第一 段の 不可^と、 第 


三 段の 成佛と Q 間の 橋梁 を爲す ものであるから、 此の 經の欺 0 如く まとまった 上から 見る 時 は、 着眼すべき 要處 とせね 

ばなら ぬ。 

大王、 一 閬提 輩、 分別 有 レニ。 一  者 得 二 現在 善根 T  二者 得 二 後世 善根？ 如來善 知ニ閱 提楚、 能 於 U 現在 i 得 n 善根 1 者 A 

則 爲說レ 法。 後世 得 者、 亦 爲說レ 法。 今雖レ 無い 益 作 • 後世 因？ 是故如 來爲こ 一 閬提 i 演 -1 説法 耍？  , 

1 閬提 者、 復有， I 二種？ 一  者 利根、 二者 中 根。 利根 之 人、 於， 1 現在 世 i 能 得 n 善根 T 中 根 之 人、 後世 則 得。 諸佛世 尊、 

不 -1 空說 法？  . 

到底 不可 治の もの、 永遠に 生 善の 見込な しとせられ たもの が、 現在 世に 於いて、 生 善すべき もの も ありと せられた の 

は、 一 閬 提に對 する 思想の 變遷 である。 而し てまた 現在 世に 生 善せ ざる ものが、 後世に 生 善す る 以上 は、 世に 一として 

生 善し 得ぬ ものが なくなった 譯 である。 これ は如來 0 大悲を 極言した ので ある けれども、 一 提 Q 方から いへば、 斷善 

根の 意味 を 失った 事になる 0 である。 斷 善根でなくなる 以上 は、 そこに 成怫の 門戸が 開けた 事になる から、 こ \ に來っ 

て 一切衆生 悉有佛 性の 精神が 徹底す る 事になる。 二種 闡提の 思想 は、 閬 提に對 する 時間 上からの 解決と いふべき であ 

る。 第三 段に 至って は、 この 時間 上よりの 解決の 外に、 理佛 性よりの 解決が あり、 怫 性の 意義の 擴 張から QSK へが あ 

り、 また 時間 空間 兩 面からの 解決が あり、 而し てまた 經 力からの 解決が 試みられて 居る が、 その 轉囘の 橋梁と なる もの 

は、 こ. 1 の 後世 生 善の 解決で ある。 これ は 一 經の 上から 見れば、 大切な 連鎖で あるから、 注意して S かねば ならぬ 耍點 

である。 

第三 段 .迦 葉 品 を 中心とする 後 四 品 

佛性論 諍の 中心 揮 目  二 入 九 


佛性 問題  二 九 〇 

この 一 段に は、 一 閬提 と、 犯禁 及び 謗 法と を： a 列す る も Q 1 囘、 犯 禁及五 逆 を IS 列す る も 0 ニ囘 あれ ども、 一 閬提. 

犯 四重 禁* 作 五 逆 罪 • 謗 方 等 經0 四 輩 を： IS 列す る もの、 七囘の 多き に 及ぶ から、 ー閬提 が、 犯禁 にも あらす、 五 逆に も 

あらす、 謗 法に も あらす して、 斷 善根に 限定 せらる る 事が、 一層 明白と なって 居る。 而 して 斯る 一 閬提に 就きて、 師子 

吼 品に 七 種 を 分ち、 悉く 斷 善根 • 無 信の ものであるが、 後の 五 人 は 善 友に 親近して 信心 を 得る 事に よって、 不退に 至る 

といって 居る の は、 第二 段の 二種 閬提の 思想 を擴 張した ものである。 この 七 種 閭提が 出家と せられて 居る の は、 當時 Q 

敎會を 反映せ しむる もので あらう。 「七 種 Q 人 あり。 煩惱の 賊を畏 る. -が 故に、， 發 意して 生死の 大河 を 渡らん-と 欲し、 

出家 剃髮 して、 身に 法服 を 被、 既に 出家し 已 りて、 惡 友に 親近し、 其の 敎に隨 順して、 邪法 を聽受 す。 所謂 衆生 身と は 

卽ち 是れ五 陰な 五 陰と は卽ち 五大に 名く。 衆生 もし 死 すれば、 永く 五大 を斷 す。 五大 を斷 する が 故に、 何ぞ 善悪の 

諸 業を修 習すべき。 この 故に、 善惡 及び 善悪の 報 あるな きを 知るべし と。 是の 如き を 一 閬提と 名く るな り」 とい ひ、 

「死屍とば 一 闡提 をい ふ。 四重 禁を 犯し、 五 無 間 罪 あり、 正 法を詳 誇して 、非 法 を 法と 說き、 法 を 非 法と 說き、 八種不 

淨の物 を受畜 し、 佛物儈 物を隨 意に 用 ひ、 或は 比丘 • 比丘尼の 所に 於いて、 非 法の 事 を 作す」 とい ふ は、 正しく 當 時の 

敎會の 狀況を 語る ものである。 第二 段の 婆羅門と いふ は、 こ- - から 見れば 出家の 相を爲 しつ 丄、 其の 思想が 物質 論者た 

る を 意味す る ものであった かと 思 ふ。  . 

二 

この 一 閬 提に對 して、 迦 薬品に は、 「蟻 子 を 殺害す る だ も、 歸殺罪 を 得、 一 閬提を 殺す も 殺 罪 あるな し」 とい ひ； て、 

その 信 等の 五 根 を、 永く 斷減 する を、 强く 斥して 居る が、 然し 本經の 思想 は、 この 擯斥の みに 終る 事 を 得ぬ ので ある。 

旣に 第二 段に 於いて、 時間の 上より、 これに 生 善 を 見た。 第三 段に 來 つて、 如何で 擯斥の みに 果てる 事が 出來 よう。 彼 


七 を 熟覧す るに、 種々 の 解決法に よって、 之が 成怫に 力めて 居る 0 を 見る ので ある。 それに 大 IS 五 種 を £ るので ある 

が、 この 解決に 入る に 先 だち て、 德王ロ i は、 その 序幕と して、 一 閛提と 悉有佛 性との 關係を 答して 居る" 「徳 王菩 

薩、 怫に 白して 言 ふ、 世 尊、 若し 重禁を 犯す と 「 方 等經を 誇る と、 五 逆 罪 を 作る と、 一問 提等 とに、 悉く 怫性 あらば、 

是等は 云何ぞ また 地獄に 墮 する ぞ。 世 尊、 若し 是等 をして 怫性 あらしめば、 云何ぞ ま. た 常 樂我淨 なしと いふ ぞ。 世 尊、 

- 若し 斷 善根 を 一 閬提と 名けば、 斷 善根の 時に、 所有の 怫性云 何 ぞ斷ぜ ざる。 怫性 若し 斷ぜ ば、 云何ぞ また 《s 樂我 とい 

ふ。 如し それ 不斷 なら ぼ、 何が 故に 名け て ー閬提 とい ふか。」 然るべき 問で ある。 これに 對 しての 答 は、 「不決定」 と 

い ふに ある。 「決定なら ば、 一 闡提は 終に 阿耨 菩提 を 得る 能 はす。 決定せ ざる を以 での 故に、 能く 得」 と. S ふ は、 如來 

性 品に 於いて、 旣に 提示 られて 居る 「不定」 の 思想 を 承け たもので あって、 この 不定と いふ 一 が、 後の あらゆる 解決 

を 生み出すべき 關門 となる ので ある。 

ミ 

さて 解決の 第一 は、 理の 上から した ものである。 後世の 所謂 理佛 性で ある。 これが 無くて， は、 何等の 言 說も、 その W 

を爲 さぬ から、 第一 着に 怫 性の 理が 永遠なる 事 を 確立せ ねばならぬ。 怫 性の 就が 永遠なる 時 は、 直に 時間 上よりの 解決 

が、 容易に 引き出される。 この 理 なる もの は、 常に事に對立すべきで^^ぃ。 察に 爵 する 理は、 必 に 外ならぬ。 共の 

理は、 一切 を包融 する 所に あらねば ならぬ から、 一た び 永遠の 理が 確立す る 上 は、 その 範圍が 横に 擴 がって、 無限大と 

なって 來る。 そこに 佛 性の 意義 擴大 からの 解決が 出來 る。 斯くて 時間の 上から、 又 空間の 上からの 解決が 出來れ ば、 こ 

れを 併用す る 事に よって、 更に 妙 を增す 事が 出來 る。 斯 くして 經は、 德王 品に 於いて 問題 を 新に して、 迦葉 品に 至って 

種々 に 解決 を 試みて 居る ので ある G 

佛 #i 論 諍め 中心 題目  二 九 一 


佛性 問題  二 九 二 

理性の. 上からの 解決 

一 

理の 解決の 端緖 は、 ， 一 閬提 0 不定より 自然に 引き出された 佛 性不斷 である。 これにつ きて、 經 はいふ。 

善 男子、 善根 有 U 二種？ 一  者內、 二者 外。 種 性 非 レ内非 > 外、 以 -1 是義 1 故、 怫性 不斷。 復 有- 1 二種？ 一  者 有 漏、 二者 無 

漏。 怫性 非- 1 有 漏？ 非 二 無 漏？ 是故 不斷。 復有 n 二種？ 一  者 常、 二者 無常。 怫 性非レ 常、 非 n 無常 T 是故 不斷。 

内外 を 超え、 有 漏 無 漏 を 越え、 常 無常 以上に 出 づと爲 さる. -怫性 は、 眞如如 來藏の 意味 0 それで あらねば ならぬ。 こ 

の 意味の 怫 性が 一 閬提 にも 具有 せらる- -事 は、 素より 當然 である。 

二 

理怫性 0K. 斷が 確立 せらる.^ 上 は、 こ. の 不斷怫 性と 斷 善根との 關 係が、 當然 問題と なって 來る。 德王 菩薩の 口 を藉り 

て、 經 はこの， 疑問 を 提出して 居る。. その 問 は、 「如 來が 涅槃 經を 開きた まふに 當り、 三種の 病人 あり。 一に は、 良醫に 

遇へば 差え、 遇 は ざれば 差えざる も Q。  二に は、 遇 ふ も 遇 はざる も、 悉く 差えざる も Q。 三に は、 遇 ふ も 遇 はざる も、 

悉く 差 ゆべき ものであって、 その 第二 種 は ー閬提 なりと 直せられ たが、 こ は 然るべきで ない。 ー閬 提の繁 といへ ども、 

怫性を 以ての 故に、 聞と 不聞 とに 關 はらす、 悉く 菩提 を 得べき である。 又、 一 閬 提を斷 善根と 說き たまへ るが、 これ ま 

た 然るべき でない。 佛 性は理 として 斷 すべきで ない」 とい ふので ある。 不斷， の理佛 性が ある 以上 は、 斷 善根と いふ 極端 

な 事實が 有り得べきで 無い とい ふ考 が、 當然 起って 來 るので ある。 之に 對 する 答に、 ニ樣が ある。 一は、 ー閬提 は、 斷 

善根なる を 以て、 遇 ふ も 遇 はざる も、 一 閬提を 離る- -を 得す、 又佛 性な きを 以て、 地獄の 罪 を 遮す る 能 はす。 叉怫性 

を 見す、 佛性 ある を 信ぜざる を 以て、 三 惡に墮 せざる を 得ぬ とい ふので ある。 これ 第一 段 以來の  一 Si 提の 意義に 外な ち 


ぬ。 二 は、 善と 信と は怫 性に あらや.、 怫 性は斷 つべ からすと いふので ある。 ， これ 第三 段に 來 つて、 新に 加 へられた 怫性 

の解釋 である。 この 新な 答 を 擧げて 見る。 

善 男子、 一 閬名レ 信、 提 名- 1 不具？  K. 具 信 故、 名-二 閬提？ 怫性非 レ信、 衆生 非レ 具、 以 n 不具 1 故、 云 何 可 レ斷。 

,1 閬 名- 1 無常 善？ 提名 M 不具？ 以 -1 無常 善 不具 1 故、 名-二 閬提？ 怫性是 常、 非レ善 非- 1K. 善？ 何以 故、 善 法 耍從 U 方便 1 而 

得、 而是怫 性 非 n 方便 T 是 故非レ 善。 叉 善 法 者、 生已得 故、 而是怫 性、 非- 1 生已得 f 是故 非レ 善、 以レ斷 U 生得 諸 善 法 T 故 

名 ニー  閬提？ 

一は 怫性 なしと いひ、 他 は怫性 ありと いふ" この 關係を 如何に 考 へて 可な らん か。 特に、 卒然 之 を 見る 時 は、 詭辯に 

類す るが 如くに 思 はる X までの 第二の 解答 を、 如何に 見るべき であらう か。 これ は 「涅槃 經」 研究者の 課題であった。 

是 まで 屢ぷ言 つた 理怫性 • 行怫 性の IhM 別 は、 こ. -に 起る Q である。 理怫性 ，行佛 性の iHii 別 は、 迦葉 品の 中に 「犯禁 や、 

1 闡提 や、 謗 法 や、. 五 逆に も、 皆怫性 ある も、 是の 如き 衆生 は、 都て 善 法な し。 怫性 はこれ 善な り。 これによ つて、 或 

は是 等の 輩に 悉く 怫性 ありと いふ あり、 或は 無しと いふ あり」 とい ふ 一節が あるが、 悉有怫 性 は 理佛性 をい ひ、 怫性是 

善 は 行怫性 をい ふので ある。 斯く理 行 二 性の 概念 を定 むる 時 は、 第一 の 解答に 於け る 善根 や、 見や、 信 は、 行怫 性で あ 

り、 第二の 解答に 於け る 非 信 Q 怫性、 非 善 非 不善の 怫性、 非生已 得の 怫 性と いふ-は、 理怫 性で ある。 者 を 併せ 考 ふる 

時 は、 一 閬提に は. 理佛性 ある も、 行怫 性な し、 一切 悉 有の 怫性 は、 理佛 性の 謂で あり、 斷 善根 は 行怫 性な しの 謂と な 

るので ある。 中 圃の地 論 や 三論 や 唯識ゃ 天台の 學者 は、 一 檬に斯 く 理解して 居り、 また 斯く 解釋 せねば、 經意は 不明瞭 

h; なる。 さて その 理行ニ 性の 關 係に 至って は、 唯識 家と、 天台 家との 間に 異說が 起って 來 るが、 怫 性に 趣 行の 二 性 を 

見、 理性 ある も、 行 性な くば、 成怫し 得すと いふ 點に 於いて は、 何人も 異存の ない 所であった。 

佛性論 諍の 中心 題目  二 九 三 


佛性 問題  二 九 四 

ミ 

師子吼 品に 至って は、 佛性を 第一義 t 仝と 名け、 之 を 中道と 名け、 叉、 ー乘ゃ 十二 因緣 も、 佛 性と 名く るに 至った が、 

それ は 言 ふまで もな く、 理怫 性の 謂で ある、 「この 理怫性 は斷じ 得べき でない。 斷 すべき は、 菩提心で、 而 して 菩提心 

なきもの は、 怫性を 見る 事が 出來 ぬ、 佛性は 正 因で、 菩提心 は緣 因で あり、 二 因緣を 具せ ざる もの は、 成 道 を 得べ から 

す」 とて、 經は 一方に 悉有佛 性 を 高潮し つ X、 他方に 「菩薩が、 衆生の 爲に 地獄 中に 在って、 よし 地獄 を 空なら しむる 

も、 一 閬提 のみ は 如何と もしが たし」 と 徹底して 居る。 經に は、 菩提心 を行怫 性と 名け て 居らす、 寧ろ 非怫 性と 名け て 

居る が、 前節から 推論し 來る時 は、 その 非怫 性と いふ は、 理怫 性に 非す の 謂で ある 事 は、 疑 ふべ くもない。 

此 菩提心、 實 非ニ佛 性？ 何以 故、 一 閬提 等、 斷ニ於 善根 T 墮ニ 地獄 1 故。 若 菩提心 是佛性 者、 一 閬提 蒙、 則 不レ得 レ名こ 

ー閬提 1 也。 

汝 言- 1 衆生 悉有佛 性、 何故 不見 1 者、 是義不 レ然。 何以 故、 以ニ諸 困 緣未 和合 1 故。 善 男子、 以， 1 是義 I 故、 我說 ニニ 因？ 

正 因、 緣因。 正 因 者、 名爲 n 佛性 T 緣 因者發 菩提心。 以 ニニ 因緣 T 得- 1 阿耨 菩提？ 

新の 如く、 經には 菩提心 を佛 性に 非す として 居る が、 中 國の學 者 は、 この 正 因 も緣因 も、 共に 佛 性と 名け、 一 を 理性 

とし、 做 を 行 性と し、 是等ニ 性 を 具す る もの、 始めて 成怫し 得べ しと 爲 したので ある。 

四 

然 らば 理怫性 ある も Q に は、 必す 行怫性 あり や 否や。 これ 實に唯 識* 天台 兩 家の 相違 を來す 所であって、 天台 家は理 

性 あれば 行 性 ある は當然 なりと し、 唯識家 は、 理性 は 一切に 共通なる も、 有 爲無漏 種子 Q 如何によ つて、 行 性の 有無 不 

定 なりと し、 長き 歴史 を 通じて 爭 つて 來 たが、 經 自身より 見る 時 は、 如何に あるべき か。 德王 品の 中に、 ー闡提 に佛性 


あり や、 怫 性な しゃの 問 を 起して、 これに 答へ て 「この 大 涅槃 經の 如來深 たる 一切衆生 悉有佛 性 を 知れば、 一 鬧提 

を滅 す」 と 言って ある 所から 見れば、 理性に は 當然行 性 を 伴 ふ も Q と昆た 0 である。 師子吼 品に 於いて、 怫性を 一 切 諸 

佛 の阿耨 菩提 中道の 種子と 呼んで 居る 所 を 見ても、 叉、 迦葉 品の 中に、 未 來怫性 力の 因緣の 故に、 ？ ：3 た 善根 を 生す と 言 

つて 居る 所 を 見ても、 理性に 行 性を內 含せ しめた ものと 見て よいと 思 ふ。 

時間の 上からの 解決 

經に は、 理怫 性の 上からの 解決と 41 ハに、 時間の 上からの 解決が ある。 蓋し 不 斷の 理性が ある 以上 は、 時間の 經 過の 上 

に、 その 力 用が あら はれねば ならぬ からで ある。 この 時間 上より せる 解決 は、 旣に 第， 二 段に 於いて 現 はれた が、 師子吼 

品 ゃ迦葉 品に 來 つて。 また 明瞭に あら はれて る。 - 師子吼 品に は、 「有に 過現未の 三種 あり、 ー阅提 等に も怫 性が ある 

から、 定んで 未 來に成 道すべし」 とい ひ、 迦葉 品に は、 ー闡提 が、 佛說を 聞きて 後世の 諸 善 種子 を 生： する を說 き、 殊 

に怫性 力の 因緣の 故に、 畢 音.， 得 • 営 得な りと 說く 所に、 犬に 力が ある。 最後の もの は、 一 閛提 に怫性 あり や 無し やの 問 

に 答へ たもので、 經は斷 善根の 人に も、 如來. 佛性 あり、 後 身佛性 あるが、 現在の 煩憐の 緣の 故に 無と 説き、 未 來怫性 

力の 因 緣の 故に 有と 說く のが、 分別 答で あると て、 こ- -に斷 善根の ものに も、 五 種の 怫性 丄ハ 種の 怫性 • 七 種の 怫性ぁ 

るべき を說 いて 居る。 こ X に來 つて、 閬提 成佛の 問題 は、 時間の 上から、 明瞭に 解決せられ たと 共に、 理怫 性に 力 用 

ある 事 も、 明瞭に 說 破せられ たので ある。 五種怫 性と いふの は、 五 住の 菩薩 以下 至 初 地の 露 *赏. 淨. 可 見. 善 不善、 

八 住 菩薩 以下 至 六 住の 眞 .實* 淨 *善* 可 見 を. S ひ、 六種怫 性と は、 九 住 菩薩の 常. 善 *眞. 赏 *淨. 可 見、 後 身 菩薩 

の 常 .淨. 眞上霣 • 善. 少， 見 を. S ひ、 七種怫 性と は、 怫 0 常 • 我. 樂. 淨. 眞上霣 • 善 をい ふので ある。 怫 性の S 資^ 

は、 常に 變ら ぬが、 その 常 樂我淨 たる は、 獨り 怫陀に 至って あら はる X ものであって、 而も  一 IE 提に もこれ を 具へ て 居 

佛性 論歸の 中心. 題目  二 九 五 
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ると いふので ある。 

斷 善根 人、 亦 有， 一如 來佛性 T 亦 有 二 後身佛 性？ 是ニ怫 性、 障- 1 未來！ 故、 得 II 名爲 P 無、 畢竟 得 故、 得- 1 名爲 IVT 是名 -I 

分別 答？  ， 

是 五種怫 性、 六種怫 性、 七種怫 性、 斷 善根 人、 必當レ 得 故、 故得レ 言レ 有。 是 名- 1 分別 答？ 

斷 善根 人、 以 -I 現在 世 煩 惱因緣 T 能斷 -I 善根？ 未 來怫性 カ因緣 故、 還 生 n 善根？ 

怫 性の 語義 を擴 めての 解決 

經 Q 1 閬提 の佛性 有無 問題 は、 以上 0 如き 理佛 性の 上より、 時間の 上より Q 解決の みならす、 經叉 横に 怫 性の 意義 を 

擴 むる 事に よって、 之 を 解決した。 旣に 述べた る 如く、 怫性は 師子吼 品に 來 つて、 大に その 意義 を擴 め、 同時に その 範 

圍を擴 大した。 一 たび 第 一 義空を 以て 佛 性と 爲す や、 中道 • 十二 因 緣 • 一 , 乘 • 我 • 十 力 • 四 無 長 • 大悲 • 三 念處を 以て 

佛 性と 爲し、 色受 想行識 我の 六法に 卽 せす、 また 離れす とし、 大慈大悲 *大 信心. 四 無 礙智. 頂 三昧 を 以て 佛 性と 爲 

し、 更に 迦葉 品に 來 つて、 「如 來佛性 Q 有 は、 三十 二相. 八十 種 好 等な り。 無 は 諸 善. • 不善. 無 記 • 業因 果報 • 煩 惱： 

五 陰 • 十二 因 緣 なり。 一閬 提の佛 性の 有無 も、 また 斯 0 如し」 といって 居る。 三十 二相 等 は 如 來佛性 Q あら ほれで あ 

り、 十二 因 緣等は 衆生 佛 性の 現 はれで あ-る。 これ を 果怫性 • 因佛 性と 見たら、 よから う。 因 位の 地位に 立ちて 怫性を 見 

る 時 は、 一切 悉く 怫性 たらざる は 無い。 是に 至って 顧みる 時 は、 一 閬 提に怫 性の 有無 を 論す る， 如き は、 怫性觀 のま だ 進 

まぬ 時代 Q 事であった。 經は、 斯の 如き 意義 擴大の 怫性觀 を 以て、 頗る 意 を 得た る ものと 爲し、 これ を 如 來の隨 自意語 

と 呼び、 進んで 佛性 0 有無に ついて、 四甸 分別 を爲 して 居る。 是等四 句の 中には、 上 は 怫陀ょ や、 下 は 一 閬提 まで を 網 

雑して、 少しも 波す， 所がない e 是に 至って、 從來の 一 閬提佛 性 有無の 問題 を 顧みれば、 彼は定 有と 爲 すか、 定 無と 爲す 


, ^の 上に 立ちて ひ 問答で あつたが、 こ- -ひ四 i?^ 分別の 上に 於.^ て は、 定 有. 定無を ニゥ 共に 否定して、 而 して 完全に 悉 

有 を 立てて 居る ので ある。 この 四 句 分別 も、 また 經は 自ら 誇り を感 する 解決であって、 自ら 如 來隨自 意 語と 呼んで 来 

る。 

如 來の怫 性 Q 有無と は、 次の 如き 文 i ^一で ある。  ~ 

如來、 復有 H 隨自意 語？ 如 來怫性 則 有- 1 二種？ 一  者 有、 二者 無。 有 者、 所謂 三十 二相、 八十 種 好、 十 力 四 無 長、 三 念 

處、 大慈大悲、 首 楞嚴等 無量 三味、 金剛 等 無量 三昧、 方便 等 無量 三味、 五智 印 等 無量 三昧、 是 名爲レ 有。 無 者、 所 

謂如來 過去 諸 善 不善 無 記、 業因 菜 報、 煩惱、 五 陰、 十二 因緣、 是 名爲レ 無。 …； 是名 U 如來佛 性- 1 乃至 一問 提佛性 有 

無、 亦復如 レ是。 

如來怫 性の 有無と、 一 闡提怫 性 Q 有無と は、 勿論 異る もので なけねば ならぬ。 如來怫 性の 有 は、 一間 提には 無と な 

り、 一 閬提怫 性の 有 は、 如 來には 無と ならねば ならぬ 事 は、 次の 四.？ 分別の 例に 照しても、 之 を 知る 事が 出 _ ^る。 四 句 

分別と は、 

或 有佛性 i 1 閬提 有、 善根 人 無  ，  r 

或 有怫性 ，11 善根 人 有、 一 闡提無  、 

或 有怫性 11 二人 倶有  . 

或 有怫性 I  二人 倶無 

善 男子、 若 解- 1 如レ是 四 v 赪 1 者 不レ應 -fe 言-二 閬提 人、 定有怫 性、 定無佛 性？ 若 F 衆生、. 悉. 1^-1 怫性 f 是名 U 如來隨 

自意 語？ 如來 如レ是 隨自意 語、 衆生 云 何 一向 作レ 解。  , 

佛性論 諍の 中心 題目  二 九 七 
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是 等の 四.？ 0 語 は、 怫性を 論す る 怫敎學 者 0、 悉く 注意す る 所と なった が、 要するに 理佛 性の 觀 念が、 非常に 進んだ 

結果で ある。 これ 凝 然の眞 如と は 犬に 其の 趣 を 異にする 所の もので、 怫性 Q 語義 中に、 因 も 某 も、 漏 も 無. 1 も、 一切 含 

めた ので あるから、 迦葉 品に は、 また 「怫 性と は 一法に 名け す、 萬 法に 名け す、 未だ 菩提 を 得ざる 時 は、 一切の 善 不善 

無 記、 こと/^、 く佛 性と 名く。 或 時 は 因 中に 果を說 き、 或 時 は 梁 中に 因を說 くに 外なら す」 と 言 ひ、 これ を また 自ら 誇 

りと して、 如來の 隨自意 語と 名け て 居る。 「涅槃 經」 の 後 を 承け た r 佛性 論」 が、 如来 蔵の 中に、 衆生 も、 煩惱 も、 如 

來も、 悉く 含めて 居る の は、 經 の；^ の 怫性觀 から 得た もので あらう。 

善 男子、 夫怫性 者、 不 レ 名-二. 法 1 不レ 名-十 法 T 不レ名 二百 法？ 不レ 名- 1 千 法 T 不レ名 二 萬 法？ 未レ 得- 1 阿 霜 菩提 1 時、 一 切 善 

不善 無 記、 盡 名- 1 怫性？ 如 來或時 因 中說. X 果、 果 中說レ 因。 是名 n 如 來隨自 意 語- 

縱橫兩 面よりの 解決 

ー閬提 に佛性 あり やなし やの 問題に つきて、 以上の 如く、 或は 理佛 性の 有を說 き、 或は 現在 はなき も、 未來に 有りと 

いひ、 或は 如 來佛性 は 無き も、 衆生 佛性は 有りと いひ、 種々 の 方面より、 之 を 解決した が、 更に 迦葉品 は、 その 結論と 

して、 一 閬提の 成不の 問題に 對 して、 「その 得道 をい ふは染 着で あり、 その 不得 をい ふ は廐妄 である。 若し 未だ 善 法 を 

生ぜす して 得道す とい ふ は、 三寶を 誇る ものな り。 一 閬提を 捨てて、 異 身中に 於 S て 得道す とい ふ は、 また 三寶を 謗る 

ものな り" 若し 能く 善根 を 生じて、 相績 して 斷 えす、 得道す と 言 ほ t -、 三寶を 謗らす」 と說く 中に 於いて、 一 閬提の 七 

種 人に 關 して、 「或は 一 人 具 七なる あり、 或は 七 人 各 一 なる あり」 と 言って 居る が、 この 一 人 具 七と、 七 人 各 一との 兩 

者 は、 恰も 縱的 人性 觀 と，、 橫的 人性 觀と を、 合說 した も. ので ある。 一 人 具 七の 思想 は、 やがて 賢 首 大師の 一 人 五 性說と 

伺 一 系 銃に 廳 し、 七 人 各 一 の 思想 は、 その ま そ 唯識學 者の 五 性 各別說 と、 同 一 系統に 屬す とい ふべき である。 赞 富な 


想 を 含む 此の 經 から、 怫性 論に 關 する 一切の 材料 を 仰ぐ 事が 出來 ると 言って よいが、 こ- -0 七 人 各 一、 一人 具 七の 如き 

は、 極めて 短い 語 であるに 關 はらす、 こ Q 中から、 唯 識* 華嚴兩 系の 撗的 • 縱的兩 怫性觀 を 導， き 出す 察が 出來 るので 

あるから、 これ は 縱横兩 面 を 併せ 含む 解決と 毘 るべき である。 

若 有 Efe 言- _1 一 閬提 人、 得- 1 阿耨 菩提 1 者、 是 名- 1 染着？ 若 一 F 不レ得 者、 是 名- 1® 妄？ 善 男子、 是七種 人、 或 有- 1 一 人 具 P 

七、 或 有 二 七 人 各  一 ？  . 

是の 如く、 佛 性の 意義が、 擴大し 徹底して 後に、 當 初の 出發點 としての 怫性說 を 顧みる 時 は、 これ 有りと いふ も、 こ 

れ 無しと いふ も、 經が 頻りに 排斥せ るに 關 はらす、 時に 自 性の 過失 伴った。 衆生の 身中に 靈 妙な ー體 ありと. S ふ觀念 

が、 自然の 間に 論者の 意 を 支配して 來た。 一 閬提に は 其の 影を沒 すと いふ 時と、 理 として 不斷 常住の 性 ありと いふ 時と 

を對 照す る 時 は、 何としても、 そこに 自 性の 執 を 伴 ふ を 免れぬ。 經が定 有 • 定 無の 兩說を 以て、 共に執^^と.^ったの 

は、 この 執を拂 はんが 爲 であるが、 然し この 執 を 伴 ふ のが、 當然の 成り行きで あるから，、 迦葉 品に 於いて、 ！5{ に また こ 

の 執を拂 はんとて、 「衆生の 怫性 は、 廐 空の 如き 常に あらや、 鬼 角の 如き 無に あらす、 須 らく 亦 有 亦 無と いって、 お を 

以て 鬼 角の 執 を 破り、 無 を 以て 虛 空の 執を拂 ふべ し。 新くて こそ 三寶を 謗らざる もの なれ」 と 言-つて 居る。 • 

若 有 r 説 言： 生怫 性、 非レ有 如- 1 廐 空？ 非 レ無如 二 鬼 角？ 何以 故、 虚空 常 故、 鬼 角 無 故。 是 故得レ f 亦 有 亦 無？ 有 故 

破 ま 角 T 無 故 破&空 £ 如 レ是說 者、 不レ謗 二三 寶？ 

後の 問題 

斯くて ー闡提 に怫性 あり や 否やの 問題 は、 種々 の 方面から 解決せられ. たが、 殘る所 は、 無情の ものに も佛 性の 名を與 

へて よき や 否やの 問題で ある。 これ も 「涅 獎經」 の 中に ある 問題で、 經の 中に 次の 如き 文^が ある。 

佛性 論歸の 中心 据目  二 九九 
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非佛性 者、 所謂 一 切 牆壁 瓦 石 無情 之 物。 離 n 如 レ是等 無情 之 物 T 是名 n 怫性？ 

これ は 其の後の 怫敎學 者に 違され た 問題で、 嘉祥 も、 法寶 も、 天台 も、 賢 首 も、 いづれ もこれ に 觸れて 居る 力 み 

解釋 に、 大略 ニ檬の 相違が あつたと 言って よい。 

以上、 後の 佛性 論爭を 考慮の 中に 置きつ. -、 一通り" 「涅槃 經」 0 ー閬提 思想 を 通観した 0 である。 - 

.  ,  (昭和 五 年 五月) 


大 


經 
と 

章 

疏 


(如何なる 撰述が 最も 早く 入 蔵せ しか) 


I 

如何な-る 此土 撰述が、 最初に 大藏經 中に 加 へられ たかを 知る 事 は、 往時 Q 怫敎學 界が何 種の も Q を 以て、 佛敎學 建設 

Q 基礎と 見た かとい ふ 事 を 知るべき 標準と なる。 中 國の六 朝 時代と 現今と は、 その 研究の 上に、 問題 や 方法の 相 遠が あ * 

るに もせよ、 入藏史 そのもの は、 今後の 怫敎學 建設に 對 して、 犬なる 指針 を 含む に 相違ない。 驚の 建設に は、 何として 

も 堅固な 基礎が 無くて はならぬ。 啓蒙 時代に あって こそ 手取り 早く まとめる 事が 第二 者で あらう が、 十 年 二十 年 乃至 百 

年 0大| f  t すき は、 f 豪 S いて、 更 I 礎 H 事から やり直さねば ならぬ。 囊 言 直す につ 

いて は、 往古に あって 如何なる 撰述 を 以て、 そや 资 料に 當るも 0 としたか を 見る 事が、 犬なる 敎訓 となる。 今や 怫敎 0 

研究 は、 非常な 進歩 を呈 して 居る から、 何時までも 手取り 早い やり方で は、 やがて 行きつ まるに 相 遠ない。 さて、 如何 

なる 撰述が 第一 荖に入 藏の榮 を 得た もので あらう か。 藏經が 一般に 開放 せられた 今日に 於いて は、 編  > お 者の 意,^ によつ 

て 如何にもなる けれど、 往古 ま？ は、 襄なも Q でなかった。 これ 5 いて、 先づ顏 t き 取調べて.^ る f 

する。 

入 藏史の 一 般  三 0 三  r 


大藏經 と章疏  三 G 四 

隋 0 費 長 房 Q 「歷代 三 寶紀」 は、 南方 0 宋 (？) の 「衆 經別 錄」、 梁の 「出. 三藏記 集」、 梁の r 寶 唱錄」 の 三種と、 北 

方の 魏の 「李 廓 錄」、 齊の 「法 上錄 に、 隋の 「法 經錄」 の 三種と を 基礎と して 、^犬な 著錄を 成した ものであるが、 そ 

の 入 藏毘錄 の 中には 此土 撰述 を 記し. てない。 

隋 Q 「靜， 泰錄」 は、 その 第三 卷の別 生 部 Q 中に、 別集抄 とし c、 左の 重要な 七 部 を 擧げて 居る が、 然し 入 蔵と して 居 

るので はない。 この 「靜 泰錄」 は學士 及び 沙門 等 撰の 「錄」 と 一 緒に されて 居る。 學士等 撰の r 錄」 は、 覃本 • 重 翻* 

別 生 • 賢 聖集傳 • 疑僞の 五門に 分ち、 その 中、 別 生. 疑 僞は抄 寫を須 ひす、 已 外の 三分 ほ 入 藏見錄 と 言って 居る。 r 靜 

泰錄」 も、 同意見に 相違ない。 そ Q 七 部と いふ は 左 Q 如き ものである。 

「法寶 集」 二百 卷 梁 簡文帝 令 學士撰 (「三 寶紀」 第 十 一 に 載せられ、 亦 「法 寳 聯璧」 と 記す) 

「衆 經耍 集」 二十 卷 後魏世 沙門 曇 顯等撰 (「一二 寶紀」 第 十一 「周 衆， 1 耍」 二十 ニ卷と 作す) 

「内典 博耍」 三十 卷 梁 湘東王 記 室 虞 孝敬 撰 0. 三 黉紀」 第 十 一 に 見える〕 

「眞言 要 集」 十卷 梁 賢明 撰 

r 經律 異相」 五十 卷 梁 寶唱等 撰 (存) 天監 十五 年 勅撰 

「淨住 子」 二十 卷？ I 南 齊蕭子 良 撰 0. 廣弘明 中に 存 する〕 

「釋 迦譜」 四卷 梁 僧祐撰 (存)  .ノ 

此 Q キ、 「經律 異相」 ど r 釋迴 譜」 と は、 其の後 入 蔵せられ た。 r 淨住 芋」 は、 散逸 せんとし たの を、 道宣が r 廣弘 


明 集」 0 中に 保存して 居る。 他 Q 四つ は 散逸して しまったが、 若し 殘存 して 居たら 勿論 入藏 せらるべき 種類 Q も 0 であ 

る。. 世から 考 へれば、 當 然入藏 せらるべき もので あらう が、 當時 にあって は、 此土 撰述 を 入 蔵せ しむる 議が無 かつ 

た 0 である。 

「法寶 集」 にっきて、 「三 寳紀」 第 十一に いふ、 

亦 云法寶 聯璧、 簡 文帝蕭 綱、 在-儲 宮- 日、 躬覽 二. 2： 經 T 指^ 科 域、 令 三 諸 學士、 編寫結 連、 成 U 此部卷 T 以レ類 相從。 

現存せ ぬの は、 惜しむべき である。 

「內典 博 要」 にっきて いふ、  . 

該 -1 羅經論 所有 要 事 f 備皆 牧錄、 腐 同- 1 皇覽 類苑之 流？ …… 然此博 要、 亦 是内學 群 部 之 耍逕 也。 

また 現存せ ぬ Q は 惜しい。 

兩書 Q 體裁相 同じき が 如く、 恰も 「經雜 異栢」 又は 「法 苑珠 林」 の 如き ものであった らう。 當時、 此の 種の もの， 紐々 

撰述せられ、 儈旻 等の 「集 經 耍抄」 一部 幷目錄 八十 八卷、 天監七 年の 撰 もあった。 佾受 は、 梁の 三大 高僧の 一人で あ 

る。 

「周 衆 經耍」 二十 卷 にっきて いふ、  . 

魏 1^ 相 王 宇 文 黑泰、 輿 二 隆釋典 T 崇 -1 重大 乘ー 雖レ攝 -1 萬 機 T 恒閬 ii 三寶 T 第 內毎常 共 M 百 法師 T  f 討經論 T 講 -1 摩訶衍 T 

, 遂命 T 沙門 釋曇顯 等、 依- 1 大乘經 T 撰 ゆ 菩薩 藏衆 經耍及 r 1 百 二十 法」/ 始從 ニ怫性 T 終 至 n 融門 T 而 開講 時、 卽恒宣 

述、 永爲 n 常 則 T 以 代- 1 先舊五 時。 敎迹 T 迄レ今 流行 二 山 東 江 南 T 雖レ稱 二 學海軌 儀播則 T 更 無二 是過？ 

この 記事に よれば、 當時 以前 貴族の 第內に 於いて 佛敎 の講論 ある 際に、 五 時 敎迹を 題目と する 事が 常例と せられた の 
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であった が、 此の 書 Q 出る に 及び、 怫性 乃至 融門を 以て、 題目と した Q である。 

此の 書と、 智藏等 二十 大德撰 Q 「義 林」 八十， 卷は、 敎義 Q 研究 上に 於いて、 凝る 重要な 材料 を 含んだ ものである。 「義 

林」 にっきて、 「三 寶紀」 はいふ、 毎- 1 大法 會 T 帝必 親覽、 以觀 こ 講論 T 賓主往 這、 理敎途 趣、 如 レ指レ 掌 也と。 智藏 はい 

ふまで もな く、 梁の 三大 法師 Q 1 人であった。 この 「經 要」 と 「義 林」 との 傳 はらな いのは、 遣憾 である。 

唐の 道宣の 「大 唐內 典錄」 は、 第 八卷、 歷代 衆經昆 入藏錄 0 最後に、 「入藏 目錄」 ー卷、 「衆經 目録」 五卷、 大唐內 典 

錄」 十卷を 加へ て 居る。 然し 道 宣の生 時に、 その 撰述に か \ る 「內 典錄」 が、 入藏 せる 事に ついての 記 錄は見 富らぬ。 

「開 元錄」 に 至って、 他の 目錄 と共に、 新に 大蔵 中に 編入せられ たから、 これ は 藏經の 終りに、 單にそ Q 目錄に 添へ た 

ものと 解して 置きたい ので ある。 

以上に よって 毘 ると、 招當に 立派な 撰述が あつたに 關ら す、 初 唐まで、 此土 撰述が、 一 として 入藏 せられて 居らぬ Q 

である。 然 らば 確 實な入 藏記錄 はいつ からかと い へば、 中 唐 開 元 十八 年 (七三 〇) 撰、 智 昇の 「開 元釋敎 目錄」 からの 

事であって、 此の 時、 實に此 土 撰集傳 四十 部 三百 六十 八卷 を入藏 して 居る。 開 元年 代 は、 支那 Q 新 文化 Q 絕頂 期で あ 

る。 怫敎學 も、 此 Q 時期に 於いて 最高潮に 達し、 翻譯 は. 遺憾な く 成し遂げられ、 研究 も 建設 も 空前 絕 後の 盛況 を呈し 

た。 さて 智昇 は、 そ Q 中から 如何なる 撰述 を 取り出して、 第一 著に 入 藏の價 値 ある もの としたか。 入藏 は、 佛敎 全體に 

關 する 事で あるから、 如何なる 學 者に 取. つても、 眞に 規範と なり、 指導と なり、 基礎と なり、 資料と なる もので なけね 

ばなら ぬ。 智昇 は、 その 選定の 標準 を 以て 「大法 を裨 助光揚 して、 季代 維持の 綱耍 となる」 べき ものと し、 「護法の も 


0 にあらねば 之 を 取らす」 としたの である。 一 々の 撰述の 下に、 特に 新 編入 蔵と 註して 居る から、 是等 Q ものが、 此の 

時 初めて 入藏 した 箏は、 疑 ふの 餘 地が 無い" その 四十 部の 中には、 何故に と 問 ひたい もの も 入って 居る けれど、 何に せ 


よ、 此土 撰述 最初の ものであるから、 一 應之を 見て 行 

( 一 ) 蕭齊 儈祐撰 「釋 譜」 十卷 

唐 道宣撰 「釋迦 方 志」 二， 卷 

唐 慧立等 撰 「大唐 慈 恩 寺三藏 法師 傳」 十卷 

唐 義淨撰 「大唐 南海 寄 歸傳」 四卷 

(二) 梁 儈祐撰 「出 三藏記 集」 十五 卷 

隋費長 房 撰 「開皇 三 寶錄」 十五 卷 

唐 道宣撰 「大 唐內 典錄」 十卷 

唐 靖邁撰 「古今 譯經圖 記」 四卷 

唐 明 t 一等 撰 「大 周刊 定衆經 目錄」 十五 卷 

(三) 唐 玄應撰 「一切 經 音義」 二十 五卷 

(四) 梁 慧咬撰 「高僧 傳」 十四 卷 

梁 黉唱撰 「比丘尼 傳」 四卷 

唐 義淨撰 「大唐 西域 求、 ま 高僧 傳」 ニ卷 

(五) 梁 僧祐撰 「弘明 集」 十四 卷 
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唐 道宣撰 「釋迦 氏 略譜」 一 卷 

唐 玄奘撰 「大唐 西域 記」 十二 卷 

東 晉法顯 自記 「法 顯傳」 一 卷 

隋法經 等 撰 「開 皇衆經 目錄」 七卷 

隋仁壽 「衆 經 目錄」 五卷 

唐 智昇撰 「繽 大唐內 典錄」 一 卷 

唐 智昇撰 r 繽 古今 譯經圖 記」 一 卷 

唐 智昇撰 「開 元釋敎 目錄」 二十 卷 

唐 慧苑撰 「新 譯華嚴 音篛」 ニ卷 

唐 道宣撰 「綾 高僧 傳」 三十 卷 

唐 道宣撰 「東 夏 三寶感 通錄」 三卷 


唐 道宣撰 「廣弘 明 集」 三十 卷 


三 〇 七 


三 〇 八 

唐 智昇撰 r 績集 古今 彿道 論衡」 一 卷 

唐 法^ 撰 「破邪 論」 ニ卷 

唐 復禮撰 「十 門 辯 惑 論」 ニ卷 

唐 玄惲集 「諸 經耍 集」 二十 卷 

唐 智昇集 「諸 經禮讃 儀」 ニ卷 . 

唐 義淨撰 r 受用 三水耍 法」 一 卷 
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唐 道宣撰 「集 古今 怫道 論衡」 四卷 

唐 法琳撰 「辨 正論」 八卷 

唐玄： t ま つ g 正 諭」 三卷 

唐 彥惊撰 「集 沙門 不拜 俗議」 六卷 

(六) 梁 寶唱集 r 經律 異相」 五十 卷 

(七) 撰者 未詳 「陀羅尼 雜集」 十卷 

唐 義淨撰 「別 說罪耍 法」 一 卷 

唐 義淨撰 「護 命 放生軌 儀」 一 卷  H 

第一 種 は、 印度の 記事で ある。 「三 藏 法師 傳」 も、 その 印度 記事 を 取った ものに 相違ない。 第二 種 は經錄 である。 第 

三種 は、 昔義 である。 第 四 種 は、 偉 記で ある。 第五 種 は、 三教 闘 係の 問題、 主として 道怫 ニ敎. の爭 論で ある。 第 六 種 • 

第 七 種 は、 叢書 編纂で ある。 是等 を通覽 して、 第一 荖に氣 づく事 は、 一 として. 宗 義に關 した ものの ない 事で ある。 云 ふ 

まで も 無く、 此 Q 時代までに は、 天台 ニニ 論 • 律. 唯 識. 華嚴 等の 宗義 は、 大成 せられて、 百歲を 照らすべき 大著 雄篇 

が、 汗 牛 充楝も 唯なら ぬ欣 態であった。 にも 關ら す、 それ 等が 一として 人藏 して 居ない とい ふ 事 は、 如何にも 不思議な 

事實 である。 今日なら ば、 第一 著に 入藏 すべし と 自他共に許す ものが、 一として 入藏 せす して、 却って 編纂 もの や、 記 

錄 ものが、 揃 ひも 揃って 入藏 する 0 は、 如何なる 理由で あらう か。 予は 之に ついて、 一度 は 古今 0 思想の 相違の 然 らし 

むる 所で あらう かと も 思って 昆 たが、 然し 少く とも 佛敎界 に 於いて は、 今日より 昆て 一層 多くの 成果 を 擧げて 居た 中 唐 

が、 今日の 學 者が 價値 づける 以下に、 是 等の 大著 雄篇 を 見た と は 言 はれぬ。 然 らば、 考へ 方を變 へて 昆 ねば、 この 事實 


を說 明す る 事 は出來 ぬので ある。 之 を 一 言に 要約 すれば、 當 時の 怫敎界 は、 宗義を 主張す るよりも、 是等の宗^^ぁらし 

むる 爲の 基礎 學を 重要視した もので なから うか。 中 佛敎學 は、 旣に その： 高潮に 達して、 もはや 發 展の餘 地な きまで 

になって 居た ので あるに も關ら す、 猶是 等の 某礎學 を、 他の如何なる大荖雄篇ょりも^5::要視した|55-は、 犬なる § ^味が あ 

る。 この 精神 狀 態が、 中國 怫敎學 をして、 彼が 如き 成 晃を牧 めしめ た 所以で あらう。 菜し C 然 らば、 この 精神 態度 は、 

今日 に 於いて も 猶必す や 主要な もので なけねば ならぬ。 

其の後の 入藏 書を毘 ると、 同じく この 精神が 依然として 繼 綾して 居て、 朝に 進む る や、 直に 入 藏の榮 を 得た もの は、 

「貞 元錄」 や 「怫 祖統 記」 によって 見る と、 次の 如くで ある。 

唐 圓照集 「續 開元釋 敎錄」 三卷 (存)  唐 圓照集 「負 元 新定釋 敎錄」 三十 卷 (存) 

「一切 經源員 次錄」 三十 卷 

五代 可洪撰 r 大藏經 音義」 四百 八十 卷 (存) 

五代 歸序撰 r 經論 會耍」 

宋 王隨删 r 景德傳 燈錄」 十五 卷 

. 宋惟白 集 「建 中 靖國繽 燈錄」 三十 卷 (存) (繽藏 乙、 第九套 

また、 高麗 大藏經 の 中には、 次の もの を 加へ て 居る。 

唐 希麟撰 r 續 一 切經 音義」 十卷 (存)  唐 慧揪撰 「 一 切經 音義」 
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新 集藏經 音義隨 -幽錄 三十 卷 

宋贊寧 撰 「綾 高 儈傳」 三十 卷 (存) 

宋呂夷 簡等編 r 景祐 新修 法 资錄」 百 六十 一 お" 

二に 牧 むる) 

百卷 (存) 
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唐 道 世 撰 「法 苑珠 林」 一 百卷 (存) *  . 

また、 下りて 元の 王 古 撰の 「犬 藏聖敎 法寳標 目」 に は、 

「傳法 記」 叙佛 法初來 道士 比較 及 孫權等 試驗事 

宋道原 撰 r 景德傳 燈錄」 三十 卷 (存) 

宋李 遵勗集 「天聖 廣燈」 三十 卷 (存) (繽藏 乙、 第八套 四、 五 中に 牧 むる) 

を 加へ て 居る が、 いづれ も 「開 元錄」 以來 Q 傳統 精神に 立って 居る。 唐 代の みならす、 宋代 にても、 元 代 にても、 入藏 

すべき 佛書 として、 その 選に 入る もの は、 いづれ も 同類 Q ものであった。  -. 

是 等の 外に は、 入藏 せられた もので、 宋の 太宗の 御製に 成る 「祕 藏詮」 三十 卷 •「 緣識」 五 卷* 「逍遙 詠」 十卷が あり 

宋の 眞宗の r 怫乘 文集」 が あり、 太宗 御製の 「妙 覺集」 五卷が あるが、 是等は 御製と いふ 點に於 5 て、 全く 別の 意味 を 

有つ から、 こ- -には 加へ ぬ 事と する。 

五  ノ 

. さて 教義に 關 する もので、 第一 著の 入藏 は、 何 書で あらう か。 予の 調査した 限りに 於いて は、 r 貞 元錄」 藏 中に 於け 

る 「新 花嚴 論」 である。 恒安 集の 續貞 元錄の 中に、 新 編入 目論と してい ふ、  , 

「新 花 嚴經 論」 一 菌 4. 卷 §§、1 ，讓き ijfsly 九 百紙圍 圖國國 右 - 部 四十 卷.、 i 

右此ー 論、 是 李通玄 長者、 開 元 十七 年、 於- 1 大原 東北 盂縣 同穎鄉 大賢 村 1 造、 盛 行 一一 於 世 T 昇 元 二 年、 僧勉 昌、 進請レ 

編- 1 入藏 T 大唐 光文 肅武孝 高 皇帝、 令レ 書- 1 十本 T 寫二李 長者 眞儀十 軸 T 散- 1 下 諸 州 T 編- -於藏 末 T 仍勅孫 忌侍郞 T 撰- 1 


序 貫 於 論 首 T 今 故 編- 1 於此 T 庶 無- 1 遺墜？  . 

教義に 闘す る此土 撰述 入藏の 最初が、 李 長者の ものであった 事 は、 頗る 珍ら しいと いはねば ならぬ。 而 かも 此の 時に、 

皇帝が 勅して 十本 を 書せ しめ、 長者の 眞儀十 軸を寫 して.、 諸 撰に 散 下せ しめたと いふの は、 資に 長者に 對 する 敬意の 極 

と 言 はねば ならぬ。 昇 元 二 年と いふ は、 南 唐の 年號 で、 西 曆九八 三で あるから、 長者の 殁 せる 西曆七 二八 以後、 二百 十 

年を經 ての 事で ある。 時代が、 五 臺山を 中心とする 華嚴 信仰の 盛時で あると S ふ 事情 もあった らうと 思 ふが、 今日から 

In^ れば、 これが 第一 著の 入藏 とい ふの は、 や- - 以外の 感に打 たれる。 

次に 人藏 したの は、. 天台 大師の 大著で ある。 旣に李 長者の 「花嚴 論」 が入藏 した 以上に は、 天台宗に 於いて、 之を輕 

視 する 事 は出來 ぬ。 この 時 以後、 その 入藏の 機運 を 促進すべき 施設が あつたと 見える。 宋の凰 宗の咸 平 六 年 (西暦 一 〇 

〇 三) に、 智者 禪師の 撰述 を 「開 元錄」 の 東 土 集傳の 中に 繁 けんとい ふ 請が あり、 その 許可が あった。 これで 知 者 大師 

の 著述が、 目錄 中に 加 はる 事と なった が、 然し 入藏 とい ふ 事ではなかった。 乾 輿 元年 • (西暦 一 〇 ニニ) に 至り、 隶^ 太 

后が、 使 を錢唐 天竺 靈 山寺の 遵式 法師に 遣 はし、 國の爲 に 懺を行 じた 時、 法師 は 「金 光明 護圃 道場 儀」 を 著して 之 を 上 

り、 因みに 天台 敎卷の 入藏を 乞うた。 然し 其の 目的 を 達しなかった。 翌年、 仁宗 の天聖 元年 (西 唇 一 〇 二三) に 至り、 

また 內侍 楊懷 古に 勅して、 香 を 降して 天竺 靈 山寺に 入り、 國の爲 に 福 を 祈らし めた 時に、 邀式 法師 は、 また 天 ム：： 敎 文の 

入 藏を請 ひ、 懷 古の 奏 があった ので、 帝 は 之に 諾意 \5 ^與 へられた。 之に よって、 天聖ニ 年に 至り、 天 ム：： 敎文 入藏の 詔が 

あり、 同時に 白銀 百兩を 賜うて、 天竺 寺の 千 衆に 領 せしめられた。 この 人藏 事件に 關 して、 悲慘な 事蹟が あつたとまで 

傳 へられて 居る。 卽ち思 悟なる もの、 之 を 以て 非常の 事と 爲し、 大悲 像を繪 き、 誦呪 精進、 以て 怫祖の 加護 を 仰ぎ、 文 

穆 公楊懷 古の 薨後、 呪 を 誦する 事、 益ぶ 精勤、 遂に 入 藏の詔 ある や、 軀を 焚いて 恩 を 報じた ので、 運 式 は、 石に 刻して 

入藏史 Q 1 般  三 一 1 


大藏經 と章疏  三 1 二 

この 事を贊 したと 言 はる. -。 時代 は、 天台 學 隆盛の 極致に 達し、， 山家 山 外の 諍 論、 正に 酣 なる 時であった。 こ Q 隆盛 を 

以てし、 かの 大師 を 以てして、 猶道德 を 以て 有名なる 邀 式の 數 次の 請願と、 文 移 公楊懷 古の 中間 盡 力と によって、 大師 

減 後 四百 二十 七 年に して、 辛くも 人藏の 許可 を 得た ので ある。 以て 教義 .宗 學に關 する ものの 入藏 が、 如何に 困難で あ 

つた かが 分る。 降って ノ徽宗 Q 端 平 元年 (西暦 一二三 四〕 に 至りて、 天竺 靈出寺 守 愚 法師の 奏 によって、 四 明の 法智大 

師 の記鈔 二百 餘卷 が、 入藏の 許可 を 得た が、 これ は 天台 大師の 大 奢の 入 蔵した 後で あるから、 天台 學を中 輿せ る 四 明 C> 

記鈔 の入藏 も、 當然の 結果で ある。 

天台 大師の 著述が 入 藏 して 後、 二百 餘年 を經 て、 理宗の 淳祐六 年 (寳祐 六 年) に 至り、 臨 安の 明 慶聞思 律師の 奏 によ 

りて、 南山 道宣の 「戒 疏」 •「 業疏」 •「 行事 鈔」 等、 幷に元 照の 諸 記、 合して 七十 三卷 が入藏 0 榮を 得た。 道 宣の寂 後よ 

り、 實に五 百 七十 九 年 叉 は 五 百 九十 一年の 長年 月 を經て 居る ので ある。 天 ム门學 とい ひ、 律學 とい ひ、 佛敎學 全體に 取り 

て、 重要な 位置 を 取る ので あるが、 それであって、 ^實に 以上の 如き 經過を 取った ので ある。 

こ.." に 附記す る 一事が ある。 高山 寺に 寶藏 せらる- -宋 版華嚴 宗章疏 Q 識語に よって、 華 嚴の敎 文が 圓證 大師 義 和の 請 

によりて、 紹與 十五 年 (西曆 一 1 四 五) に入藏 した 事が 新に 知られた。 天台 敎 文の 入 匿より 百 二十 一年 0 後で ある。 

獨り 例外と すべき は、 契 嵩 「輔 敎篇」 •「 定祖 圆」 •「 正宗 記」 が、 早く 入藏 した 事で ある。 契 嵩 は 雪 門 宗の禪 僭で、 

當時 儒敎學 者の 間より 猛然と して 起った 排怫の 思想に 對 して、 椽大の 筆 を 振って、 辯 護に これ 努めた。 その 「輔 敎篇」 

は、 實 に儒敎 の排佛 思想に 誕 して、 怫敎 者の 立場より、 之に 應酬 した ものである。 契 嵩 は、 之が 爲に錢 唐の 靈隱 寺に 隱 


れ、 戶を 閉ぢて 著述に 餘念 なく、 旣に 成りて 後 之を携 へて 京師に 人り、 >2： 翰， 王 素に 依って、 之 を仁宗 皇帝に 進めた ひ 帝 

之 を讀ん で、 r 爲 法不爲 身」 の 語に 至り、 其の 誠を嘉 歎して、 嘉祐七 年 (西曆 一〇 六ニ) 勅して その 書 を入藏 せしめ、 

明敎 大師と いふ 號ま でも 賜うた のであった。 これ は 皇帝の 思 召に よる ものであるから、 特別で ある。 恐らく は 破天荒の 

榮譽 であった らう。  、 

七 

斯く 0 如くに して、 宗義敎 義に關 する もの は、 李 長者の もの、 天台 大師の も 0、 至 相 大師 及び 賢 首 大師の もの、 四 明 

大師の もの、 道宣 律師の もの、 元 照 律師の も 0、 明敎 大師の ものが、 入藏 した。 他に 幾多の も Q が あるが、 それ は、 唐 

宋 時代 を 通じて、 一 として 入藏 しなかった ので ある。 然し 旣に是 等の ものが 入藏 した 以上 は、 他の 多く も、 其の後 を 追 

ふ樣 になるべき は、 自然の 數 である。 果して 元 Q 至 元 二十 六 年 (西曆 一 二八 九) を 以て 成れる 慶吉鮮 等 集の 「至 元 勘 同 

總錄」 Q 中には、 澤 山の 此土 撰述 を入藏 せしめて、 一 々列擧 する に堪 へぬ 程 Q 數に 達して 居る。 其の 中、 宗義 教義に 關 

する 重耍な も Q を 擧げれ ば、 

華厳宗に て は、 靈辯撰 「華嚴 論」 一 百卷、 澄觀 Q 「華 嚴淸 凉鈔」 四十 卷、 「華 嚴 淸凉疏 科」 十卷、 「華 嚴隨疏 演義」 六 

十卷。 (賢 首 大師の ものの 無い 0 は 何故か わからぬ) 

天台宗に て は、 天台 大師の 荖述 が澤山 ある 外に、 章 安の 「涅槃 疏」 十八 卷、 「涅槃 玄義」 ニ卷、 「觀心 論疏」 ニ卷、 「國 

淸 百錄」 ニ卷。 湛然 Q  r 玄義釋 籤」 十卷、 「文句 記」 十卷、 「止 觀輔 行」 十五 卷、 「止観 大意」 一 卷、 「金剛 婢」 一 卷、 

「止 觀義 例」 ー卷。 (四 明の 著述の 無 いのは 不思議で ある) 
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唯識宗 にて は、 窺 基 Q 「唯 識述 記」 十卷、 「樞 要」 三卷、 「法 苑義 林西翫 記」 六卷、 r 瑜伽 略纂」 十六 卷、 「瑜伽 劫 章 

頌」 ー卷、 「法 華 玄賛」 十卷、 「百 法 門 論 決頌」 ー卷、 「因 明 正 理論 過 類疏」 一 卷、 「因 明 入 正 理論 疏」 三卷、 「心 經幽 

贊」 ニ卷、 「下 生 經疏」 ー卷、 r 彌陀經 通贊」 ニ卷、 r 宗 輪疏」 一 卷の 如き 多數が ある 外に、 義叟の 「百 法論 疏」 ニ卷 

淸 素の 「瑜伽 義演」 四十 一 卷、 崇遇 €!  r 瑜伽 記」 二十 卷が ある。  に 

斯 く多數 が入藏 せられて 居る が、 然し 之 を 通覧して 見る に、 如何なる 標準に よった もの か、 之 を 知る に 苦しむ ので あ 

る。 淸凉 を擧げ て、 既に 入藏 せる 智儼ゃ 賢 首 を 加へ ぬ 如き、 天台 や 章 安 ゃ荆溪 を擧げ て、 既に 入藏 せる 四 明 を 加へ ぬ 如 

き、 又 律宗の 撰述 を 全く 加へ ぬ 如き、 更に また 同じく 窺 基の 著述に せよ、 手當り 次第に 網羅せ るが 如き 傾向が ある、 宗義 

や 教義に 關 する もの は 何人が 選ぶ にせよ、 多少の 批評 は 免れぬ だら うが、 これ はまた 餘 りの 杜撰と 思 はれる ので ある。 

以上、 人藏の 種類 を擧 げたの は、 新興の 佛敎學 が、 今後 如何なる 方向 を 選び 如何なる 方法に よって 進むべき かに 就い 

て、 此の 中に 犬なる 指導原理 を 含む と 思 ふが 爲 である。 今後 基礎 ある 怫敎學 を 建設 せんに は、 新ら し， S 意味に 於いて、 

先 づ目錄 や 儈傳ゃ 纂集ゃ を 整理して か- -ら ねばならぬ。 新ら しい 組織 や 立 義を爲 すよりも、 先 づ緣の 下の 力持ちの 方面 

に 努力して、 材料の 整理と 供給と が當 面に 要求せられ はし ま 5 かと 思 ふ。 此の方 面に 對 して、 學界が 左程に その 注意 を 

拂 はす、 これ を獎勵 せんとす る 意向が 乏しい。 靑 年が、 この 方面に 對 する 操 志 を 有せぬ も、 當然 である。 これ は、 大成 

を誘發 する 上に 於て、 犬なる 支障で あらう。 東洋 學ゃ佛 敎學に 於て、 千年の 後輩で ある 泰西の 學界 は、 恐らく は 先づこ 

の 某 礎學の 方面に、 一歩 を 先ん やる に 相違な. s。 これ は、 迂路の 樣 であって、 而も 正道で あるから、 今後 或は 泰西の 方 


面から、 十 年 乃至 百年の 大著が あら はれる 事に なり はしまい かと 思 ふ。 吾人 ゅ界 にある もの は、 招 互に 之 を 反省して 昆 

たい ものである。 

四十 餘年 前の 「南 條 目錄」 が、 今日 猶學界 に 珍重 せられて 居る。 翻って 四十 年 前に 遡って 之を考 ふるに、 この 目錄が 

日本に て 撰せられ たりと せば、 果して その 出版す らも 可能で あったら うか。 况んゃ 之 を推獎 する が 如き は、 到底 望む ベ 

からざる 事で あらう。 四十 餘年前 はさて おき、 現今と 雖 も，、 猶 まだ 基礎 學 的の 努力 は、 學界の 認識す る 所と ならぬ 傾向 

が あり はしまい か。 これ を 憂 ふる 爲に、 この 取調べ を やった ので あつたが、 本年 頃より、 怫敎界 が 某 礎學の 建設に、 次 

第に 向って 來た事 を 喜ばす に 居られぬ。 ； g 大な大 藏目錄 も出來 た。 南 條目錄 も 再版 せられた。 漢巴對 照の 目錄 も出來 

た。 漢梵 字典 も計畫 せられて 居る。 起稿の 要請に 接し c、 取リ敢 へす かねて 取り調べて 置いた もの を 以て、 之に 應 する 

事と したので ある。 > 
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苟 くも 學 者た らん もの、 誰し も 願 はく は r 學 者の 有るべき やう」 の 本務に 一生 を沒 頭したい と 念ぜぬ も 0 は 無から 

う。 學 者の 本務に は、 正と 閏 とが ある。 閏務の 方に 一層 多くの 時間の 割かれる の は、 學者 として 自他 共に 好まし からぬ 

事で ある。 時間 は 生命で ある。 年侖 日夜に 去る。 之 を 思 ふと、 多くの 人に 都合よ くば かり は 動け ぬ。 寧ろ 多く Q 人の 求 

めに 背いても、 その 正務 とする 所に 驀進す るの が、 學 者の 志操で 無け ねばならぬ。 學 者の 正務に 種々 の ものが ある。 一 

ー數へ 切れす、 また その 個人々々 の 事情 も ぁリ、 性向 もあって、 之 を 一 準に する 事 は 出来ない が、 一寸 氣 のつ いた 所 を 

擧げて 見る と、 中々 に 多數の ものが ある。 

一、 學說 の發表 二、 後繼 者の 育成 三、 材料の 蒐集： 整理 • 出版 四、 目錄の 整理. 字書の 編蓽； • 思想の 政 f 一理 

五、 聖典の 編纂、 及び 之が 外國譯 六、 研究 會. 研究所 *圖 書 館 • 博物館の 施設 七、 思想の 普及 

學說 の發表 や、 後繼 者の 育成 は、 言 ふを耍 せぬ が、 佛敎の 如き 廣く 深く 細かく、 多說 多岐、 交錯 多端な もの は、 之に 先 

だつ 幾多の 準備が 耍 求せられ る。 試みに 「大 藏經」 の 中に 保存 せられて 居る 歷 代の 大著 を 一 覽す ると、 古人が 如何に 多 

くの 力 を 那邊に 注いだ かに 氣 付く。 一 切 經目錄 とい ひ、 「高僧 傳」 とい ひ 「諸 經耍 集」 とい ひ、 「法 苑珠 林」 とい ひ、 「弘 

明 集」 とい ひ、 「怫祖 銃 記」 とい ひ、 いづれ も 自說の 主張で は 無くて、 忠赏な 編 慕で ある、 レ 「飜譯 名義 集」 の 如き、 「一 


切 經音義 0 如き は、 骨の 折れる 字書の 一種に 外ならぬ。 予は 新の 如き もの を 何故に 第一 着に 欽定 大藏 中に 加へ て、 而も 

天台 三 大部 Q 如き 無比の 大著 を 長年 月の 間 加へ なかったら うかと いふに、 疑問 を 懐いた 事 もあった が、 今日に して 思 へ 

ば、 こ. --に 佛敎の 精神が 動き、 それが 後 Q 大きな 思想 を 作って 居る に氣 がっくの である。 a 方に よって は、 思想 その も 

の は、 畢^ そ 0 人の 思想であって、 他との 間に 共通 性が 無い e 怫敎の 大生 命 を 表現す る 一種 { ^指示で は あるが、 他に 之 

と 正 反爵な 指示 も ある。 それよりも、 先づ 思想 を 育て上げる 基礎と なび 搖驚 となる もの を、 準備せ ねばなら ぬと いふ 意 

見 も あり 得る。 それ か あ， ら ぬか、 中國 では、 傳燈錄 とか、 耍集 とか、 目錄 とかい ふ もの を 造れば、 直ちに 入藏の 榮を擔 

ふが、 宗義を 主張した もの は、 多くの場合に 於いて、 この 榮に 洩れて 居る。 一 々之 を 調べたら、 面白い 結論が 得られ や 

う。 天台の 大著 や、 至 相 • 賢 首. 四 明 • 南山の 大著が、 入藏 した 事 は 明で あるが、 他の 大著 は 或は 欽定の 入藏で 無くて 

その 宗 0 人の 編纂した 大藏 中に 私に 加 へられて、 それが 習性と なって 藏經の 一部分 を爲 して 居る かも 知れぬ。 否 宗義に 

關 する ものの 多く は、 左樣 であらう かと 思 ふ。 これ は實に 面白い 事實 である。 果して 然 らば、 怫敎 の學者 は、 緣の 下の 

力持ち を爲す 事が、 その 正務 たるべく 習慣 づ けられて 居る ものである。 それ は 現代的な 行き方で な. S と 思 ふが、 予は現 

代ば なれの した 生活が、 天の一角に 儼存 し、 而も それが 佛敎界 内に のみ あると いふ 樣な 事赏が 保有せられ たなら ば、 學 

界に 取って 痛快な 事で あると 思 ふ。 

材料の 蒐集 • 整理に は 多大な 勞 力と 資金と が 入る。 「群 書類 從」 や r 圖書 集成」 が、 如何に 學界を 益した か。 現に 進 

行中の 「古文書」 や 「史料」 も、 如何に 將來を 益す る だら う。 怫敎 Q 「四 庫 全書」 でも 出來 たら、 世界の 誇りで ある。 

漢和の 「四 庫 全書」 は 日本なら では 出來 ぬ。 外國 文字に よりて 成れる 怫 書の 一切 經 も出來 たらと 思 ふが、 これ は 外國に 

その 人が あらう。 大正大藏經は正にこ の役目を爲して居，《^、 而 かも 出版まで も 加 はって 居る ので あるから、 大した もの 
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である。 然し これ は怫 敎全體 からい へば、 重要な もの を 網羅した とい ふだけ である。 これ を 引き 繼ぐ ものが、 或は これ 

以上の 大量 を爲 すだら う。 目錄 Q 蔡理 は歷 代の 學 者の 苦心した もので あつたが、 今日に なって 見る とま だく 整理 せら 

れ ねばならぬ。 漢典 でさへ 左檬 である。 然る fo 梵典 や、 巴 利 典 や、 西藏 典が、 續々 とし C 研究 せられて 來 たから、 之が 

大業 は 今後に 屬 する。 「南條 目錄」 が 如何に 今日まで 世界の 學界を 稗 益し たかを 考察し 來れ ば、 「新 南條 目錄」 の あら は 

れん を、 今後に 期待す る Q である。 

0 思。 想 0の||理 とい ふ は、 新語 かも 知れぬ が、 予は 「大 乘義 章」 を 見て、 此の 語が 適 當と思 ふ。 そ 0 中に、 慧 遠の 思想 や 

學說 は、 著しく 見られぬ が、 如何にも 能く 經論 を讀 破して、 之 を 整理して 居る 0 に 驚く。 非常な 博學 ならねば、 之 を 了 

解す る 事 は 困 維で あるが、 誰し も 能く も 忠實に 博く 研究した ものと 感心す るで あらう。 自說 をのみ 構造す る考を 去って 

斯る 方面に 從事 する 人が あってよ い。 この 「大 乘義 章」 は、 一朝一夕に 出來 たもので 無い。 當 時の 人の 著に、 この 名の 

ものが 幾多 見られる から、 やはり 多くの 試みの あった 終局の ものなる を 察せし める。 

IT 典。 の とい ふ は、 怫敎 バイブルの 事で ある。 「新 譯怫敎 聖典」 が出來 て、 この 方面に 先鞭 を 箸け たが、 予 はモッ 

とく 小さくて、 語 1^ も 簡潔に して、 而も 力 ある もの を 要求したい。 バイブルが 数へ 切れぬ 程の 多数の 言語に 譯 せられ 

て 居る のに 射して、 怫敎を 世界 Q 津々 浦々 に 普及す るに は、 モッと 小さくて 而も、 怫敎 0 要領が 得られる もの 力、 是非 

に ほしいと 思 ふ。 

何事 も 綜合 的に 系統的に 組織的に やらねば、 よい 成績が 得られぬ。 何人も、 同じ 道 を、 同じ 樣に、 同じく 力 を 費して 

居て は、 日暮れて 道 遠し である。 幾多の 蝸牛が、 雨後に 朽木を 同じ様に 上下して 居る 樣の感 がする。 世界の 研究 法を參 

？ g して、 胸の 廣ぃ學 者が、 &k き • ま i きま •  &i 館の どれ か 一つで も 施設して ほしい。 予の 蒐集した 寺 誌ゃ拓 


本 だけで も、 相當 にある が、 これな ど はさう いふ 博物館 か、 圖書 館に、 よぐ 塾理 せられて 保存 さるべき 性赏 0 も ひで あ 

らう。 

SSTQIl がと いふ 中には、 例へば 現代の r 攝大乘 論」 とい ふ檬 な怫敎 概論が 加 へらるべき である。 廣く舉 び、 思想 を 

了解し、 Hj つ 現代の 世界 Q 思想に 通じた 人に あらねば、 適當 の怫敎 概論 を 成し 得ぬ。 或は これな どが 最も 前に 立つべき 

必要が あらう。 また 一般 を 啓蒙す る 平易な 怫敎書 も必耍 である。 形 は 平凡の 檬 であっても、 よくこ なれて 居る 爲に は、 

やはり 碩學の 力に 待たねば ならぬ。 

斯く： g 列して 見た が、 そ Q 中に 於いて、 大正 大藏經 は、 最も 基礎と なるべき、 經論釋 の 編 塞で、 材料 は徵煌 出土まで 

を 加へ、 梵典巴 利 典、 の ある もの は、 それと 校して 居る から、 今日 Q 所では 如何にも 從來 の藏經 に、 犬に 加へ たも 0 

である。 五十 五帙を 以て 終る の は 惜しい。 或 年限 を 置いて 陣容 を 新に して、 之 を繽刊 する 計畫が ある だら う。 「緒」 で 

は 名のつ け 方が まづ い。 r 續」 とすると、 何人で も價 値が 第二次 的の ものと 思 ふが 爲に 散佚す る 鹿が ある。 やはり 大正 

大藏經 の 名 を 以て 繼繽 する を 可とする 事 を、 予は高 楠 都監に 繰返して 申して 置いた。 大正 大藏經 は 之 を  一 一)！！ に耍約 すれ 

ば、 東洋 文化史 上の 大業で あるに 於. S て、 何人も 異存 は あるまい。 怫敎 者が あって こそ 始めて 爲し 得べき ものである。 

怫敎の 底力 はま だく 賴も しいと 思 ふ。  ， 

(昭和 三年 十 00 

附記 ー! 予は 前年 東方 文化 學院に 於いて、 卍 字 大藏經 の正績 0 中に も、 大正 大藏經 Q 中に も 加 へられて 居ない も 0、 

つまり 逸 存書を かなりに 苦勞 して 取り調べて、 その 目錄を 作成した- これ は 出現す るに 從 つて 加 へられる 底の もので、 

どこから 何が 出現す るか 何人も 豫 知し 得ぬ ものであるから、 完了す る 事の ない 事柄で ある。 これまで 取調べ たもの だけ 
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でも、 それが 公刊せられ たら、 何 If 重す るか 分らぬ。 これが 公刊 Q 期 あらん を 念願す る。 予のは 唯目錄 である 

が、 その 所在 を 明示して あるから、 本文の 蒐集 は 左程に 困難で ない. であらう。 


宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  、 

(高山 寺 所 藏の宋 版 章疏、 附、 寫 本及缺 本の 調査に 基づきて) 

明惠 上人の 故址 として 內 外に 其の 名の 高き 栂尾 高山 寺 法鼓臺 に、 思 ひも よらぬ 宋版 章疏 が、 數 多く齊 藏 せら， て、 近 

世學界 の視聽 以外に 埋沒 して 居る の を 見出 I、 予は 住持 土宜覺 了師の 理解 ある 厚意に より、 昭お九 • 十の 雨 ul" こ まって 

之 を 調査した。 中に 學界 未知 Q もの も あるから、 一 たび 之 を 公表して、 高山 寺の 名譽、 遡りて 明惠 上人の 學總を 明 こせ 

ん とて、 之 を 筆す る 事と した。 此の 種の 調査 は、 研究 を 重ぬ るに 從 つて 發明 する 所 を 加 ふるから、 僅に 兩囘の 調査に よ 

つて、 十分 0 期せられ ぬ は 固よ リ であるが、 然し この 基礎が あれば、 研究に 资 する 所 多 からん を 思 ひ、 之 を 公表す るの 

である。 

第一 節 序， 霧 

第二 節 宋 版章疏 . 

第三 節 寫 本 " 

第 四 節 舊目錄 にあり、 現在 闕 本た る も Q 

第五 節 整理より 得た る 成果 

1、 他に 未見 もの 

宋 あに 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣虫  三 一二 
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二、 高麗より 逆輸入の もの 

三、 華厳宗 敎文 及び 律宗敎 文， の入藏 年代 

四、 他所に 保管 せらる X も Q 

五、 高山 寺 本を寫 得せる もの 

第 六 節 高山 寺所藏 「東 域傳 燈錄」 に 明記 せらる. -道儉 の 名義 

第一 節 序 說  . 

明惪 上人が、 鎌倉時代の 初期に 於いて、 華厳宗 を栂尾 高山 寺に 唱道 せらる. - にっきて は、 そ Q 準備と して、 夥多の 宋 

版 佛典を 一鬼 集せられ た。 鎌倉時代 は、 一方に 於いて、 新 宗教の 勃興に 於いて 空前 絕 後の 光彩 を 放った が、 また 他方に 於 

いて 新 與の氣 カを驅 つて.、 佛敎學 に 於いて 一頭 地を拔 ける 方面 もあった。 仁 平の 朝に 於いて、 與福 菩提 院の藏 俊 僧正 

が、 檀主平 栢國淸 盛の 櫂 カを假 りて、 趙宋に 法相 缺書を 求め、 長 安の 密書 を 得て、 因明疏 之大鈔 四十 ー卷、 四 相 相違 

耍文 三十 六卷を 撰して、 和漢の 因 明 書記 を悉述 したと は、 「華厳 春秋」 の 中に 覺洲の 驚歎せ る 所で ある。 之に 後る. -三 

十 年の 明惠 上人 も、 また その 先 蹤を追 ひ、 彼の地に 一 切の 怫典を 求む るの 意を盡 したので あった。 內には 弟子 信 慶の發 

願が あり、 外に は 近衛 • 九條兩 家の 檀 施が あり、 行辨 の入宋 によって、 二部の 大藏經 を渡來 せしめ、 之 を 東西 Q 經藏に 

牧藏 した。 明， 惠 上人の 満足 推して 知るべき である。 高山 寺に は 現に 明惠 上人 自筆 Q 「唐本 一切 經目 錄」 が ある。 合して 

六 千 三百 三十 九卷 とし、 外に 百 四十 三卷の 追加が あって、 總計六 千 四百 八十 ニ卷の 多き に 達する。 これ 實に蝠 州 東禪寺 

本で ある。 行 辨の入 宋渡書 は 建 仁の 交であった とい はる. t から、 この 大藏 iSQ 完 剥せられ た 後 三十 年に 満たぬ ので、 紙 


質と いひ 印 成と いひ、 眼覺 めしむ るまでの も Q であった らう。 上人 は 謹厳なる 攀致を 以て、 その目錄を^^し、 而 して 朱 

筆 を 以て 湖州 本との 出入 を 校 勘して ある。 以て ニ藏 中の 他 Q 一蔵が 湖州 本であった 事 を 知るべく、 これ また 完成して 多 

くの 年代 を 經ぬも ひであった。 斯くて 高山 寺に は、 公家の 擅 越に よって、 菱笔- すべき この 成果 を 得た ので あるが、 之 を 

南都が 武家の 檀越 によって 爲 せる も 0 に穀 比して、 興味 を惹 かしめ る Q である。 立ち入つ ていふ 時 は、 南都の もの は、 

武家の 後援に よって、 北方 長 安に 求めた もので あり、 拇 尾の もの は、 公家 Q 擅 施に よって、 南方 浙 杭に 求めた もので あ 

るから、 偶然 か 有意 か、 その 間に は對 照の 妙なる ものが ある。  .  ，， 

新くて 高山 寺に 二種の 大藏經 が 具備せられ たが、 今 こ.^ に 問題と する の は、 是 等の 大藏 中に 收 めら れ ざる 怫 典で、 雷 

は 總藏經 に 歸 せし むべき である。 是等 Q 繽藏 ともい ふべき もの も、 亦 夥しく 請來 せられた のであって、 版と ：！： 

時に 續々 輸入せられ たらしい。 中に 律の 三 大部の 疏記 だけが、 景定 元年、 卽ち 元の 紀元 第一 年た る中統 元年に 相當 する 

年號を 有する が、 これ とても 元 版と いふべき ものではなくて、 在來の 引き 續 きの 宋 版で ある。 宋 版の 開 刻 は宋の 晚年淅 

杭の 地方に 於いて 非常の 盛況 を呈 したので、 それが 悉く 拇 尾に 渡來 したら しい。 他の 寺院， にも 多少 傳來 した かも 知らぬ 

が、 まだ 之に 接見せ ぬ 。是等 夥多の 典籍 は、 今日の 著窨 出版の 式で、 まだ 欽定 大蔵の も Q でない から、 一定の 形式が な 

K 勿論 千 字 文の 番號 によって 整理せられ す、 すべて 無番號 であるから、 從 つて 散逸し 易い 運命 を. 1^ する。 是等， 翁 多の 

典籍 は 存外に 世に 知られて 居ない。 「謙 順錄」 や 「凝 然錄」 を 見る と、 その 多くが 揭 載せられて あるから、 或は 是 等の 

學 者の 調査 を 得 たかとも 思 ふが、 其の後 長く 尼連禪 院の寶 庫に 牧藏 せられて、 學界の 外に 塊沒 した。 寶庫 内に 沒 して 

世に 知られぬ 事 は、 却って 散逸せ ぬ 因 緣を爲 したので あった。 然し 舊錄 にあって 現今ない もの も あり、 又 高山 寺 薔藏と 

して 他に 保管 せられて 居る もの も あるの は、 すべて 明治 以後に 散逸した もので あらう。 それも€-者の眼に觸れて の^^で 

宋 代に 於け る 華 嚴敛學 興隆の 緣由  三 二三 
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なく、 多分 は 古版 を 愛する 好事家の 手に 移った ものである。 若し 性質の 宜しから ざる 研究者の 手に か-" つ. たら、 或は 徵 

多く 散逸 レた らうが、 寶 庫の 奥深く 埋沒 して、 世人の 見聞に 觸 れぬ樣 になった 事 は、 却って 保存の 逆緣 となった ので あ 

る。 是 等の 宋版を 珍重して、 根氣 よく 之を寫 得せし めた もの は、 京都 智積 院の學 匠と、 金 澤稱名 寺の 學匠 とであって、 

殊に 稱名 寺に は、 根本の 高山 寺に は旣に 散逸した もの を も 保存して 居る。 東 は稱名 寺、 西 は智賴 院の學 匠に よって 注意 

せられた 事に よって、 如何に 高山 寺に 良書 を珍藏 して 居 たかを 知る 事が 出來 る。 覺洲 は、 「華 嚴 春秋」 の 中に、 上人が 

華厳宗 を 輿して、 廣 く本宗 0 墳典： S に法栢 ニニ 論 • 戒律 等の 教本 を、 栂尾 高山 寺に 集めた 事 を ti つて 居る。 

〇 

予、 高山 寺に 寶藏 せられつ. - ある 宋 版章疏 を 取調べて、 宋 代に 於. S て 高麗の 義天儈 銃の 入 宋に伴 ひ、 多くの 華 嚴章疏 

が、 高麗より 中國に 逆輸入して、 之に よって 華 嚴敎學 の 隆昌 を來 し、 之が 華 嚴章疏 の 入 藏を實 現す るに 至れる 事 を、 當 

時の 學 借の 加へ たる 識語に よりて 明白に し、 中國怫 敎史の 立場から 頗る 興味 を 感じた Q である。 叉 禪宗の 章 疏に加 へら 

れ たる 識語に よりて、 その 入藏 年代 を 判然 明 知す る を 得た ので ある。 而 して 叉 古寫本 「東 域傳 燈錄」 によって、 「瑜伽 論 

記」 通稱 「倫 記」 の 撰者が、 遁 倫に 非す して、 ^倫なる を 確む る を 得た ので ある。 是等は いづれ も 中 圃怫敎 史を閬 明す 

る 上に 於いて 重耍 な事實 である。 特に 宋 代に 於いて、 華厳宗 Q 多く Q 章 疏が高 還より 傳 はった とい ふ 事 は、 最も 重耍な 

ものであるが、 從來 未だ 知られて 居ない 様で ある。 

五代の 時、 天台宗の 章疏が 高麗 日本より 逆輸入して、 それが 天台 敎學を 犬に 發展 せしめる 因緣 となった 事 は 能く 知ら 

れて 居る。 吳 越の 忠懿 王錢俶 が、 「永 嘉集」 を覽 て、 同 除 二 四 住 1 此 處爲レ 齊、 若 伏- 1 無明 T 三藏卽 劣、 の 語に 接し、 その 

ま義 不明なる が爲 に、 之 を德韶 画師に 問うた。 德韶 はこれ は 教義で あるから、 天ム 口の 義！： 叔に問 ふべ しと 答へ たので、 主 


は 義寂を 召して 之 を 問うた。 義寂 は、 これ は 智者 大師の 「妙 玄」 に 出づる 所で あるが、 唐 末の 爭亂 によりて 教籍 散 & 

し、 此の 諸 文 は 多く 海外に 在りと 签 へた。 是に 於いて 吳越王 は 使者 十 人 を 造 はして、 日本 國に往 いて 教典 を 求め 取らし 

めた と は、 「怫 祖統 記」 卷 第八淨 光尊 者義 1  叔 俸に 言 ふ 所で ある。 又 r 佛祖統 記」 卷第 四十 三、 宋の 太祖の 條 下に は、 「吳 

越 王傳」 に據 りて、 初め 天台の 敎卷は 五代の 亂を經 て殘毀 全から す、 吳越 王俶、 使 を 高麗. 日本に 遣 はして 之 を ォも。 

是に 至りて 高麗 は、 沙門 諦觀を 遣 はし、 論 疏諸文 を 持して 螺溪に 至り、 寂 法師に 謁す。 一宗の 敎文復 た 中國に 還る。 と 

言って 居る。 「吳越 王傳」 の傳 ふる 所に、 王の 事蹟 を 誤る 事 は あるまい から、 王が 使者 を 日本の みならす、 高麗に も 遣 

はした 事 は 疑 ふべき でない。 況ん やその 時の 高麗の 博 學諦觀 が、 天台 山に 來 たに 於いて を やで ある。 

斯くて 宋初吳 越 王が、 天台宗の 敎文を 高麗、 日本に 求めて、 法 華 三 大部す らも 散逸した 中國に 天お 敎文を 具備せ しめ 

それが 天台 學を 隆昌なら しめ、 四 明. 錢 唐に 學 者が 楚 出した ので ある。 天台 學の 隆昌に 伴 ひ、 一念 三千の 一念 は妄 心な 

り や 翼 心なり やの 問題 を 惹起し、 七 年間に 亙る 諍 論と なり、 山家. 山 外の 兩派を 分つ に 至らし め、 之に よって 天台 學が 

その 精 微を發 揮す るに 至った とい ふ 事 は、 世に 隱れ もな き事實 である。 げ にや 敎 家は敎 文な くんば その 立脚地 を 失 ふの 

であるから、 敎文 なき 所に は 研究 もな く、 從 つて 敎. 義の 發展も あり 得べ からざる 事と なる ので ある。 而 して 天台 敎 文の 

入藏 は、 實 にこの 天台 敎學の 隆昌に 因った もので、 これ あらしめ たの は、 山家 派 慈 雲遵 式の 學德に 負うた のであった。 

以上の 如く 天台 敎 文の 探訪 及び その 入 藏 事蹟 は 明瞭に 傳 へられて あるに 拘ら す、 華嚴敎 文に 至り C は、 在來 その 探訪 

及び 入藏の 記事に 接せぬ ので ある。 卽ち 高麗 傳來の 事跡 も、 その 入藏 年代 も、 入藏後 緩々 開 板せられ、 華 嚴敎风 H< に 勃 

興して、 普觀. 觀復. 師會. 善 熹. 希迪の 如き 學匠 輩出し、 その 間に 論難 往復 ありし 車 も、 亦 勿論 明白でなかった 然 

るに 高山 寺 所蔵の 章 疏に加 へられて ある 識語 は、 是等を 概ね 明瞭なら しめる。 智 傲の 「孔目 章」、 法藏の 「法界 無差別 論 

宋； 4^ に 於け る 華 嚴敎學 興隆： Q 緣由  三 二 五  ， 
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^」 は、 元祐 年間 義 天の 傳へ たもので あった。 義 天の 傅へ たも Q は、 他に も 多かったら うが，、 以上の 二つ は 識語に 明記 

せらる. -の である。 叉敎 文の 人藏 せる は紹興 十五 年であって、 之 を 明記す る もの は 「孔目 章」 と 「法 藏傳」 である。 入 

藏に 感激して 之が 鏤 板に 心血 を 纏げ る もの は、 慧因 院の義 和であった〕 篛和は 高麗 本の 印 法藏の 「華厳 旨 歸」、 宗密の 

「圓 覺大疏 釋鈔」 を 得た のみなら す、 殊に 身 自ら 高麗に 入りて、 -智 儼の 「金剛 經 略疏」 を傳 へた。 是等は 明白なる 識 

語 ある もの だけ を擧 げたので、 識語の ない ものに 更に 多くが あると 思 ふ。 之が 例證 として、 「金 師子章 雲間 類 解」 は淨 

源の 撰で あるが、 その 師承 遠の 「注 金師子 章」 と、 本文 を 異にする。 これ は淨 源の が 高麗 所傳 本と 猜照 せる 結果と 推せ 

られ る。 法藏の 「華 嚴 三昧 章」 や、 澄觀 Q 「華厳 經疏」 も、 高麗 傳來を 開 板せ る ものと 察せられる。 智 頸の 「維摩 經玄 

疏」 「維摩 經疏」 や、 智 腿の 「維摩 經略疏 科」 「維摩 經略 疏垂禮 記」 は、 朝鮮 紙に 印 成せ. る ものである。 是等は 高麗より 

直接に 高山 寺に 來 たもの か、 叉 中國を 經て來 たも Q か 不明で あるが、 鬼に 角 原本が 高麗に あった 事 を 語る。 以上 は、 何 

等 かの 推定 資料の ある もの だけにつ いて 考定 したりで ある。 いづれ にせよ、 宋 代に 於い c、 華 嚴敎は 中 國に缺 乏して 居 

たのであった。 それが 豐富 となった の は、 篛天 儈統が 携帶： せる 敎 文に 張 目して、 義 和が. 鋭意 搜 求して 之 を 開 板した が爲 

であった。 

斯の 如く 章疏が 具備 レ たので、 華 嚴敎學 がまる 興隆した。 輿隆 Q 結果と して、 義 門の 諍 論が あら はれ、 複雜 なる 關係 

を呈 して 居る。 その ニニ 一一  Q 例 を 擧げれ ば、 觀ノ復 が 「華厳 ー乘 敎分齊 章」 に教 して、 「折 薪」 五卷を 撰せ るに 對 して、 

師會は 「焚 薪」 ニ卷を 撰して 之 を論驟 した。 師會が 「復古 記」 六卷を 撰し、 未だ 成らす して 寂した ので、 その 弟子 善熹 

が 之を嗣 いで 完成した の も、 その 論 諍の 繼續 である。 後に 師 きの 弟子 希迪 は、 別名 r 扶焚 薪」 と 題せ る 「評 復古 記」 を 

撰し c、 一層 觀復の 所說を 痛撃した。 この 論 諍 は 甚だ 紛糾した のであって、 師書は 更に 「華 嚴同敎 問答」 を 撰した。 之 


に對 して 觀復は r 乘敎 問答」 を 撰して 之に 當づ たが、 善熹は その 師師會 の 說を扶 けこ 「注 同敎 問答」 を 撰し、 師弟 相伴 

つ C 觀復を 論難した。 師會 Q 「華 嚴同敎 一 乘策」 も、 こ Q 論難で あつ c、 弟子の 希迪は 之に 註 を 加へ て 以て 師の 義を發 

揮した。 その後 玉 55「 (善 熹？) は、 宗豫の 「易簡 記」、 觀復の 「折 薪 記」、 師會の 「焚 薪 記」 . に對 して、 「明 宗」 を 撰し 

て 是等を 評 破した。 恐らく は 三 師の義 解に 對 して 評 破し 與奪 した も Q であらう。 

以上の 如くに して、 宋 末の 時代に 於いて 華厳の 敎義が 百花 爛熳 たる 域に 入った。 これ 全く 義天偕 統の入 宋傳疏 が、 そ 

の 機 會を與 へ、 その後 高麗より 將 多の 章 疏が傳 來し開 板せられ た爲 であった。 華嚴敎 文の 入藏 とい ふ大 le^f 件 も、 之に 冈 

り、 華 學の 興隆 も、 之に 因った ので ある。 中 國怫敎 史を閬 明 せんとす る もの は、 この 一大 is? 赏を 知らねば ならぬ。 

然るに 在來 の學界 は、 吳越 王の 天台 敎 文の 求 得と、 天台 敎學の 輿 謹と、 その 入藏 について は、 噴々 とし C 之 を 傅 ふるに 

拘ら す、 華嚴敎 文の 求 得と、 華 嚴敎學 の 興隆、 及び 敎 文の 入 藏 に關 して は、 全く 之 を 言 はぬ。 蓋し その 辜 跡が 知られ ざ 

りしが 爲 であるから、 止む を 得ぬ 所であった。 予が 以上の 事實を 知り 得た の は、 全く 高山 寺 所 藏の宋 版 章疏を 調査した 

が爲 である。 

繰り返して 言 ふ。 華嚴敎 文の 入藏の 一事 だけにても、 中 國の佛 敎史を 鬧 明す る 上に 於いて、 m: 耍 な事實 である 所 か 

らヽ 煩. 琪 であり、 而 して 興味の 乏し-いも Q であるに 拘ら す、 や. 1 詳細に 之 を 公表す る 事と した。 結論 は 頗る 簡單 であつ 

て も、 その 結論が 學界の 承認 を 得る に 至らん が爲に は、 その 因緣經 過が 他の 何もの よ、 りも靈 要なる が爲 である。 予 はこ 

の 簡單な 結論 を 得ん が爲 に、 實にニ 夏 を 費し、 魔 埃の 中に 夜 を 以て 日に 次ぐ の 努力 を拂 つたので あった。 興味の 少 いも 

のに 對 して、 多くの 紙數を 費した の は、 以上の 趣旨に よるので ある。 表題より すれば 華 嚴敎學 に關係 ある ものの みとす 

る を至當 とする が、 今 はこの 機會を 以て 調査の 全部 を 出す 事と した- 

宋 代に 於け る 華 嚴敛學 興隆の 緣由  、  三 二 七 
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第二 節 宋 版章疏 

高山 寺に 寶藏 せらる. -宋 版章疏 は、 頗る 多い。 中には、 昨今 開 版せられ たかと 思 はる X 程の 美本 も あり、 中には 僅に 

ニー-紙に 過ぎぬ ので、 何も Q たる か を 判 知せ ぬ もの も ある。 然し 如何に 斷章露 篇と雖 も、 予は 悉く 之 を牧錄 した。 その 

斷片零 章と いへ ども、， 他日 犬なる 收穫 あらしめ るか も 知られぬ からで ある。 是 等の 数多き 章疏 が、 散り/ \ バラく と 

なって 皮 此錯雜 して 居る ので、 そ Q 1 枚/ \- を 取りて 之 を 直 別し、 而 して 後に 同種 0 もの を 集めて 之 を 整理し、 以て 次 

Q 樣な 結果 を 得た Q である。  - 

思 ふに 南宋 Q 末葉 は、 佛 典の 雕刊 事業の 黄金時代であった。 紙質と いひ、 文字と いひ、 實 によく 完備したの である。 

之が 公刊 は、 今日の 語 を 以てせば、 新なる 撰述の 出版で ある。 藏經 Q 一部で なく、 荖書 公刊で ある。 後年 それ 等が 入藏 

する に 至った とはいへ、 當初は 藏經の 一部分と して 之 を 公刊した ので はなく、 而 して 之 を 公刊す るに ついて、 最も 多く 

の 材料 を 高麗に 仰いだ 0 であった。 華厳宗の 大成 者 賢 首の 偉まで、 中國 にはなくて、 之 を 高麗に 得た ので ある。 華厳宗 

の 中心た るべき 賢 首 大師の 傳 まで 高麗に 得た とい ふ 如き 事 は、 この 調査に よって 始めて 判明した ので ある。 その 公刊せ 

ら叱 たも Q が、 直に 高山 寺に 納められて、 それが その ま- - 今日に 遺って 居る ので あるから、 予 はこの 高山 寺所藏 こそ，、 

實に 學界に 取って 無比の 資料で あると 思 ふ。 

章疏 は、 その 性質から すれば、 華厳宗の もの を 第一と すべきで あるが、 今 は大體 撰者の 年代順に よって 配列す る 事と 

した。 叉 華 嚴敎學 に關係 ある ものの みに 限らす、 全部 を 出す 事と したので ある。 


1 、 維摩 經玄疏 一 帖  . 

隋智顗 撰。 折 本。 六 行、 行 二十 字。 紙質 鎮る 善し。 r 鑌覼」 に は六卷 として ある G 

二、 維摩 經疏 一 帖  ■ 

隋 智者 大師 說、 湛然 略。 折 本。 六 行、 行 二十 字。 朝鮮 紙で あるから、 高麗 傳來 0 ものた る を 察せし める。 

三、 華厳 五十 問答 一帖 

唐智儼 集。 後部の み。 折 本。 六 行、 行 二十 一字、 善 本。 故島 田蕃根 翁所藏 中に、 そ Q 初 部が あった。 之 を 合する 時 は 

完本 を 得べき であるが、 島 田 翁の 舊藏 は、 今日 何、 人の 手に 歸せ るか を 知らぬ。 

四、 華 嚴經內 章 門 等 雜孔目 章 ニ帖 

唐智儼 集。 卷 一 ：卷 ニを傳 ふるのみ。 而 かも 卷ニは 折 本。 六 行、 行 二十 字の 善 本に て、 卷 一は 揭色粗 紙の 別 本で あ 

る。 以て 二 本 ありし を 知るべき である。 

卷 一の 終りに、 左の 識語が あるが、 此の 識語 は續藏 本に ない、 華 嚴宗學 研究の 重耍 資料で ある。 

〇 

華 嚴孔目 章、 乃 有 唐 儼 尊者、 申 明晋譯 華嚴淵 旨、 撮掇 大目、 實宗敎 玄耍。 自 五代 時久已 亡絕、 至 本朝 ー兀裕 間、 髙 

&國 一?irl^^&1itk、  ») ぎ 遠 # 從晋 水崇敎 法師 之學、 ^&141^..、  &l^1々ls 、復 行于 世、 適緣 法師 雙注 廣經 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣甶  三 二 九 
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未 暇 開 板、 近 於紹興 乙^ 有慧 因敎院 住持 僧 義^  if^iiilfEki!  &il 化 t^ll、 已獲. 指揮 許 令 だ T、 符下諸 

000000  0  0  0  0 

路運 司、 牒 州都、 有藏經 板籍處 鏤板 流通、 

左 街 僧 錄道倦 因覩新 事、 踊躍 發心、 命 。エ^^, お。 ーず、 用廣昆 聞、 祝 

皇帝 萬 歳、 保 僚 佐 千秋、 法界 含 生、 同 霑利樂 者、 時 大宋紹 輿 十六 年 五月 二十 九日 謹 題 

臨 安府慧 因敎院 住持 傳 賢首敎 觀圓證 大師 義和 

左 街 鑒義妙 慧辨才 大師 思彥 

左 街儈錄 主管 敎門 公事 傳賢 首祖敎 文慧妙 旨歸常 大師 道僵 

この 識語 は、 珍ら しく も 行書 を 交へ たもので ある。 これによ つて 吾人 は、 (一) r 孔目 章」 が 五代の 時 中歸に 亡絕し 

元裕 年間 義 天が 持して 以て 疑を淨 源に 決せる 事に よりて、 再び 中華に 行 はる X に 至りし 事、 (二) 紹與 十五 年、 慧因 

敎院 (通稱 高麗 寺) の義 和. の 請に よりて、 華嚴敎 文が 初めて 人藏 せる 事、 ニニ) 淨源 は此， の 書 を 板 行す るの 意 ありて 

之 を果さ ざり しが、 紹興 十六 年に 至りて、 道 倦が その 一 卷を開 刻せ る 事 を 知り 得る。 いづれ も 華 嚴敎學 の 研究 上重耍 

なる もので、 r 孔目 章，」 が宋 代に 至りて 高麗より 傳 はれる 事 も、 紹與 十五 年 華 嚴敎文 Q 人 藏の事 も、 從來 全く 知られ 

ざり しもの。 以て 是等 重大なる 事蹟 を 偉へ た、 この 識語の 重要性 を 知るべき である。 華厳 教義の 發撣. は淨 源の 力に よ 

り、 その 入 藏は義 和の 功で ある。 道 倦の 開 刻 は、 斯文 一 卷と あれば、 他の 卷は 他の 人の 開 刻に か. - りし を 知る。 

天台 敎 文の 入 藏は、 天 聖ニ年 (西 曆ーひ 二 四) にあった から 紹與 十五 年 (西曆 一 一四 五) の、 華嚴 宗教の 入藏 は、 

これに 後る X 事、 百 二十 一年で ある。 「佛祖 銃紀」 すら この 入藏 記事 を 逸せる は、 恐らく はこの 識語 を 剥せる もの、 

觀に中 國の學 者の 目より 逸せし を 察せし める。 


五、 金剛 般若 經略疏  ■ 

唐智 儼述。 折 本。 六 行、 行 二十 字。 紙質 字體 甚だ 佳なる も、 惜しむべし、 二 帖中唯 二 張を殘 すに 過ぎぬ。 而か もまた 

重要なる 文獻を 保存す る を 見る。 左の 如し。 

〇  . 

壽昌 元年 甲戌歲 高麗 國大 興 王 寺 奉 宣雕造 

祕書 書臣魯 榮書 

講華嚴 經興王 寺 太 師賜紫 臣則瑜 校 勘 

講華嚴 經與王 寺 太 師賜紫 臣德銑 校 勘 

金剛 般若 經、 著 疏申明 者、 唯圭嶺 新羅、 風 行 ニ淅、 雾至. ぼ。 略ぎ、 浪匿三 i!、  i^k4A、 無復 isr 酽 yl^¥ おぎ I- 

, 。附海 舶 竟獲眞 文、 其 旨 淵玄、 切爲 簡當、 然到今 及 古、 諸師 講授、 僻說祖 意、 浪 1： 經文、 誑 惑 後人、 謬爲 師說、 今 

窮玆 要、 良 可 龜鑒、 則 使 章 記 駕說之 徒、 俯伏 而自 媿焉、 。今將 方 板用廣 流通、 冀諸來 カ行 弘賛、 時 乾 道 1i 次 巳ず bii 。日。 

資 幢敎院 住持 傳賢 首宗敎 比丘 如 寶謹題  - 

この 識語 は、 續藏 のに も揭 げられ てあつて、 圓證講 主義 和が、 華厳宗 疏鈔の 高麗に 存 する を 知る に 及び、 遠く 海に 

浮んで 之を搜 紫した 事 を 知らし める。 而 じて 之 を 開 板せ る は如寶 で、 事 は 乾 道： 13=^ 卽ち五 年 (西^ 一 一六 九) であつ 

た。 文 を 案す るに、 當時中 國に行 はれた 「金剛 經」 の疏 として は、 圭峰 宗密の 「露 耍」 一 卷と新 元 峰の 「疏」 三卷 

ありし のみ. で、 智儼 のこの 「疏」 は、 三韓に 匿れ て 之 を 獲る に 由な かりし と ある。 而し てこの S ほ假の r 疏」 と宗密 の 

纂耍と は、 傳 へて 今日に 至る も、 元曉 Q  r 疏」 は 却って 逸して 傳 はらぬ。 顯晦は 時に よりて 與な るので ある。 

宋， 代に 於け る 華 嚴教學 興隆の 緣由  ,  三 一 11 一 
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因みに、 「佛 祖統 記」 卷ニ 十九に は、 義和を 以て 號圓 澄と 爲す も、 以上の 兩 識語 及び 後に 揭 ぐる 題 語 を 併せ 見る 事に 

よって、 圓證の 誤なる を 知るべき である。 

六、 華厳 旨歸 一帖.. ， .* 

唐 法 藏述。 二 本 あり、 共に 折 本で ある。 一は 十三 張の 完本に して、 他 は 二 張 を殘す のみ。 折 本、 七 行、 行 二十 三 字、 

紙質 思溪 本. に 同じく、 善 本で ある。 

これに も續藏 本に 見えぬ 左の 識語が ある。 . 

.  〇  . 

大方 廣佛 華嚴 者、 酒 罄諸佛 之 靈府、 拔玄 根之幽 致、 文富義 富、 行者 莫之能 入、 賢 首 國師、 羅其 法義、 束爲十 門、 雖 

曰 數紙之 文、 學者得 之、 譬若徑 尺 之 鏡、 見 千里 江山、 華嚴旨 趣、 頓有 所歸、 此文 IS 沒、 多 時相 授、 。唯。 有。 副。 本、 ぎ， 。和 

因 獲 高麗 印本、 遂重 書、 命 H 刊勒、 以廣 其傳、 恭爲 

左街儈 錄妙堪 寂常慧 大師、 资莊 覺路、 使 性 悟一 乘、 心 遊 華藏、 時紹與 十二 年 六月 望 日 謹 題、 

住持 臨安府 南山 慧因 講院傳 賢首敎 觀圓證 大師 義和 

鑑義欽 慧辨才 大師 思彥 

右 街 儈錄習 賢 首 祖敎文 妙 音圓常 大師 道僵  . 

〇 

この 識語に よりて、 また 此の 著が 中國 に湮沒 して、 唯 副本 を 多 時相 授受した ので あつたが、 圓證 大師 義 和が 高麗の 


_s 本 卽ち義 天の 雕造 せる 善 本 を 得て、 之 を刊勒 した 事 を 知る。 事 は、 紹興 十二 年で あるから、 まだ 華厳宗 疏妙 0 入藏 

以前 三年で、 義 和の 斯 かる 努力が、 人 藏の光 榮を來 せる 近因で あつたに 招 違ない。 

七、 一 乘敎義 分齊章 一帖 

唐 法 藏述。 卷上 を殘す のみなる は、 頗る 惜しい。 折 本、 六 行、 行 二十 字の 善 本で ある。 

八、 華嚴 三味 章 一 帖 - 

唐 法 藏述。 二 本 あり、 共に 折 本で。 七 行、 行 二十 三 字の 善 本。 一本 は 六 張の 完本で あるが、 一本 は 版 は 一なる も 紙 は 

少し 短く、 僅に 一張 を 止む るに 過ぎぬ。 この 書 は 本邦に 絕滅 したと 考 へられて 居た ので あつたが、 圖らす も 高山 寺の 

書庫から、 その 宋 版が 發昆 せられた 事 は、 學界の 喜びで ある。 これと r 發 菩提心 章」 との 比較 研究 は、 重要な 問題 を 

提供す る。 

九、 大方 廣怫 華厳 經疏 十二 帖 

唐 澄觀。 折 本、 紙質 印刷 善美。 六 行、 行 十九 字 或 二十 字。 これに 二 本 あり、 善 本に は 科を附 し、 ニニ ニニ ハ* 八. 九 

十 • 十九 ニー 十 *  二十 三 ニー 十七 ニー 十八 • 三十の 十二 帖を殘 す。 縮藏に 六十 卷と爲 して あるの は、. 一 卷 をニ卷 とし 

て ある Q で、 こ Q 宋版 は卷 三十 を 以て 終り、 縮 藏には 見えぬ 左の 識語が ある。 • 

卷-第 九 
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平江府 靈鷲院 比丘 法圓、 謹施錢 一 十二 貫 文、 開 大疏四 版、 功 德答四 恩 三 有、  一 

平 江 府大姚 文殊 敎院 比丘 慧通、 施錢 一 十二 貫 文、 開 大疏四 板、 功 德答四 恩 三 有、  一 

洞 庭 東 山 法 海 寺 比丘 法 安、 洞 庭 東 山 法 海 比丘 法觸、 平江府 能； I 寺 比丘 法 昇、  > 

平 江 府開元 寺 比丘 蘊蒙、 平山府 靈鷲院 比丘 道璿、  i 

己 上 各 施 錢六貫 文、 開 大疏ニ 板、 答 四 恩 三 有、  i 

平 江 府祥符 寺 臨 擅 比丘尼 道 能、 施錢 二十 一貫 文、 開 大疏七 板、 功 德答四 恩 三 有、  1 

平 江 府群符 寺 都 尼 正 3 具 寂 大師 智榮  .  二 

平 江 府祥符 寺慧意 大師 彥璋  \  .  i 

己 上 各 施 錢六貫 文、 開大疏 一。 一き、 答 四 恩 三 有、  -  1 

平 江 府鮮符 寺 尼 正 慈 照 大師 法 倫、 施 錢三貫 文、 開 大疏ー 板、 答 四 恩 三 有、  , 1 

時紹興 戊辰 孟夏 十九 日 謹 題  ，  一 

□□□ 洞 庭 東 山 白砂 奉佛 弟子 蔣ロ滋 並 男  ,  』 

□  □□□ 魚 殺 命 至 多、 施錢 三千 足助刊  ，  一 

□  □□ 功 德、 薦彼物 命、 各 生 善道 者、  ^ 

卷第 二十  . 

ゾ  ^ 

-孝小 師梵近 梵聲、 謹將 先師 通 殿 主 遺 下 長 財、 刊大華 嚴經疏 第二 十卷、 行鳩殊 利、 资助  ： 一 

覺靈、 歸生 華藏、 恭願三 障 雲 開、 一 靈 月朗、 達 遮那之 本德、 悟怫 性於自 心、 捨不捨 之 fs- 婆、， 生 無 生之淨 土、 時 紹與爽 一 


午 二十 年 九月 二十 九日 中祥 日！ r 

師祖前 住 常州慧 光寺 傳敎 勝義 大師 安仁 

前 住 華亭余 山宣妙 敎院傳 敎告鮮 如意 大師 可久 勸緣、 

是 等の 識語に よって、 この 經疏 及び 科 文 開 板の 一般 を 知る 事が 出来る。 時 は紹興 十八 年戊展 (西暦 一 一四 八) より、 - 

同 二十 年度 午 (西曆 一 一 五 〇) に 至る 間で あるから、 華 嚴宗敎 文が 入藏 0 欽定 を 得て 後 0 事で ある。 入藏の 感激 に^ち 

た 時の 施錢 であるが、 何に せよ、 比丘、 比丘尼で あるから、 多額 0 喜捨が 出來 ぬので、 卷， 九の 如き は 十一 名 を 合して、 

僅に 四十 板し かない。 居士の 多 施 を 得て 僅に 此 0 1 卷を 開いた ひであった。 第二 十卷 は、 先師の 造 下せる！：；^ 財に よって 

成った 0 である。 恐らく は各卷 共に 斯 かる 難事業であった らう。 紹興 年代に この 開 板が あつたの は、 恐らく は髙 鹿に そ 

の 本 を 求め 得た が爲 であらう。 

一 〇、 華 嚴經疏 科 文 九帖  ，  ， 

唐 澄 觀述、 續藏に は十卷 として あるが、 この 宋版は 紙質 印 成 善美に して、 一 ニー  • 七. 八 • 十 • 十二. 十 S  • 十五. 

十六の 九 卷を殘 して ある。 卷數 Q 分け 方は異 るが、 恐らく は 本文と 同じく 三十 卷 となって 居たら うから、 闕 くる 所が 

多い ので ある。 卷 十四に、 

平 江 府職級 葵 仁、 施 官會壹 阡、 並 募緣、 共 刊此科 文。 貳卷、 云々 

の 識語が ある。 この 識語 も、 續藏 本に はない、 これ また 高麗より 傳へ たもので あらう と 思 ふ。 

宋 代に 於け る 華 餱敎學 興隆の 緣由  .  三 三 五 
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一 一 、 華 嚴經疏 科 五帖  > 

唐 澄 觀述。 淨 源重刊 0 宋版折 本で あるが、 粗 紙で、 三 +  • 十一 • 十二の 五 卷を存 する のみ。 錢唐大 中 群 符寺賜 

i 紫 遇 誠 安 布の 識語の られる ものが ある。，  ； 

一二、 大方 廣怫 華嚴經 普賢 行 願 品 隨疏義 記六卷 六帖 

唐宗 密述。 六 卷の折 本で、 元 豊辛酉 (四 年、 西曆ー 〇 八ー) に 加へ た遂 式の 序が あり、 紙質 印 成 共に 善美。 七 行、 行 

二十 三 字。 これ は續藏 中に 收 めら れて ある 六 卷の行 願 品 別行 疏鈔と 同 本の 異傳 である。 績藏 本に は遵 式の 序がない。 

續藏本 は、 澄觀 0 疏ー卷 と、 宗密の 隨疏欽 六 卷とを 合 刻した もので、 後年の 修正が 加って 居る。 「凝 然錄」 に は 「隨疏 

義記」 Q み を 載せて あるが、 「興隆 錄」 に は 「隨 疏義 記」 六卷と 「隨疏 鉄」 六卷と を竝擧 して ある。 「記」 と 「鈔」 と 

の 同異 は、 目錄の 上に て は 決せられぬ。 幸に も 高山 寺に 「記」 が あるので、 之を對 照して 昆 ると、 原本の 同 一 なりし 

事が 知られる。 蓋し 「義 記」 の 方が もとで、 後に 「鈔」 と 改めた もので あらう と 思 ふ。 

繽藏所 牧の疏 鉄に、 新 安の 道 奎重刊 の 序が あって、 そ 0 中に、 淸凉の 著述、 六 百 卷の繁 なる も、 今 多く は 散逸し、 

績疏 十卷も 亦存せ や、 幸に も此 Q 一  卷の疏 まの み、 昭慶 0 藏 板に 具して 居る が、 南北の 兩藏に 倶に牧 入せられ す、 嘉與 

本 も亦然 りで、 日 久しく 歲深 きに 至らば 叉變 滅に歸 せん を 虞れ て、 之 を 開板廣 布す るに 至った と 言って 居る、 昭慶寺 

は 杭 州 城に あって、. 宋代允 港 律師 や 省 常 法師の 住持せ る 名刹で ある。 この 序 を る 時 は、 宋版 0 本邦に 現存す る は、 

「頗る 珍と すべく、 義記 Q 保存 せらる- -は、 恐らく は 他に 類本が 無から うかと 思 ふ。 


一 三、 普賢 行 願 品 別行 疏科文 一 帖 

これ は前褐 隨疏義 記に 附隨 せる ものであるから、 紙質 印 成 共に 善美で ある。 績 藏に牧 めら れ たものと 同じく、 圭峰草 

堂 寺 沙門 宗密 述、 姑蘇瑞 光寺 沙門 邀式 治定 とし. て ある。 

一 四、 華厳 法界 觀科文 一 帖 

唐 宗密述 で、 紙 貧 善美の 宋版折 本で ある。 

一 五、 圓覺經 大疏釋 義鈔及 科 九帖  • 

唐宗密 撰。 宋版折 本。 七 行、 行 二十 三 字の 善 本。 繽藏を 見れば、 十三 卷を 上下に 分って あるから、 之 を 分つ 時 は、 二 

十六 卷 となる ので ある。 高山 寺 本 は、 一二 一丁 五 .九* 十一 (少) 、十三 (少 )、 十六 (少 )、 十七. 廿ニ  ，廿三 .：^- 

四 • 廿 六の 十二 卷弱 を殘 すの みで あるから、 半分に も 足らぬ。 

續藏本 は、 最初に 義 和の 序 を 有する。 兹 Q 鈔 異域に は 方 版を模 して あるが、 中國 にて は 未だ 嘗て 印行せ す、 副本 を 

爭 つて 傳 へたが 爲に、 三寫烏 馬す。 因て 高麗の 印本 を 獲て、 寫 本と 參 校す るに、 互に 得失 ある を た。 苟 くも 證 IS な 

ければ 多く 印本に 從ひ、 然し 題を顯 とし 字を宗 とせる が 如き は寫 本に よって 之 を 正した とい ふので あって、 紹興戊 午 

(八 年) 歲、 孟春 初 六日、 平 江 府崑山 能仁院 沙門 義 和親 脫軒 校定、 門人 元 譚 として ある。 義 和が 高麗の 版本と、 廣以 

來展 傳の寫 本と を 校正して、 之 を 開 版す るに 至れる 經路を 語る ものである。 この ie? は 中 國所傳 本と、 高 厘 所 傅 本との 

間に 相違の ありし 事 を 語る ものと して. • 屈強の 資料で ある。 而 して 又 第 十三 之 下、 卽ち „s 後に、 寫本 云と して、 淅 

i 木 4^ に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  三 さ 七 
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平 江 府常熟 縣楊澳 里 居住、 崇信 弟子 劉 華、 與家眷 等、 謹 命ェ、 開玆 祕詣、 時 紹與九 年 十 一 月 十四日 謹 願と いふ 識語 を 

出し、 その-後に 

建 長 四 年 夏 之 比、 以概尾 之 本、 託 他人 書 寫畢。 此書者 新 渡 也。 當寺 一本 書 也。 能 能可崇 重矣。 同年 十月 之 比、 以寫 

本 一校 了、 沙門 釋心 海、 生年 三十 二、 戒臘 十六 

の 跋文 を 加へ て ある。 以て 績藏 經所收 本の 底本と なれる 寫 本が、 梅 尾 高山 寺 Q も Q であって、 而 して 此の 書 Q 甚しく 

尊重せられ たる を 知るべき である。 

績藏 校定 者 は、 その上に 冠 注して、 序に 紹興戊 午 (八 年) 歲 孟春 初 六日、 平 江 府覚山 能仁院 沙門 義和、 穎脫軒 校定 

と ある を 按じて、 是 より 先高 麗國上 木し、 義和 がそ Q 印本と 唐 已來所 傳の寫 本と を 校合し、 翌九年 己 未 を 以て 之 を 開 

版せ る も Q, か、 未だ 其の. 印本の 本朝に 傳 はれる を 聞かす、 と 言って 居る。 義 和が 厘 本と 唐 以来の 寫 本と を 校定せ る も 

のとい へる は、 そ ひ 通りで あるが、 その 開 版本が 本邦に 傳 はれる を 聞かす とい ふ は、 心 海の 奥 書に 添 はぬ ものである。 

蓋し 長く 高山 寺 Q 書庫に 埋藏 せられて、 そ Q 存在の 不明と なった が爲 であって、 今日 これ 0 出現した の は 甚だ 喜ばし 

い 事で ある。 

1 六、 圓覺經 略 疏之鈔 及 科 

唐宗密 撰。 折 本。 六 行、 行廿 一 字。 善 本。 續藏に は 十二 卷 として あるが、 この 宋本は 第 十二 卷を缺 S て 居る Q が 惜し 

い。 


一 七、 圆覺經 略疏科 一 帖  - 

唐宗密 製。 宋版折 本。 

一 八、 金剛 般若 經疏論 纂耍及 科 一 帖 

唐宗 密述。 折 本。 六 行、 行 十九 字。 紙質 善。 續藏 はニ卷 とす。  . 

一 九、 金剛 般若 經疏纂 耍及科 一 帖 

唐宗 密述。 子 璿述。 經と釋 とを會 して、 之に 科 を 加へ たもので、 折 本で あるが、 紙質 は 薄い e 

宋 版に は 前揭と 同名に して あるが、 これ は績藏 經に牧 めら れて ある 「纂 耍刊定 記」 四卷 であるに 根 違ない 

二 〇、 禪源諸 詮都序  -, 

唐宗 密述。 折 本。 ノ  .、  ， 

ニー、 唐 大薦福 寺 故 寺 主 翻經大 德法藏 和尙傳 一 帖  ♦ 

唐 海 東 崔致遠 結。 宋版折 本。 六 行、 行 二十 字、 善 本。 これに 次の 跋 語が ある。 

〇 

大安 八 年 壬 申 歳 高麗 國大輿 王 寺 奉 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 與險： の緣由  三 三 九 
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宣雕造 本 寂 居士 梁璋施 本鏤板 

紹輿 十五 年 四月 伏 奉 

指揮、 許與編 in ぼ&ま 力， t^ti 流通、 莫不慶 幸、 唯 侍講 崔 公所 撰 

吾祖 賢首函 師傳缺 如、 徧搜雖 得、 而傳寫 訛： &、 放證不 行。 遂獲 高麗 善 本、 復得祕 書 少監閻 公 石 刻、 乃 頓釋疑 誤、 有 

士人 孫霱、 見 且敬喜 而爲書 之、 坐 夏 門人、 旋積镧 施、 命ェ鏤 版、 以廣 其傳、 冀學者 勉旃、 上酬法 乳、 

へ 列 名 省略) 

紹與 十九 年孟冬 一日、 平 江 府吳江 縣華嚴 寶塔敎 院嗣講 住持 圓證 大師 義和謹 題 

〇  • 

此の 践語 は續藏 本に も 出て 居る が、 列 名 Q 順序に 相違す る 所が ある。 殊に 本文 を 鳳 潭開版 碑傳に 取って あるので、 

頗る 誤謬 を來 して 居る。 願 はくば この 宋本を 公刊して、 以て 正しき 「賢 首傳」 を 世に出したい ものである， - 

この 跋語 によって、 華嚴 宗教の 文字の 入藏 したの が、 紹興 十五 年 月であった 事 を、 確實に 知る 事が 出來、 而 して 

叉 「賢 首傳」 の 如き ものまで、 中 國には 善 本が 無かった ので、 高麗 版 を 得て 犬に 喜んだ 事が 分る。 閻朝隱 の 碑文 も、 

同時に 得た ものであって、 この 碑文 はこの 時より 末尾 を缺 S て 居た ので ある。 

ニニ、 起 信 論 疏科文 

宋子璿 修定。 宋版折 本。 卷 二の 斷片 のみ、 


二三、 金剛經纂耍^^定記及科 四帖  ， 

長 水 沙門 子 璿錄。 宋版折 本。 六 行、 行 二十 一字。 卷ー ニニ. 五 • 六の 四卷 Q み。 縮藏 によれば 七卷 である * 

*  一 

二 四、 維摩 經略疏 科 

宋智 圓述。 朝 洋紙なる は、 これ また 高麗より 得た ものなる を 知らし める 

卷 五の 終りに、 謹 募 住 大中祥 符寺傳 敎慧覺 大師 道 堅 開 一 板、 (乃至)、 勾 當儈若 文 志 超僧圓 題と あり、 卷 六の 終りに 

謹 慕 白蓮 敎院講 下 比丘 擇言 (下略) と ある。 

略疏 とい ふ. は、 隋智 顗說、 唐湛然 略で、 續藏 中に 收 めら る- -十卷 本なる べきが、 この 智圓の 科 は 他に 見られぬ もの 

である。 

二 五、 維摩 經略疏 垂裕記 十帖  _ 

宋 錢唐智 圓述。 朝鮮 紙、 折 本。 六 行、 行 二十 一字。 綾 藏に收 めら る. - もの、 十卷 である。 朝鮮 紙なる.^ また 高麗 所 

得なる を 察せし める。  , 

二 六、 涅槃 經疏三 德旨歸 

宋智 圓述。 宋版、 折 本。 六 行、 行 二十 二字。 善 本。 卷ー ニニ  .四* 五 二八. 七 •  +  • 十六 •， ^九の 九 卷を丄 むる.^ 

.^。 續藏經 所 牧本は 二十 卷 とし、 卷 十五 を缺 くと あるが、 惜しい 事に は 高山 寺 本に も卷 十五が 無. - ,..0 搭は意 安，.^ 

iif 代に 於け る 華厳 欽學 興隆の 緣由  三 四 一 


大藏經 と章疏  .  三 四 二 

荆溪再 治の 會疏に 加へ た 記で、 大中祥 符四年 (西暦 一 〇一 一) 八月に、 錢唐西 湖 崇福寺 講堂に 於て 筆 を 起し、 越えて 

六 年 九月に、 大慈 山崇法 寺の 方丈に 功を畢 へた ものである。 

二 七、 金 光明 經玄義 順 正 記 及 科  ，  . 

宋從義 撰。 宋版折 本。 七 行、 行 二十 三 字。 紙質 善。 元 璺七年 (一 〇 八 四) の 自序に、 問答に 寓 して、 智者 大師の 「玄 

義」 に對 して、 古來述 記す る もの 多き 中に 於いて、 錢 唐の 諸 師は、 觀 心の 一 科 を 以て 後人の 擅に 加 ふる 所と せる に、 

四 明 は 力めて 之 を 救 ひて 以て 智者 大師の 親 說と爲 し、 人 皆 之を傳 承す、 今 何が 故に また 更に 之 を 改作す るか、 恐らく 

は 衆人に. 素 てられん とい ふ 問 を 起して、 之に 對 して、 四 明の 釋義に 頗る 疎 失が あるから、 言に 順って 名 を 正し、 以て 

祖語 を 申べ 經旨 を發明 せんとす るの-である。 何お 舍 てて 用 ひざる あらん やと 言って 居る。 當時、 「金 光明 經玄 義」 の 

研究の、 頗る 盛 况を呈 せる を 知らし める。 續藏！ 一 本 は三卷 として ある。 

二八、 金 光明 經文甸 新 記 七帖  , 

宋從義 撰。 宋版折 本。 七 行、 行 二十 三 字。 善 本。 智者 大師の 「文句」 に對 せる 記で、 從義は 自ら 舊說 に簡異 して 「新 

記」 と 云 ふと 稱 して 居る。 續藏經 本 も七卷 である。 

二 九、 金 光明 文 護國記 ， 

宋慎江 沙門 如 湛述。 紹興六 年へ 一 一 三 六) 丙 辰の 序が ある。 折 本。 四帖六 行、 行 二十 三 字。 薄紙。 續藏 中に 四 明の 「文 


句 記」 が ある けれど、 . 如湛の 「護國 記」 は 無い。 如 港 は梵臻 • 從諫 .齊 玉の 三世 を 經て四 明 を 祖述し、 假名の 號がぁ 

つた。 從 義は尙 賢. 繼忠の 二世 を 經て四 明を繼 ぐから、 蓋し 如 は從義 よりも 一代 新ら しい 人で ある。 この 「護 國 

記」 なる もの は、 謙 順の 「增補 諸宗章 疏錄」 の 中に 四卷、 釋 光明 玄 として 揭 げられ て あるが、 從來 世に 知られぬ いの 

であつ. た。 宗教 大學 に、 高山 寺舊藏 故島 田 t# 根 翁 所 集 本 中に その 一 部 を 含む から、 之 を 併せ 來る時 は、 完本 を 得る だ 

らう。 

三 〇、 華厳 經注經 及 科 、  . 

唐 澄 觀述。 宋淨 源錄疏 注經。 宋版。 僅に 斷片三 張 あるの み。 繽藏 經所牧 本に よれば、 百 二十 卷の 大部で あるが、 殆ど 

散逸した ので ある。 

三 一 、 還 源觀科 

宋 淨源刊 正。 續 藏に牧 めら れて ある。 宋 版の 斷片を 止む るに 過ぎぬ。 

三 二、 金 師子章 雲間 類 解 一 帖  - 

宋淨 源述。 元豐 三年 自序。 宋版折 本。 

他に 異り、 g 卦 があって、 本文 を 大字と し、 淨 源の 解 を 二 行の 夾注 として ある。 

本書 は 縮 藏に牧 めら れて あるが、 繽藏ぇ 入って ない。 本書の 「金師 子 章」 の 本文と、 承遷の 「注 <1 ^ー師 子 章」 に 0^ ら 

一  栄 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆-の 緣由  三 四 三  . 


大 蔵 0 と 章 疏  三 四 四 

る X 本文と を 比較す ると、 其の 間に 相違が ある。 五臺山 眞容院 の承遷 は、 r 怫祖統 記」 第二 十九に 據れ ば、 淨 源の 師 

である。 師弟の 用 ひたる 「金師 子 章」 に 招 違 Q あるの は、 何に 基づく Q であらう か。 恐らく は淨 源が、 祐世儈 銃の 携 

へ 来れる 本文に よりて 訂正 を 加へ たが 爲 であらう。 之 を 察せし むる もの は、 淨 源が 最後に 次の 如くに 言って 居る 所に 

見られる。 

且 高麗 國中、 斯文 尙備而 傳授不 レ絕、 況此 諸部盡 出-一中 華？ 願 諸 後昆、 求 レ師鑽 仰、 同 報- 1 雲 華 賢 首淸凉 圭峯之 劬勞重 

德 I 耳。 

斯くて 中 國所傳 Q ものと、 高麗 所 偉の ものとの 間に 相違の あった 事と、 淨 源が 高麗 傳來 本に よって 訂正した 事と が 

推察 せられる。 これ は 興味の ある 問題で あるから、 之が 研究 を發 表したい と 思って ゐ るが、 猶 未だ その 意 を 達せぬ。 

三 三、 原人 論 科 

宋 淨源刊 正。 宋 版の 斷片を 止む るに 過ぎぬ。 凝然は 之を錄 して 居る が、 此の 科 はま だ 公に せられて ない と 思 ふ。 

三 四、 首楞嚴 經義疏 釋耍鋏 ニ帖 

宋晋水 沙門 淨源 錄。 宋版折 本。 六 行，、 行 二十 一 字。 卷四 二八の ニ卷を 止む るの み。 績藏 中、 宋懷 遠錄、 六卷 として あ 

るの はこれ であらう。 然 らば 績藏の 撰號は 誤って 居る。 

三 五、 仁王 經科  . 


宋淨 源述。 宋版、 破 本。  . 

三 六、 同 注 仁王 科 

宋淨 源述。 破 本の 宋 版で、 凝然は 之を錄 して 居る が、 是 等の 科 もまた 知られて ない と 思 ふ。 

三 七、 肇 論集 解 令模鈔 ニ帖  .V  . 

宋晋水 沙門 淨源 述。 宋版折 本。 六 行、 行 二十 一字、 印 成 鮮明" これ は 從來名 だけ 傳 はって 居る が、 s„ ^物の 昆られ なか 

つた ものである。 元の 文才 は、 「新 疏」 の 初に、 及レ隸 -樊川 之興敎 T 得- -雲庵 達 禪師疏 T 又 數年應 こ 寧 夏 命 T 復 f 唐 光 

t^- 禪師並 有 宋淨源 法師 二 家 註記- と 言って 居る 中 Q。 淨源 法師の 註記と いふの は、 この 「令 模欽」 でなくて はなら 

ぬ。 樊 川の 興敎と は、 長 安の 南方 興敎 寺に して、 玄奘三 藏の墓 塔の 存 する 所、 雲 庵 達 禪師疏 と は、 今日 不明の 疏で、 

陳の慧 達の 疏 ではな 5。 唐 光 庵禪師 註記と は、 「義 天目錄 の」 中に 京師 安 國寺元 康の疏 三卷の 次に、 光^^^^三卷とし 

て 載せられて 居る が、 今 は 逸して な. T  , 

三 八、 華厳 法界 觀通玄 記 ニ帖.  , 

宋廣智 大師 本 嵩 集。 宋版折 本、 六 行、 行 二十 一字。 善 本。 卷中 • 下の ニ卷を 有する。 

本 嵩に は、 この 外に 「華 嚴七 字經題 法界 觀 三十 門頌」 とい ふが あり、 その 初に 附 せられて ある 略傳を 《 ^れ ば、 本 嵩 

- は 群 賢の 請に よりて、 元祐 戊辰 (三年、 一 〇 八 八) の 年、 嵩より 京に 入りて、 禪敎 二種の 學 徒の 爲 にこの 通玄 記三卷 

宋 代に 於け る 華厳 敎學 興隆の 緣由  三 匹 五 


大藏經 と章疏  三 四 六 

を 造った のであった。 明藏 中には、 玲湛著 通 玄記頌 注を牧 めて あり、 凝然は 之を錄 して 居る が、 「通 玄記」 そのもの 

は從來 未見の も Q である。 

三 九、 華 嚴ー乘 分齊章 義苑疏 一帖 

宋譬 溪普靜 沙門 道 亭述。 宋版折 本、 六 行、 行 十八 字。 紙質 善良。 卷ニを 止む るの み。 續藏 所牧本 は十卷 で、 卷 十の 終 

りに、 元 祐五年 (一 〇 九 〇) 無爲楊 傑. の 後 序が あるから、 撰述の 年代が 判る。 元祿 十二 年 板 行の 和 刻 も ある。 

四 〇、 法界 無差別 論 疏領耍 鈔科文 一帖 

唐 法 藏の疏 に、 宋普觀 が 二 卷の鈔 を 加へ た、 その 科 文で ある。 宋版、 折 本。 繽藏經 中、 「領 耍鈔」 ニ卷 及び 「科」 一 

卷を牧 めて あるが、 鈔の 初めに 法藏 の論疏 にっきて、 玆疏 也、 久祕遼 海、 蔑 聞 流行、 迄 我 聖宋爲 之 一 統、 高麗 王子 祐 

世來 朝、 以是 斯文 復歸 中國と ある を 以て、 高麗より 逆輸入 せられた 中の 一 たる を 知る 事が 出來 る。 科 文 も 勿論 同檨で 

ある 事 は、 言 ふまで もな い。 

四 一 、 蘭 盆 經疏會 古 通 今 記 及 科 一 帖  ， 

宋光嚴 無 際 大師 普 觀述。 唐 宗密の r 疏」 に 加へ たもので ある。 宋版折 本、 六 行、 行廿 一字。 卷下及 科 だけで ある。 繽 

藏 經に牧 むる もの は、 ニ卷 にして、 初に 普觀の 序が あり、 其の 中に 圭 峰の 疏に石 壁 尊者が 記を爲 し、 孤山 法師 その 說 

に循 つて 證義 を演 ベ、 芝 園 律師 亦繼 いで 述 ありと 言って 居る。 石 壁 尊者と は傳 奥で、 二 卷の炒 があった。 孤山 法師 ふ 

は智圓 で、 「撫 華欽」 ニ卷 があった。 芝 園 律師と は 元 照で、 「新 記」 ニ卷 があった。 


四 二、 華嚴經 大疏玄 文隨疏 演義 鈔會解 記 四帖 

宋笑 庵觀復 撰。 唐澄觀 「演義 診」 に 加へ たもので、 宋版、 折 本。 七 行、 行廿七 字。 卷 五ニハ • 八 • 九 0 四卷 を.^ め 

る だけで、 而も いづれ も 完本で ない。 卷 六に 復刊 此卷 流通、 紹定四 年 二、 月の 題が ある。 紹定四 年 (西曆  一二三 一) の 

刊本は 再度の ものである を 知らし める。 

績藏經 中に 牧 めら れ てない 珍本で ある。 金 澤文廩 に は 十 卷の寫 本が あって、 第 十の 末を缺 くが、 他 は 完本で ある。 

最後に 紹興 乙！^ 十月 題と あるから、 紹與 二十 五 年 乙ナ. - (西曆 一 一 五 五) に 撰述 せられた *J が 知られ、 第二 卷に 刊此 一 

卷、 寶慶 三年 (西曆  一二 二 七) の践が あるから、 同年 頃 を 中心として 開 板せられ た 事が 分る。 金 滞 本は必 やや 高山 寺 

Q 刊 本より 寫 得した ものに 相違ない。 その 原本が 不完全で は あるが、 四卷 まで 殘 つて 居る の は 珍と せねば ならぬ。 

四 三、 金剛 記 外 別 解 四帖 

宋 笑庵觀 復述。 宋版折 本。 七 行、 行 二十 一字。 金剛 別記と 略標 して ある。 卷 一に 二 張の 缺 あり、 卷 二に 初 十六 張の 缺 

あり、 卷 四に 二 張の 缺が あるが、 割合に 保存 せられて 居る。 此の 別記 は" 恐らく は學界 未見の もので あらう と 思 ふ。 

觀復述 「遺 敎經論 記」 を 開 板せ る達闍 梨の 弟子 善 服が、 之に 後 叙 を 加へ て ある 中に、 觀復の 著述 目錄を 出して 居る が 

そ ^ 中に この 書 も 「金剛 別記」 四卷 として 揭 げられ て ある。  - 

四 四、 遺 敎經論 記 及 科  ~ 

宋笑庵 觀述。 宋版折 本。 六 行、 行 二十 二字。 卷 二の 中の 二 張 を 止む るに 過ぎぬ。 續藏經 によれば 三卷 ありて、 初めの 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  三 四. V 


大藏經 と章疏  三 四 八  . 

叙に 紹輿 甲子 二月 望、 華 嚴寶塔 方丈 序と あるから、 紹興 十四 年 (西 唇 一 一四 四) が 撰述 年代で ある 事 を 知る。 最後の 

叙 は 笑 庵の 附屬を 得て 之 を 開 板した 達閽 梨の 弟子 善 服の 筆で あるが、 その 中に 觀復 の荖述 目錄を 出して ある。 卽ち記 

, 抄僅 三十 軸と して、 ( 一) 「折 薪」 五卷、 (二)  r 會解」 十卷、 (三) r 圓覺 備耍」 一 卷、 r 四) r 辨疑 恨」 ー卷、 (五) r 會 

意」 ー卷、 r 六) 「金剛 別記」 四卷、 (七) r 殳 蒸徧」 一 卷 (八) 此記 三卷、 IS  (九) 「乘敎 問答」 等と して ある。 こ. 1 に 

ある もの は 二十 七卷 であるから、 等の 中に、 猶 この 外の 撰述が あった 事 を 知らし める。 是等九 種の 撰述の 中、 「會 解」 

「圓 覺辨 疑^」、 「金剛 別記」、 「遺 敎經論 記」 の 四 種が 現存す るから、 その 撰述 Q 重耍 なる もの は、 概ね 傳 はって 居る 

と 言って よいが、 「折 薪」 の 逸した の は 惜しい。 

四 五、 圓覺經 注會本 

宋版、 折 本。 善 本。 卷ニ  ニニ  • 四の 斷 簡で、 繼 目に 方と 標 して ある。 內容を 比較して 見ねば、 誰 Q 撰述 か を 決定し 得 

られ ぬ。 

四 六、 御 註圓覺 經ニ卷 

北宋 本。 宋眞宗 御 註と 書き込ん である。 繽藏に は 宋孝宗 皇帝 註と して ある。 孝宗は 眞宗の 誤で あらう。 

四 七、, 論 注 

宋版。 卷上 • 中の 斷 片で、 繼 目に 「注 論」 と標 して ある。 三卷 本なる は 明白で あるが、 內容を 比較して 見ねば、 其の 


撰者 を 決定す る 事が 出來 ぬ。  - 

四 八、 華嚴 一 乘敎義 分 齊章科 一 帖 

宋玉峰 沙門 師會 述。 宋版、 折 本。 績 藏に牧 めら る。 一 卷。 

四 九、 華嚴 一 乘敎義 分 齊章焚 薪 一 帖 

宋 可堂師 會錄。 宋版折 本。 ニ卷 中、 卷 ーを存 する のみ。 松 田 福 一郎 氏 は、 高山 寺 舊藏本 第一、 第二の 二 帖を藏 する。 

この 書 は、 觀復の 「折 薪」 を擧げ て、 痛烈に 之 を 非議せ る もので、 綾藏 本に よりて 最後に ある 可 堂 送 焚 薪 書 を れ 

ば、 第一 折 薪に 二百 有 六 病 を 得たり とい ふ。 此の 書 は 歲丁卯 壬 寅 戊 子の もの。 師會は 乾 道 二 年に 寂した から、 丁 卯と 

は紹與 十七 年 (西曆 一 一 四 七) なる を 知るべき である。 

五 〇、 華嚴 一 乘敎義 分齊章 復古 記 及 科  ， 

宋玉峰 沙門 師會 述、 善 熹述。 宋版折 本。 卷 二に、 慶元丙 辰 十二月 既望 日 門人 比丘 善熹、 施 財刊板 比丘 惠淨敬 寝と あ 

る。 元 丙 申 は 二 年 (西曆 一 一九 六) である。 

繽藏經 所牧本 は六卷 で、 初めの 序と 本文 ひ 最後の 践 とを對 照す る 事に よって、 師會が 専ら 「搜」 「探」 ニ玄、 「孔 目」 

「問答」 等の 解 釋を用 ひ、 諸師の 作れる 記が 全く 其の 本を體 せざる が爲 に、 多く 註 誤せ るを慨 き、 乾 道 H 戊 (二 年、 

西暦 一 一六 六) を 以て、 この 記 文 を 選し、 斷 惑分齊 章の 斷惑 得果に 至って 疾を 得て 遂に 起た す、 年 六十 五に して 入寂 

宋^に 於け る 華 嚴敎學 興隆 9 緣. q  三 四 九 
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した ので、 門人の 善熹 が、 その 依囑を 受けて 之 を 嗣ぎ、 紹燃壬 子 (三年、 西暦 一 一九二) に 至って、 之 を 成した 事 を 

知る。 績藏 本に は、 高山 寺 本 Q 慶元丙 辰の 識語がなくて、 最後に 慶元 丁已刊 板の 識語が ある。 兩者を 合せ 見る 時 は、 

慶元ニ 年よ；^ 三年に 亙って 開 板せられ たる を 知る Q である。 

五 一 、 評 復古 記 一帖 

宋希 迪錄。 宋版折 本。 

希迪は 師會を 祖述せ る 人で、 此の 書に は 特に 一名 扶焚 薪と 註して ある。 最後に 「契 大經之 冲玄、 莫 若法眞 大師 焚 薪 

者 也」 と 言って 居る にて、 此 Q 書の 趣旨 を 知る 事が 出来る。 繽藏經 中に 之を牧 めて ある。 

五 二、 般若 心 經疏科 

宋師 會述。 宋版折 本。  、 

繽藏經 中に 收め てない。 凝然 0 華 嚴宗經 論 章 疏目錄 中に、 その 名が 載せられて ある。 

五三、 注同敎 問答 一帖  、  ~ 

宋 玉 峰 沙門 師 會述。 盧澤 門人 善熹 注。 宋版、 折 本。 善 本。 

績 藏所牧 本に よれば、 これに 善 熹の序 あり、 可 堂 法師 (師會 ) の 撰せ る 「華 嚴同敎 問答」 に對 して、 笑 庵 法師 (觀 

復) が 所 聞を摭 うて 以て 差 當を辨 じた けれども、 猶 其の 本を體 せす して 未だ 失 を 免れざる が爲 に、 「同敎 問答」 の 意 


義 を發撣 せんが 爲に、 此 Q 註 を 成した とい ふので あった。 時に 乾 道 四 年- (西暦 一 一 六 八) と あるの は、 こ Q 註 0 撰述 

年代で ある。 師會に は善熹 及び 希迪の 祖述 者が あって、 師弟 相伴って 論 辯に 力めた が、 その 對手は 笑 庵觀復 なりし を 

察せし める。 笑 庵 ひ r 乘敎 問答」 は、 恐らく は差當 を辨ぜ りと いふ、 そめ 書であった らうが、 それ は傳 はらぬ。 

五 四、 注 華 嚴同敎 一 乘策 一帖  ■ 

宋法眞 大師 師會 述。 武林 沙門 希迪 注。 宋版折 本。， 

績藏 經所牧 本に よれば、 初に 希迪の 序が あって、 それに 據れ ば、 この 「同 敎策」 は、 法眞 大師が 天 縱の才 を 以て 萬 

世に 亙って 弊 を 救 はんが 爲 にした。 希迪は その 幽微 を 略 折 せんが 爲に、 之に 注した 0 である。 時に 嘉泰 改元の 明年と 

あるから、 二 年 (西曆 ニー 〇 二) の 撰なる を 知る 事が 出來 る。 希 迪は武 林 住惠因 沙門であった から、 華厳宗に 取って 

正統派と 目せられ たに 相違ない。 嘉定戊 寅 (十一 年、 西 唇 ニニ 八) に 撰せ る 「華厳 一 乘敎義 分齊章 集成 記」 の 初め 

に、 法眞 大師 Q 荖 として は、 唯 「焚 折 薪」、 r 自 答同敎 策」、 「心 經 連珠 記」 を存 する のみ、 盛んに 世に 行 はると 言って 

居る が、 その r 自 答同敎 策」 とい ふの は、 この 書の 事で あるに 招 違ない。  . 

五 五、 明 宗 

宋宋版 折 本。 八 行、 行 二十 五 字、 善 本で あるが、 斷簡に 過ぎぬ。 

繽藏 經所牧 本に 據れ ば、 具 名 は 「釋雲 華 尊者 融會 一 乘義 章明宗 記」 とい ふので あって、 一 卷 である。 初めに 乾 道 七 

年 (西. 暦 一一 七 一) 坐 夏 玉岑と ある。 續藏經 は 凝然の 「華 嚴宗經 論章疏 目錄」 に據 つて、 師會述 として あるが、 これ 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆 Q 緣由  三 五 一 
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は 玉 5$ 「を 以て 玉 峰と したから であって、 師會は 乾 道 二 年に 寂した から、 師會 0 述 でな S 事 は 明白で ある。 中に 三師 0 

僞說 として、 豫師 Q 「易 簡 記」、 復師 Q 「折 薪 記」、 會師 0 「焚 薪 記」 を 評 破して ある。 「斥 謬」 の 著者 は、 玉 キ頤菴 

善熹 である。 「明 宗」 の 玉 岑は必 すやこの 玉 55 「善 熹 であらう と 思 ふ。 其の 師 たる 師會を 評 破せ る點に 於て 多少の 疑問 

が ある けれども、 年代 は 合する。 いづれ にせよ、 師會 0 述 でない 事 は 明白で ある。 「易 簡記」 0 撰者 豫師は 法界 觀務 

本の 撰者 宗豫 であらう。 諸 目録に は宗預 とせる あり、 又は 宗順 として あるが、 宗豫 たる は 明白で ある。 

五六、 辨非集 一 帖  , 

宋姑蘇 寶幢蘭 若 比丘 善 熹述。 淳避 戊戌 (五 年、 西曆ー 一七 八)、 解 制 後一 日善熹 叙の 序文が ある。 これ を 見れば、. 解 

空 法師が 「金剛 般若」 を仲贊 せる 「通論」 と 「事 苑」 とに 對 して、 その 非 を 辨ぜる ものである。 繽藏經 0 中. に牧 めら 

れ てあつて.、 終りに 依 二 高山 寺宋版 1 校合と あるから、 最近 續藏經 開 板の 時代まで、 高山 寺に 宋 版の あった 事 は 明白で 

ある。 その後 如何にな つた かとい ふに、 故島 田蕃根 翁所藏 中に、 高山 寺舊藏 本が あった。 恐らく は 之 を 寺 外に 搬出し 

て穀 校し、 校了って 後に 混雜 中に 散逸し、 遂に 古書 店頭に 出る に 至った の を、 鑑識 Q ある 翁に よって 見出され たも 

ので あらう。 現今 は 松 田 福 一郎 氏の 所 藏に歸 して ある。 斯くて 此 Q ー卷は 高山 寺に 現存して ない が、 その 舊藏 であつ 

て、 而 して 所在が 明白で あるから、 こ. t に 加 ふる 事と した Q である。 

五 七、 華厳 法 栢槃節 

宋版折 本。 斷簡 のみ。 


繽藏經 本に 據れ ば、 宋 東京 南 任 蘭講經 道通述 で、 終りに 「前 住廬山 羅漢 院傳賢 首 祗敎明 悟 大師 道 通、 廻 此板入 臨 安 

府 南山 慧 S 敎院、 常住 流通」 と あり、 又、 「紹輿 十九 年、 (西曆 一 一 四 九) 幹緣小 師僧 文 質」 と あるから、 紹興 十九 年 

西 唇に 開 版せられ た 事 を 知るべき である。 

「華 嚴經 海 集」 三卷、 「法界 觀披 雲集」 一 卷の 撰者 道 通 も、 同人な らんと 思 ふ。 

五八、 金剛！^ 若經依 i 菩薩 論贊 略釋秦 本義 記 ニ帖 

宋西京 崇聖寺 沙門 智恩 述。 宋版折 本。 

從來 未知の も Q であった が、 大正 大藏經 第 八十 五卷 に、， 燉煌 出土の. 卷 上を牧 めて ある。 之を對 照す るに、 大正 藏經 

の は 語 の 上に 幾多の 修正が 加 へられて ある。 高山 寺の 單行宋 本に 古 態 を 止む る ものが あり、 且つ 卷 共に 具足して 

居る の は 喜ばしい。 序も跋 もない から、 智 恩の 年代 は 分らぬ が、 最後に 「欲レ 求 ニ廣解 T 應レ導 ニ大疏 T」 と あるので、 

智 恩に r 大疏」 の 撰 ありし を 知らし める。 

五 九、 般若 幽贊 添改 科.  - 

宋守千 添改。 宋版、 折 本。 破片の み？ 

續藏 中に 牧め、 據陽 比丘 守 千と して ある。 守 千に は 「心 經幽 贊崆峒 記」 三卷、 「上 生經瑞 應疏」 ニ卷、 M 「科 文」 一 

卷、 「表 無 表 章栖飘 記」 一 卷の著 があって、 「瑞應 _ ま」 に は 宋眞定 府龍與 寺 比丘と し、 一朝 唯識の M 魁と 赞 して ある。 

栄,^ に 於け る 華厳 敎學與 隆の緣 由  三 五三  . 
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六 〇、 圓覺 疏鈔隨 文耍解 

宋版、 折 本。 卷ニ  .七， 九. 十 Q 斷簡を 止む るの み。 

續藏經 本 は 十二 卷で、 元 ％ 遠述 として あるが、 元が. 宋の 誤で ある 事 は、 淸 遠の 序に、 皇宋嘉 定六年 (西暦 ニー 一三) 

謹 序と して あるに よりて 明白で ある。 唐 圭峰宗 密禪師 の r 疏」 を 祖述した もので、 淸遠 は、 此の 經の疏 に 凡そ 五家 あ 

りと して  ， 

一 、 上 都 報 ま 寺惟懸 法師 疏、 一 卷 

二、 先天 寺 悟實禪 師疏、 ニ卷 

ニー.、 北 都海藏 寺道詮 法師 疏、 三卷  , 

四、 大唐 薦爾寺 堅志 法師 疏、 四卷 

か  五、 圭峰定 慧禪師 廣疏、 三卷 t^、 十三 卷、 略疏、 三卷、 略鈔 六卷、 道場 修證 義、 一 十八 卷 

而 して 前の 諸疏解 は、 繁略 未だ 削らす、 經宗 に乖く あり、 世に 傳 ふるな きのみ。 圭 峰の 作の み 今古 同じく 邀ひ、 四 

海に 流通し、 今に 逮んで 壅ぐな しと 言って 居る。 宗密 の. 「疏」 出で \、 その 以前の 疏は 悉く 廢滅 した 0 であった。 

六 一、 四 分 律 含注戒 本、 三卷 

丄ハ 二、 四 分 律 含注戒 本疏、 八卷 

一 

六 三、 四 分 律 删補隨 機 報 磨疏、 八卷，  . 

六 四、 四 分律删 繁補闕 行事 欽、 十二 卷 以上 唐道宣 撰  ， 


六 五、 四 分 律 含 注戒本 疏行宗 記、 廿一卷  • 

六 六、 四 分 律 删補隨 機 錫 磨 疏濟緣 記、 二十 ニ卷 

鲁 

六 七、 四 分 律 行事 鈔资持 記、 四十 ニ卷 以上 宋元 照述  ， 

是 等の 入藏 せる は、 r 怫祖統 記」 第 四十 八に 據れ ば、 南宋 理宗の 淳祐六 年 (西曆  一 二 四 六) 十 一 月で- 「統 記」 は 「臨 

安明 慶聞思 律師 奏、 南山 澄 照 律師 戒疏業 疏事鈔 等、 並大智 律師 述 三部 諸 記、 共 七十 三 卷，、 乞レ 附-! 入 大藏？ 制 可。 核 

據 一-一 省 部下 二 諸 郡經坊 T 鏤板 頒行」 と 記して 居る が、 淳祐六 年 は 恐らく 寶祐六 年 (西暦 一二 五八) の 誤りで なから う 

かと 推せられ る。 其の 理由 は • 次に 揭 ぐる 欽識に よるので ある。 

高山 寺に も、 招提 寺に. も、 以上の 疏と 記と が、 各- - 二種 づ. -ぁ、 る。 一は 薄紙 なれ ども 少しく 長く 他 はこれ よりも 

厚き 粗 紙で 少し 短い。 文字の ある 部分と S 卦は 同じい 寸法で、 唯 紙の 長短に 過ぎぬ ので ある。 長い 方の 「行 iss^ 鈔」 は、 

折 本、 六 行、 行 十九 字で、 「癸丑 紹興 三年 (西曆 一 ニー 一三) 五月 十六 日 明 州 奉 化 香 嚴蘭若 軍； 開」 と あるから、 入藏 

以前の 開 版であって、 而 かも 重 開と あるので、 その 前に 開 板 ありし を 知らし める。 「资持 記」 は、 七 行、 行廿 二字の 

折 本で、 上 三の 終りに 「明 州 法昌院 住持 嗣律圓 明大 師覺 達， 謹 施 一. 一長 財 ー百赏 文 T 足 開 二 此ー卷 1 以永 流通」 と あるの 

みで、 年號 はない が 紹興 三年 版と 同じで ある。  、 

他の 厚き 粗 紙の 方に は 「行 宗記」 一 上の 跋に  / 

御前 明慶寺 住持 傳律僧 聞 思 恭 蒙， 聖恩、 勅 二 律宗三 大部 並 記 文、 共 七十 三 卷入藏 T 於 nil 慶已未 T 港 諸 梓 tia 夕 

講演。 仰 祝 今上 皇帝 今上 皇后 聖壽 無疆、 皇圖有 永、， 兩暢時 若、 風俗 日 淳，、 次 祈 都 知提擧 大尉 王 倫、 福 源似レ 

海、 壽算 如レ山 者。 

, 栄 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由 .  三 五 五 
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景定 元年 四月 日.  御前 明慶寺 傳律儈 聞 思 謹 fm 】 

r 羯 磨疏」 第 四 下の 跋に  一 

勅 差 住持 御前 明 慶寺傳 律 僧 聞 思 恭 蒙，， -聖 思、 勅-律 宗三 大部 並 記 文入藏 T 謹 於- 1 開 慶已未 T  锓， 1 諸 梓 T 晨夕#^^ 

(下略)  一 

_  . '景定 元年 三月 日 勅 差 住持 御前 明慶 寺傳雜  . 僧 聞 思 謹 き  一 

「行事 鈔」 は 同じく 六 行、 行 十九 字の 折 本で.，. 卷 下に (前略) 玆遇 ，，， 御前 明慶 寺雕， 一 刊棹部 r 謹發 -1 誠心 T 施 財 二 拾阡裒 

文 T 助刊ニ 一  卷 f  (下 卷)  一 

景定 改元 十二月 日  顧 氏 妙 眞謹題 』 

是 等の 識語 を 併せ 見る 時 は、 律宗三 大部 並 記 文 合 七十 三 卷入藏 の 聖恩 を 感じて、 明慶 寺の 傳律僧 聞 思が 鏤！^ に 努め i 

たの は、 開 慶已未 (西曆 一 二 五 九) の 事で、 識語 は いづれ も景定 元年 (西曆  一 二 六 〇) である。 若し 「統一で 一 に 從っ一 

て、 入 藏を淳 祐六年 (西暦  一 二 四 六) とせば、 十三 年 を 過ぎて 後に 開 版せ る 事と なり、 實 際に 添 はぬ。 若し 之に 反 ビ 

て、 入 藏が資 祐六年 (西暦 一 二 五八) であれば、 翌年 直に 開 版せ ふ 事と なって、 如何にも 實 際に 合する ので ある。 旣 一 

に是等 七十 三卷は 開慶已 未に 先 だつ 百 二十 六 年 前の 紹輿 三年に 於いて、 現に 開 版せられ、 而 かも それ は 重 開で あつ 一 

た。 その後に 屬 する この 開 版が 十三 年の 準備 を 要すべき 必要ない のみなら す、 その 講演 は晨 夕の 要求で ある。 十一 一二 

年 を 空しく 徒爾に 送るべき でない。 入藏は 十一月であった から、 翌年 直ちに 開 板に 着手し、 翌々 年に は 悉く 具隨 した 一 

も Q と 見て こそ、 如何にも 當 時の 狀態を 彷彿せ しめる。 斯くて 予は、 入藏を 以て 寶祐六 年と し、 「弒 記」 は.货7^5、と淳祐ー 

i を 誤った も Q ならん とする ものである。  一 


疏記 合して 七十 三卷 とい ふ は、 當 時の 卷數 である。 現在 0 も. Q は、 「戒 本」 三卷、 r 戒疏」 八卷、 「業 疏」. 八卷、 「行 

事鈔」 十二 卷、 「行宗 記」 廿 一 卷、 r 濟緣 記」 廿ニ卷 「資持 記」 四十 ニ卷、 合して 百 十六 卷 となる が、 記 は 一 卷を上 

下に 分って あるから、 上下 を 合して ー卷 とする 時 は 七十 三卷 となる Q である。 

六 八 四 分 律 比丘 鈔 

唐 道 宣述。 宋版、 折 本。 善 本。  . ,. 

繽藏本 は六卷 として ある。 

六 九 釋門章 服 儀 ，  .  . 

唐 道 宣述。 宋版、 折 本。 

繽藏本 は 一 卷 として ある。  ，  . 

七 〇 ゾ淨心 誡觀 發眞欽  . 

宋 天台 沙門 允堪 述。 宋版折 本。 六 行、 行 二十 二字。 厚紙。 

續藏 に六卷 として ある。 

ふ 

七 一 、 釋門章 服 儀應法 記， 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆. の緣由  11 一 五 七 


■is 
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宋尤 照述。 宋版、 折 本。 

續藏本 は ー卷。  "  . 

第三 節 冩本  , 

高山 寺寫本 中に、 珍本が 交って 居る。 版本の ある もの は 之 を 省筆して、 他に 類のない もの か、 叉は少 いもの を 拔萃し 

て 見る。  - 

1 、 般若 心 經註並 序 一 ，  , 

唐 忠國師 の 撰號を 有する。 唐 忠圃師 とい ふ は、 唐の 慧忠 であらう。 宋 「高僧 傳」 卷 九の-唐 均 州 武當山 慧忠傳 を 見る 

に、 金籍に 曰くと して、 般若 無知 而無 不知の 語 を 以て 國師 を贊 して あるから、 般若 怫敎 の體現 者であった 事 は 知られ 

るが、 特に 「心 經」 に 註した 事 は 言って ない。 又 「義 天錄」 にも 「東 域錄」 にも、 忠國 師-の 「心經 註」 を擧げ てない 

が、 興隆の r 怫 典疏鈔 目錄」 の 中に 載せて あるから、 直ちに 之 を 否定す る 事 は 出来ぬ。 研究 0 資料〉 すべき もので あ 

る 0 

U- 

二、 般若 波羅蜜 多 心經疏 一 卷  ノ 

唐 法 藏述。 繽藏經 中には 收 めら れ ぬが、 縮藏 中に 耿 めら れて ある。 


三、 ー乘 法界 ii 一帖 南北朝時代 寫  、 

1 乘 法界 圖章  義想造  . 

ー乘 法界 圖記 一 卷  珍 嵩 造  • 

高山 寺目錄 に、 右の 如く 三種 あるが、 前 二者 は 舊目錄 にあり、 第三 は 現存 目錄に 載せられて ある。 こ Q 第三 は寫本 

で、 外に 版本 ありと 附記して ある。 附記の 版本と は、 前 二者で あると 思 はれる。 前 二者 は 現存して 居ない が、 、附記の 

ある 所から 見れば、 その 散逸 は 近代の 事で あ. らう。 一帖の 「法界 圖」 は、 繽藏經 所牧の 義湘撰 「華 嚴ー乘 法界^」 と 

同じであった 樣に 記憶す る。 繽藏 本に は撰號 がなくて、 終りに 「建 曆ニ年 三月 三日、 子始、 於 一 1 高山 寺 T 以ニ法 勝 寺 全 

本 1 一校」 と あるから、 法 勝 寺の 全 本に 對 校せられ た 高山 寺 本なる も 0 は、 無 撰 號の寫 本であった らう。 もし 前 二者 

の いづれ かなら ば、 義湘か 珍 嵩の 撰 號が加 へらるべき である。 繽藏 者が これに 義の湘 撰號を 加へ たの は、 諸種の 目錄 

から 推定した もので あらう。 蓋し 義湘 Q 撰せ る もの は 「 一 乘 法界 圖」 とも せられて あり 又は 「 一 乘 法界 圇 章」 とも 

せられて あり、 珍 嵩 撰 は 之に 加へ た 記で ある。  , 

さて 「義 天錄」 に 「法界 圖」 を 以て 義想 述と爲 して あるに 關ら す、 r 柬域傳 燈錄」 は、 恐らく は 誤記で あらう が、 

「華 嚴ー乘 法界 圖」 ー卷 を法藏 撰と 爲し、 而 して 上に 褐 げた 法藏 撰の 二十 部 等の 次に 入るべき であると して あるが、 

鸞宿は 之に 註して、 「南都 本 云、 私 云 義湘撰 也」 と 言って 居る。 鸞宿は 法 藏撰を 否定し， て、 南都 本に 從 つて 義湘 撰と 

推察した ので ある。 南都 本は必 やや 「謙 順錄」 に從 つた も Q であらう。 謙 順 は 「法界 圖 車」 ー卷、 義想述 に 註して、 

r 按 東域爲 -1 法藏撰 T 恐 誤、 諸 錄並云 二 義想こ と. S ひ、 而し. て その外に 珍 嵩 撰の r 圖記」 を 出して 居る。 「凝 然錄」 は 

全く 謙 順の 記せる ものに 同じ だが、 その外に 本邦に 傳 はらざる か 或は 傳 はっても 行 はれざる ものの 中に、 法 藏述の 「 一 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  111 五 九 
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乘 法界 圖」 一 卷を 出して 居る。 記錄に 併せ 考へ來 る 時 は、 一 たび 否定せ ねばならぬ もの を、 更に 復活し 來れる は、 す 

ベて を捨 C 去らす して、 何等かの 形に 於いて 包容 せんとせ る も， Q で、 これ 凝然 0 圓満 なる 性格の 然 らしむ る 所、 而し 

て 之 を載錄 せる は、 「東 域錄」 の 記事に 從っ たものに 相違ない。 

, -斯 くの 如く、.. 若し 法藏に 「一 乘 法界 圖」 ありと せば、 高山 寺の 寫本 一帖 は、 之に 該當せ ややの 疑問が 起らざる を 得 

ぬが、 之が 瞥見 0 記憶 は績藏 所載 本と 同じ も Q であった 樣に思 ふ がら、 今 も 法 藏撰を 否定し 置く 事と する。 金 深 文庫 

. に藏 せらる- - 「圖 記」 は、 こ Q 珍 嵩 撰を寫 得した もので あらう と 思 ふ。  。 

四、 圭峰定 慧禪師 遙稟淸 凉國師 書 一 冊  、 

終りに 重 刊に關 する 淨 照の 紹興 十四 年 九月 望 日 題の 識語が ある。 檐尾西 明 寺に も寫 本が あって、 高山 寺の 寫 本と、 少 

しく 文字 を 異にする 所が ある。 故島 田蕃根 翁所藏 本に 高山 寺舊 藏紹與 十四 年 版の ものが あるとの 事で あるから、 此の 

寫本は そ 0 宋版 からせられ たも Q であらう。 r 義天 目錄」 中に 「修鬥 人 書」 一 卷、 圭峰 上淸凉 なる もの あり、 「凝然 目 

錄」 の 中に、 r 圭山 書」 一 卷、 「淸凉 海 (誨？ ) 签」 一 卷 なる ものが あるが、 それ はこの 圭皞 淸凉の 師資に 關 する 往復 

書で あるに 相違ない。 

繽藏 經所牧 r 圓覺 略疏」 の 終りに、 こ Q 往復 書を附 して あるが、 それに は紹與 十四 年の 識語がない。 蓋し 淨 照が 紹 

與 十四 年に 重刊 したの は、 この 「略 疏」 に附 せる もの を 定本と した ものであって、 重刊 とい ふ Q は 「略 疏」 の 開 版に 

して 言った も Q と 思 はる。  1 


五、 般若 心 經略疏 連珠 記  . 

ニ卷、 宋 師會述 である。 續藏 中には 収められ てない が、 縮藏 中に 収められて ある" 

六、 華 嚴經談 玄決擇 七帖 .  "*  . 

遼鮮 演述。 卷 ーを缺 き、 叉卷 三の 最後 を缺 いて 居り、 而 して 卷 二の 終りに 次の 如き 識語が ある。 

卷ニ、 寫本記 云、 高麗 國大輿 王 寺、 壽昌ニ 年 丙 子 歳、 奉宣雕 造。 大宋 國崇吳 古寺、 宜和五 年 癸 卯歲、 釋 安仁 傳寫、 淳 

熙歲次 己 酉、， み 釋科點 、重 看、 祖 燈眼疲 也、 莫 罪々々。 

綾蔵 本に は 次 Q 識語が あるが、 高山 寺 本に は 之を缺 いて 居る。 

卷三、 祖燈 七十 二 也、 神疲 眼昏、 點科乃 一時、 重覽之 意、 慮 有 多 不是、 幸 勿 罪 之、 痛吿 友處。 辛 未 同 三月 一 日、 於 

大宋國 一 交 了。 

卷四、 大宋咸 淳第七 辛 未 歳、 春 中 月下 七日、 於宋朝 湖州 思溪 法寶禪 寺、 借 II 得 行 在 南山 高麗 敎寺 之祕本 T 謹 以寫こ §5 

之 1 畢。 執筆 沙門 辨智。 

以て 淨 源の 住せし 高麗 寺 卽ち慧 因 寺の 祕本 を寫 した も Q たる を 知る 事が 出来る。 高麗 所傳本 Q 1 であらう。 

續藏經 に は六卷 とし、 卷ーを 缺く事 は、 高山 寺 本に 同じい。 然るに 金澤 文庫の 寫 本に は、 卷 一 を存 して 居り、 同 本 

は弘 安八 年 高山 寺 本から 寫し たもので あるから、 高山 寺に もと 卷 一 を 有して 居た 事 は 明白で ある。 

七、 註同敎 問答 一 卷 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  三 六 一. 


大藏經 と章疏  三 六 二 

文 表述。 宋 代の 希 迪ゃ、 善憙と 同時代 6 人で あると 想 はれる。 繽藏 中に 牧 めら れ てない。 凝然 0 「華 嚴宗經 論 章疏目 

錄」 の 中には、 善熹の 「註 同敎 問答」 の 次に 揭げて あり、 謙 順の 「增補 諸宗章 疏錄」 の 中には、 師會 Q 「焚 薪」、 希 

迪の 「同 敎一乘 策」 と 相 ベて 之 を 出 ー、 「上 三部、 出 ニ義鏡 1」 と 註して 居る。 

八、 大乘起 信 論 一 心 二 門 大意 一 軸 

大唐國 天台 僧廣修 記、 智耀抄 と あるから、 廣修の 撰で あらう。 久壽ニ 年 (西曆 一 1 五 五) の寫 本で ある。 績藏經 に 之 

を牧 めて、 陳智惓 作と して あるが、 これに は 問題が ある。 此の 書 は、 r 義 天錄」 にも 「東 域錄」 にも 揭 げられ す、 興隆 

の怫 典疏鈔 目錄」 の 中に 「起 信 論 大意」 ー卷、 智愷述 として あるの み。 凝然の 「華 嚴宗經 論章疏 目錄」 の 中には 、「起 

信 一 心 二 門 大意」 ー卷、 智耀述 として ある。  、  ，•  , 

大日 本佛敎 全書 編 塞 者 は、 「興隆 錄」 に從 ひ、 之に 考を附 して、 r 耀當作 愷歟」 と 註し、 繽藏經 編纂 者 も、 同じく 

興隆に 從ひ、 ほ 智愷述 としたが、 然し 凝然が 智躍述 とせる は、 高山 寺 所傳の 智耀抄 なる 寫本 を寶 地に 檢 案しての 記載で 

あると 思 はれる。 凝然は 更に 「一心 二 門 大意」 なる もの を岀 して、 之 を 日本 撰述と する らしい が、 謙 順 はこの 書 を 記 

錄 して 居ない。 新くて 此の 書の 撰者に 智愷、 智耀の 問題が あるが、 予は 天台宗 廣修 記に 主點を 置きて、 廣修を 以て 撰 

者と し、 智耀を 以て 書寫 者と 見たい。 廣修は 「正 觀法門 要」，/^ 記せる 宋 代の 一-天 4 ロ學 者であった。 斯くて 予は 智愷の 

名 を 削りて、 廣修を 以て 之に 代 へん を 主張す る。  . 

ザ 

九、 華嚴 傳音義 一 卷 


沙門 道溥 撰で ある。 道樓は その 鄉莨も 年代 も 共に 知られす。 從 つて その 撰者 は、 調査す るに 從 つて 混 亂の 中に 陷る。 

古人 も亦然 りし を 知る 車が 出来る。 卽ち 「東 域錄」 に 唐法藏 撰の 「華 嚴傳 昔義」 を 出し、 「随 超錄」 に は、 日本 撰述 

として 慧歡述 とし、 其の 下に r 按ニ 東域錄 1 云 二道 瀋匚 と 註して あるが、 「東 域 錄」. は 前揭の 如く 法藏 撰と して 居る。 

更に 凝然の 華嚴宗 目錄に は、 此の 書 を 三 所に 出して 居る。 卽ち 一は 撰號 なくして 宋淨 源の 前に 出して ある もので、 宋 

代の 撰た る を 察せし める。 二 は 賢 首 撰の 中に 列して、 本邦に 傳 はらぬ か 又は 行 はれ ざり しとす る もの。 三 は惠- 欲述と 

して 日本 撰述の 中に 出して ある もの。 斯くて その 撰者に 法 藏と惪 歡 と 道璿の 差が あって、 或は 少 くも 二 本あった かと 

思 はる. 1 が、 いづれ にせよ 現存す る もの は道瞎 撰で ある。 これ は 天平 時代に 本邦に 渡來 せる 道瑶 雜 師で あらう か。 律 

師は 「梵 網經」 に 通じて 居た とい ふ。 澄觀撰 「華厳 經疏」 の 開 板に 當 つて、 二 枚 を 施して 助成せ る 平 江府の 道？^ なる 

ものが 宋紹輿 十八 年に あつたが、 この 道 IS は その 人でなくて、 唐の 時代に 西來 せる 律師で あらう。 目錄 に慧瑜 义は惠 

瑜 として あるの は、 恐らく は 之を實 見せぬ からで あり、 法藏 撰と する は 「華 嚴傳」 からの 類推で、 これ は！： より 誤謬 

であると 思 はれる。  ，  , 

1 〇、 淸凉 園師十 大願  一 紙 

1. 一、 慈 因 5 法師 撰 出家 驚  一 薬 

ニー、 達磨 和尙 祕密谒  一葉 

是 等の 三 書 は、 諸 目錄の 中に 見られぬ。 唯斯る ものの ある 事 だけ を 擧げて 澄く。 

栄 il^ に 於け る 華 嚴敛學 興隆の 緣由  づ H ハー ー一 
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三、 天竺 往生 驗記  . 

天 親 菩薩 造、 羅什 三藏譯 とし、 「天竺 往生 驗記瑞 書」 「集 疑 1? 決 集」 と Q 三部 合本で、 德川 時代 0 寫本 である _ 

寳院に 枕、 元 祿七年 梓の 版本が あった。 諸 目錄に 見えぬ もので、 恐らく は 本邦 Q 偽造で あらう。 


1 四、 華 嚴經五 敎止觀 一 帖 - 

一 五、 法界 觀 一 帖 

一 六、 華嚴 經旨歸 一 帖 

一 七、 華 嚴遊心 法界 記 一 帖 

一 八、 華嚴經 章、 三寳章 以下 

一 九、 淸 i 饭國師 鱧讃文 一 册 

ー〇、 十 地 論義記 四帖 

一 一 、 起 信 論 內外略 探 記 一 帖 

ニー、 十二 門 論義記 ニ帖 

ニニ、 菩薩 戒義記 (天台) ニ帖 

一四、 梵網經 記 (傳 奥) ニ帖. 


建久 五年寫 

南北朝 

建 久ニ年 

鎌 倉 初期 

建 久八年 

寬文十 年 

建 唇 三年、 建 仁 二 年 

弘長 元年  ♦ 

仁 平 三年、 久壽ニ 年 

貞應ニ 年 

寬喜ニ 年 


一 五、 大周 經玄義 一 卷靜居 

以上 は 既に 續藏叉 は 大正 藏 中に 牧め られ、 特に 言 ふべき もので もない から、 唯目錄 のみに 止める- 


醍 
醐 


、： ^上に よって， . 現存 寫經の 重 耍なも は、 概ね 之を揭 載し 得た。 その外に 之に 追加したい もの， が、 二 S ある。 一よ 

「唐本 大藏經 目錄」 であり、 二 は 「東 域傳 燈錄」 である。 「唐本 大藏經 目錄」 は明惠 上人の 筆で あり、 r 柬 或錄」 は 日 

本 撰述で あるが、 共に 研究資料、 として 必須の ものであるから、 こ. -に附 嵐せ しめる。 

二 六、 唐本 一 切 經目錄 上下 ニ帖 

唐本と いふの は、 當 時中國 本の 意味で、 時代別^^唐ではなく、 宋版 大藏經 の目錄 である。 明 惠 上人の 自擎 で、 力 唯 

健、 而 かも 謹厳に 記されて ある。 朱筆に て 或は 「湖州 本 在 之」 或は 「湖州 本 無 之」 と 追記して あるので、 上人が 之 を 

湖州 本と 對 照した 事 は 明白で ある。 この 「唐本 一 切經」 なる も 0 は、 福 州東禪 寺で、 天地 號の 「大 般若 經」 より 踐土 

號 0  r 傳法 正宗 記」 に 至る まで、 都合 六 千 三百 三十 九 局と せられ、 其の 外に 「合 論」 百 廿卷、 「決 疑 論」 ^一 合 十三 

卷 「慈悲 懺」 一 合 十卷が 追記 せられて あるから、 之を總 計す る 時 は、 六 千 四百 八十 ニ卷 となる。 これ 顧 州 東禪寺 本の 

實數 である。 

當時 高山 寺に は 二 個 0 宋版 大蔵が あった。 一は 福 州 本、 二 は 湖州 本であって、 上人 は 之 を 比較して 共 0 出入 を 精査 

せられて 居る ので ある • 是等ニ 大藏が 何人に よってい っ渡來 せられた かとい ふに、 宋版 「御 註圃 覺經」 の 終りに 墨書 

して ある ものが、 之 を 語って 居る。 卽ち梅 尾 上人 御 記 云と して 「行辨 法師 凌 萬 里 之 波濤」 の 語：^ を；^ き、 之に 建 仁 之 

比 入宋と 註して 居る 事に よって、 建 仁 年代 (西暦  一二 〇  一—：  一二 〇 三) に入宋して之を請來せる^^が推定出來る。 

福 州 本が 完成して から、 三十 年 も經ぬ 間の 事で ある。 梅 尾 上人 御 記と は 次 Q 文書で ある。 

當時住 僭 事  . 

宋.. 代 に 於け る if 嚴敎學 興隆 め 緣由  三 六 五 


大藏經 と 声 疏  三 六 六 

勤果 喜 海 定眞 行辨 性實 信慶 

此七 人中 六 人 者、 高 尾 寺 昔 久住者 也。 其 內靈典 法師、 殊營 -1 當寺 T 立 木 之 功、 爲 n 諸人 止 住 之 計？ 喜 海 法師、 守 ，1 護 正 

敎 1 習ニ學 法文 T 爲 11 諸人 之 導師？ 當寺人 法 佛法之 繁昌、 偏 俊- 1 此兩人 之功勞 1 也。 行辨 法師、 1^-- 萬 里 之 波濤 T 渡， H ハ千 

餘卷之 經卷？ 此事源 起レ自 -1 信慶 法師 之 大願？ 如- i 文殊 大智 普賢 行 願？ 此七人 於 ニ當寺 1 止 住 年 深、 功勞日 新。 仍以， -學 

頭 寺 主 之 式 別？ 雖レ指 二定之 『 於 II 満？ t 儈持之 大事 T 仰- 1 七 人 同、 心 之 加護？ 愚 身 老病 相 侵、 身 弱 眼 暗、 仍 一同 閑居 別 所 

持、 終焉 爲レ 事。 諸 衆 皆 可 レ令レ 守， 1 此旨趣 1 也。 

建 長 六 年 十月 十一 日 書 之 了 

明惪 上人 は、 寬喜四 年 (西 唇 一 二三 二) に 寂せられ たら、 この 文書 は 上人 筆の もの を 建 長 六 年 (西 曆) 二 五 四) に 

書した もの. である 事が 知られる。 行辨 法師 は觀海 院淨見 上人で あり、 信慶 法師 は 三 尊 院圓道 上人で ある。 是 等の 人の 

努力に よって、 高山 寺に 夥しき 怫 典が 請 来せられ たのであった。 

二 七、 東域傳 燈目錄 一 帖 

これ は 輿 福 寺 沙門 永舆の 集で、 寬治八 年 (西曆 一 〇 九 四) の 日本 撰述で ある。 中國 にて は宋 0 哲宗 の紹與 元年に 當り、 

盛んに 福 州 本 大藏經 が 開 版せられ つ. - あった 時で ある。 この 目錄に 幾多 0 寫 本が ある けれども、 これ 程の 誤 膠の 少ぃ 

もの は 無く、 殊に 問題の 遁倫 は、 一 つと して 遁 倫が なく、 悉く^ となって 居る の は 喜ばしい。 これ は 最後に 至りて 

研究 CM 端 を 記す こと A する？ 


第 四 節 舊目錄 にあ リ、 現在 闕本 たる もの 

左の 如き 典籍 は、 蕩目錄 に その 名 を 止めて 居る が、 現今 は傳 へられて ない。 惜レぃ 事で ある。 是 等の 中、 r 兩卷 旨歸」 

は、 金澤 文庫に そ 寫 本を藏 し、 「註楞 伽」 「華嚴 論」 の 一部が、 綾藏 中に 牧 めら れて 居る。 

1 、 兩 卷旨歸 一 卷 法 業 

「義 天錄」 に は怫陀 三藏述 として ある。 怫陀と は怫陀 践陀羅 0 略で あらう。 「東 域錄」 に は靈裕 撰と して ある。 「關超 

錄」 に は r 華嚴 旨歸」 ニ卷、 東 晉南林 法業述 として ある？ 凝然は 「華 嚴經 指歸」 ニ卷、 東晉 法業述 とし、 又、 不傳义 

は不 行の 中に 「花 嚴經 指歸」 ニ卷、 佛陀三 藏述を 出して 居る。 金澤 文庫に 「華厳 經兩卷 旨歸」 ニ卷 があって、 卷 下に 

三 藏怫陀 撰、 又 名 法 業、 就 法 明 ニ佛之 名と して ある。 凝 然は佛 陀三藏 撰と 法 業 述とを 別と して 居る が、 蔻し同 本で あ 

つて、 必すゃ 高山 寺 本を寫 得した もので あらう。 

二、 華嚴 經疏、 四卷 惠光  ， 

義天 • 東 域 • 圓 超 • 興隆の sg 目錄に 見えて 居る。 「凝 然錄」 0 中には 不傳 又は 不行 0 ものの 中に 錄 して I& る。 

三、 華嚴 經疏、 十卷 元曉  ， 

義天. 東 域 * 圓超 • 輿 隆* 凝然の 諸錄に 見えて 居る。 

栄 代に 於け る華嚴 敎學與 跨の 緣由  三 六 七 


三 六 八 

大藏經 と 章 疏 

四、 楞伽經 宗耍、 一 卷元曉  n  - 

「東 域錄」 に は 「塞 論」 として 居る。 霞 • 興 f  ニ錄 にも 見える 

五、 金剛 經疏、 三卷 元嘵  ， 。 

「東 域錄 に」 はニ卷 とし、 圓超 .1  二 is 錄 にも 見えて 居る 

に は卷二 • 五 等の 殘篇 が收 めら れて ある。  , 

七、 華 嚴論、 六十 五卷 蠢  きぼ，.,？」 まき-  <  「圓 超錄」 に は 見 行ぁ 五十 卷 とし、 「興 舊」 

「養 錄」 に は ー百卷 とし、 「東 域錄」 に は 見 行 上 i 1 五 I!nX, ま、 T^i とせる が、 新しき 目錄に は、 ー賴 

SI とし、 「菌 錄」 に は 現行 不具と して ある。 高山 寺の 嘗錄 S  a  0 

とし 叉 一 册 として ある。 .V れは卷 十で、 籠 中に 收 めら れて ある 

八、 三論 宗耍、 一 卷 元曉 

篛 1^、. 東 域. 圓超. 興隆の 諸錄に 見えて 居..。 . . 


九、 寳性論 料簡、 一 卷元嘵 

東 域 • 謙 順 • 凝然の 諸錄に 見えて ある。 

1 〇、 佛地 論疏、 六卷 靖邁 ， 

「東 域錄」 に は撰號 を靖邁 藤宣 (宣 一作 室) とし、 「圓 超錄」 にも 見えて ゐる。 

一 一、 十 門 和 諍 論、 ニ卷 元嘵 

義天. 東 域 • 圓超 * 興隆 • 凝 然の諸 目錄に 見える。 

1 二、 五敎百 門、 一 卷 善聽 

「凝 然錄」 に 撰號を 善聰述 として ある。  ： 

1 三、 十玄 章、 法藏 、 

義天 • 東 域 0 兩錄に 智儼述 「十 玄章」 なる も 0 あり、 「凝 然錄」 は智儼 Q 「十玄 門」 のみ を錄 せる が、 「興隆 錄」 に は 

至 相の 「一 乘十玄 門」 の 外に、 法藏の 「十玄 章」 を錄 し、 高山 寺 舊目錄 にも この 外に 智 儼の 「十玄 門」 を錄 して ゐる。 

一 四、 ilK 記、 一 卷 法藏 

宋， 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  一-六 九 


.  大藏經 と章疏  三 七 0 

「義 天錄」 に五卷 慧苑述 とし、 r 與 隆錄」 に十卷 慧苑述 とし、 「凝 然錄」 に 五卷、 賢 首 創 集、 惠苑 治定. V して ある。 

1 五、 眞 歇禪師 無盡燈 記、 一 卷  ， 

眞歇と は 元の 淸了 禪師 0 事で あらう。 此の 書 は 他の 錄に 見えぬ。 明歷ニ 年の 寫 である。， 

1 六、 集註 菩薩 戒經、 三卷 道璿 

「東 域錄」 に 「註 梵 網經」 三卷、 道 缗師、 於 一一 日本一 撰レ 之と し、 「興隆 錄」. に 「集梵 網經」 三卷、 唐 道樓述 とし、 「謙 

順錄」 に 「梵網 集註」 三卷、 道 薄述、 出 二 泉 域 1 ふして、 日本 撰述の 部に 出して あるから、 撰者 は 唐人で ある けれども 

日本に 於て 撰述した ので ある ノ 

1 七、 梵網經 料簡、 一 卷圓澄  ， 

「謙 順錄」 及び 「輿 隆錄」 の 中に、 平備述 として ある もので なから うか。 然 らば 日本 撰述で ある。 

1 八、 大唐神 都 靑龍寺 碑文、 一 帖 平安朝 時代 寫 

一 九、 華厳 三祖傳 ー卷， 

「凝 然錄」 の 中に、 r 淸凉國 師鱧讃 文」 Q 次、 道璿述 「註 梵 網經」 三卷の 前に 揭 げらる。 傳は 彼の地に 成った Q であ 

るが、 之 を拔萃 したの は 日本に 於いて あらう *; 


二 0、 十六 羅漢 記、 ー卷  . 

一 *1 1、 眞 諦傳、 一 卷  ，  • 、 

ニニ、 遠 法師 行狀、 一 卷 

二三、 李 長者 事跡 

二 四、 善導 和尙 遺言 

二 五、 寳志和 尙傳、 一帖 平安朝 時代 寫 

以上 は いづれ も 日本に 於て 拔萃 した もので あらう と 思 はる。 

二 六、 立 祖義、 一 卷  ， 

二 七、 至 理論、 一 卷  ，  , 

如何なる もので あるか、 内容 は 不明で あるが、 恐らく は中國 撰述で なから う。 

以上の 如く かなりに 珍ら しい ものが、 高山 寺に 傳來 せられて 近世に 至った 0 であるが、 最近に 散逸した らしい。 散 

逸した 0 は 明治時代で あつたと 思 はる。 惜しい 事で ある。 . 

以上の 如き もの. - 外に、 次に 揭 ぐるが 如きまでの 多數の 典籍 を 有した ので あつたが、 是等は いづれ も 續藏經 叉 は 大正 

大蔵 中に 牧錄 せられて あるから、 こム には單 に目錄 のみに 止め、 唯 高山 寺が 如何に 怫典 特に 華厳宗の 章 疏に蹵 富で あつ 

たかを 示す のみに 止める。 

代に 於け る 華 嚴敎舉 興隆の 緣由  S 七 一 


法藏 


大 藏經. と章疏 

華 嚴傳記 一 卷 

華 嚴大疏 . 二十 卷 

華經 法界 觀 一 卷 

華 嚴方軌 五卷 本末 十卷 

續藏严  

の 原本 を 得た ものであった 

入楞伽 心玄記 


111 七 二 


Jnrfly 至 i  h§i 續藏經 本 を 見れば、 高麗より そ 

貞ー ス經^ 十.^. 澄歡 n 氨. K-A. 一き も 0 びら つ. 


1 卷  法藏 

1 卷  元曉 

1 卷-  元嘵 

ニ卷  宗密 

ー卷  善熹 

1 卷  觀復 

一 卷  智詢 

十八 卷 ， 天台 

以上 は、 限られた る 時日 を 以て 


法 華 經宗耍 

上 生 經宗耍 

金剛 經纂耍 

到 ま％ 


止 


中 論 遊 意 一 卷 

. 評註 金 ,1 卷 

法界 品 十八 問答 一 卷 

斥 謬  一 卷 

圓宗文 類 

1 乘 法界 圖章 

同 圖記 一 卷 

1 乘成 佛妙義 

勸發 菩提心 文 一 卷 

天台 大師 發 願文 ー卷 

六 祖壇經 - ニ卷 

梵 網錄疏 五卷 

顯密圓 通 成 佛心耍 一 


【熹 


善熹 

義天 

義想 

珍 嵩 

見 登 ， 


卷  道 殿 . . 

匆々 に 調査した ものに 基い 


ニ囘 高山 寺に 於て 整理した 成果 を まとめた ものである- 

て 考察す るので あるから、  疑問が それから それと 續 起し、 幾囘 となく 見直さねば 満足し 得られぬ 事に 氣づく Q である。 

然し 二 罔の 調査に よって、 一 應 は相當 のまと まりを 得た と 思 ふので、 之 を 公表して、 高山 寺に 對 する 學恩を 謝し、 遠く 

明惠 上人 Q 芳躅を 仰ぐ 事と した 0 である。 


第五 節 整理よ リ得 たる 成果  ，. 

繽藏に 比すべき 高山 寺 所蔵の 夥多の 宋版怫 典 は、 長年 月の 間寳 庫に 深く 藏 めら れて、 學界 から 全く 忘れられて 居た G 

予は 土宜覺 了師の 快諾 を 得て、 昭和 九 年 以降 悉く 之 を 一 覽す るの 喜び を 得た ので ある。 當初は 舊目錄 にある 珍籍を 求 

めた ので あつたが、 現今の 目 錄には その 求む る ものが 概ね 現存せ ぬ 事 を 知って、 一た び は落膽 したが、 寳庫 内に 二十 許 

の 未整理の 箱 ある を 指示 せられて、 之 を 整理す る 事と した。 この 未整理の もの こそ は宋版 0 怫典 であって、 未だ 登錄せ 

られ てない も 0 を 含む 所 かち、 驚喜 を 禁じ 得なかった。 然し 亂雜 に藏 せられて あるので、 全部の 箱 を 開いて 悉く 同時に 

整理して 見ねば、 何 種の ものが どれ 程 あるか 判ら * ぬ。 一 囘は大 體之を 整理し、 次囘に 更に 之を檢 案して、 現存す る 典籍 

の 名 稱ゃ冊 數紙數 を 知る を 得た。 未だ 十分で はない が、 前 褐はそ ひ目錄 である。 更に 縮藏ゃ 繽藏ゃ 正藏の 中に 牧め. られ 

て 居る ものとの 對 照を爲 さねば、 終局に 達しない ので ある。 この 外に 猶 夥しい 密教 0 寫錄が ある けれども、 それ は 本邦 

の ものが 殆ど 大部 を 占めて 居り、 予の 目的 は 中 國ゃ契 丹 や 高麗に ある 所から、 之 を 除外す る 察と した。 

是 等の 整理に よって、 予は 次の 五 個の 成果 を 得た。 先づこ X に 之 を 概括して 置く 事 然るべ しと 思 ふ。 第一 は 他. y か、 い 

て 未見の 典籍で ある。 第二 は 高麗より 逆輸入せられ たもので ある。 第三 は華嚴 の宗敎 及び 律 部の 疏 記の 入 藏 時代で あ 

る。 第 四 はもと 高山 寺所藏 であった が、 今 は 他に 保管 せられて 居る も Q である。 第五 は 原本 は 旣に失 はれて、 その 寫 本 

の 他に 現存す る ものである。 第 四 第五 は 他に 保存 せらる- 1 もので、 まだ 此の 外に あるに 相違ない から、 それ 等 は 得る に 

從ひ之 を追錄 する 事と する。 . 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 綠由  三 七三 


二、 

三、 

四、 

五、 

六、 

七、 

ノ 
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第一 他に 未見の も Q 

肇 論集 解 令模ま ニ帖  宋 淨源述  • 

原人 論 科  宋淨 源刊正 

仁王 經科  宋 淨源述  . 

註 仁王 科  宋 淨源述 

華嚴經 大疏玄 文隨疏 演義 鈔％^ 解 記 四帖 (十 卷中四 卷存) 宋笑 庵觀復 撰— 金澤 文庫に これ. Q 寫本 があって f そ 

の 方が より 多く 具備して ゐる。 

金剛 記 外 別 解 四帖  宋 觀復述  - 

般若 心 經疏科 一帖  宋 師會述 

華厳 法界 觀通玄 き 1 ニ帖  宋本嵩 集 

金 光明 文^ 護國記 四帖  宋 如港述 . - 

金剛 般若 經俊天 親 菩薩 論賛 略釋秦 本義 記 ニ帖  宋 智恩述 

維摩 經略疏 科 一帖  宋 智面述 

以上 は宋 版本で あるが、 寫 本に もまた 珍ら し 5 ものが ある。 次の 如し。 

般若 心 註 經並序 一 册  唐忠 國師述 

圭峰定 慧禪師 遙稟淸 凉國師 書 一 册  、 

華 嚴經談 玄決擇 六卷 (卷 一 缺) 遼 鮮演述 (金澤 文庫に 卷 一 の寫 本を藏 する) 


十五、 註同敎 問答 一 卷  宋 文表述 

十六、 大乘起 信 論 一心 二 門 大意 一 軸  大唐國 天台 儈廣修 記 智耀抄 

十七、 華嚴 傳音義 「冊  道瞎撰 

.  第二 高麗より 逆輸入せられ たも Q  , 

一 、 金剛 般若 經略疏 斷簡唐 智假述  ， 

最後の 乾 道 五 年の 跋文に、 至 相 赂疏、 浪匿 三韓の 語が あり、 此の 部分が 幸に 殘 つて ゐる。 

二、 唐 大薦蝠 寺 故主 翻經大 德法藏 和尙傳 一帖 海 東 崔致遠 結  ， 

跋文に よって、 紹與 十五 年 華 嚴宗敎 入 蔵の 後、 切に 之 を 求めて 高麗に 得、 紹興 十九 年に 義 和が 重刊 せる 事 を 知る。 以 

上の 二種の 資料 は、 綾藏 本で も 知られる が、 然し 問題 を 提供す るまでに は 至らなかった ので ある。 

三、 華 嚴經內 章 門 等 雜孔目 章 ニ帖 (四 卷中卷  一 二 一存) 唐 智儼述 

續藏經 本に は 識語がない けれど、 宋 版に は義 天の 來學 によって 旣 佚の 典 また 行 はれ、 紹輿乙 義 和の 請に よって 華厳 • 

宗教 入 藏し、 紹興 十六 年に 之 を 開 版せ る 事が 知られる。 

四、 華 嚴旨歸 一 帖 唐 法藏述 

繽 藏所收 本に は 識語がない けれど、 宋 本に は 「此の 文湮沒 して、 唯 副本 ある 0 みで あつたが、 篛 和が 高麗の 印本 を 獲 

るに 及び、 重 書して 之 を刊勒 せる」 旨 0 紹與 十二 年の 跋文が ある。 

五、 法界 無差別 論疏 領耍鈔 ニ帖 宋 普觀錄 

宋 代に 於け る 華厳 敎學 興隆、、 の緣由  .1 一 1 七 五  . 


大蔵 經と 章疏  ，  三 七 六 

+ 初に 玆の疏 が 久しく 遼 海に 祕 して、 流行 を 聞くなかった が、 義 天の 来朝に よって 斯の 文中 國に 復歸 する 旨の 記事が あ 

る。 績 藏所牧 本に 見えて 居る。 

六、 金 師子章 雲間 類 解 一 帖 宋 淨源述 . -  , 

淨源は 註釋の 最後に、 「高麗 國 中に 斯の文 尙ほ備 はって 傳授絕 えす、 况んゃ 此の 諸 部盡く 中華に 出る を や」 と 言って 居 

る。 淨源 所用の 本文 は、 その 師承遷 所用の ものと 異なって 居る。 如何にして 異なる に 至つ たかは、 高麗 本の 所傳を 介- 

して 始めて  解釋 せられ 得る，. I  思  ふ。  , 

七、 華 嚴經談 玄決擇 遼 鮮演述  . 、 

これ だけ は寫 本で、 卷 一 を缺 くが、 卷ニ Q 終りに、 寫本記 云、 高麗 國大輿 王 寺 壽昌ニ 年 丙子歲 奉宣雕 造の 識語が あ 

る。 

八、 維摩 經疏 ， 智者 大師 說、， 濯然略 

九、 維摩 經略疏 科 宋 智諷述 

十、 略 維摩 經疏 垂裕記 宋 智圓述 

「維摩 經」 の 三 書 は、 朝鮮 紙に 印 成せられ て 居る。 必すゃ 高麗より 傳 へた もので あらう。 

十三、 華 嚴經疏 唐 澄觀撰  .1 

卷 九に、 幾多の 比丘 • 比丘尼が、 紹興 十八 年に 施錢 して、 四 板 •  二 板 • 七 扳* 1 板 を 開いた 事が 識 さんて あり、 卷ニ 

十に、 紹輿 二十 年に 勸緣 して 開 板せられ た 事が 跋 せられて あり、 同 科 文に も 募 緣開刊 0 識語が ある。 科 文 Q 識語 は續 

藏 本に 見えぬ。 


十 一 、 圓覺 經大疏 釋義鈔 唐 宗密述  •  ， 

義和は 之 を 開 版す るに 當 りて、 玆の鈔 異域に は 方 版を模 して あるが、 中 鼠に は 未だ 嘗て 印行せ チ、 爭って副本4£^へ 

たが 爲に、 三寫 して 烏 馬 あり、 因みに 高麗の 印本 を 獲て、 寫 本と 對 校す るに、 互に 得失 あるが、 苟 くも 證據 なければ 

多く 印本に 從 つたと 言って 居る。 以て 高麗 印本の 勝れた ると、 宋 版の 善き を 得た 0 は、 麗 本に 負 ふ 所が ある を 知る ベ 

きで ある。 

十二、 貞元 新譯華 嚴經疏 

-唐 澄觀 0 勅述 せる 「行 願 品疏」 十卷 0 事で、 前記 Q 如く 中 國には 明 代に 於いて 失 はれた も Q であるが、 綾藏 經所牧 

本 を 見る と、 これ また 紹與 年代に 於いて 高麗より 傳へ たもので あった。 卽ち卷 一 以下 卷 十に、 壽 昌 元年 乙す バ歳 高驚國 

大與王 寺 奉 宣雕造 0 刊 記が あり、 且つ 最後に 一 本 奥 記 云と して、 正 元 華嚴疏 二十 卷は、 大藏 に闕乏 する 年 所 ありし を 

義 和が 之 を 梁 公の 邸に 得て、 自ら 鏤 板し、. 猶 公の 助成 を 得た が、 成る に 及ばす して 終った ので、 其の 子 溥瑶が 紹與ニ 

十五 年 を 以て 之 を 完成した 事 を 言って 居る。 

十四、 圓覺 經大疏 釋義鈔 唐 宗密撰 

第 十三 下に、 紹與九 年 開 版の 題 語が ある。 

以上の 二者に は、 特に 高麗との 關 係が 言 はれて な. S が、 恐らく はまた 高麗より 傳へ たも 0 を開刊 したので あらう と 

思 ふ。 撰者 は 唐 代 Q 學者 である。 それが 遙に 下りて 宋 の紹與 年代に 於て、 比丘.、 比丘尼 Q 少錢 の募緣 によって 開 版せ 

られ たとい ふ 事 は、 新に 底本 を 得た が爲 でなくて はならぬ。 「金剛 經 略疏」 に、 圓證講 主が 鋭意 搜尋 し、 遠く 海 舶に附 

むて、 竟に眞 文 を 獲た 旨が 言 はれて 居る、 これ は義 和が 自ら 高麗に 遊んで、 之を搜 索した 事を霄 ふので ある。 時代 は 

宋衩に 於け る 華 嚴敛學 興隆： の緣由  三 七 七 
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紹與 年代であって、 此の 時に 澤 山の 典籍が 渡來 したに 相違ない から、 それの 重刊 0 1 部分が これで あらう と 思 ふ。 

以上の 資料 を 綜合して 見る と、 華嚴宗 0 敎 文の 大部分 は、 前に 高麗の 義 天儈統 によって、 後に 圓證 大師 義和 によって 

高麗より 逆輸入せられ たもので ある 事が 判る。 在來、 天台宗の 典籍が、 高麗より 傳 へられた とい ふ 事 は、 學界 0 知悉す 

る 所で あるが、 華厳宗の 章疏 まで 同一 蓮 命を迪 つたと いふ 事 は、 まだ 知られて 居なかった。 前 揭の践 文 や 序文 を 併せ 考 

へ 見る と、 法藏 0 「華嚴 旨歸」 は、 義 和が 高麗 0 印本 を 得て 紹與 十二 年に 刊勒 せる ものである。 智儼 0 「孔目 章」 は 元 

祐 元年 義 天の 來學 によって 復行 はれ、 紹輿 十五 年に 至り、 義 和の 請に よって、 華厳宗 敎が入 藏の榮 を 得た その 翌年に 開 

刻せられ たもので ある。 法藏 Q 「法界 無差別 論疏」 も、 また 義 天の 來 朝に よって 中國 に復歸 した ものであった。 法藏の 

「金 師子 章」 も 中 國に傳 はった も Q はあった が、 淨 源が 高麗 國 中に 斯の 文尙備 はると いへ るより 見れば、 必す やまた 義 

天 0 持ち 來 せる ものに 長所が あつたに 相違な. S と 思 ふ。 崔致 遠の 「賢 首國 師傳」 は、 華嚴 il^ 敎 の入藏 0 後 これ を 求めて 

高麗に 得て、 紹與 十九 年に 義和 0 重刊 せる もので、 華厳宗 學界 0 犬なる 歡 喜が、 あら はに 識語の 中に 表白 せられて 居 

る。 智 儼の 「金剛 經 略疏」 も、 また 浪 りに 三韓に 匿れ たの を 探り 得て、 乾 道 五 年に 至りて 重刊 せる ものである。 「孔目 

章」 の 如き、 「金 師子 章」 の 如き、 「賢 首傳」 の 如き、 「華厳 旨歸」 の 如き は、 華厳宗に 取って 實に 重要な ものである。 

然るに 是等は 高麗より 傳へ 得た ものである。 此の 外に 「華嚴 經談玄 決擇」 の 如き、 「法界 無差別 論疏」 の 如き、 「金剛 經 

略疏」 0 如き、 さて は 又 「維摩 經疏」 や 「垂裕 記」 や 「華厳 經疏」 や 「歸 覺大 疏釋義 診」 やの 如き も、 高麗 所傳 とすれ 

ば、 宋 代に 於て 高麗より 得た ものが、 夥しい 數に 上った に 招 違， ない。 「華 嚴大疏 演義 欽」 にも、 大輿王 寺 奉 宣雕造 識 

語が あるから、 同じく 高麗 所傳 なる を 知る。 義天儈 統は疑 を 決せん が爲 に、 遠く 杭 州 Q 淨源 を訪 ひ、 携 ふる 所の 章疏を 

示した 0 であった が、 淨 源は旣 佚の 典籍 を こ. t に發 見して、 如何ば かりの 喜び を 感じた 事で あちう。 「孔目 章」 の 如き 


は、 淨 源に 開 版の 意 はあった が、 唐 經を養 註し つ. - あつたので、 遂に 之を娱 さす、 六十 年後に 至りて 義和 によって 開 版 

せられた 0 であった。 淨源は 中 國に失 はれた る 悲痛と、 之 を 高麗に 得た る歡 喜と を 併せて、 「高麗 國中斯 の 文尙備 はり 

て 傳授絕 えす、 况 んゃ此 Q 諸 部盡く 中華に 出る を や。 願 はく は 諸 0 後昆、 師を 求めて 鑽 仰し、 同じく 雲 華. 賢 首 • 淸凉 

圭 峰の 劬勞 垂德に 報いん のみ』 と 言って 居る。 

ヽ 

第三、 華 嚴宗敎 文 及び 律宗記 文の 入藏 年代 

天台宗 敎文 Q 入藏 年代 は 明瞭に 知られて 居た が、 華厳宗 及び 律宗 0 それ は 未だ 明瞭でなかった。 然るに それが いづれ 

も宋 版の 刊記 によって、 適確に 知らる. - のであって、 この 事 は 中 國佛敎 教理 史上に 於いて 相當に 重要な 寧 柄で あると 考 

へらる。 

華 嚴宗敎 文の 入藏 は、 前揭 せる が 如く、 紹輿 十五 年 (西暦 一 一 四 五) 0 事であって、 「孔目 章」 及び 「賢 首傳」 0 践 文中 

に 明瞭に 記されて 居る。 この 事實 は、 未だ 學界に 知られて な 5 ものである。 さて、 この 入藏に 至る につ， S て は、 それより 

六十 年 前、 高麗の 祐世 僧統義 天の 入宋渡 書が、 重要な 機 會を與 へたので ある。 當時猙 源なる 學匠 があって、 華 嚴宗學 を 

再興した が、 こ Q 再興に 犬なる 保 證を與 へた もの は、 この 渡 書であった。 r 孔目 章」 や 「華厳 旨歸」 や 「金師 子 章」 や 

「法界 無差別 論疏」 0 如き 重要の も 0 は、 義 天の 携帶 した ものであった から、 これが 淨 源の 華厳宗 再興に 犬なる カを與 

へたので ある。 これによ つて、 華嚴宗 敎入藏 Q 機運が そ 0 第一歩 を 占め、 いよく  1^ を 成功した もの は、 園證 大師？^ 和 

であった。 義 和の 入 藏の 請が、 紹興 十五 年 を 以て 勅許 せらる- -ゃ、 鋭意 求 典して、 「華厳 旨歸」 「金剛 略疏」 「賢 首 傅」 の 

如き もの を 得て、 續.々 之 を 開 版した。 「華厳 三味 章」 や 「華厳 經疏」 や 「圓覺 大疏釋 義鈔」 や 0 如き も、 此の 時義 和の 求 

^^.代に於ける華嚴敎學興隆の緣由  一 二 七 九 
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め 得た も Q であらう。 斯 Q 如くに して、 華厳宗 敎 文の 入 藏は、 淨源 Q 學績 と義 天の 渡 書と がその 緣 由お 爲し、 義 和の 流 

通に よって 始めて 勅許 を 得た のであって、 時 は紹輿 十五 年で ある。 紹輿 年代 は、 大藏經 0 開 版に 伴 ひ、 開 版 事業の 最も 

隆盛なる 時代であって、 こ Q 入藏の 勅許が 如何ば かり 華嚴學 を勃與 せしめた か圖り 難き ものが ある。 觀復 や、 師會 や、 

善憙 や、 希迪 Q 如き 學匠 Q 現れた 0 は、 この 入藏開 版あって 後の 事で ある。 

<a 示の 記 文の 入藏 は、 淳祐六 年 (西暦  一 二 四 〇) 十 1 月の 事で あると、 r 怫祖銃 記」 は 記して 居る" 律 宗記文 Q 入藏 

に關 する 記事 は、 これまで Q 所、 恐らく ほこれが 唯一 Q 文獻 であった。 然るに 新に 得た 資料より する 時 は、 これ は寳祐 

六 年 (西暦  一 二 五 五) 十 一 月の 誤りでなくて はならぬ と、 予は 推定す る。 こ 0 入藏 及び 開 版の 事實 は、 律の 疏 記の 款識 

中に 見られる。 こ 0 文獻 は、 從來 未だ 知られて 居らぬ Q である、 「行宗 記」 に は、 雞 宗 0 三 大部； IS に 記 文、 共 七十 三卷 

0 入藏 勅許 Q 款 記が あり、 「謁磨 1」 にも 三 大部 竝に記 文入藏 のぼ 文が ある ので、 些 0 疑を容 るべき でない。 この 入藏の 

勅許 を 得た 中、 心 人物 は、 明 慶寺傳 律儈聞 思であって、 そ 0 名が 前記 二 書の 外に も數多 ある。 而 して その 缓梓は 開 慶已未 

(西 唇  一二 五 九) の 事であって、 是 等の 刊 成の 年 時 は、 いづれ も景定 改元 (西暦  一二 六 〇) の 十二月 及び 元年 三月 Q 事 

である。 改ー KQ 十二月. y 「行事 紗」 が雕刊 せられ、 元年 Q 三月に 「錄 磨疏」 が 5!H 梓せられ、 同 四月に 「行宗 記」 が 開 版 

せられた 0 であるから、 開慶 改元の 景定 十二月から、 景定 元年 三月 四月に 至る までの 五ケ 月間に 於いて、 f も 三 大部 

中の 「業 疏」 「行事 鈔」 及び 三 記 中の 「行 宗記」 が 印 成せられ た 事 を 知る Q である。 恐らく は 他 Q もの も、 此の 時期に 刊 

行せられ たらう と 思 ふ。 其の 進行の 程度、 頗る 速 かなりと いはねば ならぬ。 それ 等 Q 跋 語に、 r 游 SJ 二 諸 梓 T 晨夕 講演」 

と あるに よって、 そ 0 快速なる べき 程度と 理由と が 察せられる。 こ Q 程度と 理由と から 翻って 考 ふるに、 入藏は 何とし 

て も 十三 年 以前の 淳祐六 年で あるべき でない。 寳祐六 年の 十 一 月であって こそ、 其 0 翌開 慶已 未より 游り にこれ を 梓に 


鋟し、 翌牟 の景定 元年に は、 恐らく は 七十 三 卷を開 版せ し 經路が 首肯 せられる。 卽ち三 大部 及び 記 文 Q 雕刊 は、 開应元 

年より 景定 元年に 至る ニケ年 以內の 事で ある。 入 藏は遙 かに 之に 先 だつ 淳祐六 年 Qie? でな く 開、 前年の 资祐六 年で な 

くて はならぬ と 思 ふ。 斯る事 は、 是等 Q 刊 記が 無くて は、 到底 推斷し 得ぬ 事で ある。 

第 四、 他所に 保管 せらる- 1 もの 

これ を 涉獵し 盡す專 は 蓋し 何人と 雖も 能くし 得べき でない から、 唯 もと 高山 寺 所蔵に，.^ せし ものが、 他所に 保管 せら 

れて 居る 一 例 を 示して、 他 は 今後に 期す るの 外 は 無い。 予が 差當り 注意して 居る も Q は、 故島 田蕃根 翁の 所藏 である。 

いつ 散逸した か 判らぬ が、 幸に も 鑑識 ある 翁の 眼に 觸れ たが 爲に、 その 所藏 にか & つたの は 幸福で ある。 

1 、 圭峰定 慧禪師 遙禀淸 凉國師 書  . , 

紹興 十四 年 版 (高山 寺に も 西 明 寺に も寫 本が 存 して 居る、 これ は その 原本で ある) 

二、 辨非集 一帖 宋 善嘉述 淳 五 年 版 

1 二、 佛遺 敎經記 ，本 • 

笑 庵 觀復め 遺 敎經論 記で あらう。 然 らば 高山 寺に は 僅に 一 張 を 止む るの みで ある。 

四、 大乘起 信 論 零 本  , 

五、 華厳 五十 問答 一 帖 (初 卷) 唐 智儼集  . 

六、 焚 薪 ニ卷 宋 師會錄 

高山 寺に は 二 卷中卷 一 を存 する 0 み。 

i 木 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  三 八 一 
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七、 金剛 般若 經疏 零 本  . 

これに は 特に 高山 寺 とないが、 恐らく は智儼 0  r 略疏」 であらう。 「略 疏」 は 高山 寺に 僅少の 斷簡を 止む るに 過ぎぬ。 

八、 金 光明 文句 護國記  . 

これに も 高山 寺 本 とないが、 宋如湛 0 述で。 もと 高山 寺に あった ものに 相違ない。 他に は 全く 未見 0 珍書であって、 

高山 寺に 現に 四 帖を藏 し。 落丁が あった。 それが 新に 島 田 氏の 寄贈に よって、 完璧と なった。 

九、 華 嚴經略 策 唐 澄觀述  , 

これに も 高山 寺藏 とないが、 必 やまた そ 0 舊藏 であった らうと 思 ふ。 

：  第五、 高山 寺-本 を寫 得せる も 0 

これ もまた 際限 0 無い 事で、 之 を 盡す事 は 蓋し 何人に も 期せられ 得べき でない から、 今 は 唯 高山 寺 本より 0 寫 得が 他 

にある とい ふ 事例 を擧げ て、 今後の 留意 を 期す るより 外に、 現今に て は 致し方がない。  4 

一 、 法界 觀門 智燈疏 宋 紹元述 

こ Q 書 は 高山 寺の 舊目錄 にも 見られぬ が、 金澤 文庫 藏寫 本の 底本たり し寫 本に、 建武五 年、 高山 寺に 於て 書寫 すと い 

ふ跋 語が あつたと あるから (鷹 野 氏)、 高山 寺に もとこ Q 書が ぁづ たに 招 違ない。 これ は、 舊目錄 の 成れる 以前に、 猶 

幾多の 書 ありし を 察せし める Q である。.'  . 

二、 華嚴兩 卷旨歸 法 業  • 

金 文庫の 寫本 であるが、 高山 寺の. 舊&錄 に、 r 兩卷 旨歸」 ー卷、 法 業と あるから、 それの 寫得 であらう。 


三、 一 乘 法界 圖記 

これ また 金澤 文庫に 藏 せらる X 寫本 であるが、 高山 寺の 舊目錄 に、 義想造 「一 乘 法界 11 章」 Q 外に、 珍 嵩 造 「一 乘法 

界圖 記」 を 出して あるから、 その 寫 得で らう。 

四、 圓宗文 類 第二 十一 卷 

また 金 浲 文庫 所藏 0 寫本 であるが、 高山 寺 舊目錄 に、 義 天の 匾宗文 類 を 揭げて あるから、 その 寫得 であらう。 

五、 普賢 行 願 品 隨疏義 記 宗密述 

繽藏 經所牧 0 底本と なれる もの は、 建 長 四 年に 梅 尾 本より 寫 得せる もので，、 心 海 は 「此の 書 は 新 渡で 當時 一本の 書な 

り」 と 喜んで 居る。 何 寺に あった も 0 か、 繽藏經 者 は その 寫本 Q 所在 を 記して ない。 

六、 華厳 經 大疏玄 文隨疏 演義 鈔會解 記 

金澤 文庫の も P は、 高山 寺 9 宋版 を寫し 得た ものである。 高山 寺に は 四 卷の破 本 を 止む る だけで あるが、 金^文 靡 0 

寫本 0 方 は 十 卷を存 して 殆んど 完全で ある。  . 

第 六 節 高山 寺所藏 「東 域傳 燈錄」 に 明記 せらる >1 道 倫の 名稱 

「瑜伽 論に」 二十 四 卷€> 記 を 作った 倫師 なる ものの 名 は、 正しく 道 倫で あるべき に、 いつ Q 間に か遁儉 となって、 トリ 

ンと訓 むべ しとい ふロ傳 まで 成り立って 居る と いふ 事 は、 實に 手數 0か\ つた 誤謬で ある。 「大日 本 藏經」 の 第 七十 

五六 套には r 瑜伽論 記」 四十 八卷、 唐 遁倫集 撰と 歷 記して ある 程で あるから、 今日に て は 早 や 到底 治すべからざる まで 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  三 八 三 
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0 膏盲 0 病と なった。 然るに 傳敎 大師の 「法 華 秀甸」 中 本に は、 ニケ 所まで も 道 倫 記と して あり、 新に 發 見せられた 金 

藏 にも、 道 倫 集 撰と し、 高山 寺 所 藏 「東 域傳燈 目錄」 に は 倫 師の著 撰の 七 部 を 悉く 道 倫と して ある 程で あるから、 何と 

しても 遁倫は 誤りでなくて はならぬ。 斯る 立派な 目錄が あるに、 何として いつの 間に 遁倫 となった も Q か。 手元に ある 

諸 目錄を 取り調べて 見る と、 かなりに 後代ら し. S 事が 分り、 同時に 古寫 本に 遡って 校訂せ ねば 斯 くも 誤りが ある もの か 

と、 心に 深く 刻銘 せられた。 今日 0 如き 研究の 旺盛な 時代に、 之 を 訂正して 置かねば ならぬ と 思 ひ、 今 は 珍ら しからぬ 

事で ある けれども、 一部に は猶遁 倫說が ある ので、 學界に 新 資料と しての 「東 域錄」 を 紹介す る 事と したので ある。 

二 

予は 前に 佛性論 諍 を 研究し つ. i る 時に、 「法 華秀さ 卷中本 (叙 驾ーほ f 订) に 「^倫 記 云、 解-無性 有- 1 情 T 有 五番 

難問」 とい ひ、 同 中 本 (Ij^ 左) 「道 倫 記 云、 1  右 言レ爾 者、 順 解脫分 善根、 應レ無 レ有レ 果等上 者、 云云」 と あるに 注目した Q であ 

つた。 一 且は遁 倫 a 誤な らん かと も 思った が、 然し 傳敎 大師の 見られた 「倫 記」 は、 頗る 善 本で ある 事に 氣づ くと、 こ 

0 道 倫 は 容易に 私意 を 以て 改 むべき に 非ざる を 知った。 その 善 本と いふの は、 同書 上 末 ぜ pj^y に、 倫 法師 0  r 瑜伽論 

記」 第 十 十 丁) に、 玄奖三 藏が大 莊嚴論 第二 卷 0 無佛性 人、 謂 常 無性 人と いふ 文語 を 略 去 せん を 表白して、 戒賢論 

師に呵 せられた とい ふ侗 所に、 現在 本に は 到底 訓じ 得られぬ 文句が あるの 4^、 この 「秀句」. によって 訂正し 得られる を 

いふので ある。 これ は實に 怫性論 を 研究す る も Q に 取って、 鎮る よい 資料で あるから、 予 はこれ に 輿 味を覺 え、 「怫性 論 

0 研究」 0 一七 一 、 一 七 二 頁に 亙りて、 其 混亂 0 由来まで も 想定して 見た のであった。 それ は 「秀句」 の 次 0 文 で 

ある。 

歌來之 時、 諸大德 論- 1 無性 人； 云、 若 至 n 本國 T 必不 レ生レ 信、 願 於-所 將論之 CT 略 f- 去 無 怫性之 語？ 戒賢 云、 彌離革 


人、 解 n 何物 T 而輙爲 II 彼 指？ 

予 はこの 文 を 案じて 次の 如くに 考 へた。 玄 S は 「怫地 論」 及び 「大 莊嚴 論」 0 無 i 人に 關 して、 大 なる 疑問 を 抱き 

r 榜 伽經」 に 於て は 西方 0 大德 0 意見に 徵し、 且つ 梵本を 看る に、 一 閬提 も必. 莧成怫 すべき も Q なる に 顧みて、 欲來 (欲 

還な らん) の 時に、 諸 大德と (與の 一字 を脫 する か) 無性 を 論す らく、 若し 本國に 至らば 必す信 を 生ぜ じ、 願 はく は 所 

將の論 に 於て、 無怫 性の 語 を 略 去 せんと。 (中略) さはれ 戒 賢の 呵に遇 ひ、 その ま、 に 之 を傳譯 せり」。 予の 考定の 

正しき や 否や は 分らぬ が、 兎も角 「秀 i^」 の 文意 は大體 分る ので ある。 然るに 現存 本の 「倫 記」 に は，， 次の 樣な文 言 に 

なって 居る。 

若 至 本國、 必不生 信、 願 於 所 將種論 之、 語戒 賢人、 欲來之 時、 諸 大德論 無性 人文、 呵云彌 離 a. 人、 解 何物 而轍爲 彼 

氧。 

この 文に て は、 何の 事 かまる で 意味が 取れぬ。 この 中で 取るべき は、 獨り 「彼 損」 の 損の 字の みであって、 担の 方が 指 

字よりも よいと 思 はれる C 前揭の 一節 は、 文字 は 同じであって、 而 して、 意義が 通ぜ ぬから、 つまり 排列の 上に 混雜ぁ 

りと せねば ならぬ。 よって 予 は傳敎 大師の 見られた 寫 本に は、 次の 如くに あった もので なから うかと いふ 推定 を さへ 試 

みたので あった。 

g 若 至 本國、 必不生 信  S 欲來之 時、 諸 大德、 論 無口 性 人 t  (tk の 誤) 

願 於 所 將種論 之  §呵 云、 彌離単 人、 解 何物 而轍爲 彼 損 

. (內、 略 去 無佛性 之) 

語、 戒賢 g  , 

宋 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由 .  Ill 八 五 
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a: と s: との 間に、 g の脫 文が あり、 之を攔 外に 追 書して あるの を、 佛敎の 知識な きものが 寫し 取る 際に、 sss の 順 

序と し、 而も S の 中の 「內略 去 無怫性 之」 の 七 字を脫 した もので あらう とい ふ 0 である。 傳敎 大師 は、 勿論 この 寫本を 

正しく 讀 まれた ので あるが、 其の後の 寫字 生の 手に よって 誤り 寫 された のが、 現存 本の 底本と なった もので、 大師の 「秀. 

句」 がな くんば、 遂に 解釋し 得ぬ ものと なり 果てた Q である C 

傳敎 大師の 「秀句」 に は、 斯 かる 長所が あり、 11 も 唐 代 Q 寫本に 基づかれた 0 であるから、 道 倫と， S ふの も 容易く 改 

めて 遁倫 とすべき でない が、 さて 道 倫、 又は 遁倫 Q 傳 記が 分らぬ ので、 之 を 道 倫と 決する 事 も出來 ぬ。 予は r 佛性 0 研 

究」 二 四 〇 頁の 中には、 「瑜伽 論の 研究者と して、 慈 恩 大師 以後 第一人者と いふべき 遁倫 も、 景 法師 も、 その 傳 記の 不 

明なる は、 新羅 人なる が爲 ならん か」 と 想像し-、 同書 五 〇四贾 に は、 遁倫 は大乘 基. 圓測 • 神泰を 降る 事 遠から ぬ 人で 

慧沼 以前 0 出で あらう と 推定した。 後に 加 藤 精神 氏より 遁 倫の 新羅 人なる を 聞きて 想像の 適 中せ る を 喜び、 又 佐 伯 良 謙 氏 

より、 「法相 法 門 目錄」 の 中に、 前に 遁 倫と 記しつ、. -、 後に 至りて r 遁倫 僻事 也、 可 云 道 倫」 の 記事 ありと Q 報 導 を 得て 

心に 首肯す る 所 あり、 古書の 記事 を 私意 を 以て 轍く 改 むべ からざる を 悟った と 記して 置いた。 道 倫 か 遁儉か 0 疑 はこ.. t 

に 初めて 提出せられ たので あ.. る。 予が 此の 說を發 表せる や、 直ちに 賛成した 人 は 結 城 令聞 君で、 君 は 「宗教 研究」 瑜に 

「瑜伽 論 記の 著者 名に 斷 する 疑義」 と. S ふ 一文 を 草して、 道 倫說を 主張され た。 これ は 大同 房基辨 の手澤 本なる ベ き. 

「東 域傳燈 目錄」 の 中に 道 倫と して ある のに、 一層の 保證を 得た のであった。 其の後 遁倫說 も 出た が、 君 は 新たに 公刊 

せる 「唯識 思想 二八 〇 真の 中に、 明お に 「道 倫の 瑜伽論 記」 、とし、 而 して 石 田 茂 作 氏 編 r 奈良朝 現在 一 切目 錄」 に 

は、 「大 般若 經疏」 の 著者 を、 古文書に よって 道 倫と して ある を 註釋の 中に 引證 し、 奈良 朝の 古文書に 道 倫， として ある 


以上 は、 之 を 以て 正しと すべし と斷 言して 唐る。 而 して 新に 發兒 せられた 金藏の 中には、 海柬興 輪寺沙 1： 釋道， 5 染^と 

明記して あるから、 今 は 之 を 道 倫と すべき 事 も、 道 倫が 新滅の 人たり し iss- も 決定せられ たと fa つてよ い。 , 


斯の 如く 日本で は、 奈 朝の 古文書 及び 平安朝 初期の 「法 華 文お」 に 道 倫と して ある。 中國 では 旌 代の i$ である。 fjc- 

道偷 がいつ まで 其 ま- 1 に傳 へられた かとい ふに、 高山 寺所藏 Q 「東 域傳燈 目錄」 に、 七 部の 著 撰 を 悉く 道 倫と 爲し、 ； 

つも 遁倫 としてない 所から、 我が 鎌 倉 初期、 中 國の宋 朝 末期まで は 道 倫の 名であった i$ を 知り 得る。 この 「柬 域傅燈 on 

錄」 は、 外； S は明慧 上人 Q 御 筆であって、 大同 房寫 本の 原本で あり、 誠に 貴い 寫本 である。 今 そ 0 中に ある 道 倫の 著 撰 

のみ を拔萃 して 見る。 

一 、 金剛 經 略記 一 卷  道 倫 撰  - 

二、 大 惠度經 略記 ニ卷  道 倫 不知 卷數、 經文品 在 部品 等 ， 

, 三、 淨釵 王經疏 一 卷  略述 云 道倫述 

四、 藥師 本願 經疏 一 卷 

五、 十 一 面經疏 一 卷 

ニ卷 


朿大寺 慈 恩 院本 

廿 四卷， 道 倫 


六、 四 分 雞決ー 

, 七、 瑜伽論 記 

これで 以て、 日本の 鎌倉時代の 初期 中 國の宋 朝 末期まで、 道 倫と せられて 居た が 明， ai となる。 七 部が 七 部まで 明白 

に 道 倫と せられて 居る の は、 頗る 快 心の 事で、 か X る 明白な 記事 は、 古寫 本に よらねば 见られ ぬ ものであって、 共の 記 

宋 代に 於け る 華厳 敎學與 隆の緣 由， 、  三八セ 
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錄の 間に 何等の 問題 を 起さし めぬ 明白 さが ある。 少し 不足 をい へば、 「藥師 經疏」 の も 0 のみが、 , 倫 として ある 事で あ 

るが、 然し 之を遁 倫と 讀み 得べき でない。 これの 寫 本が あり、 大同 房の 朱印が あるから、 必す 藥師 寺基辨 0 手澤本 であ 

るに 相違ない。 頗る 立派な 寫 本で、 流石に この 高山 寺 本 を その ま. t に寫 して、 而 して 猶 異本 を 校正まで して ある 。之に 

は、 他の 六部 は その ま. - であるが T 藥 師經」 Q ものの みは 道 倫の 左. 傍に 「遁 南」 として ある。 卽ち 南都 本が 倫 こ. tp ると 

いふ Q である。 この 大同 房 本で も、 道 倫說が 確定 せらる けれども、 明慧 上人 筆 外題の 原本が あると いふ 事 は、 頗る 人 意 

を强 くす るので ある。 「大正 大藏」 中に 牧 めら れて ある 「東 域傳燈 目錄」 は.、 鎌 倉 初期 寫高 山寺 藏本を 以て 原本と し、 

大谷大 學藏寫 本を對 校した として あるが、 如何なる 理由に や、 道 倫が 三つで. 遁 倫が 四つ ある。 或は 高山 寺に は 予の昆 

たも 外に、 猶 一 つの 鎌 倉 初期の 寫 本が ある C> であらう か。 「大正 大藏」 中 Q 「東 域傳燈 目錄」 の 七 部 は 左の 如くで あ 

つて、 その 對 校に は 長所が ある けれど、 他方に は 次第に 混 亂を加 ふる 弱點を gi: ふやに a ふ。  . 


一 、 金剛 般若 經 略記 一 卷 

二、 大 慧度經 略記 ニ卷 

三、 淨飯 王經疏 一 卷 

五、 十 一 面經疏 一 卷 

六、 四 分 槔決問 ニ卷 

七、 瑜伽論 記 二十 四卷 


遁倫撰 


1 


鴻倫 撰、 不知 卷數、 經文品 在 部品 等、 歡未盡 也。 

略述 云 道倫述 

遁倫撰 


道 倫 

道 倫、 東大寺 慈 恩 院本 


^ 谷 大本 は 「猶 未盡 也」 の 四 字 を 追加す。 


s 谷 大本 は、 遁倫述 云 略述と す. -  . 、 

S 谷 大本 は遁ィ とす。 

S 谷 大本 は遁 とす。 、 

大正 藏は、 或は 予 0 見た る 「東 域 偉 燈錄」 を 底本と しつ.. -、 而か もこの 誤謬 を 来した もので、 校正 者の 上に 疏漏カ あ 

つた もので 無から うと も 思 ふが、 若しも 予の昆 たる もの. - 外に、 猶ーケ 0 寫本 があった とすれば、 道 倫が 遁倫 となり 行 

く經 過す 示す ものと して、 極めて 適當の 事例と すべきで ある。 更に 「大日 本怫敎 全書」 に牧 めら れ たものに なって、 來 

ると、 七 部 共に 悉く  1^ 倫と なり 了って 居り、 た、 ^ 「四 分 律 決 問」 のみ、 遁 倫の 右 傍に 「道 敞」 と 書き 添へ て あるに 過ぎ 

ぬ。 七 部に 關 する 記述の 體裁 及び 其の 文 言 を昆 るに、 全く 高山 寺 本と 同じで ある 所から、 必す やその 本 は 高山 寺 本で あ 

つたに 相違ない と 察せられる。 これ は 享保第 十 年 (西 唇 一七 二 五〕 の 鸞宿光 音 校合 本 を 底本と した も Q であるから、 底本 

はよ 5 とせねば ならぬ ので あるが、 それが 高山 寺 本に 異 つて、 悉く 遁倫 となって 居る。 

五 

鎌 倉 初期に 悉皆 ^3 倫であった ものが、 率 保 本になる と、 悉皆き-倫 となって 居る の は、 非常な 變 化であって、 この 變化 

の 由来が 研究の 題目と なって 来る。 さて la 儉薪撰 七 部の 中で、 「義 天錄」 に褐 げられ る もの は、 僅に 「藥師經疏」と「^^ 

伽 論 記」 の 二部の みで、 而 して 現存す る も 0 は r 瑜伽論 記」 の 一部に 過ぎぬ。 この 「瑜伽 論 記」 は 甚だ 有名で、 遁 倫の 

名 を 百世に 遺した も 0 は、 この 「論 記」 によって ある。 この 「論 記」 の 撰者が 遁 倫と 決定 せらる- -に 至りて、 之を標 

準と して、 諸目錄 0 上に 變更を 加 ふるとい ふ 事 も 蓋し 有り得べき 事で あるから、 予 はかの 變化 は、 「論 記」 0 撰者 を P え 

等しく 遁 倫と 認定す るに 至りて、 一 列に 改む るに 至った もので なから うかと 思 ふ。 

宋， 代に 於け る 華 嚴敎學 興隆の 緣由  三人 九 


大蔵 經と 章疏  .  三 九 〇 

高山 寺の 寫本 中に 「三 國 祖師 名聲」 と. S ふ ものが ある。 或 記に、 祖師の 名 を 荒凉に 呼ぶ ベから すと あるのに 感じて、 

高山 寺 顯證老 が、 多年 0 間 書き集めて、 寬文 辛亥 年 si, 曰一 六 七 一〕 の 冬 を 以て 清書した もので、 初 後に 「仁 和 寺 皆 明 寺」 の 

二 寺 名 を 左右に： H ベた 黑印 を捺 して ある 所から 昆て も、 頗る 珍重した 事 を 知る ので ある。 この 中には、 やはり 道 倫と し 

遁 字の 說 ありと して、 次の 如くに 記して 居る。 . 

道 倫 道 一一 トノ 音ァリ ト云說 ァリ、 又 遁ノ字 ト云說 ァリ。 

これで 昆 ると、 寬文 年間に は 道 倫說が 表面で、 裏に 遁倫說 があった 事 を 知る ので ある。 然るに 鳳 の 「扶桑 藏外現 

存 目錄」 に は、 「瑜伽 論 記」 を 揭げて 次の 如くに して ある。. 

瑜伽記 二十 四卷  倫 現存  ， 

この 目錄の 如き は、 恐らく は 遁倫說 の 標準と なった もので はなから うか。 と， S ふの も、 勿論 遁倫說 が 鳳潭の 時代に 起 

つたと いふ 0 では 無い。 遁倫說 を 確定せ しめ、 遂に は 之 を 標準と して 他の 目 錄をも 改めし むる に 至った 事 をい ふので あ 

る。 旣に 顯證老 は、 道 倫 • 遁 倫の ニ說 ある 事 を 言って 居り、 而 かも 道 倫 を 表と して 居る のに、 鳳 潭に來 つて は遁 倫と な 

つて 居る Q に 注意 を 要する。 

六 

斯の 如くに して、 若し 遁 倫が 確定 說 となって、 それが 標準と なって、 他の 目錄 にまで 變更を 加へ しむる に 至った とす 

れば、 成立の 早い 目錄の 現存 本に 遁 倫と あるから， とて、 遁倫說 がその 時に あつたと いふ 證據に はならぬ。 現に 「東 域傳 

燈 目錄」 の 如き は 鎌 倉 初期の ものに は 悉く 道 倫に 作られて あるに 關ら す、 德川 中期の ものに は 悉く 遁倫 とせられて あ 

る。 これ if 該目錄 成立の 時に 遁倫說 があった とい ふ證據 にならぬ のみなら す、 却って 德川 時代までの 間に 變更 せられた 


遁. 遁， 遁， 遁， 

倫 倫 倫 倫 
撰 • 撰 撰 


とレ- -證據 となる ので ある。 斯うな つて 來 ると、 古い 目錄 であるから、 とて、 現存 本 その ま に は 受け取れない。 その 寫 

本年 代 開 版 年代に よって 注意 を 加へ ねばならぬ のであって、 そ€!信用の程度は寫本^^年代にょっ て異る事，となる。 卽ち 

延喜 十四 年 C 西 唇 九 一 四) を 以て、 聖 王の 勅， を 奉じて 錄 して 上れ" る 東大寺 平祚大 法師の 「法相 宗 章疏」 の 中に、 「瑜伽 論 記」 二 

十四 卷、 遁 倫と あるが、 これ は 何時 代の 寫本 であるか を 取り調べてから、 その 可否 を 決定す る を 以て 然るべき 注意と 思 

ふ。 若し 單 にこれ を 以て 延喜 十四 年に は遁 倫と して ある ふ 決する 0 は、 危險 である。 同 檬に權 律師 藏 俊が 院宣に 依って 

安元 二 年 (西暦 1 1 七 六〕 を 以て 注進した 「注進 法相 宗章 疏」 も その ま > "に從 つてよ き や 否や、 問題と なって 來る。 「大正 

藏」 によれば、 藏俊 0 「法相 宗 章疏」 に は 次の 如くに して ある。 

1 、 大 般若 經 略記 ロ卷 

二、 藥師 經疏， 一 卷 

兰、 十 一 面經疏 一 卷 

. 四、 瑜伽論 記 二十 四卷 

これ を 「東 域傳燈 目錄」 に 比較して 昆 ると、 彼の 七 部に 比して 四 部の みなる は、 此の 時代に 於て まだ 三部 を 得る に 至 

ら なかった を 語る。 其の後ます/.. 書 を 彼の地に！^ めて、 遂に 明慧 上人の 時代に は 七 部と なって た Q である。 而 して 彼 

の明慧 上人が 外題 を 加へ た 「東 域錄」 に は、 悉く 道 倫と なって 居る 0 に、 此の 藏 俊の 「章 疏」 は 悉く 遞倫 として 居る。 

新る 事が あり 得べき であらう か。 これによ つて、 if は藏 俊の 「章 疏」 に は、 後の 變更が 加 へられ^も のと 推 想す るので 

ある。  . 
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大蔵 經 と章疏  三 九 二 

平祚 Q 「法相 宗 章疏」 と藏俊 Q 「法相 宗 軍疏」 と Q 間に、 高麗の r 義 天錄」 が ある。 義天 OS. ill 〇 五 五 II 一 〇一〕Q 

目錄 は、 高麗 十三 葉在宥 Q 八 年 (西 唇 一 〇 九 〇) に 成った もので、 本邦に 於いて 立派に 開 版せられ て ある。 元祿七 年を以 

て 井上 忠兵 衞が壽 梓せ るニ卷 本に よるに、 道 倫 又は 遁 倫の 荖述は 七 部の 多き に 達する。 奥 書を昆 ると、 寬永. 二十 一年 

(西曆 一 六 四 E0 安樂 壽院 0 蓮 倣が、 嫩尾 法鼓臺 本を寫 せる もので あり、 而 して 法 鼓臺本 は、 安元 二 年 明 空が 仁 和 寺華嚴 

院法橋 景稚御 本を寫 した ものであると いふ。 こ 0 中の 道 倫 又は 遁倫 0 撰述 は、 次の 如くで ある。 

一、 法 華經疏 三卷 道倫述 ffii 與太賢 0 直後に あり) 


ー卷  遁倫述 (元曉 0 直後に あり) 

1 卷  遁倫述 (憬與 • 太 賢の 直前に あり) 

ー卷  遁倫述 (元曉 0 直後に あり) 

ー卷  遁倫述 (元 嘵*義 想と、 玄 一 • 太 賢との 間に あり)  - 

一 卷  遁倫述 (憬輿 • 太 賢の 直前に あり) 

遁倫述 (元 曉*圓 測と 太 賢と Q 間 あり) 

、 瑜 伽論疏  二十 四卷 遁倫述 (惠景 と 神泰、 玄 一 *憬 輿との 間に あり) 

九、 雜記  九卷  遁倫述 (元曉 の 直後に あり) 

九 部の 中 唯一つ だけが 道 倫で、 他 Q 八 部は遁 倫で ある C これ も 或は 後の 變更が 加 へられた もので はなから うかと 思 は 

れ るが、 餘 りに 懷疑 的に 走る の 虞が あるから、 確言 はせ ぬけれ ども、 古寫 本の 出 づるを 待つ Q 念に 堪 へぬ Q である C 

この r 義 天錄」 は、 遁 倫の 名の 位置に よって、 その 新羅の 人た る を 知らし むる 屈強の 資料と なる。 或は 太 賢 • 元 曉* 


二、 維摩 經 料簡 

三、 金 光明 經 略記 

四、 勝 鬉經疏 

五、 小阿彌 陀經疏 

七、 成 唯 識論要 決 二卷 

ノ 


義想. 圓測. 惠景の 直後に あり、 或は 太 賢. 玄了憬 輿. 神泰 0 直前に あり、 殊に 元嘵. 義 想と 玄 一 • 太 賢との 間、 元 曉* 

圓 測と 太 賢と 0 間、 惠景と 神 泰.玄 丁憬舆 との 間に 位置せ しめられる 事に よって、 その 時代 を 彷彿せ しめる 0 である。 

〇 

さて 是等 諸目錄 中に 於いて、 「義 天錄」 と 「東 域錄」 と を 合せ 來る時 は、 道 倫 又は 遁 倫に 十四 部 0} 者 撰が あ. る 事が 分 

り、 新羅 0 盛時に 於け る有數 0 學者 であった 事が 知られる が、 それ 等 十四 部 中に 於て、 唯 「瑜伽 論疏」 0 名^が 殘 つて 

吾る に 過ぎぬ。 そ 0 十四 部と その 所載と を 併記 すれば、 左の 如くで ある。 


一 、 法 華經疏  三卷 

二、 維摩 經 料簡 一 卷 

三、 金剛 般若 經 略記 ー卷 

四、 大 藝度經 略記 ニ卷 

五、 金 光明 經 略記 一 卷 

六、 勝 鬉經疏  ニ卷 

七、 小阿彌 陀經疏 一 卷 

八、 藥師 本願 經疏 一 卷 

九、 十 一 面經疏 一 卷 

十、 淨釵 王經疏 一 卷 

十一、 四 分 律 決 問 ニ卷 

宋 代に 於け る 華嚴敎 一 


義天 

1 ^ァ 

東 域  . 

奈良朝 古文書、 藏俊、 東 域 

義天 

. 義天 、 

義天 

義天、 藏俊、 東 域 

藏俊、 東 域 

東 域 

東 域 

ハ隆. の緣由 
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大藏經 と 章 疏  三 九 四 

十二、 成 唯 識論耍 決 二 卷義天 

十三、 ，瑜 伽論疏  二十 四卷 傳敎、 平 ts、 義天、 蔵 俊、 東 域、 鳳潭 

十四、 維 記  九卷 ， 義天 

き 倫 又は J ^倫の 著 撰の 目錄 にあら はれた 順序 をい へば、 奈良 朝の 古文書に 一 部が 記されて 道 倫と あり、 傳敎 大師に 一, 

, 都が 記されて。 道 倫と あり、 延喜 十四 年 S 唇 九 一 四) の 平！^ 「章 疏錄」 に 一部が 記されて 遁 倫と あり、 安元 二 年 (西 唇 一 一 

七 六) の藏俊 「章 疏錄」 に 四 部が 揭 げられ て、 s づ れも遁 倫と あり、 安元 二 年の 景稚本 を 寫し傳 へたと ある r 義 天錄」 

に 九 部が 記されて、 一部が 道遁と ある のみ、 八 部は遁 倫と あり、 顯證 の記錄 に道偷 とあって、 て 字の 說 ある を 付記し、 

明慧 上人 (西暦 一 1 六 三— 一 ニニ 二) の 外題 を 有する 「東 域錄」 に 七 部が 揭 げられ て、 悉く 道 倫と あり、 享保十 年 (西曆 一 

七 二 五) に鸞 宿の 校合せ る 「東 域錄」 に、 七 部 共に 1^ 倫と あり、 鳳潭 (西 歷ニハ 五 四 11 七三 A) の 目錄に 一部あった、 

遁 倫と ある。 斯くて 道 倫說と 遁倫說 とが、 互に 錯雜 する 事と なり、 目錄 だけ を 見る 時 は 遁倫說 が 多數を 占める ので あつ 

て、 目錄 だけにて は、 la 倫の 方が 寧ろ 誤謬で ないかと いふ 事になる ので ある。 それならば、 いつ 頃から 遁倫說 が 勢力 を 

得る に 至った かとい ふに、 寬文 十一 年 (西 藤 一六 七 I 〕 顯 證の淸 書せ る 「名 聲」 の 中に、 道 倫と 言って あるに 顧みる 時 は 

存外に 近代まで^ 倫說が 優勢で あり、 同時に 遁倫說 もあった ので あるが、 鳳潭の 「藏外 目錄」 に その 代表作が 遁倫 とせ 

られる や、 遂に 之が 確定 說 になって、 邀 つて 諸 目錄に 訂正が 加 へられた も 0 では あるまい か。 明慧 上人 時代に 七 部 悉く 

道 倫と あった ものが、 鸞宿 時代に は 悉く 遁倫 となって 居る 事實 が、 之 を 語る のでな. S かと 思 ふ。 いづれ にせよ、 唐 代に 

於いて 古文書の 中に、 又傳教 Q 著述の 中に 道 倫と あるの が、 動かすべからざる 道倫說 の保證 になり と 思 ふので ある" 

(^1〇、1 1—1 rgp 
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研 

究 
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武周 新字の 研究 は、 その 事自 體が大 なる 問題で なから うけれ ども、 怫 典の 中に 之 を 使用して 居る 幾多の 事例に 接する 

所から、 曾て 調査し 置け る もの を 整理し、 更に 新しい 調査 を 加へ て、 之 を 公表し、 以て 大方の 是正 を 乞 ふ 事と したので 

ある。 便利 上、 之 を 左の 項目に 分った。 

1 佛典 中に 見 ゆる 新字  ， ■ 

二 新字に 關 する 文 獻 

(第 一 ) 「新 唐 書」  y 

. (第 ヨ 「通 志」 - 

(第三) 「宣 和書 譜」  . 

(第 四) 「書 史會 要」  • 

(第五) 「語 石」  . 

三 研究資料 

(第一) 肉筆 「王 勃 詩 序」 中の 新字  、  . ， 

(第二) 肉筆 「文 館詞 林」 中の 新字 

(第三) 肉筆 「寳 雨經」 後記 中の 新字 

(第 四) 石 調 拓本 中の 新字 

(第五) 金石文 及び 刻本 中に 見ら る. t 新字 

四 新字 c> 用 ひられた る 期間 
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武周 新字の 一 研究  、  一ニ 九 八 

五 新字の 形體の 種々 根 

( 一 ) 天、 (二) 地、 (三) 曰、 (四) 月、 (五) 星、 (六) 年、 (七) 正、 (八) 君、 (九) 臣、 (十) 人、 (十 一 ) 画、 (十二) 

載、 (十三) 初、 (十四) 授、 (十五) £ 、(十六) 聖、 (十七) 照の 新字 

六 新字の 決定 及び 疑問の 文字 

十七 新字 

民 • 元 • 之 *盛* 及び 數字 Q 變態 文字 

1 佛典 中に 見 ゆる 新字 

予は 「支那 怫敎 史蹟」 を 評 解す るに 當り、 その 中に 牧 めら れた 多数の 拓本に、 六 朝 は 言 ふに 及ばす、 唐 代の 碑文に、 

今日に て は 用 ひられぬ 變態 文字の 多き に 接し、 文字の 字形の 變 遷に少 からぬ 與 味を覺 えたので あった。 變態 文^の 中 

に、 武 周の 新字が ある。 これ は 他の 變態 文字と その 性質 を 異にし、 武 后の 作意に 出で たので あるから、 常途 の判讀 を. i 

へる 事が 出來 ぬ。 然し その 字が 多くない ので、 彼此 Q 拓本 を誕 照す る 事に よって、 之 を判讀 する. を 得た。 そ Q 後 「新 唐 

書」 や 「通 志」 や、 r 宣 和書 譜」 や、 「語 石」 の 如き 文獻を 得て、 完く之 を讀み 得た ので あるが、 然し また 予の 研究より 

する 時 は、 是 等の 文獻 にも 疑問の 起る も Q が あるので、 一た び 之 を 公表して 大方の 是正 を 仰がん とて、 箧 底より 之 を 取 

り 出す 事と したので ある。  - 

武后 新字の 起原に ついて 問 IS は あるが、 一般の 認 むる 所では、 載 初年 間に 始り、 天授 • 如意 *長壽.延 載. 證聖 • 萬 

歳 通 天. 神 功. 聖歷 • 久視* 大足 • 長 安の 諸 年號を 通して、 卽ち武 后の 治世 を 通して 公に 行 はれ、 (其の後 く 私に 


行 はれたら しい。 この 事 は 後に 至って 觸れ る。) 要するに 一時の 通用に 過ぎぬ。 然し. 返陬の 地にまで 等しく 行 はれ、 ュ- 

の範圍 の廣汎 なること、 秦漢の 盛時と 雖も、 遠く 及ばざる 程度に 達した Q であった。 武 后の 當時 は、 怫敎極 盛の 時代 

で、 沙門 十 人が 「大 雲經」 を 偽 撰して 之 を 表 上し、 盛んに 神皇受 命の 事 を 言った ので、 制して 之 を 天下に 頒ち、 諸 州に 

各よ 大雲寺 を 置かし むる が 如き 事お り、 叉 華厳宗の 大成 者 賢 首 大師 法藏を 尊崇して、 その 講筵を 設け、 有名な 「金師 子 

章」 は武后に對して爲せる法藏の講錄とぃは^0^1程でぁる。 斯る 時代で あるから、 こ Q 新字 は 自然 書寫 Q 佛典 中に も あ 

ら はる. - に 至った。 「綾 藏經」 所牧 Q 「一 乘佛性 究竟 論」 の 中には 一生 商 暴の 三 字が 用 ひられて 居り、 又、 高麗 本 「惠琳 

音義」 卷五 十四、 怫說摩 鄧女經 に は 侄逛わ 二字が 用 ひられて 居り、 又、 高麗 本 を 翻刻せ る r 說ー 切 有 部 雜攝」 の 中には 

十三 学 以上の 多き が毘 られ、 又、 高麗 本 r 玄應 音義」 卷 一 の 新 華厳 音義第 八十の 末尾に 列擧 せらる. -異體 文字 三十 四 個 

0 中に、 新字の 明瞭な ものが 十六 字まで ある。 以て 新字の すべてが、 佛 典書寫 Q 上に 用 ひられた 事 を 知る。， それ 等 は 後 

に 常 字に 改められ たから、 今日で は 新字の 研究 は 直接に 必要 を 認めぬ までに 至って 居る が、 然し 新に あら はれる 资 料の 

中 I 之が られる 事が あらう。 さて 又 r 怫 說阿彌 陀經」 の而雨 曼陀羅 華の 而字 は、 恐らく は 新字の 1^  (天) 字で なかつ 

たかと 思 はれる。 單に 一時の 通用に 過ぎぬ 新字で あるから、 怫敎の 研究 上にまで 影響 あるべし など 思 ひも よらなかった 

が、 以上 ひ 如く 諸種の 寫經 又は 刻經の 上に あら はれて 居る からに は、 是非 4i ハーた び は 之 を 調査して S く is? の 必耍を 感じ 

てヽ 相當の 年月に 亙りて、 出來 得る 限りの 資料 を 集め、 今 は 新に 加 ふべき 110- 込み もない ので、 之 を 公表す る 祟と したの 

である。 その 出發點 は、 實に 「支那 怫敎 史蹟」 所牧の 拓本 Q 研究から であった。 

二 新字に 關 する 文 獻  . 
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武周 新字 Q 數は、 從來 Q 研究に て は、 まだ 一致して 居らぬ。 「新 唐 書」 0 后妃 傳の 中には 十二 文と し、 宋 Q_s 携の 「通 

志」 に は 十八 字 (實は 十六 字) とし、 「宣 和書 譜」 に は 十九 字と し、 明 Q 陶九成 Q 「書 史會 要」、 清の 葉昌爆 Q 「語 石」 

は、 之に 從 つて 同じく 十九 字と して 居る。 斯くて 之に 關 する 文獻の 上で は、 十九 字に 決定 せられた 如くで あるが、 然し 

實地 について 研究して 見る と、 十九 字 中には 議 すべき ものが ある。 こ X に 結論 を擧 ぐれば、 予が 今日までの 資料で は、 

何としても 十七 字し か發 見が 出來 ぬ。 或は 0 考 へから 一字 を 之に 加 へれば、 十八 字と なる。 恐らく は是等 十七 字 或は 十 

八 字 は、 その 全部で なから うかと 思 ふ。 故 桑原 博士 は 二十 一字 かと 言って 居る が、 同 博士が 之に ついて 書いた ものが あ 

る や 否や は、 予は まだ 知らぬ ので あるから、 之に 立ち入る 事 は出來 ない C 

予の 資料 及び 之が 研究に 入る 前に、 順序 上 之に 關 する 從來の 文獻を 見て 行く 事と する。 文 獻 は 繰り返して 言 ふ 如く、 

(一 ) 「新 唐 書」、 (二) 「通 志」、 (三) r 宣 和書 譜」、 (四) 「書 史會 要」、 (五) 「語 石」 の 五 種で ある。 

(第一) r 舊唐 書」. 卷六、 則 天皇 后 本 紀の條 T に、 「永昌 元年 十一月 を 改めて 載 初 元年と 爲し、 十二月 を 臘月と 爲し、 

舊 正月 を 改めて 一月と 爲し、 大舗 三日、 神皇 自ら 墨 字 を 以て 名と 爲し、 遂に 詔書 を 改めて 制 書と 爲す」 と ある。. 武后自 

ら 字 を 以て 名と した 時が、 新字の 製作 時で あらう から、 載 初 元年 (六 八 九) が 新字の 紀元と なる。 r 舊唐 書」 に は 新 

字を揭 載して ない が、 「新 唐 書」 卷七 十六、 則 H<s 聖 皇后 傳の 中に、 次の 如くに 記して、 新字 十二 を列擧 して ある。 

载 初 中、 乂 享，， 萬 象 神 宮； 以-, 太 穆文 德ニ皇 后， 配 k 、地 祇 引， -周 忠孝 太 后 I 從 配。 作，， 瞾 丙 来 ^  ®  EI 〇 auw 

.:>:  J. 难舌十 有 一 一 文； 太 后 自 名 i 、改- 詔 書， 爲，， 制 書，， •  ■  . 

cpk に讀み 方 0 附 けられて 居ぬ のが 遺憾で あり、 叉 十 有 二 文と いふの は 穿 塞が His てない ので ある。 


前揭 0 十二 文 Q 字 態 は 宋刊中 字 本に 據 つた Q であるが、 宋嘉祐 本、 光 緒 壬 寅年 埃實齋 石 印本、 及び 五 局 合刊本 を對照 

する に 及んで、 その 悉くに 多少の 不同 ある を發 見した。 不同 は 左の 四 字で ある。 


宋刊中 宇 本  一「£  M  0 愿 

宋嘉祐 本.  四 ー豳 裒 M 

五 局 八 3 刊 本  H  0  0  0 


竣實齋 石 印本— 丙 萬 IS 翕 


(第二) 宋の鄭 樵 漁 仲 撰、 「通 志」 卷三 十五、 論變更 0 下に、 次の 如くに 記して ある 


ie< 代 天 ^^1代地 © 代 日 

走 代 E 又 作 Ha 瞾代照 


® 代 

鍫代證 


Gn: 又 作 


代 


〇 代 港 代 KH 蘭 代 載 顏代初 

1^111 代聖 穢代， 授 肅代戴 园代國 

右 武后更 造， 干 八 ま 代，， 舊 十 六 字； 史 ぼ 儒生 皆 謂、 其 草 刽 無 fe  。以. 臣 觀 i  、天 作 J 冗、 U 作 .©、 幷紫文 也 • 

年 作 jn 止 作. M 、幷 古 文 行-於 世-者。 授 古文 亦 有 ，作& SM 亦 ^-^N 者； 地 籀 文 或 i  S 崔 

. 希 祐 赛. 古 而 作。 孰 謂，， 其 草 創 而 無， 所^ 與。 

これ は 異體を も 加へ て 十八 字と したので あって、 その 實は 十六 字に 過ぎぬ から、 これ また 十分に 穿 整した もので ない 

(第三) 明 海 虞 毛 晉訂の 「宣 和書 譜」 卷ー、 賜錢^ 衣 襟 書の 條 下に、 次の 如くに 記して ある。 
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其 出-新 窓； 持， ュ i; ト ；^,i 前 人 維 畫； 自 V 我 作ん 口、 爲，， 十 九 宇一 曰 天 來 fj 地 ^  HM  S  nn  0  M  W  n 

维年 港 E  05 惠^ 奧载 园 II  初 0  m  § ^、投 至 人 鬣 M 匿 生- 

當時 臣下 章 !k 下 害 契； 咸 用，， 其 字； 然 獨 能 行，， 於 一 ，而 止。 麼 之 石 刻、 载，， 其 字， 者、 知，， 其 在细 天 時- 

也。 雖ぉ 亦 本，， 於 富 作^。 初 得，， ；晉 王^ 十 世 孫 方慶者 家、 藏，， 其 齟 父 二十 八 人 寄 S 榻 把 翫 U 自 k 筆 

力 益 進、 其 行 窨 m 霧 能 有，， 丈 夫 勝 氣； 今 御 府 ま， 行 窨ニ  * 

これ はかなり に 穿鑿が 屆 いて 居る ので、 後に 規範と なった Q も當然 である。 然し 一歩 を 進 むれば、 戴 載 Q 新字に 對 して 

異議が あり、 叉 生の 新字 は 認められ ぬので、 實は 十七 字と なる ので ある。 猶、 其 0 他に も 字體の 上に 議 すべき も Q が あ 

るが、 それ は 後に 讓る 事と する ノ  - 

(第 四) 明の 陶宗儀 九成荖 「書 史 會耍」 卷五、 皇后 武 氏の 下に、 新字の 記事が あるが、 r 宣 和書 譜」 のま \で あるから、 

之 を 特記す るの 要がない。 た、. - 十九 字の 順序が 異り、 又、 天日の 二 新字の 形が 少し 異り、 而 して 王 導 十四 世 孫方慶 と爲 

すの 差 あるに 過ぎぬ。 天日の 二 新字 は.：^ S となって 居る。， これ は 羅振玉 本に 據 つたので あるが、 他の 「書- 會耍」 に は 

七 字も異 つて 居る から、 この 方が 他との 相違 を 示す 上に 於て 輿 味が ある。 「宣 和書 譜」 と 多少 異る七 字を褐 げて昆 ると、 

次の 如くで ある。  、 

ース 爲戴 it 載 謳初鐾 聖鑒證 

(第五) 清の 葉 昌熾撰 「語 石」 第一、 唐 十四 則 中、 其の 所 造の 十九 字 を 「直 和書 譜」 に 取り、 而 して 後長々 しく 之に 論 


及して 居る が、 その 十九 字の 形態 は、 多少 前 g ものに 異 るから、 m<. 

墨 初 璧聖 稳投 一生 人 f は 医 生  rL 

同 h 「豪 塞」 S りながら、 「實 塞」 0. 「碧」 ？  ！  一  a 「謹」 も 一 本な- 

「I」 も 一本なら ぬ 爲に 、 8S に 斯る相違を來 した もので あらう。 「書譜」 以後の もの は、 いづれ も 之に きい 

て 居る から、 新字 を 論す if すべき は 「書 譜」 である。 醫熾は 論じて いふ。  V 

自-武 后 a  5 永 S 未き， i 初 以 後-則 mi 製 s 戴 ^  S  fM 不 乍 

與„宣 和 霄 譜-不 V 合。 碑 字 作-於 當 時 (且 非 一  石 「必 無 _ -舛 誤 ¥  S  0ik  . 

諸家 著 i  S 歷 f 三號： S 滑 亂 、則 S 字 S 見； 石 S 模 ik 

奮燏は 新字の 用 ひられた る は、 載 初年 間より とし、 「塞」 が擊を 載と せる に贊 し、 唯 謹 .i.li に.， 

iulgj" 亂 r£ て 居き である。 資は武 周 新字 Q 勢力 I じて、 「念 見る 所 Q 武周 碑數 百， f 下き r 跪 

isf  xf . 奉行 維れ 謹し まざるな し。 尤も 異 参べ I、 巴里坤 SI ほ まあり。 feu 

1 碑！ 暮 it  nil 碑 は、 iff!  hphu^ 

皆 li? て、 文 層す。 f  ii 皆 IU 

r、ulr 醫 遠く 訖 f 雖も、 何 を 以て か爾加 へん。 I 璧 年の 于 大欲の 碑 は 新 響 を ほひ 

して、 射 月な し。 1!  IL 

四 〇 一一 1 . 
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す。 武 后の 時に 在りて、 僅に 書 を 見る もの は 尙ほ唐 を 忘る X に 忍びす、 然も 大 周と 稱 せざる 能 はざる が爲 なり。 張柬之 

は 父 元弼の 墓誌 を 撰して、 永昌 三年と 稱す。 實に 天授 二 年に して、 年月日 また 寫 して 擊 Q}® と爲 す。 魏稼孫 云く、 永昌 

は 載 初と 改め、 載 初 は 天授と 改む。 柬之 當に絕 えて 聞 見な かるべ からす。 意 ふに 永昌の 時、 后 は 制を稱 すと 雖も、 尙未 

だ 帝位 を竊み 國號を 易へ す、 所以に 唐の 正朔 を存 せり。 然るに 張景 之の 誌 も 亦柬之 撰し、 卽ち 天檢三 * と稱 す。 是れそ 

の 說仍ほ 未だ 確たら ざるな り」 と 言って 居る。 

三 研 究 資 料 

武周 新字 は、 「金石 萃編」 や、 「金石 續編」 や、 「八 瓊室 金石 補正」 や、 「山 右 石 刻 叢 編」 や、 「山 左 金石 志」 や、 r 藝風 

堂 金石 書目」 や、 「支那 美術史 雕 塑篇」 などの 中に 數 多く 見えて 居る が、 一は 風 錢雨泐 の爲も あり、 一は 之 を 印刻に 附 

する 際に、 多少 變形 せしめた 爲も あらう、 可な りに 形態が く づれ、 又は 誤謬 を 含んで 居る ので、 その 眞 相に 接せん が爲 

に は、 當 時の 肉筆に 遡らねば ならぬ。 これ 頗る 不 容易の 事で あるが、 予は 幸に も 三種の 肉筆 本に 接し、 而 して 肉筆に 次 

ぐ多數 0 拓本に も 接して 居る Q である。 

三種の 肉筆 本と は 「王 勃 詩 序」、 「文 舘詞 林」、 r 寳 雨經」 後記で ある。 「王 勃 詩 序」 は 佐々 木 信 綱 博士が 之 を 玻璃 版に 

附 して あり、 「文 舘詞 林」 は 高野山から 出， 親した も ので、 上海に て 之 を 玻璃 版に 附 して あり、 「寳 雨經」 後記 は 「鳴 沙餘 

韻」 Q 中に 牧 めら れて ある。 是等は 肉筆の ま- 1 であるから、 當 時の 書 體を さながらに 知らし める 點に 於て、 他 Q 及 * まぬ 

長所 を 有する。 是等 三種の 肉筆 本より、 新字 を 拾ひ來 ると、 「詩 序」 の 中には 十一 字 あり、 「詞 林」 の 中には 十字 あり、 

「寳 雨經」 後記の 中には 八 字 あり、 同字 を 除いて 合計 十四 字と なる。 是等 は、 後の 表に 至りて 明 膝と なる。 


肉筆に 次ぐ も 0 は、 之 を 刻した 碑文で ある。 「支那 佛敎 史蹟」 中に 牧 めら れて ある 幾多の 拓本から、 八 字 を 巣め 得べ く、 

中村不折氏藏の梁師亮墓誌銘及び昇仙太子碑0中には各ぷ九字ぁり、而して是等は肉筆に等しと见るべき價做を^?する。 

拓本に 次ぐ もの は、 拓本に 據 つて 錄 せる 金石文で、 「金石 萃編」 中に 牧 めら れて： 115 る 王 仁 求 碑に 九 字、 信 法 寺 碑、 契 

芯 明 碑、 岱岳觀 碑に は 各 十字、 潘尊 師碼、 大雪 寺 碑に は 十二 字、 大周封 擅 碑に は 十三 字 あり、 「三階 敎 研究」 中に 牧め 

られて ある 武后 登極 讖疏の 中には 十一 字、 「支那 美術史 雕 塑篇」 の 中に 牧 めら れて ある 莫高窟 碑に は 十二 字 あり、 其の 

他、 高麗 本 を 印 成せる 「有 部 f^: 攝」 に は 十三 字 あり、 「金石 繽編」 の 中に 牧 めら れて ある 龍 龕 道場 銘には 十二 字 あり、 

高麗 本 「玄應 音義」 に は 十六 字 ある。 以上 は 九 字 以上 あ， る もの を 出した ので、 その 以下の もの は 枚 舉に堪 へぬ。 

以上 は 新字の 判然たる もの を擧 げたので あって、 この 外に 新字な り や 否や を 判じ 得ぬ 幾多の 變態 文字が あるが、 彼此 

を對 照す る 事に よって、 新字と 斷じ 得ぬ もの は 之 を 取り除く 辜と した。 然し その 中に 於て、 或は 新字な らん かと 想 はる 

る もの は、 後に 出す 事と する。 

(第二 肉 筆 「王 勃 ； S 序」 中 の 新字 表 

, 风风 (天)。 0  り (且。 ^  f^o  P  oic  0SO 至 (人)。 き。 

凰 (初)。 .：：： 十 一 字  - 

(第二) 肉嚷文 館. 詞林」 第三 百册六 中の 新字  i ； , …： 

氚 (天)。 山 要地 )o  <w  ^  9(=)o  ^^^lo  C  (ほ)。 犖 (年 )0  M§o 税 (き。 (初 )o  Ha  (正 )o 

M^BO …… 十一 字  ， 
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. (第三) 肉 養 實雨經 j 後記 中の 新字 . . 

0§v  0M.O 单 (き。 ^ ⑧ (丛。 2 ザリ。 i (き。 MBO   八 字 

是等 三種の 肉筆から 得た 新字の 數は、 總計 十四 個に 達する。 而 して その 形態 を 見る に、 必す しも 一定して 居らぬ。 最 

も簡單 なる 日 字に すら 二種 あり、 月 字に は 八 種の 多き を數 へ、 地 字に 二種 あり、 初 字に 二種 あり、 年 字に 二種 あり、 授 

字に 二種 あり、 載 字に は 六 種 あり、 とい ふ 事になる。 若し 「通 志」 が 異態を 以て 別の 新字と した 例に 從 ふと、 是等 十四 

新字 は 三十 二の 新字と いふ 事になる が、 それ は 不穩當 であって、 或は 筆勢の 上から、 或は 意樂 C> 上から 變態を 見る に 至 

つたと する 方が 可い。 唯 月 字に のみ は、 こ. -の 資料 だけで も、 二 系統あった とせねば なら. ぬので ある。 

(第 四) 石 刻 拓本 中の 新字 

「支那 怫敎 史蹟」 の 中に、 拓本の 數 多の も Q が 見られる。 叉、 中 村 不折氏 は 昇 仙 太子 碑 • 梁師亮 墓誌銘 • 張 府君妻 墓誌 

文の 拓本 を所藏 して 居る。 是等は 肉筆に 次ぐ 好资 料であって、 その 中に 次の 新字が 毘られ る。 どの 碑に、 どの 字 態が あ 

るか は、 後の 表に 譲って、 こ X に は 唯 新字 を列擧 する 事と する。 

孤 而ー天ー。 壅ー地)。 ©  ^Bo  ©  ^  ^  ^  ^  ^  ^f^o  o^^o 準 (き。 lE^O 至 一人 一。 M& 

(載)。 0BO 稂後 (授 )o 燈 (聖 )。 ：… ；丁三 字 

是 等は實 地に 書いた もの を、 その ま- f に 刻した ので あるから、 肉筆と 招 匹すべき ものである。 

(第五) 金石文 及び 刻本 中に 見ら る X 新字 

「金石 萃編」 の 中には、 王 仁 求 碑 あ"、 大周封 祀壇碑 あり、 ^岳觀 碑 あり、 信 法 寺 碑 あり、 契 サ必明 碑 あり、 潘尊 師碣ぁ 


り、 大雲寺 碑 あり、 獲嘉縣 浮圖銘 あ，^、 「金石 續編」 に 龍 龕 道場 銘 あり、 「支那 美術史 雕 塑篇」 に莫 高窟碑 あり、 「三階 

敎 研究」 に武后 登極 讖疏 あり、 この 外に 高麗 本 r 玄應 音義」 あり、 高麗 本 覆刻 「有 部 律攝」 あり、 とい ふ 風で、 新字 を 

含む ものが 澤山 にある。 以上 は少 くも 九 字 以上 を 含む もの だけ を擧 げたので、 その 以下の もの を擧 げたら、 枚 擧に堪 へ 

られ ぬので ある。 今、 先づ是 等の 新字の 數を 表出して、 如何なる 文字が 新作せられ たかを 知る 築が、 變 態 文字の 新字な 

り や 否や を 決定す るに つきて、 重要な 準備と なる から、 次に 表出して 毘る。 こ- -に は、 之 を 常 字に 代へ て き、 而 して 

是 等と 對 照の 便宜上、 最後に 肉筆 を 出す^ とする。 

天地 日月 年 正 國 初聖 —王 仁 求 碑 麵顆) 

天地 日月 年  國 初 聖授. —梁 師亮 墓誌銘 (Jfl 一 

天地 日月 星 正 臣人圃 聖 —昇 仙 太子 碑 (fll つ 


天地 日月 星 年 正 画 載 初 i 信 法 寺 碑 ま I 

天地 日月 年  國載 聖授& I 契 芯 明 碑 (f^ 银 

天地 日月 星 年 正 人 初聖授 —岱 岳觀碑 

天地 日月 還 年 正 君臣 載 初 —武后 登極 讖疏 

天地 日月 星 年 正 人國 載初聖 —莫 高窟 碑； I- 聯 

地 日月 星 年 正 臣 國 載初聖 證 I 潘 尊師碣 (H 

天地 日月 si- 年 正 人國載 聖授 —大雲 寺 碑 (お I 

天地 日月 年 正 臣 國 載初聖 證 I 龍 龕 道場 銘 (II 

武周 新字の 一 研究 


九 字 

九 字 

十字 

十字 

十字 

十一 字 

十一 字 

十二 字 

十二 字 

十二 字 

十二 字 
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天地 日月 年 正 君臣 人國 載初聖 —大周 封 擅 碑 (纏 難^) 十三 字 

天地 月 年 正 君臣 人圃 初 聖授證 —有 部律攝  十三 字 

天地 日月 星 年 正 君臣 人國載 初聖授 —孝 明 皇后 碑 (115) 十 W 字 

天地 日月 星 年 正 君臣 人 國載初 聖授證 —玄 應音義  十六 字 

天地 日月 星 年 正， 臣人 載 初 聖授證 —肉筆 三種  <  十四 字 

彼此の 文 獻を對 照す る 事に よって、 同 一 0 資料から した も 0 でも、 時に 字體を 異にする を昆 る。 例せば莫高^02碑に於 

て、 「西域 水道 記」 のと、 「支那 美術史 雕 塑篇」 のと、 鎮る異 る も 0} が あり、 龍 龕 道場 碑に 於て、 「金石 績編」 のと 「八 

璞室 金石 補正」 のと、 多少 之 を 異にする も c> が あり、 甚 しき は 同一 の 「書史 會耍」 でも、 刻本の 相違に よって 異る が 

あり、 而 して 「書 史 會耍」 でも、 「語 石」 でも、 同じく 「宣 和書 譜」 を 承け たも Q であるが、 いづれ も 「書 譜」 Q とも 

又異る 所が あり、 更に 「會 耍」 と 「語 石」 との 間に も異る 所が ある。 斯く 比較し 來る時 は、 刻本に 十分 0 信賴が 置き 難 

く、 結局 は 原石に 遡らねば ならぬ 事と なる が 、それ は 到底 爲し 得らるべき でな. い。 然し 肉筆 及び 拓本 Q 中に、 大抵の 新 

字が 見られる から、 予は之 を判讀 する 上に 於て 過失な きを 信す る。 石に 摩泐が あるので、 形態の くづれ たもの. t ある 事 

を 考慮 Q 中に 置く 時 は、 文獻の 上に あら はれた も QQ 上に、 誤認が あると 推定す るが、 最も 然るべ しと 思 ふので ある。 

新字 Q 用 ひられて 居る Q は、 年號 でい へば 載 初から 長 安までで あって、 是 等の 間に は 天授 • 如意 • 長壽 .延載.證 

聖. 天 冊萬歲 • S 歲登封 • 萬歲通 天 • 神 功. 聖歷 • 久視. 大足 Q 諸號が あるが、 其の 間に 於て 新字の 製せられ たの は、 

載 初と 天授と 證聖 の三號 だけで ある。 如意 Q 常 字 は 如意 元年 立 獲嘉縣 浮圖銘 にあり、 長壽. 長 安 Q 常 字が 長 安二 年 立 孝. 

明 皇后 碑に あり、 延 載の 延の常 字が 聖歷 年間 立の 王 仁 求 碑. 昇 仙 太子 碑に あり、 册萬歲. ^^封の常字が登封元年立大^?? 


封祀擅 碑に あり、 萬歲 通の 常 字が 萬 歲通天 二 年 立 梁 師亮碑 • 辨智城 碑に あり、 神 功 Q 常 字が 聖歷 元年 立 王 仁 求 碑に あ 

り、 久視の 年 號が常 字 を 以て 石綜 詩碑に 記され、 大足の 常 字 は 大雲寺 碑； y 用 ひられ、 聖歷 の歷字 は聖歷 年間 立の 諸 碑に 

用 ひられて 居る。 更に 載 初に 先 だつ 永 昌の常 字 は、 孝 明 皇后 碑に ぁリ、 之に 先 だつ 垂拱 0 常 字 は 龍 龕 道場 銘 にあり、 長 

安 Q 次の 神 龍. 景 龍の 常字は 岱岳觀 題名 碑に あるから、 是等 0 諸號に 新字 Q なかった iej は、 何等の 懸念な く 之 を 決定し 

得る。 斯くて 武后 一代の 年號 が、 悉く 新字 を 以てせられた のでない 事が 決定 せられて 來 ると、 新字の 範圍が 自ら 限定し 

て來る 0 である。 此の 事 を 第一 著に 考 へて 置かねば、 新字の 數を 定める 上に 於て、 確た る見當 がっか なくなって 来る Q 

である。 元來武 后の 目的 は、 新字 を 製して 之 を 公行せ しめ、 特に 之 を 碑 刻に 上せ、 以て 萬 世に 傳 へんと した もので あら 

う。 然し 前揭 Q 如くに、 悉くの 年號に 新字 を 製した のでな くして、 武后 一代の 十四 號 中に 於て、 新字の 製せられ たの 

は、 載 初と 天授と 證聖 の三號 だけで ある。 載 初 • 天授に 新字 を 製して、 之に 續く 如意. 長壽. 延 載に は之を 製せ す、 そ 

の 次の 證 蜜に 至って、 更に 新字 を 製した Q は 何故で あらう か。 試みに 之 を 推 想して 見る に、 恐らく は 次の 様な 情で あ 

らう か。 載 初から 長 安までの 間 は、 僅に 十二 年に 過ぎぬ。 而 して 年號の 改められる 事、 贊に 十四の 多き に 及んで 居る。 

初に 載 初 元年 正月に、 自ら 鑿 を 以て 名と したから、 此の 時 載 初の 年號に 新字 を 製した. 事 は、 甚だ 考へ 易い 所で ある。 そ 

0 九月に 唐 命 を 革め、 國號を 改めて 周と 爲し、 同時に 天授. U 改元し、 ノ尊號 を 加へ て 聖祌皇 帝と いったから、 此 ：0 時 天授 

0 號に 新字 を 製して、 恐らく は そ 0 永績を 期したら う。 然るに そ Q 三年 四月に 至りて 如意と 改元し、 九月に 至って 更に 

長壽と 改元した が、 . 如意に も 長壽 にも 改元 0 際に 新字 を 製すべき 事件 も餘裕 もなかつ たらし い。 長窵は 三年 間に 冗り、 

二 年 九月に 金輪 聖神 皇帝の 號を 加へ、. 三年 五月に は 更に 尊號を 加へ て 越 古金 輪聖神 皇帝と 爲 したから、 後から 見れば 長 

壽の 新字が あっても 然るべき であるが、 越 古の 加號と 同時 忆延 載と 改元し、 更に 證聖と 改元した。 斯くて 如意から 長 薄 
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延載 を經て 證聖に 至る 間に、 年號は 四つ ある けれども、 時日 は 二 年に ならぬ 急變 であって、 その 改元の 時期に 吉、 祥 がな 

かった。 これ 新字 を製定 する に 至らなかった 所以で あらう かと 思 はれる。 證聖 元年 一月に、 尊號を 加へ て、 慈 氏 越 古金 

輪璧祌 皇帝と. いった Q は、 蓋し 武 后の 得意 絕 頂の 時で あらう。 自ら 慈 氏卽ち 彌勒を 以て 任 する は、 頗る 過當 とせねば な 

ら ぬが、 證聖の 年 號は必 す この 自信から 來 たもので、. これに 新字 を 製して、 これ また その 永繽を 期した 事で あったら 

う。 二月に 至って、 流石に 慈 氏 越 古の 尊號を 去った が、 然し 九月に 至りて、 天 冊 金輪 聖神 皇帝の 尊號を 加へ て 天册萬 

歳と 改元し、 また 臘月に 萬歲登 封と 改元し、 更に 四月に 萬歲通 天と 改元し、 而 して 通 天 二 年 九月に 神 功と 改元し、 正月 

に 聖歷と 改元した。 斯く 僅に 三年 間に 五つの 年號を 有する 狀態 では、 新字 を 製す る 事情が 具 はらなかった と 思 ふ。 斯の 

如くに して 載 初 は 新字 製定の 初年で あり、 國號を 周と 改めた 時 は 天授で、 これ また 新字 を 製し、 慈 氏の 尊號を 加へ た 時 

が證聖 で、 これ また 新字 を 製した が、 其の 他は餘 りに あわた、 ^ しい 改元の 爲に、 常 字 を 用 ひた も Q ではなから うか。 

斯くて 年號 Q 文字す らも、 その 悉く は 改めない ので あるから、 種々 0 文字 を數 多く 作製すべき. でな 5  。 一寸見る と、 

載の 如き、 授の 如き、 證の 如き、 聖 Q 如き、 頗る 特殊な 文字まで 新 製して 居る から、 他に 澤山 Q 文字が あったら うと 想 

像せられ るが、 是等 特殊の 文字 は年號 であるから、 これ は 論外と すべきで ある。 年號 すら も、 延載ゃ 聖歷ゃ 萬 歲通天 や 

など は、 常新兩 字を幷 用して 居る 程で あるから、 他の 文字 を 無制限に 造り 得べき でない。 是に 至って 新字の 數と範 園が 

大 體見當 がっく  Q である。 之 を 系統的に 想定して 見る と、 年號 文字の 載 初 授證聖 の 五 個に、 年月日の 三 字 を 加へ て 八 個 

となり、 正月の 正 を 加へ て 九 個と なり、 これが 新字の 中心 を爲 して 居る。 而し てこの 外に 天地の 二字 あり。 日月に 對し 

て EJ- あり。 天地に 對 して 人 あり。 人の 中に 君臣 あり。 君臣 0 住する 國 あり。 是 等の 天地 星 人 君臣 國の七 個 を、 前の 九 個 

^加へて十六とな，=^、 それに 武 后の 名の 照 字 を 加へ て 十七 字と なる。 年 號に關 する 載 初 授證聖 年月日 正 及び 皇后 名の 照 


Q 十字 を 除 M> ば、 その他 は 天地 ほ 一一 君臣 人 國の七 字の みで、.^. S づれも 普通の 文字に 外ならぬ。 新字 製定の 順序 は、 初に 十 

四 字 を 造り、 これに 授證聖 の 三 新字 を 追加した ものと 見て よい。 

以上に 表せる 諸资 料を對 照して 見る に、 碑 刻 中に 用 ひられた 文字 は、 概ね 一定し、 その 全部 を 集め 來れば 總；； 前 5^ 十 

六 字と なり、 他の 文獻の もの も、 畢竟 此の 外 を 出で ぬ。 之に 碑 刻に あら はれぬ 武后 自稱の 照の 新字 を 加へ て、 十七 字と 

なる。 予は是 等の 十七 字で、 新字 Q 數は盡 き はしまい かと 思 ふ。 猶 新字な り や 否や 決定し かねる もの も あるが、 それ は 

後に 至って 言及す る 事と する。 

さて 又 諸種の 碑文 を對 照す る桌 によって、 知り， 得らる. t 事 は、 當時 新字 を 用 ふる 1^ が必す しも 一定せ す、 時に 《お， 化 

字を幷 用し、 時には 常 字の み を 用 ふる 事 あり、 又 新字の 形 體の必 す しも 一定せ ぬ 事で ある。 常 新 ：1 字幷^ の 例 は、 ほ；^ 

太子 碑に 於て、 天 fg、 地 1尘。 國問 を、 王 仁 求 碑に 於て 地堪 を、 契 芯 明 碑に 於て 日 ©、 月 ゆ、 年 霍國园 を、 孝 明 皇后 碑に 

於て 月 區 地？ ル七 を幷 用せ るが 如きに よって 知られる。 又、 常 字 を 用 ひた 例 は、 梁 師ー化 や、 王仁求のニ碑に於ては§^<のニ 

字 を、 潘尊師 碑に 於て は 君 人 天の 三 字 を 用 ひて 居る 事に 見られる。 お ハの他 は 之 を 略す る。 斯くて 新字 は必 すし も强 S 的 

に 使用せ しめた もので な^ 事が 知られる ので ある。  ， 

淸の 刑樹著 「金石文 字 辨異」 の 中には、 岱岳觀 碑の 中から、 天地 日月 年 正 人 初聖授 ini- 臣の 十二 字 (「萃 編」 の 中には 臣 

の 新字が 見えぬ)、 石 涼 詩 序から 君の 一 字、 封祀擅 碑の 中から 國の 一 字、 契 芯 明 碑の 中から 證の 一 字、 合計 十五の 新字 を 

擧げて 居る が、 然し 攀を 新字と して 犟. 新字と せす、 又 ® を 新字と して 〇固 を 新字と せす、 〇 字 は 北 魏北齊 にあり 0 字 

は北齊 にあり として 居る が、 これ は 唯 岱岳觀 碑の み を根據 としたから であって、 他の 諸 碑 を 毘る時 は、 露の 形 はこれ を 

す 概ね 攀 である 事が 知られ、 又 ㊀の形 も 見られる ので ある。 刑澍 はまた 唐の 韋均造 像 記に、 出 字に IB を 用 ひて 居る 
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と 言って 居る が、 これ は刑澍 P 誤讀 であって、、 この 記の は 明白に 正と 讀 むべき 場所で ある。  . , 

高麗 本 覆刻 r 惠琳 音義」 卷五 十四の 中に、 「怫 說摩鄧 女經」 にあり として、 左 Q 二， 字 を 新字と して 居る。 

S 古 國字也 

正- 古 正字 則 天 所 製 字 也 

讓は 古の 國 0 字と して 居る が、 r 經」 そのもの を昆 るに、 r 國中 有大豪 富」 と ある 國 中であって、 實は 二字で あるから、 

これ を 一字と したの が旣に 誤りで ある。 後者 は r 經」 に 「便 自正 心、 卽得 阿羅漢 道」 と ある も ので、 これ また 正 心 Q 二字で 

あって、 一字で はない。 惠瑚 Q この 注に は、 何等かの 誤りが あらう。 恐らく は 國中を もとは 园 中に 作り、 正 心 を もとは 

0 心に 作った の を、 書 者が 誤って 围正 心と 書いた もので なから うか。 然 らば 惠琳の 誤りで なくして、 實は書 者の 誤りと な 

るので ある。 

き 

四 新字の 用 ひられた る 期間 

武周 新字が、 何 帝の 何年に 制せられて、 而 して 何 帝の 何年まで 行 はれた も Q であるか は、 一の 課題で ある、 概言 する 

と武后 一代の ものと して 差 支ない が、 一方に は その後 百 二十 五 年も績 いて 用 ひられた とい ふ 文獻も あり、 他方に は 叉 載 

初年 間に 先だって 幾分の 文字が 旣に用 ひられて 居る らしい 事 を 知らし める 資料 も ある。 

載 初より 前に 新字が 用 ひられて 居る らしと いふの は、 上 □□ 華 歳次 甲 犬 □ 秋 足 ©灘@ 足 日の 年月日 を 有する 大德寺 造 

像建閣 碑で、 淸 Q 王昶撰 「金石 萃編」 卷 五十八に 揭 げられ て 居る。， 唐 代に 上 元の 年號が 二つ あり、 一 は高宗 時代の もの、 

他 は肅宗 時代の ものである。 高宗 時代の 上 元は 甲 戌 • 乙 ナスの 二 年で あり、 肅宗 時代 Q 上 元は 褒子 • 辛 の 二 年で あるか 


ら、 この 上 元は 高 宗甲犬 (戌) の 歳に 當り、 二 個の 泐字 は、 當然 元元と ならねば ならぬ。 上 元元 年 は 載 初 元年 を まる 事 

十六 年 以前で ある。 この 碑文 中には、 玄宗 皇帝の 諱隆 基の 二字 を、 幾つ も 用 ひて 居る 事に よって、 玄宗 Q まだ 崩 ぜぬ時 

の 肅宗上 元で ない 事が、 之 を 支持す る 傍 證の價 値が あらう。 (仁 井田 君 注意)。 この 碑 Q 中に 而 乖の 五新 字が 用 ひ 

られて 居る。 王昶 は、 之に ついて、 「碑文の 仲秋 満月の 日 は、 高 宗紀に 秋 八月 壬 辰、 皇帝、 天皇と 稱し、 皇后、 天后と 

稱し、 咸享五 年 を 改めて 上 元元 年と 爲せ るに 當る。 通 鑑目錄 を 以て 之 を 推す に、 是の歲 八 年 戊 寅朔壬 1^ を 十五 日と 爲す。 

碑に いふ 所の 満月の 日 は、 蓋し 月満の 日に して、 正に 十五 日 を 指す。 然 らば 改正 は旣に 八月 十五 日に 在り」、 云云と 言 

ひ、 又、 「天后の 改 字が 大周， に 始まる と. S ふ は、 盡 く然ら す」 と 言 ひ、 又 碑文 中に 旣に 天皇と 稱 して あるので、 此の 碑 

の 立てられ たの は 上 元 改元の 後に あるべく、 末 行 Q 年月 は 追 述の詔 詞に關 する もので、 立 碑の 歳月で ない と 富って 居 

る。 こ Q 碑 Q 中には 足 (之) •  t 刀 (巧) • 誓 (晋) • 金 (金) (參) の 如き 異態 文字が 頗る 多い が、 いづれ も 新字と する 资料 

に 乏しく。 新字と 確定すべき は、 上の 五 個で ある。 但、 立 碑の 年月が 明白で ないから、 王雜の 意見が ある けれども、 こ 

0 碑 だけで は 載 初 以前に 五新 字の 用 ひられた 決定 資料と はせられ ぬと 思 ふ。 

次に 新字が 武后 一代 のみでな く、 逸に 後年まで 用 ひられた とい ふ 事 を 初めて 言 ひ 出した 人 は、 顧炎武 氏で ある。 その 

「金石文 字 記」 卷の 三、 岱岳觀 造 像 記 Q 後に 附 して、 大 周年の 碑に は 天 • 地 • 人 • 聖 • 臣* 年 • 月 • 日 • 星. 正 • 授. 

初に 新字 を當 て.^ 居る が、 唯 辰 字の みは 判らぬ、 是れ應 字な らん かと 疑 ひ、 而 して 设 後に 「册府 元龜」 に 「文 宗太和 二 

年 十月、 詔 天后 所 撰 十二 字幷 却、 書 二 其 本字 こ と ある を引證 して、 「今 按」 として、 景龍 以後の 碑 志の 文 は、 固と 皆 その 

本字 を 書せ るに、 何 を 以て か 此の 詔 有 リしを 知らす と 言って 居る。 果して 文宗 0 太 和 二 年 (八 二八) に 此の 詔 ありし とせ 

ば、 長 安四 年 (七 〇 四) より 數 へて、 百 二十 四 年の 間 新字が 行 はれて 居た 事と なる。 博^ 顧 氏の 證 であるから、 よも や 
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間違 は あるまい が、 かなりに r 册府 元龜」 を涉獵 した けれど、 予は 未だ 此の 詔を儉 出し 得ぬ。 而 して 顧 氏 は 新字 十二 

出して 君 *國* 載 • 誇の 四 字に 及ばす、 疑の 如き 變態 文字 を 出して 居る 0 である. -  . 

顧 氏が この 疑問 を 出して 後、 「山 左 金石 志」 Q 著者 畢沅. 阮元ニ 氏 は、 r 容齋隨 筆」 Q 中に ある 唐中宗 時代の 權若訥 0 上 

疏事實 を 引い， て、 僞撰 字が また 行 はれて 文宗 Q 朝に 至り、 詔 文に よりて 其の 跡 を 掃除した Q であるが、 顧 氏 は 未だ 1  に を 

詳 にせざる ので あると、 氣焰を 擧げて 居る、 「容齋 隨箪」 とい ふの は、 宋 Q 供 文敏の 撰で、 問題 Q 上疏 は、 r 繽筆」 卷ニ、 

權若 訥馮減 Q 條下 にある。 今 そ 0 本文 を 出して 見る、 

唐 中 宗旣流 二 殺 五 王 T 再 復武二 氏 陵廟？ 右補闕 權若訥 上疏、 以爲 天地 日月 等 字、 皆 則 天 能事、 賊 臣敬暉 等、 輕紊二 前規？ 

削レ 之無レ 益- 1 於淳化 T 存レ之 有レ光 n 於 孝理？ 叉 神 龍 制 書、 一 事 以上： IS 依- 1 正觀 故事？ 豈可 T 近捨 n 母 儀？ 遠 尊 * 祖德 ^ 疏奏、 

手 制 褒美。  、 

これに よれば、 中宗が 復位して 後、 武 氏の 陵 廟を復 せる 時、 權若訥 が上疏 して、 新字 は 則 天 Q 能事であった。 之 を存し 

てこ そ 孝理を 光に する ものである。 今、 貞觀の 故事に 依る 0 制 書が ある、 近く 母 儀 を 捨て X 遠く 祖德を 尊ぶ は、 然るべ 

. き でない と 言 ふので ある。 之に Si して、 手 制 褒美と あるから、 中宗が 嘉納した 事と なる。 「山 左 金石 志」 の 著者 は、 新字 

が 行 はれて 文宗 時代に 及んだ 事が、 こ Q 事 實 によって. 證明 せらる ると いふので ある。 

こ 0 顧 氏 Q 說と、 「容齋隨筆」を；^1;ける畢阮氏の說とは、 「山 左 金石 志」 にも あり、 「金石 萃編」 Q 中に も、 その ま." 用 

せられて 居る。 r 萃編」 の荖者 王賴氏 は、 文宗 時代まで 新字が 行 はれし や 否やに つきて は、 何も 言って ない。 唯 前 揭の如 

く、 新字 Q 幾分 は 旣に載 初年 間 以前に 出來て 居た と霄 つて 居る に 過ぎぬ。 思 ふに、 文宗 Q 婦除 新字 Q 詔 文 ある 以上 は、 

その 時代まで 時に 之 を 使用す る ものが あつたと せねば ならぬ が、 然し 公に 用 ふる 事 は 無かった と 思 はれる。 斯くて 予は 


武周 新字 は、 上 元元 年 以後 幾分 出来して、 將來の 準備 を爲 し、 載 初 元年に 至りて 具備し、 而 して、 武 后の 後 百 二十 五 年 

程 も、 之 を 用 ふるもの があった、 然し 公に 之 を 用 ふる 事 は、 載 初から 長 安まで Q 間に 限られた と 言 ひたい 0 である。 そ 

は 幾多 Q 金石文が 之を證 明し、 特に 觀 題名 碑の 中に、 天授 や 聖歷ゃ 萬 歲通天 や 長 安 やの 用 ひられた 題名と 相 隣り て 

長 安に 次ぐ 神 龍ゃ景 龍の 題名に は 新字 を 用 ひて ない 事に よって、 歷 然と 之を證 明す る 察が 出來 ると 思 ふので ある。 

五 新字 形體の 種々 相 

次に 蒐集し 得た 種々 Q 资料 中より、 新字の 形體を 出して 見る。 中には 一 字で 十 個 以上 Q 形體を 有する もの. - ある 所 か 

ら毘れ ば、 蓋し 新字の 形體は 一定 不動の ものでなくて、 筆勢 ゃ意樂 で、 自由に 變 化せし めた も Q である。 若しも Hi 志」 

の 如く 異態を も 別 ^1- とする 時 は、 七 八十 以上の 數に 上る 事と なる が、 それ は穩當 でな く、 單に 十六 字の 種々 相に 外なら 

ぬので ある。 先 づ是等 十七 字の 種々 根 を 見て、 その後に 「通 志」 や 「宣 和書 譜」 に 及ぶ を 便と する。 

.  一、 天 Q 新字 

风 ： 肉 養 王 勃 詩 序」。 第 f 文 舘詞林 j。  ヽ 

^  肉筆 f 寶雨經 j 後記。 「お 部 ^ii: 攝 」。 

而ま 拓本，、 不折氏 藏ロ升 仙 太子 碑。 

ffi  , 拓本 【支那 佛敎 史蹐丁 三。 iA!Hng,^^ui^。 

^  r 【八邀 室 金石 補正」 所載、 龍 翁 道場 銘。 
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最後 0 道場 銘の もの は、 六 個まで この 形體 であるが、 恐らく は 書 者に よって 斯る 形に せられた もので なから うかと 

思 ふ。 「金石 績編」 に は、 いづれ も！ € の 形と して ある。 昇 仙 太子 碑に は、 f€ の 外に IPS 形が いくつ も あるが、 肌 を 草書 體 

としたの であらう か。  . 

二、 地 Q 新字 


0 里 肉 養 ifn 勃 詩 序 j。 拓本3:^;仙太，^-碑_ 

0  肉筆 「文 館詞林 j。 拓本 f 史廣ニ 

0  M 『金石 萃編」 所载 、具 仙 太子 陴。 


0  t 

丄\ 


土に 點を 加へ て、 土と する は、 寫經に 見る 所、 蓋し 筆者の 意樂 である。 之 を 止に 作る は、 恐らく は 摩 勒の然 らしめ た 

誤寫 であらう と 思 ふ。 

三、 日の 新字 

^  肉筆 n 土 勃 詩 序 f 

^  ^  ^  ^鎮文 館詞林 r 

めぬ  肉筆 S 雨經〕 後記。 

^  ^  拓本 梁師 亮銘。  * 

ゆ ®〇 拓本 1， 史蹟 二. 三。  . 

？必  f 萃き 所载、 大周 封埴碑 C  " 


® が 流れて _ ^となり-、 更に 流れて となり、 略して @ となり、 而 して 0 となって は、 當 初の 日と 異ら ざるに 至った 

形態の， 上より せば、 ^〇 の 二種と 見るべく、  9 は 恐らく は のく づれた 形で あらう と a ふ。 


四 、月の 新 字 

肉筆 『王 勃 詩 序 J， 

肉 筆 『文 館詞林 f  , 

®®  肉筆 s 雨經 j 後記。 

^^^^^ 拓本、 不折氏 藏張麻 君 妻 墓誌 文。 

^  拓本， 昇 仙 太子 碑。. 有 部 律攝。 

1^  -V  拓本 「史蹟 二  • 三。 岱岳觀 碑。 

©ffil® ⑧ ®  藝風堂 f 金石 目 ヒ子 四。 

^  f 萃 編」 所 载信法 寺 碑。 

ぬ 一山 右 石 刻 叢 編」 五。 

^  【八瓊 室 金石 j 所载、 益 州 都督 張 君 墓誌 錄。 

0  一益 州 金石 記」 所 载、 驼 山 造 像 記。 


月 字の 變態 は、 の 如く 雜多 であるが、 之 を通觀 して、 二 系に 分つ 事が 出来る。 一 はー|^1でぁり、 他 は， ® である。 IM1 

の 字、 筆力 Q 變化 によって S となる。 ©と^ と は 頗る 異り、 中の だけ を 取る 時 は 水 字と なる が、 その 資 の if 化 
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に 外ならぬ。 變化 Q 經路を 明示す る も Q は、 中 村 不折氏 所藏、 天授 二 年 張 君 妻 墓誌 文 及び 他の 同年 碑銘であって、 

蔻し ひ 如き 順序 を 取って 變 化した Q である。 

I  ^  1^  1»  ^  I 

一  . 

^^ぉぉ⑧ひ四形は、 甚 しく 形態 を 異にして 居る が、 以上 ひ 如く その 變化 0 經路を 見れば、 等しく s^c- 變 化に 外なら 

ぬ を 知る 事が 出 來る。 そ ひ 中を不 力水と すべきで ない。 子 は 恐らく はみ を 露 書體 とした もので あらう。 

©•s^o 三 個 は、 予は 未だ 實 見せぬ。 恐らく は摩泐 せる 爲に形 Q く づれた ひ を 鞮讀 して、 而 して 之 を眞書 態とした 

も ◎ でな からう か。 形體 から tn^ ると、 いづれ も區 0 摩泐 であるまい かと 思 はれる、 最後 Q 画 も、 また 誤判で あらう 


ひ 肉筆 i 勃 詩 序 i。 

0  . 肉筆 f 文 豁詞林 j 。拓本 昇 仙 太子 碑 等 _ 

.  六、 年 Q 新字 


傘 


肉 肇至勃 詩 序 J。 『史蹟 二。、 【金石 萃編 J 等 一 


卑 

单 


舌 


肉筆 f 文 館詞 林』。 拓本^ 師 1:=^ 銥 等- 

肉筆 W 雨經」 跋。 刻本 岱岳觀 碑。 

七、 正 0 新字 

肉 養 文 館 0 林 j。 【史蹟 二。 【金 石 萃 編」 等。 

刻 本 部 # 攝1 【山 右 石 叢 § 棲巖詩 叫 1。 


-ノ 


君の 新字 


函  【萃 編」 所载、 大周. 封祀埴 碑。 f 八 寝室 金石、」 孝 明 皇后 碑。 

閽  f 萃，、 姚元之 造 象 記。 - 

禹 商 f©il 武后 登極 疏。 

函  『せ 部律攝 j。 

中の 部分 を 杏に 作り、 又 誓 に 作る は、 恐らく は摩泐 より 來れ る誤讀 でない かと 思 ふ. V 

九、 臣 Q 新字  I 

0 肉 養 文 0 詞 林」。 , 

0  s 養 资雨經 j 後 序。 拓本 2* 仙 太子 碑。 『^部 雞攝」 等。 

武周 新字の 一 研究  四 一 九 


武周 新字の 1 研究 

十、 人の 新字 

一生 肉 養 王 勃 詩 序」。 拓本 具 仙 太子 碑。 f 萃 編」 等- 

十一、 國の 新字 

0 肉筆 「王 勃 詩 序 r 拓本 梁 師亮。 『萃§ 等。 

刻本 莫高窟 碑。 


十二、 載 Q 新字 


ま 風 <^ 癇龐 

藏^ 

衛 議 艤 

0 


肉 蟹！ 王 

肉筆 【文 

拓本 昇 

武 \：5 登 


勃 0 序 一。 

詩 林 r 

仙 太子 碑。 

極 識疏。 リ 

一八 虔室 金石 一, 龍 龕 道場 銘。 

一 金石 續§ 、同上 銘。 ■ 

- A 環 室 金石 j 、孝 明 皇后 碑。 

f 藝風堂 金石 目 一三. 四。 

一. W 右 石 刻 叢 き、 大雲 夺 彌勒閣 碑- 


四 
0 


00 

窠 

羸 

0  - 


-At" 


f 支那 美術史 雕塑 編」。 奠 髙 0 碑 ひ 

『八 ® 室 金石」、 敬 德修橋 碑。 

【山 右 刻 叢 、述簡 墓 志。 

『金石 萃 ®」、 潘 尊 師硯。 『緩 ®/ 鴻漸寺 碑- 

「萃 編」、 信 法 寺 碑。 『间」、 獏嘉縣 浮 蘭銘。 

『萃 編」、 大周 封祀壇 碑。 

『萃 磨、 大雲寺 碑。 二 乘佛性 論 j。 


載の 新字、 變態 甚だ 多くして、 或は 以上 を 以て も盡 きぬ かと 思 はれる。 字 劃が 多い ので、 筆者の 意樂に 任せて、 自 

由に 之 墓 化せ しめたので ある。 之 I 照して 見る と、 蓋し 二 愛 は 豪に 分類す る 素出來 る。 幸に 肉筆の 「王 

勃 詩 序」 や 「文 舘詞 林」 が あるので"、 之が 研究に 犬なる 便利 を 得る。" 唯 困る の は、 同一で あるべき もので、 例せば 

襲霧銘 中に 含まれる 新字が、 「窘 |」ふ-「 八謹窘 補正」 とで、 i 形 を 異にする 奪 ある。 どれが 原 字に 

同じき か異 るか、 之 を 別す る 事が 出來 ぬから、 いづれ を も 擧げて 見る。 


M  I 


，森 I 嵐 —霹— ffil 肃 |議| 雍 —廠 —康 

矗 I 歲 I 黨—  @ I a  — 悫 I 氣 

1 愿. In  — 患— 1^^  —  *  — 恵 I '轟 


武周薪 字の 一 研究 


四ニ 


ま 

晷 

聾 黍 


武周 新字の 一 硏究 

十三、 初 Q 新字 

肉 筆 【文 舘 詞 林』。 

肉筆 【王 勃 詩 序 j。 ， 

拓本 梁師 亮 墓 誌 銘。 

『金 石 萃 編」、 梁師 亮 銘。 

0  武后 登極 識疏。 - 

蠆  『金 石 萃 編 j 、王 仁 求 碑。， 0 編/龍 翁 道 銘_ 

00  【八 蕴 室 金 石 j  、龍寵 道場 銘。 

屦 1§1  【八 壞室金 石 j 、孝 明 皇 后 碑。 

闥  『有 部 律 攝 j。 

函圈 塵 f 藝嵐堂 金石 目」 三， 四。 

00  『山 右 石 刻 叢 編」、 大ま寺 彌勒閣 碑。 

0  一 金石 萃編 r 潘尊 師 51。 

0  , 【金石萃^8」、4<调封祀境碑。 

初の 新字に も 


四 ニニ 


異 態が 甚だ 多い。 その上に 摩泐が あるので、 殊に 複雜を 来して 居る。 これ も 亦 他の 如く、 梁師亮 苗 

誌銘の は、 拓本と 刻本との 上に 相違が あ， =s、 龍 龕 道場 銘の は、 「金石 續編」 のと 「八 璞堂 金石 補正」 のと 相違が ある。 


斯の 如き を 集め 來 らば、 猶 一層の 複雜 とならう。 その 變化 は、 蓋し 左の 如くで も あらう か。 


0 1 


—圔— 墨. I 園！ ' 顧 ー 函 （'圜 —  I 鋈 

—鎏 I 墨— 晷 I 墨. 11^1 墨— 蓖— Hg— 閬 


稜緣 

漦 5^ 穢给 

稔穢 翁. 翁稱稽 


十四、 授 Q 新字  / 

肉 養 王 勃 詩 序」。. 

. 肉 養 文 館 詞 林 r  S 雨 經 J 後 序。 【金 石 萃 i  0  0 銘。. 及大 S 寺 碑 < 

, 【せ 部 律 攝」。 

f 山 右 石 刻 叢 編 j 卷五。 

5 風 堂 金石 so 

『三階 敎硏究 j 所載、 寳雨經 後記。 


授の 新字 は、 また 多くの 變化 なき 中に も異 態が ある。 此の 中には 或は 誤寫が あらう かと 思 ふが、 假 りに 前揭 Q もの を 

正しと 見る 時には、 その 複雜 化せる ものに、 穂と なれる ものと、 稿と なれる ものが あり、 略體に 捲と 稱とが ある。 


0 


十五、 證の 新字 


武周薪 字の 一 硏究 


四 二三 


武周 新字の 1 研究  四 一一 四 

『有 部雜 攝」。 

『金石 萃 編」、 潘尊 帥- di。  f 綾 編」、 龍 龕 道場 銘。 

【史 聩」 一。 「萃鞴 r 資慶寺 造 像銘。 

f 藝風堂 金石 目 so ビ 

證の 新字 0 肉筆 は、 僅に 一個に 接した Q みで ある。 而も その 筆 劃 は、 明瞭で ない。 恐らく は 筆者が 新字 を 解せ ざり 

しが 爲で なから うかと 思 ふ。 前揭の 資料 を 比較して 見る と、 璧が原 字であって、 それが 增 劃して 鐾 とな hs、 略 劃し 

て 墓と なり。 叉鎏 となった と 思 はれる。  , 

十六、 聖 0 新字 

蜜璧 S 雨 經 j 後 記。 二 乘佛性 i§r 『金 石 萃 編」、 王 仁 求 碑。 【同 0 編」、 龍 翁 銘。 f 八瓊室 金石 /2 

上。 【山 右 石 刻 叢 編 r 姬素墓 志 等。 

M  拓本 昇 仙 太子 碑。 及 梁師亮 銘。，  、 

璧  『せ 部律攝 j。 

0  f 金石 萃編 j 、大雲 寺 碑。  ；  . 

璧 壁 誉靈 瞿 鐾； a 璧 f 藝風堂 金石 目 さ一.四。 

これ また かなりに 多くの 變化を 見る。 中には 摩泐 0 爲 に錯讀 せる も 0 も あらんと 思 ふが、 假 りに 是等を 正しき もの 


蓉 


璧攀鐾 


とする 時 は、 次の 如き 變化を 取った と 思 はれる。 

—  slh  J  -i  —  -Mil 


璧 I- 璧 —曼— 璧— 璧 I 壁 I 

十七、 照の 新字 


|鬵—鐾|瞿 


0 

予は 未だ この 新字 Q 實 際に 使用 せられて ある 事例に 接せぬ C 蓋し、 古文に 香 (音 照の 字が ある 所から、 斯る 文字 あら 

しめた ものと 思 はれる。 

以上の 如くに して、 新字 0 形態に は 可な りに 變化 があって、 特に 割數の 多い 年號に 於て 甚 しい。 薬 昌熾は 「語 石」 Q 

中に、 「諸家の 荖錄 が、 證聖 • 聖歷 • 載 初 Q 三號に 於て、 往々 混亂 して 居る の は、 其 字を經 見せ や、 石 湖 模點の 爲に誤 

釋を 免れざる による」 と 言って 居る が、 予は假 りに 正しい ものと して、 以上 Q 如くに 列擧 した 0 である。 

六 新字の 決定 及び 疑問の 文字 

以上の 如く 諸種の 資料 を涉獵 して、 新字の 字 態を會 得して 後に、 「新 唐 書」 「通 志」 「宣和 # 譜」 「書史 會耍」 「語 石」 

0 中に 褐載 せらる. 1 新字 表を儉 案して 見る。 「書 史 會耍」 と 「語 石」 との は、 「宣 和書 譜」 を そのままに 承け たので ある 

が、 其の 中には 字形 を 異にした ものが ぁリ、 而 して 叉 同じく 「書 史 會耍」 であっても、 その 刻本の 相 遠に よって、 また 

其の 間に 相違 を 含んで 居る。 斯の 如くに して、 種々 Q 書に 引用 せられて 居る 「書 譜」 を見來 る. 時 は、 恐らく は 多少の 相 

武周 新字 Q| 研究  四ニ 五 


武周 新字の "研究  四 一一，、 

違 を 含んで 居ようと 思 ふ。 是等 文獻の 新字 は、 旣に 前に 褐 げたが、 對 照の 便利 上、 次に 再録す る 事と する。 

五 種 文獻の 新字 表  . 

宋刊中 字 本 「新 唐 誊 j 十 二 文 I 丙 塞 Q 囝 〇 熏率 鎏爲 

『通 志』 十 A 字 ls§}i.<  0^^? 舌 E,ll,lsl 

天地 H 月 星 君 年 正 臣照戴 载國初 聖受、 生 

f 宣 和 誊 譜 j 十 九 字 I 孤^ rallEloK! 率 H3 思 墨惠奧 ^屬璧 至簦医 

f 書 史 會 耍 一十 九 字 (i 振 玉 本) I 而^  恵 率 Is 瞾覉 园 璺髦萱 一生 鐾 ii 

戴 載  \ 

1 本 f 書 史 會 耍 T 1^  0  ® 褢裹 圔缝蝥 

『語 石』 十 九 字 1 1^ 壅 ®  ®  C  寧 舌 思瞾鏖 4^ 図璺璧 锒至鐾 医  ，  .  ： 

「新 唐 書」 は、 宋の 宋祁が 歐陽修 と共に 撰した もので、 蓋し 新字に ついて 記した 最初の も Q である。 卷七 十六、 后妃 

列 偉の 中に、 十 有 二 文 を 作れり とて、 前表の 如く その 文字 を 揭げて 居る。 但、 宋本 にても、 中 字 本と 嘉祐 本と に は 相違 

あり、 更に 五 局 合 刊本も 竣實齋 石 印本 もまた 相違 ある 事 は、 旣に 前に 記せる 如くで あるから、 今 は 略す る。 「新 唐 書」 

について 概言 すれば、 涉獵 0 足らぬ 事と、 讀み 方を附 してな いのは、 遺憾で ある。 中に 於て 嵐 又は 黒の 字 は 明白に 載 e 

あって、 これに 殆んど 同形が 前の 字形 表 中に 見られる。 君 字なる べき 嵐 は、 予の 未だ 接せぬ 形で ある、 恐らく は 摩泐ょ 

り來れ る誤寫 であらう。 後の 諸家 は 皆 之 を 襲用して 居る が、 但し 多少 その 形葡を 異にし、 jg して その ヒ つれ も予の 蒐集 


せる 諸 形態に 異る。 諸家 は 恐らく は 「新 唐 書」 を 襲用した ので、 自ら 集めた もので なから う。 君 字 はま だ よ^が、 l^f 又 

は 嵐の 字に 至りて は、 何の 文字 やら 判斷 がっかぬ、 後の 三 家 は 之 を 襲用して 居る が、 亦 多少 その 形態 を 異にして 居る、 

「通 志」 のみが、 然るべ からざる に氣 付いて、 之 を 除いた の はよ い。 斯くて 「唐 書」 0 新字 は 十一 字と なる。 

「通 志」 は宋 の紹與 年間の 人鄭 樵の 撰で、 -卷 三十 五、 六書 略の 中に、 十八 字 (赏は 十六 字 ：} を 出して、 之 を 常 字に 配し 

て 居る、 十八 字の 中の 月)、 (聖 )、 ：黎 (證) は、 予の 蒐集 表に 見えぬ、 形で ある。 恐らく は⑩は ®、  ii は 返の 誤りで 

あり、 他の 二 は摩泐 より 來れ る誤寫 であらう。 「通 志」 に 於け る 長所 は臾 字の 然るべ からざる に氣 付いて、 之 を 除まして 

確かな. 鬧字を 導き 入れた 點 にある。 そ 短所 は、 確かな 文字 を 導き 來 りつ. -、 而も 之 を讀み 誤って 嵐 を 載と し il を 載と 

せる 點 にある。 實は 共に 載 字に 外ならぬ 事 は、 前 揭の字 表に 照して 明瞭で ある。 「通 志」 が是等 二字 を。 載。 戴と 讃 める i$ 

が、 後の 三 家 をして 戴の 新字 ありと 考 へしむ るに 至った のであった。 斯くて 月の 二字、 正の 二字、 載の 二字が あるから 

是等を 一字と する 時 は、 十八 字 は 減じて 卜 五 字と かる。 蓋し、 資料の 少い 時代に あって は、 止む を 得ざる 失 誤で ある。 

刑澍の 「金石文 字 雜異」 に、 唐の 石 經に戴 を 載と 讀 める 所が ありと て、 戴 載 Q 通用 を 指摘して 居る が、 然 らば こ \ はす 

ベ て 載と 讀 むべき である。 

明 海 虞 毛晉訂 「宣 和書 譜」 に は 十九 字 ある。 この 十九 字 は、 その ま. 1 r 會耍」 「語 石」 に 襲用 せられて 居る から、 之 

について 議 すれば、 次の 兩 家に 於て 言 ふに 及ばぬ 事と なる。 十九 中、 最も 疑問と すべき は、 惠-奧 EQ 三 字で ある。 「書 

譜」 は 之 を 戴 載 生と 讀ん だが、 予の 調査に よれば、 風 は 少し 違 ふが、 然し 明に 載の 新字で ある けれども、 他 Q  二字 は、 

何等か P 誤謬で ある。 裹 字に ついては、 前に 言った から 之 を 略す る。 医 字 は予の 調査の 中には 出て 來 ぬので ある。 「通 

志」 が 戴の 新字で ありと して 後、. 「書 譜」 も、 「會 耍」 も、 「語 石」 も、 載の 新字に 當 るべき もの を。 g 字と し、 而 して 新字 

武 周-新字の ー硏究  四 二 七 


武周^ 字 Q 一  研究  匹 一一 ヌ 

にない も？ 毛 。 載 字と したが、 そ £K は 。戴と せる ものが、 。 載 字な Q. である。. 「金石 績 編」. 卷六、 大周故 薛府君 墓誌銘の 

中に、 「夫 一生 戴 氏」 と あり、 又 「聘子 戴 氏」 と あるので、 戴に 新字 0 なかった 事 を 知らし め、 而 して 叉 新字 を 用 ふる 昇 仙 

太子 • 契 芯 明 • 潘尊師 • 龍 龕 道場 • 王 仁 求 • 梁師亮 • 信 法 寺 • 莫高窟 等の 諸 碑銘 ビ いづれ も 坐 字 を 用 ふる 事に よつ て、 

生に 新字の 無かった 事 を 知らし める。 また 予 0 調査の 限りに 於て は、 医 0 字 を 見た 事がない、 恐らく は 奥 医 Q  二字 は、 

»1 生の 摩 糊誤寫 であらう か。 然 らば この 二字 は、 取り除かるべき も Q である。 蠻鰲 0 形態に も、 多少の 缺點が ある、 こ 

れ は蠻稳 0 訛で あらう と 思 ふ。 斯くて 十九 字 は 十七 字と なる。 後の 二字 も、 之に 準じて 知るべき である。 

明の 陶九明 撰 「書 史會 要」 は、 羅振玉 本に よれば、 殆んど 「書 譜」 のま. --を 承け て 居る から、 これにつ いて 多く 言 ふ 

の 要がない。 唯、 同じく 「書 史 會耍」 であっても、 その 版に よって 可な りに 相違 を 含む も 0  ある 事で ある。 一本に は 

(君)、 f 暴；、 麋、 鹭 (聖) の 如くに 作って 居る もの も ある。 同じ 書で も、 斯く異 る 以上 は、 「唐 書」 でも、 「通 志」 でも、 「書 

譜」 でも、 新 古の 版に よって、 そ Q 字 態に 變 化が ある 事を豫 想して 置かねば ならぬ 0 である。 

淸 0 葉 昌爆撰 「語 石」 は、 卷ー 0 中に、 また 「書 譜」 0 十九 字 を 承け て 居る が、 然し 月 を ® に、 君 を 凰に、 戴 實は載 

を蕩 に、 聖を鑒 に、 授を 滴に 改めて ある。 そ Q 中に 於て 凰 字は議 すべきで あり、 @ 字 も 少しく 變更を 加へ る 0 要が あ 

る。 而 して 載 字に つきて 「石 刻に は 皆暮に 作って 嵐に 作らざる は 書譜と 合せざる も、 碑 字は當 時に 作られ、 且つ 一石に 

非 ざれば、 必す舛 誤な からん」 と 言って 居る に は、 賛成が 出来ぬ。 葉 氏 は ®> 、字 を 保存す るので あるが、 予は之 を 除かん 

とする ものである。 叉 面 字 を その ま-" にして あるの も、 不賛成で ある。 

斯の 如くに して、 從來 の文獻 にて は 「宣 和書 譜」 の 十九 字が 最もよ く 調査せられ たもので あるが、 實は その 中の 二字 

を涂く を至當 とすべき を 以て、 十七 字と なり、 これが 新字の 總數 であると、 予は 決定した いので ある。 


以上の 研究に よって、 十七 字が 武后 新字で ある 事に ついては、 何等の 疑な し. として、 さて この 十七 字が、 新字 Q 總數 

なり や 否やに ついて、 こ.. t に 附言した き 事が ある。 次の 譜 字の 中には、 或は 新字な らんと 思 はる- "もの も ある けれども 

資料が 十分で ないから、 今 は 唯 疑問が あり 得る 程度の ものと して 置く 0 である。 

第一 は、 圓の 字で、 「金石 續編」 所載、 龍 龕 道場 銘 中に 毘られ る。， これ は 民 字に 相當 する ものであって、 まの 新字 あ 

る 以上 は、 民の 新字 も あるべし と^ふ 推定が 起る。 然るに 「八瑣 室 金石 補正」 にて は、 これに 相當 する 所に 字 を當て 

て 居る。 阒字を 以て 完き 形と する も、 これ 唯一 つの 材料の みに て は、 決定に 進む 譯に 行かぬ。 加 之、 王 仁 求 碑に は 民 字 

を 用 ひて 居る のに 出應 ふ。 太 宗の諱 世 民の 民 字 を、 新字 を 作製して まで 使用す べしと 思 はれぬ ので ある。 

第二 は 遠の 字で、 何に 出て 居た か、 今 その 所在 を 忘れた が、 上 元の 元に 當 てられた も Q である。 如何にも 複雜な 戀 態 

文字で、 他の 複雜な 紀年號 に 比して、 或は 新字な らん かの 想像が 起る。 上 一 元年 追述 の詔詞 中に 於て、 五 個の 新字の 用 

ひられて 居る 事が 一 層 この 想像 を 助けし める。 然し 大德寺 • 封祀擅 • 梁師亮 • 潘尊師 • 昇 仙 太子 • 信 法 寺 • 契 芯 明 • 龍 

龕 道場の 諸 碑銘の 中に、 明白に 元 字 を 用 ひて 居り、 况んゃ 遠音 元の 字が あるから、 單に 此の 一例の みで は、 いづれ か，^ 

* いへば 否定に 傾かざる を 得ぬ。 

第三 は 5 止の 字で、 「金石 萃編」 所載、 大德寺 碑の 中に 用 ひられて 居り、 これ は 之の 字に 當 るが、 これ また 單に 此の 碑 

のみで、 他の 諸 碑に は 之 字 を 用 ひて 居る ので、 また 否定に 傾む かざる を 得ぬ。 

第 四、 E 成 字が 莫高窟 碑に 見え、 盛 字と 讀 まれる。 新字ら しい 風 も 見える が、 契 芯 明 碑に 盛 字が 用 ひられて あるし、， 一 

例の みに て は 之 を 決定し 得べ くもない。 

第五、 變 贰參肆 漆^ 捌 玖 拾の 数字が、 昇 仙 太子 碑、 岱岳觀 碑の 中に 用 ひられて ある。 是 等の 數 字は武 后が 改め 用 ひた 

武周 新字の 一 研究  四 二 九  t 


, ^周蓊 字の 一 研 i 九  … , 

hhul^ 然 pr";!ulrii 用しても あり、 「碑 別字」 i は iilii 

あお I マ 层 り ； efc 翁 字と して 數 ふべき 性質 Q も Q でない 

,H の 外 fc も異體 文字 は 際限 もな く 見られる けれど、 n^l  ,、  J  . 

*  。  i 『お 尸 鮮^に^. し 而も 新字と 見ら るべき も ot-i ハ， A pat 

れる。 斯くて 予は武 后 新字 は、 十七 字に 盡き はしまい かと、 斷定 したい。  へき もの はまい if 

以上 は、 予 Q 1 研究で、 偏へ 忙 大方の 叱正 を 仰ぐ ので ある。 
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